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基督 教徒の 祈  . 

祈と は 如何なる ものな り や。 

之 を 極めて 簡？ 5f に 一一 一一！； へば、 人のぉ^魂が現在の祌と談^^^することなり。 路加 傅 十八の 十一に 兌え た 

る パリ サイ 人の 祈り は、 獨語の  一 Jig にて 全く 神と 談話した る ものと は兒 えす、 祌を 活ける ものと 信 

じ、 其の 威 嚴を敬 ひ、 其の 恩 を 喜び、 望と 愛と を 心に 抱きて、 之と 談話す る は 祈りの 大 趣意な りと 

云 ふべ し。 

祈る と 云 ふの は 何となく 笑止し きことの 樣に考 へらる \ は 如何なる 理由 ぞゃ。 

從. の宗敎 大いに 麼れ て、 何人も 加持 祈禱 など は 蔑視す る 世界と なりたる に付き、 基督 敎 徒が 祌 

と 談話す る こと を 祈りと 名づ くる を 見れば、 矢張り 之と 同様に 詰らぬ ことの 如く 誤解す る 故な り。 

稱ほチ 3 ン^^ の 人が 今の 世界に 唇 身を狹 くす るが 如し。 第一 基お I 敎 徒の 祈 は 彼の 加持 祈 などと 同 

一に 兑 るべき ものに 非す。 天地の 主なる 神が 在す 限り、 靈魂を 有て る 人が 之に 親しみ、 ともに 談話 

する 程 自然なる ことほ あるべ からす。 先づ 祈りの 目的と する 神が 旣に 加持 祈禱 などの 目的と する 偶 

像菩 Is と 異るを 忘る ベから す。 試みに 世の 所謂 祌佛に 祈願す る こと を聽 け。 曰く、 家內 安全、 息災 

徒の 祈  一 


基督教 徒の 祈  一一 

延命、 火難 盗難、 水難 刽難、 あらゆる 病氣 貧乏 難 を 救 ひ 給へ と。 皆是 自家の 便益 を 謀る の 語、 利 

己の 念 其の 中 に 溢.？ -、 俗氣 鼻を衝 く。 之を陋 しとす る も： しむに 足らす、 斯 くの 如き 御祈禱 連の 仲 

間に 人る と 思 はる. -を 愧づる もまた 一理な きに 非るな り。 然れ ども 基督教の 祈 はさる 卑屈なる もの 

に 非す。 倫理 道德の 分子 を 根本と し、 規模 茶 だ 大きく、 第一 に 神と 其の 聖國の 事 を 祈り、 次に 天下 

同胞 を 想 ひ 遣りて 己が 道 德の有 樣を憂 ふるな ど、 着想の 高尙 なること 君子の 心 術 を 示せり と 云 ふ， ( 

からす。 馬 太傳六 章に 見えた る 主の祈りの 如き もの を 熟考 すれば、 此の 事 明かな らん。 キ ー ブルの 

「クリスチャン • ィャ ー」 のうちに 夕の 祈 を 歌へ る 詩 あり。 基督 敎者寢 に 就く 前の 祈りの 高尙 なる 

こと は、 之を讀 みて 知るべし。 (其のう ちの 數節は 新撰 讃美歌の 第 七に 譯 出せられ たり。 然れ ども 同 

情の 極めて 廣く、 博愛の 念に 滿ち たる 句節 を 省きた る ぞ遗憾 なれ)。 斯の 如き 祈り を爲す もの は、 自 

ら志を 高く し。 氣宇 を濶大 にす る を 得ん、 何の 笑. しき ことか 之 あらん、 且つ 眞理を 悟らん と 5 &す 

る もの は、 理 S もな き 感覺に 支配せられ ざる こと 肝耍 なり。 何となく 笑止し など 云へ る 心 は 斷然之 

を 推し 除け て、 單に 道理 如何にと 研究すべき ことなり。 

口に 打ち出して 祈る は 何故 ぞ。 神は靈 なりと 聞く、 心に 之 を 念 すれば 事足りなん。 

勿論 必す 口に 出す こと を耍 する の 理由 は 非す。 神 は 我らの 言 は ざ る さきにせ ハの事 を 知りた まふ 

由、 聖書に も兒 えたり。 讃美歌に 言 はす や、 

ハ のり よくちより よし 出ぬ とも 


ごこ 

まこと ある- ilw の  ねぎ 曾な り 

いのり は ひそかに むねのう ちに 

かくれし ほのほの もえたつ なり 

然 らば 何故に 之 を n に In ひ 出づる や、 旣に 心の うちのみ にても 祈る ことの 出来るならば、 殊： 災に 

？怦を 'べき 必耍も 無 からん と。 此は 一 應 さる ことなれ ど. 人の 言 や 其の 聲と 申す もの は、 して 

見下ぐべき ものに 非す。 ^だ^ 彼の 贵 きものな り。 人の 薛は 心と ともに はたらきて、 祌の榮 ぇを顯 

し^べき 苦な り。 心う ちに あれば、 C ら にも 出で- 錄 にも 發 する は 自然の 筋合な り。 默禱と 巾して 

無 一一 n にて 析るこ ともなき にあら ね ど、 何時も/ \\强 ゐて言 を發 する こと を 抑へ 置く か、 ？ く は 之 を 

詰らぬ ことと して、 放擲に 爲す とき は 大切なる 祈の 精 祌も何 處へか 失せ去る に 至らん。 心と 一一 E と は 

1$: 齒の關 係 ある もの 故、 た^ 一方に のみ 偏 するとき は、 兩^ ともに 全から ざるべし。 心に もな きも 

の ごと を、 た 口に 1? ふる は 腹 ふべき 限りなれ ど、 何 か现窟 張りて、 之 を 首に 發せ すと 主張す る も 

の も、 少しく 髙慢 じみて 心 悪し。 さる if 裔 家に 限りて、 首の みか は 心の 祈り も爲 さざる なるべし。 

二 とん 

心に m4 ふが 现 りなら ば。 聲 ある 人が 之を霄 に發 する も、 道理 然るべき 害な り。 唯一 言 も發 せす して 

は 祈りの til 祌を 維持し 難き が 其の 證據 ならす や。 fl.? 界に のみ 住する 天の 使 等なら ばい ざ 知らす、 形 

あ る 人間界 の 人に は 其 の 場合に 相 常す る 作用 あ る を 忘る ベ か らす a 

祈りに は E!^ して 其れ だけの 効能 あり や。 
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基 @ 教徒の 祈  四 

此の 問に 對し 最初に 正して 置くべき 一 つの 間違 ひ あり。 前囘 にも 說 きたる 如く、 祈の 大旨は 神と 

人と 互 ひに 談話す る ことなり。 神 は 如何にも 尊く 嚴 かにして、 其の 恩 慈 慕 ふべ く、 其の 正義 敬 ふべ 

きもの 故、 之に 向 ひて 敬畏 欽慕の 念 を 起し、 恭しく 共の 前に 出で、 我の 意衷を 吐露し、 感謝、 欽 

仰、 讃頌、 祈願の 誠 を あら はし、 吾が 罪を吿 白す るな り。 其の 內に はかの 賫藥 を購ひ 求む る 田舍漢 

の 若く、 効能 書 を餘 りに、 とやかく あげつら ふが 如き 精； t を 混合すべき ことに 非るな り。 祈 は 人の 

自然な り。 靈 性の 至誠な り。 算盤に 當 りて 一 々得失 を 打算す る 商人 流義に 之を務 むべ からす。 勿論 

生ける 神に しあれば、 我の 至誠に 應じ、 我の 精神に 答へ て、 意氣相 通じ、 決して 穴 H を 撃つ 如き もの 

に 非す との 信仰 無くん ば 叶 はざる ことなり。 唯 先日 も 云 ひたる が 如く、 加持 祈禱 同様の 間違 をな し 

て、 彼の 下 谷なる 日切りの 祖師に 參詣 する 連中の 勘定高き に 似た る は 不可な りと 做す のみ。 啓へ 

ば、 孝子が 親に 泰 ふるとき 妄りに 己の 上に 来るべき 利益 効能 を 心配せ ざる 如し。 然し 祈る ことより 

生すべき 利益 を考 ふれば、 また 決して 僅少に 非ざる を 知るべし。 世の中 は變ひ 行く。 叉 人の 心 も 進 

み、 若く は 退きて 少しも 定めな きものな り。 此の 變化 のみ 多き 天地人 間に 住みて、 時 々 沈思 冥想 

し、 神の 悠久 浩大 にして、 其の 愛 無限なる に 感じ、 之を瞻 仰し 奉りて 祈の 至誠 を發 すれば、 吾ら は 

浪に 漂へ ると きに 圖らす も 千代の 巖に 取りつ きたる 心地す べきに 非す や。 我 も 不完全、 人 も 不完全 

にて、 世の 實際は 詰らぬ と 見える こ ともなき に 非す。 若し 此の 陳腐なる 世界の 湫 をのみ 呼吸し、 

水臭き 人との み 交際して、 光陰 を 過ごさば、 鄙吝の 情う ちに 餺 結して、 ^劣なる 生活 を 送る に 至ら 


ん こと 必 せり。 孔子 は 周 公 を 恭ひ、 孟子 は 仲 を 願 ひたりと ある 如く、 .：11 问尙 なる 人物に 接すろ とき 

は、 Mn らの 精神 何となくせ；^ き 所に 引き. r; らる、 心地 せらる.^ なり • 人に して 此の 如し。 これ を 無限 

絕對 なろ 神の ことにして 考へ 見よ。 其の 吾が 精神 を 鼓舞す K> こと 如何ば かり ぞゃ。 十；； の 人 も 云 ひ 

き、 3^は共の人に近づくょり^^^は無しと。 五 "らは S に 一 歩 を 進めて； t に 近づく より 范 ： きもの 無し 

と 一. ム はんと 欲するな り。 あ、 たのしき 祈りの 時、 何ぞ 此の 樂 しき 時に 於て； t に 近づく こと を爲 ざる 

や。 主の 祈 を 熟思せ よ。 其の 冒頭に 曰く、 天に 在す 吾ら の 父よ と。 此の 一  |^1:1は祈るもの 、心を高遠 

なる 地位に 舉げ、 之 をして た、.^ 神の ことのみ ならす、 _ ！界の 交通 は 甚だ 深 妙なる もの ある を 感ぜし 

むるな り。 (吾ら の 父と いへ る 語に 注意せ よ) 叉 曰く、 聖， 同 を 来らせた まへ、 一名 を あがめさせ たま 

へ、 s^i: 慮の 天に 行 はる、 如く 地に も 行 はれし め 給へ と。 基督 敎 徒の 祈 は 此の 如く 大 いなる 事 を企圖 

し、 雄偉 高尙 なる 計畫に 同情 を 表し、 神と ともに 働きて 此の 目的 を 達せん こと を む ものな り。 其 

の 事旣に 偉な り。 之 を 思 ひ、 之が ために 喜び、 或 ひ は 之が ために 慨 して、 意衷 を； t に 聞え、 切に 其 

の 助け を 乞 ふ。 天下の 快事 何もの か 之に 勝らん。 此の 祈 は 宇宙の 一勢 力と なりて、 非常なる 効 ffl を 

爲 すなり。 また 共のう ちに 發 表せられ たる 大 思想 は 人類の 敎育 となりて、 非常なる 力 ある ものな 

り。 斷の 如き 意氣 思想に 充 さる、 人民 は 幸な り。 斯の 如き 祈 を爲 す^ 人 は 富 叫 海 を 有つ ものよりも 

{:s め りと 謂 は ざ る ベ からす。 

祌に 近付く ことのみ にても 非常なる 利 5 价 ある こと 疑 ひなし。 これ を 人^の ことに 就て いふ 

徒の 祈  五 
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も、 甲の 心より 乙の 心に 感化 を 及ぼす こと 少 からす。 世に 師弟の 道^す る は、 此の 感化 あろに よ 

る。 我が 胸中に 理解せ ざる 所 あれば、 之 を 其の 道に 堪能なる 人に 問 ふ。 我が 德 至らざる 所 あり、 過 

ちを改 むる こと 闲 難なる 時 は、 之 を 先覺の 君子に 訴 へて 助け を 乞 ふこと なり。 人 il のこと にして、 

斯 くの 如くならば、 之と 同様なる 感化、 祌と 人との 問に 起ろ まじき 理 あるべ からす。 昔ソ クラ テ ー 

ス は 神 の 己 を 助く ろ を 信じて 疑 はす、 云 々 のこと は 共の 敎 によりて 悟りたり と 公衆の 前に 明 一一 一一：： せ 

しこと 場々 ありたり とい ふ。 ピタゴ ラス も 勾 股 弦の 數理 を發 見せし 時、 其の 功 を 神に 歸し、 祭 を 行 

ふて 感謝の 意 を 表したり。 倫理 學^ の說に 曰く、 『コ ンシヱ ンス』 (良心) といへ る 語 は 共に 知る とい 

ふこと にて、 何故に 道念に 斯 くの ごとき 名稱を 付す る やと 云 ふに、 善 惡の觀 念と 同時に 自ら 神 を 想 

念す ろ こと ある を 免れざる が 故な り。 或 ひ は 良心 を 名付けて 神の 聲 なりと 云 ふ。 肉體の 耳に 物の 音 

を 聞く が 如く 我等 は緊 性に 於て、 また 良心に 於て、 祌の聲 に 接するな り。 祌は人 を距る こと 遠から 

す。 マル チノ ー 氏せ て マン チ H スタ ー 新大舉 校の 寧 生に 演說 して 曰く、 樂 書に いふ、 悪人 は 人の 追 

はざる 時に 遞 ぐと。 人 追 はす、 然 らば 誰より 遁ぐ るか。 之 を 要するに 知ら. f 識ら す祌の 活ける 露に 

接する を 以て 恐怖 措く 能 は ざれば なりと。 プラト，' は 「メノ ー」 の卷に て 人の 道德 はすべ て祌の 

インス ピレ ー ショ ン に 出づと 論じたり。 されば 神の 霞と 人の 靈 との 間に 交感す る 所 ある は、 決して 

疑 ふべき ことに 非す。 某- 督敎 徒が 己の 身 を 顧みて 深く 恥 づる處 あり、 a つ 大いに 希 $H する 所 あるよ 

け、 先 づ旣往 の S 非の 赦 されん MJ を 求め、 次に 我等 を 惡に誘 はせ す、 却って 之より 救 ひ 出し 給へ と 祈 


る も、 全く 此の 近！.. に^づける ものと 知るべし。 佌の 巾に 己の 行 ひ缺點 多き を らす、 卵の 赦しを 

だに 求む ろ 心なく して 口 を 過す ほど 淺 11 しきもの はな からん。 彼 $ は 亡ゴ」 に ほて 之 を 感ぜす、 0 

を 犯して 之 を 傷む HI 能 はす。 その. 中 性^ん ど 枯れ * てた る 姿な り。 之 を S バふ るに、 痛き も 痒き も^ 

えなき に れる巾 風の 忠^に 異ら す。 保羅 n: く、  らに 後に ある もの をのみ 顿 みる， 刃れ、 前に ある 

もの を 指して 走れと。 只 旣往の gii;^ をのみ 救 へ 立て して 前 ^^1 の發途 を 忍 はす、 後悔の E 心 ひ にの み 沈 

む もの は、 だ 憐れなる 姿に 陷 りしな り。 故に^..^敎徒は祌のカと北ハの救ひとを：一;^するょ.=助けを 

天に 求め、 ^^と共に 働ら きて、 惡に 勝ち、 愈々 蒂に 進まん こと を 期す。 使徒 ：！；^ 經に、 我來. お？ を 信 

すと はえた る は、 此の 感化 あ る を 確 し たる ものな り。 

或は 一. ムく、 -ぉ^ 魂ヒの 感化 ある は、 さる ことなれ ど、 物界 のこと に 就きて、 祈るも何のハ^^：だになか 

ろ べしと。 然れ ども 物. と g-M との 二  は 仝く 相隔 りたる ものに あらす。 己に 北ハの 一方に 於て 利 ハ„ ^ある 

べしと なしながら、 他の 一方に は 少しも 共の 影 i: なしと する こと、 茶 だ 謂れな き說 なり。 此の ー說 

にょ.^^^.'ふるも、 心の 上に 結 あるべき 祈 は、 物界 のこと にっきても 必. f 影 響 を 及ぼす ものなる こ 

と 疑 ふ 能 はざる なり。 人に 食 を 求めて 生命 を 拾 ふ もの あり。 また 醫に治 を 乞 ひて 病 を 根 さる /- もの 

あり。 求められて 之に 應じ、 乞 ふて その n 的 を 達する は、 人の 働きに て、 祌を 愛し、 其の 咸德に 敬 

服して 身上 一切の こと を 之に 委ね、 謙據、 從順、 天命に 安ん する 等の 諸德、 その 中に 發掷 せらる。 

斯の 如き 心 を 祈りに よりて 起す もの は、 帆 を 揚げて 風を受 くる 船の 如く、 かくなさではは雜.き^3.5み 
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を 天より 賜 はる こと、 何故に 之な しとす ろか。 人の 心 次第によ りて、 天地 もー變 する かと 思 はる、 

場合 あり。 懶惰 なる もの は 飢え、 勤勉なる もの は 利 達す。 人の 精神に よりて、 造化の 之に 對 する こ 

と、 非常なる^ 逮 ある を 思へ。 祈 ひも また 此の 称-類の 笼途を 人の 間に 起す ものに あら. f や。 只 此の 

注意すべき は、 we そ 物界に 屈する 利害 は、 容易に 判斷 する こと 難し、 故に 我の 必要 を 認めて 求めし 

所、 却って 不必要 なること も あらん、 また 我 一 身に 取りて は、 如何なる 影響. あるべき ことにても、 

身 は 社，^" の 人 なれば、 專ら 己の 利益の み を 主張して 願 ひの 儘に ならん こと を 望む は 利己 もまた 基し 

からす や。 ドル ネル、 祈禱を 1E£^ したる 中に 妖術 的 祈 禱と稱 す る もの あり。 これ は 祈り を 以て、 恰 

も 一の 魔法の 如く 1^ 做し、 機械的に 利" 分： を牧め べしと なすの 迷信な り。 或る 基督 敎徒 はこの 迷信 

に 溺れ 居るな り。 然れ ども 祈り を 非難し、 その 効 川 を 疑 ふ 輩 も 亦 此の 迷信に 溺れて、 其の 說を 立つ 

る に 似たり。 こ れょ り 其の 誤り を 辯す ベ し。 

ドル ネル 曰く、  をな す ものに 二つの 極端 家 あり、 ゆなる 人 は、 唯祌は 何事 にても、 適. に 取 計 

ひた まふと 信じ、 凡そ 事の 大體 を祌に 祈るな り。 故ら にこの 事、 若く は 彼の 事と 定めて 之 を 祈り 求 

むる は 不可な りと 信. f るな り。 その 說 によれば、 已の意 を 張らす、 只 祌の蛮 意に 任せて、 之に 服從 

する は 井せ #敎 徒の 精祌 にして、 祌の 約束 を 或 定まりた る 事柄に 當て箝 め、 願 はく は 此の 一 事 をと 切 

に 求む る は、 不適の 至りな りと。 若し 祈る ことす ら斯 くの 如くなら ば.、 何 にても、 必す之 を 成就 

せんと 思 ひて 取り 掛る こと 能 はざる べし。 而 して 我等が 事 を 謀り、 極々 の 企て をな す も 皆 二の足 を 


^むの； i, にて、 ： ^^命に從^^することなきに！^-らん。 ： 五：： 人 は 世の中に 在りて これ ぞと思 ふこと を 

ば必 を朋し て 爲す如 く、 熟考した る 上 は 或 si- を 神に 訴へ、 切に 我が 顿ひ の 如くなら ん こ と を す 

る を 5：： ベ し。 *^-の^|!類を-:;化めて祈ることを不可なりとするは、 ^好？ W 徒の 生；^ をして 茶 だ 無味なら 

しむる もの にて、 ； t の！： は 一 K や の？ ；勿 八：： に て 如何なる 事 を 要する や、 少しも 之 を 分別す るの intlf 

种を父とす るものに存せ十 と||;^:做すの1:5?解なり。 新約 全書の 敎 ふる 所 は 金く 之と 異り、 人の 祌に於 

ける は、：^ も 子の 父に 於け るに 鬼： らす。 何事 にても 遠慮なく 祌に 聞え 上ぐ るに 於て 何の 差 1^ あらん 

や。 新約 全 ま n は 只 一 つの 制^ を 之に 加へ たり。 凡そ 祈 はすべ て 共 の 名に：^ て！ げざる ベから す。 

雖 の 名に 於て と は 如何なる 義ぞ。 即ち 井 A 傅と 一致 契合して 心 を 潔め、 希^lt^iをー；I^にし、 願 ひ を 正 

しう し、 弗-！^ と 相 聯 りて 求め 得べき もの を祌に 祈る とい ふこと なり。 心旣に 茶- 督と 一致し、 その 生 

,^^ゎが巾に流通するときは、 祌の意 忍 を 確認す る こと を 5i、 全く 信じて 祈る こと を 得るな り。 この 

so 、然 たる 祈に 對 する 他の 端 を 妖術 的祈禱 とす。 こは^ にても 我 名に 於て 求む る もの は、 之 を與へ 

ん との ， 訝 を濫. m し、 祈 は 祌を し て 餘 儀な く 惠みを 人に 施さし むる もの ふ 如くに 妄信す る ものな り。 

甲の 端 は 人 をして、 飴り に 甚だしく 祌 に服從 せしめ、 乙の 極端 は、 种 をして 全く 人の 祈に 服從せ 

しめんと 欲す。 不敬 も 亦 甚だし からす や。 子た るの 心 全く 缺け. U りと いふべ し。 S 督の 名に 於て 棒 

げ 難き 祈 はたと ひ 千  一一 iR 寓 語を述 ぬる も、 して 聞かる \ こど あるべ からす。 故に 祈る もの は 先づ心 

を ^桥と 同じう し、 すべて 愚かなる 我儘、 利己の 希 を 除き 去り、 明かなる， 脊禁 及び 偽りな き誠實 
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を 以てすべし。 斯る祈 は必， f 聽 かれん。 基督の 名に 於て 祈る の 一 事大 切なる こと 斯の 如し。 之を議 

む 時 は、 々の 迷信 を 免れ、 疑圑を 氷解し、 失望の 惱み にか \ら す、 所謂 安心立命の 地に 立つ こと 

を 5£ ん。 只 世の 疾痛、 苦樂、 利害、 5；； 失の ことにの み拘ら す、 靈 性の 進歩、 社 食の 公益 等の こと を 

忘却し、 若し 祌の榮 光を顯 し、 人の 大益 となり、 我が 鶴 性の 發建を 助く る ことな らんに は、 病 ひ 

も、 死 も、 貧 も、 耻辱も 直： んで 忍ぶべし と は. 基督と ともに 在る もの X 精祌 なり。 基赞敎 徒の 祈禱 

は 博愛、 謙遜， 忍耐、 從順、 剛毅 や！ -の 諸德を 列ね て、 1K に 立ち上れる 驚ば しき 香な り。 祌の嘉 した 

まふ もまた ま ベなら す や。 

且つ 某： 督敎 徒の 祈 は 只 祌の惠 を 乞 ひ 求む るの みに 非す、 旣往と 今日と を考へ 且つ 將來の 惠みを 思 

ひて 祌に 感謝す る こと は、 祈禱 の； 大 眼目な り。 バイ I- ンの 詩に、 H バがカ インに 向 ひて 神に 感謝 

せんこと を勸 めし 時、 力 イン 我 何の 謝すべき 所 もな しと 答へ たり。 ヱ バ之を 聞き、 a つ 恐れ、 且つ 

憂へ #: 然として 之に吿 げて 云く、 され ど汝 は； t の惠 みに よりて 存らへ nig るに 非す や。 力 イン 叫んで 

云く、 實に我 は 存らへ 居るな り。 然れ ども 顿て 死ぬべき 生命なる を 如何に せんと。 祌を敬 はざる も 

の、 心情 斯の 如し。 其の 暗 黑裹に 不平 を 鳴らす の 様、 悲しむべき もの あり。 人 は 不足勝ち の 生涯 を 

送る もの 故、 時として は 哀聲を 放ちて 神に 訴へ 求めざる を 5 &す。 然れ ども また 一方 を觀 みれば、 神 

の惠は 限りなく 我 身 を iS みつ- 1 あり。 只 乞 ひ 求む るの みに て は、 宇. {由 の 乞食と やい はん。 我等 は受 

くる 所の 惠を 感謝す る こと を 忘る ベから す。 近来の 大著と 呼ばる」 『祌の 愚人』 なる 小說 に、 左の 


： まり。 

玆に ー人の^！^人ぁりき。 一 日 市 稱 を徘 si せし 時、 その 門お せ 水に 遇へ り。 人 n く、 共に 來れ、 

かの 砂！ g に 散策 を 試みん と。 彼^ は往 きぬ。 然れ ども 砂原に 到りて 幾 J£ もな く、 彼の 門人 はい 

へり、 こ は 砂 のみに て 何の M ハも なしと。 人 云く、  "^は^を 如何なる 處に 誘引す べしと 云 ひ 

しゃ。 答へ て闩 く、 然り 砂原の 散歩に と。 詩人 n く  ，然 らば 何故に 不平 を 言 はる X か、 且つ 1!;; の 

一一 ni^ だ 事 實に逮 へり。 我 や.^ の 上に 灭 ある を a す や。 過失 は 天 の 過失に あらす、 また 砂原の 過失に 

あらざる なりと。 

卜：； より 人生 を 行旅に 比する もの 多し。 {豕^^は人のー生は、 ポ： きを ft ひて 遠き を 行く に 同じと 云へ 

り。 .0 呼 無呔- なる 砂 に 等しき 此の世界、 遊に 行き 艱む もの、 t. 吟 する もの、 失 する もの、 た 

しき は E 粒す る もの あり。 此に 於て 基督 敎徒は 鹿が 溪の活 水 を 慕 ふ 如く、 祌を 喘ぎ 求む。 神に 近づ 

く は 砂 にあり て、 彼の 偉大 高崇 なる 蒼弯を 仰ぎ見る ことなり。 我等 は 祈るべき こと、 ふべき こ 

と 多し といへ ども、 天地 を 以て 愛なる 神の 發見 なりと 信す る 時 は、 感謝の念 禁 する こと 能 はざる ベ 

し。 よしお はなく、 世の 快樂 はなき も、 神 を 55 たり、 基督 を 得たり、 基督に 頓 りて 現 はる k の 望み 

を；： たり。 是 感謝すべき ことに 非す や。 唯- 1 魂に 關 する ことのみ ならす、 此の世に 屈する 161!^ 物に 就 

きても、 f 細に 之 を 思 ふ 時 は、 攝现の 妙川奇 しくして、 神の 惠を感 する こと 多し。 只 求むべき の點 

のみに 注意す る は 立し からす。 人の 生涯に は 感謝すべき こと 多く あれ ど、 信仰な きに よりて 之 を 忘 
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却す る こそ 口惜し けれ。 

『朝夕に 物 食 ふごと に豐 受の祌 のめぐ み をお もへ 世の 人』 と は 我國の 神道 者 某が 詠みし 歌な り。 基 

督敎の 祈 は、 此の 精神 を 最も 完全に 發 表する ものな り。 日の 光、 水の 音、 朝夕の 食物に 至る まで、 

唯物；^,1者の如くにはぁらで、 一 々神の 惠を寓 する ものと E 心 ひ、 感謝して 月 日 を 過す は 如何に 幸 ひな 

る 生涯に あらす や。 

凡そ 祌を 信じ、 基督の 心 を 以て 人 を 見る もの は、 只 己の ことのみ を 感謝すべき にあら す。 我 fe.7 の 

信仰、 純粹 なるや、 將た悪 しき 分子 を 含みて、 劣等なる ものに あらす や。 之 を 知らん と 欲すれば、 

その 祈のう ちに、 他人の 喜び を 喜び、 之が 爲に 感謝す る こと 幾許なる ゃを毘 るに 如く はなし。 願 ま 

く は 己が 受けし 祌の惠 を 記憶す るの みならす、 世の 爲、 人の 爲 にも、 篤く 神に 感謝す る こと ありた 

きものな り。 保羅が 身の 中に 一 つの 刺 ある を 憂へ て、 神に 祈りし 時、 その 望みの 如く 之 を 取り去る 

こと 能 は ざり しも 尙ほ 神の 惠、 我に 足れり との 慰め を 抱き、 我が 力 弱き に 於て 全く なれば なり、 寧 

ろ 喜びて 自らの 弱き に 傲らん といへ り。 如何にも 殊勝なる 心ば えに て、 其の 信仰の 篤き こと 感，^ る 

に 堪えたり。 斯の 如く 眞實 なる 宗敎者 は 艱難に も 喜び、 その 祈りし こと を 得ざる にも 亦 神に 謝する 

こと を 得べ し。 何と なれば、 世の中 は 練磨の 學校 にて、 我等 は 未だ 成熟の 期に 達せす、 喘ぎつ.'、 

勵 みつ、 進歩 を 計る ものな り。 幸福 を 得、 我が 望を遂 ぐる こと、 却って 大體 上の 害 を 来す や も 知る 

ベから す。 祌、 我等 を敎 育し 給 ふの 惠みを 思へば、 逆境に 居りても、 感謝の念に 充 さる、 こと を 得 


べし。 提多齊 の ニ^に 云く、 夫れ 凡ての 人に 救 ひ を 賜 ふ 神の 惠 あら はれ、 我 や をい ましめ 我^ をし 

て、 神を敬ふことと佌の屮の懲を：^^てて、 ^！^ら制し、 4=- しく 且つ 虔 みて、 今の 世に 存ら へ、 望む 所 

の 幸と 大 なる； t 即ち 救 主、 耶穌^ 籽の榮 の あら はれん こと を § 王み 待た しむと。 断の 如く なれば、 世 

人が 失^と 認 むる 場 八：： に 於ても、 一 いふべ かざる の 慰め を 心に 覺ぇ、 祌の惠 を 感謝す る こと を 得 

べし。 IG^に感謝は基#敎徒の生i^に於ける4^大^ifーiの 一 つに して、 此の世に ありながら、 豫め 天の 

^を受 くる ものと いふべき なり。 主の 祈に 云く、 我等が 人の を赦す 如く、 我 や. -の罪 を も赦し 給へ 

と。 此を 以て れば、 ^督敎 徒の 祈 は、 只 物 を 受け、 惠を賜 はらんと 欲する の 願事の みに. あらす。 

良心の 感覺、 鋭く して 世の中 また 己の 內 に罪惡 盛んなる を 愛へ、 且つ 耻ぢ、 且つ 悲 みて 祌の 前に 之 

を齿 白し、 謙りて その 赦免 を 得ん と 欲する ものな り。 此の 一 事を考 ふるに 至りて は、 誰か 祈の 高尙 

なる を 感じ、 己 も 亦 之を努 むべき の 必要、 否 義務 ある を 悟ら ざらん や。 その 行 ひ 無下に 賤 しく、 志 

卑 くして、 碌々 たる 生涯 を 達る もの は、 罪 ある を も 悟らす、 恰も 喑窒に 座して、 座席に 塵埃の 堆き 

を 知らざる ものに 異ら す。 神に 接した る もの は然ら す、 其の 威光、 胸のう ちに^き て、 前日の 非、 

現在の 卵、 鮮 かに 現 はれ、 is: 玻璃の 鏡の 上 を 歩む が 如き 心地して、 殆ど 身 を 置くべき 所 を 知らす、 

祌の 前に 謙りて、 あ、 s_ ^人なる 我 を憐み 給へ と 叫ぶな り。 此の 祈 をな すに あら ざれば、 誡に義 の 道 

に 進歩す る ことおる ベから す。 耶， go: く、 」M なきもの は 醫者を 要する ことなしと。 凯ぇ渴 く 如く 正 

しき を 慕 ひ、 己の 忭に顿 みて、 謙る ところ ある もの は、 旣に 神の 國に 歩み を 進めた る ものと いは 

Kis お 徒の 祈  ニニ 
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ざるべ からす。 世の 人、 身の 幸福の みを訴 ふるな かれ。 罪悪の こと を 感じて、 之 を 神に 吿 白し、 そ 

の 赦免 を 受けん こと を 第一 に 祈るべし。 これな すべきの 事、 また 高尙 なる 心な-ひ。 

古の 人 は 思 ふこと 云 は ざれば 腹 ふくる、 心地 せらる とて、 或 ひ は 地 を 穿ち、 之に 向 ひて 心のう ち 

を 吐き出せる こと ありし とか や。 詩人 ボルン ズ にも 之に 類せ る 逸事 あり" 彼 は 其の 胸に 浮べる 思 

想、 感慨 をう ち 出して、 人に 吿 げんと 欲すれ ども、 或は 誤解し、 或は 驚き 恐れ、 甚だしき は 我を惡 

むに 至る もの もや あらんとの 氣遣 ひより、 心 隈なく 語る こと を 悼り、 止む を 得す、 思 ふこと を 紙に 

認めて、 せめても の 心遣りと はなしたり。 我等 は 限りなき の 思 ひに 充 されて、 此の 心 誰に か吿 げん 

と 嘆息す る 場合な きこと 能 はす。 或 時 は 無心の 花に 淚を濺 ぎて 我が 胸中 を訴 へ 知らす る こと も ある 

なり。 此の 時に 於て、 天に 一 人の 活ける 神 あり、 我が 眞誠 を盡 して、 心に ある こと を 隈なく 之に 吿 

げ、 所謂 霊なる 交通、 談話 を なすこと を 得る の 眞理を 悟らば、 また 大 いなる 幸に あらす や。 人の 爲 

にも、 我が 爲 にも、 謝し、 祈り、 且つ 吿白 する こと を 得。 基督 敎 徒の 祈り、 豈輕ん すべき も 

のな らん や。 人類の 義務 兹 にあり、 喜ぶべき の 特横玆 にあり、 靈性 修養の 道玆 にあり、 安心立命の 

基礎 玆 にあり。 希 はく は 我等の 生涯 をして 祈 多き 生涯たら しめよ。 

(一 八 九 S 年 五 


眞 理と 力.^ 耐 

『信ずる 者 はなぐ こと をお ざるな リ』 0(以$« -亞 is"  二八の 一 六) 

今 は tr た 多忙なる 世の中な り。 右の 蔡を m 心へば 諸裹 手緩き 有様に て ありき。 殊に 機械な どの 進歩 

ありした め 人生の 匆忙 更に 共の 度 を 高めたり と 謂 はざる ベから す。 人 は 常に 云 ふ、 時間 こそ 財な 

れ、 之 を 節約して.：： m を -I? さんに は 如かす と。 wくて^^^^人も火事場に周章て惑へ るが如き姿にて、 

fcil 乎 短 かに、 ^^接に、 4<^^.6にと呼^^ルすることな.^。 眞现 を硏究 する に 至りても、 矢張り 此の 弊に 视 

る もの 少 からす。 愤 緻. おに 種々 の 方：. g より また 成る 可く 多くの 道筋 を蹈 みて、 现に 到達 せんこ 

と を^む ベ き 竿：： な るに、 大方 は然 かする ことなく、  一二の 節目に 拘 りて 俄かに 之 を 取捨し、 若く は 

^々たる 淺 ii しき 一と 識論 のために、 靈 性の 去就の 如き 大事 をば 卒爾に 決せん とするな り。 ^だ 心 

导が たき 次第な り。 ^がば 迂回れ とか 云へ る讓も ある もの を、 斯く ばかり <t6i?l- 匆卒 になす 力た めに 

尋常の 利害得失 は 云 ふに 及ばす、 舉問 修德の 上に も 大害を 及ぼす こと^だ しきもの あらん。 深く 注 

意すべき ことなり。 俄か 舉 問の 害 ある は 誰し も 知る 所なら す や。 生兵法 は 大成の 基と か 問き ぬ。 注 

人的の 敎育を 察と して、 妄りに lee. 物 を 方寸のう ちに 押し入る、 は 不可な り。 靜 かに 容れ、 徐ろに 消 

« 理 i 忍耐  - a 
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化する は 學を爲 すの 大路な り。 之 を 苟且に して、 輕卒ま 遽てふ 岐徑に 迷 ひ 人る ベから す。 先づ漱 ボ 

萌え出で、 次に 德を 生じ、 而 して 後に 秀で 實 るに 至る は 人生の 原 M にして、 修擧 も立德 も： $： 之に 背. 

くこと 能 はじ。 何故に 人祖 は 罪 惡に陷 りし ぞ。 人心の 密事 を 如何にも 平易 簡明に 解說 し、 性情の 自 

然 及び 其の 實 際と 合致して 符節 を 接ぎ 合 はせ たる かと 思 は る- f 程に、 眞を 穿ちた る舊約 聖書 は 左 の 

如く 之を說 明せ り。 曰く、 彼が 神の 如くな らんこと を 心 懸けて 進 步を圖 りし は 善 かりし かど、 天の 

定めに 循ひ、 着々 道を蹈 み、 鍊達を 經て志 を 遂げん と はせ す、 左 道に 陷り、 拙速 を尙 ぶに 過ぎて、 

何もかも 火急に 處置 せんと 妄想し、 端な く 萬 世の 不幸 を 醸成す るに 至れるな り。 

此の 如き は豈 にた^ 人祖の みならん や。 人類の 歷史に 於て は奇絕 快絶の 偉 Ef^ 子と 稱 すべき モ ー セ 

の歷史 を兑 よ。 如何に 彼 は 其の 初に 於て 天の 時を俟 たす、 火の 如き 血 氣に乘 じて、 事を爲 さんと 欲 

し、 意外に も 世の 信用 を 博す る こと 能 はす、 跎失肷 して、 望 を 失 ひ、 首 を 抱へ て、 ァラ ビヤの 砂 

原に 遞 逃せし や。 また エリヤ は カルメル山に 於け る 奇跡の 後、 人民が 數を盡 して 改信歸 依す るなら 

んと思 ひし こと も、 畫 餅に 歸し、 世事 茫々 意の 如くなら ざる を 見て、 熱情 頓に 冷却し、 敢て 自ら 死 

なんこと を 求む るに 至れり。 彼 は尙ほ 忠誠 敬虔の 士七千 人 神の愛 護 を 受け つ \ ありし を 記憶せ ざり 

ほし.： >t 

しなり。 叉視ょ ダビデ は惡 人世に 時 を 得て、 を 放に する を 見て、 理と實 と 相^ 齬 する を 不平に 

思 ひ、 心緒 紛亂絲 の 如く、 殆ん ど氾心 を 失 はんとす るに 際し、 恰も好し 聖 殿に 詣 りて、 事の 終始 を 

察し、 大いに 悟る 所 ありき。 彼 はな 遽 にして、 道 を 誤らん とし、 沈思 冥想 彼方此方より 眞理を 究め 


て、 共の 疑刚 の釋然 たる を 得たり しなり。 

共の 他 新約に 至り、 彼の 門徒が {3? 活 後の 基^に：？」 ひて、 卞ょ汝 は 此の 時に 於て S; を イスラ H ルに 

復 へ したまふゃと-.ム へ .^。 义 ヨハネが 主 と^に サ マリヤ を 過ぎし 時、 愛の^^子と稱せらる、 にも似 

す、 纖 として； マ：： ひ 放ちけ る は、 我が、 王 を 受け 界れ ざる もののう へに 天より.^ を？^:: び 降さん こと を 

希 ふと。 此は敌 なお 卒爾なる を愼 まざる より 來 るの 過誤に 非す して 何ぞ や。 サタンが し拜 伏し 

て 我に 禮 せば 此ゃ 天下の 萬阔を 雨に 與 へんと 云 ひし は、 キ： として 成功の 念に 駆られ、 火の 如き々.^ 

に 失して、 收を 取る に 至らし めんと 謀りし ものに 非す や。 時に 諛り、 世に 速れ て、 身 曲 阿世の 

S 態に^る を W や はす、 妄りに 俗流の 宗 敎を說 かんとす る 者 も、 此の 危險 なる に 中り しなり。 此の 

世界と 之に 化する 吾が 身 及び 他人の 地位、 性 S^E 度の 如何 を も 察せす、 妄りに 现 想に のみ 走りて 敎 

のうちに 玉石のと もに 混淆す ろ を 忌み嫌 ひ、 漫然 淸敎 徒を氣 取り、 若く は非敎 今-の 孤立主義 を 執 

らんと する もの も、 I!! じく 火 < わ 躁 進の 熱 疫に 侵された りと 謂 はざる ベから す。 ァゥ ガス チン 云 はす 

や、 吾人 は CIZ らを 分離して 唯 天使の 如くに 聚 潔なる ものとの み 居る こと を 求む るの 權利 なきものな 

りと。 吾 や は祌を 借す る ものにし あれば、 共の 善しと する 時を尙 み、 其の 選め る 方法 を m ん じて、 

其 の 架 3= 大 謀の 成就 せんこ と を 希 ふ ベ し。 ひ- に た - 我が 意の 遂げられん こ と を む ベ けんや。 

吾等 は躁 まの 弊 を 左の 三ケ條 にっきて 豫防 せんこと 肝要な り。 露 正なる 宗敎の 進歩 ( 一 ) 爲 si- 6： 

顯ぉゼ (二) 自家 性の 發逹 (三，) 即ち 此れな り。 請 ふ 逐次 之 を 論及す る こと を？ S せしめよ。 


人の 心 は 自ら 神を覓 めて 止ます、 何れの 阈民も 之に 尋ね 遇 はんと 欲する の 情 切なり。 斯くて 幾多 

の 妄信 迷 執 世に り、 人の 宗教心 は 彼方に 躓き、 此方に 轉 倒し、 羊腸た る 進歩の 九折 を 登り 降りし 

かりそめ 

て、 今 は 辛うじて 基督 敎の 時代と なりぬ。 基督 敎の 世に出で たる も、 決して 一朝 苟且の 事に 非す、 

悠久なる イスラ H ル 民の 多難 多恨なる 展史は 云 ふ も 更なり、 高遠 深長なる グ リシ ャ の哲學 に 至る ま 

で、 之が 前驅 たりし なり。 準備 是 くの 如くに 細かな りし 甚督敎 の 世に 經 たる 年月 を傻 ふれば、 旣に 

千 九 百年に 垂 とす。 而 して 世の 狀况 概して 昔日の 如く、 宗敎 上の 紛雜 依然として 齊 態を績 け、 殊に 

悲 むべき は 基督 敎 其れ 自らのう ちに も 種々 の 弊害 其 跡を絕 たす。 世界 は 一進一退た ビ 同一 の 所を往 

きつ 還りつ する もの にゃあらん。 基督 敎 ra^ して 神より 出で しもの ならん に は 如何で 斯 る有樣 にて あ 

るべき。 共の 進歩 は 更に 著しき もの あるべき 害なら す や。 此の 惑 ひも さる ことなれ ど、 要するに 天 

地の 常道 を 知らざる 誤謬より 來る ものな り。 世に 行 はる.^ 生存 競 爭を毘 よ、 適者の 不適 者を應 し 

て、 勝 を 制する こと 容 《^ に 非す。 聖に 進み、 義に 到る の路險 しくして、 嵯峨 たり。 其の 間の 苦痛 如 

何ば かり ぞゃ。 一個人の 上に 於て 然る は 賢哲の 實驗に 就きて 見るべし。 敎會 のこと また 之と 異るも 

の あらす。 其の 經歷艱 み 多き を恃- しまざる なり。 是の 如くに 難み 多くして、 實 効を擧 ぐるの 遲々 た 

る は、 神の 力足らざる 證據に 非す、 罪悪 贩 にして 之 を 征服 せんとす る 戰爭の 容易なら ざる を 示す 

べし。 祌の 選拔を 被りて、 世に立ち、 其の 眞理と 愛と を證 する の 重任 を 負へ る 基督教 徒の 義務 之が 

ために 愈々 嚴 かに、 共の 勇 を 鼓し、 ii 義 を磨勵 する 所 實に此 に 在りと 云 はざる ベから す。 眞 理を危 


疑し、 祌のカ を 輕 ん ぜんより は、 無？ も、 基 1^ の 徒 g: らも 邪に 陷り 、迷 紫-に 嘹ま さる ふこと 是の 

如く^：^だしきものぁるを顧みょ。 また 何 ぞ萬物 進化の 大勢 を 見 ざス。 逸た る 其の 初めより、 目に 見 

ゆる 今日に 至る まで、 其の 懸隔の だしき を： ：3- て、 進歩の 大な るに 1^  くと 同 時に、 此に 達する まで 

の手棱 如何に 悠久 複雜 なりし を 思 ふべ し。 创世 記の 人類 は 默示錄 に 記されし 無数なる 蛮 徒の 群に ま 

ほど-一 

で 進むべし。 共」 3^ 敎は 此の 成長の 力 を 給し、 發育 進化の 種 子 を 人類に 播す ものに 非す や。 信す る も 

はや 

の は ぐ こと をせ す、 神と 眞理の 力 を 信す る もの は、 悠々 自滴 遄ら. f 迫らす、 兵家の 所謂 不敗の 地 

に 立ちて、 道 を 行 ひ、 世に 處 する こと を 得ん。 基督 E く、 我れ 世に 勝ちぬ と。 其の 徒た る もの は、 

片時と いへ ども、 此の 精 祌を失 ふべ からす。 何故に 彼の。 ホン テオ • ピラト を 指して 輕 ilS なる 男兒と 

なす か。 彼. は眞 理を尋 ぬるに 失望し、 飽くまで 之 を硏究 する の 勇な かりし を 以てな り。 上來 說き來 

,s し 所 は、 露理を 研究す る ものに 取りて、 最も 善く 適 中す る を 見る。 舉 問の 點 より すれば、 吾人 は 

生命の あらん 限り 研究者た らんと 欲する の覺 悟な かる 可ら す。 然るに 心 短く して、 眞理の 端緒 を も 

a- 失 ひ、 迷 謬に 深 人り する は ロ惜き 事な り。 新約 を 見す して 妄りに 舊 約の 批評 を爲す もの は、 祌の 

Ef- 漸を 以て n 發 せられし を 思 はす、 た 一  足 飛びに 其の 最終の 結果 を 収めん と 欲す。 我 未だ 其の 

可なる を 知らす。 世の 懷疑者 多く は 火急に 失して、 迷信に 彷徨す る もの 比々 皆是 なり。 ぺ ー リ ー の 

.說 なりし と覺 ゆ。 未だ 知らざる 所の 事柄 をして、 旣に 知り 得て 明瞭なる 事柄 を 蹂躪せ しめす、 たと 

ひ 解せ ざる 所 他に 之 ありと も、 旣に 解し 得た る 所 を 固執す る は學問 上の 勇な りと す。 天地 大 なり、 


其の 神 は 更に 大 なり。 神の 理何ぞ 其の 際涯に 達すべ けんや。 明かなら ざる 所 は 幾許 もあるなら 

ん。 之が ために 旣に 固執すべき 眞理 をまで 奪 ひ 去られて 茫然自失、 徒らに 天 を 仰ぎて 懷 疑の 嘆息 を 

發 すべから す。 信す る もの は 急ぐ こと をせ す。 何ぞ 速成の 功 を 貪りて、 持たざる ものに 持つ もの を 

も 奪 はれん とする や。 凡そ基督を信す^^^は诀してさを擊っが如き徒勞を事とするものに非す。 曾て 

知ら ざり し 神 を 知り、 曾て 懷 かざりし 望み を懷 き、 天地た めに I 變し、 生命の 機 こ- - にー轉 して 

神の 國に 進み 入らん とす。 此れ 謝すべき ことならす や。 然れ ども また 一方より 兑れ ば、 心中の 汚濁 

今尙ほ 除かれす、 自ら 愧づる ことのみ 多し。 此に 於て か 時として は 神の 救 ひ、 聖靈の 感化 等の 如き 

こと も、 或 ひ は 一種の 大言壯 語に 非す やと 疑 はる ムに 至る。 實に 吾人の 德に 進む こと 遲々 たり。 S 

に 身 を 謙りて、 益々 神に 便るべき に 非す や。 然れ ども 道 を 修め、 德に 進む の 事業、 一夜に して 成就 

せんこと を 期す るが 如き は 愚かな り" a マ も 一 日に 建設せられ しに 非す。 况んゃ 靈性を や。 努めて 

怠らす 心 を 熟く して 主に 事へ、 戰 ひて 進み、 もがき 競 ひて 昇る は 基督 敎 徒の 本色に 非す や。 背後に 

在る もの を 顧す、 た 前に 在る もの を 望みて 走れ。 世 は 競走 場に 非す や。 天よりの 救 ひ は、 吾人の 

務め 勵 むこと を 不必要たら しめざる なり。 よし ヒる路 は 十字架な りと も、 基脊 とと もこ 之 こ 鋭 進す 

に は 

ベし。 何ぞ 暴かに 進む こと を 期して、 徒らに 氣カ を^ 喪す ベ けんや。 神 を 信ぜよ、 また 基督 を 信ぜ 

よ。 基督と ともに 此の 大事に 當るは 此の上 もな き 幸福な りと 謂 はざる ベから す。 


父なる 祌と. S へる こと は、 S 将敎の 最大 要 3n なる に相逮 なし。 然れ ども 基督 敎は 尋常の 有 祌敎に 

非す。 之 を 略 首 すれば、 甚督敎 と は實に 基督 人の 信す る もの なれば、 使徒 信條に 見えた る、 『我 其の 

獨-ー の 子、 我らの、 王 耶穌^ 督を 信す』 との 一 ケ條を 甚だ 大切なる 地位に 置かざる を 得す。 

^穌と 云 ふ は、 ユダヤ人 の^に 普通 ffl ゐられ し名稱 なり。 日本に て 言へば 鈴 木、 松 平な どと 同じ 

*^ なり。 古の ユダヤ！； の 名將に ヨシ ユアと 云へ る 人 ありき。 その 綴り方 は 少しく 異れ ども、 元来 耶 

穌と 同一 なる 姓名と 知るべし。 基督と は 耶穌が 世を敎 へ、 人 を 救 ひ、 萬 物 を：！ めめん が爲 に、 神に 選 

任せられし を 示す の尊稱 にて、 乃ち 受膏 者と いふ 義 なり。 彼の 國の 古例、 王と なり、 祭司と なり、 

く は； 5 一一 一 となる に は、 -ぜ を 其の 頭に 沃 がる、 の^ 慣 あるより 來 りし 名稱 なり。 

さて 耶穌と 云 ふ は ユダヤの 北部なる ナザレの 村に 年來 住居して、 三十 歳 許りにな りし 時、 公然 世 

に 現れ、 々の 經歷 ありし 人な り。 希伯來 書に も、 彼は總 ての 點に 於て 我等と 同じく 試煉に 遭へ り 

と えたり。 旣に 試煉の  一 le!i- に 於て 人と 異る 所な し、 ナザレの 耶穌 は資に 人に 相逮 なし。 耶穌の 人 

性 を 認め、 また 一 歩 を 進めて、 聖者の 最も 優れたる ものと 爲す は、 世の もろ 共に 同意す る 所な らん。 


然れ ども 所謂 使徒 信 條は之 を 指して、 祌の獨 子な りと 云 ふ。 これ 普通の 人類 を 神の 子 類たり と 云 ふ 

と 稍々 異る もの あるに 似たり。 また 之 を稱 して 我等の 主と いふ。 ナザレの 耶穌は 基督なる、 神の 獨 

一 の 子なる か、 人類の 君、 王なる か。 ピリ ピ 書の 二 章 六 節に ある 如く、 彼 は 自ら を 以て 祌に 等う する 

を 悼らざる なり。 是何等 の 理由に 出づ るか。 聊か 之 を 明かに せんと 欲する は 本論の 趣意な り。 

近頃の 祌舉 界に歷 史上の 基督 及び 理想 上の 基督と いへ る區 別に 就きて 議論 紛々 たり。 福音 史の批 

評 盛んに 起り て、 基督の 歷史に 於け る 事實、 言論に 就き、 或 ひ は 有と し、 或は 無と する 說、 區々 に 

して、 之 を 一 見 すれば 到底 實を 得難き かと 思 ふ 者 あり。 此に 於て 基督 敎に 熱心なら ざる 者に も、 歷 

史上の 基督 を 重んぜす、 只 其の 敎を 重ん すべし と 云 ふ 者 生じ、 又 熱心に 之 を 信す る 輩のう ちに も、 

歴史 は 鬼に 角、 現在の 經 験に 於て 基督 を認 むれば、 即ち 足れり と 論す る もの 起れ り。 曰マ 等の 護 見に 

對 する 批評 は 日本 評論 第 四十 九號 (g§ &、 IgJS) に詳 なり。 只 基督 を 神との み考 ふる 時 は 其の 世に 

下りて 敎を 垂れ、 祌を 現す の 趣意 立たざる なり。 何と なれば 基督の 降 生 は、 其の 人性に 於て 彼の 見 

る 可らざる 祌を 顯彰 する 趣意 なれば なり。 若し その 人と しての 性行、 實歷を 忘却し、 只 漠然 之 を 神 

と 貴み、 祌學 上の 思想に のみ 馳 する 時 は、 更に 一種の 乾燥無味なる 有神論と なる 道理な り。 之 を 要 

する に ナザレの 耶穌 といへ る 一 筒の 人に 接し、 其の 性情 を 察し、 親しく 其の 言論 を 聞き、 其の 感化 

を 受け、 すべて 其の 人た るの 有様 を詳 かに 知りて、 而 して 後に 其の 神た る こと を會 得する は、 甚だ 

大切なる ことなり。 ュ 一一 テリアンの 如き 謬兒 も、 此に 至りて 世 を 益せ し 所な きに あらす。 基督 敎徒 


は； t 舉； おに 拘泥して 人なる 基 # を 忘れ、 ：^も親しむべき友を茫漠たる祌性論の^t^^^-に沒し、 從 つて 

父なる 神と いへ る觀念 をも暖 眯に附 する に 至れり。 此の 時に 方り、 ュ -I テリアン 說起 りて、 基 を 

人と なすの 一 方に 倔し、 大いに 基督の 人性 を 明かに する こと を 努めたり。 余^^^は ュ 一 1 テリア ンに學 

びて 人た る 基督の こと を詳 かにし、 其の 神性 論の 地盤 をして &々 堅间 ならしむ る こと を 得べ し。 之 

に 加 ふるに、 スト ラウス、 ルナン、 バウル 等の 異說 起り しょり、 基督の 傅 を 研究す る こと 驚く ほど 

に 進み、 之に 關 する ネ述、 汗：^！^-祯のみならす、 基督の { 赏歷 は、 今や 面の あたり 之を兑 るが 如く 甚 

だ 明かなる 地位に fl^J せりと いふべ し。 古の 使徒 等 は、 初めよ り^ちに 基督の 神性 を 認め 得た るに あ 

ら す。 

最初 は 人類と して 之に 遇 ひ、 之に 親み、 共に 起居して、 渐く 共の 精祌を 知り、 共の 感化 を 蒙り、 

次^ に ：；^ 仰 進み て 耶穌 に 活ける 神 の 子 基 5^2 な る こ と を認む るに 至りし なり。 基督 は 叨 に 感情に 評 

へ、 子に 迫りて 共の 祌性を 信ぜし めす、 却って が漫 りに 之 を 口 にす る こと を 禁じた るを兑 

る。 て 一 少ハ牛 あり、 基赞の 許に 來 りて 云く、 善き 師ょ、 云々 と。 耶稣 云く、 何ぞ我を^！：きとぃふ 

や。 獨 りの 外に 善き 者 はなしと。 こ は 彼が 善の 觀念、 淺 薄なる を 兌て 其の 意義の 高大なる を 悟り、 

財 產を扣 て、： 耶穌 と共に 起居して 其の 精祌を 知り、 等の 眞意を 悟り、 漸くに して 基督 を 認めし めん 

との誠^9なりしを知るべし。 此の 故に 我等 基督 を 充分に 知らん と 欲する もの は、 祌學 的の ことに 失 

せす、 一  に ナザレの 耶穌が 人と して 世 を 送りた る寶 歷を詳 かにし、 面の あたりに 共の 人物に 接 


する 程に 之 を 熟知 せざる ベ からす。 是 基督 を 知 る の 捷徑 にあ らす や。 

ナザレの 耶穌が 世に 經 たる 有様 は 載せて、 ra: つの 福音書に 在り。 近来に 至り、 此の 史傳を 批評す 

る こと 盛んになり 行きて、 或 ひ は 共の 記錄 信す るに 足らす、 皆是 後世の 作な りと 論す る もの も あ 

りし かど、 雙 方の 議論 愈々 務めて、 其の 穿 索 愈 * 精細なる に從 ひ、 福音書の 記事 少く とも 共の 大體： 

に 於て、 確實 にして 憑據 する に 足る ものなる こと 大いに 明かに なりぬ。 

ルナン、 スト ラウスの 徒、 批評の 鋭を逞 うし、 自己の 考 へに 基き て、 基督の 傳を 作らん と 試みた 

り。 然れ ども、 其の 結果 は 架 { 仝の 脇 測に 由 り、 想像の 雲霧に 彷惶 して、 小說 的の 著述 を 作す に 終れ 

り。 蓋し 幅 音 傳の ほかに、 基督の 勝 史を傳 へて、 信す るに 足る ものな し。 ルナン、 スト ラウスの 徒 

といへ ども、 新たなる 史料 を發 見した るに 非す。 故に 彼等 は 幅 昔 書の 記事 信じ 難く、 小說を 去る こ 

と 遠き に 非す と 論じた るに も拘ら す、 その 自ら 著述せ る 基督 傳は、 彼等の 頭腦 より 編 製せ し 據る所 

もな き小說 たる を 免れす。 例へば ルナ ンが 基督の 生地 を ナザ レな りと 云へ るが 如き は 何の 證據 あり 

や。 古記の 憑るべき もの 無く、 傳說の 信すべき もの 無し。 彼等 は耶 穌の傳 記者た らんと 揚言して、 

文 教. 上 に は 稍 々 惯俯ぁ る 小說を 作りて 止みぬ。 

福音書の 記事 は少く も 其 の 植概に 於て は 信 を 措く に 足る ものなる こと 疑 ふべ からす。 之 を精讀 

し、 加 ふるに、 近來 益々 進歩せ る 穿 索の 光に 照 して、 之 を 講究 するとき は、 歷 史上の 基督^ 明に 見 

ぇ來 り、 彼が如何に|^11り、 如何に 論じ、 如. 何に 爲し、 如何に 生き、 如何に 死にし や、 當 時の 門徒が 


之に 接して、 ゆお：：！ 經驗 せし 所と 略々 相似た る 知識 を W ろと また 雞 きに 非ざる なり。 耶穌の 性行 越瞎 

を 知る は 全く 爲し 難き 事業に 非す と 思 ひたれば こそ、 ルナン もお をと り、 カイ ムも 共の 精細なる 識 

見 を S ゐて 之が 傅 を *； きたる なれ。 膀 史上の 兆丄将 知るべし。 而 して 之 を 知る は近來 批評の 結 mi- に 

山り、 -,^ たりとの^ 據ロ々 に 明かなる； ilw 史に據 るの ほか ある 可ら す。 

今より 千 凡 W 年ば かり 以前 テベ リャ 帝の 時 ユダヤの！： に 生れ、 三十 餘 年の^ 世に 在りて、 ti 々の 

^6^^を爲し、 身 工匠の 子に して、 廣く當 時の 人民 を 振動し、 德 行人 を li し、 一一 一一 口論 1^ 大 なりし にも 拘ら 

す、 終に 十字架に 懸 りて 死し ぬ。 彼 は 生前に 敎會 なる 結社 を 設けたり しが、 其の 存在 綿々 として 今 

口に 至り、 <:£ 初 はず 〔末の？^、 僅かに 聚 りて 細き 流れ を 成せし も、 今や 長江 大河と はなり にけ り。 

彼は世に於けるぉ神說に激變を與へ て之を极^^ょり改造せり。 彼 は近德 上の 理想 を 新たに し、 人 

物の 1^ 準 を fs^ 革せ り。 彼 は 罪人の 友、 稅 吏の 伴侶と なりて、 博愛 溢る k が 如く、 赤誠 天地 を 動かす 

もの ありき。 之に 接して 枯骨 も 宵 を 塗られたり。 寶に彼 は 烟れる 麻 を 消さす、 曲り たる 蔬を 折ら 

す。 共の 成 化ね 溫容 之に 接する もの を 感化せ り。 此れ だけの は スト ラウス も容 し、 カイ ムも容 し、 

何人も 容す 所な り。 ュ 二 テリアン も 之に 不同意 を 一一 目 はす。 トリー 二 アリア ンも之 を然ら すと は 言 は ざ 

るべ し。 然れ ども 使徒 信條の 基督 は 此の 如き ものの みに 非るな り。 基督 教徒が 世々 信奉し 来れる 耶 

穌 丄^ は "膝 ..e^ -ト： の耶穌 基督と 符合す る ものな り や。 眼 を 世代の 後 逢に 轉 じて、 旣往 の據. を囘 糊せ 

よ。 、雄 雲の 如く、  <2；3{ 竹林の 如く、  像然 たり。 §、 大 思想 (豕、 大政 事 (豕、 大改 は、 ^世 


の 偉人な り。 彼等 は 心 を 潜めて、 天地の 玄理 を解釋 せんとし、 人生の 疑問 を 明かに せんと 欲し、 ーパ 

想 を 仰ぎて、 現實の 世界 を 開 導 せんと 試みて、 其の 洪業を 萬 代に 傳へ、 其の 偉圖を 以て 後世の 吾人 

を 感奮 舆起 せしめたり。 而 して 彼等 は 其の 行爲の 原動力 を 以て、 基督の 身に 集合す と 明言せ り。 ダ 

ンテ、 ミルトンの 如き も、 基督 を 指して、 然れ ども 我 活ける にあら す、 基督 我に 在りて 活けるな り 

と 云へ り。 曾て 佛蘭 西の 晝伯、 ド ウレの 寫 せる 淚 谷の 圔を 見る。 險路 限りなく、 危難 足下に 集 ひ、 

老者、 少者、 强 きもの、 弱き もの、 武夫、 工人、 智愚賢 不肯、 皆 此の 谷間に 行き 艱 みて、 嗟 嘆忿怨 

の聲、 悲痛 憂悶の 狀、 さても 巧みに 畫 きたる もの かな。 忽ち 谷の 一方に 赫々 たる 光明 を 見る。 比い- 

名狀 すべから ざる 平和 慈愛の 容を 以て、 嚴 然として 基督の 立ちた まへ るな り。 愁人遙 かに 之 を 望み 

て、 奮起 せんとす る ものに 似たり。 豈に之 を 以て 畫 上の 虚偽な りと 云 はんや。 敎會の 基督 は 果して 

歷 史上の 基督なる か。 
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(：E める 少年 近 を 耶穌に ふ 

(馬 可傳 一 0 の 一 七— 二：：；) 

年少の 時 は血氣 盛んにして、 希 ti- に充盈 たされたり。 世 昍無數 の 靑年は 其の 群 勃た る 血氣に 導か 

れて、 如何なる こと を爲 しつ k あるか。 彼ら は 何 を 夢み、 何 を 求め、 また 何を圖 りつ k あるか。 或 

ひ は 恐る、 北ハの 多くが 日夜 營々 役々 として 心身 を IC 力す る 所の もの は、 酒色に 非れば 名、 然ら ざれ は 

權を ：」 开し 成 を 張ら ん とする に は 在らざる か。 北ハの 稍 や 高尙な る もの は 舉問 に 餘念 なく、 一  身 を擧げ 

て形體 上の 研究、 竹 珂の穿 索に 從 事し、 天下の 事 宛 かも 其の 書 室のう ちに 盡 きたる に 似たり。 斯く 

の 如き 人 は 天地 問に 眞個. の 風流な く、 心^ 上の 妙理 なく、 此の世界 を 散文の みとして、 詩の 氣", g 其 

のうちに 滿 てるに 心 付かざる なり。 人類の 心性 は讀 書講學 にて 盡 きす、 勞作 工業に て滿 足す ベから 

す。 議事堂に 於け るの 名聲 如何に 喰す しき も、 人の 性 を 擧げて 議事堂の うちに 壓搾 する は 不可な 

り。 況して酒<^-に心を專らにするは極め.て惡しきことに非すゃ。 道 を 耶穌に 問へ る 一 少年 は 世 問の 

li* ほなる 才子と 異なり て 北ハの 志す 所 稍 ゃ高尙 なる もの あり。 彼 は 家 富みたり。 然れ ども 其の 富を以 

て滿 足す る こと 能 はす。 彼 は 尋常の 靑 年が 快樂を 求め、 酒色に 精神 を 奪 ひ 去らる. -に 似す、 謹直に 

富めら 少 も 稣に問 ふ  二 七 


富める 少年 道 も- 耶稣に 問 ふ  二八 

して 私行 大いに 修まり、 所謂 德行の 君子に て ありき。 然れ ども 其の 已に 修め 得た る道德 を 以て 自ら 

足れり と爲す こと 能 はす。 更らに 進んで、 神の 國を嗣 ぐの 途 如何と 耶穌に 問 ひたるな り。 彼 は 富に 

滿 足せす、 一?!： 々たる 道 德に滿 足せす。 然 らば 何 を 求む るか。 彼の 心に 畫 せる 善て ふ 理想 未だ 明確な 

ら ざる もの ある は、 其の 耶穌に 試みた る 問答の 顕 末に 於て 見るべし。 然れ ども 何と無く、 富 にても 

修德作 善 に て も 物 足らぬ 所 あるが 如く 感じ たるな り。 天にまで 達すべき 人の 志望 を 此の 地球の 上に 

繁留 す。 も、 文人 も、 富める も 貴き も 時として は 其の 心に 鉋き 足らす と感 する ものな きを 得ん 

や。 名利な どのた めに 心なき と 云 ふ 地位に 零落れ たる もの にても 芦の 葉戰ぐ 秋風に 哀れ を 催 ふされ 

そぞろ  >4 か 

て 腸を斷 ち、 夕暮吿 ぐる 遠 寺の 鐘に 驚かされて 坐に 人生 嘆を發 する に 至る。 血 氣に乘 せ、 成功の 望 

に 驅られ て、 前後の 分別 も 無く、 天 を 畏れす、 人 を 憚から すして、 日月 を經 過す る 世 11 幾多の 少年 

才子 も、 暫く 心 を 落ち 付けて 事の 様を觀 察せば、 焉んぞ 道 を 其の 人に 問 ふの 念 を 起さ-.^ らん や。 

耶穌に 道 を 問 ひ 尊ね たる 富 少年 は 其の 期す る 所 世間の 人に 比れば 一 暦 優れたる もの あり。 此れ 實 

に 孺子敎 うべき ものに 非す や。 宜 なり、 耶穌が つくづく 之を視 て 愛した る や。 あ \ 孺子敎 うべ し。 

然れ ども 彼 は 善く 敎 へられた るが、 始め を 善くす る もの 多く、 其の 終り を 善くす る もの 稀れ なり。 

此の 少年 道 を 問 ふの 始末 は 吾人の 深く 關 心すべき 所に 非す や。 

希 贜の哲 學者は 善 を 以て 人間 最上の 目的と なせり。 善と は 如何なる も のぞ。 これ 非常に 大 いなる 

問題に して 容易に 之を談 すべから す。 比の 少年 は耶 穌に來 りて 之 を 善と 讃し、 神の 國に 入る の 方法 


如何と 尊ね たり。 其の 志 や し。 北 ハの問 ふところ！^ に 人^ M まの 問 题 なり。 然れ ども 彼 は 未だ 善と 

云 ふこと に 就きて 共のお も lig 尙 なる 意義 を 悟らす、 己に 共の 何 古た る を 熟知せ る もの i 如くに 神の 

闽を甚 ひたれ ど、 未だ共の如：l:に$^:きゃを領<^せざりしなり。 彼れ は 人類の it. 想 を 知る KJ 未だ 深 か 

らす。 容易に 之を詼 じ、 乂た {件= ^に 之 を 求む るの 弊に g£ りたり。 北 (の 耶穌の 許に 來るゃ 走り 來れり 

と あり。 此の 愛すべきの 好 少年 I： 躁の. 舴 ありし にあらざる なからん や。 此の 疾は乂 た 彼れ が應 穴： に 

於て 3- るべ く、 其の 初め 脫 ffi^ の 如く、 北 (の 後 は 屠所の 羊に 異なら ざるに 於て 顯 はれたり。 惜ぃ 1^、 

彼 は 善て ふ1;!"葉の^5=^味を精察熟^せざり しなり。 

然れ ども 凡そ 近に 進まん と 欲する 者 は 人類の 现 想を觀 察して 其の 如何に 高く 且つ 大 なる を 知 る を 

要す。 其の 现想を 知らす、 善て ふ 一一 一一：： 葉の 意義 を 悟らす。 此に 於て か 罪 を 知る 者 少なく、 祌を畏 る \ 

者 稀な り。 飲食に 安ん する も 之れ が爲 なり。 名利の 里に 抑留 せらる i も 之が 爲 なり。 小善に 滿足 

し、 "fe: 々たる 德 行に 誇る も 之れ が爲 めな り、 疾 なきもの 醫を 要する ことなし" 〈儿 なり、 此の 如き 徒 

ss^ が 饑？ 8 を 慕 ふ の 志な き や。 此 の 少年の 如き は 他と 異なり て 稍 や 此の 如き 志望 を 懐きし にも 拘は 

らす、 共の if 想の 觀念 充分に 高尙 なら ざり し を 以て 躓き 倒れたり。 之を敎 へて 现 想の 月、 心に 皎々 

たる もの あらしめ ざれば、 到底 其の 眞现を 悟る を 期す ベから す。 

此の 故に 基督 は 丁寧 反 S?Lj て 此の 少年に 善を說 き、 其 性質 を 示して 彼れ が 心に 大いに 感 すると こ 

ろ あらし めんと 試みたり。 先づ 其の 第一 着の 手段と して 之れ に 反問して 口く、 何ぞ 我れ を 善と 一： ムふ 

ts める 少年 も 耶稣に 間 ふ  二 九- 
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や。 談何ぞ 容易なる。 神の 外に 善なる もの は 無しと、 彼れ は 人間の 善に のみ 注意して、 至善の 極な 

る 神 を 想 ひて、 之 を 標準と する を 忘れけ り。 耶穌 曾て 敎 へて CI く、 雨 苗 C 祌の完 きが 如くに 完 かれよ 

と。 人類の 理想 此 にあり、 一 と 度び 之れ に 思 ひ 至れば 等の 意義 甚だ 高く、 人類の 實際 甚だ 低く、 ト门 

への 人の 如く ロを掩 ひ、 履を脫 して 上帝の 前に 畏れ 愼 むの 思な きを 得べ からす。 耶穌は 此の 富 少年 

の 目を祌 に轉ぜ しめて 其の 思想 を 高尙 の點 に？^ かんとし たるな り。 此の 問に 接して 彼の 心 は 如何な 

る 刺激 を 蒙りし ぞ。 幾分 か 襟 を し、 面色 を變 する の 結 5^ ありし ならん が、 其の 感激す ると ころ 未 

だ 骨髓に 透ら す。 故に 耶穌 * 史に滅 貶 を 下して、 其の 疾を衝 けり。 即ち 卜 誠 を列舉 して、 之 を 守る も 

の は 神の 國に 入るべし と 云へ り。 道 を 知る こと 易く、 之 を 行 ふこと 難し。 物 寂 かなる 頃、 端坐 靜思 

す  わに  くじ  うら ュヅ 

すれば、 心淸み 度り て、 已往 現今の 我鮮 かに 見え 来り、 傲慢 も 折け、 .21- 飾 も衷愧 かしく 感ぜられ、 

赤子 の 如き 精神お のづ から 生じて、 吾が 實 際が 道義の 现想を 去る こ と 千里 の み に 非る を覺 るべ し。 

憾 むらく ば、 吾人 躁 与^に して、 反省の 功 を 務めす、 生 意に 奔走して、 多忙の 中に 我が M 相 を 忘れ、 

バ ン. 

蒸 餅の みに て 生く 可から ざる 身 を 以て、 一意 專念 血肉の 需要に 供給す る を 事と す。 なき 名ぞと 人に 

は 言 ひて ありぬべし、 心の 問 は^ 如何が 答 へん。 或 ひ は已が 心に 厘 問 ふなれ ども、 紛々 たる 世上 人 

事に 擾 されて、 其の 聲 耳に 徹せざる なり。 蓋し 良心 は 祌の靜 かに 微小なる 聲 なり。 浮きた る 心に て 

は 之を聽 くこと 能 はざる べし。 或る人 德 大いに 修 りて、 其の 品性の 優れたる は 知己 朋友の 誠 實に容 

十 所に て ありき。 一日 其の 心 友 某に 向 ひ、 告げて 口く、 我 近来に 至り、 渐く謙 遍の道 を 行 ひ # たる 


を^ ゆと。 ^：^之に义： へて：：く、 然れ ども fl^ は已 が？ 1^ 港に 誇る の 意な きを 得る かと。 此の 一貢 は 電光 

の 如く、 彼の 修 3^ の！ 子 を 架ち て 隈なく 其の^ 間 を ii らしたり。 彼 は 八：' にして、 己が 罪悪の 大 いな 

る を 知れり とて、 太く ゆ 6 激 せりと かや。 共」^^:の列舉せられし、 盜む なかれ、 貪る 勿れ、 姦^す る 勿 

れ、 妄$^ するな かれ、 殺す 勿れ^の 敎讀は 通常 平易に 似 たれ ども、 仔細に 我が 心 W 心 動作 を 省れば、 

缺點 極めて 多く、 道 3； ^の 上に 於て は毫 しも るべき ものな きを 知らん。 是れ 所謂 律法 來 りて 我れ 死 

にたりと バウ 0 の 一一 一一；； ひけん 如し。 若し 此の 少^ をして、 己れ の 心に 銘 刻せられ たる 良心に 立ち 反ら 

しめしな らば、 耶穌の 二百に 大 流涕 して、 あ、 此の 不義なる 我 を 如何ん せんと 云 ひ 出で たるなら 

ん。 然れども彼は斯くまでも深く思^^せざりしなり。 即ち 輕薄 にも 之に 答へ て 口く、 我 L 年少の こ 

ろより、 凡べ て 之 を 守れり と。 如何にして 彼は斯 る大瞻 なること を 一一 一一 C ひしゃ。 豈 にたに 此の 少年の 

みならん や。 滔々 たる 舉 世の 人 多く は 之と 同一なる 地位に 立てる を 忘る ベから す。 其の 惡を 知り、 

其の 非 を 覺らざ る も の は、 な是 の 如き 精神 を 有す る に 外なら ざるな り。 

此の 少年 は 道 を 求む るに 熱心せ り。 彼 は 宛 かも kn 事を拋 ちて 道 を 修めん と 欲する ものに 似たり。 

彼 は 志を勵 して 道義の 實踐を 務めたり。 然れ ども 此の 好 少年 は 果して 善の ために 百事 を拋 つの 氣カ 

ありし か。 彼れ が 胸中に 於て 正義の 大法、 實 際に 於て 無上 權を 掌握し つ、 ありし や。 彼が 身 を 愛す 

る は 義を思 ふよりも 輕 かりし か。 否な 然か のみなら す 彼 は 其 の财 庵よりも 勝り て祌 の！： を 愛せし 

か。 其の 胸 *J の 實狀は 神に 事 ふる 者な りし か、 將た 己れ を祌 とする ものな りし か。 彼 は 此の 點 につ 
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きて 自ら を 欺け るに 非す や。 若し 自ら を 欺け る ものと すれば、 其の 迷 霧 を拂ひ 去り、 之 をして 白地 

に 己の 眞相を 看破- o、  fC 尺 竿頭 尙ほ 一歩と 云 ふ 場合に 臨み、 斷乎 として、 其の 方針 を 定めしめ すん 

ば、 彼が 沈 痼 益々 甚だしく、 到底 之 を 救 ふ 能 はざる に 至らん とす。 

此に 於て 耶稣は 其の 肺 俯に 徹する の 言 を 以て 少年の 靈魂を 驚かせたり。 曰く 汝尙ほ 一 つの 事 を 欠 

しろ 

く。 行きて 悉く 汝の ォぽ 業を賣 りて、 其の 代 を 貧 人に 與へ、 十字架 を 取りて 我に 從 へと。 蓋し 善 は 何 

ものより 貴き ものな り。 之 を 獲ん がた めに 必要ならば、 生命 をも棄 つべ し。 義 のために 死す る もの 

あるに 非す や。 吾人 は 此の 如き 事實を 見て、 之 を 不審し とせざる なり。 財^ を棄 つる こと、 此の 少 

年の 義を 取り、 仁 を 成し、 進んで 神國の 民た るに 必要な りと せば、 何ぞ 奮って 之を斷 行す るの 勇氣 

なきや、 先づ 第一 に 求むべき は 祌の國 と 其の 義し きこと なり。 ヤコ ブの 所謂 二心 ある もの は 搖蕩く 

永に 異ならす。 人 は 二 個の 君主に 事る こと を 得す。 財 神に 事へ つ、、 之と 同時に 神に 翁ね 事 ふる 如 

き は、 望む といへ ども 叶 ひ 難き 事な り。 神の 國は 無上の 欽慕 を 要求す。 神と 義は獨 占の 領地 を 獲 ざ 

れば滿 足せす。 此れ 天理 人道の 然 らしむ る 所、 人倫の 大義な り。 古へ より 有 道の 人 は 屡々 大難に 

當り、 人情 殆んど 忍ぶ 可らざる の 地位に 置かれ、 義と 安逸、 • 及び 神と 世界、 二者 何れ を 取る かとの 

試問に 接して、 其の 心 術 を 1^ へられ、 共の 志望 を 清められ、 道に 忠なるの 精神 を發 揮し 以て 自修 毅 

録の 途上に 長足の進歩 を爲し 得しな り。 人物の 歷史、 聖賢の 傳 記のう ちに 在りて、 fi- 人 感慨の 最も 

切なる もの は、 此の 種類に 羼 する 道 德 上の 戰爭に 起因す る 所の 悲劇に 非す や。 玉 を 得て、 善に 進め 


る 人 あり、 之 を 抱きて 卵 を據る もの あり。 ザァ カイの 如き は 依然 富に 在りて 道に 進み、 义 此の 少 iif 

の 如き は 斷然財 を 棄て、 、王に 隨 身す るに 山り て、 北ハの 道義の 志 を 全 ふすべき なり。 道に 進む の 順序 

は斯の 如く 人に. E りて 異なる ものと す。 アブラハム は 故阔を 去り、 4^向ぉめ難き行程に^.-りて、 比 

の 志^ を^ ひぬ。 ワシントン 幼時 海軍に 從 is^ して、 宵-^^；ムの梯に登らんとす。 ボト マツ ク 河に 投 せ 

る 船に 赴かん と 欲して、 行 K チ已 に^ ひ、 將に發 程 せんとす るに 臨み、 を爲 さんと て、 靜 かに 母 

H ち ノ 

の 颜を仰 れば、 滿 眼の 淚に弊 t^.:l ら せて、 天父 爾を祝 幅 せんと 云 ふ。 ぁ^此の慈母は：^妝に良人を失 

ひて、 世に 便りな き^なり。 ワシントン は 齿 別の 有様に 心 胸を帮 たれ、 たと ひ靑 雲の 志 を 成さん と 

欲するも^：-に慈母を此の儘にして歷くに忍びんゃと。 彼 は 孝の ため， 義務の ために 功名 を 菜て、、 

其 の 家に 止まりぬ。 彼は此 の獻身 の 志し ありし がた めに 終に 合衆國 最初 の 大統^と はなり しなり。 

往 けとの 命 も、 止まれとの 禁誡 も、 北ハの 精神 は 同一 にして、 ひたすら 正義 祌闽に 忠誠なる を 求む る 

に 過ぎす。 吾人の 生涯 また 之に 異ならす。 祌は遞 々此 くの 如き 場合に 於て、 從容 として 堅く 善を擇 

むの 機舍 を與 へたり。 現今 も 之を與 へつ、 あり。 將來に 於ても 之 を與 へんと す。 如何なる 精神 を以 

て 之に^ すべき か。 救 はる」 も此に 在り、 亡ぶ るも此 にあり、 天 國も此 にあり、 冥 獄も此 に 在り。 

吾人 は 如何なる 心 を 以て、 斯の 如き 試問に 應 ぜんとす るか。 此の 富 少年 を視 よ。 彼 はつひに 其の 財 

產を棄 る 能 は ざり しなり。 彼が 譜 美した るせ， 3 は货 財よりも 貝から ざり しなり。 耶穌 をせ； 3 き師 よと 云 

ぶ&1 

ふ 其の 善は货 財の？^ おに 如 かざりし なり。 彼が 取る 物 も 取り 敢 へす 走來 りて、 求めた る 神の 國は 金銀 
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の きに は 及 ざり しなり。 僞ひ 多き 人情なる かな、 彼 は 今 曰まで 己れ を 欺き 居た るな り。 &は 意外 

にも 己れ を 知らで ありし なり。 基督の 一 一一 目 は 彼の まへ に 彼 を 暴露せ り。 奇なる 哉、 道 を 慕 ひ、 神の 

國を 求めた る 少年 は疾 くに 貨財に 其の 心 を 傾け 居た るな り。 其の 言語に は 似す、 彼 は 思 ひの ほか 俗 

界の 人に て ありき。 彼 は 瓦斯の 脫け 去りた る輕氣 球の 醜く k 地に 落下す る 如く、 拍子 拔け して：^ く 

哀しみつ k 家に 歸れ り。 主に 隨身 せす して、 寶の 堆積せ し 家に 歸 りぬ。 彼が 想像の 蠻氣 樓は隨 くも 

も ふす ご  svfao 

消え失せて 悽恰 く、 儼肅 なる 靈界 の眞 相に 其の {仝 夢 を 破られた ひ。 實在！ 眞相！ 之に 行き 當り 

て 躓き 仆 る-もの は 『レ ギヨン』 よりも 多し。 葉 公の 龍 は廣く 適用 せらるべき ことなる かな。 の 

心 術 は 如何。 汝の心 術 は 如何。 

. I  ,  1 — . -, -  (一八 九 三年 八月) 


神と 角觝 へる ヤコ ブ 

(創世記 三 三の 二 六) 

害に 見えた る 人物の うちにても ユダヤ人の 先祖 ヤコ ブの 如く 解し 雞き 者は少 かるべし。 其の 出 

そし り 

處 進退に は 怪しむべき 察ハ 戠多 しとす。 彼 は 策略に 富みた る 臆病者な りとの 誹謗 を 受けたり。 其の 難 

に 出 遇 ふや 初めは 太く 恐ぢ 怖れ、 渐く奇 變を逞 うして 之 を 免れん とす。 ^1|{1を避け、 利 を 致さん と 欲 

する 時 は、 詭計 百出して 核 變の術 端 すべから ざる もの あり。 殊に 腹立たしく 心憎き は 彼が 斯る性 

質なる にも 拘ら す、 常に 其の 意 を 宗教に 用 ふるの 一 事な り。 彼 は 詭計 を； a しう しつ、 宗敎心 を 有ち 

居た る もの、 如し) 此れ 一大 怪異に 非す や。 ヤコ ブ をして 眞實に 神 を 信す るの 人たら しめん か、 何 

故に 彼 は 奸計 を 企畫 みて、 神の 攝理を 顧みざる が 如き 擧動 を恣 にせし や。 若し 神と 偕に 歩みし なら 

ば 何故に 人の 前にて は ies- ら 曲れ る 岐路 を 行きし ぞ。 如何に ヤコ ブは 奇怪なる 人物な りしよ。 

人 は 一 個に して 附恫 なり。 暫き人 は 新しき 人と 勝負 を 此の 方寸の 間に 相爭 へり。 -吾が 中に 二つの 

法雜 ありと バウ a は 云 ひしなら す や。 矛 居す る は 吾人の 淺間 しき 心なり。 我 は 我と 一 致し 難し。 熟 

ら觀じ 來れば 我 も 一 人の ヤコ ブ なり。 汝もャ コ ブに 非ざる なき か。 彼を咎 むる は汝 を咎 むる 所以に 
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非す や。 我と 彼と 道に 逮ふ所 は 稍 其の 趣 を 異にすれ ども、 其の 實は 五十 歩 H 歩の 問を隔 つるの み。 

然れ ども この ャゴブ はつひに 神の 君て ふ イスラエルと はなり しなり。 名は實 の賓 なりと かや。 彼 

は 後に 堂々 たる 偉男 子と はなり にき。 其の 死せ るを兒 よ、 其の 語る 所 王者の 如く 神聖なる 豫ー 一目 者の 

如し。 彼 は 年少き 頃 犯せる 罪の 結果に 報いられて、 災害 頻に 至り、 其の 世に 在る の日少 うして 艱み 

多し と 歎息せ り。 然れ ども 彼 は 常に 眼に 見えざる ところの もの を 念頭に 止めて 忘れ 得 ざり き。 彼 は 

將 來を圖 りて、 現在 を 犧牲に 供 ふるの 智と 勇と を 有て り。 彼 は 過失と 非行と を 免 かれ ざり し 時 も、 

一片の 信念 全く 神明 を 忘れ ざり しなり。 之に 由り て、 彼は渐 くその 弊^ を 矯正し、 其の 心 志 を高尙 

にし、 其の 人品 を 善に 移す こと を 得たり しなり。 此の 美！^ 只 僅に 存 する 時 は、 小人 も 强ち舞 土の 墻と 

して 棄っ ベから す。 之と は事更 りて ヤコ ブの兄 H サゥの 如き は 天 1^ の 美質、 擧 動のお 落、 心 胸の 快 

潤、 小兒の 如き 喜 怒哀樂 幾分 か 愛すべき ものな きに 非す といへ ども、 彼 は 此の 無くて は 叶 ふま じき 

畏天 敬神の 精神 を 欠きし なり。 『カルデナル』 一一 ウマンが ヤコ ブを 評した るに 曰く、 其の 他に 特異な 

る は 喜び 樂 みて 己が 旣往 の實歷 に 於け る 神 の攝理 を 沈思 i„ 六 想し 、 滿 溢る、 の 情 を 吐露して 之 を 感謝 

する の 一 事に 在りと。 彼が 錦 衣 を 輝かせて 故山に 歸 らんと する や、 危害 忽然と して 其 前路に 現れた 

り。 喜びの 天 は氣色 俄に 變 りて 疑惧の 雲に 蔽 はれたり。 H サゥ は懔悍 獰猛なる 兵 を 得て 来りぬ。 己 

を賫 りし 不悌の ヤコ ブを 邀へ擊 たんと てな り。. 其の 注進 今更 疑 ふべき に 非ざる なり。 斯る 時に 於て 

もャ コ ブは 過ぎ 来し方 を 冋 顧みて 無限の 感慨 叉 感謝 をば 催せり。 曰く 我 は祌の 我に 與へ 給へ る恩惠 


もと 

を受 くるに 足ら ざり し^なり。 昔 我 一 枝の 杖の み を 以て 此の ヨルダン 河 を 渡りし が、 今 此に歸 る や 

從 を 分ち てニ隊 となす 程に なりぬ。 然して 神よ、 爾は 我！^ に 幸を與 へんと 〈"； へりと。 彼は感 

謝. y り。 故に能く神の§^,^^に 一 身を托して恐怖のために^.倒せられざるを5:^たり。 然れ ども ヤコ ブ 

は 天の 賜へ る i^li^ と氣 力と をお.. - うする を 好ます、 彼は資 に 天 は已を 助く る もの を 助く といへ る爲理 

を 行せ り。 HHg はすで に 定まりぬ。 次に 夜 起きて (何ぞ 其の 境遇の 切； F」 せる や) 妻と 子等と 婢等 

と を ャボク 河の 彼方に 越させた ひ。 彼 は 唯一 人と はなり ぬ。 左 なきだに 寂寞た る 夜陰、 叫顿 茫々、 

||^く所の天涯にも輝く„2^ーの光に自ら心も澄み渡り、 古今と もに 感じて 已 まざる 河水 流れて 盡 きす、 

また 流れて 如何にな りし か。 其の 音 は 生命の 疑 題を呈 する の聲 にて 腸 を斷っ の 媒にぞ なりつ らん。 

あ、 此の 不思議なる 我の 怕 然として 獨り 立つ 時の 恐し さ、 寂し さよ。 渺 たる 此の 身、 浮 雲の 如き 此 

の； y.; 命、 悠々 たる 此の 天地、 あ、 是れ 何事 ぞ。 91 機 玆に發 動して、 心性 片雲の 遮るな く、 我 も え 

たり、 故に 神も兑 えたり。 此れ 神人 契 交の 時に 非す や。 

人お すれば、 天に 向 ひて 號 泣す。 人力 盡 くる 時 は、 神の 機會 即ち 此に 到來 すべし。 ヤコ ブは 前に 

述ぶ るが 如き 境遇に 陷 りぬ。 是れ祌 の 恩寵 優渥なる べき 時に 非す や。 何 西 1： の 一ぬ 言 書に 曰く  0 一一 I) 視 

よ 我 之を嘛 野に！ i き、 彼 所に て 彼が 心に 語らん と。 (英譯 の 傍寸" に據 る) ..-ra 萬 事 塞 翁が 馬な りと か 

や。 赌 野に て祌 を視、 其の 靈 性に 非常なる 發逹 を經驗 する もの あり。 安逸 樂の 境遇に ありて、 天 

を 忘れ、 從 つて 人た るの 生命 を 失 ふ もの あり。 所謂 幸 不幸 は 吾人の 意表に 出づる もの 多し。 成敗 利 
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鈍 は 畏神敬 天の 念 薄き もの 、得て 知るべからざる 所な り。 耶穌 山上に 俗人の 腸 を 洗 ふの 訓！  一一 一  C を 垂れ 

て 曰く、 心の 貧しき もの は 幅 ひなり、 哀しむ もの は 幅 ひなり、 饑飢義 を 慕 ひ、 道の ために 窘 迫らる 

、もの は 反って 多幸な りと。 此 等の 語 を琉 味して、 其の 眞意 を理會 する ものにして、 ともに 人生の 

秘義を 語る を 得べ し。 神 彼が 心に 語らん との 二目、 旨義 甚だ 深長な り。 ャ ポクの 流れに 臨み、 世界と 

自己との 3 妈相 を諦視 せし とき、 紛々 たる 世事の ために 露れ あへ すして、 睡り 居た る ヤコ ブの 宗敎念 

は 俄然と して、 共の 心頭に 起り 來れ り。 彼 は 之が ために 神 を 見る の 好機 會を與 へられし なり。 彼 は 

氣カ 盛んにして、 變に處 する の 智略に 富めり。 故 を 以て 動もすれば、 自ら 用ゐて 忌み 憚る 所な し。 

之 を淺く 見る とき は g 病の 人な りと いへ ども、 共の 膽は資 に 斗の 如くに 大 なりし なり。 彼 は 己が 精 

神 到る ところ 成らざる ものな しと 思 ひしな らん。 此の 覺悟は 之 を 擁護して、 ？ 単身 父母の 家 を辭 して 

異鄕の 天に 向 はしめ たり、 之に 由り て ヤコ プ 赤貧の 身より 起り て、 大 いなる 富 を 接む に 至れるな 

り。 今や 大難 前に 横 はりぬ。 鍵に ラバン 等の 追 ま を 免 かれて、： 復び 他の 災厄 を迎 ふ。 宛 かも 前門に 

虎 を 防ぎて、： 後門に 狼の 進み 來 るに 異ならす。 此の 時に 於ても、 その 氣カは 少しも 折け たるの 色な 

く、 ヤコ ブの膽 カは疾 くに 彼の 僳悍 なる H サ ゥを养 みしな り。 日 來宗敎 心に 富みし ヤコ ブも尙 未だ 

其の 心の底 蕴を盡 して 全能者の ま へ に 謙らざる ものと 見えたり。 此に 於て 祌は 親ら ャ コブを 襲 ひて 

彼が 忘れん とする 眞理を 其の 肝 膽に銘 じたり。 不思議なる 神 使 は 月 澄み、 水淸 くして 人の 氣配 全く 

絡え たるべ  一一 H ルの 露け き 草 を 踏みて、 孤 身瓢然 此の 幽嫩 不測なる 乾坤に 對し畏 るべき 我と 相 見て 


^^ん慨祯りなきャ コブと^：カせり。 祌は 之に. E りて 彼の 注意 を 促せし なり.。 は ヤコ ブが 何としても 

^诏す ろ こ と 能 はざる 贲 客と して 來 りぬ。 ：：3- え ざ る の 世界 は 共の 最大なる 力の 形質 の 物よりも 愈れ 

るの 明かなる を 以て 现れ たり。 ヤコ ブは 事の 情 を现舍 する J 能 はす、 死力 を 出して、 之れ と銜 闘せ 

り。 共の 呼吸の 如何に 促し かりし よ。 ハの滿 身の 汗 は 如何に 流れし よ。 斯くて 終に 天明る IS と は 

なれり。 神の カを認 むる は、 斯 くまでに 難き ものなる か。 平生は 信仰の 首 を 口にする 人 も 葉 公の 龍 

あと r ざ 

に^けるが 如く、  ^下 is^ に 臨みて は逮 巡りて、 神に 信任 を 匿く 能 はざる こと もや あらん。 此に於 

て か、 疾病 W 苦に 15 ひ、 ^しく は 甚だしく 失 收<顿 躓し、 殊に 苦き は 頼む 者 愛する 者に 死に 刖る& な 

どの 變に 由り て、 迷夢^^ちに霧れて种の聖容を仰ぐに至る。 ヤコ ブの事 また 之に 同じき もの か。 种 

使の 乎 は 彼が の 希 ひに 觸れ たり。 心频 りに 焦 立てる ヤコ プは 忽ち カ拔 けして、 傍に ドウと 仆れた 

り。 小人 は 難に 迥 ひて，^ 逆 來逆受 する のみ。 故に 彼 は 行歩艱 むに 從 ひて、 愈 不德の 人と ならざる を 

-$0 共の 精祌は M 苦と ともに 陋 しからん とす。 君子 は然ら す。 逆來 して 順受 す。 故 を て 其の 靈 

作 は 難み に 山り て 益 健康な り。 彼の ァハズ を 見す や。 彼 は 患難に 由り て、 前よりも 甚だしく 祌に背 

きしな り (赠 代/一 さ |)- 或る 靈 魂の 難み に 遭 ふや、 恰 かも 螺の 如く 固陋なる 我て ふ 貝殼の 中に 蓥縮 1^ 居 

して 利 OH 慢の 宿痫愈 篤く、 たに 天 を 怨み 人を愤 ほる の 毒焰を 吐き、 默示錄 に 所謂 慯め ども 悔悛む 

る こと を 知ら. f(if の) つ ひに 天に 棄 てられて 止む。 天 之 を 放任して 己が 思 ふま \ に 爲さ しむる は、 

此れ 亡ぶ る もの i 慘狀に 非す や。 然れ ども ヤコ ブは 如何にな せし ぞ。 彼 は 我慢の M を 折り、 祌 使の 
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裾を捉 へて 云へ り、 汝 われ を 祝す るまで は 此所を 去らし むべ からすと。 今 は ヤコ ブ神を 感じたり、 

否 之 を 見たり。 彼は兑 えざる 世界の 印象 を 忘るべからざる 程に 其の 肺腑に 印せられ たり。 此の 經驗： 

に 由り、 日 は 其の 心 胸の 雲霧 を排 して 昇りぬ。 たと ひ 彼の； t 使 は 見えすな りしと も、 肉 體の趁 跛 

となりしに拘らす：^^ハの心は勇める丈夫の如くなりたり。 ぺ 一 1 M ルは ヤコ ブ のために 至 聖所 にて あり 

き。 之を觀 察して 加 ふるに 自家の 經驗を 深く 省る もの は、 ヤコ ブに 異ら ざる 敎訓 を受 くる を 得べ 

し。 一生 をば よし 跛 者に て 送らん とする も、 若し ヤコ ブの心 を 以て 之 を 受け 之 を 忍び また 之に 由り 

て 今まで 見 ざり し 神に 接する こと を 得な ば、 此れ 小 を 失 ひて、 大を 51- たる ものに 非す や。 小 を 失 ひ 

て、 大 なる もの を も る 能 はす、 之 を 二重の 損失と 云 はざる ベから す。 盡未來 際まで 之 を 償 ふこと 

能 はざる べし。 罪 を 犯す は 最も 恐ろしき ことなり。 然れ ども ュダの 如く 之に 處 せんこと 更に 恐し か 

らす や。 罪 ある も {儿 しくべ テロが 鷄^ き 出で & 共の 無明の 夢 を 破られ、 外に 出で \ 痛哭し、 泣きて 

大 いなる 使徒たり しに 模は ざるべ からす。 忠難 哀悼 は 我の 如. M ともす る を 5£ ざる 所な り。 唯 だ 之 ii- 

處す るの 校範を ぺ II H ルのャ コ ブに拔 るを耍 する のみ。 

T】ll  Inoii, Thv  J,:>errect  I、ovc  lIT-IJar 一., 

ri】l  Ihou.  riivselr  .hcstow, 

we  this  th ひ cry  of  every  Jicart, 

"I  will  -lot  let  Thee  go."  2 八 九  一二  is- 1 二！ 2、 
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『イエ ス、 エリコに 人リて 過ぎ行く-む ザァ カイと 云へ る： <  あり。 枕 吏の 長に して 富める 者な り。 イエ スは如 W 

なる 人なる か を 見ん と 欲すれ ども、 t% ひくければ、 大 、なる に 2 つて 兑 る こと を 得ず。 彼 を 見ん とて 行き、 桑 

^に H れリつ イエス その sr」 を；^, しんとす る 故な リ， イエス 此に 來リ、 仰ぎて 彼 を兑、 いひけ る は、 ザァ つ.^ ゃィょ 

"トレぎ ドれ、 我 八， 日 かならず 爾 の.： 氷に i 们 らんつ 彼 念ぎ 下リ、 ^^びてィェ スを迎へ4.:.り。 衆人 これ を 見て 好 怨言き 

、 ひける は、 彼 は： Si きて 罪 ある 人の 客と なれり。 ザァ カイ 起ちて、 主よ 我が 所有の 牛ば を 貧き 者に 施さん、 若 

しわれ^ ひ訴 へて 人よ リ取リ たる 所 あらば、 w-;^ にして 惯ふ べし" ィ ェ ス 彼に いひけ る は、 今： W この 家 救 はる 

る こと を 5^ たリ、 そ は 此の 人 も アブ ラ ハ ムの おなれば なり。，. - (路加 傅 一九の 一 —ブ) 

ザァ カイ は^ 太 人の. ^に！： 民 主義 大いに 興りし 時、 羅 の 政府に 使役 せられて 稅吏 となりし 者な 

00 その 地位 M より 社 會の惡 む 所なる のみなら す、 重く 課し、 く憒る 等の こと をな したる ベ けれ 

ば、 化 の 之 を K おむ こと 一 人 装 だし かりし ならん。 人 の^も 七十 五日、 たと ひ 如何なる 跳り を受 くる 

も 富める 身分と なり f せな ば、 何の 惯る所 や あらんと 思 ひしな らんが、 さて その み 漸く 遂げられ 

て、 巨^の 齊を肸 ふるに 至りし かど、 社 食の 擯斥 を受 くる こと 益々 甚だしく、 とても 人間 同様の 交 

ま出來 難き ほどの 有機な り。 無人 にあり て 三 変の 如き 富 をな す も 益な き 如く、 ザァ カイの 身 は 

主の きも S きて 感^す  ほ 一 
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货金を 抱きて 益々 貧しき を 感じた るな らん。 富める 者 は 驍 り慢 ぶりて、 道 を 求む るの 心 を 起す こと 

難し。 され どザァ カイ は 富めり と雖 も、 斯の 如き 次第 故、 恰 かも 針の 蓆に 座す る 如き 心地して 心に 

1 稷の 謙遜 を 抱け り。 彼 は 無情なる 繼 母に 虐げら るる 孤兒が 肩身 を狹 くして 家の 一隅に 鐸踞る 如き 

憐れなる 有樣 にて ありし ならん。 人に 棄 てられて、 世の 誹り を 一身に 負 ひ、 天地の 間に 跼蹟 りて、 

失望の 年月 を 途れ るザァ カイの 身に も、 人情の 極めて 暖かなる 春 は 来れり。 折し も 基督 は、 彼が 住 

ひし H リコの 町 を 過ぎ 給 ふ。 豫 ねて 聞き及び たる 如き 慈愛の 君なら ば、 これによ りて 心の 憂へ を晴 

さんとの 望み は、 稅 吏の 胸 を ffil かせし ものな らん。 うたて や 世に は パリ サイ 主義の 人 多く ありて、 

己が 々たる 小善に 誇りて、 漫 りに 人 を 裁判き、 己の 心に かな はざる もの をば， 神の 國 より 放逐せ 

ん とす。 其の 借 越 もまた 甚だしから す や。 され どこの 君 はこれ と異 りて、 罪人の 友と 呼ばれ 給 ふ。 

現に 其の 門人の 中には 世界の 康芥 にもた と へらる る 稅吏も ありと かや。 其の H リコ を 通行 せらる る 

こそ 幸 なれ、 平生の 願を遂 ぐるの 日 或は 來り しもの ならん と。 斯くは 思 ひし かど も、 流石に 世間の 

誹りに 心 をお きて 他の 人々 の 如く、 ィヱス の 身邊に 近寄り 兼ねて、 窃かに 心 を 痛めし こと 如何ば か 

りぞ や。 然れ ども 斯くて 止むべき にあら ざれば、 よし 遠目に なりと も、 その 樣子を 窺 ひて 復 たせん 

方 も あるべし と考 へたる により、 ザァ カイ は 道の 側なる 桑の 樹に 昇りたり。 彼 は 丈 低く して 群集の 

北 n 後より ィヱス を 見る こと 能 は ざり しなり。 斯くて 主 其の 下 を 過ぎり 給 ふ 時、 深き 思 ひ を 胸に 蓄 

へ、 如何にも 望む 所 ありげ に 見 ゆる 男子、 樹に 昇り 居る を 見て、 傍に 附き添 ひ 来れる ものに、 彼 は 


何：^ ぞと問 はせ 給 ひしな らん。 世に 悪 まるる 富豪、 H リコに 隱れ なき 稅吏 ザァ カイ の^は、 すべて 

の 人に 知られたり。 これ ぞ！： を- H るの 奸贼、 <g: 焚 無？！ 3 の吝 利 慾の 爲 めに 外 國 の 犬と なりし 者 

にて 候と 傍への 人々 は 答へ たり。 悪 を责 むる に 不當の 激語 を 用ゐ、 收德 征伐の 彌次 馬に 乘 りて、 い 

と 誇ら かに 己の 潔 -H. を 粧ふ浮 蹄の 人情 こそ 淺猿 しけれ。 是^ 自分 免許の 善人の 首 を 聞きて、 樹の上 

の 人 を 爪彈 きし 給 ふならん と 思 ひの 外、 主 は 之 を 仰ぎ見て ザァ カイよ 急ぎ 下れ 我 今 曰か ならす 爾 

の { 氷に is らんと 宜 ひぬ。 此の 意外なる 首 はザァ カイ を も 驚かし、 他の 人々 を も 驚かせし ならん。 今 

ゃ？.5ー^:-の||^、 天下に ぬり^き、 威勢 隆 々として 旭日の 昇る 如く、 之 を 送迎す る もの 雲 露の 如く 引き 

も 切らざる ほどの 有様なる ィ H ス、 世の 雜人 等にまで？ り詬ら るる. サァ カイに 言 を 賜 ふの みか、 今 

日必 すその 家に 宿らん と 云 ひ 給 ふ。 ザァ カイの 身に 取りて は晤を 照す 日光の 如く、 心の^ 歧 きまで 

に 喜びし ならめ。 今まで は 面 を 得 上げす して 憂き 月日 を 送り 來れ る稅 吏の 心 も、 枯木に 花の ゆ、 きた 

る ごとき 心地せ しなら め。 パリ サイ 的の 處置 は、 ザァ カイの 心 を 取り 挫げ り。 基将の 慈愛 深き 待遇 

は、 此の 人の 胸中に 潜める 善心 を 引き立て、 之 をして 眞の 生活に 移らし むる の 階梯と はなり ぬ。 望 

みなき は 死なり、 進まん と 欲する の 志 を 抱かざる は、 生命の 衰 ふるな り。 故に 支那の S? は 人み な 

堯舜 たるべし との 1  一一 一一 C を 以て、 すべて の 人に 眞の 自重 心を與 へ 、 佛者も 人み な 同じ 佛性を 具 へ たり 

と 成佛の 道を樂 はしむ る ことなり。 ィ H スの ニー 一一  n は 全世界に も 代へ 難き 靈魂、 ザァ カイの 中に ある 

を 明かに し、 之 をして 我 はまた ァ ブラ ハ ム の 子孫たり との 感覺を 抱かし めたり。 主の 一  一一 一一 口に 非常な 
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る 喜び をな して 彼 は^ぎ 下り、 之 を 家に 迎 へたり。 心なき 人々 は、 主が 此の 汚れた る稅 吏の 家に 宿 

りて 其の 筵に 列る を 不可と して、 稷々 の 不平 を 鳴らせし にも 拘ら す、 1.： 野の 石を變 じて アブ ラハ ム 

の 子と ならしむ べしと 宜 へる イエ スのカ は、 ザァ カイ をして 甚だ 高尙 なる 志の 人と ならしめ たり。 

彼の 誓 ひし 言に 口く、 主よ 我が 所有の 半ば を 貧しき 者に 施さん、 若し 誣ひ訴 へて 人より 取りた る 所 

あらば！： 倍に. して 之 を惯 ふべ しと。 實に 其の 日 救 ひ はザァ カイの 家に 臨めり。 税吏と して 世に 棄て 

られし ヱ リ コ の 貧しき 富豪 は、 ァ プラハ ムの 子と なりし なり。 

主の 招き はザァ カイの 心に 勇氣と 望みと を與 へたり。 上野の 田舍 武士、 高山 彥九郞 正 之、 勤王の 

すめら キ J 

志 篤し と 聞 へ て 忝くも 天 額に 尺して 勅語 を 給 はりし が、 其の 恩に 感泣し て 一首の 耿を詠 じけ る 

すめらぎ 

は、 我 を 我と も 思 召す かや 天皇の、 たまの 御聲 のか かる うれし さと。 彼が ifjK 子の 招き を 受けし 

時、 如何ば かり 感激した るぞ。 遂に 腹切りて 死ぬ る までに 狂へ り。 心 狂 ふ ほどまでに 王事に 熱心 

する に 至りし なり。 三た び 草廬に 顧ら れし 臥龍 は、 蜀の 先主の 知遇に 感じ、 その 招き を 忝 ふして、 

身 を 起したり。 彼等 は 知己の 恩に 動かされて 非常に 蜜勵 せし ものと いふべ し。 我等 世に ありて 力な 

く、 亦績 なく、 碌々 たる 生. 泥、 何の 仕出した る こ ともなし。 小事に 大 いなる 怒り を 催し、 輕 きこと 

に 重き を き、 蜜 食 ひ 誘び 權 るべき 寶の爲 めに 身心 を勞 する 如き、 鄙吝の 情に 役 せらる る 卑屈 陋 

劣なる ものな り。 只 だ 地の こと をのみ 思 ひて 天の こと を 思 ふ 能 はす、 露と S き、 露と 消 ゆべき のみ 

の 地位なる に、 忽ち 聞く 祌の 招きのう る はし さよ。 人の子よ、 雨 は 我が 賜 もの を 知る や、 雨が 爲め 


に備へ 設けられ たる は、 斯 くの 如き 々たる 小事 物に あらす。 脚 は 我が 子俱 や.^ にあら す や。 我が 全 

きが 如くに 全 かれよ。 我が 世に 遣 はせ しィ H ス • キリスト を兑 よ。 爾は 今の 志を棄 て、 節 を 折り 

て、 キリストの M 志と なり、 その 廣大 なる 事 に與 し、 共に 祌の國 の 1 を受 くべき 者な り。 爾の 

述命 いかばかりれ きか を 3;;^ へよ と。 此の 御 招き は、 人 をして^ 起せし むる に堆 へたり。 我， 平生 祌 

に 招かる ろて ふことの 意味 を 深く 思 はざる が 故に、 碌々 たる 生活に 甘んじ、 S -」 み 低く、 志賤 しく、 

行 に 乏しく して 光陰 を 穴. - しう すろ ものな り。 一 ぜ ざ るべ けんや。 我， は m 夜祌の 招き を 記惊し 

て、 <s に 志 を 立て、 精： t を 新に し、 真び 勇みて 起つ こと を 要す。 大ぃなる^^、 祌の 招き や。 これ を 

感 する もの は、 エリコの 稅 吏の 如くなら ざるべ からす。 彼 は 直ちに 樹 より ド りぬ。 叉 所お の 中ば を 

贫 しき 者に 施し、 资 カを盡 して 前愆 を-お ふこと を 努めたり。 彼 は キリストと 叙し く 交 はりて 共の： ：！： 

志の 群に 入りたり と は ゆ。 
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夭れ イス カリオ テの ュダは 千古の 疑 ii: なり。 耶稣の 擇みを 被む り、 十二 徒の 中に 算 へられし も、 

終に 堕落して、 世に 比 ひなき 悪名 を傳 ふ。 是れ 不思議なる 變化 なり。 然れ ども 事 實に 就きて 之 を 見 

れば、 是れ 人間に 有り得べきの 罪悪な り。 仔細に 之 を 研究し 来れば、 吾人の 敎誡 となるべき もの 多 

く 此の 暗黑 なる 歷史 のうちに 含まれた る を 見ん とす。 

如何にして 彼は耶 穌に隨 身す るに 至りし や。 蓋し 當時は ユダヤの！： 中に 志士 往来して、 國 家の 恢 

復を圖 りし もの 少なから す。 彼ら は蔡 約の 預言に 據 りて、 丁 K 君主の 降臨 を 待ち、 風雲の 會に乘 じ 

て、 國威を 輝かし、 自ら も 亦 顯榮の 地位に 昇らん こと を 望めり。 何れの 代の 靑年か 此の 如き 壯圖に 

鼓舞 せられて 雄心の 勃々 たる を覺 えざる もの あらん や。 野に 呼べる 人の 聲は ー朦 人心 を激楚 せり。 

其 一一 ーーロ を聽 きて、 天 の 時 まさに 到來 せりと 爲し、 親を棄 て、 業を拋 ち、 百事 を犧牲 にして、 彼の 施 洗 

者が 祌の 羊： を視 よと 言へ る 耶稣の 左 石に 集まれる もの 多し。 中に 就きて 十一 一 徒 は 其 俊秀なる ものな 

り。 彼ら は 人間の 豪 者-にて ありき。 彼ら は 凡 席 を 以て 安ん ぜす、 遠圖 大志 を 抱きて、 自ら 任す る こ 

と 厚 かりし ものな り。 其 目的 を 成就 せんがた めに は、 非常なる 艱難 を も 堪へ 忍びたり しなり。 イス 


カリオ テの ュダが 其 一 人たり し を 見れば、 彼が 一 侗の 好^たり しこと 知るべき なり。 

理想に 走せ、 漫に 詩人 的の 情感に 支配 せらる るの 人なる ョ ハネは 事務の 人に 非す。 師弟の 一行に 

宰 として、 频繁 なる 事務 を處 きし、 {:m なくして 數人 心安く 天下に 周遊す るの 便利 を缺 くに 至らす、 

臨機の 述轉 敏活なる もの は 之 を耶穌 最愛 の 門、 ilR に む ベから す。 熟 血の 男子 時と 場合 と を 知らす、 

、}^が^^^貌の，じて榮光の赫々たるを見ては、 此 所に 魔 を 結びて、 水く 山上に 止まらん と絕 呼し、 一 日 一 

の 感懷禁 する こと 能 はす、 勇猛の 氣を鈹 して、 波 を 踏まん と擬 せし も、 tSS< にして 危疑 恐 愦の餘 

り、 あは や 魚腹に 蒸ら れんと す。 忽ちに して、 祭司が 僕の 耳を听 り、 忽ちに して 三た ぴ耶穌 を識ら 

すと 斷 言す。 此血 性の 人 は耶穌 一行の 宰 たるに 適せざる なり。 マ タイの 如き は 素と 稅 吏の 職に 在り 

しもの、 其 出納の 技倆に 長 じ、 事務の 才 ありし こと 知るべき なり。 然れ ども 擇 まれて 耶穌の 執事と 

なりし もの は此 人に 非 ざり き。 主 は 此らの 人々 を 措き、 特に ケ リオ テの 人ュダ を舉げ て、 此 任に 當 

らしめ たり。 其 一個の 利器たり しこと 知るべき のみ。 彼 は 斷然意 を 決すれば、 其 師を资 る こと を 得 

べし。 人ながら 其 意地 强 きこと 斯 くの 如し。 彼 は 其 間際に 及ぶ まで 禍心 を包藏 して、 之 を 色に も 

顯 さす、 何氣 なき 態に て 師友と 起臥 飲食し、 ^：^だしきはゲッ セ マネの 園に 於て 耶穌と 接吻す る を 悼 

らす。 其 冷 かなる 物凄き 悪意 怖るべく また 厭 ふべ しと 雖、 以て 彼が 善き に 付け 惡 しきに 付けて 大事 

に堪 ふる 人なる を 知るべし。 彼 は 主を寶 りしの ち、 慚愧の 念に 責められ、 良心の 咎め 針 を 以て 剩さ 

るるが 如く 感じて、 罪悪の 代金 を拋 ち、 自ら 溢れて 死にけ り。 其 良心 は尙 活動し 居た るな り。 其 死 
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は 彼が 曾て 4- 一 一 徒の 一 人たり し 價値を 幾分 か 世に 知らし むる ものに 非す や。 

何故に 彼 はこれ 程の 惡逆を 犯す に 至りし や。 思 ふに ュ ダは當 初より 斯る 大罪 を 犯す の 心 ありし に 

は 非す。 共犯 罪の 歷史を 尋ね、 其墮 落の 由り て 来る 所 を 察すれば、 靈 性の 存亡す る や 其 問 一 髮を容 

れざ る も の ある を發： し て 、 吾人 思 はす 戰慄 する を覺 ゆるな り。 

ュダは 耶穌の E 的 を 誤解し、 其 驥尾に 付きて、 己れ の 威 福 を 逞しう せんと 思へ り。 然れ ども 耶穌 

う-る 方 は 

の 隨は此 世の 國に 非す。 心の 翁、 しきもの、 心の 淸 きもの、 飢渴く 如く 義を慕 ふ もの 之に 入る を 得べ 

し。 主 は 心 柔和に して 謙 遽れる 人な り。 凡そ 共 道に 入らん と 欲する 輩 は 彼が 軛を 自ら も 取らざる ベ 

からす。 天阈の 門も窄 く、 其路 甚だ 險悪 なり。 諸事 豫て 期せし 所に 違 ひし かど、 意地 强きュ ダは虎 

穴に 入りて 虎の子 を 獲ん ものと 思 ひ 込みて、 忍耐 を 努めたり しなり。 然れ ども 此 程より 天の 一方に 

現れ 出で たる 一朶の 黑雲 は、 時勢の 風に 吹き 拂 はれ もせす、 黑 きもの は益黑 く、 次第に 延び 廣 がり 

て、 師弟の 運命 愈 危く、 屠所の 羊の 冇 様よりも 哀れに ぞ： 3- えに ける。 友に 離れ、 家 を棄 て、 貧困に 

た スらカ 

甘んじ、 護 毀 罵詈の なかに 立ち 泳へ たる 三年の 苦心 水の 泡と なりて、 宛 も 狐に 欺瞞され し.^ き 和 も ひ 

あり。 旣往 は總て 夢に ありけ るか、 昨 曰 は 悉く 非な りけ り。 心算 斯の 如く^ 齬 し來れ ば、 悔しき こ 

との みぞ 多 かりけ る。 ああ 之 を 如何に せん。 ュ ダ の 心中 ま さに 亂れ たる 絲の 如く、 意馬 漸く 狂 ひ 出で 

て 心猿 竊朿 すべから す。 此 時に 當り彼 は 自己の 才智に 賣られ たり。 其 機敏なる 服 光、 其鋭き利{*^の 

明 は、 之 をして 大惡を 犯さし めたり。 善く 乘る もの は 落馬し、 善く 泳ぐ もの は溺 る。 ュダ なまじ ひ 


に^ 務に 老け、 槻變の 略に：：^ じ、 時勢 を^ 破す る こと 常人よりも 速 かなりし に 山り、 墮 落した るな 

り。 此才に 伴 ふの 至 1^ 無き とき は、 是れ 反って 身 を 破る の 起 SI たるべし。 唯- 1=1 膝の みに て は 人 を 救 

ふべ からす。 至誠な き 明 は hnn と 相距る こと 幾許 も あらす。 其結3^^に至りて 一な り。 ぺテ n、 ョハ 

ネ， は M 鄕の 人な り。 共に 水. si の 交り を 結び、 相扶 けて、 M 危難 を 免れし ことならん。 知 已に救 は 

れ、 朋友の 規 諫に危 きを 免れし もの 枚舉 する に 追 あらざる べし。 窓の 交り、 同門の 好み、 莫逆 斷 

金の 友！？ m は、 tri:^ を述 て、 志を硏 き、 功 を 成す に 於て、 非常なる 勢力 ありし ものな り。 ベ テ。、 ョハ 

、不 の^ 耶穌 を，！ 4、 解して、 失 S 王せ しこと ュダと 一な りしと 雖、 彼ら は 交遊の 情、 en 社の；！， ほに 徘 され 

て、 冗に 良心 を 維持す る こと を？.：： たりし なり。 尊むべき は 情：？ m なり。 重ん すべき もの は 交遊な り。 

然れ ども ュ ダは 孤立 ffi- 行の 人に て ありき。 彼 は 人情に 於て 發育 せざる 所 あり。 彼 は 知己の 感 く、 

深く 社交の 好み を i^i ば ざり しなり。 孤立 單 行の 人 疑 ひに 勝つ こと 能 はす、 容易に 誘惑に 打 負く るの 

弊 あり。 故に は 同社の 力， 交遊の 感化に 山り て 道 を 維持 せんがた めに 敎會を 設けられ しなり。 

敎，^ を輕ん する もの 此理を 思 はざる ベから す。 他の 門徒 は 耶穌の 人物に 感じ、 之を憬 慕す るの 人々 

なり。 故に" お々 たる 利 ま：： のために 志 を 失 はす、 一時の 成敗よりも 耶穌を 信す る こと^かり しなり。 

彼ら は Iwi に 耶穌の 懐に 入り、 北 ハ意氣 精神に 感佩 せり。 何もの か 能く 之 をして 主の 愛より 離れし むる 

を 5：: んゃ。 ュダ は然ら す。 彼 は耶穌 よりも 寧ろ 其 事業の 盛んなる に 感服した るな り。 彼 は 主の 目的 

なり と 誤認せ る 所の もの を货 みたるな り。 彼が 心 は 耶穌を 愛せし と いふよりも、 寧ろ 北ハ 功業 を 愛せ 

イス カリオ テ のュダ  w 九 


イス カリオ テ のュダ  五 Q 

しものと 看做さる る を穩當 とす。 未だ 耶龢 なる 人 を 知らす、 深く 其 精神に 感ぜす、 其 至誠に 動かさ 

おやまち 

るる HJ 少く 唯 功 和の 心 を 以て 耶穌を 見る もの、 焉 んぞ大 なる 失錯な きを 得ん や。 故に ケ リオ テ人 

ュダ 時の 不利なる を觀 て、 我 こそ 天晴の 見識 家 なれ、 彼の ガリ ラャ 出身の 痴漢 等と 異り、 初めは 處 

女の 如くな りし も、 今 こそ 脫 兎の 如く 身を處 せざる ベから すと 思へ り。 彼 は 初より 耶 穌に從 ひしに 

非す。 其實は 己の ために 耶穌を 利用 せんと 欲せし に 過ぎす。 耶穌を 用 ゐんと 欲する もの は必す 失望 

十べ し。 其 結果 ュダの 如くなら すして、 己の 迷へ る を 悟る もの は 幸な り。 

銀 三十 枚に て 主 を 資れ り。 之 を 日本の 货幣 にて 箅 すれば 金 十八 圓に 過ぎす。 法律に て 定めた る 奴 

？ S 力し ろ きん 

隸の換 身 金 を 以て 耶穌を 喪り しなり。 怪しむ 勿れ。 今の 大人と 稱 せらる る もの-も 崖 黄白の ために 奴 

たる を 甘ん す。 英雄 かりそめの 色に 溺れ、 哲人べ ー コ ン牧 賄の 罪 を 犯す。 人の 才德は 不完全なる も 

のな り。 其 心性 は 醜き 矛盾 を 以て 充滿 せり。 ュダ其 人が 貪 利の 徒たり し を 依む 勿れ。 人類の 心斯く 

へりくだ 

までに淺間しきを田^？ひ出づれば、 誰か 神の 前に 謙遜らざる を 得ん や。 ュダ は智に 誇り、 悔しさに 堪 

へ 兼ね、 復纖 I の心禁 する こと 能 はす。 思 ひ 切りて 主 を賣り 以て 無念の 雲を霽 さん HJ を 企てたり。 心 

盲み たれば 之 を 犯す 時 は 左程の 罪悪と しも 思 はす、 賢き ことなり けりと 想像す る なれ ど、 犯して 後 

之 を 顧れば、 己の 爲 せし は此上 もな き罪惡 にて ありき。 智と思 ひし は 狂 愚の 極な りし を覺ら ざり し 

ぞ殘 念なる。 ああ 我 は 罪な き 血 を 賣れ り。 何とて 斯る事 を 行 ひし ぞ。 此念胸 を 刺して、 忍びて 生き 

存 ふる £ 能 はす。 大使 徒と なる を 得べ かりし ュダは 露 性 破滅の 自殺 を 遂げたり。 (一八 九 S 年 三月) 


三 様の 求道者 

人 あり、 耶穌に 向 ひて 言 ひ 出で ける は、 『余 は 君が 往く處 に は何處 まで も 從ひ往 かんと 欲す』 

と。 、王 之に 答へ て 曰く、 『狐 は 穴 あり。 穴. -の爲 は あり。 左れ ど 人の子 は 首 を 枕す る 所 無し』 と。 

此の 人 は 

疾く 進みて、 疾く 退く ものな り。 (K;)  - 

耶穌は 世 問より 言へば 微弱なる 地位に 立ち、 ひたすら 道理の 力に 評へ、 たピ 正義の 武器 を 以て 俗 

；:!^ 紛々 として 獸 力の 践屋 せる 世界 を 征服 せんと 欲する ものな り。 其の 精 祌壯烈 にして、 ^：：总氣頗る盛 

ん なり。 己の 名 問 利 達 を 度 外に 措き、 唯 だ 救世 民の 志 を 抱け るの み。 其の 至誠 人 を 動す に 餘りぁ 

りと 誚 はざる ベから す。 此へ； かにても 任 俠の氣 象 ある もの、 誰か 之 を 見て 感憤 せざる を 得ん や。 人間 

また 此の 義氣 を存 す。 此を 以て 暴 横の 君、 驕慢の 庸衆、 全く 我意 を逞 うする こと 能 はざる なり。 殉 

敎の血 人 を 感ぜし め、 十字架の 引力 世を倾 動す る 所以の もの、 幾分 か 此に存 すると 謂 はざる ベから 

す。 まして 耶穌の 品性 を 熟知し、 其の 道に 敬服し、 其の 眞理を 遵奉す る ものに 至りて は、 發憤 興起 

1 二 ほの 求 者  五一 


三樣の 求道者  五 二 

むしろ 

して 之と 出處 進退 を 共に し、 瓦と して 存 らんより は 無 乃 玉と なりて 碎 けんとの 意氣 激して、 悲歌 慷 

慨、 主に 隨 身して 水火の 中にまで 赴かん と 決意す る ことならん。 今耶穌 に隨行 せんこと を 望みし 人 

も 是の極 類に 屬 せる 人に て、 辭氣 頓る壯 なり。 然れ ども 其の 人尙ほ 奉敎の 實驗に 乏しく、 志 未だ 深 

からす、 爲に 其の 信仰 未だ 精 鍊を經 ざる もの あり。 彼 は 驟雨の 俄かに 降り 布く が 如く、 一片の 感情 

に驅 られ、 漫然 此にー 大 誓言 を 立てて、 或 ひ は 後悔す るの 虞 あるべき 運動に 着手 せんとす。 根な き 

草 は頓に 枯れ 衰 へざる を 得す。 此嘉 すべき 好男兒 をして 終を完 うし、 志氣鐵 石に 等しき 忠僕たら し 

めんと 欲せば、 其の 逸り 氣を 抑へ、 猛然 自省して 深く 養 ふ 所 あらしめ ざるべ からす。 此の 故に 耶穌 

は隨行 の 難 を 示 し、 廢 の危 險を說 きて 其 の漫り に激發 せんと 欲す る 客氣を 冷却し 給 ひしな り。 詖 

舞獎勵 する を 以て 敎 育の 專務 とする 勿れ。 制止 冷却の 實に 進歩に 缺く ベから ざる 場合 一 にして 足ら 

ざるな り。 基昏は 人の 心 を 知る ものな り。 其の 一一 E 語に よりて、 其の 精神の 眞相を 誤解す る ことな 

し。 之に 對 するとき はべ テ a もョハ ネも淨 玻璃の 鏡に 對 へる 如く 各自の 品性 歷々 として 掌 を 指す に 

異ならす。 左る からに 其の 敎 うる 所 一々 人物に 適 中して、 警戒. する 所 肺腑に 徹ら ざる ものな きな 

り。 讀者も 余 も 此の 主の 聖鑑に 照され つ、 あり。 豈 に肅然 たらざる を 得ん や。 此の 逸 やり 氣の 門徒 

は 己の 短所 を 耶穌に 知られたり。 然れ ども 主 は 此の 人を憫 みて 懇切に 敎へ、 其の 品性 を 金玉に せん 

こと を 期し 給 ふ。 彼 は 此の 敎を 受けて 如何にな りし ぞ。 我ら は 主の 警誠を 被りて 如何なる 某 實を結 

びつつ あり や。 


乂： 人 あり。 首 ひ 出で ける は 『余が in く此を 去りて 父 を 葬る を容 せ』 と。 、王が 前の 人に 答 へられ 

し 校 様に て は、 此の； a-5J3 现 あり 氣 な. ろ fi 求 を容れ たま ふならん と 想像 せらる るな り。 然るに 豈に 

思 ひき や、 此の^：ー？求は斷乎として拒絶せられんとは。 ああ 此れ 附者は 其の 人物、 性行、 境遇 を 巽に 

すれば なり。 耶穌 即ち 之に 答へ ける は 『死者 をして 死者 を 葬らし めよ。 汝は往 きて 祌の^ をお il^ せ 

よ』 五) と。 此の 人 は 

•; 直線に"...^ 進す る を 要する の 人な り。 (K 一一 リ 

大；^ 親 を：^ す。 ^難に 逍 遇して は、 親 討た るれ ども 子 之 を顿 みざるが 如き 場合 もな きに 非ざる な 

り。 婚の 如き は 大切に すべき ことなり。 t ^傅敎 徒が 如何に 葬り を赏ん する かを兑 よ。 然れど 

も 親 を 葬る は 人 ^ の：；^ 大 義務に 非す。 之に 優りて 大切なる こと も少 からざる なり。 二者 相銜 突す る 

とき は、 其の 大 にして a つ 重き ものに 從ふは 人倫の 大義な り。 其の 境遇の 如何 を 問 はす 唯 だ 文字の 

上に 拘泥して、 ^^敎 徒に 對 して 不孝 呼ばり する は 山な きこと ならす や。 

此の 時 は 如何なる 時ぞ。 耶穌が 僅々 三年 の^に 神の 阈を 設けん と 欲して 靈性 上の 戰 (辛 を 試み、 身 

親ら 故 i$: 親戚 を 離れて 具 さに 種々 の忠難 を經歷 する を 厭 はせられ ざるの 場合な り。 人類の 安危、 世 

界の 興亡 に^して 時機 まさに 切迫、 人の子 は顿て 十字架に 死 せんとす。 此の 容： 3^ ならざる 場合に 臨 

み、 {, ^に歸 りて 雜り を爲 すと き は、 之が ために 大切なる 時期 を 空しう する のみなら す、 況ん ゃュダ 

ャ 人の 法 体に 據れば 死屍に 觸れ たる もの は數日 の 間 外に 出で て 公の 事に 奔走せ ざるの 規定 あるに 於 

三 ほの 求 ？a 者  五三 


=1 蘀の 求道者  五 四 

てお や。 

『死にし ものに 死にし もの を 葬らし めよ』 と 主 は 言 ひ 放 たれたり。 後の 死にし ものと は 肉體の 死に 

しもの を 指す。 然れば 前の 死にし ものと は靈 性的に 死にし もの を 指すな らん。 此の 人の 家庭 は惡し 

き 家庭な りしと 思 はる。 浮薄の 空氣、 汚燭 なる 精神 其の 處に 充滿 せし に は 非ざる か。 其の 親戚 朋友 

は祌を 蔑に する 程の 精神 界の 死者に て は 非 ざり しか。 時 も 時な り。 其が 上に 靈性 上の 素養 少き身 を 

以て 斯る 人々 のなかに 往く は、 薪 を 負 ひて 火 を 救 ふに 異ならす。 誠に 危き ことなり。 神に 事へ、 道 

に 忠義 を竭 すの 心を存 し、 靈 性の 修養す る こと を 以て 重大なる 事業な りと せば、 是の 如き 場合 は 深 

く愼 むべき ものに 非す や。 

人情 實に 忍び 難き もの あるに 似 たれ ど、 是の 故に 耶穌は 彼が 其の 家に 歸 りて 父 を 葬 る こと を容 さ 

ざり しなり。 彼が 主の もとに 止る は義 なり。 區々 たる 人情に 打ち 負く る は 道に 非す。 死した る 父 を 

葬らん と 欲して 活ける 天の 父 を 離れん する 如き 危 險を冒 すべから ざるな.^。 

主 耶稣が 死にし もの を 死にし ものに 葬らし めよ と 仰せられし は 甚だ 殘 酷の 様に 思 ふは淺 薄なる 考 

なり。 此の 人を润 み、 其の 靈 性の 修養 を 慮る の 用意周到、 之 をして 克く 大義 を 全うせし めた まふ 聖 

3 曰 を 誰か は 感佩 せざる べき。 

第三の 求道者 は 暫く 暇 を 乞 ひて 故鄕の 人に 告別の 機 を 獲ん と 欲すと 言へ ひ。 主 之に 答へ て 曰く 

『手 を 鋤に 着けながら 背後 を 顧みる もの は、 神の 國に適 はざる ものな り』。 此の 人 は 


1?51<{^^る|6_^^に^;|られて、 一 几思ひ立ちしことをも半^^にして廢止する人なり。 (其 弓 

,i ま 一た び 志 を 興して 主の 徒に 隨身 したれ ども、 15^.態多くは豫想の外に出でたるがため、 また 安 

樂？ -\ ^庭 こ 逸 して 世間の 風波 を 避く る 思案 とりどり、 とかく 世 11 に なかれとの 俗愦 に おられ 

一種の 引 込 思案 を 抱く に 至れり。 社 食の 改革と か、 正義の 勝利と か、 祌 國の擴 張と か、 人生の 理想 

とか 云 ふ 要約の 如き、 大 一一 一一：： 壯 語に 非ざる なからん や。 如何に 言 ひ 篤る も 依然た る薛 天地な り。 如何 

に めき 騒ぐ も 世に は 俗 藤 千 丈、 祌の國 は 宛ら 雲 を 櫻む が 如く、 唯 物 唯 利の 世界 は 大河の 流る るに 

ゆ ^ しく、 迎も 北ハの 進行 を 退むべく も あらす。 義士の 淚は燒 け 石に 水の み。 狐の 穴 あるに 比べて 人の 

子の 竹 を 枕す る處 なき は 何事 ぞゃ。 遙 かに 吾が 故 鄕を懷 ひ 遣れば、 山 高く して 水淸 し。 家 は 自然の 

懐に 安眠 きり。 父母 弟妹 園欒 して 歳月 を 歡び迎 ふ。 何事 ぞ、 我 は 夢の 如き 理想に 驅り役 はれて、 由 

なき 境遇に 立ち至れり。 知識 多ければ 煩 ひ 多し。 高 志 大望 は 心の 憂戚 を增 す。 世と 推し 移り、 社會 

の^ 道と ともに 進退して、 無 爲を娛 むこと を爲 ざり しこ そ 悔し けれ。 慷慨 義に 赴く との 一念 止みが 

ヒ，、 耶 穌に隨 ひしょり、 指折り 使 ふれば 旣に 多くの 年月 を經 たり。 我ながら 痴鈍な りし ことよ。 故 

，の， 山改 を， つ こ 非す や。 一旦 思 ひ 立ちた る ことなれば、 よし 之 を全廢 する は 己の 潔し と 感ぜ ざ 

る 所 る. にもせ よ、 しばし の 間此を 去りて 門閬に 倚る の 慈母 を訪 ひ、 懇切なる 弟妹と 相 見て 過ぎ 来 

し 方を談 ぜんと 欲する の i 一 iH^ る こと 能 はざる なり。 家庭 は 神の 設けし 所な り。 埃 £ の 樂園は 罪惡 

の 荒す 所と はなり しか ど、 此の 室 家 圑欒の 美 は Isi 山の 片玉 として 今の 世に 傅れ るに 非す や。 之 を 求 

三 ほの 求 S 者  五 五 


s 樣の求 JS 者  五六 

むる は 道理な り。 之に 立ち 還る は 我の 權利 なり。 否、 我の 義務に 非す や。 

彼 は 今 此らの 思想に 刺激 せられて 意馬 逸し 去り、 心猿 狂 ひ 回らん とす。 其の 黨性 上の 危機 一 髮千 

釣の 觀ぁ. りと 謂 はざる ベ からす。 凡そ 道 を 求む る ものの^ 躓き 仆 るる は 此の 如き 場合に 於て する も 

のとす。 義士 功 を 目前に 見、 仁人 眞现の 勝算 を 一時に 決せん と 欲する に當 り、 世界の 進歩 意の 如く 

ならざる を經驗 するとき は、 失意 落膽 して 志 を 擲 つに 至る。 至 人 己の ためにせ す。 犧牲 獻 身 少しも 

自家の 功業 を 慕 はす。 ただ 同胞 を 愛し、 天職 を 奉じ、 君子の 心 を 以て 法 を 行 ひ、 以て 命 を 待つ の 赤 

誠 を 保たざる ベから す。 國を 愛する は 可な り。 然れ ども S 自ら 回天の 業 を 全うせ すん ば 面白から す 

となす は、 利己心の 甚 しきものに 非す や。 古來 此の 利己心の ために 大事 を 誤れる もの 少 からざる な 

り。 或は 義を 取り 道 を 行 ふの 間、 其の 忠 難の 甚し きを 哀しみ、 無事の 樂し きを 慕 ひて 保守の 計を講 

じ、 公に ¥ るの 志を廢 して、 唯 だ 其の 獨りを 守らん と 欲する こと あり。 志士の 事業 を 誤る や、 斯 

の 如き 事情に 起因す る もの 少 からざる なり。 或は 家庭 を 重ん する に 過ぎて 大義 を爲 すの 好機 會を徒 

然に歸 せし む る も の あり。 『 汝の 父母 妻子 兄妹 を 愛す る こ と 我 を 愛す る に 越 ゆ る も の は 我 に 適 は ざ る 

ものな り』 と。 此の 厳かなる 逍義 は、 其の 圓滿 なる 意義 を 減ぜ. f して、 全く 我らの 平生に 適用す ベ 

きこと なり。 今の 基 赞 敎徒、 西洋 家庭の 弊に 溺れ、 ホウ ムと 云へ る 語 を 以て 神よりも 義 よりも 神聖 

なる ものと 誤解し、 之が ために は 萬 事 を 擲 つも 可な りと i 女 想す るに 似たり。 此の 點に 於て 我ら は 日 

本 武士の 精 祌實に 基督の 聖 3s なる を 認め すん ば あらざる なり。 日本の 基督 教徒が 婚配を 以て 人間の 


最大 と 心得、 所謂 〔氷 庭の 愛、 殊に 夫婦の 愛に 對 して は 天下の 義 if 资任 悉く 麵& なしと は 做す 如く 

a.H. るる は、 誠に？^, < ふべき ことなり。 、の 傅 迅ガの 如き は {ゃ跬 を 以て 最高の 资 任と m わ ひ 僻め、 有ら 

ゅる^^^情を棑し、 .一?らゅる^.;=;任を推し除け、 麥. V 迎 へて ホウ ムを 設立 せんと 欲する もの 某 だ 多し。 

两 洋の 長所 は ともあれ、 庭 崇拜の 一 察に 至りて は、 R 本 基杼敎 徒の 歐化 主義お 外に 行き K りたり 

と：： ル ゆ。 天下 { 水よ，" も^き こと あり。 妻を迎 ふるよりも 緊 斗ん なる 件 あり。 宋襄の 仁を務 むる 勿 

10 丼せ 1$: 敎の愛 を 誤りて 心 弱き 感 的の 弊に 陷 らしむ ベから す。 家 を n 實 にして 手を 鋤に つけな 力 

ら、 後 ：| を^み る もの は 基^に 適 はざる ものな り。 我ら は 此の 說の人 rH に 必要なる を. る 

(一 八 九 2： 年 六 n-) 


三 樣の求 as  T-J^ 


(女よ、 我汝に 命す 起きよ) 

力べ ナウ ンの會 堂の 宰にャ イロと 云 ふ 人 ありけ り。 此の 人に 一 人の 少女 ありて 其の 年 十二 歳、 父 

母に 取りて は 次第に 其の 望 を 起させる 年頃な り。 然るに 此の 少女 圖らす も 重き 病 ひに 罹り、 死ぬ る 

ほどに なりければ、 ャィ 0 大いに 之 を 憂へ、 其の 頃耶穌 此の 近傍に 在まして 奇蹟 を 行 ひ 給 ふ 由 を 聞 

きて、 取る もの も 取り 敢 へす、 急ぎ 湖 を 渡りて 耶穌 を訪ひ 参らせ、 足下に 跪 伏して 懇ろに 少女の 生 

命 を 救 はせ 給へ と 乞 ひぬ。 耶穌は 此の 願 を 聞き 給へ り。 耶穌は 此の 小さき 少女の 靈 魂と 大人の 靈魂 

と 少しも 變らす 之 を 重んじ 給 ひしな り。 耶穌は 曾て 幼子の 我に 來るを 許せと いひ 給 ひし 程 なれば、 

病 ひの 床に ある 少女 をい かで 憐み給 はざる ことの あるべき。 耶稣は 人の 病 ひに 赴き、 人の 切なる 願 

ひ を 聞く こと を 最も 重き 義務と 思 ひ 給 ひたるな り。 耶穌は 海の 岸に 添 ひ、 町を經 てャィ a が 家に 赴 

き 給 ふに、 群集 宛 がら 雲の 如く、 進めば 進む 程人數 多くな りて、 歩行 も 自由なら ぬば かりなり。 其 

の 時 一人の 使者 あり。 少女 は 己に 死ねり との 悲しき 報知 を 持ち 来りぬ。 耶穌は 群集の 騒ぐな かに あ 

りて、 此の 使者の 囁く Ist^ を 鋭く 聞 付け、 ャ イロに 向って、 恐るる勿れ 唯 だ 信ぜよ と宣 ひたり。 恐る 


る 勿れと は耶， 蹄が すべての 悲しむ 人に 宜ふ 首な り。 汝が 愛子の 不幸 を 恐るる勿れ、 汝 要用 ある 時に 

不足 あらん こと を 恐るる勿れ。 恐るる勿れ、 汝は 再び 其の 失へ る 子、 若しくは 親、 若しくは 兄、 若 

しく は 妹に 遇 ふべき なり。 唯 だ 救 主なる 神の愛 を 信じ 奉れ。 花 を 作り、 芽 を 出させ 給 ふ 神 は、 小さ 

き 花 を， おらせ、 魂の 菅を^ かせ 給 ふこと を 信じ 奉れ。 斯くて 耶穌 はャィ a の 家に 着きた るに、 人 

人いた く騷 ぎ、 泣き叫ぶ を 見たり。 耶穌は 曰く、 少女 は 死にた るに あらす、 唯 だ 眠れる のみ。 此の 

慰め を 聞きし 父母 は 如何に 嬉し かりつ らん。 耶穌寢 床の 上に ある 少女の 手 を 執り、 即ち タリ タクミ 

と {IH 一へ り。 タリ タクミ は スリャ 語に て 之を譯 すれば 我が 羔、 我が 愛する 羔、 起きよ とい ふこと な 

り。 耶 穌は斯 くも 愛に 充ち たる 言 を 以て 少女 を輕ら せ 給へ り。 此の 言より 察すれば。 耶穌の 少女に 

對 する 愛 は、 その 父母の 愛と すこしも 變ら す、 その 悲しみ を 悲しみ、 その 喜び を 喜びた まひし は 明 

白な り。 

今 父母 及び 其の 子供 等に 吿ぐ。 父母た る 人 は 記憶せ よ。 其の 子供の 霊魂 は、 祌の大 なる 賜物な 

り。 無邪氣 なる 子供 は 神の， 父母に 與へ給 ひし 特別の 賜物な り。 無邪氣 なる 少女 を 見よ。 禽獣の 如き 

人 を 除き、 誰か 之に 向 ひて 無禮の 言、 亂 暴の 行 を 加 へん や。 斯 かる 少女 を 見て 我が 心に 起れ る 温 

厚、 和平の 心 は 即ち 我が 性質の 中に て も 最も 良 き 部分な り。 

サ I？ ヮ イリヤ ム* ナビ H ルは 半島 戰爭史 とな づ くる 一書に 頓る感 すべき 一 つの 話 を 載せたり。 葡 

萄 牙の ブサ コ の戰 ひに、 美しき 葡萄牙の 孤 少女の 驢馬に 家 肘 を 負 はせ て、 軍の 中 をも賴 す、 山 を 下.^ 


来れる を 見たり。 少女 は 何れが 佛蘭西 軍 やら、 何れが 英吉利 軍 やら 知らざる 如く， 戰 場の 中 を 行く 

に 全く 何事 も辨 へぬ あどけなき 子供の 様 あり。 兩軍は 之 を 見れ ども、 手 を 加 へんと する 程の 荒 くれ 

男 は 一 人 もなかり き。 又 此の ゥ イリヤ ム • ナビ H ル 或る時 散歩の 途 すがら、 五歲 ばかりなる 一 少女 

な ほ 

の 瓶 を 破して りに 泣き沈め るに 遇へ り" 少女 は あどけなく 之を修 覆して よと 乞 ひし かば、 ナビエ 

ル 之を修 縛す る こと 我が 力に 及ばす、 その代りに 新しき 統を買 ふ爲め 金」 C 錢を與 へん、 され ど 只今 

は 持 合せなければ 明晩の 今頃 又玆 にて 出 遇 ひたる 上、 そを與 ふべ しと 一 百を番 ひて 分れたり。 ナビエ 

ル 我が 宅に 歸 りたる に、 招侍狀 あり。 懇ろに 其の 出席 を 乞 ふの 文たり。 され ど 其の 時 問は恰 かも 彼 

の 少女に 出 遇 ふべき 時 問な りし 故、 我 は 彼の 少女 を 失望 さする に 忍びす、 彼の 少女 は 少しも 疑 はす 

我 を 信じ たれば とて、 此の 招恃 を斷 りたり。 これ 眞 正なる 基督教 紳士、 基督 敎 軍人と して 誰もな す 

べき ことなり。 マルチン *ル ー テル は その 氣象 火の 燃 ゆるが 如く、 最も 勇氣 ある 人な りき。 然るに 

其の 子供の 事 を 思 ひ、 殊に 其の 少女の 事 を 思 ふ 時 は、 温順 親切、 女の 如くな りき。 ル.' テルの 女 マ 

グダ レン は 年 十三の 時に 死にし が、 ル ー テル その 時の 悲しみ、 その 時の 忍耐 は 讀む人 をして 袖を紋 

らしむべし。 我が 少女 マグダレンよ、 汝 喜んで 地上の 父の 家に 住 ひ、 今 また 喜んで 天上の 父の 家に 

往く。 ああ 我が 愛する 少女よ、 汝は 甦りて 星の 如くに 輝かん。 然り 太陽の 如くに 輝かん。 少女の 顔 

少女の 言 は 我が 腸に 浸み 涉り、 少女の 言 少女の 額 は、 死ぬ るに も 生く るに も、 我が 心の奥に ありて 

消へ す。 我が 少女 を 召し、 我が 少女 を 選び、 之を大 ならしめ 給 ふ耶穌 基督 は 幸な り。 余 及び 我等 一 


CI は、 断く の 如き 死 を 得た きものな り、 否 寧ろ 斯 くの 如き 生涯 を 送りた きものな りと。 

叉 子供 等に 吿ぐ。 我が よとの 一一 一一：； は、 キ： が 御身， にも 賜へ る 言な り。 起きよ、 帟發 せよ、 悪しき 

^、 遊惰、 私愁 より 起きよ。 、王の 弊 を 心の奥 まで f: かしめ よ。 心 をして 深き 眠より 醒めし めよ。 

せて 倫敦の 或る 寄 店に 一人の 小愤 あり。 毎日 物の 包み を 負 ふて 華客の 家に 至る。 或る日 ク ラレ 

ン ドンの 英 阈 史三卷 を 或る 中 K 族の 家に 配 建した るに、 m- さに も赛 えんば かりなり。 されば ウェス 

ト ミンス タ ー 大寺院の 向 側に 來 りし 時、 少し 休まん とて 荷物 を 下し、 生涯 寄 店の 小^に て raj^ てんこ 

と 如何にも 殘 念な り、 如何にして 出世せば やと S 心 ひ 居たり。 此の 時不岡 ：}2： を舉 ぐれば 天 を 貫く 大 

寺院 服 を 遮り、 此の に は 幾多の 英雄 豪傑 を 葬れる こと を 思 ひ 出 だし、 小^ は 自ら 淚を拂 ひ、 荷物 

を 115 に， き、 心も輕 やかに なりて、 暫く 時の 至る を 待たん と； « 心せり。 時 は して 米り、 印度 {;n: 敎 

師の 中に て、 最も 名高く 最も 舉 問 ある 人の 中に 數 へらる る 身と なりたり。 博士 マ ー シ ユマ ンこ な 

り。 人 志 だに あらば、 父母 を 真ば せ、 世 を 益し、 祌の榮 光 を顯す こと、 たと へば 掌 を 指す 如くなる 

は、 此の 話 にても 明かな り。 

(1 八 九 四 年 八 G-) 
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基督教の 道德と 基督教の 信仰 

日く 基督 敎は 生命な り。 視ょ 山上の垂訓 は 道德を 以て 終始す。 曰く 基督の 垂示に は信條 なし。 日 

く 道 德は祌 擧に負 ふ 所な し。 敎理は 無味の 形式た るに 過ぎざる なり。 生命 を 獲ん と 欲する もの は、 

教理に 拘 はるべ からす。 臼 く 之 を 要するに 凡そ 山上の垂訓に 記載せられ ざる こと は 基督 敎 そのもの 

の 要領に は 非す。 然れ ども 斯く 論す る 人々 こそ 容易なら ざる 假定 を爲 しつ ム ある を 記憶せ よ。 限り 

ちぎ リ  . 

なき 正義の 神、 活ける 有意の 上帝 存 して、 人類に 活ける 契合 を 結ぶ との 信仰 は 道德上 非常に 大 いな 

る價値 ある ものな り。 長 天 敬祌の 念確實 にして、 之に 付きて 信す る 所 明かなら すん ば、 吾ら の 道念 

は 後援な き 千里 驟 軍の 兵に 類す。 叉 吾が 倫理 は 粗 造なる セメント を 以て 積み立てし. 煉瓦の 如し。 一 

朝變 あるに 際して は、 其の 在りし 體を 維持す る こと 能 はす、 脆く も 滑え 崩る にゃあらん。 今日まで 

の實 験に 據れ ば、 祌子降 世の 敎へ ほど 克己の 精神 を 養 ひ、 犧牲 獄 身の 氣象 を獎勵 せし もの 有らざる 

なり。 然るに 此の 說を爲 す もの は 云 ふ、 基督の 信 條亳も 道義に 關 する こと 無しと。 談何ぞ 容易なる 

や。 吾ら は 其の 假定 の餘 りに 傍若無人 たるに 驚かざる を 得す。 加 ふるに 論者 は 更に 一 つの 假定 を恣 

一一と ば 

にせん とす。 其の 說を 究竞 すれば、 新約聖書 中敎理 に^する もの 甚だ 多く、 基督の 言な りと て 記さ 


れ しものに して、 共の 超人 類の 性！ wi; を斷言 せし 文字 も少 から ざれ ど. 彼 §Ef に 道 fa 的なる 山上の垂訓 

に 越る もの は 悉く 後の 假托 なり、 耶穌の 本意 を 知らざる もの」 僞選 なりと 結.， 鮪す るに 異ならす。 若 

し 偽 選に 非 すん ば 何故に 之 を 基 # の 本意に 非す と斷定 する か。 教理に 係 はる S 督の言 を 偽 選と し、 

祌祭 的の 倾き ある 凡ての 經文 をば、 何の 會釋 もな く 塗抹し 去らん とする の假定 は、 如何に 大^不敵 

なる よ。 

然れども^^だ理山なきことながら假りに 一歩 を讓 り、 他の 經文 を餘 所に 見て、. 唯 だ 出 上の 垂訓の 

みに 注 EI する も、 敎现 を輕ん する は、 實に 基督の 本意に 非る こと 明らかな り。 耶穌 山上の 敎訓を 仔 

細に 觌 察せよ。 至大なる 幾多の 敎理自 から 其の 中に 含蓄 せられて、 之が 經緯 たる を 知るべし。 基 1^:1 

が 1^ 心 善行 を 養 ふの 動機と せし は、 神の 性質、 其の 攝理、 祌 人間の 關係、 祌が 父、 また 王、 また 審 

判者と して 現存す る こと， の 如き 大 いなる 敎理 にて ありき。 主 はまた 山上の垂訓に 於て 人類の 良心 

お S て  しか， s\ 

を 指令す るの 大權を 執行し、 法律に は 云々 と あれ ど 我 は 汝に吿 ぐ 云々 と斷ー 百せ り。 山上の垂訓 は 人 

情に て 溢れ、 金玉の 如き 倫理の 言 を 以て 充 されたり といへ ども、 之と；！ E 時に 祌の 事に 關 する 數條の 

3 肌理 ありて 之が 基礎た るな り。 祌 は何ぞ や。 神と 我との 關係 如何ん。 此れ 宗敎 者の 問 ふこと を 禁じ 

難き 所な り。 或 ひ は 道德の 花に 見とれて 其の 根幹た る 眞理を 忘る & もの も あるな らん。 然れ ども 眞 

しろ 

正の 基督 敎は 活ける 神の 敎理を 蔑 如に する こと 能 はす。 神は義 にして 愛に 富めり、 天の 照 i?-;f 厘 も 

お «±  すで 

失ら すと 信す る もの は已 に祌學 的の 範圍に 立ちて 最も 重大なる 敎理を 宣言し つ \ あるな り。 I 且斯 
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る 覺悟を 懐き、 斯る 宣言 を 爲す者 は 其の 巧拙 精粗 は ともあれ、 必 す胸 屮に 信條 を作爲 する に 相逮な 

し。 此れ 人心 自然の 運用に して、 然ら ざる を 得ざる ものと す。 神 を 信じ、 其の 攝现に 安ん する もの 

が、 神 は何ぞ やて ふ 問 を 逃避す る こと 能 はざる 如く、 祌を 信じ 基督に 事 ふるな どと 自稱 する 輩 も 到 

われひと 

底 基督 は何ぞ や、 其の 吾人 を 統御す るの 植利抑 も 何に 基く かと 推 問 せざる を 得す。 して 此の 問 を 

發す るに 至らば 基督の 祌性を 論す る は 避くべからざる ことに 非ら す や。 叉 之に 答 ふる 所 如何ん に. H 

りて、 戴 性の 生命に も 基督 敎の 道德 にも 影響を及ぼす こと 犬な らんと す。 蓋し 基督 敎 徒の 品性 は 基 

督敎の 眞理を 基礎と して 逮設 せらる \ ものな り。 ュダ書 (二十 節) に、 愛する ものよ 汝が 其の 德を 

いと きぶ 

至 潔き 信仰の 上に 建てよ と 云 へ る 即ち 是れ なり。 英國の 前 首相 ダラ ッ ドスト ー ン 曰く、 『基督 敎 はた 

だ 道 德の敎 に 非す。 即 はち 天啓の 事實 より 成れる 一大 糾織 なり。 此ら 事實の 中心 一. 莨に 主 基督な り。 

をし へ 

道 德の訓 皆 之に 依りて 立つ』 と。 祌と 基督と に關 する 信仰 及び 之 を 表彰せ る 敎现を 抹殺し 去る 時 

は、 光彩 燦爛たる 基督 敎倫现 の 金 科 玉條も 生命の 拔 けたる 形體 となり、 制裁の 力 を 失 ひて、 靈 性の 

動機 を 供す る こと 能 はざる に 至らん とす。 基督 敎は 生命な り。 然れ ども 此の 生命 は 其の 固有なる 眞 

理に 由り て 養 はれ 且つ 保つ こと を 得るな り。 眞個 基督 敎徒 たる ものの 原動力 は何ぞ や。 人に して 

#  §^1なる活ける基督を奉じて已の救者となし、 之 を 模範と する のみなら す、 吾ら をして 之に 倣 ふ 

こと を 得しむ る靈 なる 生命の 本源な りと 確信す る 事 即ち 此 なり。 基督 敎 徒の 道 德を创 il し、 其の 淸 

潔 慈愛、 忠厚 K 義を 作與 せし もの はュ 一一 テリアンの 基督に 非す、 普及 福 昔 敎會の 基督に 非す。 奇跡 


なきのお」 赞に 非す、 •  ぱにパ ゥ n の 共」 なり、 ョ ハ ... 'の^^なり。 使徒：： 條の 態！^ なり。 

使徒 バウ a は 非常な る 力 を 以て 吾ら に勸 めて E  く、 『雨ら 各々 身 を 以て け る 祭 物と な し て 之 を 

すべ  t^.^^^  .  ふさ 2 

祌に 獻げ』 (ー。15  i) 、『肉と 91 の 凡て の K 稱を脫 し』 (lrr„*)、 『：大 の に相應 しく 歩むべし』 (iff) 

と。 .^^に肺腑ょり出でたる至誠の訓誠能く|^世を感動するに足れり。 然れ ども 彼 は 如何なる 動機に 

巾り て 人の 近 念 を 動かし、 之 をして 修身 &: 新の 逍に發 憤 興起せ しめんと 試みし や。 吾ら 其の 造 書 を 

るに、 祌子 降下し、 人類の 伴侶と なりて 世 を 救 ふとの 敎、 目 未だ 見す、 耳 未だ 聞かざる 所の 靈な 

. る 他界 を渴 土す るの 信念、 兑ぇ ざれ ども 常に 活 きて 存し、 竄に萬 横 萬 能の 主たる 基督に 心身 を 傾 

する の 忠誠、 此れ 共の 主唱せ る 道 德. の 基礎 柱石に 非す や。 た^ 模範た るの みに 非す、 又 千古に 通す 

まふ S たリ 

べき 訓肯を 以てする のみに 非す、 5i5 ける 現前の 存在 を 以て 我らのう ちに 住む 所の 神人 を崇 むる の 一 

念 ありした め、 彼 は 十字架の 外總 ての こと を 根 失の 如くに 感じ、 能く 名狀 すべから ざるの 辛苦に 堆 

へ、 『我 は 此の 福 昔 を耻 とせす』 と 絶叫した るな り。 基督 を 大師 人と して 愛戀旦 0^ 慕す る さ 素より 善し。 

. 吾 らも 之と 精神 を 同う するな り。 然れ ども 此の 基督 は 十字架 上に 血 を 流して、 比類な き 慈愛 を彭は 

せる のみなら す、 又 復活 界灭レ て 宇宙の 全 權を掌 握し、 世の 終りまで も汝ら と共に 活 きて 存 せんと 

よ yiu ころ 

.宜 はせ 給 ひし を 忘る ベから す。 基督 敎徒は 辯證擧 の 一部分と して 復活 を引證 し、 之を據 として 基督 

に 神の 子な りと 論 結す る を 主 服と せす、 復活 昇天 即ち 福音 其れ 自身なる を 記憶せ よ。 時攸 後れな 

. る 恶^ 敎證據 論の 形式 を 固執し、 辯證 的に のみ 復活 を 論す る は M なり。 然れ ども 復活の 意義 此に盡 

^ssgiの^^!§iとK©教の信仰  六 五 


Kg 敎 の道德 ii^ お 教の信 w  六 六 

きたりと なして、 之 を 不必要な りと 斷{儿 する も 亦淺薄 極れ りと 謂 はざる ベから す。 敎會の 規約に、 

團體の 憲法に、 神 を 信す るの 一條 を 明記す る こと は 必要な り。 然れ ども 基督の 事に つきて は 如何な 

る 信仰 を 抱く も 敢て問 ふ 所に 非す、 基督に 事 ふると さへ 言へば 已に 足れり と 云 ふ もの あり。 然れど 

. も 基督 を 誰と か爲 して 事 ふるや。 事 ふるて ふ 語の 意義 は 此の 問に. H りて 定まる。 力 アデ ナル • -ーゥ 

シュ —プリ一 ム 

マ ンの 所謂 Sovereign  devotion を 基 螫に與 へんと 欲する か。 吾ら は 『此 上な き』 敬愛 を 人き に 向 

つて 注ぐ こと を 得べき か。 汝 はソブ レ ン *デ ヴォ， -シ ョ ンを 以て 基督に 事 へんと 欲する の 圑體に 嵐 

する 乎。 又 何故に 神 を 信す るの 一條 を 必要な りと する か。 蓋し 冇祌的 觀念は 基督 敎の极 本な り。 此 

の觀 念に して 存 せば 他 は 自然の 開發に 任せて 可な りとの 意なる べし" 之に は 吾ら も 大いに 同意す る 

所な きに 非す。 然れ ども 所謂 冇神 的の 觀 念と は哲舉 的の ものに 非す、 凡 神 的の ものに 非す、 天即は 

ち现 のみ 的の 類に 非す、 全然 基督 敎 主義のお 神 的 信念に 相逮 なからん。 基督 敎 主義の 有 神 的 信念 は 

i 子 成.^ の 信念と 相俟 ちて 離れざる ものに て、 後者の 存廢は 前者の ^魔な り。 祌子 成人の 信念 亡き 

ときは^ 神 思想 漸くに して 純然たる 哲舉 的の ものと なり、 凡 神 的の ものと なり、 不可 識的 となり、 

しき は 無祌說 となる は 古 來宗敎 思想の 歷史に 明白なる 事實 なりと 思 はる。 故に 基督 敎 主義、 ぉ祌 

的 信念 を 表明す る こ と 必要な り と せ ば、 其の 根本た る 基督 のこと につ きて 確 な る 表明 を 爲すさ も 

亦 必要な らん。 『然 り、 北ハれ 故に こそ 基督に 事 ふるとの 一條 を も 之と ともに 祸 げたる なれ』 と 言 は 

ば、 吾ら は 答 へんと 欲す、 『其 は 用意周到なる 次第 なれ ど、 漠然 基督に 事 ふるとの 一首に て、 基督 敎 


$  .1 祌， リ の：^ んふ安 M なりと. K はれな ば、 カ丄 フィル、 ェメ ルゾン、. 其の 他 恶将敎 主義の^ 神 m 心 

想 は 抱か ざれ ど、 共  11$: に 師事して 一 秘の祌 を 奉ぜる 文 祭^、 竹^.^ は、 斯る 論者の 無邪氣 なる を微 

笑 一て、 「植も g かなる 犬 地な りけ るよ」 とて 相 祝す る ことならん』 と。 然れ ども 。ハウ 口、 ヨハネ を 

首として^！^敎徒！^：世の公问^識は頓に此の^；^諫なる樂天主義には 一 致すべし とも はえす。 
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茶 g 教の 德と浓 ぉ教の 信仰  广 . 


主の 遣 しおまへ る 平和  六 八 

主の 遣した まへ る 平和 

『我 安き を 汝らに 遺す" 卽ち 吾が 安き を汝ら に與 ふ" 吾が 舆 ふる は 世の 與ふ る が 如くに 非るな り』。 

(約 翰傳 一四の 二 七) 

此 は主 耶稣兒 暴な る 手 に 賫り 渡さ る /^ 當夜 門人 等 に 吿げ 給 ひ し 言な り。 彼ら は 此の 平和 を 遣す て 

ふ 喜ばしき 御 一一 一一 〔を 耳 に 聞き し 問 も 無く、 痛ま し き 出来事 に 驚かされて 心の S 擾喻 ふるに ものな き悲 

.慘 の 境遇に 沈めり。 イスラ 二 ルを救 はん 者 此の 人に あらで はと 思 ひし 耶穌は 異邦人の 手に 引き渡さ 

れ たり。 天の 使 も 現 はれて 之 を 助け出さす。 主はム ザ. ^、 と 不義の 宣吿を 受けた まふ。 門人 等 は 日 

來の 志に も 似す、 心 亂れ、 魂消え て、 散々 に遁げ 失せぬ。 我先にと 遁げ惑 ふ 時には 在る ことに 心 も 

付かで 有り もせん。 少しく 落ち 付きて 前後の 考を爲 す 場合に 至りて は、 己 等の 卑劣 千 萬な りしに あ 

きれ 果て、 良心の 非難 針 を 以て 刺さる るが 如くに 感じた るな らん。 彼ら は 主 を 失 ひしの みならす、 

か  た a 

豫 ねて 自ら 負み たる 我て ふ もの を も 失へ り。 大瞻 なる べテ 0 も、 主と ともに 死なん とまで 慷魔 せる 

トマ スも、 此. の 期に 臨みて は 雲霞と 消え、 た 卑劣 臆病なる 小人の み殘れ り。 十字架と 墳墓と が 主 

と 門人 等の 間 を 隔てし よりも、 大事の 場を遁 げたり して ふ 記憶 は 天淵啻 ならざる 距離 を 其の 間に 生 

ぜ しなり。 


のは^ 此の 如くならば、 耶穌の した まへ る 平和 何 所に 在. C や。 平 知 を 遣さん と 仰せられし 主 

すら、 ゲッセ マネの 間に 血の 汗 を 滴らせ、 iSf 所 の^の 如く  1^: き 立てられて、 十 半 架の 上に 哀 ュを發 

ちた まへ り。 あ、 平^! 汝は 終に msl-s- の 餅に て ありけ るか。 

一て ろ 

然れ ども 仔.^ に 事の 倚を究 むれば、 門人 等 は 此の 問に 處 して、 3れ； 個の 平和の 何物た る を 了し 得 

たるな らん。 

キ： の^した まへ る 平和 は 世 問より 來る ものに 非す。 ，$s<Di: の 司 も 國君も 法官 も；^ して、 }f- の 門人に は 

寸 間の 安き を與 へざる なり。 ^赞の 近 は 地に を來す ものに 非， f や。 汝ら 世に 於て 艱顿 あらんと は 

其の 遗肯 なりし を 記憶せ よ。 然 らば 此の 平和 は 信徒の 鬧體に 求むべき ものな ろか。 彼 は 五 旬 i§ 以後 

の 敎< ^は 如何にも^ かなる 結社に て、 樓 利が ましき 事 は C んど跡 を 絡ち し有稷 たりし が、 敕濟の 事 

より 紛議 生じて、 グ リシ ャ の靠婦 ，問く もうる さき 不平 を訴へ 初めたり。 アナ 一一 ャとサ ツビ ラは爲 

i^-i: を 以て 敎友を 欺きぬ。 纏が て割禮 にっきて 論举 烈しくな りぬ。 バウ n はべ テ n を 面前に 難詰た 

り。 異邦人の 使徒 バルナ バは 意見 一致せ. f して、 分離す るまでに 至れり。 Hi# の fl? した まへ る 平和 

は敎， ^の 巾に 在りても 錢ら るべき ものに 非ざる なり。 

世間に も 非す、 敎會 にも 非す、 獨り、 吾ら が 胸の うちにて は、 擾 全く 1  、りて 平和の^ 天地 を 方 

寸の li に 現出すべき か。 使徒 等が、 常に 王 陽 明が 所謂 心中の 賊と戰 ひし を 忍へ。 彼ら は 末 だ つて 

此の 點に 於て 平和 を權 しこと あらざる なり。 

主の 遣した i へる 平和  六 九 


主の 港し ォ i へる 平和  七 0 

然 らば 主の 遺した ま へる 平和と は して 如何なる も のぞ。 共の 御言 は 蓋し 左の 如くに 解 せらる ベ 

し。 曰く、 汝らは 我が 世に 容れ られ ざる を 知りつ らん。 世 は 我 を惡 める に 非す や。 叉 我 門人 等の 信 

くるし 

義を 守らざる を經 験す る は 腸を斷 つの 思 ひなき を はす。 我 は 誤解、 反 ST 遣泰、 虐待 等に 困め られ 

たり。 汝らが 眠りし 問に、 我 は 獨り兑 えざる 大敵と 戰 ひたり • 

故に 知るべし。 吾が 平和と は 此らの 事 を 免ぬ かる /- の 謂 ひに 非るな り。 戰ひ、 孤立、 悲哀の 中、 

否 な 死に 迫りても、 動かす、 亂れ す、 騒がざる 所の 平和 あり。 此れ 我れ の 天父に 契合 一致す るに 由 

りて 獲る 所の 平和な り、 此の 平和 は 六合の 暗黑 も、 感覺の 衰亡 も 奪 ひ 得ざる 所の ものな り。 我に 由 

りて 彰る r 天父の 賜なる 平和 をば 汝らに 遣し 置くな りと。 

つま ヴき 

是の 故に 門人 等 は 其の 失欧顚 躓に 由り、 反って 此の 平和て ふことの 眞 味を發 明す る を 得たり。 彼 

らは己 等の 義心に 誇り、 勇 を 負み 居たり しも、 3 ず-思 ひき ゃィ ザと 云 ふ 場合に 存外 汚れた る 心 を 露す 

ならん と は。 彼ら は慚愧 の餘り 天地の 問に 身 を 寄すべき 所 無き 如くに 感じた ひ。 此の 感覺の 最も 切 

なりし ぺテ。 は 三た び 主 を 知らす と 云 ひしの ち、 其の 無限の 愛に 輝け る 眼に て 顧みられ、 外に 出で 

むしろ 

て 泣きぬ。 彼 は 身の 不面目 を耻づ るよりも 無乃已 が 愚かに も 背き 棄て たる 主の 愛に 感 する £ 切な 

り。 耶穌の 愛 は尙ほ 此の ぺテ £> を 離れし に 非す、 、王の 愛 尙ほ活 きて 存す るて ふ 確信 は 萬 難を排 して 

起つ の氣カ をべ テ a 等に 與 へしな ひ。 彼ら は 自負の 根 據を失 ひ、 己て ふ もの を 奪 ひ 去らる i に 及 

び、 渐 やく a 個の 平和に 接着す るに 至らん とす。 復活の のち 耶穌 門人 等に 現れ 其の 手と 脇腹と を 示 


して 汝らに 平和 あれと 吿 げた まひし とき、 彼ら は已に 此の 11 の 消 4 を 解して、 K まの 平和 を 味 ひつ 

つ ありき。 たと ひ 北ハの 境遇 は 如何なるお 様なる を 問 はす、 此れ^に 彼らが ために 平和の 無盡藏 にて 

ありし なり。 n を 以て キ； を す、 手 を 以て 之に 觸る、 こと 能 はざる も、 此の 平和 は 依然として^ら 

とともに 在りき。 世 ii の 附 物 を 乎に 人る-! も 到底 之を樂 むこと 能 はざる 場合 あり。 心此に 在ら ざれ 

ば 天下 何もの か樂 みを與 ふる HJ を 得ん や。 M 一  の 月 或ると き は 喜び を與 へ、 或ると き は 悲みを 催 ふ 

す。 パ 我を樂 しませ 又 我を悲 まする に 非す。 此 はおに 非す して 我な り。 嘆け とて 月 や は 物 を 思 はす 

る、 かこち^なる： 1: が淚 かな。 世に 光 ありて 花の 色 を 燃え立つ ばかりに 顯 はせ ども、 花 は 光 を 作る 

こと 能 はす。 I^i" ら がた^ 花 を め、 =1^ を 眺めて、 樂みを 得ん と 欲する は 迷へ るな り、 花に も 月に も、 

花な きに も 月な きに も、 有らゆる 境遇に 處し、 有らゆる 場合 を 支配して、 動きな きの 平和 こそ 得 まほ 

しけれ。 耶穌 かって しき 者 は 福 ひなり、 泣 く^は 福 ひなり と宜 へり (路加 傳)。 此れ 货の 屮、 淚の 

巾に 在りて、 { おめる 者、 笑 ふ 者と 一様に 趣ら るべき 福を與 へん HJ を敎 へられし なり。 宗教の 極意 は 

境遇に 拘ら すして 獨 立す るの 道を講 する に 在り。 基督の 道 は 社會を 改良し、 衣食 足り、 ま 沌充 つる 

を 待って 平和 を與 ふる を 目的と せす。 先づ 神より 起り て 人に 及ぼし、 性より 發 して 有形の 利害に 

至り、 心 を 先にして、 周园を 後に する は 福 昔の 順序な り。 大氣の 模様に. E りて 上下す る は 塞 暖 計な 

り。 主の 造し 給へ る 平和 は斯の 如き 者に 非す。 n を 以て 耶穌を 兄る 時 も然ら ざる も、 順境に も 逆境 

にも 依然として 變ぜ ざる 平和な り。 人工の 井 は 水涸る 、さあらん。 自然の C 水 を 掬び て 欲む も 亦； i5 せ 

主の S5 し .fii へろ 平和  七 一 
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ざる を 得す。 基督の 與へ給 ふ 水を飮 もの は 復び渴 する HJ 無く、 活ける 水 其の 胸中に 湧き出で て盡る 

時 無 からん。 此の 平和 はん r 日の 吾ら にも 遣され しもの なり。 當 時の 門人 等 は 己の 賴む ベから ざる を" 

知り、 已の價 値な きを 悟りし とき、 平和の 眞味を 知 ひぬ。 左れば 此れ 我らに も 獲ら るべき 祝福に 非 

す や。 白晝に 見えざる tffil も夜靜 かなる ときに 見るべし。 使徒 等 は 基督 を 見失 ひしと 思へ ると きに 此 

平和の 何時の間にか 胸中に 湧き 來れ るに 驚きし ならん。 神の 恩 を 基督に 由り て 知り、 之 を 愛する 

と を 舉ぴ、 生に も 死に も 之 を 以て 已が 目的と する に 至らば 平和 已に 共のう ちに 在り。 自負、 傲慢の 

氣に 任せ、 徒らに 獨 させん こと を 期し、 己て ふ 意地 妄りに 張る 時 は、 波に 沈まん とする ぺテ 。の 如 

め，， 

くなる べし。 主の 與 へた まふ 平和 は， 始め も， 終り も、 常に 恩惠 として 受け すん ば 保た ざろ なり。 

世の 與 ふる 財產は 皆な 吾が もの 貌に 所有 せらる。 主の 平和 は 日々 刻々 新たに 受領せ られつ & 全くせ 

らる、 を 得べ し。 叉 世間の 財産と 異 りて 其の 周圍に 城壁 を 築かす、 凡ての 人に 分ち 與 ふべき 者な 

り。 無事の 人 は 此の 平和に 出り て 感謝せ よ。 世間の 喜び を 獲し 人 は 此の 平和の 光に 由り て 之 を 喜ぶ 

べし。 泣く 者 は 此の 平和に. m りて 笑 ふべ し。 此の 姦惡 なる 世に 在りて 餘 りに 泰平 無事なる 人 は 共の 

境遇に 不審 を 抱くべき 苦な り。 斯る人 は 主の 遺した まへ る 平和 を嗣 ぎつ、 ある や 否や 氣遣 はし。 4H 

は 在世の 時、 稅吏、 罪人の 友と 呼ばれ、 悪魔の 徒と 罵られた まひき。 斯の 如き 世に 汝が樂 みつ &ぁ 

る 平和 は 主の 平和なる か、 抑 も汝が 平和なる かと 問 はま 欲しき 心地す。. 神の 國は此 所に 見よ、 彼 所 

に 見よ と 云 ふ 如き ものに 非す。 即ち 人の 霸 性に 在りて 存 する のみ。 二八 九 五 年 二  3) 
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^^敎 は 親に 事 ふるに 牵を 以てし、 國{ 永の 主に 事 ふるに 忠を 以てし、 博く 衆 を 愛し、 厚く 郯友 

と 交 はるべき を敎 ふるもの なり。 然れ ども；. K に 在る 父に 事へ、 宇宙 萬 有の 統治者に 事 ふるの 道 は 凡 

たまし ひ 

て此 や；^ にも 勝りて！ 5- に大 いなる ものと す。 ：： く顿の 心を盡 し、 爾の靈 魂を盡 し、 爾の 智力 を盡 し、 

溺の 能力 を識 して、 主たる 神 を 愛すべし と" 人性の 全局に 一旦り、 其の 底蘊 にも 通じ、 其の 深さ、 高 

さ、 大 いさ、 ^さ、 凡て を $ 只 きて、 其の 主力た るべき もの は 此の 祌に對 する 愛の 道に 非す や。 ァゥ 

ガス テン：： く、 人の 心性 は祌を 愛する 爲に 作られし なりと。 鐵の 磁石に 吸 はる、 如く、 艸 木の 日に 

向 ふが 如く、 人の 全 性 は 祌に向 ひて 倾 動す。 人類の 道義 は 此の 人心の 傾 動 を 徹底せ しめ、 祌を 敬愛 

する に 至りて、 こ、 に 始めて 其の 要領 を 得る ものと す。 

竹 P の， 絕對は 逸たり。 佛の WS は 親しむ ベから す、 また 事 ふべ からす。 た^ 基督教の 顯彰 せる 

祌は おも 在に して、 宏濶 深遠なる 意義に 於て、 我等 人類の 父な り。 愛 神の 道此に 於て か 立つ。 

}K 父 を 奉じ、 之に 事 ふるの 道を修 むる より、 基督 敎 徒の 品性に 四つの 特質 を 生す る を 見る。 曰く 

畏敬、 m く忠、 ：！： く滿 足、 口く 男、 即ち 此れな り。 畏敬と 滿 足と は 靜 かなり。 忠と 勇と は 活動な 
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り。 此の 兩 つの もの 配合 調和して 眞 個の 大人物 は 生す るな り、 (フィン ドレイ 氏 『基督 敎 の敎理 及び 道 

德』 /" 畏敬の 念 聖書に は 之 を 敬虔と 稱す。 箴言の 著者が ェ ホ バ を畏る & は 智慧の 本な り と 一一 =11 ひし も 

の 此れな り。 イスラ H ル 民の 十誡 は 祌に對 する の 畏敬と、 親に 對す るの 畏敬と を 以て 道德の 根本と 

はなしたり。 

此の 奥妙なる 天地に 接 し、 人生と 云 ふ 問題 を^ 前に S き、 现 想の 梯 延びくて 遍 かに 天に 入 

り、 其の 際涯 を るべ からざる に、 人 甘； ハの 侮慢の 念を縱 まにし、 天上 天下 唯我獨 尊、 肅 しむ 色 もな 

く、 畏る ^ 態度 を も 具へ す、 而 して 人道 を盡 し、 義を 全うし、 天性の 本領 を 成就 せんと 欲する 程不 

E 心議 なる 希 は 無 かるべし。 ヤコ ブ性 狡^に して 利に 敏く、 年來の 醜事少 からす。 然れ ども 彼 は 夢 

に 雲の 梯に 昇り 降りす る 天使 を 見、 目覺 めて、 大いに 畏れ、 容を 改め、 色 を：.^ し、 肅み；£^み、 壞を 

築きて ベ テルの 祌を 祭りぬ。 畏天 敬祌の 此の 一念、 終 ひに 此の 一 小人 ヤコ ブ をして 一;;; 子 イスラエル 

其の 人の 高贵に 達 せしめし なり。 

うろた 

畏天 敬神の 念 は 心の 平 を 保ち、 其の 獨立を 扶持し、 狼玑 へす、 噪 がすして 能く 紛々 たる 人事に 處 

せし むべき 基本な り。 精神 放漫に 流れ、 心 其の 檢束を 失 ひて 道義に 悻 るの 行 ひを爲 すに 至る は 吾々 

の 常に 寶驗 する 所に 非す や。 詩篇に 見えし 如く、 あは ゃ轉 け：^ れて 道に 背かん とする もの、 上帝の 

Sli 所に 詣り て 之 を 免 かる、 を 得 たり と あ る は、 寳に 人生 の 寫眞 なり と 謂 ひ つ べし。 

グリ ー ン の 英國史 を熟讀 する もの は、 畏天敬 祌の氣 風に. E りて 大英 人民の 光榮 輝 く を 悟るべし。 


曰に 向 ひて 戰 ふこと を s^ss せる 神武 帝 は 誠に 大 R 木 帝^ 仞の SI ありし を M る。 詩に n く、 

0  (祌) に^？^！ざかるものはにびん。 ^心 を谈 きて： 励 を 離る、 もの は 減ぶべし。 

此れ iffi 十；； 不：： ？の大 ほハ现 なり。 阔{ 衣の 興に、 侗人の榮！^^に出來せすんばぁらざるなり。 

畏敬の 念 盛ん なれば、 沈默 "s^; 想して、 祌の威^：-に感じ、 ^i;s^s仰、 恍然我 を 忘る- -に 至らん と 

す。 此の 心發 して、 一一 r::, お 動作に 顯 はれ、 カを盡 し、 iS? 神を盡 して 祌に 事へ、 祌の 世界に 於て 各自の 

本分 を 守らん こと を務 むる 之 を 忠と云 ふ" 凡そ 基^ を 信す る ものが 近に 從ひ、 義務 を负 ひて^ 盡 

力す る 所以の もの は、 ^に 物の 條现に 依りて、 .01 然の 法则を 赏 行 せんと 欲する に 非す。 ^sq: の 

ゆ 3a;- は 抽象的の 现想を 標示し、 克己 復禮 以て 義を 全うせん こと を 期す るに 在り。 .；|^^して秋^の如 

き其の£5^悟髙尙ならすと云ふべからす。 然れ ども 義现资 任の 聲 のみ 聞え て、 愛に 感じ、 意 氣に投 

じ、 赤心 溫 かに 湧きて、 道 を 守る £、 春風 三月の 候、 樱花 爛漫たるに 喩 ふべき ものな きを 如何にせ 

ん。 其の 弊 や 形式的に 流れて、 或は パリ サイ 徒の 迷 誤に 陷 らんと す。 基餐敎の道^？；-は即ち然らす。 

=^=^、の上もなき獨 一 至聖の有意老を敬愛し、 之に 對す るの 赤心 溢れて、 あらゆる 實 行の 源泉た らんこ 

とを尙 ぶ。 lii 者 は 孝 を 百 行の 本な りと 敎へ、 親の 恩愛 を 以て 道 3;- の樞 機と なし、 以て 義務の 力に 加 

ふるに 有意 者に 對 する 赤誠の 溫 かなる を 以てせん と 企てたり。 然れ ども 人間の 父母 は 其の上 もな き 

熱愛 を iel^o にす るに 塔へ す。 過ぎた るの 弊 は 及ばざる の 誤 謹と 其の 弊害に 於て 一致す。 我等 は 支那 

日本の 近 史に ま、 の 赏例紛 々たる を兑 る。 或は 人間の 君主なる 觀念を 尊み て、 此の 倫现 上の 欠點を 
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補はんと；！^^みるものぁり。 然れ ども 人間の 君主に 對 する 忠愛の 情 を 以て、 あらゆる 人性の 蕴蓄を 喚 

び 起し、 其の 靈明 道心の 全局 を 銃ぶべき 活動 を 與 へ ん こと 思 ひも 寄らす。 我等 は 結局 此の 點に於 

て、 末流 は 源泉よりも 高き こと を 得すて ふ眞理 は、 物理 界に 於け る 如く 道 德界に 於ても 當然 なる を 

認め すん ば 有らざる なり。 

上帝の 尊貴 無限な り。 其の. M 德は 人の 心 志 才力 を盡 して 服 事す るに 足れり。 神に 對す るの 忠誠 を 

勵 まし、 倫理の 法文 をして 天父 を 愛する て ふ 赤心の インス ピレ —ショ ンに伴 はれし めんと 欲する 

は、 基督 敎道德 の 本色に 非す や。 我等 は讃 嘆、 希望、 及び 愛に 由り て 生活す とゥォ ル ヅゥォ ルスが 

詠 ぜしは 道 を 知る もの 上 一一 in たるに 背かす。 我等 は 長 天 敬神の 心と 上帝に 忠誠 を盡 さんと 欲する の 精 

神 を 以て、 人生の 動機、 實際的 倫理の 基礎な りと 斷 言す。 

極めて 大 なる ものに 事 ふるて ふ 一念 無くん ば、 人生 常に 枯燥して、 所謂 鶴 卯の 蛋白よりも 無味な 

るの 悲境に 沈 倫 せんとす。 心 志 を 傾け、 全力 を盡 して、 之に 事へ、 事へ て 鉋く こと を 知る 能 はざる 

程の もの 無くん ば、 天地と こしな へに 春 無き を 哀しまざる を 得す。 神に 事 ふる を 度外視して、 た 

人に 蔡 ふること を敎 へんと 試みる もの は 唯 人 敎に 非す や。 然れ ども 忠義 心の 梯を 延長して 巍々 

たる 上帝の 前に 昇ら すん ば、 人道 極めて 狹く、 且つ 陋 なる を 免 かる k こと 能 はす。 我等 は 孔孟の 唯 

人 主, と 其の 結果と を 熟知せ ひ。 心 を 平 かにして 之 を 思 は 1-、 基督 敎の 忠道實 に 人の 至 道なる を 悟 

るべ し。 


次に 我等の 略說 せんと 欲する もの は滿 足の 德 なり。 ； 1 ょ佛は 其、 の 逍敎經 に 足る 事 を 知るべき を敎 

へて 如何に 懇切な りしよ。 liii 齐が富 *K にも 淫 せす、 贫岐 にも 樂 しむ、 兒此に 至りて これ 豪 雄 (程 

明 近) と „J 破せ し は、 近に 山り て滿 足の 地位に 途 せし を 表示 せんと 試みし ものに 非す や。 中^の 道 

^する 所は滿 足の 一 點に 在り。 禪 家が 求む る 所 も 之に 外なら す。 茅屋 膝 を容れ て、 天地 宽 しと， 飆ふ 

文人 も 滿足を 得 盘と爲 せる のみ。 督のぉ 子 バウ 口  R く、 我 乏しき に K りて 之 を 言 ふに 非す。 そ は 

我 如何なる 狀に る も、 之 を 以て 足れり とする こと を學 ベり。 我 贫賤に 居る の 道 を 知り、 また 富裕 

に li? るの 道 を 知り、 飽 くこと も飢 ゆる こと も、 富む こと も歉 しき こと も、 凡ての 事に 於て 我 之 を 熟 

練せ りと。 して 然 らば、 佛も儒 も、 風 人 騒 客 も、 將た共 丄督敎 徒 もと もに 滿足を 求めて 滿足を た 

るが 如し。 之に 滿 足せす して、 更に 滿足. ぜんとす るは陋 なり。 分け 登る 麓の 途 こそ 異なれ、 到 

逑 する 山の 顶は同 一 なる を 知らす やと、 詰る もの も あるな らん。 

然れ ども 仔.！ に 之 を視れ ば、 基督 敎徒滿 足の 近 は 多くの 點に 於て 他と 異なる もの あり。 隨 つて 其 

の 結 たる 品性に 於ても ftri に； 逕庭 ある を 見る。 或は 傲然 萬 物 を^ 睨して 苦味 多き 滿足を 膝ん と 欲す 

れ ども 茶 将敎徒 は 至上 者に 依り 信仰 を 以て 滿 足す。 ^傲の 滿 足と 信仰の 滿 足と 北 ハの差 異 天地の 如 

し。 ， ；刚者 は 取れば 愛し 取らねば 人の 數 ならす と觀 念して 戰 死し、 或は 節 を m んじ 苦笑して 自殺 を遂 

ぐるな け。 後^ はステ パノの 如く 雨 下す る 石に 维 たれつ」、 人の子 を 仰ぎて、 ，^證 の 死を遂 ぐ。 T 

は 武士の 切腹と なり、 乙 は^ 徒の T^^ となる。 佛の と 督敎の 神の 國相 異なる が 如く、 兩 T 讶の 
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滿足も 相 同じから ざるな り。 天父の 一 一字 は 基督教 徒が 滿足を 獲る の 秘訣な り。 

以上 略說 せる 滿 足の 德は、 祌の 攝现を 信じ、 天父の 愛に 安んじて 靜 かなる の 謂な り。 山上 主の 容 

まと. Q 

變り、 天の 榮光 輝きて、 塵衰 以外の 會 合に 我 を 忘れ 世 を 忘れん とせる ぺテ a は、 永く 此の 圑欒 を續 

けんこと を 希へ り。 然れ ども 主 は 其の 門人 を 促して、 懷疑 不信、 輕 薄詭詐 の充滿 せる 山 下、 俗塵の 

漲れる 中に 降り、 世の 痛苦 奸 悪と 戰 ひしな り。 凡そ 基督の 徒た らん もの は、 た 2> 自家 一身の ために 

道を樂 しむべき ものに 非す。 祈 禱の人 はまた 戰 ひの 人た る を 要す。 安心立命 のみ を談 する は 基督教 

徒の 本意に 非ざる なり。 

故に 主 は 我 は 『平和 を 以て 地に 来らす、 劎を 送らん がた めに 來 りしな り』 と敎 へられし なり。 基 

督敎 徒の 生 は戰の 生活な り。 然る をた ぐ 安心 を尙 び、 審ら滿 足の 德を 修めん こと を 務 むる は、 宗 

敎を 以て 顯 奢の 具と 爲 すに 近し。 我等 は 肉に 屬 する 奢侈 を 非難す ると 時に、 靈に屬 する 他の 一種 

を も 咎めざる ベから す。 安心 立 4 叩 修毅鍊 可なら ざるに 非す といへ ども、 此の 名目の 下に 己れ がー 

.® の宗敎 的道樂 家た る眞 相を隱 し、 熱心 を 被 はんとす るに 至りて は、 我等の 深く 慨嘆す る 所と す。 

コ ラン 經を 左手に 執り、 劍を 右手に 揮って、 其の 道 を 天下に 布かん と 試みし もの はモハ メッドに 

非す や。 我^ は 其の 用 ひたる 武器 を尙 ぶこと 能 はす、 また 其の 四方 を經 略す るの 術策に 感服す る こ 

と 能 はざる なり。 然れ ども 其の 徒の 意氣 乾坤 を 呑み、 山 を も 崩し 海 を も 埋めん する 精神 を 以て、 己 

. が 道の ために 世界 を 征服 せんと 欲せし に 至りて は、 誰か 其の 壯圖遠 略に 感ぜざる を 得ん や。 基督 敎 


徒 は 彼^と 異なりた る 1^ 器 を 以て、 卯ち 十字架の 以て、 世界に 戰ひを 挑み、 iif 獨 なる、 力の み 

を 川 ひて 卵 Hli^ を 伐ち 銅 めんと 欲する ものな ひ。 此の 福！"？ l" を 耻 とせす して、 之を羅 -il に 及ぼし、 彼の 

無お 城 を も 十字架に 降伏せ しめんと 破せ る 使徒 パゥ。 を よ。 彼 は 大志の 人な り。 彼は戰 ひの 人 

なり。 た を樂 しむの 人に 非ざる なり。 一 i 音 を 以て 安全なる 港？ 12 に 比する もの あり。 我 や は 此の 

r. 喩の 常れ る を；；； 2 す。 然れ ども i^」i ^敎 はよ く 風禱を 犯す の 舟行た る を 忘る V 勿れ。 Ifj:: が 父の 家に は 

お- ijv. 多し と、 おに 然り。 然れ ども 主 はまた 我等に 重大なる 使命 を 校け て 世に 遗 したる を 記憶すべき 

なり。 叫 方に 使して I？；； 命 を； t しめざる は、 士の木 分に 非す や。 使命 を ft へる 生活、 此れ 我せ t の 惰眠 

を W や W すべき 進？^ 喇叭の -ぽ なり。 ^督 信徒 は 經驗を m んす。 祌の愛 を經驗 し、 基 赞の问 を經 驗 

し、 其の 他 あらゆる 方面に 於て 信仰の 經験を 積む は 大切なる ことなり。 然れ ども 經驗談 に n を ic 朴 

し、 武功の 士が戰 場の 訪に 得. ぉ然 たる 如く、  室に 茶 を ni し、 _^"を；^するが如く宗敎^1"の感^^に 

餘念 なき は 我 や" -の 取らざる 所な り。 ！：^仰は企業なり。 丼哀" 敎は 前進な り。 バウ P は 之 を 競走に 比せ 

り。 北り 後 を K みす、 た i ^前面 を みて^ 進すべき のみ。 天下と 一身と に 於て 祌の國 を經營 する の 計 

は 、 恶 の 徒 をして 宗敎 の 蓉侈 に 安ん ぜ ざら しむる ものな り。 

教は 大志 を 抱け る宗敎 にして、 其の9^性上尙武の氣^^だ盛んなり。 此れ 我 や. -が 前節に 論述せ 

し^し。 故に 1:^」 叔" 敎 徒の 德は 次に E?^ なりと す。 n く 小さき 群よ、 恐る \ 勿れ、 "glw に！： を與 ふる は 

天父の i;^3M なれば なけ。 身 を して 人 を 殺す こと 能 はざる もの を 怖る、 勿れ。 軒 の^も 天父の 許容 
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無くして 他に 墜 ちす。 爾 等が 頭の 毛 も 悉く 數 へられし に 非す やと。 畏天 敬神の 念、 忠義の 心、 命に 

安ん する の 誠、 難に 當 りて は 基督 敎 徒の 勇と なる。 横 逆 無道の 暴君、 其の 囚へ 困し めつ、 ありし 一 

人の 立ちて 祌の 裾に すがり 頻に 祈る を 見て、 止ん ぬる かなと 絕叫 せりと、 彼の ブラウ-一 ングが 謳 ひ 

し は、 蓋し 其の 故 ありと 謂 はざる ベから す。 天父て ふ觀 念、 之に 伴 ふ 天職て ふ覺悟 ほど 人に 眞 正の 

. 勇 を與 ふるもの ある 可から す。 我 は 全能の 父なる 祌を 信す との 一言 は、 千 萬の 援軍に も 勝れり。 

此の 天父て ふ 信念 は 我等 をして、 神の 全きが 如く 全 からん こと を 思 はしむ るに 至る。 基督 敎はゴ 

ッド リネスの 宗敎 なり。 ゴッ トリ ネス は 神 の 如くな るの 謂な り。 基 蝥敎徒 道德の 理想、 偉大 高尙を 

極めたり と 謂 は ざ る ベ か らす。 

曰く、 愛する ものよ、 吾ら 今祌の 子たり と。 在天の 祌 まことに 人類の 父な りと 確信す る は、 宗敎 

の 一 大要 理 なる のみなら す、 其の 道 德に關 係 を 有する もの 斯の 如くに 大 なり。 然れ ども 天父 V:* ふ觀 

令むの 盛んに 起り て、 深 高なる 意義に 於て、 人 問の 活力と なりし は、 一 に耶稣 基督の 意識 を 以て 其の 

源と 爲 さすん ば あらざる なり。 我等 は此に 聖書の 高等 批評 を 試みる を 要せす。 また 仔細に 基督 祌性 

論 を說明 せんと も 思 はす。 とにかく 公平なる 眼 を 以て 基督 の 言行 を觀察 し、 間々 其の 聖な る 口より 

流露す る玄 奥なる 訓 へ を 味 ひ 来れば、 之が 最も 特殊なる 意義に 於て 神の 子た る を 疑 ふこと 能 はざる 

なり。 神 子 入 間に 顯現 せりて ふ 眞理に 由り て、 天父に 親しむ の 念、 世に 活 きて：^ 用 くこと、 なり 

ぬ。 故に 基^ 敎は 天父の 敎な るの みならす、 また イン カルネ ー ショ ンの敎 たり。 イン カルネ ー ショ 


ンの迅 德に關 係 をお する こと 深し と 謂 はざる ベから す。 神 は 天父な り、 故に 之 を 敬し、 之に 事へ、 

其の 命に 安んじ、 其の 世界に 往^ 進すべし。 祌の子 世に 降りて、 人となりぬ。 之に. S りて 我， は 

人類 を： じ、 之を^;只ぶの3呉现を舉ぶなり。 正しく 人性 を 信じ、 iNC の 重ん すべき 所以 を 謙りて 覺 悟す 

るの！： 開け すん ば、 修德の 活力 板 起す る を 期す ベから す。 法華經 に、 或る長者せ、の零落れし？.^をし 

て. E 信. c_!al.: の 精祌を 起さし むる に 苦心 一方なら ざり しとの £3-^ 見えたり。 よく 人情の を 穿ち、 倫 

理 の妙耍 を；^ n 發せ しものと 謂 ふべ し。 ま那の 儒者が 性 菩の論 を间 守し、 人み な堯舜 たるべし と說き 

しも M 一  の 必要より 來れ り。 

ほ 〈正なる 自信 自重の 道 德を修 むる に 欠くべからざる こと は、 耶穌 の敎へ たる 第二の 誡 に付きて 

も、 其の 一端 を 見るべし。 曰く 爾已の 如く 隣 友 を 愛すべし と。 自ら 愛する ことな くんば、 如何で 他 

を 愛する こと を 知らん や。 基お M 敎徒は 己が 實に祌 の 殊愛を 被る ものなる を 知る。 其の 戴 性は資 に 極 

め てれ 重なる ものな り。 彼 は 至上 者の 子に して、 或る 意味に 於て 耶穌茶 督の兄 なり。 旣に 此の 信 

仰 を 抱く 以上、 彼 は 己 を 輕 しむる こと あた はす、 また 全く 己に 失望す る こと 能 はざる なり。 此の 念 

は 共」 傅 敎道德 の 最大 動機な り。 
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麵 

盡 きぬ 生命 

基督の 徒 は 正義の 寓る 所なる 新 天 新地 を 待ち望めり slf!1J)。 其の 信す る 所に 據れ ば、 天地 は 崩 

れ、 五體は 朽ちぬ とも、 靈性は 之と-もに 亡びす。 昔と 異なる はた^ 其の 境遇の 一事 あるの み。 來 

世 ありとの 信仰 は 未だ 曾て 人間に 斷ぇ しこと 有らざる なり。 然れ ども 此 の 信仰 は 人の 心 を 全く 占領 

する こと 能 はす。 屡々 疑惑の ために 襲ひ擊 たれて、 片時 も 其の 地位に 安ん する ことなき に 似たり。 

さりと てまた 此の 信仰 を 思ひ棄 つる こと 叶 はす。 戰慄 しつ、 之に 搦み 付く もの ム 如し。. 蓋し 來世ぁ 

り と の 信仰 は 古今 內外 の 別な く 人心より 其の 跡を絕 つべき に 非す。 群 疑 百出して 反對說 群がり 來れ 

るに も拘ら す、 能く 人の 胸中に 踏み止まる は、 此の 信仰と 人心との 關係 まことに 一方なら ざる 證據 

にあら す や。 

此の 信仰 は 人の 自然に 發し、 其の 天性に 出づる ものなる に、 何故に 斯くは 世の 人に 疑 はる &か。 

此は 人の 心、 事の 皮相に 泥み て、 微を 探り 精を窮 むる と少 きを 以てな り。 所謂 博 學の士 も 有形 界の 

有様に のみ 服 を 着け、 た 五官 を 標準と して、 兑解を 立つ。 故に 靈性 不朽の 道理 を 疑 ひ、 来世の 有 

無に 迷 ひて .；！ 总 決せざる なり。 然れ ども 專ら 物界 の 研究に 身を委 ぬる 人 も 其の 識見 漸く^ 進す るに 從 


ひ、 ；人 地に は _个 思？？ S なることの^ 外に 多き を 見出しぬ。 朝に 萌え出で て 夕 を も ゆたざる I 楚の草 も 

秘 を 以て 充 たされたり。 况ゃ更に心を潜めて人類の^3^ダ觀察すれば、 共の 由り て來る 所、 共の 指 

して 往く 所、 共の 袋 終の 目的と 爲す 所、 一 つと して 明かなら す。 到底 五宫 をのみ 顿 みとして は、 お. - 

者の 心細 さ しきもの ありと 謂 はざる 可から す。 

此に 於て 物 界の理 を尊攻 する 博士 や  1 も 幾分 か 謙遜なら ざる を はす。 彼ォは 天地の 爲理 にして、 研 

究を經 たるの ちに 至り、 全く 最初の 昆込 異なる もの 多き に 驚きたり。 當 初の 見込に て は 太陽 に 地 

球 を 周 问 する もの. - 如く 思 はれし かど、 舉 者の 硏究は 全く 之を輕 倒す るに 至れり。 殘澄 漸く 消え 

て、 油 全く 盡 きぬと 見し は 誤解に て、 勢力 は 毫も 滅亡す る ものに 非ざる の理 明かに なりぬ。 勢力の 

保存 及び 轉換の ii^ は 一 々當 初の 單 純なる 見込と 相違せ り。 事柄の 皮相に. H りて 立てし 最初の 考を破 

碎 して、 全然 反 對の點 に 達する は、 敎 育の 進歩して 人智 大いに 開發 したる の徴 なり。 皮相と 實 相と 

の iHi 別 を 明かに せざる より、 幾多の 誤 護 は 生じたり。 深く 愼 しむべき ことなり。 

世人 は 未熟なる 最初の 見込に 誤 まられ て、 靈性 不朽の 理に 疑を懷 きしな り。 其の 內心は 切に 之 を 

渴 511*1 して 止ま ざれ ど、 五官に 束縛 せらる- 1 悲し さは、 往々 にして 來世 存在の. 2^ 實 如何にとの 惑 ひな 

きこと 能 はす。 日來 親し かりし 友な どの 死して 其の 冷やかなる 屍無慘 にも 墓 中に？ a かる 、にあた 

り、 吾等の 五官 は 之 を 以て 萬 事の 終局と a 做さん とす。 然れ ども 天然の 性情 は 之に 同意す るに 忍び 

ざるな り。 基督の 徒 は 死者の 靈 土中に 塊れ すと 確信す。 疆々 皮相の見 解 を- 0 して、 案外に も 反對の 
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結果 を 示せして ふ 歷史に 富める 擧者は 之 を 如何に 見ん とする か。 是れ輕 々しく 五官の 憶斷に 雷同す 

る ことなく、 精 察 熟慮す ベ き 問題な り。 

天地 は 進化の 歷史を 有す。 其の 原始に 溯れば、 今の 如く 生物の 存在せ しに は 非す。 當初 天地 は 火 

雲の 態に て ありし が、 其の 中に 生物 を 見る の 1. 無き を 如何。 然れ ども 生物 は 終に 地の 上に 現出せ 

り。 當初は 劣等なる 種類の みなりし が、 累進 漸 化して 萬 物の 靈 長と も稱 せらる \ 人類の 世と はなり 

ぬ。 誰か M たる 此の 火 雲の 中より 後に 至りて 生物の 現出す べしと 想像す る こと を 得ん や。 然れど 

も 進化の 結局 は 此の 想像し 難き もの を 事實と はなせり。 進化論者 は 沙翁も II ゥ ト ンも 蠢爾 たる 最初 

の 生物より 出で 來れ りと 主張す。 彼等 は 世人 をして 此の 奇異なる 變化を も 信ぜし めんと す。 而 して 

其の 研究せ し 所 を 潜心 熟慮 すれば、 此は 決して 信じ 難き ことに 非ざる なり。 

進化の 跡 を 尋ねる に 初 は 意外なる ことにして、 後に 至り 不思議に も事實 となりし もの 少 からす。 

狹き經 驗に賴 み、 た 五宫の 示す 所に 制せられて 靈±1 の 死後に 存在 せん こ と を 疑 ふ は 卯 々 理由な き 

わざ 

事に 非す や。 天地の 間に は 吾人の 理攀が 夢 にも 想 ひ 設けざる こと 多し と沙 翁の  一一 一一 H へる 如し。 ミル 曾 

て ハ ミルト ンの 哲舉を 評論して 曰く、 吾等の 惯 W せる 語が 旣に 存在の 蘊蓄 を盡し 51;- たりと 思 ふ は 愚 

かなり。 世に は 人の 知覺 才能に て 達し 難く、 隨 つて、 名 を 付す る こと も 出来ざる 無数の 存在者 ある 

なき を 得ん やと。 此の 人に して 此の 說 あり。 學者 己れ の 胸 を 披き、 虚心 平氣 にして、 不思議なる 天 

地に 對 せざる ベから す。 古へ より 固陋なる 見解に 安んじて、 絶大なる 眞理を 見る こと 能 は ざり しも 


の 弗 だ 多し。 愤 しむべき ことなり。 

或は If* しく 來 世の^ 在 fti に 於て 萬 有る まじき ことなりと 說 くもの あり、 此れ 圾も 解す ベ から ざ 

る 一 W なり。 蓋し 思想の 耍理 IS 則に 矛质 せざる ことの 外、 理に 於て 萬 有る ベから すと 一- ムふ をお べき も 

の；；^ 在せ ざるな り。 例すればニ個の^^線を以て{<1-問を包むと云ふが如きは、 明かに 理性の 15^ 則に^ 

きて、 理 まさに 有る まじき ことなり。 然れども強性不滅說の如きは斷じて斯る類に^^せざるもの と 

す。 此の：；；：^^^は少しも理性の原則と矛质せざるなり。 死 は 人情の 最も 解し 維き 所、 ほつ 菜 を 限りと 

して 終る は 理性の 设も 安ん ぜ ざる 所に 非す や。 來世 なきの 現世 は 頭 H なき 人體に 異ら， f。 奇怖千 萬 

なりと ふべ し。 來 世の^ 在す る こそ、 理に 於て 當然 なれ。 また 何 を 以て 之 を 有る まじき こと、 -せ 

んゃ。 死生の 問題、 來 世の 有無、 人事 世 道に 關 する もの 甚だ 大 いなる を 思 はぐ、 斯る 議論 を 以て 容 

^に 之 を 否定す る を 好まざる ベ し。 

抑々 人 は 何れより 来れる も のぞ。 物質的の 乾坤 を 以て 父母と すろ か。 上帝 を 以て 父と する か。 共 

の 述命は 彼の 草木と 異なる ものな きか。 座 土より 出で たれば、 また 塵 土に 還るべし と は 人の 全體に 

適 川すべき ことなる か。 生 何ぞ、 死 また 何ぞ。 吾人が 世に ありて 閱歷經 過す る 所の もの、 千狀萬 

或は t せし み、 或は 樂 しむと 雖も、 烟火 一様の 性質に 感 する ものにして、 一刻 片時の 事に 止ま 

ろか、 將た其 の關 すると ころ 悠久 無限なる か。 此 等の 問題に 答 ふる 所 如何に. 5 りて 絡大の 事、 變じ 

て 絡微の 事と なけ、 極小の 物忽 にして 宏大なる 物と ならん。 何の 分^も なき 嬰孩 といへ ども 基将は 
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之 を 祝して、 是れ實 に 天 固に 人るべき ものな りと 宣 へり。 何ぞ 其の 尊贵 なろ や。 ピリ プ王 角觝 して 

敗 を 取る。 偶 * 砂上に 己の 身體の 痕跡 ある を視、 嘆息して 曰く、 大王 ピリ プも死 すれば 此の 如き 穴 

に 埋めら るるな らん。 死す るの、 ち 其の M する 所の m 地狹 きこと 甚 しと。 墳墓 を 以て ピリ プの終 

？ iiw と定 むれば、 大王 も 甚だ 小な りと 謂 はざる ベから す。 來世談 は 獨り來 世の 事に 關 せす。 眼前に 於 

ける 人生の 價 値に 關 する こと 大 いなり。 人類 を 以て 冃 に 見 ゆる 國 土に のみ 屬 すると Is. 做す と、 え を 

天國の 民と すると は、 其の 地位 を定 むる にあたり て、 非常なる 差異 を 生ぜん とす。 土に 化すろ か、 

天に 界 るか、 二者の 相距る こと 無限な り。 我に 高遠なる 歸趣 あり、 偉大な K< 天職 ありと する の 確信 

は 自ら を 重ん する の 精神 を發 揮す るに 足れり。 唯物論 を唱 へて、 其の 生命の 情 値に 影響 を 及ば さ - 

ろ こと 能 はす。 生命の 慣 値に 影響を及ぼして、 其の 道德の 精神に も 悪果 を 結ばざる こと 能 はざる な 

り。 アリス トウ トルの 詩論に 曰く、 演劇の 仕組、 若し 結局 義士 をして 不幸に 終らし め、 悪人 をして 

歡樂の 中に 世 を 去らし むる ものな らんに は、 此れ 醜悪の 作な りと。 あ 人生 は 一大 劇に 非. f や。 

流る、 水 は 海に 人る。 人世 獨り歸 着す る 所な きか。 此は 結局な きの 演劇なる か。 若し 結局 ありと せ 

ば、 如何なる 性質の ものなる ぞ。 義に 終らん か、 亂に 至らん か。 識者 は；^ して 此の 問題 を 等閑に 附 

し 去らざる なり。 

どん ひ リ 

試みに 一 っの橡栗を手に取りてa^J。 さに 聳 ゆる 樫の 喬木 は 其の 變形 化生した る ものな り。 彼の 

生 ひ 茂りて 木の 下 時き 森林 も 其の 本に 溯れば、 數 にも 足らぬ と 見えし 橡 栗に 外なら す。 初更の 頃 軒 


： 端に ：3 ひ 恋め く 毛 5fl の、 顿て 乾枯び て 死物と 異なる もの 無き に 至る を. 兑ょ。 然れ ども 思 は ざり き、 

花に 遊べる 蝶の 之より 化生し 來 らんと は、 此#^5?,^^を眼前に-ぽはするに先立ち、 たと ひ 共の！^ を M 

くも 餘 りの 不思議 さに^ ど じ 難き 心地せ ざる を す。 .ぉ？ 性の 死後 に^するて ふ こと も亦然 なら 

ん、 に 一概に 之 を 擯斥す る を^ん や。 毛蟲の 乾枯ぶ る は滅盡 する に 非. f して、 將に 化生 せんとす 

るな り。 地に 墜 ちし 橡 架の り^て た K> を 上 巾より 拔き 出せば、 共の 狀死 せる 人體に 似た K> もの あ 

りと^ i はざる ベから す。 

然れ ども 論お は 一一 一一 n はんとす。 心なる もの は 頭 腦の作 川た るに 過ぎす。 形 m ゆれば、 影 獨り存 する 

を す。 源 洞 るれば、 末流 之に 隨 つて 一. 滴の 水 もも 失 ふべ し。 靈 性の 死後に 存在す る を說く はまこ 

とに 现. H なき ことなりと。 

此に言 はる & 如く 心-おぶ 作朋 全く 頭 腦の結 * ならば、 來世を 論す る も、 到底 無益なる 次第な り。 

故に 尙ほ奧 深く 之 を 論す る 前に、 く 此の 說の當 否を考 ふるの 必要 あ るを覺 ゆ。 tlw 魂 を 頭腦の 作用 

に^！して 一 の 體に 非す と兑 做す の 說に對 し、 獨 逸の プライ デレルの 一一 目、 簡 にして 北 ハの耍 をめ.：： た 

り。 今 之 を 左に 摘錄 す。 

身體は 多くの 局部より 成る ものな り。 吾等の 靈性資 に 身體の 作用なら ば、 意識の 一 なること おて 

解す ベから す。 五 〔等の 頭腦は 複雜を 極めた る ものな り。 心に 提起す る 諸々 の觀念 をして 頭腦の 微分 

丫 より 出で しめば、 何 を 以て E ぬ 想の 湊合 を說明 せんとす るか。 之を湊 合すべき 中央の 主人公な きを 

きね 生命  八 七 
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如何に せんとす るか。 a つ 吾等の 身 體は出 人 去 來間斷 なきもの にて、 其の物 質 は數 年に して 一 變 

す、 (從來 は 七 年に して 一 變 すと 說 きしが、 今 は 一 年に して 一 變 すと 說 くに 至れり。 ^ しき は 一 月に 

して 全く 更迭す と 論す る 生理§ も あり。) 

身體 のうち 新陳の 更代す る こと 斯 くの 如くならば、 意識 依然として 舊と 異なる もの 無き は 何故 ぞ. 

や。 身體の 分子 變更 する に拘ら す、 能く 過去の 經驗を 保存す る 記憶 は 何れよ ひ來 るか。 

唯物論 者 はた、. -靈 性の 作用 身體に 依る 所 ある を 喋々 す。 身靈 二者の 關 係微密 にして、 心の 作用 肉. 

體を所 依と する もの ある は 明白なる 事實 にして、 何人も 之 を 担む まじ。 然れ ども 之 を 以て 二者 同一 

なる 據と兑 るは大 早計に 非す や。 a つ 心靈 の 作用 にして 肉 體を所 依と せ ざ る もの 例 すれば 理想 に 

涉 る 思想 感覺 意趣 の 如き もの 少 からざる を 記憶せ よ。 唯物論 者 は 肉體の 作用に 依らす 全く 獨立 せる 

靈 性の 生活 ある を 忘る \ に 似たり。 つ 靈魂は 能く 肉體を 支配し、. 其の 刺衝 を 抑制し- 其の 痛苦 を- 

忘れ、 其の 弱き に 勝つ の カを冇 す。 心靈 をして 肉體の 作用なら しめば、 此れ 解すべからざる ことな 

り。 靈魂 をして 肉體と 異なる 實體 たらしめば、 此の 事 實 敢て 解し 難き に 非ざる なり。 殊に 思へ、 吾 

等 は 自己の 實在 及び 意志 其の もの X 中に 原因 的の 力 を 有する を直覺 す。 然して 外物 を實 在と し、 外 

界に 原因の 存 する を 認 むる は、 斯 くの 如く 直覺 せる 我 を 標準と して 推定した るの み。 然るに 此の 根 

本 的 事寶を 看過し、 ；： 几 來我を 標準と して 立てた る 寶體て ふ觀念 を 我に 對 して は 拒絶し、 獨り之 を 他 

の ものに のみ 適 ffl せんとす る は理に 於て 有る まじき 事に 非す や。 (プライ デレル 氏宗； 擧、 卷 W 


ゾゝ 如の s 趣』) 

MM カント 唯物論：^ を 嘲 りて m く、 『fi- の 議論 は 烏 嫋に行 常り て破碎 せらるべし』 と" 蓋 し 唯物論 

は 顿 をも說 明す る こと 能 はす。 況ゃ 堂々 たる 人の め I？ 性 を や。 有名なる 生理 ヂュ • ボイス • レ 

ィモ ンド 唯物論の 七難 题を 祸げて 曰く、  < ；-は 唯物論 を 喜ぶ もの なれ ど 七難 題の 中に て 運動の 起； s、 

ヶな識 の^ 在 は 到底 之 を 以て 解說 する こと 能 はざる を 信す と。 物 SCT^ を 以て 心 9)^ の 作 W を解說 する 到底 

能くす 可から ざる ことならん。 

心いで" の |5^ばを頭腦の 作用に歸す ると き は、 現今 の 现 § が 主 張す る 勢力 保お 論 の 主義に 背； 2$ す る 

を 免れ 難し。 唯物論 者 は 一 K! ふ、 物カ變 じて 活力と なり、 5iS カ變 じて 思想 感情と なると。 して 断の 

如く、 活力 變 じて 思想と なりし か。 此れ 最も 疑 はしき ことなり。 蓋し 宇. wi? の 勢力 は壶 減に 歸 する も 

のに 非す。 悉く 保存 せられて、 彼れ 此れ 交換す るに 過ぎす。 而 して 勢力の 轉換 化生と は、 甲 極 の述 

動 乙 極の 運動と なる を 一- ムふ。 頭腦 のうちに 變化 起り て 感覺を 生す るて ふ 場合に 於て、 此の 變化 のた 

めに 使用せ る 勢力 如何にな りし やと 問 ふに、 ： 運動 は 運動 を 起した るまでに て、 勢力の 出 人 加減 一 も 

物现 上の 範 園に 止まりて、 其の 會 計の 結 栗 厘毛 も 差 ふ 所な しと 物理 i は 答 ふ。 北 ハの中 去りて 意識 

の 境に 人り しため 物理 上 勢力の 統計 を滅ぜ しもの ある を 見す。 之に 由り て 見れば、 心 鐘の 作用 は 物 

现 上の 變 化と^ 殊 なる 事寳 なること 疑 ふべ からす。 然ら すん ば 勢力 保存の 理と 一致せ ざる 事赏此 に 

在 り と！  一一 一 E は ざ る を 得す。 

きね iH 命  八 九 
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此の 他心 靈 上の 事 { 霞 を 頭腦の 物^に 歸 するとき は、 意志の 自由 を 害し、 倫理の 根抵 を破壞 し、 善 

惡の „i{ な^を 塗抹し、 a 德の 責任 を^ 無に 歸せ しむる の 結果 あり。 眞现は 和合すべき ものな り。 甲の 

ぼハ现 が 乙の 眞理を 破る HI 有る 可ら す。 明白なる 倫 现の敵 は、 其の 決して 眞理に 非ざる を 知るべし。 

思想 は 萬 物の 前に おす ベ きものな り。 m 心 想 無く ん ば 物質 體を 解說す ベ から やと は、 ダリ ー ンが 其 

の 倫现緖 論に 極力 辯 明せ し 所に 非す や。 今 唯物論 者が 頭腦を 以て 思想 を說明 せんと 試みる も、 甚し 

く 市9 物 の 前後 を^ 倒せ しもの たる を 免れす。 

斯く 論じ 來れ ば、 靈性は 身 體と異 りたる 實體 なる を 知るべし。 旣に異 りたる 赏體 ならば、 存亡 集 

散の 點に 於て 異る もの ある を 得 ベ し 。 吾等 は 今 直ち に異る もの 冇り と斷首 せす。 た 異る もの 有り 

得べ しと 言 ふの み。 是 より 進みて 異る もの 有るべき の 理を說 かんとす。 

來 世の 存在 を證 する もの 一 にして 足らす。 吾等 は 兹に先 づ舊稿 ひ 一 部を轉 載し、 页に數 項 を榥げ 

て 之 を說明 せんと 欲す。 十 里の 行に 上らん とする もの に 千里の 糧食 を 供給す る もの ある を 聞かす。 

凡そ 手段と 準備と は、 之に 由り て 成就 せらるべき 目的に 相應 しからん を 要す。 今雞 子の 孵化 せんと 

する にあたり， 殼を 破りて 之 を 見る に、 宛然た る 羽翼 双眼 を 具 ふ。 何人 か此等 羽翼 双眼の 準備 は殼 

屮 のために 非す、 やがて 靑 雲に 向 ひて 翔り、 日光 を 仰ぎて 囀るべき の 目的なる を 知る に 苦しまん 

や。 殻のう ちに 終局すべき ものに 羽 K を 仲ば すの 準備 を與 へ、 雲の上に 囀る の 用意 を爲 さしむ る 如 

き は 造化の 爲さ に る 所な り。 今、 人の 性 を はるに、 其の 行旅の 準備 決して 五十 年の 世界 を 目的と した 


る ものに 4¥。  "M;: 人の 近 Sti は 無 is の 世に 逹 する ものに s.- や。 世 短く して 意 常に "長 し…： 

せし 所な り。 此の長遠なる^;ぉハ5^心？51^、  tSl 々たる 瞬 i§ 時の 世界に 幽囚 せられて 止まん か。 して 

然 らば、 造化の^！：^向^だ解すべからす。 吾人 は 事 を 論じ 是非 を議 する に 常り、 大地の 組織、 造化の 

明に して、 i^M 近现 ある を 信ぜ すん ば あらざる なり。 何と なれば 設如 此の 信認な きとき は、 

^？^^物に疑を容る ^心をも疑はざるを得す。 此の 心資に 天地の 問に 生じた る を 以てな り。 之 を 究竞す 

る に 吾人 は： 大地 自然の 秩序 を 信認して、 其の 道理 ある を 疑 ふこと を 得ざる べし。 .g- 々然 らば 世 短く 

して、 》；= ^常に 長し との 事實 に. 5 り、 此の 造憾 なきお 遠なる 世界の 存在 を 推し 究 むる も、 敢て _ ^强附 

, ^の； 説に 非ざる なり。 ！；^^：人は人性の慾望を察し、 其の 準備の 遠大なる を 究め、 其の 理想の 冀に 驚し 

て、 ：：=? えざる の 世界に 接 到 せんと 欲す。 試みに 吾人の 智力に 就きて 之 を考へ 2- んに、 コゥ リン • マ 

> ラ ゥリ ン ：11  く、 ( マ ルティ ノ ー 氏の 引 せし ところ に據 る) 

に 人 は 今の 4：? 様に 於て 他の 天體と 交通す る こと 能 はざる なり。 望遠鏡 を 以て 之 を觀測 すれば、 

の 山 ハ介懸 嵐 洞窟 手に 取りて 化る が 如し。 此， 等懸 iliill を 踏む もの は 誰ぞ、 また 彼の 洞 IS は 如何な 

る：；： 的 をお する か、 吾人 之 を 知る 能 はす。 大氣 なく、 河 海な き 月 球 は、 此の 地球と 问 一なる 口 的 

を^！^^-るものならんとは想像し難からん。  其の 他 liHiiK の 運行 を 鋭 ひ、 北ハの 性質 を究 むる に 

常り て、 一?j:: 人が 知らん と 欲する こと 極めて 多く、 好奇の 念頻に 熱して、 研究の 希 禁 やる こと 能 

はざる を 5:1^ ゆ。 然れ ども 此の世に 於て 之を滿 足す る こと 能 はざる を 如何に せん。 おし 來世 あり 

盡き  <1 生命  九 一 
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て、 神 及び 其の 造化の 作 ^ に關 する 吾人の 知識 更に 開 達する の機會 なくん ば、 世界の 現狀 こそ 心 

得難き ことなれ。  現今の 世界 は 吾人が 存在の 冒頭なる のみ。 此は 後に 來 らんと する 進歩の 

準備 に 過ぎざる ベ し。 何人 にても 人生の 意 氣慾望 ともに 現今の 目的 に 超過す る もの ある を 熟思 す 

ると き は、 吾人の 歸趣 永久の 世界に 在る を 悟る こと を 得べ しと。 

是れー 1 ュ ー トンの 所見 を解說 し、 大いに 潮汐の 理法 を 明かに せる 科學 者の 見解な り。 

好 學の士 半 逢に して 其の 研究 を 放擲す る もの は何ぞ や。 工事 甚だ 長 遠に して、 生命 甚だ 短き に 失 

望 すれば なり。 若し 力 を 用 ふるの 機 會を與 へな ば、 其の 研究 此に 止まらす、 益々 高 妙の 域に 進まん 

とす。 人類 は 此の 機會を 得すして 止むべき 乎。 偉大なる 心才 は、 禽獸の 本能の 如く 遣 傳繼承 相 偉せ 

ら るべき ものに 非す。 全く 其の 人に 屬 して、 離るべからざる なり。 其の 人 亡 ぶれば、 其の 天才 全く 

消滅に 歸 すべく、 其の 人存 すれば、 其の 開 達駸々 乎と して 窮まり 無 からん とす。 人類の 靈性 現今の 

世界に 限られて 滅亡す る ものなら ば、 造化の 措置 最も 惟む に堪 へたり。 高 妙なる 天才の 組織 は 精巧 

を 極め、 其の 存在の 期 長久に 亘 らんと 期す る もの \ 如し。 之 を 死すべき の 身體に 寄せた る は、 宛 も 

精微 巧妙なる 星擧の 機械 を 腐朽し つ-^ ある 觀象臺 に 据え付け たるに 異ら す。 此の 機械の 各部 完全に 

して、 運用 圓滑を 極め、 結果 厘毫 の差譯 なく、 鏡は玲 纏と して 一 點の微 瑕 を も 見出す こと 能 はす。 

斯 ばかりの 巧妙なる 靈器を 此の儘に して 放搦 すべきの 理 あるべ からす。 必すゃ 其の 管理者 は 之が た 

め に 地をト して 磐の 上に 堅固なる 高樓を 築く ことならん。 


Si でー：^ お sj? に 横 はりて { 水 何 所に か ある、 門 間に 倚る の 慈 2:?、 子 を il^ ふて 坐ろ に 其の 腹を斷 つ。 生きな 

がら 乎 を 分ち て、 各々.. K の 一方に 在りて すら 其の 悲哀の 造る に 由な きもの を。 斷 金の 友、 膠漆の 

交り、 死の Mliist に 隔てられ. 甲 は 生きて 此の世に 在り、 乙 は 死して 如何なる 所に 入りし ぞ。 無 何 有 

の鄉 か、 將た： 人 父の { 永に 在る か。 愛と は 柯ぞ、 永遠の 契合 を 期す る ものに 非す や。 死の 狂風 は 愛の 

佥鉗 を寸斷 にして、 到底 之を繼 緩す る を 得 ざら しむる ものなる 乎。 3^ 敢 なき 坡 墓の 上に い W 々たるお 

^樹 を械 うる は、 蓋し 人 の然 らしむ る 所な り。 祖先の を 祭り、 死に 事 ふること、 生ける に對す 

ると M (る ものな からん とする は 自然の！ g なり、 天下 普通の 事實 なり。 人類が 死 を 以て 愛の 終局と 爲 

すに 滿足 をせ す、 ：： 儿 えざる 世界に 向 ひ、 ^睛を 注射して 止まざる こと 斯の 如し。 吾：^.^ の 天性 は 死後 

に 至る まで 他 を 愛せん こと を 期す。 死者に して 全く 滅盡 に： t すると せんか。 ^して 然 らば 人性 は ヒ 

れ に 適す る の 境遇な くし て 組織 せ られ たり と 謂 は ざ る ベ か らす。 人の 愛 はい たづら に 空に 向って 活 

動し、 clI? 布に 向って 熱しつ- - あるの み。 天下の 奇 惟之より ® しきもの 有る 可から す。 今の 人佛 を 

怠り、 祖先の 坡墓を 顧みる こと 稀なる と M: 時に、 如上の 思想 を 蔑視して 齒 牙に 懸 くるに 足らす とす 

る もの 多し。 らく 汝の 浮簿 なる 精神 を 一掃し 去りて、 忘 友 を 追想し、 世に 亡き 父母 兄弟 妻子の 事 

を m ゎひ见 よ。 彼等 は 全く 滅盡 したりと 思 ふこと を 得る や。 死者 豈に靈 なからん。 兑 ゆる 世と 見え ざ 

る 世 は 愛情 を 交換す る Hi 能 はざる の 道理 何 所に 在り や。 天下の 基督 敎徒は 千 八 百 有 餘ハ牛 前に 傑 殺せ 

られ たる 耶穌に 事 ふるに 制限な きの 愛 を 以てして、 其の 所 爲の眞 理に適 ふ を 疑 はす。 然 のみなら す 

き & 生 命  九  一一 I 


基督 は 現に 生き 存へ つ \ ありて、 其の 門徒 を 愛護す と 確信す。 此の 信仰 は 文明 國の 信仰な り。 決し 

て野蠻 未開の 邦國 にの み 限れる ものに 非す。 死後び 存在 を 信す る は 迷 謬なる か、 眞理 なる か。 斯く 

までに 深く 其の 根抵を 人心に 有せる 信仰 を 迷 謬と する 理由 聞か まほし けれ。 カノ ン* リツ ドン 曰く、 

基督 敎徒 たる 死者 は、 世に 遣れる 人の 記念に 存 する のみに 非す。 信す る もの i 心より 見れば、 彼等 

は た ら 

は 尙ほ活 きつ \、 動作き つ.^、 また 祈りつ- 1 あるの 友人たり。 吾人 は 之 を 見る の 機關を 有せざる が 

ために 之 を 見る こと 能 はざる のみと。 曰 本の 基督 敎徒 は佛の 迷信 を 厭 ふの 餘り、 死者に 對す るの 感 

想 甚だ 痴鈍な らんと する。 豈 に戒愼 せざる ベ けんや。 

あ X 死者！ 彼等 は 我等 を 護る の 天使な り。 愛する 死者の 住居す る 天 は 我等の 家なる かも。 彼の 茫 

々たる 雲井の 空 も、 死者の 住 ふ 故に や、 最近し とぞ兒 ゆ、 地に 在りし 愛 は、 羽化して 聖 所に 昇れ 

り。 あな 貴き 慕 はしの 死者よ。 


彼 は： め 難き M に 赴任せ り。 ユダヤの W 愛圃の 熱に 狂し、 排外の精神に^{„^.かれて、 動もすれば 無 

ずど 二し ,,0 

謀の 亂を 企つ。 5^ 越の 節に 常り 都 城に 上る 者 雲 匿の 如く、 時として は 二 .he 萬の 多き に逮 す。 史上 

の 記 惊に激 せられて、 古の 盛時 を 追想せ しむべき 名所 薛跡を nni^ す。 此の 時に 常り 治安 を 保つ は、 

宛ら 一 髮千釣 を 支 ふるの 觀 無くん ば あらざる なり。 ピラト は 此の 危機に 臨み、 兵 を 率ゐて 上京し、 

1. 撫， 銜 怠る 所な し。 

北ハの 奉戴す る a ゥマ 帝 テベ リャは 猜疑心 深く、 容 に 慘刑を 用 ふる 苛酷の 1^ 主な り。 ピ ラ ト の 失 

收は 針の 如くなる も、 ロウ マに は 棒の 如くに 問 ゆるな らん。 不平の 徒、 事 を 設けて ピラト を訴 ふる 

如き こと あらば、 其の 罪に 非ざる も {nn を剝 がれ、 しき は 線拽の 身と なること もや あらん。 彼 は lif 

に 難 偽の 地位に 立てり。 

此 の 難局に 立てる ピ ラト は 十：： 今 未曾有の 大 問題に 揎\^1 せり。 彼 は耶穌 基督 を { 称 判せ ざる を 得ざる 

に 至れり。 

此の 難局に 立ち、 此の 難件 を處 せんとす る 彼 は、 如何なる 心 術 習惯の 人に て ありし か。 

ボン テオ • ビ ラト  九 五 
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彼 は 幾分 か 文雅の 素養 ありし 人な り。 文雅の 人 動もすれば 世の 紛擾 を 厭 ひ、 難 を 避け 事 を 免れん 

とする の 弊 あり。 ピラト は 事 を 五月 蠅く感 する の 人に て ありき- 故に 萬 一 を 健 倖して、 此の 難題の 

決着 をへ C1 デに譲 らんと 試みたり。 彼 は 此の 外に も 手を盡 して 基督 を處 置す るの 運命 を 逃避 せんと 

急 促り しなり。 

彼 は 文雅の 素養 あるに も拘ら す、 自家の 地位に 戀々 し、 有らゆる 手段 を 以て 名譽を 維持 せんと 心 

懸けし 人な り。 故に 成るべく ユダヤ人の 好意 を 失 はす。 Q ゥマ にも 聞え の 善 からん こと を 切望せ 

り。 祭司 等 之 を 不忠の 臣 として テベ リャ 帝に 訴 へんとの 權幕を 示せし とき、 ピラトの 面色 土の 如く 

にて ありけ め。 上奏と 呼ぶ 一 聲は ピラトの 勇氣を 挫き 良心 を 粉 蜜す るの 大鐵鎚 にて ありけ り。 

彼 は 鉋く まで 目前の 成功 を逞 うせん こと を 務めたり。 たピ 目前の 成收 より 打算せ し 生涯 は 低き 生 

涯 なり。 kn 年の 後、 否 上帝の 前に 於け る 永久の 世 を 思 はす、 た 功利 を 目前に 限る もの は、 事 ある 

に 及びて 娘狠 困頓、 屡々 無道の 人と なる。 畏 るべき ことなり" 

彼 は 耶穌の I 非な きを 知りぬ。 彼 は 其の 人物の 高潔なる に 心 を 動かされ たりと 見 ゆ。 然れ ども 彼 は 

功利の 人、 難 を 避く るの 人、 名譽 地位に 戀々 たるの 人な り、 人 は 二 個の 主君に 事 ふる 能 はす。 此上 

もな き 敬愛 を 以て 事へ ざれば 正義 袂を拂 つて 去る〕 彼 は 終に 感佩 しつ k も 正義の 君 を 無罪に 死なし 

めたり。 何時の 頃よりか 彼は悽 疑の 徒と はなり ぬ。 悽 疑と は 何ぞ。 堂々 たる 天威、 上に 照臨す る を 

忘れ、 形而上の 理想 境 冥々 裡に存 する を 信ぜす、 世の得失利^^：に拘はらすして獨立する樂地^する 


iit 夢にも §#贤 にやし からん こと を 期す る 志 を 抱かざる、 之を懷 疑と 云 ふ。 彼 は „^理 と は 何 

ぞ やと、 嘲お の il.^ を 含める 問を發 したり。 而 して 之に 答 ふる を も 待た すして 其の」 M を 起ちぬ。 

彼が 如き 心 術の 人 にても、 もし 理想に 眼 を： 《i ぎ、 祌明 を敬畏 し、 人 問 以外の 立場 を ト：： 守せ しなら 

ば、 己が 品性の 弊 を 制し、 ioi (み；： に 勝ちて、 高潔なる 人物と なり 得し もの を。 また 所る 難件 を虚 する 

に i おりて. 高 明 正大なる 舉動 を爲す こと も 難しと せ ざり しもの を。 

ピラトの 法廷に 立ちし 耶穌 は、 切に 彼が 心 を哀 み、 如何にもして 之を髙 明なる 域に 逃 まし めん 

と 務めたり。 其の 容貌 舉止、 堂々 德べ、 正氣 溢れ出で て ピラト を 感ぜし めしもの ありし ならん。 共 

の. 1: こも 主 は 初め 此 世に lig せざる 理想 阔の存 する を說き 示して、 til 々たる 利^に 碑ら る i ピラトの 

、，^1 こ. を與 へんと せり。 後に ピラトが 我汝に 就きて 生 粒の 權を 握れる を 知らす やと W びし 時 耶 

穌 P 然として 之に 橫威を 賜へ る 皇天 上帝の 在す を說 き、 畏天 敬神の 念に 出り 北ハの 心に 深く 爲政 者の 

任 を 感ぜし めんと せり。 上帝に 對す るの 责任を 感じ、 加 ふるに 紛々 たる 世上の 利害 を 離れ て^に 

理想 國の存 する を 認識す る は、 當時の爲政家ピラトを^^義に尊くの唯ー 手段に て ありき。 

然れ ども 彼 は 功利に 心 膽を摩 はれ、 簿志！ S 行に して 十：： 今 未 食 有の 悪逆 を 行 ふの 下手人と はなり 

ぬ。 畏 るべき ことに 非す や。 

(一 八 九 五 年 五 n) 

九. V 
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召に 應ぜ し稅吏 


耶紆 此ょリ 進み 往き、 マ タイと 名く る 人の 稅關に 座し ける を 見て、 我に 從 へと 曰 ひければ 起ち 從 へり 0 

(馬 太 九の 九) 

けむ 

破れん とする 蘆 を 折り 給 はや。 燒 りて 消えなん とする 麻の 燈を 消し 給 はす。 主の 御 心の 尊き か 

な。 其の 高潔なる 慈愛の 感化に 由れば、 人間の 芥と 蔑視 まるる サ マリヤの 婦も、 暗き 夜に 燈を 得た 

る 如く、 望みに 歡 喜して 起つ。 交際 社 會の門 を 塞がれて、 非人に 等しき まで 棘 ぜられ たる 稅吏卵 人 

も、 天父の 寵恩 まことに 優なる に 感激して、 新なる 生 < 叩の 途に 就かん とす。 ^穌が 肉 體の病 を 癒 や 

もし  もと 

し、 若く は 死者 を 蘇生せ しめたる が 如き は、 固より 神 の 奇蹟に して、 吾人の 驚き 想 ふ 所な りと 雖、 

深く 之を考 ふれば。 靈性 及び 道德の 上に 於て、 主の 顯し給 ふ異能 こそ 更に 不可思議なる 剪 なれと 

謂 ふべ し。 ここに マ タイの 事蹟 を 尊ね、 主が 稅 吏の 鄙 懷を 啓き、 之 をして 人生の 理想 を 仰ぎて 奮起 

せしめ 給へ る顚 末に 就きて、 何時までも 芳ば しき 其の 餘 香に 接し、 自ら も 益 節 を 高く し、 志 を阁め 

んと こそ は 欲する なれ。 


マ タイ は稅 吏な りと 一 K ふ。 按す るに ユダヤ^の 稅吏 はいたく 社 會に竦 外せられ た. ひ。 蓋し 彼ら は 

いくばく きど i 

此の til より は 何程の 稅を欽 め、 また 彼の 部落よ， ひ は 幾許の 和を收 めよ との 命令 を受 くる ことなれ 

ど、 定めの 額 を だに 政府に 納めな ば、 は 自ら 恣 にして 尙 莫大の 聚欽を Siil うし、 民のお；！ 血 を 絞りて 

私利 を營む も、 敢 て^めら るる ことなし。 莊 {n^ の. z: 俵の もみ うら 小袖、 地下の kn 姓の 血の 淚。 ュダ 

ャ の 稅 吏が 犬 下 の ：！^ に 怨ま れ 、 人 面 心 の 徙 と 賤め ら れ しも左 る ベ きこと に 非す や。 盜臣は 寧ろ 聚 

欽 の：： 11 に 勝る とまでに 支那の 舉 おは 極 首せ り。 羅 2:1 の謖. 淑 詩人 ルシャン は、 閻王 ミノ スの 0 に曳き 

§ じ 

出さる る 奸^の 徙、 靑樓の 主人。 封 EiT 詐欺師 等の 如き 犯罪 のうちに 稅吏を も 置きぬ。 殊に ュダ 

ャの稅 ^は戰 勝者と して、 其の 國 土の 翁 主と なれる 羅馬 朝廷の ために、 外國の 犬と なり、 同胞 入 

の 疾苦 を も r 湖み すして、 聚斂の 毒 jOi す」！ Si うせり。 愛 國の志 ある もの 深く (の 不義 を惡 み、 或は 彼ら 

の 肉 を 食 はんと 激昂せ しなら め。 耶穌の 時代に 於け る パリ サイ；^ が、 稅吏を以て不^^の^^、 卯 人の 

伴侶と なして 、 ともに 交る を も 「おみ 她 ひ し は 決し て 惟む に 足らざる なり 0 

なリ は ひ 

人 は 其の 居る 所に 出り て 心 を 移され， 其の 營む 所の 業に 山り て 精神 を 化せら る。 §g もェも 兵 も 吏 

も 各自ら を誡 めざれば 、 其の 葉に 山， 0 て 不思議なる { 希 を S  く ベ し。 文人 も 牧師 も 深く 顧み る 所 無く 

んば、 惯： S 多き 己が 務めに. E, ひて、 精祌 の. M 敗す る こと あらん。 唯 利を算 へ、 富 を增す こと を 移む 

る 者 は、 其の 心 も 遂に 肘に 化せられ やせん。 故に 耶穌は 財 を 精む 所に 心 も 在るべし と 仰せられき。 

金錢に 思慮 を 尊ら に するとき は、 其の 心金錢 となるべし。 所謂 銅臭の 人^ち 此れな り。 ； t を ふ 人 

召に 應 せし 現*-  九九 


召に 應ぜし ss*-  l〇o 

は祌の 如くな り、 地の ことにの み 屈託す る もの は、 その 靈性を 地に 化せられざる を 得す。 

マ タイ は 一年 三百 六十 五日 常に 心 を 理財に 委ね、 絲 毛の 出納に 其の 生命 を 押し 縮め、 露 性 全くせ 

一-ども 

死 せんとす るの 危機に 迫られつつ ありし なり、 堂々 たる 神の 子 類 も あわや 落魄して 圈 中の 鹿、 m 中 

の 牛に 等し からん と はせ り。 人の 慾 は 其の 種類 一 にして 足らす。 然れ ども 貪 愁の 如き は、 其の 最も 

猛烈なる ものにして、 之 を 滅すさ 甚だ 難し。 慾の 中に 就きても 貪る て ふ 心の みは 青春より 老大に 至 

る 迄、 其の カを逞 うせんと す。 彼の 色慾の 年邁 むに 從 ひて 衰 ふる 如きに 非ざる なり。 故に 孔子 も、 

« かき 

君子 有， I 三戒？ 少之 時血氣 未, 定、 戒， 之 在， 色。 及， I 其壯, 也、 ，皿： 浙方剛 、戒， 之 在, 鬪、 及， ー其老 一也、 血 

氣旣 衰、 戒 i 之 在 レ得。 と は 言 ひ に き。 貪慾 の 章 固なる 以て 見るべき なり。 此の 愁 本來斯 の 如く 根强 き 

ものなる か 故に、 左ら でも 容易に 制し 難き を、 まして 馬 太の 業 は 燃 ゆるば かりなる その 情熱に 油 を 

注ぎ 懸け、 之 をして： u に益甚 しからし めんと す。 單 調なる 稅 吏の 生活 は、 貪 利の 猛火 を 爆に せり。 

加 ふるに 社 會の稅 吏 を 惡むゃ 極めて 苛し。 世の 人 ijE 之と 交る こと を 快し とせす、 天下 を 擧げて 悉く 

我に 敵す る を 見ば、 籠城の 念 愈 堅固なる べき 害な り。 社 會斯の 如く 我に つらし。 所詮 富 を 山の 如く 

に 積み、 其の 勢に 乗じて、 彼の 面惡き パリ サイの 徒に 丁 泡 吹かせ 吳 れんす と は、 自ら 馬 太の 胸中に 

起り し 反動の 念なる べし。 一寸の 蟲 にも .A 分の 魂は存 せり。 社會の 無情なる 制裁 は Ji! 人を驅 り、 宛 

ら毒を 食 ひて 崖にまで 及ぶ の 悲境に 陷 らしめ たり。 世人の 虐待 は豫て 注がれし 油に て、 旣 に猛ス と 

なれる 貪 利の 念に 疾風 を 加 へ しに 異ら す。 あはれ 此の 年壯 なる 好漢 は HS? 援が 所謂 守 錢の虜 と 成り 5^ 


てて、 i^f: の は 性 を 銅 紛 々たるな かに 破 却 せんとす。 纏て 使徒と もな ぬべ き ハ性 今や 境遇に 拙 へ 

られ て 、 銀". g 街頭 に 喘ぐ 馬車 鐵逬 の 瘦馬 に 異ら す。 餘念 なく 唯 一 ^^線 に 、 射^ 蓄財の 途を 走る の 

み。 天 高く して、 心 を 無 a{ 境に 曳け ども、 守 錢の人 は 之 を 仰がざる なり。 野の t 合に も 笑ま ァ、 天 

S の. おに も 1? 和す るの 念 を發 せざる なり。 驚の 如くに 握み、 峻の 如くに 蒂 ふるの 外、 他事 もな き 彼 

は、 1： の！； とせ： (の 歡 賓を樂 むべき 天性 を 亡さん とす。 馬 太の 有様 斯の 如し。 及々 乎と して また 危か 

らす や。 殊に 怖るべき は 彼が 漸くに して 道德上 自 暴 自棄の 人となりて、 おのが 露 性の 前途に、 重き 

を m3 くこと 能 はざる の 一事な り。 彼 は 道德靈 性の 上に 於て、 已 一文の^ 侦 なし。 いざさら ば 天 を-も 

S れす、 飽くまで 陋劣なる 生活 を 押し 徹さん と 決心す るの 氣遣ひ ありき。 

下 

斯 くの 如く なれば、 馬 太の 境遇：！：^ だ憫 むに 堪 へたり。 此の儘に して 終らん は、 いと も ロ|5 しき 次 

第に 非す や。 t„1 性 上の 存亡 まことに 危か りし 此の際、 彼 は 忽ち 耶穌の 御驛に 呼び 覺 されて、 往事 を 

痛 悔し、 斷然 其の 身 を 正しき 道に 置く ことと はなり ぬ。 

其、 の 本末 を 案す るに、 此は全 く 偶然の 出来事に は 非す。 之より 先き. 天父の 攝輝： は 多くの 方面に 

しんでん 

於て、 太の 心 K を 断し、 之 を 培養して、 彼が 耶穌の 召に 應す るの 準備 を爲 さしめ しなり。 蓋し ガ 

リラ ャは戶 n 頗る 多く、 湖上の 商 喪 甚だ 賑か にして、 岸邊の 市街 村落 は 人の 出 人 極めて 繁し。 かる 

が ゆ ゑに 居ながら にして、 遠近の 形勢に 通じ、 內 外の 事情に 明かなる の 便利 少 からす。 殊に 馬 太 は 
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ぎ關 feir て、 叫 通 八達の 中心に^ しぬ。 されば 施 洗の ヨハネが、 喊 野に 立ち 現れて、 義を說 き 仁 

を述 べし 時、 甘 ：( の 武人 稅吏等 の ^^横贪，焚な る を 喝破す る聲 は、 必すゃ 最も喷 しく、 馬 太の 身 邊に傅 

へられし ことならん。 元來 物に 感じ 易き ガリ ラャの 民 は、 此の 大预言 蓊の 道義 的電 氣に擊 たれたり。 

税吏 馬 太の 如き も、 多少 感慨の 情 を 偶 ふして、 人生の 高贵 なる 理想に、 心 を 動かされ しこと 無き を 

得ん や。 

雷の-^ くが 如き ョ ハ ネの に 次で 至れる もの は、 耶穌 の 平和なる 言に て ありき。 甘 〈の 言論 富 業 

は、 彼が 殊： 史に 街衢に 大呼せ ざり しに も拘ら す、 漸くに して 驚. 大動 地の 勢と はなり ぬ。 彼 は カペナ 

ゥンを 中心として、 威光 を ra: 方に^ かせつつ あり。 この 邑に 程近き 邊 りに、 収税所 を 設けた る 馬 太 

は、 主の 偉蹟 を奇 み、 其の 高論. i^. 說を 傅へ 聞きて 之に 驚きし ならん。 

世の 富贵榮 華に あらで、 祌の國 とその 義を 求めよ。 野の fn 合 空の 鳥 は、 天父の 聖 なる 意志 を顯彰 

せり。 此の 福 昔に 接すれば、 貧しき もの 即ち 福な り。 哭 する もの 即ち 祝すべし。 靈 なる 光明 を 仰ぎ 

て、 形 以上の 富 を領せ ざれば、 陶 朱-ぬ 達の 肘 も、 唯 思ひ斌 ふの 媒と なるべき のみ。 耶穌は 馬 太に、 

其の 人の 主義と は 全く 表裘 せる 生命 論 を 宜べ傳 へしな り。 人み な-火 父の 子 たるべし。 然る を 財に 事 

ふるもの は、 肘の 奴隸に 非す や。 祌の子 類た る^き を 以て、 此の 如き 地位に 零落す。 315: 嘆 はしから 

す や。 年 未だ 三十 を踰ぇ じと E 心 はるる 馬 太の 胸中 は、 斯 る&: 想 1 一一 一：： 論の ために 搔き亂 されて、 心安 か 

らす覺 えしな らん。 


稅史 a? 太 は 今昔の 感 に：？」 られ。 俯仰 慨然 rtK な. 啷 ちて 斷 脇の m わ ひに 沈. 1^ ざる を 5：： す。 支那の 賢 街 も 

if 想 を 仰ぎて は、 In ひ 難き^ に 沈みに き。 人み な堯舜 たるべし との  一 は、 如何に：^ 彼らが 鄙 俗の 

ぱ -c\s う  としごろ 

夢 を 破りし よ。 某邑 のべ テロ， アン， テレは 志 を 立てて、 彼の 耶穌 に隨 身せ り。 來 殊勝の 聞え あり 

し甘木鄕のョ ハ ネは漁網を！^！；川てて、 疾 くに 基督 門下の 人と はなり ぬ、 肘祌の 奴たり し 馬 太 も、 此らの 

ことども を nl^ 聞きして は、 流石に 高潔なる 生命 を 欽慕し、 己が 現今の 地位、 宛 も 針の 席に 坐す るに 

似たり との 感想 を 起せし ならめ。 此れ 開悟して 厕理に 到達すべき 機緣、 漸く 熟せし ものに 非す や。 

此の 時に 於て、 我に 從 へとの ー聲 は、 稅 吏の 耳底に 響きたり。 語簡 なりと 雖、 問き しその 人の 心に 

は、 如何に 大 なる 意義 を傳 へし ぞ。 

我 を 我と 知し 召す かや すめらぎの 

玉の 御聲 のか かる うれし さ 

と、 天皇の知遇に感じたる匹夫高山^^九郎は詠じたりとぃふ。 世に 棘 まれ、 人に^ てられし 稅吏 

が、 盛 il;- の 偉人に 知られし 時の 感覺 鬼して 如何。 天下 を 擧げて 馬 太 を 如何に 觅 下す とも、 獨り、 王耶 

穌は之 を 以て 與に 語るべき ものと なし、 孺子敎 ふべ しと 明言せ り。 鳴 呼 彼が 喜悅 如何ば かりなり し 

ぞ。 人： 意 氣に感 す。 肩 摩 穀攀の 間にても、 意 氣相投 する ものなければ、 花の 都 も アフリカの サハ 

ラに 非す や。 故に 李 陵 は 蘇 武に向 ひて、 ぁぁ子卿人の相知るは心を相知るを^！贝ぶと絕叫せしなり。 

吾ら は 知己 を 得る に 生き、 之 を 失 ふに 死す。 相思 想 愛 は 人生 唯一 の 大道な り。 然るに 馬 太 は 社交の 
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門 を 拒絶せられ たり。 酷 it なる パリ サイの 辈 は、 傲然 神の 前に 高 一一 r を 吐きて、 稅吏を 禽戰と 同視せ 

り。 斯の 如く 世に 棄 てられし 馬 太 は、 今や 我に 隨身 せよ、 と 呼ば はれる 天よりの 一 聲に 接す。 之に 

山り て 彼 は、 最も 高 なる 交際 社 會に誘 引せられ. U り。 其の 歡 喜の 情 知るべき のみ。 自暴自棄の 人 

馬 太 は、 時として 理想の ために、 利 慾の 夢 を 破らる る ことなき に 非す と雖、 奔" 然として 起つ の勇氣 

なく、 戰傈 萎縮して、 た 及び難し と爲 せし に 似たり。 然れ ども 我に 從 へとの 聲は、 其の 胸間に 壯 

なる 志 氣を皴 動せ しめたり。 世 を 拗ね、 社會の 制裁に 反動して、 頑く なれる 心 は、 今や 此の 一 言に 

柔 げられ て、 ^の 如く？， § 良しくな りぬ。 宛 も 我儘に 盤 堀せ る 古松、 一朝に して 矯め 易き^ 葉の 枝と 

なりし に異ら す。 耶 穌は靈 性の 良師に 非す や。 吾ら の 如き 迷 羊 を も 導きて、 安全なる すみかに 復す 

ひノ J か； <- 

べき 牧士 は此 人に 非す して また 誰ぞ や。 いざ、 もろともに 耶穌 基督の 徒と なりて、 身 も 心 も 悉く、 

其の 薰化 撫育す る 所に 任せなん、 

斯くて， 王の 御聲を 聞きて 彼 は 起り ぬ。 先づ 其の 同僚の 稅 吏と舍 合して 盛宴 を 張りぬ。 此 一つに は 

其の 改心 を 白して、 潔く 從來の 悪 牛； 活に吿 S せんがた め、 二つに は 其の 友人 を 耶穌に 誘致 せんが 

ためにて ありき。 其の 擧動 公明 大、 秋霜の 如く 潔白に して、 博愛 任俠の 高義、 梅花の 馥郁たるに 

似たり。 〈且 なる かな、 彼 は光榮 最大なる 十一 一 徒の 隨 一 と はなり たり。 彼 は 火の 中よ ひ拔き 出され 

て、 備に 燃えざる を 得た る 木の 如し、 然れ ども 我に 從 へと 言へ る 天よ ひの 感化 は、 其の 枝に 恩寵の 

一一 一一 cra^ 實を 結びて、 累々 たらしめ し を 見る。 思 ふに 疲れたる 者 及び 重き を 負へ る 者 我に 來れ 云々 の 一 


首 は、 福： SI3 中 馬 太 傳獨ひ 之 を 記 戦せ り。 
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-"に彼が己の往^6^^に|1|らし、 共の I 莨 驗に徴 して、 此の 御聲の 恩に 感じ、 其の 歡喜を 味 ふこと 最も 

深く、  Id つ 切なり しに 非. f や。 此の 基督の 言 を 傅 ふるに 當り、 彼が 胸中 は 懐葡の m た 迫り 來て、 

感淚の 林： A じ 難き もの ありし ならん。 祌の愛 は偏視 する ことなし。 何人と 雖も、 共の 恩寵に 與る こと 

を 5£ ん。 稅吏 罪人 も 基督の 前に は 失望す る 勿れ。 三度 主 を 知らす と 一一 目 ひし ぺテ a は、 共の 敎訓 に. E 

りて 遂に 如何なる ものと なりし か を 記憶せ よ。 罪と 汚れと に 殆んど 人性の 正體を 失へ るサ マリヤの 

1^ 人 も、 耶穌の 慈愛 深き 一一 一一 E に 生き 回 ひて、 靈 性の 眞 面目 を顯 さんと はせ り。 吾ら は 呆 るる 程に ノ. 

身の 鄙劣なる を 感ぜ すん ば あらす。 此の 頌 迷なる 我 を 如. 何に せん。 此の 鄙し き 心 を 如何に せん。 誰 

か 邪 の聚 を^き、 き隨 見を排 し、 汚れた る 心 胸 を 洗 ひて、 白日 靑 天の E 心 ひを爲 さしむ る もの 

ぞ。 

(一 八 九 五 年 七 H-) 
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文雅の 紳士と 基督教 

つかさ  H る 

『ここに ュ ダャ 人の 宰 にて パ リ サイの 二 コ デモと 云へ る もの ありけ るが 夜間 耶穌の もとに 來 りぬ •』 

(約 翰傳 三の  一二) 

ひどり ご 

耶穌 誕生の 時、 べッレ ヘムの 野に 羊 を 守ひ薛 たる 數 人の 牧羊者 は、 逸早く 參り 合せて、 天の 嬰兒 

を拜 しにき。 彼等 は 耶穌の 福音に 感化 せられて、 神の 前に 高贵 なる 人物と なる、 古今の 惊兆 平民の 

代表者に 非す や。 共後來 方の 國 より、 博士 大 いなる 光 を 尋ねて ユダヤの 國 都に 來り、 遂に 路を轉 じ 

て 彼の ダビデの 村に 人り、 方 物 を摔げ て敬禮 ：！ 向の 意 を 表せり。 此は 王公、 货人、 ST 逹人 にし 

て、 基督に 歸 する ものの 代表者に 非す や。 基督教 は 一種 族の 宗皆、 一階 級の 教法に 非す。 其 感化 極 

めて 多角形な り。 萬 民 は 皆 其 十字架の 力に 引 寄せられて、 主の 恩澤に 沐浴す る を 得べ し。 耶穌 世に 

二とば 

在りし とき、 凡ての 人 を 救 ふべき 其大 能、 旣に 著しき もの ありし なり。 其 言 は稅吏 罪人の 心に 徹 

し、 其 感化 は ガリラヤ湖 畔の 漁夫 を 動かしぬ。 山の 如き バプ テス マの ヨハネ も 之に 歸 服し、 沈み 勝 

ちなる トマス も、 其 獎勵に 新しき 勇 氣を添 へられたり。 輙く 先人の 妄 見に ま 配せられ し ナタナ H ル 

は、 遂に t は 神の 子な リ、 イスラ H ルの 王な りと 呼 はりぬ。 博識なる 隐病漢 一一 コ デモ も 首 は 動かさ 


L、 次 は 敬服し、 ci^ 後に は 身命 を 棒げ て、 共お 子と なる におれ り。 、王の 能力の 不思議 さよ。 誰か 其 

惠 みに 湿る る もの あらん や。 抑 一一 コ デモが 道に 進まん とする や、 北ハ 故障と なりし もの 少 からす。 之 

ちから  た V 

を 知る とき は、 一一 コデ乇 を 感化せ し 能力の 尋常なら ぬ を兑 るべ し。 

ぺ テロ、 ヨハネ 等の 鄕 里なる ガリ ラャ は、 方の 交通 繁多に して、 人氣も 自ら 快活の 風 あり。 其 

民 は 幾分 か、 新 思想 を容 るるの 餘地を 胸中 に^せし なり。 然れ ども 南方の 有府 H ルサ レム は 左に 非 

す。 ひ 井の 它キ、 そのき 澤を缺 くもの 有る が 如く、  H ルサ レムの 風俗 は、 骸文禮 法の 末節に 拘泥 

て、 面 を 飾り、 形 を 重ん する こと^し。 博識ぶ る もの 肩 を 紫. やかして 横行し、 151! 々たる 議論 常に 紛 

々として、 嫉妬、 偏執の 络氣 至る所に」 允ち、 孑ネを 嫌 ひて、 駢 駝を吞 むの 有機 だ 厭 ふべき なり。 

ェ レサ レムの rr.- ま、 ガリ ラャ乃 如き 地の 他方に 屬 する 者 を、 輕 t ^する こみ 1^1- しく、 祭司 長の 婢に 

；  ノユ  さよ 

至る まで、 之 を 侮る の^ 惯 あり、 これ 其 胸 瞭の廣 からざる 據に 非， f や。 加 ふるに 其宗敎 は、 め 

ごと、 食 を斷っ こと、 其 他 形の h に 熱心して、 大切なる 生命な く、 穴 r 一し く手綺 きに 盡 力して、 全く 

其 祌を 失へ ひ、 彼等 は 巳祌の 御前に^つ 立ち 乍ら、 他の 哀れなる 稅 吏が、 胸 を 打ちて 祈る を 後 目 

こ 錄ナ、 神よ、 は此 罪人の 如くなら ざるが 故に 成 ^ 謝すと、 横柄に 呼ば はるな り。 然れど 己が 5^ を 

れ  1 しみ lj、 沖の 聖旨に 適 ふて ふ摧 けたる 心 を 祭 物と して、 獻ぐろ こと を 知らざる なり。 北-、 11； 祌の矮 

小なる こと 以て 見るべき に 非す や。 斯 くまでに. 依 文 を 守ろ に 熱 巾せ るに も拘ら す、 エルサレムの 聖 

^よ、、 鳥獣の 市と 成 5 し、 、 天父の 家 は あはれ 盗人の 家に 變 じ.^ り。 n 吸朴 なる 地方の 熱心 家 も、 
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ていたらく 

一た び 都に 上り、 斯る爲 體を兑 て、 或は 之 を 憤慨して、 改革の 必要 を感. f る もの あり。 また 心 き 

ひ 一て 

は 其 信仰 を 冷却 せられて、 徒に 屑を颦 むる のみ。 

ユダヤ 京 城の 有 樣斯の 如く なれ ども、 之に 住む ものの 屮に、 心 ある もの は 世の 成り行き を 心許な 

もと  しか 

く覺 えて、 窃に 眞理の 光を覚 むる 輩 も ありし ならん。 彼等 は 確と 定まりた る 方 案 を 有する に は あら 

ね ど、 舊 約の 豫 一一 一一 ：！ 者 等が 火の 如き 一一 一一：： を 以て、 世に 傳 へたる 祌 民の 瑰想其 心 を 動かし たれば、 假 幾 

多の 誤 謹 迷信に 朿 縛せられ しに もせよ、 其 道と 信じた る 所 は、 誡實に 之 を 守らん と 欲する の 決心 あ 

りしな り。 無論 之 等の 人々 は、 一代の 風潮に 圍 まれ たれば、 外形に 拘泥し、 儀 文に 流る るの 弊 を 免 

れは ざり しか ど、 其 志 は 極めて 信 切なる が 故に、 一歩 を轉 じて 3 呉 正の 道に 進まん こと、 敢て 期し 難 

しとせ す。 ニコ デモ は 實に此 種類の 人に て ありき。 

彼 は パリ サイの 徒な りと 云 ふ。 新約 全書 を讀む もの は、 此 一派が いかに 經 典の 文字に 拘り、 只管 

禮拜の 外面 を修 むる に 熱心せ しゃ を 知らん。 

彼 は 叉 ユダヤ人の 司な りしと あれば、 即ち 固の 元老院なる サン ヒド リムの 議員に て、 人民の 信仰 

道德を 監督す るの 重任 を负 へる 人な り。 其聲 望隆ん にして、 地位 高 かりし を 知る。 

又耶穌 が、 汝は イスラ H ルの師 に 非す やと、 之 を 詰られし に 由り て 之 を 觀れ ば、 一一 コ デモ は 自ら 

も 許し、 世に も 許されし 飾に して、 堂々 門戶を 張り 居た る ものな らん。 

新る 地位に 立てる 人 は、 容易に 敎ふ ベから す。 其 替慧寧 問の 勝れたり しよりも、 寧ろ 其 自負 自慢 


さ， - 

の 念に^ へらる るが ために、 忠言 も 耳に 入り 難く、 金玉の 訓も共 肺腑に 徹 する こと 能 はざる の 憂 

へ あり。 世に 時め き 人に 貴 まれて、 尙 且つ 喜んで 敎を受 くるの 精祌を 保つ もの は、 駕 }i の 丈夫に し 

て、 赤子の 心 を 失 はざる 大人に 非す や。 

吾等 は-一 コ モデの 地位 聲望を 知り たれば、 傳に據 り 彼が 性行 ^蹄 を？ 机 ひて、 其道に進むの難；：^^』 

推し測 らんと 欲す。 

一一 コ デモ は 白直耶 穌を訪 ふこと を， ^りし にゃあらん。 彼 は夜來 りて 面 會を請 ひぬ。 蓋し 世 の 

S ぇを禪 り、 人の 批評 を 恐れし もの か。 吾等 其 性質 臆した る 方な りと すろ も、 敢 て不當 なる 斷案に 

非ざる べし。 

きら 

彼 は 元 來舉を 好み、 如何にも 道 を 問 ひ 明めん と 欲する の 志 厚 かりし なり。 北： 耶 穌を訪 ひし は、 豈 

好 學の念 止み難き もの ありし を 以て に 非す や。 一一 コ デモ は 一 方の 理屈 家 思想家な り。 して 氣を以 

て 進退す る 精神の 人に 非す。 勇斷 直往、 敢爲 raie^ の 如き は、 其 得意と する 所に 非 ざり しならん。 

叉 彼が 耶穌に 向って、 答 ふる 所 を 熟考す るに、 n く、 人 はや 老ひ ぬれば、 如何で W び 生る ベ けん 

やと あり。 是を 以て 觀れ ば、 此人は 今 正に バウ a、 ヨハネの 如き、 血 氣壯ん なる 年ば えに 非す。 靑 

卷の 時代 旣に 過ぎ、 夏 も 渐く往 きて、 人生の 秋風 身に 染み わた h.、 轉た肅 條の感 に 堪えす、 新なる 

行路に 足 を 踏み 張りて、 更に 一生面 を 開かん と驚發 する の氣 力」！ J!^ へ 易き 頃な り。 諸 定 して 活動 

自由なら ざる は、 老成 人の 弊に 非す や。 

文雅の 》 士 iffi ぉ教  一 〇 九 
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此人 にして 假令夜 問に もせよ， 奮發 して 耶穌の 下に 来る は 非常なる 出來 事な は.。 吾 や.. は 其 隠した 

る を 見る とともに、 其 人物の 愛すべき を 記憶せ すん ば あらざる なり。 平地に 立つ 人の 轉ぴ 倒る る 

は、 恐し きこと に 非す。 然れ ども 喬木に 上りた る ものの 落つ る は、 之に 反して 其 危， 喊甚 しきもの あ 

らん。 ぺテ n の 如き は ガリ ラャの I 漁夫の み。 失 ふべき 聲望 もな く 地位 もな し。 所謂 大地に 横臥す 

るの 人、 飼る る も 身に 傷く る 氣遣ひ あるべ からす。 バウ 口 は然ら す、 1^ にガ マリ H ルの 門下に 然 

頭角 を顯 しぬ。 上に 在りて 之を援 くもの、 背後より 之 を 推す もの 少 からす。 其 交る 所 廣く叉 高し。 

©- くて  かけはし：； や 

彼 は 社 會に根 を 張りつつ あり。 身 を拔き 出す ことの 如何に つら かりし よ。 其 去 向に は靑 雲の 梯彌高 

く 望まれたり。 之より 落ちん は、 實に目 も 眩れ.， 魂 も 飛ぶべき 事に 非す や。 一一 コ デモ を 論ぜん と 欲 

する もの は、 此憐 むべき 條件を 記念す る を 要す。 斯る 事情 を排 14」、 彼が 邪穌の 道に 人"、 濒く其 

堂に 進み t は 立派なる ことなり。 之 を 感化して、 斯る好 結 E!^ あるに 至ら しめたる 主の 德は、 また ilH; 

L と 謂 はざる ベから す。 さても 吾等の 主 は 如何に L て 之 を 導きし ことなる や。 一一 コ デモ は耶 穌が聖 

殿に 入り、 一 言 を 以て 年来の 汚れ を 洗滌せ し を 見、 豫て 聞きせ る異 能な どに 思 ひ 比べて、 之を憬 

慕す るに 至りし ものな り。 耶穌が ユダヤ人の 難詰せ るに 答へ て、 汝等此 i?: 殿 を 毀て、 我 三 曰 にして 

之 を 建て 改む べしと 言 ひしと 聞きし とき、 彼 は 主が 更に 之 を 建てん と 言へ る聖殿 は、 抑何ぞ やとの 

疑 ひ を 起せし ならん。 イスラエルの 前途 は 如何。 种國の 成 行 は 如何。 舊 約の 理想 は 如何にして 成就 

せられん とする か。 斯る 問題 を携 へて、 一一 コデ乇 は 夜 に乘 じ、 耶穌を 訪問せ しに ぞ ありけ る。 


恶傅は 彼が E め 想に 向 ひて、 最も 適 常なる 答 辨を與 へられし なり。 其 問答の 始末 を 一括して 述 ぶれ 

ば槪 左の 如くな らん。 

基き 曰く、 吾 國は此 世の 國に 非す。 即ち 露なる 國 なり。 吾 i?- 殿 は 木 を 以て 作れる 欺 殿に 非す。 即 

ち 露なる^ 殿な り。 心 生れ 更 りて、 露なる ものと なる に 非 すん ば、 之 を a る こと も 叶 ふべ からす。 

祌の國 は、 人種、 儀 文、 勸善 懲悪に 由り て 人る ベから す。 肉の 心に も 依らす、 人の 意に も 頼ます、 

た^ 祌 によりて 之に 進む のみ。 肉に よりて 生る る もの は 肉な り。 露に. S りて 生る る もの は 霞な り。 

神の 國は 更生て ふ靈 魂の 大 革新 を 以て 進ま ざれば。 到底 見る こと も 人る こと も 成る まじ。 此は 風の 

吹く が 不思議なる 如く、 極めて 大 いなる 秘義に は あれ ど、 全く 世界の 現象と 謂 ふべ からす。 古夾道 

を 求めし もの は、 遂に 更生の 必要 を 感ぜし なり。 叉靈機 一た び 動き 來り、 祌 國の榮 光み」 仰ぎ 瞻て、 

手の 舞 ひ 足の 踏む 所 を も、 知ら ざり しもの 少 からす。 兎に角 更生の 必要 は蔡約 書に も、 內外 十：：^ 人 

の 道に も、 仁人1|?^子の心にも、 健に 感ぜら るる ことな リ。 此は人 問 現在の 事實 なり。 

さしはさ 

一一 コ デモ は 耶穌の 斯く敎 へらる る 問に、 二つの 疑 難 を 挿 人め り。 第一 に 曰く、 人 はや 老ひ ぬれば 

如何で 再生す る こと を 得ん や。 蓋し 一一 コ デモ 耶穌の 言に 反動して、 居丈高に ない、 餘人は 知ら. f、 

我 如き ものに 斯く敎 へらる る は、 老人に 向って 再 母の 胎に 人る を勸 むる に 同じ。 不條理 千 萬な りと 

一一 目 はんば かりに 聞 ゆ。 此 反問に 對 して、 耶穌尙 更生の 理を說 かれしに 由り、 一一 コ デモ. V 大いに 屈服 

の 色 を 現 はせ しが、 更生の 如き 大事、 如何にして 成就すべき か を理會 する こと 能 はす。 隨 つて 充分 
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なる 信仰 を 以て、 之 を 希 する の 勇氣も 出です。 彼 はた 茫然と して、 如何で 此靠 あらん やと 言 

ふ。 耶穌 答へ らく、 此は 地の 事な り。 義人 之 を み、 豫ー百 者 之 を ち、 靜に思 はば 已の 心に も、 之 

を S ェみ つつ あらん。 之 を だ も 信ぜ すん ば、 更生の 方法、 共 妙趣 及び 共 結局 等の 如き は、 到底 之 を 悟 

り淮 かるべし。 精祌 上の 救 ひも 渴 望し、 更生の 必要に 泣き、 上帝に 向 ひて 之 を 呼び 求む るの 赤心 あ 

と， 5-  しょくざい 

りて こそ、 彼の 天の こと は與に 語るべき なれ。 天の 事と は^ ぞゃ。 11  く 祌子降 世な り。 ni く 贖罪の 

道な り。 曰く 永生な り。 ni  く  判な り。 之ら は 主が 諄々 -ーコ デモに 說き 示せる もの、 更生の 動機 

も、 其 結局も^ 其う ちに 含蓄せられ たり。 

-ーコ デモ は 耶穌の 言に 感激せ し所少 からす。 然れ ども 愼默 なる 彼 は、 即時に 斷 決行す るまでに 

-) とば  . 

は 至ら ざり しなり。 必すゃ 主の 言に 付きて、 理解せ ざり し 點も多 かりし ならん。 斯くて 共 夜 は 穴 H し 

きが 如く 歸り 去りぬ。  ， 

其 後 ニコデ 乇 議場に 於て、 耶穌 のために 一種 辯 謹と も兑 るべき 法律 論を說 きぬ。 彼が 心の 湖 流 向 

ふ 所 知るべき なり。 

何 後に 至り、 耶穌が 十字架に 死せ し 時、 主に 忠誠なる 婦人 達と、 義に 勇む 男兒數 人、 愛の 佻、 物 を 

裔 して、 其 墓に 詣 でたり。 そがな かに 一 1 コ デモ も、 沒藥と 蘆 蒼 を 和ぜ、 凡そ 三百 斤ば かり 携 へて 來 

れり。 斯くて 彼は聲 望と 地位と に 害の 及ばん こと を も 怖れ ざり しなり。 此は夜 ひそかに 迅を 問へ 

る 人の 靈性、 其 重力の 中心 は 此に落 付かん とする ものに 非. f や。 


ト. 'よ,：； 4;. ま L るせ： IKL. よ、 .K..HJ5„^」 にべ テロと ヨハネと に 就きて、 バプ テス マ を 受けたり と 

や。 愛すべき かな、 此人。 大 いなる かな、 之 を 感化せ し 主の 力。 


(一 八 九 五 年 八月) 
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助 を 乞 ふ に 於け る 基督教 の 道義 

『斯くて 耶餘离 事 終れる を 知り、 我！ S くと 言へ り r (約 翰傳 一九の 二八) 

天来の 道德は 基督の 敎訓 なり。 其 開示せ る 理想 は、 世 £1 普通の； 逸 奉す る 所に 比し， て、 大 いなる 差 

たっと 

異 ある を 見るべし。 武士の 氣質を 慕 ひ、 ストイック 者 流の 精祌 を尙 ベる 吾圃 の道德 は、 基督の 十字 

架に 由り て、 新なる 生命 を與 へ らる べきの 必要 ありと 言 はざる ベから す。 

耶穌 十字架に 就きて より、 時 剣渐く 移り、 苦痛 愈 激しく、 疲勞 次第に 加 はりぬ。 途 に我渴 きぬと 

の 一言に、 無限の 意義 を 籠め て、 助け を 求めたり。 此の 語に 付きて 種々 の a 解 を 立つ る 者 も あれ ど 

レ た；？ 

其 字面に 顯れし 自然の 意義に 遵 ひて、 之 を理會 する こそ 善 けれ。 曾て ヤコ ブの 井に 憩 ひしと き， サ 

あからさま  もとめ 

マリヤの 婦に向 ひ、 白地に 其 需求を 告げて、 水 を 乞 ひ 受けられ たる 耶穌 は、 今 十字架 上に 在りて、 

の んど «• 

喉燬 くるば かりに 渴き しかば、 斯 くの 如くに 仰せられ しのみ。 別段に 他の 意義 ある ことに は 非ざる 

なり 0 

、王 耶穌は 吾等と 共に、 すべて 人 の 境遇 を經歷 せられたり。 他人の 厚意 を賴 み、 其 助けに 依る 

も、 彼が 經 験の 一項に て ありき。 祌 なる 基醫 にし c、 斯 くまで 謙卑ら るる は、 不思議 千 萬なる こと 


どリご  55« 

なり。 然れ ども 祌の子 己が 身 を^う して、 人の 形狀に 安んじ、 嬰兒 となりて、 ベ ッレへ ムの搰 に、 

降誕せ しこと を E 心へば、 此^に して 此事 ある も、 特に 之 を 以て 怖し とすべ から 卡。 齒； ろ 其 降 生より 

死に 至る までの 歷 *r 悉く 此 洪大なる 謙遜 を 以て 貫け るに、 驚 せ すん ば あらざる なり。 、王 は 人類 

のために とて、 此 淺^し き 有様に 身 を 落せし なり。 

人 は 極めて 傲 投不遍 なる ものな り。 天に 背く もの 必. f 亡ぶ るの 理は、 覿而 の車實 なれば、 祌に依 

頼すべき は、 無論の ことなりと 忍 はるれ ど、 寶際 はな かく 然ら す。 人は動.，^十れば自ら尊大に構 

へ、 喜んで 祌に赖 むこと を^る に 非す や。 天ト- 天下 唯 我獨尊 は、 其最 好む 所の 格 首なる に 似たり。 

獨 立の 精神 は、 人類の 健全なる 發 達に 缺 くべ からざる こと、 岡よ. 《 論. f るまで も 無し。 己の 心に て 

思案し、 己の にて 审： 荷 を 食 ひ、 克己 勤儉 して 獨 立の 實を全 うする は、 大丈夫の 期す 所な り。 妄 

りに 泣きて.、 四方に 苦情 を訴 へ、 他の 助け を 呼び 求め、 碌み 人に 依りて 事 を 成さん と 欲する は、 小 

人の， 削-能 5 なり。 事業 文章と もに、 寄生木の 如き 精祌 にて は、 成就 せんこと 思 ひも 霜ら す。 、の 如く 

11 立して、 自任の 氣象 金石 を も 透す の 川 心 之な きもの は、 天下の 廢物 なり。 之 を 死人と 等しく 見て 

可な らん。 

然れ ども 唯獨 立したり とて、 人生の 天分 を ,4. 一う せりと 思 ふ は 僻めり。 試みに、 王 耶穌の 性行 經歷を 

精 思せ よ。 n く、 身 を 殺して 靈魂を 殺し はざる もの を 怖る る 勿れ。 何 を 着、 何 を 食 はんとて 思ひ烦 

ふべ からすと。 其 心事 一 に 公明 li- 大、 共の 意氣 豪爽 快濶 にして、 .H: 主の 歩行、 獨 立の 擧措、 萬 世の 
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崇 拜を價 他す るに 非す や。 基督 敎 徒の 間に、 個人的の 精神 行 はれて、 奪 ふべ からざる もの ある は、 

みな 此 基督の 感化 を 以て、 其根據 となせ り。 此耶穌 は 即ち 嬰兒 として 生れ、 父母の 恩に 依りて 成長 

し、 ガリラヤ湖 畔の 漁夫 を 招きて、 せ 、勞 を 分たん こと を 求め、 十字架 上に 在りて は、 斯の 如くに 他 

人の 助け を 乞 はる。 完全に 獨 立なる 耶穌 は、 他に 依り 賴 むの 點に 於ても、 完全に 我等の 模範な りと 

謂 はざる ベから す。 事實 は事實 なり。 如何なる 有力者 にても、 人に 依る 所な きを 得ざる べし。 孩褐 

の 時より、 老大に 至る まで、 吾等の 相 助く る を 要すべき こと 極めて 多し。 此事實 を 認識す ろ を 嫌 

ひ、 漫然 瑜勢を 張りて、 求むべき に 求めす、 呼ぶべき に 呼ばす、 情を强 ね、 我 を 押 立つ ると き は、 

5^ カづか 

氣象 自ら 僻み 曲り て、 轔 母に 苦 めら るる 子の 如く、 寬大 優雅の 風 を缺 き、 狹溢 酷烈の 人物と なる に 

至らん。 -rig 性 上の 損 寄、 之より 大 いなる もの 少 かる， べし。 た 己の 精神 を同陋 にし、 己の 力 を簿弱 

ならしむ るの 弊 あるの みに 非す、 他人 をして 其 善に 進み、 德を 建て、 愛 を 活 川す るの 歡 喜を享 くべ 

き、 好機 會を 失せし むる は殘念 至極に 非す や。 人生の 事實 を践躪 して、 傲然 天下 を啤 睨し、 他人の 

胸中に 潜める 眞情を 狐疑し、 己の 心事 を吿 ぐる を^り、 其 同情、 協力 を 求む る ことなし。 浙. くて は 

人生 は、 秋風 落寞の 苦境な りと 謂 はざる ベから す。 祌は 人類 をして、 }^ に 石 地蔵の 如くなら しむる 

の 架 慮に 非ざる べし。 

-1 とば 

、王 耶穌は 其 敵に 向 ひて、 毫も 含む 所な きものの 如く、 天眞 爛漫、 誠 實の言 を 以て、 我渴 きたりと 

訴 へられたり。 其 無邪氣 にして、 人の 同情 を 信す るの 一言に、 鬼の 如き 兵士 も 心 を 動かされて、 淺 


酷なる 死刑の 場に、 思 ひ？ ん" け ざり し 善行 を爲 しぬ。 斯の 如き 其 胸中に 起り たる 道念の 活動 は、 飮料 

を耶 穌に與 へしに 止まりし か。 吾等 は 其の 波動、 尙遠 きに 達せし もの あらん を &.^ まざる を 得す。 一 

家に 於ても、 朋友の 間に 於ても、 我渴 きぬと 言 はれし、 耶穌の 心 だに、 まことに 行 はれな ば、 世の 

中 は 如何に 長^け かるべき か。 

蓋し 吾等の 苦痛、 道に よりて 自家 胸中に 秘め、 沈默の 間に 忍耐すべき もの も 有る こと は あらん。 

然ら ざる もの は、 强 ひて 之 を隱藏 せんとす る はせ しからす。 何と なれば、 忠難 苦痛のう ちに は、 己 

一人して 私冇 すべから ざる もの 有る ベければ なり。 或は 天 之 を 以て、 他人に 樂 善の 機 會を與 へんと 

欲する に 非ざる なき を 得ん や。 吾 も 首て 人の 厄 を 救 ひて、 善の 眞 味を實 験せ り。 他人に わが 苦痛 を 

救 ふの 機 會を與 へ、 之 をして 同様の 實験 を爲 さしむ る は、 天下の 美事に 非す や。 女々 しく 泣き 悲み 

こと さ 

て、 他人の 助け を 事毎に 求む る は、 柔弱の 至りと 雖、 彼等の 同情に 訴 ふべき 場合に 臨み 乍ら、 故ら 

に 意地 を 張りて、 之 を 包み隠す は 一種の 利己主義 にして、 不親切の 甚 しきもの なりと 謂 はざる ベが 

らす。 

凡そ 事業 は其大 なる に從 ひて、 一人の 力に て は 之 を 成就し 難し。 勢 ひ 他人の 分別 合力に 依 顿せざ 

るを5^^^。 菩んで 他人の 贊助を 求め、 彼等が 事 を 成し、 善 を 行 ふの 機會 を、 授けら るる を兒て は、 

宛 も 己の 事の 如くに 樂む もの は、 即ち 天下の 大事に 任す るの 資格 あり。 之に 反して、 我意 を 恣に 

し、 自ら 用 ふること を 好みて、 妄りに 自主 獨立 を樂む もの は、 品性 陋 しくして、 大 いなる 器に 非 ざ 

助 も 乞 ふに 於け る 基お 教の 道義  一 一 七 
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るな り。 神の 國 にて は 謙 遍誠實 にして、 善く 己の 缺點を 知り、 喜んで 他人と 事 を 共に する ものに 非 

すん ば、 天の 任命 を負擔 する に 塔へ ざるべし。 

得意の 人 は、 其 成功に 慢 じて、 天の 畏 るべき を 忘れ、 神に 依賴 する の 本分 を 忘れん とす 失意の 

人 は 世 を 憤り、 之 を 怨みて、 全 1K 下 を 敵の 如くに 見、 . ^しも 人 を 頼みと する の 念な きに 至らん と 

す。 處 世の 危險、 怖るべき もの 此 所に 在りと 謂 はざる ベから す。 主耶稣 基督 を 見よ、 失意 を 極めた 

りと S 心 はるる 時 も、 渴 して 苦しき を感 すれば、 人心の まことに 訴 ふること を 睛路せ ざり したり。 吾 

や； 常に 同情の 交換 を溫に 務め、 依頼すべき は 謙 港 誠實、 喜んで 之 を 依頼す る こと を 憚らざる ベ 

し。 人生の 事實に 相違し、 漫然 虚 威を逞 うして、 天人 を 蔑視す ると、 隐 病に 壓 せられ *^6難にぉぢ 

て、 ^くもた ビ 他に 依 賴 する の外餘 念な きと、 兩者甚 しく 相異 るに 似 たれ ど、 畢竞 する に、 其 弊た 

るに 至りて は、 同一 に歸 する を 見る。 

(1 八 九 五 年 九 nn 


クリス マ スは 何を敎 ふるや 

ま 

『昔 は 多くの m& を爲 し、 多くの 方 を 以て 預言者に 由リ、 列 祖に吿 げた まひし が、 此 末の 日に は 其 子に 托リ 

て 我らに 吿げ たま ふ。』 (希 伯來書 一の  一、 二) 

神 子 降 世 は 絶大の 秘義 なり。 到底 我等の 智を 以て 悉く 之 を 測り 知る ベから す。 然れ ども 叉 之に 依 

ら ざれば、 人生の 大道 得て 覺る ベから ざる もの 多し。 祌の 本質の 愛なる こと、 人類の 歸趣、 倫理の 

现等 は、 耶穌 基督の 一 身に 於て 光明 遍 照の 感 ある をお ぼ ゆ。 此大 いなる 神の 顯現 はべ ッレ ヘムの 

^誕に 始まれるな ゥ。 請 ふ、 もろともに クリス マ スが 人類に 訓示す る 所の 一 端を聽 かん。 

一 爵位 は勳 章と 共に 相 映 じて、 人 問の 榮花を 専らに せんとし、 人の 惯値は 富の 多 塞に 準 ひて 亂 

高下 を爲 す。 堂々 たる 萬 物の 靈長勸 工場の 物品と 一般、 之に 定價の 紙片 を 貼付 せられて、 愚に も 宇 

宙の 市場に 立たん とす。 人間の 王公 は 時として 靈性界 の 乞食に も 劣るべし。 千 萬 金と 雖も祌 の 前に 

立ちて は 少しも 人物 を 上下す るに 足らざる なり。 吾等の 主耶穌 基督 は 木匠ョ セ フ 及び 其の 妻 マ リア 

の 子と してべ ッレ ヘムの 槽に 生れたり。 其の 外形の 陋 しき、 ハの 人間に 於け る 地位の 卑き、 まこと 

に 兑る影 もな し。 然れ ども これ 上帝の 聖子 なり。 天上の 萬 軍 は 物質的の 虛榮に 眩惑せ るへ n デの 

クリス マス は 何も ^ふるや  1 1.3 
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—调廷 と-. H ルサ レムの 博士 等と は 全く 異なり、 之 を 潜 嘆： fl 歌して、 天に は榮光 神に し、 地に は 

平 k、 人に は 恩寵 あれと 驪呼 せり。 富と 群 fi の 外に も贵き 世界 は^する なり。 吾等が 人 の 社交的 

地位 如何に 拘ら す、 ^一  に 問 ふべき は、 祌の 世界に 於け る眞 正の 品位 幾何 ぞと いふ 疑 題に 非す や。 

心 ある 人 クリス マ スの 消息 を 靜思 するとき は、 白刃 を も 踏み、 爵祿 にも 心 を 奪 はれす、 富貴に も淫 

せす、 貧賤に も樂 しみ、 神前の 標準、 人の 見る 所、 吾が 俗眼の 察する 所と 大いに 異なる もの ある を 

15 りて、 凡ての 境遇に 處 して 足る こと を 知り、 謙虚 自ら 居る の 道に も 達する こと を 得べ し。 

一 一 人^に 横 流す る 罪悪の 勢猖獗 にして 人心 愈- -危く 道心 愈 *<微 なる は、 古今 束 西のと もに 慨嘆 

する 所に 非す や、 新聞紙に 現る る 現實の 世界と の 日々 に ^！难 する 人事と を觀 察し 来れば、 あ、 

人 は 禽獸の 親類なる かな。 世の 悲劇 を兑、 社會の 戯釗を 兑れ ば、 旣に微 なりし 靈 なる 现想 益々 覺朿 

なく、 義を 求め 神の 圃 を 慕 ふこと、 如何にも 雲 を 攫む 如き 心地 せられて、 『高尙 なる 一一 一一 n 論 はすべ て痴 

人の 夢を說 くにさ も 似たり。 寧ろ 濁世に 安んじ、 社會の 向背と 共に 進退し、 餘 り高尙 振らぬ に 如か 

す。 求む る 所 貴ければ、 徒に 心の 烦累 を增 すの み。 便利 i 莨 利の 主義 こそ 吾等の 安宅 なれ』 と。 斯の 

如き 思想 如何なる 勢力 を 世上に 冇 しつ」 あるか。 子 も 仁人 も 之に 辟易して、 人生の 懷疑 者た らん 

と はするな り。 

然れ ども クリス マ ス の 光輝 は 之 等の 暗雲 朦霧 を排 して、 堅牢なる 希望 を 人類の 胸中に 扶植す るの 

JK: 力 を 有するな り。 あ、、 言 肉體 となりて 吾等の 中に 寓れり • 我等 その 榮光を 仰ぐ に 之實 に； g の 


子た る を 疑 ふこと 能 はす。 、王の 人^に 降 生せられ しに 出り、 吾等の 天性 は fi の 惯储を 加 へられた 

,^。 耶穌 督は 自ら 完全 無垢の 人なる のみなら す、 1ft 等の 如き 微 flf? なる 老をも 容れて 其の 活力に 與 

るべき 伴侶たら しめんと す。 、王の 降 生 は 人類の 生命 を 更新し、 ^乾坤 を 11 創すべき IS 動力の 顯 現し 

たるな り。 人生 は 之れ がた めに 其の 面目 を更 めた. =。 主耶穌 基督 は惠 みて ふ元氣 活力 を 具へ てべ ッ 

つま プゃー 

レ ヘムに 生れたり。 之に よりて 吾^ は 絶大なる 希 も耻を 来らす まじき を 知り、 願 躓、 失收、 退 

歩、 罪悪の 中に 立ちて、 毅然として 動かす、 飽くまで 基督 敎の现 想を问 執し、 InM 一なる 死の 河 を も 

越えて、 バ ：！：は つ 成就すべき 所 ある を 信す る こと を 得るな り。 

三 人心の 翻廢は 主我の 念 熾ん なる に 由れ り。 吾等 は 自ら を祌 として 己に isi- へんとの 邪念 甚だ 强 

し。 之 を 救 ふ は 心の 主 横 者 をー變 する 程の 大 革命 を 見る に 非 ざれば 能 はざる ことなり。 界の 革命 

何 .31 よりか 來 らんと する。 故き 革囊に 新しき 酒 を 盛り、 新しき 布 を 故き 布に 縫合せ しめんと 企つ る 

如き、 人工的 姑息 手段 は、 た 見事に 失 股すべき のみ。 心靈 上の 革命 は 祌子降 世に. S りて 端 を 開 

き、 其の 勢力に よりて 成就 せらる るの み。 

人 C ら を 主權 者と 做して 倍 越の 罪を累 ねる こと 久し。 其の 主我 利己の 念牢 として 拔 くべ からす。 

さ ゆ 

人 は n らを祌 にせん と擬 す。 否、 此の 不遜なる 覬覦の 念 を 以て 其の 一身 を處 しつつ あり。 陪臣 阈命 

を 執り、 天下 亂れて 麻の 如し。 此に大 革命 を斷 行し、 、王 横 者を更 めんが 爲に祌 は 人となりて 生れ. た 

り。 所の 如くに 祌、 人と なる に 非ざる より は、 自ら 祌に擬 する 人の 邪念 を 翻して 天父の 子たら しむ 

クリスマス は 何お- 敎 ふるや  ニニ 
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る こと 能 はざる なり。 べッレ ヘムの 槽は 此の 靈界大 革命の 起點に 非す や。 吾等 は 之に 由り て 愛の 何 

たる を 最も 明かに 知り、 犠牲的 精神の 最も 偉大 崇高なる に 感じ、 上帝の 聖 3 曰畏 きに 驚き、 夢の 初め 

て覺 めた る 如く  い 改めて、 天父の 許に 立ち 歸る こと を 得べ し。 


地に は 平和 あれ 

天使 欲 ふて 曰く 『地に は 平和 あれ』 と。 此の 平和と は何ぞ や。 基督の 降 世 は して 世界に 平和 を 

II し 來れる や。 

港：^ の 降 生 は 鬼 西 文明の 差異 由って 生す る 所、 北ハの 天下に 及ぼせる 影響の 大 なること、 言 ふを俟 

たざる なり。 スト ラウスが 言へ る 如く、  督は 道德の 上に 高貴なる 聖別て ふ 要素 を 加へ、 已の 身に 

道德の 理想 を實 現して 之に 活ける 執 一力 を傳 へたり。 神 を 愛し 人 を 愛する 事に 付きて、 基督 は 特異な 

る 倫理的 思想 を發 揮せ りと。 基督 は 人生の 意義に 鍛練. て ふ 要素 ある を 最も 明に 發 域し、 婦人の 地位 

を 高う し、 子女の 敎 育に 於け る 理想 をー變 し、 肉 體の價 値 を 揚げ、 人類の 平等に して 兄弟なる を最 

も 深く 敎へ、 共の 他 種々 の點に 於て 世界の 倫理 思想に 大變 動を與 へ. U り。 管に これの みならす、 基 

傅敎 に. H りて 社會の 有様 非常に 改まりた る も 確かなる 事實 なり。 然れ ども 基督の 降 生 して 地に 平 

和を與 へたり や 否や。 

今や 歳 極り て、 世事 紛々 たり。 

或は 年 光の 迅速なる に 驚きて、 人生 嘆に 悲む もの も 之 あらん。 或は 宿 昔 青雲の志 蹉跎 たり、 白髮 

地に は 平和 あれ  .  1 二三 
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の 年 を f: つもの も 之 あらん。 或は 債鬼に 責められ、 翁 鬼に 追 はれて、 世界に 身 を E1 く 所な き 心地す 

る もの も あるべし。 或は 歳晚夜 深き 頃、 祌 澄み、 萬感 交々 生じて 亡せ たる 人、 失 ひし 朋友、 遠き 故 

山な どの こと を W 心 ひ 辯け て、 淚に塞 衾 を沾す もの も あるな らん。 或は 過ぎ 了らん とする 此の 一年の 

成績に 氣を 焦ら 立て、 來ん 年の 經營 慘澹、 千々 に E ケで摧 くもの も 多 かるべし。 殊に 苦しき は、 ひ 

の 記憶 を 抱き、 不和の 痕跡 を 感情に 止め、 怨恨の 鐵鎖 尙斷ち 切られす して、 年と 年との 境 を 越えん 

とする にゃあらん。 之に もま さりて 心 刺さる るが 如く、 胸 燃 ゆるが 如く、 悶え 苦む は、 罪悪て ふ 恐 

ろしき 感 念に 非す や。 

故に 平和の 福 昔 を說く は、 自他の ため 最も 適切なる を覺 ゆ。 請 ふ、 讀者 とともに 基督 降誕の 敎を 

受け、 神の 賜 ふ 平和 を 抱きつつ 来年 を迎 へんと 欲す。 

さしはさ 

バウ a 曰く 『願 はく は 平安の 主 (此 所に 自らの 一 語 を 挿入むべし) 常に 何事に 依らす (寧ろ 常に 

凡ての 所に 於て と譯 する を穩當 とす.) 雨ら に 平安 を 賜 はんこと を』 と。 

此に 知る。 吾等の 求む る 平安 は 人に 依りて 獲ら るる ものに 非す。 叉 物に 依りて 之 を 全うすべ きに 

非ざる なり。 卽ち 神に 依りて、 唯 神 自らに 依りて 之 を 全うする を 得べ し。 

變化を 免れざる 人に 依り、 移る を 避け 難き 物に 頼みて 平和 を 求む る は、 波に 浮びて 搐 がざる を 期 

する に 同じから す や。 

吾等 は又已 が？^ の 力 を 以て 眞 正の 平和 を 取り 來る こと 能 はざる なり。 些 にても 己に 賴り、 自ら 馒 


する こと あらば、 如何に 安き を 求む る も 終に 之 を猶る こと 無 かるべし。. s 負 自慢の 念 を. 服り 除かん 

がた めに こそ 祈る なれ。 吾等 は已が etsT 亞 -と陋 しき をのみ 携 へて 天父の 前に 立つ べきの み。 故に パ ゥ 

。は 此の 平和 を 名け て、 祌の賜 ふ 所と 言へ り。 ifj;; や 謙^の 道 を 修め ざれば、 胸中の 戰 (卞 遂に. i む 時 

無 かるべし。 

祌の賜 ふ 平和 は 世の 與 ふる 如きに 非す。 漫 りに 世に 折 合 ひ、 無爲の 境界に 姑息し、 難 を 避け、 ルリ 

くも 苦 を 免れて 獲ら るる 如き 者に 非ざる なり、 此の 平和 は 動の 平^な り。 世の 悪に 向 ひて 榜、 戰を 

挑み、 飽くまで 之に 打ち勝たん Ri を 期す る 者な り。 已を 菜て、 十字架 を 食 ふに. S りて 全うせら るべ 

きものな り。 、Ri 耶穌將 に齊ら れんと する 常 夜、 不法なる 法廷の 汚辱と 卜 字 架の 慘 苦と を その^ 前に 

S きつ- 1、 その 弟子に 向 ひて 『わが 安き を 汝らに 遣し 4- むべ し』 と 言 はれし は、 此の 不 E^l なる 平 

和に 非. f や。 故に バウ "は 之 を 呼んで、 常に 叉 何れの 所 にても 神の 賜 ふ 平安と は 名 づけし ならめ。 

除夜 も I； 儿 n: も 此の 平和 あり。 失意 にん fl: 意に も 此の 平 如 あり。 納れら る k にも 棄 てらる にも この 

平 如 あり 。バウ 口 は ピリ ピの獄 に 在りし とき、 H ぺソ にて ig: の 如く 迫め 惱 まされし 時、 エルサレム 

の 徒が 『此奴 生く るの 惯： g なし、 之 を 地の 上より 去らせよ』 と聲々 に 呼ば はりし とき、 線紗 にも、 

自. H にも、 主の 賜ふ眞 なる 平^ を 味 ひ 5£ たりし なり。 彼 は 耶穌茶 及ぴ其 の彰 しし 父に より、 凡 

ての.. りのに 勝ち得て^々 餘裕 ありし なり。 此の 平和 あり。 故に 山上 垂訓に 『食し き 者、 悲む者 は 福 

なり』 とおえ たる ことの 誇大 のーー 一一 " ならざる を 知る。 等  一 は 此の 平安 を 要する 者に 非す や。 

£ に は： や a あれ  ニー 五 
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此の 平和 如何に せば 吾等の 胸中に 靈な る 春 を 生す ベ きか。 蓋し 之 を 獲る の 道 三 つ あり。 

.第一 に 基督の 降 生に 依りて 顯彰 せられた る 神 を 信すべし。 基督の 誕生と 北 ハの首 行と は、 神寳に 愛 

なること を 吾等に 明示せ り。 彼 は 我等の 天父な り。 我等 は 常に 其の 子た る を 信す。 此の 信念 胸中に 

さま 

充寶 するとき は、 水火の 中に も 平和 あり。 おし 之 を 疑 は-い-、 f_i ふ、 基督の 生涯 及び 死の 戕に 就きて 

之 を よ。 バウ。 を 始め 雲の 如く 多数なる 聖徒、 殉證者 は 北ハの 確かなる 實 例に 非す や。 

第一 一は 罪の 赦し に付きての 確信 あり。 夫れ 罪惡は 吾等が 心の 安から ざる 大 原因なる べし" 惡 しき 

ものに は 平和 あるべ からす。 此の 心 罪 惡に繁 がるる とき は、 祌と 調和せ す。 旣に祌 と 調和せ ざれ 

ぱ、 何 を 以て 平 かなる を 得ん。 靈性を 痴鈍に して 神 を 忘却 すれば、 或は 身體の 痺れた る 者が 痛苦 を 

感ぜざる 如く、 最も 危險 なる 姑 0 ケの 安心 を爲す こと もや あらん。 然れ ども 一旦 神 を 知りた る もの 


は、 揮惡 の虑分 を爲さ ざれば， 到底 心に 平和 を 抱く こと 能 はざる なり。 此の 根本的の 平和 を缺き 

て、 徒に 平和 を 修めん とする は、 墓を^！；く塗りて僅に北ハの醜をー敝はんとするに異らす。 ^督 は罪惡 

の 赦 しと 鼓の 活力と を齎 して 揪に 生れたり。 "t;^" 人 之に 依りて 神の 前に 其の 子と して 立 つ こ と を 得。 

かんむ リ 

且つ 義の冕 を 戴く の 希望 極めて 堅固な り。 

三 ！^^：等處世の道 一 に主耶穌基督の精神に训らざる可らす。 耶穌は人のために已を^$^て、 神の 

光榮 を？ ！• うして 人類の 卑しき 狀に滿 足し、 身 を犧牲 にして 愛の 儀表と なれり。 若し 此の 精神に 感激 

して、 1.^ りに 横 利 特權を 蝶々 する を廢 め、 ^榮 のために 役せられ す、 敢て 其の 名 知られん こと を 求 

めす、 唯 神の §-3:: を 成就す る を 第一の 樂 しみと し、 人 を 使 ふに 非す、 人に 使 はれん と 欲する の意氣 

滿 つると き は、 バウ。 の 所謂 常に 如何なる 所に 於ても 心に 平和 を 保つ こと を 得べ し。 吾等 はべ ッ レ 

うまぶ ね 

ヘムの 槽の 傍に.^ 榮の念 を 一 掃し、 カル バリ 丘上 十字架の 下に 拜 伏して、 功利の 野心 を 去らざる ベ 

からす。 これ 人心の 平なる を 得ざる 最大 病根 なれば なり。 耶穌 曰く 『我心 柔和に して、 謙遜れ る も 

のな り。 我に 倣 は^、 凡て 疲れたる もの は 安き を 得、 重き を 負へ る もの は 息 ふ を 得べき なり』 と。 

ああ、 柔和、 謙遍、 これ 人生 平和 を 獲る の 秘訣に 非す や。 

共丄^ の祌を 知りて 身 を 之に 委ね、 其の 十字架に 依りて 罪悪の 赦しを 感じ、 共の 自ら を 抑へ、 謙遍 

以て 人の ためにし たる 精 祌を學 ぶ は、 歳末の 大 いなる 成功な りと 知るべし。 
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ト マ ス の懷疑 

道 を 研究す る 人の、 進路 を 遮る もの 一 にして 足らす。 或 ひ は 論现の 法式に 泥み て、 眞理の 光明 を 

杜絕 する 者 あり。 然れ ども 人生 論理の 形式に 則りて 測 知すべからざる こと 多し。 殊に 道義 戴 性に 關 

して は 到底 之 を 以て 樣 すべきに 非ざる なり。 論理に のみ 屈託 すれば、 世界 を 矮小に し、 人生の 意 や： 我 

を淺 くす と 謂 はざる！？ らす。 或は 唯 知力に のみ 訴 へて、 宗敎の 確信 を 執 へんと 志す 人 あり。 こは英 

闕 の 賢^- 1 ゥマ ンがカ を 極めて 非難せ し 所、 宛 かも 攀問を 以て 德を 建て、 論 辯に. H りて 惻隱羞 悪 仁 

雜道德 の 味 ひ を 知らん と 試みる に 同じく、 ：獨り 角力の 勞 して 功な きに 異ならす。 或ひは1!:^仰の|,^^跡 

をた^ 已が 身の 外に 求めて、 ： その 最も 重大なる 要素 却って 身の 中に 存 する を 知らざる なり。 道 は 我 

を 去る こと 遠から す。 然る を 徒らにた，」 外に 向って 求む る は 何事 ぞゃ。 故に 耶穌は 心の 淸き 者の み 

神 を兑る こと を 得べ しと 敎 へられたり。 信念の 生ぜざる、 疑圑 の釋然 たらざる、 其の 原因 多く は 我 

に 在りて おす。 之 を主觀 的の 故障と ふ。 

づ 共の 一 列 を 基 の 徒弟たり しト マ スの 155. 實 に- M すべし。 抑もト マ スは共 の 性情お 癖に！： まさ 


れて、 愤 疑の 鍵を斷 する に t 十：： みし ものな り。 共の 願 末 を 明らかにする は、 蓋し 逬に 進む の ！助 たる 

べし U 

磁石 は 方向 を ル むる 所以な り。 然れ ども 之を鐡 製の 船 艦に！ a くと き は、 針 頭の 向 ふ 所、 必す しも 

： 止 北た る を 得ざる べし。 船の 性質 を酚 量し、 其の 影 •！： を 加減せ すん ば、 大に その 方向 を 誤りて、 或 

は Int だ 乘り揚 ぐるの 危險 あらんと す。 "五 S 人の 宗教に 於け る また 斯 くの 如し" 各自の 賦性 ln9VJ 察 

し、 共の 弊 を 矯め、 其の 偏す る 所 を 正さ すん ば、 知力 良心 も適當 なる 用 を爲す こと 能 はす、 之を驅 

つて、 恐るべきの 迷 誤に 陷 らしむ る こと もや あらん。 

トマスと 一一 一一 ：！ へ る 人 は；. K 性 餘ひ念 を 人る \ に 過ぎ、 孤 疑 禱路す るの M ありて、 见 角物赛 の 晤黑 なる 

側面 を兑、 晴天に もた^ 風雨の 荒れん とする ことの み 謹 ふ 如き 癖 あ り。 

ベタ ニヤの ラザロ は 耶穌の 親友な り。 共の 病みて 死せ し を 知る や、 耶穌將 に 之 を 救 はんがた めに 

,  あやぶ 

南下 せんとす。 ^^^子等皆之を危疑みて曰く、 ラビ (夫子) ユダヤ人 近き ころ 石 を 以て 爾を擎 たんと 

せし に、 また 彼 所に 往き たま ふかと、 ：8 は 耶穌の 身に 害の 及ばん こと を 慮りし なり。 其の 時 トマ 

スは獨 り 極端に も 吾ら 亦往 きて 偕に 死ぬべし と 一一 一一 E ひ 出で たり。 其の 語 氣ょひ 之 を 察する に、 トマス 

心の 屮 に-; 1 はへ らく、 止ん ぬる 哉、 最早 運の 窮 みなり、 ともに 枕 を 並べて 死すべき 時 至りぬ と。 主の 

役活せ りて ふ 喜ば しき 報知に 對 して は 最も 頑固な る 懐疑 者たり し 彼 は、 此の 心 を 痛む ベ き 推測に 對 

して 殆ん ど拔 くべ からざる 確信 を 示せり。 ああ、 不幸なる トマスよ、 彼 は 賦性 沈みが ちに して、 難 
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俊なる 方、 疑 はしき 方に のみ 目 を 付けたり。 

トマ スは輕 it なる 人に 非す。 友 に^く、 主に 忠 にして、 止む を 得ざる 場合に は、 もろともに 死な 

んと 欲する の覺悟 あり。 義 氣壯烈 なりと 謂 はざる ベから す。 此の 美質 ありと いへ ども、 彼 は 其の 性 

：； くた SS 

質の 偏 僻なる が爲 め、 事物の 眞桕を 誤認し、 いたく 刺斷の 明を损 ひぬ。 彼 は 幾 回 も 收れ、 また 幾 回 

も 恢復の 機 を 察して 晤黑裡 に 成功の 光明 を 見出せる 漢の 高祖の 如き 人物に 非す。 ； 敗して 忽ち 吾が 

大事 巳む と斷 念し、 天地 悉く 渾！^ 世界に 變 じたる が 如く 思 ふ 類 ひに て ありき" 

斯る 性癖 を 抱きて、 宗教に 對 する 人 は、 之 を 善き 方、 光明なる 方に は解釋 せす、 すべて を 悪き 方 

一-じつ 

疑 はしき 方に 牽強け、 妄りに 附會 して 由な き 難題に 惱 むこと ならん。 恰 かも 己が 腹中の 墨 を 吐き 

て、 透明なる 洋 中に 晴黑 世界 を 持て 餘す 烏賊の 如き Is に 非す や。 

耶穌世 を 去らん とすと 聞きて 弟子 達 大いに 憂 ひ 悲しみ かば、 即ち 之 を 慰めて 曰く、 汝ら 心に 憂 ふ 

る 勿れ， 神 を 信じ、 また 我 を 信すべし ；… 汝ら 我が 往く所 を 知り、 また その 途を 知る と。 その 意懇 

切、 その 言 一 々肺肝に 銘 すべし。 然れ ども トマ スは云 ふ、 主よ、 我ら 汝の往 く處を 知らす、 如. 何に 

して 其の 途を 知らん やと。 此所 にも 彼が 性癖 は 玲瓏 玉の 如き 基督の 語 を さへ 暗 擔 たる 濃霧のう ちに 

蔽 はんと はせ り。 

ゆくて 

孤 疑 深き トマ スは義 の 結晶せ る 基督の 去 向 を 知る さ 能 はす。 其の 成行き 雲 を 攫む 如くに 感ぜられ 

しならん" 未だ 柬 に往 く べき か將た ffl に 向 ふ ベ きか を 知らす， 焉ん ぞ 其の 取る 所のへ：^ 一 を 認知す る こ 


と. v-s:: ん やと。 共の 議論 鋭利な りと 誚は ざるべ からす。 博士 カァぺ ン トル n く、 トマ スの 議論、 物 

輝 .界 に 於て は 11 然 する 所な からん。 然れ ども、 1_ぱ 性、 近義の 境界に 至りて は 之 を 適 川す る こと を 得 

ざるべし。 ^を 以て 歩趨進 返の 標準と する 所に は 可な り。 信念に かれ、 道義に 支配 せらる、 所に 

は 極めて 不可な りと。 所 IS 成敗 利鈍に 頓着せ す、 a 一文字に 正義の 道 を 取らん こと を務 むる は、 倫 

™f の 木 とす。 此れ 取り も 直さす 往く 所に 拘ら すして 途を 知る ものに 非す や。 結 rajf を 問 はす、 成敗 

を随 みすして 之を斷 行す るに 至り、 道義の 光榮 最も 極まれり と 謂 はざる ベから す。 共の 承け 繼 ぐべ 

き 地に 化けとの 命 を 蒙り、 之に 遵 ひて 其の 往く ところ を 知らす して 出で たるに. 5 り、 アブラハムの 

信念 は 北ハの r 取 も-; 咼贵 なる 位置に 達せし に 非す や。 天下に 大功 を樹 て、 偉 勳を萬 世に 造せ しもの はみ 

な餘 り：^ raj^ に 苦慮せ す、 斷々 乎と して 已の 義務 責任 を勵 行せ し 人々 なり。 ク。 ンゥェ ル 曰く、 人 は 

その 往く所 を 知 らす し て 奮發す ると きに 於て 最も 高尙な る 點 に# 騰 する ものな りと。 聖賢 は 云 ふ を 

要せす、 凡そ 眞 正なる 英雄 は、 去 向 を ：13^ 九め すして、 途を 明かに 見、 志 を 立て k 之 を^み しものに 

非す や。 

耶穌 また トマスの 疑問に 答へ て 曰く、 我は途 なりと。 而 して 毫も その 往く處 にっきて. ぼ i ら ざるな 

り。 耶穌の 性行 を 察する に、 共の 逍義 上の 美なる、 其の 靈性 上の しさ、 此れ 人類の 途に 非す や。 

耶穌甚 督を祖 る もの、 また 何 ぞ途の 何れに ある を 問 ふべ けんや。 之に 從ふ もの は、 暗 黑裡に 歩む こ 

と 無し。 之に 做 ふ もの は 光明 遍 i 一のう ちに あるな り。 
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然 らば もはや 耶穌の 往く所 を 問 ふの 必要 無 かるべき 害な り。 耶穌は 正義な り、 仁愛な り、 道の 圓 

滿 せるな り。 共の 往く所 上帝の もとに 非ら すして 何ぞ。 耶穌 の途を 行く、 即ち 上帝に 至る 所以に 非 

す や。 已 にこの 途を 見ば、 また 何の 必要 ありて か 其の ま 向を窮 むる を 須ん。 强ゐて 之 を 問 はんとす 

る は 正義の 實在を 疑 ひ 善の 永 固なる を 疑 ふ ものに て、 道德を 信す る ことなき なり。 トマス は 其の 沈 

欝 にして 孤 疑 深き 性癖に 驅られ て、 ついに 道義 E 善 を も 疑 ふに 至りし なり。 然れ ども 獨り トマス を 

笑 ふこと 勿れ。 共の 往く 所を兑 ざるが ために、 其の 歩むべき 途を迷 ふ もの 何ぞ それ 多き や。 

トマ スの迷 執 は 益々 だしくな りぬ。 主の 復活せ し 時、 自餘の 弟子 之 を 信じて 安 慰を璲 しに も拘 

す、 彼 は 例の 偏見 を逞 ふして、 我 は 兑且觸 る.. -に非 すん ば 之 を 信ぜ じと 斷言 せり。 彼 は 實に唯 物的 

とな ひぬ。 彼 は 不法に も已の 好む 所の 證左を 指定し、 之 を 以てする に 非 ざれば 如何に 說く とも 之 を 

信ぜす と 言 ひ 放て ひ。 巳に 善の 實在、 義の 活力 を 疑 ひし 以上 耶穌 の活 きて 尙存 する を 疑 ひて、 物質 

的の 證左 なくば 之 を 信す る こと 能 はすと 首 ひし を 惟む 勿れ。 祌は聖 なる もの を .Is 朽せ しむる ことな 

からん との 道念 熾ん なりせば、 彼は輙 く、 また 喜んで 復活の 報吿を 信ぜし ならん。 

善の 成功 を 見て、 心強く 善に 與 する も 可な り。 然れ ども 斯る 物質的の 證 據を耍 求せ すして、 善に 

與 する は 更に 美な り。 未だ 見す して 耶穌の 復活 を 信す る こそ 福 ひなれ と、 耶穌が トマ スに言 はれた 

る もまた 之に 類す る もの..^。 

然れ ども トマス は 義心 堅固に して 友誼に 篤く、 決して 主 を 疑 はんと 欲せし に は 非す。 賦性 偏 僻に 


して 體路に 迷 ひしに も拘ら す、 、王 は 之 を 救 ひて、 終に 其の SS 弊に 勝ち、 能く 確 S 人と なる 

を 得せし めたり。 

n ル えざる て ふこと を"" さして 武を W ふる を f し 帝 は 功 を 成さす、 つ ひに 女ず-して i 征討 

の 英名 を 尊ら にせし めたり。 天下の こと 多く は 此の 理に 外なら す と^ふべ し。 

(1 八 九 六 年 1 、 二 ほ) 
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神の 國は 能力な り 

耶穌 曰く、 我す でに 世に 勝てり と。 意氣 最も 剛く、 能力 充溢れ たる もの ありと 謂 はざる ベから 

す。 祌の國 は 言に 非す、 能力な り (gf?!§ 書)。 我ら-:; a に 基督の 福音 を耻 とすべ けんや。 此は救 ひ を 成 

就すべき 神の 能力た る を 以てな り (fff 一)。 基督 を 知り、 且つ 其 復活の 能力 を 知る は、 我らの 第一 に 

SS むべき 所に 非す や (f^^§)。 凡そ 耶穌の 僕た る もの は 背後 を 回り 兑る ことなく、 た 前に 在る 

もの ..v 追 ひ 求め、 面 も 振らす 眞 一文字に 進む を 以て 其の 平生の 心懸 となさ^る ベから す。 せ： (の 生活 

は ギリシャ、 口 ー マの 壯事 たりし 彼の 競走に 比すべき ものな り。 一斤 を 獲て 之 を $F 加す るに 他の 十 

斤 を. 以てせる 忠僕 は 十の 邑を 治む るの 能力 を 賜 はる (Iff i)。 五 千金 を 受けし もの、 他の 五 千金 を貯 

ゎク 

蓄し 得し かば、 、王 之に 言 ひける は あ、 且つ 忠なる 僕なる かな。 雨少 かなる ことに 忠 なり。 故に 多 

くの 物 を 1^ らしむべし。 雨が 主の 喜樂に 人れ よと 一一  1 一？ の)。 是の 如く 基督 软 徒の 尙ぶ所 は 能力 

なり、 生命な り、 元氣 なり。 其の 期す る 所 は 統治の 權 なり。 其の 常に 望みて 忘る- -能 はざる 者 は、 

戰 勝の 光榮に 非す や。 兑 えざる の 悪 力に 當 りて 見事に 之 を 制せん と 欲す。 意 氣裹壯 なりと はざる 

可から す。 池に 滿 ちて 之 を 制へ、 海の 大魚、 天に 翔ける の. に I、 すべて. E 然界の もの を 統治して 之 を 


意の & にす る を 人類の 天職な りと 软 ふるもの を创世 記と 爲す。 パ ゥ 口 曰く、 『然れ ば 何人も 人類 を以 

て 誇りと 爲す 勿れ。 お 物 は 汝らの 所 場な り。 或は バウ。、 或は ァ ボ。、 或は ケパ、 或は 世界、 或は 

生、 或は 死、 或は 今の もの、 或は 後の もの^ 此れ 汝ら の所屬 なり (llf? 一 ^ 一 fo。 疾痛歡 喜、 生死 利害 

等す ベて 古往今来の もの、 否な 世界 も 一 物 も恶叔 M を 信す る 者の 統治す る 所、 せ： (の 精祌は 之ら の 上に 

超然 獨立 する を^。 逬を 信じて 此に 至る、 男兒 の豪壯 何もの か 之に 加 ふ を 得ん や。 吾人の 现想然 く 

高 中： 只な り。 謙りて 主に 之 を 求め、 夙夜 此の 大目 的 を 成就 せんこと を 務めて 怠る ベから す。 陋 しき 地 

の 罪人、 祌の寵 恩に 與り、 召されて 斯る 大任 を帶 ぶ。 ；ー に感 S 、せざる を 得ん や。 

小人 閑 155 して 不善 を爲 す。 或る 宫 吏の 曰曜 休暇 は 惡の 日に 非す や。 人の 心 は無爲 散の 日に 於 

て 露 はる。 暑 を 海濱に 避けて 靜臥 する 所、 壯遊を 企て & 汽船の 契 煙 室に 波 上の 鶊 を： 遣る 長榻の 

遂、 青に 此れ 人心 全く 戒を 撤去して 放恣 亂暴を 極む るの 卷 とす。 別せられ ざる 日曜 は、 1§に 汚 

さる.. t の 日に 變す。 功 成り 名 遂げたり と稱 して、 身退隱 する に 及び、 閣睱は 怖るべき 重量 を 以て 昨 

n の 英雄 を El し？ m し、 之 を し て 生きながら 死-おの 境遇に 葬られし む。 プ ラト ー の 理想 共和 國 に は 奴 

隸を存 iwl する の 必要 を 是認せ り。 是れ士 人 をして 優にせ： (の 精神 を 修練し、 義男 奉公の 任務に 從 事す 

るの 餘暇を 享有せ しめんが ためなり。 人文 漸く 開 達し、 人類の 格 上騰す るに 及びて、 八 時 問 問題 

の 如きが 政ュ m 上相爭 ふの 耍點 となりし を 怖し む 勿れ。 然れ ども 能く 閑暇 を 制御して 之 を 正しき に 用 

ふるの 者 幾人 か ある。 滔々 たる 天下 無事に 閑 殺せられ しもの、. E 骨 至る所に 累々 たる を 見よ。 岡 暇 
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に處 する の 道豈に 容易な らん や。 吾ら は 基督の 僕と して 天父の 賜暇 を 善用し、 能く 之 を ま 配す るの 

S? き 

實 を擧げ 、 ^1^徒 のために 備 へられして ふかの 安息 を增加 せらる、 に適當 する の 资格を 作ら ざ るべ か 

らす。 未だ 地の 安き に處 する の 道 を 修め 得すして、 いかで 天の 安き に樂 しむ こと を 得ん や。 閑散の 

月 は 兼 好と 反對 なる 意義に 於て 配所の 趣 を 具す る ぞうた てき。 

世 また 忙殺 せらる i もの あり。 之が ために 身 體の衰 ふる は尙 忍ぶ こと を 得べ し。 然れ とも 事を經 

營し 業に 務 むる こと 益々 多くして、 靈 性の 腐蝕 甚だしく、 精神の 光明 暗くな りて、 道念 銷 磨し 去ら 

ば、 此れ まことに 人の 忙殺せられ たるに 非す や。 身 を 殺して 靈魂を 殺す こと 能 はざる もの を 怖る \ 

勿れ。 寧ろ 身 を も 心 を も 併せ 殺す もの を 怖れよ。 道を寓 し、 精神の 發 達に 便り、 すべきの 事業 空し 

く 人を驅 りて 牛馬と 毫も 擇 ぶこと な き の 狀態 に陷 る。 事業 を爲す に 非す して 事業の ために 爲 さる。 

形 を 役す る に 非す し て 形の ために 役 せらる。 事務所 を J^M する に 非す し て 其の 主人公 反って 之が ため 

に扠隸 たり。 身は大 厦高樓 のうちに 起臥 すれ ども、 其の 心 は 宛が ら图圓 のうちに 幽閉せられ たるに 

異ら す。 苟且の 行き 懸 りに 牽制 せられて 思 はざる 所に 赴く を 避く る こと 能 はざる なり。 『誠に 實に汝 

に吿 げん、 汝 幼な きとき は自 から 帶し、 意に 任せて 遊べり。 老 ひて は 手 を 仲べ て 他人 汝を 束り、 意 

に 適 はざる ところに 曳き 至ら .ん ，一一 と。 事業の 人此に 心せ ざれば、 活ける の 形相 を 具へ て、 其の 實幽 

霞に 似た る もの あらんと す。 事務 は 人の ために 設く べし。 人 は 決して 事務の ために 生れた るに は 非 

ざるな り。 形より 上の 點に心 を 配り、 精神 界に悠 遊 自適す るの 素養 を 務め。 事務 を 統御す るの 能力. 


ある、 人生の 必耍 之れ より 甚だしき もの 少し。 耶穌の 如き は 最も 多 is?- の 人な り。 然れ ども 彼 は 決し 

て 多忙の 人に 非り しなり。 其の 事務 最も 繁劇なる 場合に 於ても、 主 は 人 無き ところ、 山 離 かなる あ- 

たりに 退ぞ き、  人 問 以外の 閑地に 就きて、 せ (の 天父と 親交す る こと を 常習と せり。 吾ら の 模範 之よ 

り 養き は 無し。 

货を貯 へて 之 を 使用す るに 道 を 以てする もの は、 之が ため 天にまで も擧 げらる 可し。 而 して 其の 

道 を， 誤る とき は、 精神 上の 落 地獄の 暗きょり も 深 からん とす。 貪婪の 念 は、 餓 ゑた る豺 娘の 如. 

く、 世の中に 徘徊して、 人類 を淺害 する こと 甚だし。 之が ために 生擒 にせられ、 身殁 るまで 货 白の 

奴隸 たる もの資 に少 からす。 全能なる 弗の 名、 人間に 通用す るに 至れる を 惟し むこと 勿れ。 耶穌曰 

はく、 汝ら 祌と貨 とに 兼ね 事 ふるな かれと。 人情の 浮薄なる、 終に 貨 をして 上帝と 權 カを爭 はしめ 

ん とす。 

富める もの-天 國に 入る は 難い かな。 天の 門 は 貸に 由り て 塞がれ、 冥獄に 至る の 道 は 之が ために 

成し。 己が 手中の 貨 一旦 ^蜃 して 其の 力 を恣に すれば、 身 危く靈 性 破滅に 歸 せんとす。 謂 ふ 勿れ、 

我 は 巨-^ の 肘 を 有すと。 反って 財 神の 扠隸 となりし を 知らす や。 凡そ 人の 肘と する もの ふ 在る 所に 

は 心 も 共に 亦 在らざる を 得す。 祌を 仰ぐべき の 志氣、 唯 だ 糞土のう ちに 塊 もれ、 銅臭の 間に 誘び 且 

つ 腐れつつ あり。 所謂 木乃伊 を 取らん と 欲して、 自ら 木乃伊と なり、 財に 身 を 獲られながら、 妄り 

に 肘の 主人な りと 想像す。 之 を 傍らより 見れば、 甚だ 苦々 しく 感ぜら る.^ ならん。 
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其の 巳に 有する 所の 貨財に 使役 せらる \ は、 人の 耻づ べき 所な り。 然れ ども 富まざる の 人、 其の 

未だ 有せざる の货 肘に 執着し、 之が 夢に 笑 ひ 且つ 泣く に 至りて は、 耻づ べき ことなる のみに 非す、 

痴愚 之より： しきもの 無 かるべし。 た 道念 薄弱なる 人、 貨を 主宰す るの 能力 を 欠ぐ に 非す。 世の 

善人 替慧 足らす、 識 具ら すして 自ら 貸の 主人た るに 適せざる もの 往々 にして 之 あり、 斯の 如きの 徒 

貨 肘の 配當 に付きて 意中 平 かなら す.、 漫に 天と 人と を尤 めんと する は、 此の上 もな き間逮 なりと 謂 

はざる ベ からす。 

正しく 之 を 使 5： し て 、 十分 に 之 を 管 どり 得る の 實を擧 ぐる 能 は ざ る もの は、 正常な る 所有^ に 非 

す。 之 を 天 物 を 私する の 贼と謂 ふ。 世間 貨を 精む もの は 多 かるべし。 能く 其の 正當 なる 所有 權を證 

し 得る もの、 ^々たる 天下 ral^ して 幾人 か ある。 

知識 は 力なり。 正の 知識 ある もの は 自然界の 王者な り。 人が 萬 類の 上に 其の 天與の 統治 權を實 

行す るに 欠くべからざる の 一 大要 素 は 物に 格り 知 を 致す ことに 非す や。 然れ ども 此の 讓機 その 順 正 

の 用 を 失 ひ、 許 多の 弊害に 伴 はれて その 同 有せる 光明 を發 せざる や 久し。 學 者の 斷に 乏しき は 之が 

ためなり。 彼 は 右に 慮 かり、 左に 顧み、 自己の 精神 を 傾注すべき 點をー 利 一 害の 間に 見失 ひ、 冷 熱 

相 半す るの 有様に 陷る。 自己の 人格 見る 所、 舉ぶ 所、 甚だしき は 活字の 印 跡、 大家の 名 聲に壓 せら 

れて、 識カ 萎縮し、 勇氣 挫け、 志 鈍りて 何の 爲す所 ある を 得ざる なり。 讀 書の 人 學ぶ所 愈々 博く し 

て 萬 卷を讀 破す る も、 其の 智力 發 達せす、 宛 かも 手廣く 借金して 生計 を營み 世に 富豪 を 街 ふ もの 


の、 後日に 至り 北ハ の無識 なる ほ 〈相 を 暴露して、 或は 路 に 迷 ふに 異ならす。 ぺ ー リ In: く、 共の 未 

だ 明かに せざる ことのた めに、 已に 知りた る iss- まで も 無効に せざる 様 用心す る は の 一 つなり と。 

基将敎 に付きて 或は 發明 せし 所 あれ ど、 他の 點に疑 はしき もの あるが ため、 其の 光 を瞹昧 のうちに 

沒し、 之を實 際に 應川 する こと 能 はざる 如き は 知識 を 支配す るの 力 弱き を 以てな り。 博 舉汝を 狂せ 

しむと ぺ ス トスの 評せし は 使徒 バウ 口に こそ 當ら ね、 世 問 幾多の 舉者 まさしく 此の 誹 を 免れ 難しと 

す。 同じ 使徒が 知識 は 人 を 傲らし むと 嘆きし 如く、 事物 を 多く 知りた るた め、 心の 權衔を 失 ひ、 傲 

り慢 りて、 謙遜 ハ を受 くるの 幸福に；^ る、 もの 多し。 舉 のために 迷 ひ、 書籍の ために 飜界 せられて 

そ の 仰 も 節義 も 風に 吹る、 粃糖 の 如き あはれ なる 境遇に 沈む また 悲しから す や。 一?M 々 たる 知識 を 

HE 川す る こと 能 はす、 - おん ぞ將來 の 世に 祌の眞 狀を兑 る 至 知 深 識に逹 する こと を 5：： んゃ。 害 物に 支 

配 せらる.」 か、 學問を 支配す るか、 知識の ために 意志 弱く 感情 痴鈍な らんと する か。 此は 品性の 大 

問题 なり。 之 を 等閑に 附 する は 恐る ベ き ことなり。 

竹って 問く、 、ゲ ー テの 血統と 姓と を繼 承せ る 獨乙人 某、 名家の 末と して 世人の 之に 望を羁 する こ 

と： K だ审： きに. E り、 之に 報 ゆるに 足る の 雄篇 大作の 容易なら ざる を 憂慮して、 輕 からざる 病に 福れ 

りと かや。 名 豪 英雄の 子孫た るの 利益 小少に 非ざる も、 之 を 支配し、 之 を 活用す るの 困難なる 以て 

知るべき に 非す や。 文舉^ にして 其の 名 早く 閜 えて 不相應 に 世に 重んぜら る.^ より、 此の 利益 如何 

にせば 永く 保全 せらるべき かと 苦心す るの 餘り、 精神病 者と なりて 流に 身を投じ たる もの 少 から 
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す。 近頃 身 を 退きし 角力 某大關 となりし とき、 此所 大事との 心配より、 土俵の 手際 著る く衰 へ、 前 

日 彼が 貧乏神 の 地位に ありし 時代 の 勢 は 痕跡 だ も 止めす、 ま ことに 見苦しき 心地 せられき。 

燈臺の 下 明かなる こと 能 はす。 風の 難 少なき 樹木 は 逸早く 暴風の 害する 所と なる。 知己 相 助け 相 

倚る は 人生の 樂事 なれ ど、 之れ がた めに 精神の 發達を 妨げられ、 獨 立の 氣カを 失 ひ、 地位い よく 

進みて 自己の 力量ます/ \衰 ふるが 如き 事實 ある は、 皆な 人の 熟知す る 所に 非す や。 凡そ 斯る 事に 

付きて 境遇 を 支配し、 己 を 圍繞 せる 諸種の 利益に 主人公た る を心懸 くる は、 基督の 所謂 小事に 忠な 

る もの 之 あるに 非 すん ば 大事 を 成就す る こと 思 ひも 寄らす。 

人生 は 進歩な り、 修練な り。 信 は 以て 信に 進むべく、 德は 以て 德に 進むべし。 4;- つものに は與へ 

られて 尙ほ餘 り あり、 有たぬ ものより は 其の 有つ もの を も 併せ 鸾 はる.^ に 至らん とす。 高き に 上ら 

ん とする もの は 必す卑 きょりす。 ベ ッレへ ムの槽 より 1 &? 進みて 力 ルバ リ， -丘 山の 十字架に 至る 

まで、 父母の 子と して 弟妹 を負撸 する 木工と して、 且つ 人類 霊性の 前途 を雙 肩に 荷 ふ 救世主と し 

て、 神の 委任に 忠義 を 致し、 血 を 流す を も辭せ ざり し耶稣 基督 は 死して 三 日の 後 復活して 天に 上 

り、 神の 右 傍に 坐して 天地の 萬 權を統 ぶる ものと はなり ぬ。 人生 凡て 斯の 如し。 大いに 力 を 得て 廣 

く 物 を 治む るの 權 あらんと 欲する も Q は、 今 H の 責任 を盡 し、 區々 たる 小事に も 忠誠なら ざるべ か 

らす。 其の 期す る 所の 目的より 之を觀 察し、 之 を 命じた る 神の 聖旨より 之を考 ふれば、 天下の 事輕 

ん すべき ものな く、 我等の 力 を 極めて 從 事すべき ものと す。 縱ひ 我の 地位 如何に 低く、 道德 如何に 


，く、  ^カ識 如何に 淺 薄なる も、 己に 得た る 所 を 忠誠に 守り、 行って まざる の 志 だに 盛なら 

ば、 終に は 二 千金の 人 四千 金の 主と なり、 五 斤の 人、 十の a を 管理す るに 至るべき なり。 唯 だ 一個 

人の みならす、 國 家の 事亦然 り。 天下に „ゃ： の 如く 列 なれる 强國の 11 に 立ち、 弱小に して 常に 辱し め 

を受 くる！：：： の 如き も、 签督の 臂瑜に 示された る 敎訓を 守りて 大いに 進歩 發 達する こと を 得べ し。 

に佛鋭 西の衰 ふるや、 幾程 もな く、 再び 勃興して 世界の 耳目 を 驚かさん とする の^ 様を呈 する に 

至れり。 或 詩人の 歌に 曰く、 胸に 重傷 を 負 ひて、 暫しは 身動き もせす、 北ハの 合掌の 手に 花 を 飾ら 

れ、 共の 頭の 逡 りに は 墓標 を 立てられて、 世の 物 笑 ひとなりし 彼の 國 が、 活 きかへ りたり とは眞 

なる か。 佛 蘭- €1 の 喇叭 響きて 人民の 起り 立ちたり とは眞 なる かと。 國家然 り。 一個人 また 然り。 小 

裹に 忠なるの 結 現今の 世に 於て 現 はる &も あり。 或は 肉體 にある の 間 はかの 貧しき ラザ 。 の 如く 

哀れなる 生涯 を 送り、 苦心 何の 効な きが 如く 見 ゆる もの も 之 あらん。 然れ ども 人生の 成敗 は 無窮の 

世界に 於て 其の 全きに 至る ものなる を 記憶せ よ。 基督 敎は 復活の 宗敎 なり。 我等 は 基督の 聖旨に 從 

ひて、 大いに 復活せ ざるべ からす。 げに 神の 國は 能力な り。  ， 

(一 八 九 六 三： UJ) 
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『彼 は 木 匠に 非す や"』 (馬 可傳 六の 三)  • 

『勤めて 惰 たらず、 心 を 熟 く  I -て 主に 事へ よ。』 (羅馬 書  一二の 一 一) 

人の 一生 は 重き をお ひて 遠き に 行く が 如しと-: ！银 魔 は 言 ひぬ。 1： 力 働 は 人類の 持ち まへ なり。 唯だ飽 

食暖 衣、 逸 居して、 爲す事 もな く 歳月 を 送る は、 禽獸 にも 劣れり と 謂 はざる 可から す。 小人 問 居し 

て不 ま： をな す。 安逸の 生涯 ほど 害 をな す もの 少し。 獨 乙の 口 ウテが 安逸の 人 を 乞食に 比し、 寄生木 

に なぞらへ たる は、 實に现 わりに 非す や。 货物を 載せざる 船 は、 飄々 として 取り締り なく、 波に 搖 

られ、 風に 靡きて 岩に 當り 瀬に 乘り 上げて 覆る の 恐れ あり。 先人の 餘 光に 衣食し、 手 を 袖に して 坐 

食す る もの は、 精神 墮 落して 物の 役に立た ざるに 至る か、 若く ば 徒然の あまり 一大 下に 害 を 及ぼす の 

所行 をな すに 至る。 史家が ァ テンスの 社會、 泰平 を樂 しむ こと 少く、 應亂 世と なりし は、 グ リシ ャ 

の 士人勞 を賤 しめて、 之 を 扠隸に 一 任せし に 基づく と 言へ る は說き 得て 頗 ぶる 妙なる を覺 ゆ。 彼等 

は 使徒 行傳の 記者が 述べし 如く、 唯 だ 新ら しき こと を 吿げ、 或は 聞く ことに-のみ 其の 日 を 送れり 

と。 歐州胺 史を按 する に、 北ハの 社. に 職工 組合なる もの 組織 せらる \ に 至りて、 道德 宗敎 ともに 一 


大 進歩 を たり。 

カァ ライルが K 力 働の *K きを 論じ、 其の 福音 を宜 傅し、 ゥォ ル ヅゥォ ルス、 クラウ^の 詩人が、 勞 

働より 生す る 道德上 の 利益 を 歌 に 詠 じ たろ など、 此の 問题は 盛んに 近代に 於け る 文學の 材料に S ゐ 

られ たり。 彼等の 說 く所勞 働の 惯使を 引き上げ、 之 を獎勵 する に 於て 力なき に 非す。 然れ ども 基督 

を 信す る もの に 取りて は、 ナザレの 耶穌が 自ら 木 ェ として 勞 働に 從事 せして ふ寶例 ほど 力 ある も の 

なし。 基督が 木 H となりし は 其の 謙遜 を 示す 所以な りと 言 ふ もの あれ ど此は 信け 難き 說 なり。 (け" 

B0^^.^^^^2O 祌が 人となりし こそ 謙遜の 至り なれ。 然れ ども 人 印に 在りて 帝王た ると 木 H 

たると 祌に 於て 何 か あらん。 王公 庶人は 霊界に 於て 言 ふに 足らざる 1^ 別な り。 耶穌の 眼中に はへ a 

デ王も 狐^に ZE じく、 稅吏 罪人 も 上帝の 子と 見えたり。 故に 基督 は 舞 遜の 意義 を 以て 木工と なりし 

に は 非す。 彼 は に 勞慟を 直ん じ、 質素 を 貴び たれば こそ 木工の 生活 もな したる なれ。 富める もの 

は 孤立の 生涯 を 送る。 方今 日 木 第一 の 長老と いはる る 某、 朋友な きを 嘆息せ しと 聞く。 勞働は 同情 

の 生涯な り。 直ちに 活生界 と 接近す るの 生涯な り。 無益なる 儀式、 習慣 等の 羈 粋に 制せられす、 稍 

ゃ天眞 爛漫と 言 ふに 近き 生涯な り。 相 憐み相 助く る こと 最も 多き 生涯 は勞働 者に 若く もの ある 可 か 

らす。 富 の 人 多く は 0- 飾の 世界に 眠る。 勞 働の 人 多く は 露實の 天地に 活 働す。 其の 精勤、 遠慮、 

CI 任、 獨 立の. 習 惯服釆 は、 自づ から 此れ 道德の 本領 を 5& だ. る もの、 其の 人事 世 道に 善良なる 影響 を 

及ぼす こと 驚くべき もの 冇る べし。 華美 驕奢の 生活 は 束縛 多き 生活な り。 食 ふために 多く 働き、 着 

勞 粗め 福音  1 四 三 


勞働. の 福音  一 es 

るた めに 最も 多くの 時間 を消费 し、 飾る ために 最も 多く 苦心す るの 生活 は、 精神 上に 害 を 及ぼす こ 

と して 幾何 ぞゃ。 特に 精神的の 事業に 志 を 抱く もの は、 成る 可く 物質的の 需要 を 縮め、 飲食 等の 

ために £ うる 時と 力と を 省きて、 質朴 儉 素の 生涯 を 送らざる ベから す。 家 貸を拂 ひ、 美 はしき 衣 を 

身に 纏 ひ、 滋味 を恣 ま.. 1 にせん がた めに、 最も 多く 勞 する もの は、 とても. 一?： 志 家と して 天下に 立つ 

こと 能 はざる 可し。. 一 旦 華美の 生活に 縛らる- 1 とき はい ざと 言 ふ 場合に も 奮發し 難く、 獨立獨 行 を 

要する 機會 にも 逡巡 する こと あらん。 ソ クラ テ ス或 人に 語りて 曰く、 最も 富める 人 は 最も 少 きを 要 

する 人な り。 周圍の 事物に 依頼す る HJ 最も 少き人 は 最も 富める 人な りと。 此を 以て 見れば 陶 朱倚頓 

の 富 を 有しながら 其の 實 見る 影 もな き 貧民た る もの もこれ あらん。 質素なる 木工に して 其の 富、 王 

者 を 凌ぐ もの もこれ あらん。 今ゃ物質的文明の潮流激1^1にして、 華美 驕奢の 風 日 を逐て 盛んな らん 

とする に當 り、 勞 働に 衣食す るの 貴き を 示して、 質素の 生活 を獎勵 する は、 天下の ために 最も 必要 

なる 事業と す。 

斯の 如く 耶穌は 勞働者 の 生涯 を 以て 其の 救世の 目的 を 建す るが ために 最も 適當 なる ものと なせ 

り。 蓋し 一 人の 天父 を 戴ける 一 家 を 作り、 天下の 人 をして 共の 和 樂を享 けしむ る是れ 耶穌の 目的に 

非す や。 此の 志 を 成就す るた めに は、 ナザレの 木工と して 世に立つ は 最も 宜しき に 適 ひし ことなら 

ん。 之に. a りて 人生の 哲學を 擧ぴ、 勞働 問題の 解釋を 舉ぴ、 貧富の 眞相を 看破すべし。 親分、 子 

分、 兄弟分 等の 名實 最も 善く 行 はる X もの は勞働 社會に 非す や。 彼等が 知己の 多き、 彼等が 朋友に 


{a める、 逸 かに 王公 贵 人の ト： に 出づ。 も耶穌 自ら K 力 働 者の li に 生活し、. 兄 的の 生活 をな し、 1:!; 紫 

儉約を 以て 身 を處 したる を兑 て、 其の 精祌を 咏ひ來 らば、 吾人 處 世の 方針 を定 むる こと 難から ざる 

なり。 

粒々 辛苦の i^* を 額の 汗に. H りて 食す て ふ 境遇に 立つ もの は是れ 神の 攝理 する 所な り。 萬んで 勞 

働せ よ。 又た 天父の 聖皆 に. H り、 富贵の 家に 生れ、 飮 食に 苦勞 する の必耍 なきもの は、 主が倚55^-に 

^やせる 最後の 三年に 傚 ひ、 神の 國と 其の 義と のために 時と勞 力と を 獻げ、 II:. 美、 顧 表の 風 を排し 

て、 平民の 一人と して 社會に 活動す る こと を 務めよ。 如何なる 地位に ある もの も、 勤めて 惰 たる こ 

とな かれ。 や 乳 を 掉るを 以て 其の 營業 とせる H リザべ スの傅 (ilgllgp) を讀む もの は、 基 敎徒 

たる 勞働 者の 精神 及び 菩樂の 一斑 を 親 ふこと を おん。 

イス パ 11 ァの 畫聖ム リロが 畫 きたる 『サ ン • デ H ゴの奇 踵』 と 名く る圖は 善く 平民 的勞 働の 生活 

が 上帝の 前に 貴重なる を 示せり。 伍見る 二人の 費 族 及び 一 人の^、 戶を 開きて 厨に 人れば、 食物の 

調理に 忙 はしき 四 人の 下婢！ こ は 如何に、 皆な 天の 使に て ありき。 ；人は 水差し を 持ち、 ；人は 

肉片 を 取り、 一 人 は 野菜の ^.M を 抱 へ 一 人 は 火 を 焚きつ.. あり (ほ？^ f." ハ- ユア Ml 一；； お)。 此の 名 叢の 意義 を 解 

釋 すれば、 其の 精神 は ィル カルネ ー ショ ンの事 實に發 源し、 その 精祌は イン カルネ ー シ ヨン の 事實 

に發 源し、 その 意 ぼ を ナザレの 耶穌の 工場に 取りし ものな り。 賤 しき 炊 襲の 業 も 天の 使と 其の 光榮 

を 等しう するとの 3 呉理 鮮やかに 見 ゆ。 

勞黝の ほ 音  1 四 五 


勞 s の！ K 音  l.S 六 

社 含 現今の 風潮 を 見る に、 勞を厭 ひ、 逸 を 貪 ぼり、 賭博 的の 手段に 由り て M 利 を 一時に 牧 めんと 

欲する の 弊 盛んな り。 所謂 寳業 社會 なる もの は、 投機 者 流の 蹂躏 する 所、 天下 虚偽の 甚だしき 之に 

過ぐ る もの 有る ベから す。 經濟社舎の變動は多くの士£^をして、- 農 を棄 て、 機に 投 す る を 主と し、 

逸に 居て 利 を 貪る の 計を營 むに 汲々 たらしむ。 若干の 资を會 社に 投じ". 他人の 經營 奔走す るに 委托 

して、 自 から は 坐して 食 ひ， - 而 して 尙ほ a つ 山も盡 きざらん こと を 期す。 斯の 如き 時勢に 際して 勞 

働の 貴き を說 き、 其の 必要 を 論す る は 無用の 言に 非ざる なり。 

基 敎は勞 働の 好 伴侶に て、 其の 位 匿 を 高め、 其の 眞 * 止なる 動機 を 供給し、 之 を 最大なる 成績に 

導く ものな り。 其の ナザレの 工場より 出で、 天下に 周遊し、 人 を 救 ひ 近を宣 ぶる の 精神的 事業に 從 

事す るに 至る まで、 基督の 生涯 は勞 働の 生涯に て ありき。 糊口の 術を營 むは 一一 目 ふ も 更なり、 吾人の 

生涯 は 之に 加へ て 成るべく 耶稣 三年 間の 傳道 事業の 如くな らん を 務めざる ベから す。 此點に 於て 我 

等はパ ゥ 口が 羅馬 人に 說き 示せる 如く、 心 を 熱く して 主に 事 ふるて ふ 精神の 事業に 大關係 ある を 見 

出 ださ すん ば あらざる なり。 心 を 熱く してと は、 羅馬書 最近の 註解 者 サン デ，' がー 一目へ. る 如く、 神の 

靈に充 ち 之に 鼓吹 せらる \ の 義 にて、 基 敎徒事 紫の 勢力 は靈性 上の 活動より 生す。 英語に H ンス 

ウジ ァズム なる 語 あり。 蓋し 事物に 熱中し、 燃 ゆる 如きの 精； t を 以て 動く を 云 ふ。 其の 字義 を 分解 

し、 其の 由て 來る 所を尋 ぬれば M ンス ウジ ァズム と は、 祌 のうちに あり 若く は； t に充 たさる \ て ふ 

意義な る を 知 る。 此の； 語 深遠な る 人生 折：： 蔡を 含蓄せ りと 謂 は ざ る ベ か らす。 唯 だ 世の中に 生れ 來 


れ りとの 行きが かり 上、 巳む を 5；:； すして U 夜營々 勞働 する もの あり。 礎 溜 R; 莉に鞭 健せられ" 名利 

功梁の念に刺激せられて人生の|6^.梁に奔走するものぁり。 或 ひ は 祌の靈 に 接して 感銜 M ハ 起し、 永遠 

に 至る まで 燃えん とする の 心 を 以て 世 路に出 人 往來す る もの も あ り。 等しく 是勞働 にして 共力 を 用 

ゆるの 形 耿扣似 たれ ども、. 北ハ .wi 際に 至りて は、 天地の 如く 隔絶す と 謂 はざる 可ら す。 ^；！^の大氣に包 

まる、 の 草木 節 葱た る は 以て バウ 口の 所謂 靈 に 熱す るの 人に 1^ ふ ベ し。 神 を 信じ を 愛す る も の 

は、 生ける、 自由なる 心 を 以て 事に 常り、 I： 力に 耐へ、 意氣 揚々、 方；：： び 胸に 滿ち、 氣振 ひ、 志し 燃る 

如き^|??ひを以て^11事に處する事を5£べし" 溫 かなる 心に 伴 はれざる 勤勞は 機械の 動作に 異ら す、 人 

をして 祝； g なきの 事業に 畔吟せ しむる のみ。 斯の 如くして 能く 久しき を 保つ も 共 3. 斐 なし、 況んゃ 

斯くて^ ほ 勤めて 惰ら ざらん を 期す る は、 恰 かも 火 を 水に 投じて 北ハの 消えざる を. s;.! むに 異ならざる 

に 於て を や。 數年 前、 八十の 高齢に 至り 初めて 共歲 3 を 見出だし、 盛んに 共の 慈愛に 動かされ たる 老 

女 ありき" 彼 は 一： 儿來平 假名 を も 請 み^ざる 人な りしが、 基督の！： とい ふ刖 世界に 人り 共の 大氣を 呼 

吸せ るより、 精祌； g に變 化して 八十の 老覦十 歳の 少女に も 勝りて 活澄 となり、 文字 を舉び 聖書 を 讀 

み、 手紙 を 認め 得る に 至れり。 共の 死 せんとす るゃ言 を 遺して 曰く、 余 は 基督の 恩寵に. E りて、 少 

女の. m の 如き 精 祌を賜 はり たれば、 靡 式の 時 は 赤き 布 を 以て 柁を蓋 ふ 可し。 決して 陰 なる 黑色を 

W ふ 可から すと。 余 は實に 八 十餘歲 の 老搵が 死して 紅色 燃え立 つば かりなる 粧 にて 埋雜 せられ し を 

nt- せり。 心 を 熱く してと 一一 目へ る は 蓋し 此の 逢の 精祌に 非す や。 英國の 宣教師 口べ ルト • ホ ー ルが 

努 働 の 福音，  一 H 七 


g  S の II 音  一 四八 

六十に して ダンテの 詩を讀 まんと 欲する の 志 止み難く、 イタリア 語を攀 び、 多くの 俊傑 を敎 育せ る 

宣教師 トマ ス. アル ノ ルドが 死に 先き 立つ 僅かに 一 一年の 老身を 以て 梵語の 研究 を 始めた る 如き、 皆 

な老 ひて 益々 壯ん なる もの、 其の 勢力 は 宗敎の 泉より 来り、 其の 勤 勞は靈 性界の 感化に 鼓舞せられ 

しなり。 祌を 見る こと 少 きもの は バウ 口が 望みし 如く、  SK 、に 勤めて、 怠らざる を 難しと すべし。 無 

心懷 疑の 身 を 以て、 勤勞の 活力 を 維持 せんこと また 思 ひも 寄らす。 

人生 は 事 ふる を 以て 其の 中心とす。 財 神と 上帝、 二者 共の 一 つ を擇 ベと は、 耶穌の 以て 吾人に 催 

促せし 所に 非 やや。 神 を 愛し、 某 骨に 感服し、 身 を. 獻げ て、 之に 事 へんと すれば、 此に 人性の 蘊蓄 

自ら 其の 根底より 振起せられ、 鼓吹 せられて、 慈愛、 從順、 犧牲 任侠の 潜勢力 之が ために 發 動す。 

鍵なる 電線 は、 主耶穌 基督に 由り て 神と 人と を 接 精せ り。 無 限界に 包藏 せらろ る 靈活の カ滔々 とし 

て 漲る 所、 泰西の 文明 新に 其の 溝路を 開き、 泰 東の 歴史 亦 之と 聯絡 を 通じて^ 乾坤 を 現ぜん とす。 

活ける 神と 活ける 基督 は 人類 進歩の 最大 勢力な り、 東西 文明の 差、 國民 消長の 機、 ！ i^n する 所、 主に 

事 ふると 否 とに 在り。 吾が 主よ と 言へ る 一句 はパゥ 口、 ヨハネの 心 胸 を 如何に 鈹動 せしめた るよ。 

彼らが 鍵 性の 秘奥 を攪 破せ る 感覺は 其の 生活と 事業と に 驚くべき 變化を 来せり。 天幕の 製造 も、 製 

皮の 賤技 も、 バウ。、 ぺテ a に 於て は 特異なる 意義 を 具へ.；： り。 、王の 降 生、 十字架、 復活 及び 昇天 

は、 共の 僕なる パスカル、 ルゥ テル、 ノックス、 ファラ ディ、 リビングストン 等の 生涯に 如何なる 

變化を 生ぜし や。 此の 主に 事 ふるて ふ觀念 及び 精神 は、 基督 敎徒勤 勞の源 A 水な り。 其 熱誠 (M ンス 


ゥ ジャズ ム) 之ょり：f^^。 共の 精 祌不携 の 力た 之に. H りて 支 へらる るの み。 

コ ントの 人道 敎は 人に 事 ふる を 主と する。 然れ ども 祌 なく 某督な きこの 人類 は、 頭 首な きの 咬 體- 

のみ。 穌に 代表せられ ざる 人類 は バウ a を 造る こと 能 はざる なり。 神に 統治せられ ざる 展 は、 

ルゥ テル をして 列 國の權 に 杭し、 刀 報 ii 錢を 前に？」；^ -き ながら、 我此に 起てり、 一歩 も 退か じと 斷賈 

せし むこと 能 はざる なり。 イタリアの 傑士 バリ ガル ヂィは 終に 無 神の 徒と なりし 人な り。 彼 は 人類 

を猿の 一 挨としてー1.;^しめ、 自ら 此の 驢馬の 群に 馬す る を 赤面す と 放言せ り。 斯る、 王義を 以て 國に報 

い、 人に 事 へんと すろ は、 其の 性質 及 結 菜に 於て 神に 事へ、 其 i 督の 代表せ る 人類に 事 ふろと 大 いな. 

る^ 異なき を 得ざる べし。 フランスの H ドガ ル • キネ ー は 宗敎及 文明 の 關係を 論じて、 造詣 最も， S 水 

し。 <S に說 きて 曰く 天 新 なれば、 地從 つて 新たなる べしと。 蓋し 至言な り。 國民は 財に 事 ふる か將 

た 天父に 事 ふる か。 其の^ 中 人類の 價使 幾許 ぞ。 其の 社會は 基督の 活動 を容る べき 资格を 4、 ふる 

か。 此れ 最も 切要なる 問題な り。 吾國民 忠君の 素養 を 推し 擴め、 之 を 鬚界に 於て 全うし、 a っ祌の 

靈に 接して 熱 誡を養 ふこと 無くん ば、 社會 及び 個人の 健全に 活動 せんこと 得て 期す ベから す。 是れ 

宗敎^ 題なる のみに 非す。 實に大 いなる 阈家 問題と す。 

世 を 救 ひ國を 治め 人類の 進歩 を 計る に付きて 敬神 熱誠の 必耍 なる のみに 非す。 普通に 勞 動と 稱せ. 

ら るる 事に 付きても、 、王に 事へ て 心 を 熱く する てふ宗 敎の關 する 所 極めて 大 なる を rj- る。 

若し 親 に 孝養 を盡 すの 赤心 を 以 て 土地 を 耕 やすもの と、 酒 を 貪り 色を縱 にせん と 欲すろ の 情愁 に： 

勞 a の 福音  I EI 九 


勞 B の 福音  1 五 ◦ 

動され て 同一 の 業に 服す る ものと， 其の 利害 吉凶の 點に 於て 終に 大差 異を 生すべし とすれば、 祌に 

敬 事し、 熱 誡恢" るが 如き 心 を 以て 世に立ち 享 業に 從 ふの 結报 は更. に大 いなる もの あるべし。 人に は. 

木の端の 如く 見ら る、 もの、 勒勞 も、 之に 現 はる、 宗敎の 精神に. E りて、 天の 使と 其の 榮を競 ふに 

至らん。 一杯の 水 も、 王の 名 を 以て 之を與 ふれば、 必らす 永生に 影 饗す. ろ もの あらんと す。 吾ら の 人 

に 向って 爲す もの は、 實に 神に 向って 爲す ものな り。 此の 觀念は 有らゆる 車 業に 勒勞 する ものの 心 

を 高尙 にし、 平和に し、 活潑 にす。 人生の 全局 面 之が ために 祌€^ な b。 

(一 八 九 六 年 七 no 


パゥ 口が 兩 個の 母 

。へク a が 信を談 じ、 義を說 き、 系統 を 立てて S 督敎を 論述す る を 聞き、 北ハ の： S: 祌錢の 如く  .，ン の 

化： HI- 心 R 厳の 如くなる を兑る もの 動もすれば 其の 人物 を 誤解して m 心へ らく、 彼 は 約 翰の 情性溫 かにし 

て 愛 心 掬すべき と、 全く 共の 人品 を 異にす。 蓋し 其の 冷 刻 厳正 カル ビンの 如く 又 „ ^狭なる 淸淨敎 徒 

の S きもの ありし ならん と。 此れ 深く パゥロ を 知らざる の 言の み。 余 華が 愛に 付きて 最も 多く 讀む 

は、 mli 昔 害に 於て よりも、 パゥ 口の 害 翰に 於て なる を 記憶せ よ。 彼 は 友人 故 s^rd に" i  く、 相識の 人 

と 別 相して 各 天の 一 方に 在る に 及び、 去る もの 決して 日々 に辣 からす、 共の 交 益 濃 やかな り， ^ 

は 一 とたび 接した る 人 は 老婭も 童子 も 之 を 忘る、 こと 能 はす。 其の 踐 みし 地 は ガラテ ャもコ リント 

も 共に 肺-汗に 銘 じて、 之 を 慕 ふの 情 永遠に 至らん とす。 ラムゼイの 近著に 依れば、 此の 熱情の ゾ 

信仰の より 親戚と 不和 を 来し、 其の 家庭に 於て すら 平和 を 味 ひ 難き の 逆境に 立てり。 北ハの 心^ を 

想 ひ 造れば 、 余眾 之が ために 同 の淚に 咽ば ざ る を 得す。 

バウ a の 基督に 召されて、 其の 知遇に 感じ、 其の 訓令 を 奉す る や、 全身 全力 を悉 して 凡ての もの 

を 之に げたり。 十字架に 死して、 又 復活せ る耶穌 基督 を 思 ふの 愛 は、 之 をして 萬 物 を 損と 見做さ 

バウ 口が 兩 個の 母  一 5 一 


バウ 口が 兩鶴 の 母  J 五 二 

しめた ひ。 彼 は 基督の 愛に 虜 となりぬ。 彼が 生涯 は、 基督 を 最大 君主と する 忠愛 心の 滿 潮に 引かれ 

て、 世界に 乘り 出で たり。 斯くて 旣往 のサゥ a は敝 衣の 如くに 跪ぎ 棄 てられたり。 浩蕩 たる 此の 波 

は、 バウ a を驅 りて、 新たなる 行路に 裔進 せしめ、 之 をして 片時 も 昔日の 思想に 立ち返る の 暇 無 か 

らしめ たり。 基督に 事へ、 其の 血に 贖 はれた る 人類に 事 へんと 欲する は、 實に其 の 生涯 を 統治す る 

の大 精神、 大勢 力に て ありき。 

其の 事業の 性質と 其の 處 せる 境遇と は、 バウ 口 をして、 愛と 云へ る 語 を 用 ひて 最も 適切なる を覺. 

ゆる 彼の 夫婦の 關係を 作る こと 能 は ざら しめたり。 彼 は 人類に 對 して 忠 厚 なる 友 たりし に 相違な 

し。 然れ ども 其の 心 を 友愦に 比せん より は。 むしろ 親の 愛に 比する こそ 善 けれ。 彼 は實に 博く 衆 を 

愛し、 親の情 を 以て 人類の ために 心と 力と を盡 せり。 滔々 たる 天下 罪悪に 滿 たされ、 魔 鬼の 力 世界 

に践 cs! する を 見て、 彼 は泣涕 悲嘆 慷慨して 之 を 救 はんがた めに。 吾が 基督に 離る、 も 敢て辭 する 所 

に 非す と 言 ひぬ。 彼 は 切に 人類の 罪 惡を憂 ひ、 深く 其の 悲境 を润れ みて、 之 を 救 ふに 一身 を 以て 犠 

牲 とせり。 多感 多恨なる 彼は迥 かに 羅 馬の 人に 幅 音を傳 へん こと を渴 望し、 絕ぇす 神に 祈りて、 其 

の 機 會を俟 てり。 ガ ラテャ 人の 迷. ひに 入り、 コ リント 人の 墮落 せんとす る を 聞知 T る 彼 は、 如何に 

苦心 憂慮せ しぞ。 必すゃ 腸を斷 つの 想 ひ ありし ならめ。 豚の 群に 落魄せ る 蕩子を 思 ふ 父の 心 門、 閭 

に 倚りて 子の 歸る を俟っ 慈母の 情 は、 人類の 爲にー 暦 切に バウ £1 の 胸中に 往来せ しに 非す や。 アジ 

ャも マセド 一 1 ャも、 ロウ マもァ テン スも 彼が に 抱る、 愛 兒に非 ざり しか。 妻な く、 また 殆んど 家 


なきの バウ 口 は 人の 慈 2^ たりし なり。 此の 慈母の かに 以て 人類 を 愛する の バウ 口 はよ く 熱 ire の 

人たり しだけ、 時として は 自ら 慈母の に 慰めら る、 の 必要 を 感ぜし ことならん。 孤立 獨 行の 念- 

屡 バウ 口 を 製 鞭して、 時に 嘆聲 を；^ ら さしむ る ことな からざる を 得ん や。 古來^^；^の悲、 此^に 處 

するょり^^しきものなし。 天下 を 救 ひ、 人類 を 安ん ぜんと 試みる もの 多く は 此の 冷やかなる 經驗に 

撞會 して 共の 鋭 H を！^ かれざる もの 稀れ なり。 人類に 對 して 慈母の 如き パゥ 11 は 世に 處 する 閒自ら 

もまた 慈母に ひし こと あ ひや。 余 W 其の 書翰 を讀 みて パゥ a のために 兩 個の 慈母 を 得たり。 共の 

第一 は羅馬書十六^^-十三節に主に選れしルボと共の母とに安きを問へ、 彼が 母は即 はち 我が 母な. 

り、 と兑 ゆる 即 はち 此れな り。 ルポと は 奴隸の 問に 行 はる、 通稱 なりと 其の 近著 羅馬書 註解に サン 

ディ 氏 は 言 はる。 彼が 地位の 卑 きまた 知るべき のみ。 其の 子 已に斯 の 如し。 之が 母た る もの、 地位. 

推して 知るべき に 非す や。 然れ ども 彼 は 神の 學 校に 於て 愛の 實學を 修めし もの、 能く 犬なる 使徒 パ 

ゥロ のために  一 ^の 慈母た るに 足れり。 ルポの 母 は 貧しき なかに 人の 手と 金銀と を 以て 建てざる 愛. 

の 家 を 構へ て、 疲れたる バウ a を迎 へたり。 バウ：！ は 此の 慈母の 荒 屋に寓 りて、 王侯の 第 宅に も 優 

れ りと 感ぜし ならん。 人生 意氣 慈愛に 感す。 たと ひ-一 ロウ は羅 馬の 帝 横 を 以て 之 を i お 迫 阻害す る. 

も、 匹；： ^ルポの 母 は 之に 對抗 する の 慰撫 獎勵 をパゥ II 其 人に 與 へし を 疑 はす。 

其の第ニは^^せて加拉太書四章ニ六節に在り。 然れど 上に 在る 所の H ルサ レム は、 s 主にして、 

是吾ら の 母な りと。 其の 慈母と 呼ばれし ルポの 母 も、 使徒、 バウ n も、 相 共に 天上の エルサレム 

バウ a が If 偶の 母  一 五三 


バウ 0 が兩 個の 母  1 五 四 

以て 一個の 母と 爲 すに 非 ざれば、 人生の 憂勞、 心 ある もの、 得て 忍ぶべき 所に 非ざる なり。 茫々 た. 

る 荒原、 是れ 吾人 處 世の 行路に 非す や。 其の 去 向 定かなら す、 た 無限の 沙漠の みならば 何 を 以て 

征 夫の 心 を 慰めん。 { 牛 乎と して、 水遠拔 けす、 と義の 顕彰す る 所なる エルサレム 、慈母 倚 間の 懷を以 

て 吾人 を迎 ふ。 此を 以て 男 氣日來 に 十倍して 主事 に 執 S す る こ と を 得る のみ。 バウ 口 が 疆天を 仰ぎ 

て、 此の M ルサ レムの イン ス ピ レ， -ショ ン に 慰撫 せられし 痕跡 は、 書翰の 巾に- 胺 々尊ぬ ベ きもの あ- 

り。  基督と 之 を 愛する ものの！： は バウ 口の 心に 取りて S も 明 白 なる 寳在 にて ありき。 彼が 怖み し は 

現在の 世界な り。 彼が 现 まさに 斯の 如くなる べしと 信じて si^ も n 然 的なる の 心地せ る 者 は、 獨り天 

上の, 一 ルサ レムに て ありき。 彼 は 行 客が 遠く 家 鄕の天 を 慕 ふ 如く、 時として 此の なる 都 城 を 待ち 

焦れし に 似たり。 彼 は奪戰 苦闘の 中に 天上の M ルサ レム 慈母の 如く 己 を迎へ つ 、ある を 記憶せ り。 

かの 永遠の 勝利 は 常に 其の 胸中に 凱歌 を 奏せし めたり。 神の 都は歡 喜に て充ち 溢る。 其の 歡び はパ 

ゥ 0 をして 天來の Jis 力に gj^ ましめ たり。 心なき もの は、 バウ 口の 死 を 以て 萬 事 休む とせん。 念の 

m より 之 を 見れば 、 彼が死は 慈母^？^^起し て 其 の 疲れた る 子を溫 かな る懷 に 抱き 取る に 外な らす Q 


耶穌と カナ ンの婦 

(馬 太 傅 一 五の 二 ー丄 一八) 

之より 先 耶穌、 舉 者辈、 パリ サイ 徒と 論爭 して 其の 熱度 非常に 高くな りし かば、 暫く 危を 避けて 

湖 邊の地 を 去り、 遠く ッ 口、 シ ドンの 境に 入りぬ。 所 スリャ • ピシ 一一 ャと 名：！：： けられし 地方な り。. 

まなむすめ 

ッ 口の 市に 程遠から ぬ逯 りに 至りし 頃、 一人の 婦 出で 來れ り。 彼が 愛女惡 鬼に 憑かる &てふ 恐ろ 

しき 災厄に 權 りて、 苦悶 港 だしく、 親 は 之が ために 悲嘆 遣る 方 を 知ら ざり き。 $心 る 場合に 最と 喜ば 

とリ さな 

しき 報知 は 聞え たり。 ユダヤの 大 一.m 言 者耶穌 こそ 來 りに けれとの 風評 其 透に 響き わたりぬ。 かねて 

耶穌の 聲名は ユダヤ 全國 また 遍く 四方に 高く 揚げられし (ff は) こと 故、 其の 異 能と 仁愛と は 此の 憫 

むべき 力 ナンの 婦 をして、 暗中 かすかに 一道の た を發兑 せしめたり。 彼 は 此の ^f; に 遇 ふこと だに 叶 

は 、 せ チ ともに 助けら るべ しとの 確き：！ を 抱け り。 

一 J た W 

然るに 此に 一 つ 不便なる 事情 あり。 元 來耶穌 今回の 旅行 は 成るべく 秘密に なすの 計 戴な りし を以 

て、 凡そ 世 問の 耳目 を 驚かすべき 事 何 はも 成されざる 都合な りき。 馬 可 傳{};|) に耶穌 …… 家に 入 

りて、 人に 知られ ざらん と を 願へ りと ある 如し。 其の 所在 を 秘め 置かれし 现. S は、 一た び 主 來れり 
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と 聞え なば 貧者，：： g 人 群れ 紫 ひて、 其の 救 ひ を 求むべき こと 必定な り。 彼らの 望に 應 せられ もせば、 

左らぬ だに 之をサ マリヤ 人と， 篤り (Jlg)、 稅吏 罪人の 友よ と 誹り (3 トー) し、 ユダヤ人の 耶穌を 情 

む 氣蹈愈 烈しく、 此れ まさしく イスラ H ル のおに 反き て、 汚れた る 異邦人に 與 する ものな りと 言 ひ 

觸ら さん こと 鏡に 懸けて 見る 如し。 

如何なる 多事の 中 にても 靜思 熟慮す る耶穌 は、 斯の 如き 場合に 際して、 取るべき 方針 は、 成る ベ 

く、 身を隱 くす に 在りと 爲せ しなり。 此の 閉靜 無事の 時 を 利用して、 子と、 もに 團欒 の樂み を專. 

ら にし、 しづかに 相， 認 りて 其 の 靈性を 開拓 指 する も 亦 可なら す や。 

然れ ども 耶穌 はおく 隱る& こと 能 は ざり き。 顿てカ ナンの 婦は 此の 機 失 ふ 可ら すと して 來れ り。 

彼 は 熱心なる 望 を 抱きて、 助け を 呼び 求めたり。 豈に思 ひき や、 其の 所望の 容易く 容 れられ ざらん 

と は。 彼 は 痛く 其の 信仰 を 試みられたり。 た に 彼のみ ならす、 救 主 もまた 苦心 一 方なら ざる：^ 仰 

の戰ひ を經驗 せられた るな り。 

耶穌の 苦心 は 信仰に 依り、 神に 從 順な らんと 欲する より 來る。 主 は 實に祌 の 子たり といへ ども、 

其の 苦しみし 事 どもに. 5 りて、 從 順を舉 びぬ。 斯くて 全くな りて、 彼 は 己が 意を縱 にして 何事 を も. 

爲 せし 事な し。 一 に 天父の 示す 所に 從 ひぬ。 故に 爲す ところ 悉く 父の 悅 ばざる ものな かりき。 共の 

爲す も爲さ る もみな 從順 なり。 共の 同情 切に、 人を憫 むこと 深く 如何にもして 之 を 救 はんと 思 ふ 

に當 り、 然 かなす £ 神の 聖旨に 非る に. H り、 己れ の 感情 を犧牲 にし、 爲に 心の 苦悶^だ しきもの あ 


ろ を 免 かれ ざり しならん。 然れば今カナ ンの^！來りて切に願ひ求むるに常り。 救 ひ 主 _ の 心 は 之に 應 

じて、 た，.^^ 背く のみに て ありし ならん。 然れ ども 如何に せん ；大 父 は 未だ 共の 求めに 應 すべき it を 

パ 小さ-. -ろ なり。 彼 は 何物 も已が 意の ま- -に行 ふこと を 好ます。 故に 力 ナンの 婦 如何に 呼び 求む る 

も、 北ハの Iw-S:- の 励く 所に 從 つて 之に 應ぜ す、 斷乎 として 之 を：^ 絶 せんする の 勢 ひに 兑 えた ひ。 

ことに 常時 耶穌の 天職 は 主として イエ ス ラエル の W を敎 うるに 在り。 力 ナン のおの 如き、 共の 範 

Hi の 外に 嵐す る もの 故、 特に 父の 聖盧 如何ん と 謹み 待つ の 必要 ありき。 我 はた、 ^ イスラエルの 迷へ 

る 羊の ために 遣 はされ しのみ と、 《甘って 子等に 吿 げし 一 肯は 明かに 共の 在世中 M 奉すべき 大體の 

方針な り。 此れ 天父の 聖盧 なり。 故に 彼 は 常に 此の 標準 を 守りぬ。 救 ひ は先づ ユダヤ人に 臨み 而し 

て のちに 異邦人 に 及 ぶが 祌の 定められし 順序に て ありき。 

主 は 今日の 或る 有志 家の 如く、 漫然 手を廣 ぐる こと をせ す。 新たなる 事業 は 其の 慕 ひ 求む る 所に 

非す。 彼 は 天職の 界 域に 身と 力と を 限り、 專心 一意 全く 其の ことに 盡カ せり。 是の 故に 眷 つて 其の 

^^^子に示して曰く、 與 邦人の 路に往 く 勿れ、 叉サ マリヤ 人の 〔3 に 入ろ 勿れと。 就縛の 時 近き し頃グ 

リ シ ャ人來 りて 謁を 求む るに 當 りても 十分に 胸 脇を盡 さす、 前^^ーをs-^flみて、 非常に. 喜ばれし のみな 

る も 之が ためなり。 主 は 痛切なる 苦心 を 忍びつ \、 力 ナンの 婦に對 して、 平素の 主義 を 決行せられ 

たり。 共の 進 舉 堂々 として 剛毅 厳正、 少しも 柔弱の 弊な し。 天父の 意志、 即 はち 最も 高尙 なる 

愛の 趣意に 從ふ は、 愛の 最も 至れる 者に 非す や。 た e 漫然 人情に 驅 られ、 f!g 弱行に して 宋襄の 仁 
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を 行 ふは^な り。 如何につ らくと も、 叉 如何に 心苦しき 事情 ありと も、 た ピ祌に 忠義な らん を 重ん 

じ、 儼 正にして 能く 已れ に克 ち、 謹愼 謙遜に して 能く 上帝の i^. 意 を 奉戴して、 愛の 大济ー を 行 ふ は、 

我らの $e に心懸 くべき ところと す。 今や 基督 敎徒餘 りに 神經！ になり、 共の まさに 現今に 於て 天職 

と認 むべき 界域を 漫然 踏み 越して、 事業の 新を兢 ひ、 彼に も 力 を 割き、 是 にも 乎 を 延ばし、 徒らに 

奔命に IC 力る」 を も 顧みす、 以て s ら精祌 家と 稱し、 一代の 改革 家 を 以て 任す。 我らの、 王 は 決して 斯 

る 方針 を 示さ^り しなり。 耶稣の 退出 處は 凡ての 車に 付きて、 吾人の 校範に 非す や。 

力 ナン の婦は 猛烈なる 信仰 を 以て 詰め寄せ たり。 耶穌 また 克已 謙遜して 天職の 域 を 重ん すろ の 

信仰 を 以て 之に 應す。 是れ il;;^ 仰より 生す るの 戰ひ まことに 我らの 脇を斷 つものに 非す や。 憐れむ ベ 

S と 

し、 力 ナンの ^1 はついに 戰ひ ft けて、 失望 を 極めん とすろ か。 祌は此のニ人の：！；^仰をして共に最も 

榮ぁ る 勝利 を缝せ しめたり。 乞 ふ in らくの 間 その 顚末 を說 かしめ よ。 

力 ナンの；^ は 、王に 向 ひて 叫び 呼 はり ぬ。 彼 は 感極まり 、 情熱し て 、 言 ふ 所 悉く 至誠より 發す。 曰 

く 主よ、 ダビデの 子、 我 を 偶み たまへ、 吾が 女： ^ だしく 惡 鬼に 困 しめらる と。 彼 は 身 を 謙りて、 救 

主の 偶み に訴 へしの み。 ^^して權利がましき主張を爲さ^^るなり。 斯の 如き 求に は、 殆んど 何もの 

も 抵抗す ベ か らざ る の 勢 ひ あり と 謂 は ざ る 可ら す。 

然れ ども 耶穌 はた 沈默を 以て 之に 應 じたる のみ。 力 ナンの^ は アサ フと. 1 もに、 神よ 默 止した 

も Q い  しづ ま 

まふな かれ、 祌ょ 一一 一 M はで 寂り たま ふ 勿れ (ft 一一 一) と 嘆息 を洩 せる にゃあらん。 遮莫 耶穌. の 心-の 屮は決 


して 沈默を 守りし に 非す。 人^の 悲慘に 感じ、 Hi: 情の 懐 ひ 切に して、 無言の M に 在天の 父に 祈られ 

しならん。 主の 門人 等 は、 此沈默 を 以て 拒絶な りと 现< ^；: せり。 然れ ども 力 ナン の^が 嘆き 求む るの 

五月 蠅き にも W 却せ り。 彼ら は 其の 事情 を氣の 毒に 思 ふよりも、 寧ろ 此の 路 次の 邪魔 を拂 はんと 砍 

する の 念 堪えす や あり けん、 主よ 先づ 彼が 願 ひ を容れ て、 之 を 追 ひ 遣る に 如かす とや ：！ ひ 出で たり。 

とても 彼ら は 耶穌の 志 を 知る こと 能 は ざり き。 斯る輕 薄なる 心 術に て、 唯 我意 を 逞しう せる 现. H 

を M 出し たれば とて、 之 を 以て 主の 意 を 動さん と 欲する は 愚な り。 斯の 如き 野卑なる 動機 は 耶穌の 

胸屮に 全く 無能力な り。 耶穌 答へ て 曰く、 我 はた イスラ H ルの 家の 失 はれた る 羊に 遣され たり 

と。 北 (.2 意 蓋し 愛 は 濫りに 私 川すべき ものに 非す。 天意 を愼 み、 大道 を踐 みて、 之 を 施 こさ るべ 

からす、 我 力 ナンの 婦を澗 むこと 切なり、 然れ ども 異 能を顯 はして、 之 を 救 ふが 如き は、 輕々 しく 

斷 行すべき ことに 非るな りと 言 ひし ものな らん。 之 を 門弟 等の 言に 比すれ ぱ、 心事 高潔に して、 進 

退の 正大なる、 實に 天地の 相逮 ありと 謂 ふべ し。 世人 動もすれば、 一時の 感情に 激し、 一刻も早く 

己れ の 不快なる 感覺を 免 かれんと E 心 ふより、 人 を 救 ひ、 HI:: を賑 すの 事 戴を爲 す。 然れ ども 愛 は 絕對， 

的に 神に 從ふを 以て、 北 ハの 基礎と すべし。 此の 從 順の 心なき 愛 は、 純潔なる を 期す ベから す。 我意 

に恶 きて 濫に 施さる、 愛 は、 其の 價値 るに 足る ものな し。 神の 命に 從ひ、 其の 聖 3 ョを 奉じて、 其 

以 てす るの 愛 こそ 货 とけれ。 

耶穌の 一 肯に 門弟 等 は、 己が 心窜の 野卑な りし を覺 り、 銀 然として 深く 愧ぢ、 愛の 大道 厳かなる 
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に 驚きし ならん。 之と 同時に 彼ら は 天職の 重大なる を 知り 事業の 輕々 しく 着手すべからざる を 悟 

り、 己が 本分と 認 むる 所に は ふ 一 意 全力 を 之に 獻 ぐべき 苦なる を會 得せし ならん。 

師弟の 問答 は 力 ナンの 婦に 聞え しもの か、 彼 は尙ほ 望み を繁 ぎ、 明白なる 拒絶に 接せざる かぎ 

り、 何 所まで もと 決心せ る もの \ 如し。 事 難 かしき は 少しも 其の 氣カを 挫 かざりし と In- え、 其の 志 

愈 堅くな りぬ。 彼 は 更に 耶穌に 近く 來り、 其の 足下に ひれ 伏したり。 其の 言 ふ 所 前よりも 約 かにし 

て、 たビ、 主よ、 我 を 助けた まへ と 呼 はりし のみ。 其の 思 ひ 長く して、 其の 語 短 かからざる を 得 ざ 

りき。 斯くて 力 ナンの 女 は 信仰の 奮 戰を績 けたり。 主の 之に 應 すると ころ 如何ん。 口 く 

兒 等の パン を 取りて、 之 を 家 犬に 投げ 與 ふる は 宜しから すと。 一語 德 として 秋霜の 如し。 然れど 

も 力 ナンの 婦の 如き 信念 厚き 心 を 以て、 之 を W 、聽 するとき は、 北ハ のうちに も 之 を 慰撫す るの 意露然 

掬すべく、 共の 心 志 を啓發 し、 諄々 として 之を敎 育す る もの 至れり と 謂 はざる ベから す、 . 

異邦人 を 犬に 喩 ふる は、 ユダヤ人の 套 語に 依る のみ。 救 ひ は ユダヤ人より 出で 終に 異邦人に ま 

で 及ぶべし。 パゥ n の說 きし 如く、 神の 子た る こと 又榮 光、 盟約、 法律 を 立てられ しさ、 祭 俵 約束 は 

みな イスラ H ル 人に 露せ り (fi 九 )o 子供の パン を 奪り て、 家 犬に 投げ 與ふ 可ら すの 一語 は、 力 ナン 

つら 

の婦に 酷き 打 if を 加へ しなり。 然れ ども 熟 之を考 ふれば、 基督 は 大體の 上より 斯く實 ひしの み。 必 

すし も 此の 標準に 依りて 力 ナンの 婦を 待遇す べしと は 言 はれす。 耶穌は 先づ兒 女に 飽かしむ べしと 

言へ り (fl1s>。 此の先 づてふ 語 は 力 ナン の^！も漸く主の恩に與かるに至るべきを示せるに非すゃ。 


故に 是 より 先き、 耶穌 人に 告げて 曰く 我汝ら に吿ぐ 多くの 人々 東より 西より 來 りて、 アブラハム、 

イサク、 ヤコ ブと i もに 天國に 坐し、 國の 諸子 外の 幽暗に 逐ひ出 だされ、 北ハ虚 にて 哀しみ、 切齒す 

る こと あらんと。 左れば 先づの 一 語 は 力 ナンの 婦が ために 宛ら 暗夜に 燈太を 33- 出せる に 等しく 感ぜ 

られ しなら め。 殊に 此に用 ゐられ し は、 主人の 愛 を 辱け なう する 家 犬と 云ふ義 にて、 何となく 一種 

の 慰め を 力 ナンの 婦に與 へし fj ならん。 且つ 主が 斯る語 を 用ら れし は、 力 ナンの！^ が 如何なる 信仰 

を 有する ゃを顯 さしめ、 加 ふるに 尙ほ 其の 精神 を 輿 奮せ しめんとの 心底な り。 彼 をして 眞實の 信仰 

を 有せし めんか。 是れ 己で に 天父に 屬 する ものにして、 紛れ もな く アブラハムの 子孫たり。 然 ば：！： 

ぞ 異邦人な りと て 之 を 排斥す るの 理 あらん や。 故に 耶穌は 此の 婦の llTE 仰 を 試み、 其の 品質 を 明かに 

する を 必要と認められき。 

希伯來 書に 口 く、 義人 は 信仰に 由り て 生くべし。 若し 退かす ば、 我が 鎮魂 之を菩 びと すべし。 我 

れど 我ら は 退きて 沈淪に 及ぶべき ものに 非す、 信じて 靈 魂の 救 ひ を 得べき ものな りと。 力 ナンの 婦 

の 如き 實に 此の 言に 適へ りと 謂 はざる ベから す。 彼 は 耶穌の 儼然たる 語に 對 して、. 實 にも 然り。 主 

よ、 然れ ども 犬 も 其の 主人の 食卓より 落つ るパ ン の 暦 を 食 ふなり と 答 へ たり。 其の 信仰 斯く の 如 

し、 主 は 斷然意 を 決して 其の 乞 ふ 所に 隨ふ 事と せり。 蓋し 天父の 引く に 非 ざれば、 何人も 耶 穌に來 

る 者な し (fg§) ぺ テ 口 が カイ ザリャ • ピリ ピ に 於て 基督の 眞性 を識認 せし 時 も、 主 は 此れ 血肉の 

示せし に 非す と 言 ひき。 天父の 與 ふるもの みな 耶 穌に來 る。 來る もの は耶穌 決して 之を棄 てざる な 
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り (ffK)。 然 らば 力 ナンの 婦は、 天父に 引かれて、 耶穌に 来りし ものに 非す や、 此に 於て 彼が 請 ふ 

ま >1 に 之 を 救 ふ は、 まさしく 神の 聖旨なる こと 明白と なりたる なり。 

彼が 信仰 は眞實 の 謙遜と 相伴へ り。 己れ の價 値な きを 認めて たぐ 神の 恩に 身 を 1 任す る、 此れ 謙 

遜の 至りに して、 其の 間に 少しも 權 利が ましき 意 を 挿ます、 1 點も 自己の 功 德に顿 むこと なし。 基 

督敎は 恩寵の 福音な り。 功德 工夫の 福 昔に 非す。 彼の 蕩子 父に 歸 へりて、 父よ 我 天 と汝 のまへ に 罪 

を 獲たり。 我汝の 子と 稱 へらる るに 足らす。 た ビ汝の 僕の 一人の 如くな した まへ と 一一 一 n ひし は、 即ち 

神に 受け 容れら るる 信仰の 代表者な り。 力 ナン の婦は 立派に 此の 信仰 を顯 せし ものに 非す や。 

彼は斯 くの 如く 驚かる \ 程に 謙遜な りしと 同時に、 其の 精祌も 信仰と.^ もに 昂騰し、 氣カ 甚だ 活 

澄に なりて、 進退の 敏捷なる 感嘆す るの 外な し。 主よ 然り、 然れ ども 犬 も 食卓よ. = 落 つる パン を 食 

ふと。 其の 謙遜 處 女の 如く、 其の 智慧 脫 兎の 如しと 謂 はざる ベから す。 其 信仰 は 山を拔 くに 足る ベ 

く、 其の 祈りに は祌も 敵す る こと 能 はざる べし。 耶穌 曰く 女よ、 汝の 信仰 は大 なり。 汝が 望む 如く 

ならん と。 ぁ&カ ナンの 婦は、 昔し 神と 力 を 比べて 勝ち を 得た るより、 其の 名 を イスラエルと： 史め 

し ヤコ ブと好 一 對に 非す や。 


第二 十三 篇の詩 

亞刺比 亞の國 土た る や、 屹々たる巌山削れるが如くt^ん、 嗽- S 漠々 として 熱砂 海 を 成し、 其 間 深 

,„> ^つ 地 其 Jagt 截, ー點裰 して、 所々 に淸 泉の 咽び 流る る あり。 香氣 馥郁たる バル サムの 樹 叢れ 

り、 棗、 乳香の 諸樹、 綠翠 滴らん とす。 徑路 縦横、 乍ち に 通じ、 乍ち にして 塞がる。 SJ:^ 束 なげなる 

足跡 を迪り 行けば、 或は 砂 中に 之 を 見失 ひ、 或は 荆 棘の 爲に横 絶 せらる る を る。 其 谷間に 至れ 

ば、 塞 尙ほ晤 く、 時として は 猛獸此 に 潜伏して 好餌 を 待つ。 断る 懷价 なる 境域に あって、 花 弱なる 

群羊よ く 己が 生命 を 全うし、 安らかに 綠草を 食 ひ、 淸 水を飮 むと を 得る は、 之 を 愛する 善牧 おあれ 

ば/, < り。 照 知の 羊 喊原を 徘徊して 疲勞 困備. ^し、 體 飢え 咽渴 ける とき、 牧者 は 之 を 綠の野 に^させ、 

息 ひの Mi に 伴 ひ 行く。 徑路 岐れて 東西 を辨ぜ す、 己が 家路 を すら 知らざる 羊、 牧者に 導かれて 正 

しき 路を步 む。 巖影 暗く 樹蔭蔚 蒼と して 猛 待つ ある も、 能く 之 をして 安然なら しむる もの は 唯 善 

き牧ガ ある を 以ての み。 

人生 叉亞剌 比亞の 野の 如くなら す や。 世 路峰嶸 として 前 程 賜 尺 を辨ぜ す、 乍ち 通じて 乍ち 塞がり 

時として 猛獸の 如き 危險 暗中に 我 を 待つ。 無知 荏 弱に して 羊の 如き 我^、 眞に 茫然と して 爲す所 を 
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さい は ひ 

知ら ざらん とす。 然れ ども M ホバに 依り 頼む もの は 福な り。 詩人 即ち 歌って は E  く  *  N ホバは 我が 

い- 1  ；^ぎな 

牧者な り。 われ 乏しき こと あら じ、 M ホパは 我 を綠の 野に 臥させ、 息 ひの 水濱に 導き 給 ふ。 エホバ 

は 我が 靈 魂を活 きかへ らしめ、 聖 名の 故 を 以て 我を正 しき 路に 導き 給 ふ。 たと ひ 我れ 死の 蔭の 谷 を 

わざに ひ  し. つと 

步む とも 禍害 を 恐れ じ。 汝 われと 共に 在せば なり。 汝の笞 汝の杖 我 を 慰む、 と。 ■: 史に 歌ひ鑌 けて： n 

%  . .  かう ベ あぶら  さか ts 

く、 汝 わが 仇の 前に 我がた めに 筵 を 設け、 我が 首に 膏を 注ぎ 給 ふ。 我が 酒杯 は 溢る るな り。 我が 世 

め ひ； S  と- 1 し！. -へ 

にあらん 限り は必す 恩寵と 憐润と 我に そひ來 らん。 我 は 永遠に H ホ バの宫 にす まん、 と〕 此に 至つ 

て 語意 一 轉、 或は 人 をして 後人の 添加に あらざる か を 疑 はしむ。 然れ ども 全篇の 意 は 一 貫して 其 間 

少しの 賠裂を 見す。 

復謦は 未だ 進歩 發 達せざる 社 會に 於て、 其 制裁たり 道德 たる ものな り。 君 父の 仇 は 俱に天 を 戴か 

すと し。 草 を 分けても 搜 索して 怨み を 報ぜん とする は、 我國 十；： 代の 習慣な りしなら す や。 身に 漆し 

て癩 となり、 炭を吞 んで啞 となるな ど、 仇 を 報ぜん と心懸 くる 忠臣 孝子の 苦心 經營は 如何に 甚 しか 

りし ぞ。. されば 人 を 殺して 現場 を遁る も、 己 を 付け狙 ふ もの あ る を 知れる ものの 心中 如何な りけ 

ん。 彼 は實に 憂懼；！：々 暫く も 枕 を 高く して 睡る能 はざる なり。 亞刺 比亞に 於ても 復響は 一 個の 道德 

にして、 其 一家 親戚のう ちに 他人に 殺さる る もの あらんに は、 必らす 共 仇 を 報 はで 措く 能 は ざり し 

なり。 

我國 封建の 時代 虚無僧なる もの あり。 たと ひ a- 惡 なる 罪人たり とも、 一た び 彼等の 山門に 遁れ入 


る あらば、 ； y す 之 を 救 はざる ベから すと し、 時として 政府の 命令に も頌 として 抵抗す るに 至れり。 

亞 刺比亞 のお 惯、 人 を 殺し， 追跡 せられて 天幕に 來り投 する 者 あるとき は、 窮鳥 懷に 入る 獵夫も 之 

を 捕へ す 底の 俠氣を 以て、 一日 二 夜の Si は已が 身命 を 賭しても 之 を 止め、 洒を 供し 肉を備 へ、 祌の 

せつ  むし l-J 

^客と 名：^ けて 之を歡 待せ り。 敵 人 if し 至る も 幕內に 在る の 彼 は旣に 安全な り。 仇の 前に も 莛を設 

け、 竹に 齊 を 注ぎ、 其 は 溢る るな り。 

人 は 過去の ために 责 めら る。 宛ら 敵に 狙 はれた る 殺人犯の 如く、 罪 念 は 塗抹すべからざる： や：： 點を 

印して、 ^に 胸中に 往来す。 此の 苦痛 煩悶より 遁れら るる は 唯 神の 救 ひ あるの み。 祌の もとに 投す 

れば罪 念 も 至る 能 はす。 神 は 安全に 我等 を 助け 慰め 給 ふなり。 此詩思 ふに ダビデが 自 已の經 14 より 

出で しもの ならん。 議論に 非す、 推理に 非す、 實際 己が 羊を牧 ふに 當り、 如何ば かり 溫 かなる 愛情 

と、 周到なる 注意と を 以てせし か を 思 ひ、 之に 引き 比べて、 祌 こそ 實 にわが 牧者 なれと、 結 叫した 

る なれ。 

ブ ラウ ユングの 『サ ウル』 (詩の 題目) に 、ダ ビ デ 其 事 ふる サ ウル 王の ために、 忠 誡を盡 したる 末、 

深く 感激して 曰く 『我 はわが 愛する ものの ために せんじて 苦しみ を 忍ぶ に 非す や。 ああ 神よ、 雨 も 

亦然 かならん。 實に 雨は然 かなるべし』。 是 能く 第二. 1- 三篇の 詩に 適へ る ものな り、 目 を 造りし 者 

如何で 兒る こと を は ざらん や。 耳を植 ゑし 者 如何で 聞く こと を 得 ざらん や。， 世の 父 すら 其 兒卵を 求 

むる に 蠍を與 へす。 まして 靈 魂の 大 牧者た る 神 は、 最も 完全なる 慈愛の 心 を 以て、 我 を 育み 養 ひ 給 
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ふとの 信念 油然と して 胸中に 溢れ出 づ べし。 實に其 杖、 其 笞我を 慰む。 

m く  M ホバは 我が 牧者な り。 彼 は 漠然たる 意味の 牧者に 非す 我が 牧者な り。 神に 對 して 汝と言 ふ 

は 之 を 父な りと 信す る 基^ 敎 徒の 肺肝より 出づる 自然の 稱 呼なら す や。 羊 は 自ら 知ら ざれ ども 荒 

漠 たる 喊 野に も、 此 牧者の 誘導に 由って 乏しき ことな かるべく、 疲れて 息も絕 えくなる とき、 我 

を綠 草の 上、 淸 泉の 汀に 伴 ひて、 我が 靈魂 を活 きかへ らしむ。 路は 岐れて 自ら 東西 を 知る 能 は ざれ 

ども M ホバ は聖 名の ゆ ゑ を 以て 我 を 正しき に 導き 給 ふ。 親しき もの を も 離れ、 唯 一 人 暗 濃た る 死 

の H』 の 谷を迎 ると も、 我 は 決して 怖れざる べし。 何と なれば 神 我と 俱に 在せば なり。 其 日 を 善き 者 

にも 悪しき 者に も 照らし、 其の 雨 を 正しき ものに も 正しから ざる ものに も 降らし 給 ふの 神に しあ， L 

ば、 罪人の 首なる 我 を も 棄て給 はざる べし。 

アラビアの 喊 野に 危難 を 救 はるる 所謂 神の 賓客 は 唯 一 日 一 一夜 其の 生命 を 保護 せらる るの み。 然れ 

ども 我等 は 全く 過去と 相斷 ちて 新しき 別天地なる 神の 宮に 居る を 得ん。 何者か 此 愛よ. C. 我等 を 離し 

得る もの あらん や。 敵の 前に も 我がた めに 盛 筵 を 張り、 我が 首に 膏を 注ぎ、 我が 1^ は 溢れに 溢る。 

罪惡の 苦痛 も此に 到る 能 はす。 世に 在らん 限り は 恩惠と 憐憫と 我に 添 ひ 来らん。 ああ 我 は 永遠に H 

ホ バの宮 に 住まん かな。 

(I 八 九 七 年 五 nr) 


基督 敎の 家と 國  . 

『其の 兄弟と 母と 來リて 外に 立ち、 人 を 遣 はして 耶穌を 呼ばし む。 多くの 人々 耶穌を 環リて 坐した リし 

が、 彼に 首 ひける は、 ょ爾の 母と 兄弟 戶 外に 在て 爾を尋 ぬ。 耶穌 答へ て 言 ひける は、 わが 母 わが 兄弟 は 

誰ぞ や。 斯くて 側に 坐す る 人々 を視ま はして 言 ひける は、 わが 母 わが 兄弟 を a- よ。 夫れ 神の 旨に 從ふ者 は 

是れ わが 兄弟、 わが： t 妹、 わが 母な リ』。 (馬 可傳 三の 三 一— 三 il) 

此に 記す る 所 は、 基督が、 兄„ ？ ij- 姉妹なる 眞の 意義 は 唯肉體 上の 結合、 血統 上の 副 體を言 ふに 非す 

して、 に： 同 1S{ に廣く 更に 遠く 及べる を 示し 給へ る ものと 謂 ふべ し。 世に 家 ほど 美 はしき 副體 ある 

ベ からす。 試みに 耶脉の 家庭 を 想 へ 、山.ー^1く水淸きナ ザ レ の 里 に 在りて、 おの 父母 同 胞は 何れも 品性 

の醇淸^^"良なる人なり。 一家 偕に 勞し、 自己の 汗 を 以て 自己の 口 を 糊す。 我 邦の 社會に 於ても、 勞 

力 者 は 共に 一家に 起臥し、 共に 一車の 食 を 食 ひ、 一 稱格刖 の 交情 を 以て 互に 相 親み、 血肉 以外、 或 

は 親分 兄： と 呼ぶ もの あるに 至る。 

00 は n ら資 に勞カ 者に して 斯 かる 家庭の 間に 成育せ り。 キ： が 三十 歳に 及んで 初めて 傅 道に 從事 

せし も、 H 、原因 は數多 あらんが、 父 早く して、 其 母と 幼き 同胞と を 養 はざる を 得す、 § ^かに 時の 

熟する を 待ちし こと その 主要なる 一 つなるべし。 進んで 漸く 救世の 大業 を 始めん とする 時、 カナに 
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於け る 親 减の姘 筵に 招かれ、 席上 酒竭 きて 一族の 不面目と ならん とす。 母 即ち 竊 かに 邪穌に 告げて 

處 すべき 方法 を 謀る。 更に 程經て 後、 耶穌を 敵視し 憎悪す る 者、 麕集 し來 つて i 馬詈 讒誣 を 一 ふし、 

彼 を 嫂 せんこと を 努めし とき、 其 母と 兄弟 等 尋ね 來 つて 之 を 救 ひ 出さん とせり。 前に 舉 げたる 馬 

可コ；^>vの記事即ち是なり。 十字架の 上、 將 に息絕 えんと する 睹、 ：H 、慈母と 愛する 弟子と を 頼みて、 

汝の母 を 見よ 汝の子 を 見よ と 言へ り。 凡て 是等 福音書の 上に 顯れ たる 所の み を 以てする も、 耶穌の 

家庭の 如何ば かり 心溫 か に 情 濃 かな りし か を 知る に 足 る。 

吾人 ゥォ ル ズゥォ ル スが其 妹の 扶助 慰藉に. E つて、 幸 一 i なる 思想と 生 5^ のと を 得た る を 思 ひ、 チヤ 

1 ルス， ラム が 其 姉 を 介抱 誘 せる の 至れる を 見、 ウエス レ ー 兄弟が 協心 同 力、 共に ff! に 壶瘁せ 

るな どの こと を 見て は 坐ろ に 感淚の 下る を覺 ゆるな り。 或は 又ャ コ ブとョ ハ ネ が相携 へて 茶 督に就 

き、 共に 之に 師事し 、イスラエルの：， H 位に 座 せんとき、 一人 は その 右に、 一人 は その 左に 侍する を 

得させよ と 懇願 せし が 如き、 假令其 信念 は尙 極め て 陋劣な り しと 雖、 又以 て 其 愛情の 如何ば かり 深き 

を 感ぜ すん ば あらす。 耶穌の 弟子 多く は是れ 互に 族 戚故舊 たる 者な り。 兄弟 相 率ゐ、 知己 相伴 ひ、 

一 侗の主 を 仰いで 生死 榮辱を 共に せんと 志す、 豈に又 人間の 美事なら す や。 柔順、 謙擴、 忍耐 等の 

美德、 慈悲、 同情、 樣牲 等の 精神 は、 悉く 家庭の 內に 胚胎す。 尙ほ 幼き 小兒 を學 校に 失 E 宿せし むる 

の 害 は 旣に敎 育 家の 認 むる 所な り。 一 塾 一室の 內、 firi に 城府 を 築き、 相 隔て 相 疑 ひて 共に 許す の 念 

なければ なり。 孤 兒院の 如き 亦 大いに 然り。 彼等 は 眞實の 父子 问胞の 如くなる 能 はす、 何れも 個人 


的に して、 猜； 心に、 拗ね：^ れる者 多ければ なり。 孤兒院 設立の 如き、 此點 より 考 ふれば 乂ぉ、 可 

否 に 惑 はざる を 得す。 之 を 以て 見る も、 家庭の 如何ば かり 純潔 淸 美なる ものな ろか を 知るべし。 

然れ ども 此 兄； 姉妹て ふ關 係が、 單に 血統 上の 間柄に のみ 止まる ものな らんに は、 そ は 又 實に味 

ひな き^と 謂 はざる を 得す。 母と 兄弟の 尋ね 來れる を ほて、 耶穌はゎが母ゎが兄^^-は誰ぞゃ、 夫れ 

神の 3：： に 從ふ者 は、 是れ わが 兄弟、 わが 姉：^、 わが 母な りと；  一一 一！： ひ 給へ り。 此！ 以て 兄弟 姉妹て ふ も 

のの 意義 を發 採せ る ものと 謂 ふべ し。 

法舉博士徳積八^^氏近日書を著し題して 『愛國 心』 と 云 ふ。 要に m く、 日本 は 祖先 敎を 以て 闽體 

及び 近 德の共 h 礎と す。 曰 本 國民は 等しく 同祖 を 戴けり。 之 を 崇敬 拜事 する 即ち 國 民の 大義な り。 國 

ぉ旣に 同祖な り。 故に 日本 民族の 團體は 血統 團體 なり。 血統 團體は 其 同祖 を 敬愛す るに. S りて 秩 

序 を 維持す。 祖先 崇拜は 血統 團體を 構成す るの 原因た ると 同時に、 血統 國體の 存繽は 祖先 崇拜 の大 

義を？ 本！： にし、 之 を 維持す るの 成果 あり。 兩者 相俟って 消長す 云々 と。 曰 本 民族 は 菜して 同祖なる 

や。 其 血統 は純粹 なるや。 叉 宗敎學 上に 於け る 祖先 敎の 地位 は 如何。 是等 は徳積 氏の 書 を瞎慣 する 

に 於て 大 いなる 疑問な り。 書中 又！ すて ふ 文字 甚だ 多し。 父母 拜 すべし。 一家の 先祖 拜 すべし。 况 

んゃ 一 お 族の 同祖 を や 等の 語是 なり。 抑々 lit すと は 如何なる 意義 ぞゃ。 是等も 亦 疑問と せざる を 得 

す。 斯の 如く 書中 難すべき の體、 疑 はしき 所 多 けれど、 吾人 は 暫く 之 を 論ぜざる べし。 唯 吾.^ は此 

の 種の 書 世に出で し を 喜ぶ ものな り。 何と なれば 其 中に 溢る る 所 は、 宗 敎を渴 望す るの 熟誡 なれば 
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なり。 曰く、 人 は 信仰に 依りて 動作す、 肉 體は亡 ぶれ ども 亡びす。 幽界に 在って 其 子孫 を 保護 佑助 

する 祖先の. M 靈 を崇拜 し、 神 を 敬す る 是れ國 の 本な り。 曰く、 道 德は專 ら宗敎 に依賴 して 共和の 要 

件た る 博愛 を敎 ゆ。 而 して 祖先 敎は實 に 此の 敎義の 源. c 水な りと。 是れ人 ii 以上、 目 以て 兑る ベから 

ざる 至 一 ：2 至 gl- の もの ありて、 之に^ 事信顿 する に 非 ざれば、 身 修まらす 國 立たざる を顯す ものに 非 

すして 何ぞ や。 

ゲ ー テの 詩の 中に、 ナボレ オン 全歐を 蹂躪して、 獨 逸の 國 風も爲 めに 壞滅 せられん とする 時、 へ 

ル マ ンとド 口 テアなる 靑年 男女 相 結婚し、 家庭 を 作って 其內 より 愛 國心を 發生滿 養 せんとす る譚ぁ 

り。 家庭の 愛 は國を 愛する の 愛と なる を 要す。 さもな くば 是れ ま那 人の 愛な り。 楠公樱 井の 驛の故 

車 は 二つの 愛の 結合せ るに. H つて、 千 の 下人 をして 感動せ しむる の 力 あり。 佐 倉 宗五郞 が 家 を辭 

するとき の 如き、 溫 かなる 家庭の 愛と、 一死 公に 奉す るの 精祌 とが、 相 錯綜 調和せ るに. E つて、 其 

趣幾：^5高尙美歷なるものぁり。 謠曲 『鉢の 木』 に 於て 家庭的の 愛美 はしから ざるに 非 ざれ ども、 い 

ざ M 八 3? と 言 ふ 場合に は、 銪 びたり とも 彼の 長刀、 瘦 せたり とも 彼の 馬、 之 を 川 ゐて駄 け 付けん との 

段に 至って、 益々 光を發 する を覺 ゆ。 されば 家庭の 愛 も、 唯 家の 間に 在る のみに て は、 未だ 、て完 

美な りと すべから す。 廣く 出で て 國家公 同の 愛と 相伴 ふ を 要す。 豈又國 に 止まらん や。 

愛 は en に 見 ゆる ものの みに 止まらす。 祌の國 に 及んで 更に 美 はしき 度を增 さんと す。 十誡の 初め 

は^ づ 祌に對 する 逬を敎 へ、 次で 父母に 對す るの 道に 及ぶ。 是れ 忠孝の 意義 を敎 へたる もの か。 


ス；： 几の 我に 來る を禁 する 勿れ、 天 國に 居る は斯の 如き 者な りとの 一語、 如何に 嬰兒を 高め、 家庭の 

愛を强 くす るぞ。 此 3 れ 〈輝. あるが ために、 家庭 は闽に 依りて よりも  一 深遠なる 意義 を藏 する もの 

となる。 神の 配 はせ 給 ふ もの は 人 之 を 離す を はすとの 一一 =1: も、 亦高^！：幽遠の意義を有するならすゃ。 

我^ 武 土の.；！^ 庭に は 破あって 愛な かりき。 元來 祖先 敎の 如き を 信仰の く. 摊 とし 祖先の 成 力な どを崇 

むる もの は、 共 弊 終に 此に 至らざる を 5£ す。 國てふ もの を 唯 目に 見 ゆる 所の みなりと すると、 家庭 

に 祭 i^; を 設け、 其 妻 > ^と共に-. 敬と 愛と 謙 遍とを 以て えざる 國を崇 むる と、 其問豈 に異る 所な か 

らん や。 

^に 世界、 干：；^ を 說く人 あり。 其 言 は 極めて 美 なれ ども、 願 はく は 之に 偏せ ざれ。 高き に 上る は卑 

きょりす。 漫然 世界主義 を iP ふる は、 是れ墨 子の 兼 愛を說 くと 同じく、 終に 空論た る を 免れす。 伊 

太 利の 志+ マツ ヂ -ー ー が 反覆 共 害 中に 言 ふ 所に n く、 愛國は 人道の ま點 なり、 博愛主義 世界主義の 

實 行^ 此支點 に. H つて 成る と。 凡そ^ 界に國 を 成す の 民 は 天下の 寄生 物た るべ からす。 自重 自識を 

以て 世界の ために 識す 所な くんば 冇る ベから す。 主よ 我に 何 をな さし めんと する か (If 一 5®)。 一 阔は 

人 迸 を 大成す る に 於て 何寨を か 寄 與せざ る ベ か ら す。 國民は ， ぬらく 此覺悟 あ る を 要す。 

使徒 バウ a 異邦人に 道 を 傅へ て、 其 結 茶 終に ヱルサ レムの 人々 と 意見の 衝突 を來 せり。 而 して 商 

fl のぶ、 姦^と 輒 殺せろ ものの 血 を 食す るを禁 する ことに 同意せ り。 輒 殺せる ものの. m を 食 はしめ 

じとの 約の 如き は、 バウ n の：^ 心せ ざり し 所な らん も、 H ルサ レムの 人々 と 事 を 共に せんに は此譲 
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歩の 必要 ありし なり。 事 を爲す もの は 之れ ある を 要す。 然れ ども 彼 は 之と 同時に 異邦人に 割 禮を施 

さんとの 議に對 して、 敎會を 騒がす まで も 抵抗せ り。 基督 敎は 猶太の みの 宗教に 非す。 全世界の 宗 

敎 なり。 異邦人 は 異邦人と して、 自己の 美 所 を 神の 前に 顯 さざる ベから す。 之 を 抑制して 强 ひて 猶 

太 風に 化する は 甚だ 非な り。 ヤコ ブ 等の 如き 使徒 は、 唯 ヱルサ レムに 傳 道せ しかば、 斯る 問題に 接 

みみ ゴか 

着せす、 從 つて 深く 考へ 至ら ざり しならん も、 バウ 。に 於て は躬 親ら 異邦人 傳 道の 衝に當 り、 經驗 

の 結果 之 を感覺 したるな り。 

獨 逸の 碩學 テ、 其の 『靜 かなる 時』 の 中に n く、 基督 敎が獨 特に 榮譽 とする 所 は、 其 驚く ベ 

き融變 自在なる ことに ありと (英譯 E 二 11«0。 日本人 は 日本人の 基督 敎的 長所 を發 揮し、 主よ 我に 

何 をな さし めんと する か を 問 はざる ベから す。 旣に 自己の 長所 を自覺 すべし とせば、 叉 其缺點 短所 

まさ 

を 知る を 要す。 自ら 思を虛 うし 進んで 取る の精祌 は、 國を 愛する 者の 當に 尊むべき 所な り。 倨傲 尊 

大 ほど 國 家に 取りて 危き はなし。 舊約 時代の 豫言者 は 最も 愛國の 情に 燃えた る 人な りしが、 常に 國 

の 不義 罪悪 を 自識し 痛切に 慨嘆して、 之 を 救 はんこと を 志せり。 日本に 於ても 斯る 愛國心 あらま ほ 

しき ことなり。 國は诀 して 孤立す る を 得す。 必す 他と 相關 係し 相 感化す。 他の 善 を 排斥 すれば 他の 

悪 を 受けつつ あるな り。 夫れ 與 ふるに 道 あり、 受 くるに 道 あり。 

基督 十字架 上に 於て 息 將に絕 えんと するとき、 我渴 けりと 叫べり。 四周に 環り 立てる 者 は 殆んど 

皆 敵 人な り。 己 を 苦しめて 終に 十字架に 碟し、 雜 したる 後まで も 群り 来りて、 ありと あらゆる 悪口 


雜言を 極む るの 徒な り。 然るに 彼等に 向っても 敢て 我慢す る ことなく、 渴け るに. E つて 水 を 求む。 

IKS; 發露 せる ことの 美 はしき 何もの か 之に 優らん。 其 淡泊 眞 率なる 所、 人情に 敦き 所、 人 を， する 

所、 ^に 無限の 趣 ある を覺 えす や。 君子 は 堂々 として 與へ、 堂々 として 受く。 世界の 義 文明に 寄 

环 する を 以て 道と せば、 又 世界より 受 くる を 以て 道と せざる を 得す。 與 ふる 寺 眉 を ぎげ 肩 を 張りて 

威張り散らし、 受 くるに 吝 なる は 小人の 事な り。 我等 は與 ふるの 必要 あり、 叉受 くるの 必要 あり。 

田舍 者が. 江 戶を懼 るる 如く、 病人の 外出 を 忌む が 如く、 惴々 焉 として 他の 爲に 自己の 品格 を^ ひ 去 

ら れん を髮 ふる は 極めて 僻事な り。 大國の 志 は 決して 然か あるべき ものに 非す。 

且つ 夫れ 國は 活物な り。 變通 自在に して 進歩 發 達し、 互に 相感應 する ものな り。 一！： の 元 氣 充溢 

する の 時 は 必す然 りと す。 穗精氏 は 曰く、 血統、 宗敎、 風俗、 言語^ は、 社 會團體 和合の 要件 なれ 

ば、 之 を 永遠に 保持せ ざるべ からすと。 獨 逸 にても シ ュ ライ H ル マツ ヘル の 如き は、 其！； 風 を-水 久 

に 保持せ ざるべ からすと し、 文字まで も外國 語より 轉訛 せる もの を 排除 せんと 企て、 『宇宙』 に 代 ゆ 

るに 『凡て』 若く は 『全 體』 を 以てせし などの こと あ ひ。 然れ ども 斯 くまでに 偏す るは稱 すべき こ 

とに 非す。 吾人 穗積 氏の 著書 を讀 むに、 文章 流暢 明晰に して、 或は 之 を 英語 佛 語に 飜譯 せば、 在來の 

ものよりも 最も 容易 かるべし と 思へ り。 蓋し 穗積 氏の 文章 は外國 風な り。 外 國の文 なれば なり。 氏 

は外國 文を舉 びた る ものな り。 之 を 以て 見る も 世界の 文明 を 受けて 日本人の 精祌を 消耗す るの 愛更 

になき を 知る。 愛國 家た る 穗積氏 は 其 好適 例な り。 穗積氏 は 叉 曰く、 日本 は 祖先 敎を 奉すべし。 血 
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統團體 ならざる ベから すと。 然 らば 彼の 臺灣は 如何せん とする ぞ。 臺灣を 領有せば、 血統 團體 の敎 

義に 反す。 或は その 人民 を 悉く るか、 然ら すん ば 全く 之 を奴隸 とせざる 可ら す。 斯の 如き こと 將 

來の 世界に 於て 容れら るべき ことなる か は、 識者の 一一 一一！： を俟 つて 初めて 知る を 要せす。 斯の 如くして 

日本の 膨脹 を 遂げ、 宇 內的國 民と ならん と 欲する は、 祸ほ 泰山 を岐 はさんで 北海 を 越えん とする が 

如きの み。 昏迷 憐 むべき 限りに 非す や。 

國家百 年の 大計 を 誤る もの は、 思 ふに 自尊 主我の 心なり。 ゆべき 世界の 外 を i„s む 唯物主義な 

り。 希望な きの 厥 世 主義な り。 世界 萬 民 共に 一 の 天父 を 信奉し、 冗に 兄弟 姉妹たり との 道を敎 ふる 

基督 敎 こそ。 眞に 日本 を大 ならしむ る ものた る なれ、 マツ ヂ -11E  く、 阈を 愛する に は 之を聖 殿と 

すべし。 上に 一 の 上帝 を 戴き、 平等の 人民 其 下に 住む と。 是 吾人が！： 家の 理想と して 唱道 せんと 欲 

する 所な り。 
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『其の 矜恤 によりて 旭の 光 上より 臨み、 暗 Ml; と 死の 蔭に 住め る 者 を 照、 し し、 我等の 足 を 導き て 安ら か な る途 

に 至らし む』 o( ルカ 傳 一 の 七 八、 七 九) 

是れザ カリヤが 將に 生れん とする 耶穌 を歡迎 して 歌 ひ 出で たる 語に 非す や。 

暗き ii の 夜 は 履 も 冠 も 其の 區刖 定かなら す、 玉石 相 混じ、 十 城に も 代へ 難き 齊 宛ら 瓦 碟 にやし。 

基督 無く、 神 無く、 望 無き 世界に 於て は、 事物の 輕 重刺然 せす。 尊き も賤 きも 亂ぉ 下して、 熱. M 

に 罹れる 人の 味 ひに 於る と異ら す。 鐘 蝕 ひ Is る 所の 貨財、 靈 性よりも 多く 珍 重- せられ、 人^の 名 

簪、 過大に 悲喜 哀歡 の媒 となり、 衣 は 生命よりも 尊く、 生命 は銅錢 よりも 賤し。 見よ、 利^の ため 

に 自殺す る 者の 多き を。 事物の 價格亂 高下 ある 確證に 非す や。 天 を 知らざる 古の 舉者 は。 地の 离物 

を 中心として 妄錄 無稽なる 說を 立てたり。 祌を 知らざる もの 亦斯の 如し。 其の 泰物を 見る の 標準 甚 

だ 誤れる が 故に、 其の 評 價實と 違 ひ、 出處 進退 甚だ 不健全に して、 終に 身 を 誤り 生命 を 亡す に 至 

る。 ああ 是れ、 其の 靈性 暗夜に 彷植し 五里霧中 を迪 りつつ ある を 以てに 非す や。 

日 西 山に 隱れて はたと ひ 星の 輝く ある も、 まして や 闇の 夜に 於て は g{ 尺 も辨じ 難く、 行方 も 定か 
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ならす。 迎 るべき 道 何れに ありと も辨 へす。 唯 だ 茫然と して 立ち 停る か、 然ら ざれば 物の の 襲 ひ 

來 らん を 恐れ、 敵の 迫る に 怖れて、 唯 だ ひた 走りに 走り、 行く ともなし に 行き、 危急の 場合に 臨み 

て遽に 死物 狂 ひになる 臆病者の 如くに 奮發 する こと あるべし と雖、 確と 目的 を 定め 堂々 濶 歩し、 大 

人の 如く、 君子の 如く、 出處を 定め、 進退 を 決する こと 能 はざる なり。 人生 また 何ぞ 之と 異る もの 

あらん や。 抑々 我等 は 何れより 來り、 また 何れに 向 ひて 去りつ k あるか。 人類 終局の 最大 目的 は 何 

ぞゃ。 此の 目的に して 懷 疑の 暗中に 包まれた らんに は、 人生 は 凡て 漠然 茫然たら ざる を 得す。 而し 

て 進むべき 道 も、 歩み を 運ばすべき 方向 も、 皆瞹味 模稜、 堅 確なる 精神 を 以て 何事 を も 成就し 能 は 

ざるな り。 人生の 目的 何 を 以て 明かなる を 得ん や。 我等 をして 明かに 知り、 正しく 考へ、 確と 見定 

むる 所 ありて 動かし めんと せば、 各自の 歸着點 を 究め、 歩むべき 途を詳 にす る を 要す。 人生の 目的 

と 方法 手段 は 何 を 以て 之 を 明かに する を 得べき か。 基督な く從 つて 神な く 望みな き 者 は、 戴 性 上の 

1  日夜 を迎る 者に 非す して 何ぞ や。 

更闌け 夜 深き 頃 は、 痴人 夢 多く、 有られ もな きこと に 空しき 思 ひ を 運ばせ、 徒に 喜び 徒に 泣き、 

狂 愚の 狀 至らざる 所な し。 人生 之に 同じき もの 甚だ 多し。 II る 者 久しから す 春の 夜の 夢の 如し。 醍 

め來 つて 昨 夢の 果敢なき を 嘆 じ、 世 を 怨み 身 を 傷みて、 太虛 の虚、 天下 皆虚 なる 哉と 絶叫す る もの 

,  うたかた 

世に 如何に 多き や。 宿 昔の 壯圖 泡沫と 消え去り、 英雄の 末路 眠より 醒めた る ものの 如く、 梢に 鳴く 

烏に だ も 己の 愚を嗤 はるる かと 思 ひて、 赧然 たる もの 擧げ て數 ふべ からす。 露と おき I？ &と 消えぬ る 


生命 を じて、 浪華の こと は 夢の 世の中と 苦言せ しもの、 豈に唯 だ大. 明まで も 驚かせし 猿面郞 のみ 

ならん や。 斯の 如く 夢み て某敢 なく 醍 さるる もの 多き を 見れば、 世界 は將に 更鬧け 夜深けた るに 非 

す や。 若し 夢見し ことなり とせば 常に 正夢 を 夢み、 確 實に眞 面目に 世 を 歩みて、 堅间 なる 成功 を 明 

かに 認め 得た る 使徒 パゥ a の 首 を 聞け。 曰く、 妻 を 有て る 者は冇 たざる が 如く、 泣く 者 は 泣かざる 

が 如く、 喜ぶ 者 は 喜ばざる が 如く、 此世を 用 ゆる 者 は用ゐ ざるが 如くすべし。 又 曰く、 我れ 人 を 惑 

はすに 似 たれ ども 眞實 なり、 人に 知られ ざるに 似 たれ ども 人に 知らる、 死にた る 者に 似 たれ ども 生 

ける 者な り、 責を受 くるに 似 たれ ども 殺されす、 憂 ふるに 似 たれ ども 常に 喜ぶ、 貧しき に 似 たれ ど 

も 多くの 人 を 富ます、 何も 有たざる に 似 たれ ども 凡ての 物を冇 てりと。 彼 は耶穌 基督に. H りて 神 を 

知り、 己 を 知り、 世 を 知り、 人 を 知りぬ。 故に 胸中 常に 青天白日の 如く、 光風 霽月の 思 ひ をな し 

ぬ。 バウ 口に 取りて は、 世界 は實に 光明 遍照 なりと 謂 はざる ベから す。 

ちぎ 

夜^く して 遠 寺の 錡聲に 腸を斷 られ、 人 静まり 萬籟 寂と して 聲 なく 情 轿亂れ て 麻の 如し、 淋し さ 

如何ば かり ぞゃ。 浩々 たる 天地に 孤立す るの 感禁 する こと 能 はす、 世界 は 物凄く、 恐ろしく、 心 も 

となく、 わびしく 感ぜられ、 旣往 も烟の 如く、 將來も 雲 を 攫む に 似たり。 此際 誰か 浮世の ために 淚 

きを 得ん や。 あ、 是れ 世界の 夜の 光景に 非す や。 神な く 望な き 時 は、 人類 ほど 淋しき^ はなし。 

世界 ほど 物 漆き 場所 はなし、 特に 義士 仁人の 身と なりて は、 此感覺 更に 甚 しきもの なり。 勢に 逆ら 

ひ、 世と 北 "きて、 義を 取り 仁 を 成す に當 り、 善く 從容 として 屈せす、 萬 難 を 冒して 其の 節 を 全うし 

旭日 光  一七 七 


旭日 光  一七 八 

得る 所以の もの は、 不十分 乍ら も 遙に靈 性界を 仰ぎ、 人間以上の 活力 ありて、 其の 微光 を 迚すを 

垣間見た る もの あれば なり。 斯る 微光 ありて すら、 能く 心强 きこと を 得る もの は、 萬 一 にある を 保 

せす。 まして や 全く 祌 なく 望な き 世界 は 如何に 淋しから す や。 祌に關 する 暗黑 ほど 恐るべき 晤黑は 

なし。 人 若し 祌に 付きて 暗からば、 其の 暗き こと 如何に 大 いならす や。 H ヤン *ボール* リヒテル In 

く、 来世 を 無み する 者 は、 將來 を晤黑 にす るの み。 祌を 無視す る 者 は、 將來に 併せて 現今 を も晤黑 

にす ると。 神 を 戴かざる 暗黑は 最も 大 いなる 暗 黑な ひ。 危坐 正 念 大事 を 決せん とする に 臨み、 或は 

己が 方寸の 動く 所に 從 つて、 國家も 戰亂の 苦境に 沈むべく、 幾 萬の 人 其の 生ん 叩 を 修羅場の 露と 化す 

に 至らん とす。 我が 善と 思 ふ 所を斷 行す るの 責任 極めて 大 いなり。 此 時に 際し、 耿々 たる わが 思 

ひ、 是れ內 より 來れ るか、 將た 外よりか。 道念の 指す 所、 良知の 示す 所、 此は 我が 心の 活動す るの 

みに 非ら すして、 實に 神の 聲 にて あるか。 方寸の 間に^け る 微光 は、 無限の 光 わが 心に 映 じたる に 

て あるか。 我の 上に 祌 なく、 胸中に 輝け ろ 光の 外に 永 在なる 光な くば、 3 一  に 能く 責任 fBii き 大事 を斷 

行す るの 勇 ある を 得ん や。 マルティ ン*ル ー テルの 傳を讀 む^ は、 彼が 歐洲 全土の 死活と 治 亂とを 

雙 肩に 荷 ひて 大事 を 決する に當 り、 其の 善しと 思 ふ 所 は 神 善しと する 所に て、 胸屮に 響く 所の 聲 

は、 實に 天地 上帝の 聲 なりと 確信した るに. H り、 慨然と して 其の 志 を 行 ふの 勇 ありし ものなる を 知 

るな らん。 。ハウ n が我汝 等に 評ら れ、 叉 人に 評ら るる こと を 21^ も 小さき ことと なす、 我 も 自ら 評ら 

す、 我 は 自ら 〔V みて 過ち ある を覺 えざる に 由って 義 とせられす、 我 を 評る 者 は 主な りと 首 ひしが 如 


き、 其の 勇氣 1^ として 侵すべからざる もの あり。 人の 評る に 非す、 我等の 評る に 非す、 祌の 評る 所 

斯の 如しと 確， する 者に は、 暗夜 も 白晝の 如く、 疾風 雷雨に も 迷 はす、 i 典と 力と を 兼ね 具へ たる 良 

友と ffl 携 へて、 險に攀 ぢ難を 胃す の感 覺を懷 くこと ならん。 祌 なく 望みな き 者 は 策士た る こと を 得 

y し。 5- 利に 汲々 たる こと を^べし。 然れ ども 恐ろしき 責任 を 感じつつ 大事 を 決する こと は、 祌の 

聲を聽 き、 天の 光 を 仰ぎ、 限りなき 友 を 靈性界 に 求め 得し ものに 非 すん ば 能 はざる なり。 

i^-^ は 世 ヒの 事物 をして 其の 眞價を 得せし め、 人類の 歸 趣、 近途を 明かに し、 き. 榮の夢 を 破りて 

SH; 面 E の 生活 を營 ましめ、 世に 在りて 最も 信なる 友 を 得せし む。 彼 は眞に 晤黑と 死の 蔭に 住めろ も 

の を 照らし、 我等の 足 を 導きて 安らかなる 途に 至らし むる 旭日の 光に 非す や。 个、 眾は 天の 萬！^ 及び 

諸の 架 徒と 共に、 此 君の 降誕 を 祝し、 其の 慶に賴 らんと 欲す。 聞け よ、 いと 高き 所に は榮 光、 地に 


は 平和、 人に は恩澤 あれよ と、 天使の 歡び歌 ふ を 聞け „ 


(一八 九 七 年  一二  H) 


旭日 光  •  一七 九 


父よ、 彼等 も數 した まへ  一 八 0 

父よ、 彼ら を赦 した まへ 

(路加 傳ニ 三の 三 四) 

耶稣は 今 まさに 兩 人の 兇漢と ともに 十字架の 慘 刑に 處 せられん とす。 霸 者の 暴橫、 ^政 を愤 ふる 

人民の 腐敗、 宗敎 家の 偽善、 朋友の 輕薄、 俗吏 賤卒 の殘 忍、 兇賊の 暴狀を 首め として 人間の 罪惡凄 

く 共 の 周圍に 渦卷き たり。 然れ ども 耶穌 の 心 は 毫も 共の 調子 を亂さ す。 其 の 愛 は 之が ために 蹂躪せ 

られ す。 慈悲の 熱情 發 して、 己れ を殘 害する もの \ ため 祈れる 聲と はなり ぬ。 曰く 父よ 彼ら を ゆる 

した まへ。 其の 爲す所 を 知ら ざれば なりと。 天地 晦矇 なる にも 拘ら す、 神 は 依然 父と して 現在す と 

確信し たれば、 人に 棄 てらる、 あいだに さちても、 罪悪 撗行 すろ なかに 在りても、 耶穌の 心 は靜か 

に 神の もとに 往 きぬ。 其の 光景の 美 はし さ 得 も 言 はれす。 敵 を 愛すて ふ 新たなる 道德の 基礎 は實に 

此の 祈りに 在りと 謂 はざる ベから す。  _ 

他人 我に 向 ひて 不當 なる 行 ひを爲 すに 際し、 我の 第一 に 心 を 着けて、 憤懣に 堪 へざる は、 彼が 此 

しきの こと 知らで あるべき 害な しと 思 ふこと ならん。 知って 此の 如き 擧動 ある こそ 怨み なれと、 憤 

怒の 炎 胸中に 恢 一え て、 平らか ならざる は 人情の 常に 非す や。 


我 や.^ は 彼の 知る と ころ を 眼 口と して 他人の 行 爲に對 する の 感情 を 催 ふし、 rn- つ 自己の 態度 を定 

む。 然れ ども、 王耶 穌基将 は然ら す。 反って 彼らが 知らざる 所に 着目し、 其の 無智なる を憐 みて、 之 

がた めに 祌の赦 罪 を 求めたり。 人 未だ 知らざる 所 あるに 注目す る は、 寛大なる 精神 を 維持す るに 欠 

くべ からざる ことなり。 耶穌 が已を 篤り、 酷く 傷け て慘 死に 至らし めしものん ために 其の 知らざる 

所 ある を现. H とし、 深く 之を憐 みて 神の 赦罪を 祈り 求められし は、 まこと は 迸德界 の奇蹑 なり。 フ 

kLSK しろ 

H ィ ルベル ン CI  く、 人類が 忌み 悼る 所な く、 罪 を 逞しう し、 全能者 を 度外視し、 全知 者 を 蔑に して、 

正義 公 遊 を輕ん する に 際し、 祌は 如何に 之を視 たま ふこと なる か。 此の 祈り は即 はち 共 を 表 はせ る 

ものと 兑 做す を 得べき なりと 

知ら ざれば なりと は、 實に罪 を輕 減す る 所以の 理由と 爲 すべし。 然れ ども 之 を 無罪と 做すべき 理 

出 と はならざる なり。 知らす とも 之が ために 無罪と なる を 得す、 無知と 有罪と 相伴 ふの 場合 少 から 

すと す。 耶穌を 殺せる 者 は 知らざる 所 ありし に 相違な し。 然れ ども 罰せら るべき 罪 なれば こそ 耶穌 

は特 更に 其赦 されん 事 を 求めし なれ。 知るべく して 知らざる は 已にー つの 罪惡 なり。 之 を 知らざる 

より 忌み 憚から すして 犯せる の 罪悪 豈に 不問に 附 せらるべき ものな らん や。 故に 此の 寛大なる 祈り 

の 裏面に 立ち入り 其の 精祌 を推究 せば 知らざる より 生す る 罪悪 また 甚だ 恐るべき 性質の ものた る を 

見出し、 CI ら戰慄 する の 想 をな して 益々 罪惡の 重大なる を 記憶すべし。 昔 バウ n が 基督に 反 對し其 

の 弟子 等 を 奢し めし は 彼が 自白せ し 所に 依り 其の 知らす して 行 ひし ことなる を 知る。 實に彼 は 良心 

父よ、 彼ら も赦 し^まへ  一八 一 


父よ、 彼ら をお した まへ  一八 二 

に照らして 善と 思 ひ 定め 極端に 達する まで 其の 意 3e を寳行 せんと 試みし なり。 彼が 基督 を 知らす、 

i ハの敎 の 正き を覺ら ざり し點 は、 大いに 其の 罪 を矜恤 むの 现 出たり し を 疑 はす。 然れ ども 尙パゥ 口 

の 罪 一一 一一 口 ひ 逃るべからざる の點少 からす。 其の テモテ 前書 一 の 一 三に 曾て 基督 敎を 迫害せ し 時の 事 を 

記せし 語に 侮慢る 者な り 云々 との 一 句 あり。 バウ a は 其の 良心に 疾 しき 所な くして 迫害 を爲 せし こ 

とならん。 然れ ども 其の 自ら 吿白 せし 如く 意氣 傲然と して 平和 小 弱の 基督 信徒 を脾 睨し 太く 之 を 侮 

り輕ん じたる 如きに 至りて は、 其の 知らざる に 起因せ る行爲 また 大いに 咎 むべき もの ありし と 謂 は 

ざるべ からす。 バウ。 にして 侮慢の 念な かりせば 或 ひ は 慢然自 已の覺 悟 意識に のみ 依り 頼ます、 他 

人の 信仰 を も 尊敬し 肅 しんで 之を觀 察する より 存外に 早く 基督の 道に 歸 服せ しゃも 測られす。 侮慢 

已に 一 個の 罪惡 なりし のみなら す、 他の 甚だしき 罪悪の 起因た る 無知 何時と はなく 之に 伴 ひて 生じ 

來る。 故に バウ a は 知らす して 行 ひたりと 言 ふに 拘 はらす、 罪人のう ち 我 は 首な りとまで 自ら を卑 

下せり。 彼 は 知 ざり しと 言 ふと 同時に、 其の 旣往を 顧みて 己が 罪悪の tr たしき を 認めたり。 斯の如 

く 精細に 且つ 厳かに 一 生を觀 察する とき は、 誰か 己れ の 罪惡を 感じて 祌に赦 されん こと を 求む る を 

必要と せざる もの あらん や。 

耶穌を 殺せし もの は 知らす して 之 を 行 ひぬ。 其が なかに 獨り 耶穌は 彼らが 所爲 の罪惡 たる を 感じ 

神の まへ に 恐懼の 念 措く 能 はす、 自ら 痛切に 之 を負擔 して、 父よ 彼ら を赦 るした まへ との 贖罪の 祈 

を 奉 げられ き。 我らが 自ら 知す、 i つ 感ぜざる 所の 罪悪 は 耶穌の 心 を 軍： やかに したり。 斯くて 我 


らは 此の 綱り に 依りて 救 はる k こと を 5：! べし。 

共 の 身 刑 5; 勿 の 露と 消えん とする に 臨みて 能く 犯す ベ からざる の 平和と 成 懨とを 保ち、 十字架の 上 

に 在る こと 苑 がら 天父の 懐に 在る に 異ならす、 驚くべき 從 順と！ 一;! 念と を 以て 祌に 依り 頼み、 切に 其 

の 敵 を矜恤 みて 父よ 彼ら を赦し 給へ、 北 ハの爲 す 所 を 知ら ざれば なりと 祈る。 天地た めに 驚 動し、 頌 

なる 人心 も此に 於て か 慚愧悔 改の念 を 生ぜざる を 得す。 此の 祈り を 聞き、 其の 信念の 熱 切なる に感 

じ、 共の 天父と 一致 契合す るの 密 なる を 認識す る 者 は、 此 人に 依りて 己が 卵の 赦 さるべき を 疑 ふこ 

と 能 はざる なり。 

爾<1「 日 我と ともに パ ラダ イス に 在らん 

耶穌の 左右に 碟 殺せられ し 二人の 賊 あり。 其の 一人 は 罪 惡の結 鬼 身に 及びて、 ハ. 俽々 共の 心 を 頑に 

せり。 已が死 も、 殊に は 耶穌の 十字架 も 彼が 精神 を啓發 する の 効果な かりき。 他の 一 人 は 渐 くにし 

て 共の 本心に I.- ち 反り、 眞實 己が 罪 を 悔いて HI く 『我らの 斯の 如くた る は當然 なり。 爲せ しことの 

報の み』 と。 『父よ 彼ら を赦 した ま へ 』 との 祈り は 十字架 上の 兇漢 をして 信 青な ズ0ァ 、 メ ンを發 せし 

めたり。 耶穌の 精 祌と舉 動と は 之 をして 別世界の 存在す る を 認識せ しめ、 罪人 を矜恤 める 天父 を 仰 

がしめ たり。 殘 酷な ろ 祭司 及び 兵士の ために も 神に 赦罪を 祈り 求めら る。 不可 E(sf な 此 d 君の 慈 

愛に 依らば 人に 棄 てられ、 世に 頼む ところな き 我と いへ ども、 豈に必 すし も 救 はれざる こと あら 

父よ、 彼ら を 故 しおまへ  一 v=l 


父よ、 彼ら も敌 した i へ  一八 

んゃ。 彼は大 いなる 希望 を 以て、 『雨 祌の國 に 至らん とき 我 を 憶えた まへ』 と 祈れ ひ。 耶詠 答へ て GT 

く 『爾 今日 我と ともに パラダイスに 居るべし』 と。 漫罵 侮辱の 下、 其の 呼吸 渐く 切迫な らんと する 

に當 り、 主 は 人の ため に 赦罪を 求め 自ら 能く 之 を 救 ふに 堪 へた る を 確信せ.！^。 

悔い改め たる 兇漢の 身に 取て は 輿論の 聲 可と 首 ふ も 未だし。 自己の 良心 可とする も 未だし、 三寸 

息絕 えて 永久の 世界に 人らん とする 身 は 人間の 褒貶 何 か あらん。 唯 だ 要する 所の もの は祌に 容れら 

れ たりとの 確信の み。 主 は 其の 美 はしき 答へ を 以て 之に 此の 確信 を與 へられたり。 十字架 上 死に 垂， 

々として、 パラダイスの 門 を 啓きた る 主耶穌 基督 は、 今日に 於て なほ 我ら を 救 ふ ものに 非す や。 

(一 八 九 八 年 二月. > 


基督 敎の 武士道 

花 は 櫻、 人 は 士と歌 はれ、 我 邦の 英華 なりし 武士道 も、 今や 漸く 其の 色香 哀 ひて、 勢力 また 舊 

の 如く 振 はす。 爲に之 を 維持し、 之 を 作興す るの 方法に 心を勞 する 者 少なから す。 中世 歐洲の 諸國 

に 於て は、 シ バル リイと 稱 する 士風、 一時 盛に 行 はれ、 强を 挫き 弱を扶 け、 特に 婦女に 對 する 最も 

懇ろに して、 善く 男子の 分を盡 し、 固より 種々 の 弊害 あり たれ ども 亦 頗る 勇壯 なる 氣魄と 立派なる 

藻 を 養成せ し 點も多 かりき。 され ど 星 移り 物換 るに 隨ひ、 何時と なく H 、の 跡 を 絡ち、 H ドマ ンド 

• ボルク をして シ バ ル リイの 時代 己に 過ぎ去り ぬと i 口 嘆せ しむる に 至れり。 蓋し 東西 其の 轍 を 同う 

す と 曾 ふべ し。 されば 其、 の與廢 消長の 跡 を 尊ね、 其の 長所 短所 共に 之 を 明らかにして 之が 維持 改 ti 

の 道 を硏究 する、 又 有益の 問題な りと 思 はる。 基督 敎は 武士道の 辯 護士に 非す。 之に 對 して 規諫の 

資任を へ る 良友 なれば なり。 

日 木 人 は 漫然 大和魂な ど \唱 へて、 武士道 を獨り 占有す る もの \ 如く 誇る の 癖 あり。 され ど此は 

偏頗なる 思想に 外なら す。 武士道 は必 すし も 我 邦の 固有な りと 謂 ふ 可ら す。 土 耳 古に も 之 あり、 靼 

韃 にも 之 あり、 彼の ォッ トマ ン帝國 創立の 當時を 回顧 すれば、 其の 氣風 甚だ 我 邦 武士の 精神と 相 類 
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し、 其の 自殺の 習惯 すら wli 似せる を兒 るに 非す や。 又 希臘、 雜 馬の 歷史 を旙 くも、 其の 風俗 惯習 

は に 我 邦の 武士 と 思 ひ 合せ 一 一 床しく 覺ゅ る 節 極め て 多く、 加 之 近世 英國に 於 て も尙ほ 其の 氣風 の 

相^しき もの 乏し か らす、 チヤ アル ス • キング ス レイの 『ゥ H スト ワウ ド、 ホウ』 と 言 へ る 小說の 

如き は、 恰 かも 水滸傳 的の 小說 にして、 冒險 的の 目覺 しき 事實 頗る 多く、 義俠 なる 勇士 起り、 薄命 

なる 佳人 出て、 邪 智奸獰 なる 惡人 現れて 活劇 を演 す。 特に 水兵の 中に ー稱の 愉快なる 氣贯 ありて、 

か 

宛 か ら我邦 の 武士 氣質を 璺き出 せる にあらざる かと 疑 はしむ る もの あり。 斯の 如く 武士道 は 東西 古 

今、 到る 處に 其の 形 姿を兑 出し 得べ く、 之 を 以て S 毕に我 邦の 特有と 自負す るが 如き は、 寧ろ 好んで 

已が憑 を 暴露す る も の と 言 ふべ し。 

而 して 日本に 於いて 吾等の 近く 記憶に 印し、 親しく 實驗 せる 所の 武士^ は、 -;. .:: 代の 武士道と 必す 

しも 同； なりと 一 百 ふ 可ら す。 時と 共に 變遷 し、 世と 共に 發逹 せる は、 論を俟 たす して 明な り。 in へ 

ば源平盛衰^^中の武士道は其の氣概及び所謂義理意氣地なるもの壯は乃ち壯なれども、 未だ 上州邊 

の 賭徒俠 客の 臭味 を脫 せざる 所 ありて、 其の 出所進退 を 仔細に 觀 察し 來れ ば、 高尙 なる 道德の 標準 

を 以て 律す 可き ものに 非す。 新田、 楠 等 は 古今の 忠義の 士 たりし に相逮 なく、 其の 行動 は 坐ろ に 落 

淚を 催さし むる ものな きに 非す、 され ど 太平 記の 武士道 を 以て、 之 を德川 時代に 發逹 したる 所の 武 

士道に 絞 ぶれば、 また 曰 を 同う して 論ずべき に 非ざる なり。 

家廢 天下に 霸 たるに 及んで、 盛んに 敎 を獎勵 し、 H 、の 訓練 を經 るに 隨ひ、 初めて 武士て ふ 理想 


を 高尚に する こと を 5? たり。 故に 此點 より 見る 時 は、 家 魔 は 武士 近 中與の 恩人と 謂 ふべき なり。 勤 

王家 は 口 を 極めて？ ii| る 事な りと 雖、 德川 幕府の 時に 至りて 封建の 制度 完成し 各藩の 大名 小名 所々 に 

割據 し、 i=J: の狹 K なる 範圍 内に 於て、 厚く 一一： 代 相 恩の 君が 恩 1!!^ に 感じ 之に^ ゆるの 心 を 起す に 至れ 

り。 而し てこの 境遇の ー變 する に ふや、 此に 明治維新の 世と なり、 ^^て简々刖々 に養成せられた 

る1^^士道は、 一天 一？： 乘 の！？；^ 主に 忠義 を！. ii, すに 至れり。 皇 {ifi は 武權の 跳梁に 依りて 意外の 美 ra^ を收め 

5^ たりと 謂 はざる ベから す。 斯く 武士道 は 幾多の 變 遷を爲 し、 小より 大に 進み、 疎より 密に 入り、 

淺 きょり 深き に 遠した る ものな り。 されば 其の 沿 華の 歷史を 講究す る は、 極めて 趣味 多き 事なる ベ 

しと 雌、 今. N を 論す るの 暇な きを 遣憾 とす。 

おし 夫れ 武士 逍は 新の 名く 時 世と 共に 變遷 したる ものな りと せば、 骨て 三代 相 恩の 君 に 仕へ て、 

ぬきん 

忠動を W でた る 往時 を 夢み、 之 を 今 曰 の 時世に 行 は ん とする は 愚と 言 はざる 可ら す。 Ejg き に は 交通 

の 不便 も あり、 人文の 末 だ 進まざる も あり、 狭隘なる 範圍に 於いて 養 はれた る 事 なれば、 ^4、の5^ま 

た 深厚な りし かど も、 今や 社.^" の 細 織 も 革 まり 交通の 門戶 自由に 開放せられ、 其の 範圍も 隨 て 防く 

はつ 大 になり たれば、 依然として 昔日の 風習 を 維持し 其の 精祌を 保つ こと 能 はす。 武士道 渐 く萎微 

し报 はざる に 至れる は 已むを 得ざる 勢と 一 百 ふべ し。 然 らば 如何にし てせ； ハの廢 れんと する を-挽！： する 

を 得べき か。 或は. N が爲に 雜誌を 刊行す る^ あり、 古書を飜刻する^^ぁり、 武 藝を獎 働す る K= あ 

ひ。 おの 結^ 過って 劍 舞の 爲に 可惜 其の 一命 を棄 てた る 者 あり。 ^だしき は 卑猥 惡 むべき 蠻 行を逞 
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うする に 至る 者 あり、 余 «. は诀 して 武士道 を 蔑視す る 者に 非す、 之 を 尊重して 其の 長 を 取り、 其の 

善 を發揮 せん 事 は 余輩の 常に 注意す る 所な り。 

曾て 日本の 傳道を 論じた る 時、 武士道と 基督 敎の關 係に 論及し、 武士道 は 基督教に よりて 最も 善 

く 之 を 維持 改良 せらる ベ き 所以 を 述べし こと あり。 此は 余輩の 深く 信じ て 疑 はざる 所な り。 

聖書 を閱讀 すれば、 勇 壯活潑 なる 辭句 多く、 世界 を 以て 戰 場に 譬 へたる もの あり、 又 武士の 言語 

と覺し きも の少 からざる を 見ん。 特に 哥林多 前書 十六 章 十三 節、 

をと- 1 

なん ぢら 目を醒 し、 堅く 信仰に 立ち、 丈夫の 如くせ よ、 且つ 剛 かれ。 爾 等の 行 ふ 所、 みな 愛 を 

以て 行 ふべ し。 

と 言 へ る 如き は、 實に 基督教の 武士道と 謂つ べき もの あり。 

第一 Si を醒 し。 男 士は元 を 喪 ふ 事 を 忘れす、 常に 警戒して、 須臾 も 其の 心に 油斷 なく、 之 を 空虚 

ならしむ る 事な き は 武士た る 者の 本領な り。 先頃 偕 行 社に て 出版せ る 武道 初心 集の 劈頭 第一 に 論す 

る ものに 口く、 

武士た らん もの は、 正月 元日の 朝、 雜 煮の 餅 を 祝 ふるとて、 箸 を 取 初る より、 其の 年の 大晦日 

の 夕べに 至る まで、 日々 农々 死 を 常に 心に あつる を 以て 本意の 第一と 仕り 候。 死 を さへ 常に 心に 

あて 候へば、 忠孝の 二つの 道に も 相 叶 ひ、 萬の 悪事 災難 を も 遁れ、 其の 身 無病 息災に して、 壽命 

長久に、 剩へ 其の 人柄まで もよ ろしく 3 能 成り、 其の 德 多き 事に 候。 


宛然 門徒 宗の 信者が、 |ー|^^.の白骨の文を誦するが如く、 人間の 命 は 夕べの 露、 朝た の 霜に 比す 

ベく、 隨 分菜敢 なきもの、 殊更 危きは 武士の 身命な りと 觀 念し、 奄 も油斷 なく！. 5 事に 注意；； _ ；.」 身 を 

愼み行 を 修め、 中 ^ 孝 二道 を 全うする を 以て、 武士 笫 一の 心 懸けと なしたり。 瓢々 乎と して 萍の 根な 

きが 如く、 苟且に 人生 を 渉る 者 多き 今日の 社會に 於て、 斯る愼 m 嚴 正なる 精神 を發挪 する 事 は 甚だ 

大切な り。 

仰 も 基 # は 己 を棄て そ の 十字架 を 負 ひ て 我に 從へ と 言 ひ、 我 が 爲に其 の 命 を 失 ふ もの は 却て 之 を 

得ん と 首 ひ、 嚴 格に 克已捲 節、 獻 身犧牲 ゆ？ を 敎ふ。 故に 或は 之が 爲に 天眞 爛漫なる 發 育を妨 ぐる 事 

なきや を變 ふる 者 あるに 至る。 され ど 宗教 は 己 を 支配す る 者に 服從 する 事 を 意味す ると 同時に、 又 

自然に 發 達して 已を 維持す る 事 を 意味す。 服從と 愛と 自. M と、 此の 三の 者 常に 相 併行して、 宗敎其 

の 完全 を 致す。 基督 敎は 乃ち 之 を 調和し、 整理し、 且つ 最も 美 はしく 成就す る 宗教な り。 漫 りに 消 

極 的 修身 法 をのみ 講 する 事 を 勉めて、 偏癖 執拗なる 人物 を 造る は 儒者の 弊な り。 此弊 ある を慨 して 

中、 江 藤 樹は朱 子舉に 反抗した るの み。 斯の 如く 只 警戒 自省 これ 事と して、 爲に天 露. 爛漫たる 自然の 

發 有を妨 ぐるが 如き は、 固より 不可な り。 され ど滔々 たる 今 曰の 社會、 己れ 何 背た るかと 思慮せ 

t 漠然 無意味に 其の 贵 重なる 一生 を 送れる、 醉生夢 死の 人 多き 時に 當り、 目 を醒し 居るべし と警 

吿 する は、 取り も 直さす これ 古の 武士道に 立ち 復る 所以に 非す や。 否な 只 古への 武士が 人に 遭へば 

敵と E わへ ど、 兩刀を して 身 を 固めた るが 如くなら す、 更に 此精祌 をして 道 的、 精神的な らしめ 
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以て 身 を 固め、 油斷 する 事な からしむ る は、 基督教の 特色に あらす や。 

第一 一 おい に で。 頃 者 n 宗教』 紙上に 今日は 嚴 しく 敎 理を議 il すべき 時に 非す との 論文 見え 

たり。 され ど 只 感情と 意志と を 重んじ、 生命、 經驗、 精神^の 語 を 以て、 基 2_ "敎の 眞義を 解 釋し得 

たりと なす は、 余輩の 取らざる 所な り。 若し 夫れ 情と 意と を 以て 祌に仕 ふべ くんば、 又 頭腦を 以て 

も 神に 仕 ふべき に 非す や。 情意 は 之 を 敎會に 獻げ、 頭腦は 之を學 校に 獻 げんと 言 はん、 誰か 其の 不 

理屈 を 笑 は ざらん。 m らく 理を 重んじ、 道 を 尊み、 已が 信す る 所、 愛する 所、 望む 所 を 明かに せ ざ 

る 可ら す。 余輩 は 今日に 於て 特に 我 邦の 基督 敎 徒が、 其の 奉す る 所の 露理を 明. W に會 得して、 堅く 

信仰に 立ん 泰を 切望す る 者な り。 勿論 匿々 乎と して 進歩す る は大に 可な り。 され ど 其の 所信の 動搖 

變轉 常なら や、 恰 かも 猫の 眼の 如く 端 睨す るに 遑 なきものに 至って は、 寧ろ 無 主義の 人 を 以て 口せ 

ざる 可ら す。 武士道 は 主義 を 重んじ 初一念 を 苟も 動かさ ざるの 道な り。 而 かも 此は 今日 尤も 退せ 

る 所に 非す や。 

却て 說く 武士道に 於て 主義 を 重ん する に 至れる は、 後世の 事に して、 彼の 源平 時代に 於て は 確乎 

たる 主義と 稱 すべき もの 少なく、 宛が ら關 東に 跺辰 せる 長 脇差 の 親分と 子分 と の 關 係に 於け る 又 神 

田の 兄货 的の 義理 人情に 厚き と 一般 倫理 上 頗る 曖昧なる 所 あり、 泥棒 にても 義理 人情な くんば、 其 

の 社會は 成立す 可ら す。 而 して 齋藤拙 堂の 子道耍 論、 若く は 武道 初心 集を讀 まば、 其の 精神に 於て 

も、 議論に 於ても、 大に 進歩せ る もの ありて、 二者の 間 雲泥の差 逮 ある こと 明かなる 事實 とす。 其 


の 淵源 は见 まれ 角 まれ、 武士道の 心 脇と も 言 はるべき 堅く 主義に 立 つて ふ 事 は 八：' n 政治 界を 始め、 

有 ゆる 社會に 於て 殆んど 地を拂 ふて =1^ の 跡 を 絶ちし に 非ざる かと 怪ま しむる は、 一?;: も 人 も 共に 慨 i?- 

する 所に 非す や。 試みに 政界の 近 車 を よ。 また 背て 自由 平等の 大義 を i? 導した る 常時の 意 氣又尋 

ね は 可ら す。 攻；：^ょりは利益を先にし、 、王義 より は 操 縱を靈 しとな し、 昨日の 敵 は 今 曰の 味方 紛々 

たる 輕簿、 げに手 を 翻せば 雲と なり、 手をsa^せば雨となる。 唯物主義と 無 宗教と は： 大 下に 横行し、 

舉 校に 系ぶ は 卒業のお め、 お 廳の爲 め、 衣食の 爲め のみに して：. 5{ に 他の rni 的な きが 如く、 孜々 とし 

て 誠 に a ^〈现 を 探求す る もの 殆んど 稀な り。 然るに 基督 敎は 主義 を m んじ、 道に 殉す るの 宗教な 

り。 利益に 就かん より は眞现 に 就かん とする 宗敎 なり。 人に 閱 かんより は祌に 問かん とする 宗教な 

り。 故に 此精祌 にして 深く 我！： 民に 注入 せらる \事 あらん か。 此に 初めて 武士道の おも 善美なる 發 

逹を遂 ぐるに 至るべき や、 奄も疑 を容れ す。 

W と-一 ，警， 9  ,  ケル ヤー ーナリ  シス 

第三、 丈夫の 如くせ よ。 此は 即ち 武士道の 警 語に 非す や。 孟子 in く耻之 於レ人 大矣。 又 ZI く 士可レ 殺 

不可 Jt。 廉耻を 重ん する は 武士の 魂な り。  • .. 

群がる 山 は 麓に て  • 

空に 錄 ゆる 富 士の峰 

朝な 夕な に 仰ぎつ、 

雲井に あげよ 高き 名 を。 
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と は 此の 新會 堂に 近き 富士 見小擧 校の 生徒が 日毎に 敎 へらる、 唱歌な り。 實に 日本人 は 名譽、 人 

望、 喝采、 光榮 等の 語 を 聞いて、 其の 心血 を 跳ら する 所の 阈民 なり。 此點は 能く 佛國 人と 性情 を 同 

うす。 近年の 外交 據史を 見よ、 英國の 外交 は 貿：^ の 利害 を 以て 談判の 基礎と なすと せば、 我 邦の 外 

交は阈 家の 體面を 維持し、 其の 光榮 を發揚 せん 事 を 以て 外交の 第！ 義 となす。 長所 短所 又 實に此 に 

存 す。 

よくしん をお ム  いまだよ くしん をむ は V- 

禮 記に 曰く 人の子 長す る を 能 負 薪と 言 ひ、 幼なる を 未 能 負 薪と 霄 ふと。 叉 子 病 あれば 自ら 謂って 

曰く 某 £ 、釆 薪：? ，1 憂と。 質素 純朴の 風 愛すべきに 非す や。 德川 家康獵 ょひ歸 るの 途、 共の 臣近藤 某 家 

贫 にして 自ら 田 を 耕す を 見、 之 を憐ん で祿を 加へ たる 事 あり。 以て 當 時の 美談と なす。 夫れ 光榮體 

面 は 動もすれば 甚 しき 弊害 あり。 或は 自ら 物を携 ふる を耻 とし、 僕婢 を 伴 ふ を 春れ となす が 如き、 

誤 _e る a 習 は 宜しく 之 を 打破せ ざる 可ら す。 ラムゼイの 保羅傳 中、 保羅 バルナ バ と共に リストラに 

至りし 時、 バルナ バは沈 若に して 寡 一一 目 なれ ども、 保羅は 能く 辨じ 能く 論じ、 自ら 進んで 用事 を處理 

せし かば、 人々 前者 を 尊し と 思 ひて、 ゼウスと 稱へ 後者 を 卑しと 思 ひて ヘルメスと 稱 せる 事 ある を 

以て、 此は 蓋し 東洋の 風習な りと 論ぜり。 至言と 謂 ふべ し。 固よ ひ些々 たる 事に 議齪 たる は 小人な 

り、 され ど 勞働を 輕んじ 人 を 役す る を 知って 自ら 人の 爲に役 せらる、 を 知る 者、 必 すし も大 なる 人 

物に 非す。 奉仕 服役 は 決して 賤しむべき 事に 非す、 寧ろ 大夫 らしき 行爲 なりと す。 余輩 は 質朴 淡白 

にして 高 尙誠實 なる 生活 を獎勵 する を 以て、 方今の 我 社會に 最も 適切なる 幅 音な りと 信す。 武士道 


と^：^：敎と相矛！：^する所は謙遍に在リ。 井 tl^:; が 十字架 上に 我渴 くと！ 一目へ るが 如き、 誠に； 大！ 一 脚 爛没ー f 

も 疥我恨 を 張りた る 所 ある を 見る 可ら す。 基^ 敎 の倫现 はかく 女らしく はる、 所 少なから す。 然 

るに 武士 近 は 之と ffilsi す。 名將 一一 一一：； 行錄に 左の 記審 あり。 

酒 井忠勝 死去の 時、 共の ほ 大谷三 平 殉死す。 而 して 三 平の 俟叉三 平の 爲に 殉死す。 僕の 辭 世に 

n  く 

死にと もな、 ぁ& 死にと もな、 去りと て は、 

J^s の 情けの 今 は 恨めし" 

叉藥^ 寺 次 郞左衛 門 の 述懐 に 闩 く 

取れば うし 取らねば 人の 數 ならす、  ,  , 

雍っ べき もの は 弓矢な りけ り。 

かの 武者 緣 なる もの を 見よ。 其の 容貌 如何に 恐ろしく 苦々 しく、 寒風の 一 2i 烈 たる 如く、 毫も^；^風 

の露蕩 として、 々餘裕 ある 所な きぞ。 蓋し 此は 基督教と 武士道と 倫现の 板木 的 相 遠より 來る もの 

なり。 乃ち 人て ふ E め 想の 相 遠より 來る。 我 は 日本 子な り、 我 は 武士の 家に 生る。 素 町人 土 姓な 

らい ざ 知らす、 苟も 名家の 末孫に して、 叉光榮 ある 君 家の ほ たる 身ながら、 如何で か 我家 名 を： ル：： 

し、 ネ 怯の 舉動 あるべ けんやと、 雌が 以て 人 の 面目と する 所は士 たるの ign に 過ぎす。 8- が 

維持 せんとす る は 共の 身分 を 維持 せんとす るな リ。 左れ ど 基 敎に 於て は然ら す、 人^ は 神の 子な 
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り、 故に 今日の 人間に 普通なる 狀態を 以て 論すべき 者に 非す。 人の 惯値は 基督 を 標準と して 初めて 

定 るべき なり。 彼 は 人間の 代表者な り。 人間 は 其の 徒 た^んが 爲 めに、 血 を 以て 嬉 はれた る 者と な 

<; ご 

す。 此は人 をして 大に 自重 自任の 心 を 深う し、 共の 厚き 恩義に 奮激し、 遠大なる 希望 を 懐いて 進 

み、 品性 益高尙 純潔なる に 至らし むる 敎に 非す や。 神の 子た る 人間の 體面を 重 じ、 其 廉耻を 知る、 

人に 於て 大 なりと 言 ふべ し。 道德に 於て また 高尙 ならす とせん や。 之 を 要するに 人と は何ぞ や。 自 

然界に 於け る 其の 地位 は 如何なる も のぞ。 此の 問 ひに 對 して 日本の 武士道 は、 如何なる 答 をな す 

や。 武士の 廉耻は 結局 此 答よ ひも 高き 事 を 得ざる べし。 而 して 基督と その 十字架 は 人の 地位 を那逢 

に 置く か。 此點に 就きて、 基督教と 日本 阁 有の 武士道との 問に 淺深精 疎の 差^ ある は、 分明なる 事 

實 なるべし。 a っ兩 者が 養成す る 所の 體面を 重 じ、 廉耻を 尊ぶ の 精神に 至りても， 其の 差違 甚だし 

きもの ある や、 論を俟 すと 一一 目 ふべ し。 

第 四 强 かれ。 余輩 曾て ゴ ルドン 將 軍の 日記 を讀 み、 彼が 『我 は 常に 恐る、 こと 甚だし』 と 言へ 

る を 見る。 勇膽 剛毅の 此將 軍に して 尙ほ此 事 あ p。 勇と は 抑 も. 何も のぞ。 孔子 曰く 狠愁 也不 見其剛 

と。 提摩太 後書 一章 七 節に 曰く、 祌の我 儕に 賜へ る靈は 恐る &靈に 非す と。 此は 恐懼 を 以て 其の 常 

かく 

性と なせる 臆病 もの.^ 謂に して、 かの 一 千の 銀 を 托せられ たる 僕が 懼れて ゆき 之 を 地に 藏せ るが 如 

き、 卑怯 臆病 を 意味す。 ダンテ 共の 地獄の 章に、 臆病者の 狀を 述べて 曰く、 神に 對 して 反逆 を 企つ 

るに も あらす、 さりと て 叉 神 を 信す るに も あらす、 、 只 己れ に 仕 ふるのみ と。 叉 曰く 蜂 群り 来って 


は, ジ 

痛く 8- を 刺し、 其の； i. は 血に 塗れ、 淚 と共に 足に 滴 ひ、 憎むべき 口 比蟲柴 りて 8> を 園む と。 蓋し 

たど 境遇に 制せら る、 の 陋を指 斥せ しもの ならん。 卑怯 は 固よ ひ 悪むべし、 され ど剛 房は必 すし も 

恐權 なき 事 を 言 ふに 非す。 明治 十 年 西南 戰爭の 頃、 渡 遂國武 氏 高 知縣に 縣 令たり。 殺 氣紛々 として 

恰も 獨り 敵陣に 在る が 如く、 頗る 危險の 境遇な りき。 縣民護 鄕兵を 編成 せんと 欲し、 之 を 縣廳に 迫 

つて 縣 令に 面接す るに 至る。 渡 逢 氏の 生命 は將に 其の 諾否の 一言に 懸れ るが 如き 勢な りし かば、 此 

の 事件に つき 應接 をな すの 際 彼の 額 色 土の 如く 變 じたり しが、 然 『許可す る こと 能 はす』 と へ 

たりと いふ。 或 人 之 を 評して 曰く 彼 は 天性 恐れざる の 人に 非す。 只 道 德を養 ひ、 擧問を 修め、 毅楝 

して 此に 至れる のみと。 げに眞 正の 男 は 品性 を 練磨して 始めて 逹し 得らる & ものな り。 道德の 勇と 

血氣の 勇との 相逮 即ち 此 なり。 國 手べ ルツ 人に 語って 曰く、 陸奥宗 光、 井上毅 雨 氏 其-の 肺病の 發す 

る や 殆んど 同時な りき。 然るに 陸 奧伯は 醫 上 其の 定命 なりと 診斷 せる 年限よ ひ は 三年 餘を 活き延 

びたり、 此は 全く 伯の 剛膽 の然 らしめ たる 所な り. と。 竪 同なる 精； t は 以て 疾病 を も 能く 之 を 抑壓す 

る を^る 事 此の 如し。 

され ど R 己が 意志 を 以て 之 を 制し、 之 を 忍び、 之に 打 勝たん と 魁む るの 異氣 は、 叉： だ 不^然の 

EK^ なる 事 多し。 例へば 加藤嘉 明の 近 K 曾て 火箸 を燒 き、 之 を 壚に梳 へ 人 を 試ん と 欲す、 嘉明適 ま 

出で、 之 を 執り、 徐に灰 を in つて 字 を 作す、 指 盡く斕 る も 竟に問 ふ 所な かりし と 言 ふが 如き、 日 

木 武士の 意地 强きを 示す 好 模範な り。 ュピクテタスはストィッ ク派中に名ぁりし^！^^るが、 曾て 奴 
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諫 たりし 時 其の 主人 殘忍 にも 彼を亂 打せ る 事 あり。 彼 徐ろに 謂て 闩 く 『、王公 注意す. ろ 所な くんば 我 

は陘は 挫かるべし』 と。 主人 更に 怒って 劇 打し 遂に 其の 竹 を 壊つ。 マー ピクテ タス 神色自若 として 從 

容 謂って 曰く 『見られよ、 我曩に 事此に 至るべき を吿 げしに 非す や』 と。 若し 苦痛 艱難に 遭 ひて 丈 

夫ら しく 之 を 忍耐す る を 剛と雷 は- 2、 之 を 恐れす して 邁往 する を 勇と 言 はん。 武士道 及び スト イツ 

ク 派の 强きは 寧し ろ 前者に 屬す。 故に 動もすれば 不自然に 陷る こと あり。 腹 空しき も 幾え すと 瘦我 

谩を 張る 剛は 乃ち 剛 なら ん、 され ど掉 せ として 餘裕 ある 道德の 勇に 及 は ざ る 事 遠し と 謂 はざる 可ら 

す。 以弗所 書 六 章 十 節に 曰く、 主 をよ び 北 ハの大 なる 能に 賴 ひて 剛健なる べしと。 人間 は生產 的なる 

と 同時に、 受納 的たら ざる 可ら す。 誰か 食物 を 給せられ すして 勞 役に のみ 服し 得ん や。 人間の 勇氣 

は 神 を 一； 乂 くる 事に よりて 完 うせら る。 拔山蓋 世の 男 あるよりも、 祌を受 くろ 事 は 更に 人 問ら しき 行 

^5なり。 せ^^_1すら尙夜靜かにして||り山に|^:け、 神に 祈りた る は、 吾！^ ザの 正に 舉ぶ べき 所に 非す 

や。 コル ドン は 恐懼し、 保羅 は戰溧 せり、 而 かも 彼等の 勇氣 双び なかり し 所以の もの は、 蓋し 其の 

匹夫の勇に あらす して、 ； t の 力より 来れる に 由れ り。 武士道と 宗敎と は 古来 IB 、ろ 親 (ew る 閼係を 有 

す。 或は 摩利支天 を 祭り、 弓矢 八蟠を 念じ、 熊 野大權 現を拜 する の 例少か らす。 共の にも 亦 八幡 

座 を^け たる を兒 る。 山中 鹿 之 助 は 常に 三日 巧を拜 して、 之 を 己が 指 物と なしたり。 大 蘇芳 年月 百 

つ- 5  • 

姿を畫 く。 共の 一 つに 幸 盛が 月下に 检を 杖いて 月を拜 する の賓 あり。 封建時代 日本 武士の 好 模型た 

る 波の 人物 丹青 の^に 躍如たり。 され ど 彼等 をして 某督 の祌、 保羅の 神、 ゴ ルドンの 祌を 信仰せ し 


めたり しなら ば、 北ハの 武士 魂 は 如何に 幾歷の 光輝 を し、 美觀を 添えた るべき ぞ。 ステ パノは 石に 

て jgi 殺せら るるに 當り、 其の 容貌 天使の 面の 如く 輝きたり とい ふ。 然り、 武士道に 基督教の 诜禮 を 

施 するとき は、 正しく 武者 繪 的の 物 き 容貌 はー變 して、 愛すべく 敬すべき ステ パノの 容貌の 如き 

に 至るべし。 織 田 信 長淸洲 城に あり、 今 川 義元五 萬の 大兵 を 率て 迫る と 聞き、 之 を 桶 挟 問に 迎へ ts- 

はんとす、 ほ 衆寡 敵せ ざる を 以て 之 を 止む。 信 長 遂に 聞かす、 羅生門の 謠 曲を謠 はしめ、 自ら 立 

つて 舞 ひ、 人生 僅か 五十 年、 夢幻の 世の中に 一た び 生 を 得し もの 死なざる 事の あるべき かと、 歹 

を觀 念して 兵 を 進めた る 事 あり。 悲壯 懷慨人 をして 案 を 叩いて 壯 快と 呼ばし むる 所な りと 雖、 更に 

一歩 を轉 じて かの ステパ ノの淸 高 雄大なる 心事 を 知る に 至って は、 自ら^ 乾坤に 入る の感 なくん ば 

あらす。  . 

第五 iNJiJi^\、，nt^v> 保羅 曰く 愛 はぎ」 の 德の帶 なりと。 當 時の， 衣服 は 我 邦の 衣服と 同じ 

く、 帶せ すん ば 以て 衣服 を 整 ふ 可ら す。 斯の 如く 愛 はすべ ての 道德 を. 總 括し、 整理し、 調 知し 完 

成す る も S なり。 然るに、 武士 透に 於て 最も 欠乏せ る は 愛な ひとす。 武士 風の 家庭の 厳正に 過て 冷 

酷に せく、 温かなる 愛の 乏し かりし は 否定すべからざる 事實 なり。 義に 勇み、 死 を輕ん じ、 f を 重 

じ、 操 を 守る 事 は 隨分發 達したり しか ども、 愛に 至って は 末 だ 深く 之 を 解す る 能 は ざり し 力 如 t 

讒言が 信 玄に摄 を 送れる が 如き、 また 義 家-か 弓 を 引きて 寅 任 を 追 ひ 將に彼 を 射ん とする に當り 取 

-? 『衣の たて は ほころびに けり-一一 と 歌 ひしに、 貞任が 『年 をへ し 糸の 亂れ のかな しさに』 と 付て 
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_3 に 物別れと なりし が 如き は、 武士の 襟懷 頗る 寛大に して、 a しほら しき 所な りと 雖、 尙ほ 未ぞ之 

を 以て 愛 を 解せ る ものと 言 ふ 可ら す。 基督 敎は 愛の 宗敎 なり。 祌の子 肉 を 受け、 人の 問に 伍し、 十 

字 架の 死 を 甘 じたる 宗敎 なり。 即ち 牧者が 其の 失 ひたる 羊 を 探り、 敵 を 愛し、 罪 を 贖 ふ 所の 宗教な 

り。 冷々 淡々 として 物懷 きものに 非す。 和氣 靄々 として 春風の 薰 する 所の ものな り。 皮下 血 あり 眼 

底淚 ある 温き ものな り。 此精祌 を 加味して 初めて 武士道 は 完成す る を 得べ し、 善盡 し美盡 し、 地の 

榮 ぇを更 へて 天の 榮 となさん。 要するに 全 輩 は 人 を 救 ひ、 世 を 救 ふ 十. 字 架の 敎へ に 依る にあら すん 

ば、 武+: 逬を报 作して、 之 を；^ c 發誘拔 する の 道、 他に 之 を 求む 可ら やと 信す るな り。 

(一 八 九 八 年 三 g) 
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ソフロ  二 カスの 子 (ソクラテス) にして 一!^ 辜 者に 相應 はしく 死たり と.； n はる \ を ^ば、 マリヤの 

子 は 神の 如く 死せ りと は、 ：1^約論の_^!?者ジャ ン • ジャ ク • ル ，-ソ ，-が 絶叫せ し 所に 非す や。 移り行 

く ゆに 唯だ獨 り^ ゆる 十字架の 熒光 は、 基傅敎 者の 常に 誇る 所な り。 s# と 北ハの 十字架の 外 何 を も 

知る まじと 決心せ し は、 -:: ひに 唯 だ 使徒 バウ 口の みならん や。 古來 聖賢の 死、 英雄の 臨終、 後世の 人 

を 感激せ しむる もの 多し と雖 も、 之 を 十字架の 傍らに 置く とき は、 また 以て nj^ るに 足る ものな し。 

お (化お 德 なる 長き 生涯 も、 十字架 上 基督の 一瞬 に 比すれば、 太陽の 前に 於る 星の 如く、 其の 光見 

る 影 もな きに 至らん とす。 基将の 十字架 は 吾人 をして 生命-おし とも 喜ぶ に 足らす、 世の中に 得意な 

る 生涯 を 送る に較 ぶれば、 死 際の 瞬 11 尙ほ IT た 優れる もの ある を覺 らしむ。 死生の 现、 榮 辱の 爲相 

は、 力 ルバ リイ 丘上に 於て 最も 適切に 之 を舉ぶ こ と を 得 べし。 

i= ^；: き 金曜 n と稱 せらる k 次の 八 tii に は、 全世界 至る所に 基督の 死て ふ 問題に 付て 人心 種々 の 態 皮 

を 取りて、 或は 之に 泣く 者 も あらん。 奮起す る もの も あらん。 無感覺 なる 者 も あらん。 疑惑に 惱み 

てハ す 迷路に 深入りす る もの も あらん。 之 を 近くより る 者 も あらん。 之 を遙か 彼方より 微かに 見 

十 字 架 周^の 光 S  1 九九 
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やる もの も あらん。 然れど 余輩 は 請 者 と、 もに 精神 上 如何なる 姿勢 を 取りて 基督の 十 字 架 に對 すべ 

きか。 是れ も 切要なる 問題に 非す や。 

耶穌を 十字架に 付けし 後、 誰が 何 を 取らん と鬮を 取りて 北 ハの衣 を 分て り。 (ま 

まふ あた リ 

あ K 羅 馬の 兵卒 は 何の 心 もな く 之 をな せし ものな りと 雖も、 死の 秘義を 眼前に E, っ&、 殊に 基督 

の 十字架の 下に ありて、 唯 だ 一枚の 衣服 を 分配す るの 外餘 念な しと は、 如何にも 恐ろしき 事に 非す 

や。 然れ ども 此は今 n も尙 ほ.；^ り 勝ちの 事實 なる を 如何せん。 

受難週の 來 りしに も拘 はらす、 利害の 爭 ひに のみ 耽り、 浅ましき 偶然て ふこと を 力 草に た 世の 

營 みに 忙が はしく、 基督の 十字架に 深き 思想 を 催さす、 切なる 感情 を も 懐かす、 當 時の 『維 馬の 兵卒 

を 直ちに：；^ るが 如き 様 をな す もの 少 からす。 次の 日曜 曰 は より 受難 當 曰の 集 會に 臨みても、 心 を 

世の中に If はき、 精神 全く 物 化せられ たるま k にて 唯 だ 空しく 北 ハの體 をのみ 其 所に 置く もの、 所謂 基 

督敎 信徒の 中に これ 無き を 保 $； はする 能 はす。 余辈 は讀 者と、 もに 此の 點に 心し、 彼の 無情なる 兵卒 

の流亞 たら ざらん やう 務 むべき ことなり。 

北ハ の 所 を 過ぎし^ ども、 耶穌を 詬り 首 を 振 て 首 ひける は、 あ、 ii! 殿 を 毀ち て 三日に 建つ る 者よ、 

.HI らを救 ひて 十字架 を 下りよ。 祭司：：^ 舉者 ども KM じく 嘲弄して ず； に. 一一.：： ひける は、 人 を 救 ひて 自 

ら救ふ 能 はす、 イスラエルの 王 基 5^ は 今 十字架より 下る べし、 然 らば 我等：^ て 之 を： 一;3 ぜん 云 々 。 

(馬 可傳 五の 二 九 以下) 


00 の 兄 ハ卒ど もが 十 字 架 を 冷眼 に 一;;^; 過し て 何と も 感ぜ ざり しに 引き 換へ、 是 は^: i 的 に 十 字 架 に 

12 き、 或は之を！^！り、 或は 之 を 疑 ひしな り。 へ rn も斯の 如き 態 皮に て 十字架の 下に 立つ もの： ffi だ 多 

しとす。 彼等 は 茶お：： の 何の 意義 を 含〉 する や をお：^ らす。 斯る 難所に 懸ら す、 之 を 免る. t こと を圖 

るべき に、 何の 故 もて 断る 非 t!^ の 死 を 遂げられたり やと 怪 みに 堪 へす。 基 l^" は 今 十字架より 下る ベ 

し、 故に. fn らを救 はざる やとの 疑問 を發 する ことならん。 或は 堂々 たる 牧師 傅 近 者と. E 稱 する 徒 

先にして、 范督の 死 をば 解し 難き 疑题 とし、 唯 だ 首 を 振りて 之を怪 み、 共の 牛； 前の 展歷首 論 等に は 

Iwil きを S くが 如しと 雖も、 十字架 を 避けて 餘り 多く 之を說 かす、 以て m ら 進歩的な りと 誇る もの も 

あり。 

余^^は祭司の長、 舉^！^どもの如く、 十字架 を 嘲弄す る ほど 殘 忍の 人 は、 よも 證^ 中に これ 冇るま 

じき を It" ぜんと 欲す。 然れ ども 十字架の 前に 首 を 振り、 遲 疑し、 E 心 ひ 惑 ひて 之に 躓く もの^る 多 か 

らんこと を 恐る。 彼の ぼ 夫の 長 も 眞に此 人 は 神の 子な りと 叫びたり。 架れ る 人々 の 中には 此の 有り 

し 事 ども を la て、 胸を拊 ちた る も ありき。 凡そ 心 を 落ち着けて、 深く 耶穌の 死を觀 察し、 其の 様 を 

者へ、 共の 言 を 玩味す る 者 は、 必す 痛切なる 感情に 打 たれざる を 得す。 然れ ども 悲 いかな、 世人 多 

く は 十字架の 1^ を 漫 然通 過す るの みに て、 其 所 に 立ちと どまり て 沈思 熟 慮す る こ と をな さざる な 

り。 ま 耶穌の 言 その 耳に 入る も、 エリ、 H リ、 ラマ、 サバ クタ 一一と 首 ふ聲を 聞き 僻めて、 此はェ 

リャを 呼ぶ も のな りと， I, れ 解す るの み。 余輩 は 讀^^と \ もに 斯る たぐ ひに 馬せ ざらん こと を 祈ら ざ る 

十字架 S?!i の 光お  二 〇1 


十字架 I? 園の 光景  二  0 二 

ベ か t 

二人の 盜賊 かれと 偕に 一人 は 其の 右、 一 人 は 北ハの 左に 十字架に 付けら る。  十字架に 付け 

られ たる 者も耶 穌を詬 りぬ。 頓て 其が 一人 I 非 を 悔いて 友 を 戒め 曾 ひける は、 汝 同じく 罪 を 受けな 

がら 祌を 恐れざる か、 我等 は當然 なり、 なせし 事の 報い を受 くるの み、 此の 人 は 何も 善から ぬ こ 

と はなさ ざり しなり。 斯くて 耶稣に 一一 一 in ひける は。 爾 その 阈に至 らんと き 我 を 記憶へ 給へ。 耶稣答 

へけ る は 今 曰汝は 我と 偕に パ ラダ イスに 在るべし。 

此の 二人 暫くの 問 は 同じく 基督 を詬 りしが、 其の 中の 一人 耶穌の 祈り を聽 き、 其の 神と 偕に 在り 

て 平和 奪 ふべ からざる もの ある を 見、 其の 高潔なる 擧止 相貌、 血 流れて 淋滴 たる 中に、 如何にも 尊 

く拜 まる \を 感じ、 其の 周圍の 光景 之と 天地 啻 ならざる の 懸隔 あるに 心 を 動かされ、 其の 『父よ 彼 

等 を赦し 給へ』 と 祈りし に 驚きて、 I 非と 其の 赦 して ふこと に氣 付き、 目に 見 ゆるより 以上の 世界 莨 

在す るを覺 る や、 我と いへ ども 此の 慈悲 滴る ばかりなる 耶穌に 依頼 だに せば、 其の 祈りに 現 はれた 

る 不思議な る 力に よりて 救 はる こ と を 得 べし。 旣に 我が 如 き惡漢 を さ へ 啓發 して 斯る 感慨と 意志と 

を 催さし むる 程の 不可思議 力 ある 此 の 君に 倚らば、 人間 社.^ 3 に は絕緣 せられた る 此の 身 を. も 神の パ 

ラダ イスに m はくべき 由 も あらんとの y 布 の 光 胸に 輝き 出で て、 終に 我 を 記憶へ 給へ と 祈れり。 耶穌 

の 十字架 は 罪人に 希望 を與 へ、 之 をして 悔改の 道に 進まし むる 活力な り。 余 は 受難週に 於て 多く 

の It 人が、 基督の 死に 感激して、 生命の 道に 立ち 歸 らんこと を 願 ふなり。 


また 遙 かに sl.^ み 居た る 婦女 あり。 また 十字架の 傍に 立てる もの あり。. 耶穌 母と 愛する 所の 笫子傍 

に 立てる を兑 て、 母に 一 W ひける は 婦ょ是 れ汝の 子な り。 ま た 弟子に  一一！！ C ひける は是 れ汝 の 母な り 

と 0 

十字架の 下に 立て 之 を傍觀 する 者のう ち、 或 ひは遙 かに 佇す める も あり、 また 近、. と 寄り添 ひて 

親しく 其の 音容に 接し 得た る もの も ありき。 受難週 は.^ 葦が 十字架の 下に 近く 進み 寄りて、 耶穌の 

有棵と fn と を 漏す 所な く 見聞 せんこと を 務めざる ベから す。 

希 伯 來寄六 窣の六 節に 曰く、 喷f^浴するものは祌の子をwび十字架付けて顯辱とすと。 是れ 13! に最 

も 恐るべき 言な り。 

耶穌の 死 を傍觀 せし 者の 中に、 tn ら 此の 大逆罪に 與 かりて 毫も 之 を 恥づる ことなく、 已が 無道な 

るを少 しも 感ぜ ざる 者 あり。 ま た. E ら 之 を 殺す に 與 から ざる も 他人 の 所爲に 何 の 顧慮す る 所な く、 

義惯 慷慨の 情 を 起さ ^ り し葷 甚だ 多 かりき。 他人が 罪惡を 犯して 耶穌を 殺す 事 を 冷眼に 見て 無感覺 

なる^、 及び 下手人に して 無感覺 なる 者、 是等 一 一種の 人 は 今日 も尙ほ 依然として 存在す る を 記憶せ 

ざるべ からす、 ^督は 肉體の 痛苦に. S りて 死にし なる か。 其の 1^ の 最も 苦き 要素 は荆の E 免、 釘の 

痕、 鎗の瘢 に は あらで" 寧ろ 世人の 罪悪 を 身に 負 ひて、 其の 甚だしき 重さに 堪へ 難ね、 人類の ため 

神の 前に 恐縮して 身 を容 る \ に 所な き 如くに 感じ た る こ そ 、 其 の 最も 切 に 心 を 慯め し 所に て ありし 

十字 周 の 光景  二  0  一二 
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なれ。 人の 罪 は 基督 を 十字架に 付く る ことなり。 希 伯來籴 £ の 著者が、 ifj^ する もの は 神の 子 を W び 

,!'字架にけくと言ひしもの即ち"^;^なり。 人の 痴愚、 不信仰、 I 非惡が 主耶穌 甚督を ョ々 十字架に 付け 

つ A あるに も 頓着せ す、 深く 之 を 憂へ 悲しむ の 赤誠に 乏しき 者 は、 自ら 手 を 下さす とも、 耶穌の 死 

を 冷^に 兒 たる ものと 何の 異 る. 所 あ らん や。 余 軍 は 讀 者と \ もに 此の 受難週に 於て 主 を 十字架に 付 

くる 現今の 罪惡 を目雜 して 、 深く 愤慨 嘆す る こと を舉 び、 胸 を拊て 之を悲 ますん ば あ ら ざるな 

り。 況ゃ 自ら 多くの 罪 を 犯し、 己の .亞^ を 以て、 王の 心 を 刺し、 之 を 十 〈ト 架に 付けし に：？^ て を や。 余 iffi- 

は已 また 基督 を 死に 致す の 下手人た る を 免れ 難き を記惊 すべきな り。 他人の、 I 非 をも悲 ます、 巳の 罪 

にも 斷 際の 悔 をな さす。 余葷は十字架の傍觀^|^中、 何れの 類に 嵐す るか。 是れ 受難週に 當 りて 靜 

かに 考ふ ベ き ことに 非す や。 

(一 八 九 八 年 四 „r) 


婦ょ 何ぞ哭 くや 

マグ ダラの マリヤ は、 主の！；^ の 失せ去り c、  虚 くな りたる の 外に 立て 哭き ぬ。 世の 人の： IT は 

^むべき 悲劇 を^す るに 至る もの、 多く はまた 此 類に あらす や。 マリヤ は信實 にして i っ怜 倒なる 

婦人 なり 、 特に i=:〔 の 主 を E わ ふ 心 は 極め t 深切なる も のな り き。 

され ど W むらく は 其の 深切なる 同；^、 此 期に 臨みて 耍を 誤 まり、 爲 に事现 を刺斷 する の 鍵 を 失 

ひ、 其の 心 は 失 s:」 を 以 て擾き 亂 さる、 に 至 れり 。 淚 に 警 たる 其の 目に は 祌を見 る こ と 能 は ざり け 

ん。 天使と： が i らふ さへ 呂律 亂れ C 日顷 敬虔な りし 人の 言語と も覺 へす 『我 主 を 取， 0 し 者 あり、 何處 

に 置し か を 知らす』 と。 是れ 世の 种 なく  なき 人の、 其の 愛 を 失 ひて 哭 くと 何の 選ぶ 所 か あらん。 

彼 は 主の 屍の 失せし を以 C, 或 者の； ^3^" を 加 へ たると なし、 主が M ら此處 を 去りたり と は 毫も m 心 ひ 

及ぶ 能 は ざり しなり.。 彼 は 思想の 中心 點を 誤りたり。 故に 猶太 人と、 羅馬 兵と、 狂评 せる 群衆と、 

殘 忍なる 人民との 外 は、 彼の 目に 映らす、 不 W 心議 なる 祌の手 は、 彼の 前に 隠れて え ざり しなり。 

ふに 吾等の 多く は、 また 實にマ リャ と共に 墓の 外に 立ちつ、 ある ものな り，。 人 は， 飛 なる 社， ％ 

と、 不 慈なる 人心と、 嚴 酷なる 運命と に 敵し 難し。 常に 悲慘 なる 活劇の 演ぜら る& を：： 儿て、 、K 水く せ、 

よ 何 ぞ£< くや  二 〇五 


婦ょ何 ぞ§„ くや  二 〇 六 

の 心 を 痛め、 人生 は 到底 禍の 片碎に 過ぎす、 幸福 得て 望むべき 所に あらす と觀 じ、 服 底^て 涙の 乾 

く 時な き 者 多し。 又紛々 たり、 擾々 たり、 目的 もな く、 秧序 もな く、 混 if の 天地と 思 ひつ \ も、 澄 

然 生を此 世界に 竊み、 飄乎 とし C 糠の 如く 一  生 を 吹き飛 さる \ もの 少なから す。 夫れ 人間の 歷史に 

慈愛なる 神の 攝理 あり c、 序 を 正し 和 を 調 ふる 事 ある を 思考せ す、 徒らに 斷 脇の 念に 堪 へす、 目前 

の 事變に 哭き悲 みたる 時の マ リャ こそ、 今日 も 尙ほ滔 々たる 文明の 社會に 生息す る 人民の 心 を率ゐ 

る 所の 女王なる あらんと は、 豈に 偶むべき 事に 非す や。 

吾等の 困苦と 悲嘆との 原因 は、 罪悪より 來ら すん ば 愚痴より 來る。 天使 マリヤに 問 ふ C  口 く 『婦 

よ 何ぞ哭 くや』 と。 マリヤ 問に 應じ C 其の 现由を 答 ふるに 禱 躇せ ざり しか ども、 而 かも 其の 答へ 違 

へり。 斯の 如く 吾等、 亦 自ら 悲 むべき 现由を 有し、 其の 原因 を述 ぶる に撣ら ざる もの あり。 され ど 

其 は 多く 已が 一片の 愚痴 を 漏らす に 過ぎ チ、 盲者の 誤り 想像し こ獨り 怒り 怨む ものに 似たり。 祌の 

使者 厘ば 何故に 人間 は斯く 心に 苦悶して、 哭き 悲しみ 痛む かと 訝り 問ふ窜 あらん。 彼等 は 吾等の 背 

後に 隱れ たる もの を 洞見す るな り。 地に 落ちて 死にた る 穀物に 於て、 多くの 寳を 結ぶ 事 を 察知す る 

なり。 たる 寒風 は、 花 • 咲き 鳥謠ふ 和 閑なる 春 を 吹き送る 事 を大觀 するな り。 

吾等 は祌 の 動搖 せし む る 所の 大海の 表 面 を 見 るの みなれ ども、 彼等 は 其 の 裏面の 奥深 き 所 を 見る 

なり。 吾等の 困苦と 悲嘆 も、 多く は祌の 經綸を 量り 知らざる に 基く。 巳が 罪に 泣く は より 其の 所 

なり、 され ど 巳が 愚の 爲に祌 の 思 召 を 誤解し、 以て 祌を 怨み 人 を 咎め 心に 悶 ゆる は、 只 其の 不道理 


の 事の みならす、 資に祌 を 褻 澄す ものと 言 はざる 可ら す。 天意 もと 機密に して、 容易く 知る ベから 

す。 され ど 之 を 量り 知る の 道 また 備 はる。 故に 念 を F: ふし、 心 を 謙りて、 靜 かに 神に 開かば、 何人 

か 己の 愚 を 悟らざる もの あるべき。 己が 愚 を 悟りて 尙ほ哭 く 者 ある 可ら す。 

マリヤの 誤り は 或る 形 體に於 c、 或る 場所に 基督に 見えん とせる にあり。 是れ實 に 基 # に關 する 

我.^; _ -の觀 念の、 往々 にして 誤謬に 陷り 易き 所と す。 マリヤに して 若し 願へ る 如く、 墓の 中に 死せ る 

基督に 見 ゆる 事 を 得たり とする も、 其 は 只 悲しき 滿 足に 外なら ざるべし。 冷き 其の 額に 接吻し、！^ 

.IV- し 

き 其の 傷口に 觸れ たりと する も、 其 は 只 己が 心に 一層の 惨み を 加 ふるのみ にし c、 慈愛に 溢る、 優 

しき 薛 もて 其の 痛める 心 を 慰めら る、 Hi は 得て 望む 可らざる べし。 げに マ リ ャは活 きて 親しく 來り 

藉 する 基督 を 望ます、 反って 死せ る 基督 を 探り 求め、 形式と 敎義 とに 於て 基瞥を 信ぜん とし、 其 

の 得る 所 は 失望と 悲嘆と に 終るべき 人の 好き 戒めと なりたり。 此 時に 當 りて は 怜俐なる 彼 も心亂 

れ、 情 激して 理外の理 を考 へ、 超自然の 自然 を 見、 復活の 奇 を 思 ふの 餘裕 なく、 平凡なる 一 婦人 

と 成り 下れる ものと 一 百 はざる 可ら す。 基督 は マリヤが 想像せ るよりも、 遙 かに 大 なり。 又敎 會が考 

察する よりも、 更に 限りなく 大 にして 高き なり。 基！^! n は 死せ り、 され ど 復た活 きたり。 今 在る 所の 

基督 は資に 活ける 主. なり。 故に 總て 基叔 Z 的 精神の 在る 所に は、 如何なる 敎 會の內 にも、 又 如何なる 

人物の 內 にも、 常に 之と 共に 活動し、 之 を 誘 被し 啓發 し、 扶助し、 慰藉し、 更に 之が 爲に 喜び、 叉 

スを 催して 天父に 懇禱 しつ X あるな り。 され ど 基督 は斯く 親しく 吾等の 情 態 を 知り、 吾：^ > の哭 きを 
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聞き、 我等 を 慰め 勵 まさん とせら る.^ 時に 於 VJ すら、 尙ほ 吾等 は マ リャ と共に 誤って 此は圚 を 守る 

人な らんと 思惟す る こと 多し。 吾 は 概ね 一 の 場所、 一 の 神學、 一 の 敎會に 於 一し のみの 某お E を 知る 

者な り。 其の 他の. f おにて 来る 時 は、 是を 主な りと 認識す るの 難き こと 厘ば なり。 特に 甚 しき は 己が 

敬服す る說敎 者の @ に 於ての み、 基督 を 知る 者 あり。 其の 愚、 其の 盲、 此に 至つ ご 極まれり と； 一一 巧 ふ 

べし。 あ. - 主よ、 無智なる 吾等 を憐 み、 吾等の 霞の 知識 を啓發 し、 祌に 就き、 基督に 就き、 一 層 適 

切に 之 を感覺 し、 目の^りに 相兒 て 之に 仕へ、 其の 恩寵に 沐浴す る こと を 得しめ 給へ。 
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眞の 悔い 

耶穌 兵卒 等に 捕 へられて 祭司 長の 家に 虫 かる- -ゃ、 ベ テ n 影ながら 其の 前途 を兑 とビ けんとし、 

衆に 雜 りて 共の 中に 在りし が、 其の 耶穌の 徒な ろか を 問 はる \ や、 彼 は 三た びと も 知らす と 答へ、 

鶴の 鳴く に 驚き、 初めて 主が 爾今日 鶴 く 前に 三た び 我 を 知らす と 首 はんと 首 ひし を 憶 ひ 起し、 門 

外に 出で.^ 哭 けり。 吾人 は 此の 時の ベ テ a に 於て 眞に 己が 罪を悔 ゆるの 心 切なり し を 兌る。 

夫れ 罪 を悔 ゆると は 如何なる 事ぞ や。 路加 傳 十五 章 放 蕩 子の 臂喻 に 於て、 彼 自ら 省み 一一 目 ひける は 

我が 父の 家に は 食物 あまれる 雇人の 多く あるに、 我は餓 ゑて 死.^ ん とすと ある 一段に て は、 未だ 眞 

に 罪 を 感じ 之を悔 ゆる 者と 謂 ふべ からす。 一歩 進んで 父に 歸 らんと し、 『父よ、 我れ 天と 汝の 前に 罪 

あしら 

を 犯しぬ。 汝の 雇人の 一 人の 如く 我 を 遇 ひ 給へ』 と 言 ふに 至り、 初めて 罪惡 てふ感 念の 起り たる も 

のと i£ ふべ し。 自 から 省みる の 時 は、 唯 だ 父の 家の 燒 かなる を 思 ひ、 己が なし、 ことの 如何にも 愚 

かなりし を 悔い、 不面目の 仕 打 を惭愧 し、 自ら 責め 自ら 悔みて 泣ける に 外なら す。 

此の 以上 更に 神と 面 を相對 して、 初めて 眞の 懺悔と はなるな り。 夫れ 自ら 省みる の 時 は、 岡より 

北ハの 中に 殊勝なる 心 もな きに 非 ざれ ど、 痛悔の 念と 共に 叉 倨傲 愤怨 の愤 ある を 免 かれす。 宛が ら自 
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圆駄を 踏む 如き 有様に て は、 未だ 眞に 罪を悔 ゆる ものと は 謂 ふべ からす 眞に 罪を悔 ゆると は、 即ち 

祭司 長の 門前に 出で、 慟哭せ るべ テ n の 心 ^なり。 路加 傳让ー 一章 六十 一 節に、 主 身 を 反して ぺ テ a 

を 給へ ひと あ ひ。 

べテ a ば 主が 身 を 反して 已 れを兒 たま ふまで 心 之に 考へ 付か ざ ひしな ひ。 彼は鐵 石の 如き 人に て 

餘ひ物 を 思 ひ 虞ら ざり し s^u なり。 然れど 彼 は 決して 品性 卑しき 人に 非す。 主 を 知らす と肯 ひし こと 

^狗 心に 出しと せば、 彼何ぞ 初より 敵地た る 祭司の 長の 第に 忍 入る が 如き こと を せん。 唯 だ 彼 は 主 

の 先途 を兑 と けんとの 心より、 此 ロ的を達す る に は 及 ぶ 限 發兑 され ざらん こと を冀 ひたる に. H 

るな らん。 然れ ども 今や 耶穌は 罪人 悪人と して 目せられ、 子 は 散 ひ、 友 は 隱れ、 天下 を舉 つて 彼 

を 評へ、 誰 一人、 之が 侶た る を 以て 光榮 とし 決して 耻づ べき ことに 非す として、 之が ために 辨疏庇 

護す る ものな し。 此 時に 當て 平素 恩義 を 受け、 共の 潔白 を 知れる ぺテ n は、 斷然 進んで 之 を吿. S 辨 

證す ベ きな らす や。 然 るに 彼 は 之 に氣 付かす、 唯 だ 己が 目的 を 達す る に 心^^6 にして 大罪 を 犯す こ と 

を 知ら ざり しな ひ。 吾邦の 人の 巾に は、 ぺテ n が斯る 目的 を 以て. 王 を 知らす と 首 ひしに、 何の 惡し 

きこと か あらんと m ぬ ふ もの あるべし。 古來西 人の^に ぺ テ 口が 此の 行に 付て 特に 論 明した る ものな 

し。 事理 旣に 彼等に は 明. E にして 秋 亳の疑 ふ 所なければ なり。 然るに 我 邦人に は 此の 疑惑 あり。 然 

れば此 にべ テ 口 の 此行を 以て 大 i 丼な.^ とし、 彼が 哭き悲 みし を 道现な ひと 論吿 する 一 の撿事 ある を 

要す。 是れ^ 西 近德の 異なる 點 にして 政治 運動に も 現れ、 问 志 社 問題に も 現 はれ s;^ る 所な り。 ぺテ 


口 は初め惡き16^-と忍はすして放首したるも， キ： がわ ざ 反して： 給 ひつる に、 心の 夢 此に醒 

され、 耶 穌の嚴 しき 股の 光、 胸を贯 ぬく を^え て、 終に 堪へ 得す、 s-z で i 泣きぬ。 c;,^ れ資に 悔の 

^切なり ければ なり。 >;^^:人が微かながらも罪を悔ゅるの心を起すは、 抑 も 自ら 哀 むより 發す ろなる 

か、 將た 外より 起さる- -な るか。 ^久しき 信者と 雖も、 常に 祌 の；^: 發に. 5 て 初めて 自己の 罪 を 悟る 

ち さ 

を 驗せ すん ば あら ざろ べし。 我等 は微 くして 數 ふるに 足らす、 随 しくして まことに 大 なろ 罪人な 

るに 拘 はらす、 神 は 尙ほ之 を も 楚て給 はす、 我れ 敢て 感ぜざる に、 祌 自ら 迫.^ 來 つて 我等 を 誘導 啓 

發し自 の 罪 を 悟りて 之を悔 ゆるの 念 を 起さし む。 耶穌 今や 敵 人の 間に 圍 まれ、 共 命と 言 へ ば 風前の 

^にも 比べつべき 機に あり、 一 身の 處 59 に 付て 餘念 もなかる べきに、 態々 身 を 反して ぺ テ n を は 給 

へ は。 北 ハの而 とべ テ 。 の而 とが 枳對 せし ときべ テ 口 は 此に痛 悔の念 を 引き起されたり。 群がり る 

悪人の 內に義 を立證 して、 荆 棘の 巾の 號 11 微の 如く 立てる 耶穌 の、 穏 かにして 慈愛 滴る ばかりにして 

又 非常に 氣 高き 顏と相 接す。 ぺテ n がぁ& 我は大 いなる 罪人な りとの 感を 起せろ もの、 必 すし も檢 

ie^- の 論告 を俟っ を耍せ ざり しなり。 我等 また 神に 見ら る。 祌は刺 {n として 我等 を視 る。 され ど 若し 

之に 止まらば 我等 は疝 悔して 死す ろの 外 あるべ からす。 祌は此 上に 我等の 自ら 感得 A せざる に當 り、 

彼より 進んで 我 を；！：： 發し給 ふな.^。 我等 s 己 旣往の 藤史を 顧る 每に、 神の 絶えす 敬 "戒し 注意して 我 

等を誘？^^啓發したるを感ぜすんばぁらす。 、王 はぺ テ n に 向 ひ、 ぺテ。 ょサタ ン爾を 求めて 麥の 如く 

篩 はんとす、 され ど 我汝の 信仰の 絶えざる やう 祌に 祈れり、 と 言 ひ 給へ り。 ぺテ ns らは 堂々 た 


る 丈夫な りと 思 ひ、 たと ひ獄 にまで も 死にまで も 主の 行かん 所に 我從 はんと 力み 返へ るの 時、 主 は 

獨り 却って 彼の 靈の ため 斯 くも 密に 懸念し 給へ り。 今日の 我等 また 斯の 如き 愛 を 蒙る。 主の 復活 を 

重ん する は 即ち 此故 なり。 耶穌 直接に 我等 を 愛し 導き 給 ふとの 信仰 薄く、 身 を 反して 見 給 ふとの 經 

験 乏しき ゆ ゑ、 時に 感ぜざる に 非れ ども 心 迫りて 泣く が 如きに 至ら ざろ なり。 我れ 天と 汝の 前に 罪 

を 犯しぬ との 心 を 以て、 耶稣の 慈悲 深く、 聖く嚴 なる 面と 栢對 し、 心に 耻ぢ 悶え、 獨り 外に 出で，^ 

泣く に 至て こそ、 眞の 悔いと 首 ふべき なれ。 眞寳に 銜る心 を 以て 祌の 前に 悔 るに 至らん こと、 我等 

の 切に 心 ir へき 所に 非す や。 
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. 復活の 敎訓 

基^ 赏に 魁れ り。 是れ基 将敎徒 信仰の 基す る 所、 其の 活力の 由って 來る 源に して、 たと ひ 神舉は 

組 縱を變 じ、 敎義は 形を改 むる とも、 唯だ是 のみ は 千古に 磨すべからざる 事實 として 留まるべきな 

り。 基 5^ 敎 もし 單に道 德を說 くもの ならん に は、 基督の 死より 魅り 給 ひし こと は 特に 其の 必要 も感 

ぜられ すして 終るな らん。 北ハ のこれ 有る も 叉 これ 無き も、 彼が 善人たり 義人た るに 於て 何の 妨 ぐる 

所 あら ざれば なり。 敎會の 職分 もし 單に人 を 善に し 社會を 幸に する に 止まらば、 基督の 復活 はまた 

何の 意雜 もなかるべし。 然れ ども 基督 敎の 使命 豈に是 にて 了る ベ けんや。 基督 敎は 超自然 を敎 ゆ。 

^11然の法則の上に愛の法則を說き、 目に 現 はれて 而も 狭く 短く 限り ある 物質 界の 上に 時と 所と に 制 

せられす、 悠久 無 極に して 高く 美 はしき 靈 性の 世界 在る を敎 ふ。 若し 基督 敎ょひ 超自然の 分子 を 除 

かば、 其 はも はや 存在すべく も あらす。 若し 基督 敎 にして 此の 信念に 非す とせば、 其 は 全く 妄譚謬 

說に 外なら ざるな り。 唯 だ 汝の神 を 愛し、 己の 如く 隣 を 愛すべし と 言 ふの みが 基督教に は あらす。 

此の 物質 世界の 以外 また 其の 以上に 在て、 洽 ねく 有無 形 心の 宇宙 を掩 へる 無 限界 の 法 § を顯 影す 

る、 是れ 即ち 基督 敎 なりと す。 此の 心 を 以て 主の 復活 を 見れば、 眞に理 の當然 にして 神の 意の いと 深 
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きに 轉た 驚嘆せ ざる を す。 

或は 神 を 以て 憎惡 の； t となし、 或は 叉 人 物の 上に 少しも 關係 せざる ものと せし は、 是れ 古へ 

の 諸宗敎 なり。 其の 最も 良き もの すら 尙ほ神 を 以て ssf に義 なりと する に 過ぎす。 基督 敎に 至って は 

然ら す。 敎 へて 曰く 神 は 即ち 愛な りと。 而 して 耶穌 基お 2 の 一生 は 此の 大 いなる 奥義が 實 際に 顯 はれ 

たる ものに 非す や。 共の 降 生 も 之よ ひ 出で、 共の 慘死も 之よ ひ來 る。 主 は 病める 者 を 癒し、 貧き 者 

に幅昔 を 傅へ、 詬られ て愤ら す、 辱められて 怨 ます、 死に 至る まで 從順 なりき。 眞に彼 は 神の 獨子 

の榮 にして 恩寵と 眞、 现に充 ちたり。 然るに 此榮光 あり 至聖 なる 耶穌 基督に して、 十字架の 上に 殺さ 

れ、 心身 共に Mtp 絶命して 墓に 葬らる。 是れ 彼が 終局なる べき か。 生す る 者 は 必す滅 す。 釋尊も 

栴：^ の 煙 を 免 かれす と 言へ り、 ^^,1^31: 亦 此の 尋常の 運命に 支配され ざる 可ら ざり しか。 義士 節に 死 

し、 英雄 草 葬に IS る、 は、 古來 史上の 痛恨 事な り。 此を 以て か義 避 は 衣川に 死せ すして 蜋爽 より 支 

那 に涉 りしと 傅 へられ、 m 眞は 雷と な つ て 奸人を 挫げ りと 信ぜ らる。 邪の 勢力 を し て 終まで 義を壓 

倒せし め、 感 をして # を蔽ひ 了せ しむろ は、 人 ii 至情の 許す 能 はざる 所な り。 然り而 して かの 百 夫 

ひる Wm 

の 長 をして、 朝に は ピラトの 法廷に 耶 穌を撲 ちた る 同じ 手 を 以て、 午 下に は 己が 胸 を I？ て 眞に此 人 

は 義人な りきと 叫ばし め、 使徒べ テロ をして は 彼 罪 を 犯さす 其 口に 譎 りな かりきと 言 はしめ、 ョ 、ノ 

ネ をして は眞に 祌の獨 子の 榮 なりと 首 はしめ たる 基督に して、 空しく 暗黑の 勢力に 壓 伏せられ、 不 

法 の 死 を 遂げ しに 止まらば、 人生 の哩義 は茫と して 知る ベ から ざ るな り。 芳 未 だ 開か ざ る に 散 


ひ ^玉！^ 中に 在て 碎 くる さへ、 ； 人 地の $e ならざる 數に 人れ らる。 人生の jE^wr 天 近是耶 非 re: の t= - 

を^すべき もの 多し と 雌 も、 未だ 1* 督の 死の 如く：^ だしき もの は あらす。 

なる を備 へし 神の 人耶穌 t^:^ の Mi^ 後 は、 唯 だ 十字架 上の 慘 死なる か。 我が 神 我が 神 何ぞ我 

を 焚て 給 ふやの 一. 認は 主が 絶句に して、 アリマ タヤの ヨセフの 新 墓 は 其の、 水 久の應 み 場なる かレ ブ 

ラウ-一 ング 夫人の 詩に 俊 妙なる 一 篇 あり。 小さき fci 花 あり。 恭 到らざる 前 k: 花に 魁け てん 、き 出で な 

ん を 祈り、 以爲 らく 凡て 天地 は 我 を 祝すべく、  は 我が 至れる に 喜び 歌 ひ、 風 は 我が 跑辨 を观め 

て 吹かん と。 祈り は 天に 聽 かれて 彼 は 時 至らざる に ゆ、 き 出で ぬ。 然るに 雪 は く 降り、 雨 は 冷 かに 

： びぎ、 ね も 歌 はす、 日 も おりが ちに して、 花 は 時-至らざる 前に^き 出で k 時 至らざる 前に 枯れぬ 

と。 人類の 1{ 史 また 桢 めて 之に 似たり。 アブラハム は 故國を さすら ひ 出で つ 僅かに 共の 妻 を 靡る に 

足るべき 地 を 進て.！：： らも 死に、 H リャは 邪 まなる 世に 在て 自ら 嚒 野に 過ぎ、 孤獨と 悲哀の に北ハ 生 

を 送りぬ、 パゥ a は 身 を 招て、 世の ために 虛せ しも、 n らの敎 含より は 誤解せられ、 己が 仕へ たる 

^どもより^ られ^め られ たり。 サ ボナ ラ、 フッス 、ウィク リツ フ北ハ の 他 世々 の 人物 其の 時 を 待 

たでへ i. 、き W でた る もの は^な 其 の 時の 至らざる 前に 死 せり。 基督 また 斯 の 如くな りき。 耶穌^ 督 の 

礼、 もし、 王の 一生 を 説明す る ものな らんに は、 丑门 人は餘 りに 正義なる ベから す。 時に 先って 死ぬ ベ 

け もばな りとの 結論に する 外 あるべ からす。 然れ ども， せ 人 は 主の 復活の 靠資に 接す。 基督 は 永 

く 死に 1^ がれ- るべき 者に 非す。 神は是 を 以て 其の 死の 苦を釋 きて 之 を^ら せ 給へ り ((^jy) 。死 は 人 

投活の 教訓  ニー 五 
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間 最後の 勁敵な り。 罪の 終極 も 死なり。 而 して 基督 は 死に さへ 勝ちて 再び 甦り 給へ り。 基督 旣に死 

より 輕 りて 復た死 なす、 死 もまた 彼に 王た る こと 能 はざる なり。 ィ ー スト ルは實 に 愛の 敗れす、 義 

の 亡びす、 途に 諸々 の 勢力 を 征服す るの 力 ある を保證 する ものと いふべき なり。 死よ 汝の刺 は 何 所 

にあり や、 陰 府ょ汝 の 勝 は何處 にあり や。 

夫れ 天地の 道行、 萬 物の 發達、 皆な 一 として 道德の 大法 則 を 成就 せんた めにあらざる なし。 無 生 

物より 有 生物と なり、 無 感覺の ものより 感覺 ある ものと なり、 意識な きものより 意識 ある ものと な 

り-. ^^；：な悉く嘆き苦みて神の諸子の榮ぇに似んことを熱望す。 進路^^くして曲らす秩序整然として 

亂れ す。 而 して 物質 上の 進化 は 人類に 至て 極まれり と 謂ぶべし。 然るに 人類 を 以て 始めて 其の 胚子 

を寓 せる 道 德は唯 だ 三寸 息 絡 ゆると 共に 全く 消滅す る ものなる か。 優に 物質 を ま 配す る靈性 は、 此 

の肉體 とともに 荼 HiJ 一  片の堙 となり 了るべき ものなる か。 何ぞ 夫れ 天地の 秩序の 整へ る ことに 至 

り、 共の 何 種 かの 目的に 向て 傾き 行く  HJ の 明白に して、 其の 終りの 然 くきなる や。 更に 進んで 形體 

の 以上に、 第 宅 多き 震 界の存 して、 人間の 霞 性 無窮に 發 達する の， ぬ 地 あるべき は、 是れ理 の 當に然 

るべき 所に 非す や。 人類 は 實に形 心の 兩界 に存 する ものなる を 思 はば、 吾人 は 鑿 性の 前途 眞に 甚だ 

望み 多き を 思 はすん ば あらざる なり。 基督の 復活 は 此の 眞理 を具體 的に 顯彰 せる ものにして、 眞に 

彼 は 死て 復活の 首と なれり。 使徒 パゥ 口が、 基督 死より 甦りし と 宜べ俾 ふるに、 爾曹 のうち 死より 

甦る ことなしと 言 ふ もの あ る は何ぞ や、 とて 哥林多 人 を 詰りし も 蓋し ま た此 の 故な り。 


基 すでに 死より i:! れり。 たとひ其の手は釘の^^を§5め、 其の！：： に は 齡の瘢 を^す ると も、 彼 は 

もはや r 雜 に； S ^子等の 中に ありし 如き； 在 者に は あら ざり しなり。 、王が 復活せ し 穴」 しき 跡に 於て、 マ 

リア は 悲嘆 造る 方な く 墓に 向 ひて 座し、 切りに 哭 きおけ るに、 主 は 現 はれて マリヤよ と 首 ひ 給 ひけ 

れば、 マリヤ は 驚喜の 情に 我 を 失 ひ、 ラボー 1 とい ひて 鎚ひ 付かん とす。 耶 ，ひけろ は、 我に 捫る 

こと 勿れ、 我 未だ 我が 父に 昇ら ざれば なりと。 て は 其の 兄 =SR の 死 を 悲む彼 を！：： 儿て、 己 もまた 港然 

淚に 咽び し、 一 も、 今は惜 切なる マリヤ を 斥けて 我に 椚る 勿れと 言 ふ。 彼 は 死に 勝ちて 新たなる 榮光 

に 移 ひたれば なり。 又 同じ 日の 夕、 子た ち 猶太 人 を 恐れ、 戶を 閉ぢて ffi- り Ite りしに、 主は此 にも 

顯 はれて 說 きまた 獎 ます 所 ありたり。 彼 はも はや 時と 所と に 制せら るる 人の子に 非す。 昔 も 今の 如 

く、 千年 も 一 曰と 同じき 祌 位に 歸 りた まへ るな り。 主 その 最後に 近づき、 f せき 盃- やう やく 盈 たさ 

れ、 十字架の 凄き 影 眼前に 垂れた ると き、 静々 懇々 として 說く 所、 恰も 慈母が いとけ なき 嬰 兒を遣 

し て^を 去らん とする に 臨み、 たと ひ 我 身 は 今 死ぬ ると も、 魂魄 長く 留まって 此兒の 影身に 添 ひ 護 

なし こ 

らんと 願 ふが 如く、 我 逝かん され ど 汝等を 棄て」 長く 孤兒 とせす、 聖靈 必す汝 等に 臨まん、 汝等我 

に：^ れ、 然 らば 我 また 汝^ に K ん、 我の 父と 一 なる が 如く、 汝等 また 我と 一 となる べしと 說 かれた 

り。 s> 督を 信す る もの は 眞に時 問 { 仝 間 を 超絶して、 主の 中に 生き 主と 一 つになる を 川 付るな り。 基督 

は 死し に 非す。 旣に 死より 輕 りて 死の 力 を 征服し 給へ り。 彼 は 曾て ありし に 非す、 £1 に 在るな り。 

彼は歷 史上の 人物に 非す。 永遠に 存在して、 歷史を 作る 活力た るな り。 我等 また 彼 を 信じ 彼 を 愛し 

iS 活の ^謂  二 一 七 
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て、 壞 つべき 肉體に 制せられす、 無限の 上 を 走り 行く 時 問の 上に 超絶して、 基督の 愛に 居り、 神と 

一 つと なり，、 共の 活力 を受 くべき なり。 

.^r- や^ 亂 にして 樓花將 に 問かん とする の 候に 當り、 吾人 はまた 此に 復活 節を迎 ふ。 年々 歲々 i 匕！^ 

似 たれ ども、 歳々 年々 人 同じから ざる を悲 み、 行く く 落花に 逢て 長嘆 息す る は 世人の 常態な り。 

此の 問に 在て 復活の 事 實を考 へ、 愛と 義のカ を 信じ、 主の 永へ に 在す る を 知り、 己が 靈性 また 彼に 

在て 無窮なる を 思 ふ は、 眞に 幸福の 至りと 謂 ふ べし。 

二 八 九 八 fc- 四 HJ) 


限りな き 生 命 

リな ォ」： ： 力ち 

お n に 永 生と 云 ふ- ぱ i や、 天！：、 樂闹 など を說 きし 文字 ある を、 さて は 恶#敎 にも 天 堂 極 樂の說 

はありけ るよ。 長生 不死 を 希 ふ もの は秦 の始皇 其の 他 支那の $5^ 士 のみに 非す。 文明 世界の 宗教と 云 

はる k 耶魷敎 にも 之と：！： 様なる 利己主義の 愁 を赞 け、 薪に 油 を 添 へて 手前勝手 極まれる 觀念を 幾 

ならしむ る說 あるに やと 疑 ふ 人 も 多 からん。 

、水尘 おく は 限りなき^ 命と は何ぞ や。 何 を 着、 何 を 食 はんと ひ烦 ひ、 籐き 利愁名 g に 終され、 

風-ゆ • のうちに 駆り 使 はれて 蝸牛 上の 岡 にの み忙 はし。 多審 多忙の 生涯た とひ n の 廻る 程な りと 

も、 淺く、 短く、  ^く、 顿み 少しと 謂 はざる ベから す。 人の 生命た^ 斯の 如きに 止る ものと すれ 

ば、 に 之 を 幻影に 比すべく、 泡；.^ にも 準 ふべ し。 斯る 敢 なき 生命なら ば 七十 年 も 長き に 過ぎた 

りと：： ：- るべ し。 朝に 生れて 夕に 死す る、 また 何の 惜む所 あらん や。 人生の 现想卑 くして 其のお 動す 

る 15£ 域狹 きとき は、 身の 贵き 所以 明白なら す、 些細なる 事の ために 自殺な どを爲 す もの ある も 怖し 

むに 足らざる なり。 

かたち 4 リ 

然れ ども 人 は 決して 此の 如く 淺簿 なる 生命の みに 限られし ものに 非す。 せ、 の 精神 は 飛揚して 形而 

E りなき 生命  .  ニー  九 


限りなき *MS  ニニ 〇 

^の 世界に 達すべく * 其の 希 は 靈性界 にも 及ぶべし。 人の 靈魂は 鹿の 溪水を 喘 求む る 如くに 活け 

る 神 を 渴き慕 ふなり。 祌に 接し 之と 親交して 靈性を その 奥底にまで 活動せ しめ、 物質の 世界 及び 人 

間： y 會こ對 する Q みに てま 常に 潜み 隱れて その 存在 だに 確かなら ざり し精祌 上の 琴線、 限りなき も 

づ x レ 

のの 感化 こ 觸れて 其の 妙 言 ふべ からざる の 昔 調を發 する に 至る。 天道 を 畏れ 天命 を虔 み、 道 を樂し 

んで老 の將に 至らん とする を 忘れた る 孔子、 世上の 榮華 歡樂を 夢と 觀じ、 無明の 雲 を 排し鮮 かに 爲 

如の 月 を 仰ぎ 看て 一種の 玄妙なる 平和の 涅 に 入りし 釋迦、 我 は 何 を も 有せ ざれ どまた 能く 萬 物 を 

有すと 絶叫せ し バウ n、 風前の 燈 火に 等しき 身 を 衆 敵の 中に 投じ、 悲慘 なる 死 を 眼下に 横へ つ.^ 其 

の 容貌 天の 使の 如くに 輝け るステ パノ、 是 等の 人 は 常人と 異れる 生活 を營 み、 人間 以外の 苦 樂を感 

じ、 物と 關る 所な き 平和 を享 けて 天地の 間に 獨立澗 歩せ しものに 非す や。 生命 は必 すし も わが 知る 

所の 生命の みに 非ざる なり。 現在の わが 上に 別格 異種の 生命 存 する ことな くんば、 人 は 如何にも S: 

極まれる ものに 非す や。 

永生 即ち 限りなき 生命と は、 限りなき 世界 を わがもの とし、 其の 趣味 を覺 り、 其の 蘊蓄 を吸牧 

し、 以て 正大に 活動す るの 謂 ひなり。 月 花 も 生命な きものに は 存在せ す。 生命 ありて こそ 我 世界 を 

牧容 すべし。 世界 また 我に 入るべし。 永生 また 此の 如し。 即ち 神 を 受け 容れ祌 を吸牧 し、 其の 感化 

に觸れ 其の 恩寵に 動かされて 之に 事へ、 其の 使命 を 奉じて 世に立ち 身を處 する ことなり。 聖書に 眞 

の 神と 其の 遣せ し 基督 を識 る、 是れ 永生な りと 記載した る 如し。 故に 『凡そ S 實に 基督に 依りて 神 


を 信す る もの は、 既に 限りなき 生命 を 有つ。 且つ 審判に 至らす。 死より 生命に 邀 りしな り』 と 

(ff!is)。 吾等の 永生 を 得る 決して 死後 を 待つ に 及ばす。 永生 は 現在の 事實 なり。 斯 くの 如く 永生な 

る もの は 物 5^ の 力に 依らす、 人 問 以外に 超然 獨立 せる 生命な り。 豈 に肉體 と共に 亡ぶ る ものな らん 

や。 水火の 苦しみ を 受けつ X 祌を謳 ひて 歡喜 せる 古聖 賢の^ 活 なる 生命 は 肉體の 有様に 拘ら す、 何 

所まで も 仲び て 悠久に 發 逢す るの 概を呈 せし に 非す や。 限りなき 祌 を收容 し、 且つ 永 在なる 父の 懷 

に牧容 せられし 性の 生命 は、 ^亡ぶ るの 现 あるべ からす。 祌は 活ける ものの 神に して、 にし 者 

の 神に 非ざる なり。 祌を 愛し 祌に 愛せられし 靈魂 は、 萬 有の 力 も 之を鹏 倒す ベから す。 t^, ハ府も 之に 

勝つ ベから す。 死 も 之に 對 して は 其の 權カを 失へ り。 故に 現在の 事實 たる 永生 は 肉體の 死後に 至る 

ま で 繼 核し、 彌榮 えに 榮 行きて 盡 くる こ となき も の とす。 永生 の 死後に ー且 る こ と姊 の 如し VH1 の E 六/ 

愛する ものよ、 我等 今 神の； 類たり。 後 如何、 未だ 顯れ す。 其の 顯れ 4 とき は 神に 似ん こと を 知 

る。 そは祌 digi" を 見る ベければ なり (1 ^，一一)。 永生と は 現在に 於て 神の 子 類た る ことなり。 これ 如 

何ば かりの 愛ぞ。 此の 生命 益々 發 達して 祌の 眞砍を 兑、 隨 つて 之に 肖る こと を 得る に 至らん とす。 

基！^ 敎の來 世は聖 なり、 義 なり、 祌と 契合す るな り、 之に 事 ふるな り、 祌に事 ふる 他の 聖ぉ と共に 

活動す るな り。 

人 は總て 遠大なる U 的の ために 苦 辛 克己して 現在 を經營 する により、 能く 北ハの 品格 を 古 リ.^ J にす る 

こと 教 や.： なる を^べし。 ？ れんや iii 督の赐 なろ 新の 如き 永生 を 全うせん と 欲す. ろに 於て を や おの 賜 

Eh- なき 生命  ニー 一一 
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ふ大 なる 生命 を： i! んじ、 高尙 なる 活動 を 蔑視し、 神に 愈々 深く 入り、 聖義の 社交的 生活 を；^ 一 て、 

敬 天 愛人の 極致に 達せん とする の 希望 を棄 てて 顧みざる 如き は、 人情の向然に^^-くのみならす、 X 

仁義の 賊 之よ ひ 甚 しき 者 有る 可ら す。 彼等 は 此の 高潔なる 永生 を 笑って、 自ら は 死後の 美名 を 世に 

傳 へんと 謀り、 共の 事業 世に^ せんとす る をせ めても の 心遣りと して 心細く P (目 せんと 欲す。 北ハの 

利己心 陋 なりと 謂 は ざろ 可ら す。 共の 計 だ 拙劣なる に 非す や。 此の 楚は 他に 向って 利己心 を 非難 

する の權 利な きものな り。 

現在の 事實 として 永生 を冇 てる ものに 非 すん ば、 自家 身 位の贵 きを 悟り 難し。 身 位 人格の 尊贵な 

る 所以 を 1^ りし ものに 非 すん ば、 靈性 不滅の 必要 を感 する こと 能 はす。 共の 亡ぶ ベ からざる の理 

由 たる、 も 大いにして 好き 材料 を 缺くを 以てな り。 祌の 子た る こと 顯 はれす、 共の 光榮 未だ 發揮 

せられざる とき は、 天德を 我に 生せ り。 死 それ 我 を 如何と 絕叫 する こと 能 はざる なり。 

物界の 慾に 溺れ、 形而下の 事物に 醉 ひて、 戴 性 上の こと を 心頭に くこと 稀な り。 せなる かな、 

此 の 如き 徒が 鍵 性 不滅の M 理を 無視し、 之 を 信. f ろ こ と だ K 難な り と 一一 ：r ふや。 肌 を 地に： け て 天 

文 を說く べしと すろ も、 斯の 如くして 現當 二世に 百 一れ る 永生 を發兑 せんこ と更 に 難しと 謂 は ざ る ベ 

からす。 

む"？ ヴか  • 

或は 曰く、 他界 心 を 有すろ もの は. 0 ら 現在の 活社會 を 疎んじ、 人事 を 怠慢に 附し 去り、 世務 を輕 

ん する に 至らん と。 WJ- そ物必 すし も 共の 弊な きを 保證 すべから す。 仁と 雖も、 また 宋襄の 弊 あろ を 


r: ルる。 他界 心に" おりても 亦然 かなり。 十：： 來之 がた めに 世 に 棘く、 活 社，^: に 遠ざかりし もの も少か 

らす。 然れども之れ他界心そのものの木^^に非す。 事資に 就きて 之 を =5- れば、 身 位 人格の^ 航を重 

くし、 人生の ：2： 容を にし、 共の 關係を 遠大に し、 共の 11^ 任 を嚴肅 にす る、 基^ 敎の 他界 心 は 人 

をして 世^に 勵 みて 夜の 來ぬ ii に いそしま しむる の强大 なる 動機な り。 徒に. ぼ 句に 拘 はり、 杣^ 的 

の穴.^|;.-に泥むことなく、  i 翁！^ の 經驗に 之 を © すれば、 パゥ。 が 『雨^の^3すところ總て のこと或は 

11H 、或は 行、 みな、 H,: 耶穌の 名の 爲に 之を爲 し、 彼に 山り て 父なる 祌に 感謝すべし』 と說き (一？ 一 ~t1l)、 

わざ な 

『爾ら のうちに ェを作 さすして ISj: ら餘事 を 務め、 妄 りなる こと を 行 ふ もの ありと 我 問け り』 と. wf^ 

して 大いに 之 を挤斥 せし 竊神 は、 深く 其 灰：： 敎の 他界 心に i:^" く 所 ある を 知 ら ん。 

へ 一 八 九 八 年 六 no 
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主よ 我に 何 をな さしめ 給 はんとす るか。 此はダ マスコのへ it 一 上、 基督の 召し を 蒙りし バウ が、 旣 

往の 失敗 を 悔やみ、 深く 將來を 愼 みて、 前 您を惯 はんと 欲して 發 せし 所の 問な り。 此ー首 は 彼の 將 

來を 胚胎して、 蘊蓄す る 所 甚だ 豐富 なりと 謂 ふべ し。 敗軍の 將、 共に 戰を談 すべから すと 言へ る 語 

は、 使徒 バウ a に 適用すべき ものに 非す。 彼 は 非常なる 失敗 をな したれ ど、 尙ほ 主よ 我に 何 をな さ 

せ 給 はんとす る やと 問 ふ。 其の 爲す 有る の 精神 少しも 橈む ことなく、 主 必す我 を 用ゐ給 はんと 信す 

る 事 深き、 以て 見るべき なり。 バウ n は 己の 人格 を 重んじ、 あらゆる 境遇に 於て 其の 個人性 を 保ち 

たり。 彼 は 自己の 功績 力量 を 土芥の 如くに 見、 自己の 弱き に 誇 f> て獨り 神の 恩惠を 崇め、 共の 能く 

バウ 口た る を 得し は 一 に 基督の 慈愛に 由る となせ り。 然れ ども 神の 恩寵と 基督の 敎は、 彼 をして 其 

の侗 人性 を 失 はしめ す、 何處 まで も 其の 本領 を 守.^、 共の 特色 を 維持し、 共の 個人性 を擴充 したれ 

ば、 人に 吿げて E  く、 祌の 恩寵に 由り て 我 は 今日の 我た る を たりと。 <^s^ は スト イツ クの 如く、 

武士の 如く、 傲然たる 個人性 を 客ぶ ものに 非す と雖、 願 はく は 神の 恩寵に. E リ、 自己の 弱き に 誇ろ 

の 力 を^て、 謙れる 人格 を 養 ひ、 神 は 此の 我 をして 何 をな さしめ 給 はんかと、 謹んで 聖旨の 在る 所 


を效 ひ、 召 を 蒙る に當 りて は、 從容 義に趨 くの 精神 を 保つべき なり。 . 

個人的の 讀書 

昔 デカルト は iw; を 多く 讀 むこと を 好ます、 獨立獨 歩 尊ら 自己の 思想 を 練磨し、 iwl 索 工夫 を 凝らし 

て^ 舉の大 { 水と はなり ぬ、  < 水楚は 多讀の 弊 遊 だ 恐るべき もの ある を 自他の 經 験に. E つ て 熟知 せ り 。 

或は 愈；： を讀 むに 非す して 書に 證 まる、 もの あり。 或は 祌の與 へたる 頭 f 活用し、 自己の 天職と し 

て 世に 寊獻 すべき 所の もの を 手 巾に 包みて 之 を 空しく 土中に 葬る もの あり。 余黧 は翻譯 書の 時代に 

生れ、 创 作の 甚だ 稀なる 世界に 舉 問の 生活 を營 むこと 故、 餘程 此の 點に 注意す る ことな くんば、 知 

らす 識らす 唯だ受 りの 生活 をな し、 之 を 商 赍 に萼 ふれば、 自家の 资本を 有せす 僅に 他より 物 n§ を 

せ さき 

惜 人れ て、 共の 店頭 を賑 はすに 同じ からん とす。 故に 深く 注意して 読書の 奴隸 となる ことなく、 此 

の 飜譯的 時代に 於て 已の 人格 を 維持し、 先進！： の $? に赖 りて 己に 無き 力量 を 街 ふこと なきやう 力 

めざるべ からす。 

然れ ども 多設の 弊斯の 如く 甚 しき 者 ありと 雖、 余輩 は 読書 を獎勵 する を 怠ら ざらん と 欲す。 舉ん 

, くら  あや ふ 

で m わ は ざれば 罔し と は、 徒に 書を讀 むの 弊な り。 然れ ども 其の 反對 なる 思うて 舉ば ざれば 殆し は、 

自己の 工夫に のみ 頼りて 知識 を 世界に 求めす、 先聚の 積み 蓄へ し齊 を輕 侮す るの 弊に して、. 共の 害 

の 恐し きに 至りて は異る 所な しと 謂 はざる 可ら す。 余輩 は 多讀の 弊 を 語る。 然れど も眞 に 讀書を 好 

み、 勉めて 北 ハの時 と勞 力と を 之が ために 費す ものの 割合に 少 きが 今日の 悲 むべき 事資 なり。 新聞 


を讀 み、 旅 中に 小說を 見る が 如き こと は あれ ど、 眞に 有益なる 書 を讀む ほどの 心懸 ある ものに 至り 

て は、 其の 極めて 少數 なる に 驚く。 漸く 一家 を 成す に 至りて は、 讀 書の 趣味 次第に 衰 ふるが 普通の 

事實な りと 見 ゆ。 傳道者 な ど に も讀者 の 嗜好 甚だ 深し と は 思 は れす。 遠 大な る 目的 を 以て 書 を 讀む 

者の 彼等の 中に 少きは 慨嘆すべき ことなり。 故に 書に 讀 まるる こと を 非難す ると 同時に、 書 を讀む 

を獎勵 する は 今 曰の 社 會に對 する 一 大 急務な りと 信す。 

書 を讀 むは 猶ほ 朋友に 接する が 如し。 廣く 薄く 交りて 眞の 知己 を 得 ざらん よりも、 同志と 深く 契 

り 意氣相 投じて 斷 金の 交り を締 する こそ 善 けれ。 書 を讀 むまた 然り。 成るべく 讀 書の 間に 、王義 と 

志 を 維持し、 自家 獨特の 性格と 責任と に 鑑み、 舉 問 研究の 範圍を 定めて-, 個人的の 讀 書家と なら ざ 

るべ からす。 努め 風に 吹き 去らる る& 糠の 如く、 胡蝶の 花に 狂 ふ 如く、 漫然たる 讀 書家と なること 

なかれ。 日本 メソヂ スト 敎會の 原野 彦太郞 氏 は、 靑年傳 道 者の 間に 讀 書の 心 懸け 最も 深き もの の 

一 人な り。 同氏 昨年来 基督 學に闢 する 書 を 多く 讀み、 其の 結 栗と して 一 冊の 基督 論 を 著述せ りと 聞 

く。 眞に傳 道 者の 好 模範な りと 謂 ふべ し。 余輩 は傳道 者が 自家の 性質に 照し、 時の 必要に 考 へて、 

或る 問題 を 選み、 之 を 深く 研究し、 廣く讀 み、 沈潜 反覆の 結 mr 思想の 發 達に 寄附す る 所 ある やう 

平素 心 懸けら れんこと を 希望す。 余輩 は敎會 自給、 傳道獨 立、 日本人の 日本 傳道 などの 語 を 呼號し 

て、 相 共に 大いに 勤む る 所 ありき。 然れ ども 獨立 自給 は 唯 だ 之の みに 止ら す、 說敎演 說の獨 立、 著 

書 文舉の 自給、 思想の 獨立等 をな さ ざれば、 敎會 が金錢 上に 獨 立し、 傳道 者が 日本人の 资 力に 衣食 


するにV^.-K>も， ；.^ して 共の. 獨立 自給 を 全うした る ものと 謂 ふべ からす。 . 故に 基督教 徒 特に 其の 傅 道 

者の Si に 個人的 fi?^ 喾の風 を獎勵 し、 獨立 思想の 發逮を 計る は、 翁の 一日 も忽 にすべからざる とこ 

ろな り。 

個人的 職務 

.^f^w はおに 營^ の祌 s^- なる を說 き、 神の 召と して 之 に從 事す ベ き こ とを；^厕ぜ しこと あり。 余鞏は 

基将敎 徒と して 各自の 職務 を m んじ、 偶人 的 自任 自重の 精祌を 以て 各自の 本^ を 守り、 之 を 全うし 

て； こ， Is^ へ、 人に 事 ふるの 责 任を盡 さざる ベから す。 基督 敎 徒の 政治家 商業 家 舉者敎 育 者 等に して、 

二 さく さ  くしげ 

衆務 の^に 偶人 性 を 失 ひ、 浮萍の 水に 漂 ふ 如く、 海月の 波に 浮ぶ が 如く、 昨 は 東、 今日は 西と、 變 

幻出沒 極り なきもの 多し とする ものに 非す。 彼等 は 比 絞 的に 各自の 業務に 忠實 たる を 信す。 然れど 

も 怖 道^に 至りて は、 職務 上の 人格 を. ii 蔑し、 己の 本領 を 守りて は 飽き 足らぬ 心地す る ものの 如 

く、 晏 子の SI 者 さへ 其の 地位に 得々 たるに、 彼等 は 神聖なる 講壇に 立つ こと を 世に 耻づ るが 如く 見 

え、 余 豈に俾 道 者の みならん や、 出で ては寶 業會 社の 役員と もなる ベく、 退いて は 天下の 大勢 を談 

じ、 內政 外交の^ 密 にも 與 かると を 得べ し、 講壇 豈に 乃公の 力 を專ら にす る 所な らん やと 噪 ぐな 

さい は ひ 

り。 彼等 は 萬 能齊を 以て 自任す。 其の 結 菜 萬 能膏の 如くなら すん ば 福な り。 俾道者 は俾道 者な り。 

1 幅 昔の { 且你に 全力 を 盡すも 尙ほ其 の 足ら ざ る を憾む ベ し。 十字架に 死 せし 基餐 の 外 知る 所な しと の 

心 を 以て 世に立たざる ベから す。 其の 城を棄 て根據 地と 絕緣 して、 漫に 千里 懸軍の 危 きを 冒し、 


群 を 逸した る 迷 羊 の 如く 己 の 本領 にも 非 ざ る邊 を徘裥 し、 魚 の 畑に 水練 を 試む るが 如 き 愚 を學ぶ は 

慨嘆すべき ことに 非す や。 余 wf は 不適任なる 俾道者 をして、 何處 まで も 其の 過って 就任せ し 職 -夯 を 

守ら しむべし と 言 はす。 断の 如き 輩、 其の 他 神と 財と に 兼ね 事 へんと 欲する の 徒 は、 一日 も 早く 傳 

道界を 去って 其の 適する 所に 趨く べし。 決して 未練 を殘し 二心 を 抱きて 八方美人 を 演じ、 空しく 貴 

m なる 主の 葡萄 圃を 塞ぐ こと 勿れ。 特に 信仰 薄く 傅 道心な き 生活、 片時 も 早く 塵 を 塵に 還し、 土 を 

土に 還して、 速 に 身 を 其 の 適當な る 匹 儔 の 問に 埋葬す る を 要す、 余輩 は 傳道者 の 問に 職務の 個人性 

を 發 揮し、 己の 本 に 安堵して、 甚. 督に事 ふるの 精神 を 盛んなら しめんと 欲す。 此は傳 道に 從 事す 

る ものの 心 藤く ベ き 所なる のみなら す、 S 本の 基督 敎徒は 悉く 此の 點に 注意し、 傳道者 をして 其の 

本 m に忠寳 なる を 得しむ る やう、 成るべく 其の 便利 を 供給せ ざるべ からす。 今日の 傳道 者に して 一 一 

心 を 抱き、 其 の 職 守 を 重んぜざる 如き 弊 あ る は、 其 の 薄志弱行なる に 基因す る 者 も あ る ベ しと 雖、 

俾道 者の 境遇 實に憐 むべき もの ある を 記憶し、 同じく 基督 を 信す る 者、 比に 心して 慰藉と 獎勵と を 

さ 一 15 さ 

傅 道 者 に與 へ、 之 をして 獨り 淋しく 逆潮に 掉 すの 感を少 からしめ ざる ベ か らす。 

個人的 確信 

使徒 信條を 誦して、 我等 は 天地^造り 主、 全能の 父なる 祌を信 す 云々 と £1 ふる は、 資に 自家 人格 

の 意識と 信仰の 責任 を負擔 する の 念 を 抱き、 祌と 人との 前に 己の 確信す る 所を吿 白す るな り。 余輩 

は 甚督敎 徒の Si に 己の 信す る 所 を 同 守し、 假令 天の 使あって 反對 なる 說を唱 ふる も、 斷然之 を 呪 ひ 


斥く るの (加 拉太齊 一 の 八) 節操 を 養 ひ、 雷同 附 和して 基督 を 知る と！ lE ひ、 或は 知らす と 一 百 ふが 如 

き 弊な からん こと を 希望す。 信仰 は 節義な り、 友情な り、 神と 我との 關係 なり、 基督と 我との 提携 

なり。 信仰の 獨立 は道德 なり。 忠誠な り、 熱情な り。 容易に 信仰 を變更 する は輕 薄な り、 冷淡な 

り、 不忠な り、 簿志 弱行な り。 故に 余輩 は 信仰に 於る 僩 人性 を 尊び、 各自 基督より 得た る 一 i 音 を 固 

く 執って 動かす、 飽くまで 之 を 主張 せんこと を 要す。 換言すれば 余 Sfef は 確信の 人と ならざる ベから 

す。 信仰 を 己に 有する 者と ならざる ベから す。 周 圍の關 係に 制せられ、 群衆の 意氣 に^まれ、 社會 

の 風潮に. 遂 はれ、 他人の 驥尾に 附て、 信仰 上の 變化を なすこと なく、 所謂 今汝の 一一 E ひし ことに. S つ 

て 信す るに あらす、 我等 自ら 聞きて、 此は 誠に 世の 救 主と 知り たれば なり、 との 覺悟を 抱く こと 肝 

要な. G-C  (一  八 九 八 年 七 nr) 


個人性  ニニ 九 


.  基 ほ 教徒の 資力  二三 〇 

基督 敎 徒の 資力 

(約 翰傳 六の 一 以下〕 

基赞敎 徒が 個人 として も 團體と しても、 其の 救世の 事業 を なすに 當り、 此の 奇蹟 に獎勵 せられ カづ 

けられし こと 古今 其の 例 甚だ 多し。 老 使徒ョ ハ ネ 六十 年の 昔 を 回顧して 主 耶穌の 首 行 を 記録す るに 

f. ガリ ラャ に 於て の 出来事 は 他 福音 記者の 錄せ しに 讓り、 之 を 己が 福 昔 書に は 殆んど 凡て 省き 

たる ものと 兒ゅ。 然れ ども ガリラヤ湖 畔 遠から ざる 腰 野に 於て、 主が 五つの 麵飽と 二つの 负を 以て 

多くの 人 を 養 ひし 事跡 は、 之 を 書かで 止み難 かりし 者と 兒 えたり。 蓋し 其の 敎會を 鼓舞し 其の 事業 

に 勢力 を 添 ふる 事 著しく、 此の 事實を 顧みれば 勇氣、 力 共に 自ら 倍す るの 感ぁ りたれば ならん。 

今や 日本 傳 道の 事業 短見 者の 意氣を 沮喪せ しめ、 失 ssi 世の 泥濘に. 1. 吟せ しむる の 事情 少 から 

す。 余輩 は 血肉と 戰 ふに 非す、 惡の 大勢 力と 戰 ふなり。 力 微弱なる 少數 の團體 にして、 目に 餘る大 

敵 を 擊っは 實に心 もとな く 感ぜら る&所 とす。 余輩 願く は 其の 記憶に. S りて 使徒 ョ ハネゃ 獎勵せ 

る 此の 奇蹟 を 研究して、 堅を碎 き、 衆 を 破る 勇 氣を養 ふの 资に 供すべし。  . 

第一 余輩 は 世人 を憐 むの 心 を 抱かざる ベから す。 馬 可 傳を按 する に、 此^ 耶穌 出で て 多くの 入 


を 見る に、 彼 や は 牧者な き 羊の 如き ものなる に 山って 之を憐 むと (f  151 ーハ) 。救世の 道 は 人を憐 むを以 

て 基本と す。 ±^5^ の 肉體を 受けて 人 問に 降下せ しも、 人の 罪惡 に沈溺 して，：：： ら之を 免る る こと 能 は 

ざる を憐 みたれば な ひ。 、王 耶穌 « 叔 S 斯の 如くして 世に 遣 はされ、 天父の 心 を 以て 人の 性 上の if 济 

を憐 み、 其の 救 ふ 方な き 羊の 如くなる を 見る に 忍びす、 遂に 己の 血 を 流す まで、 之 を 救 ふの 事業に 

熟 中せられ たり。 世人 はパゥ a の 所謂 イスラ H ルの； ：！^ 籍に 列ら す、 世に 在りて 神な く  なく、  f 

潆 力 、 暗 m ー裡 に 彷 し 迷信 に惱 まされ、 懷疑 の 淵に 溺れ 無 信仰の 陷 穽に陷 りて 胃 ふ ベ からざる の 不 

幸 を m ね、 、％ 性 ヒの悲 慘目も 常 てられざる 有様な り。 是れ 基督 敎 徒の 最も 深く 其の 心 を 動か じ、 切 

に 同情 をナ t せて 其の 救に 赴くべき 所以に 非す や。 余輩 見る 所狹 く、 感 する 所 淺簿 なる がた め、 人 を 

憐む も靈性 上の 深き にまで 達する こ と 能 はす、 唯 だ肉體 の 苦痛 粉 々たる 世上の 利害の みに 心 を 動か 

さる。 氽聚は 基 の 心に て 人の 魂を憐 み、 以て 肉體の 苦痛にまで 助を與 ふること を舉 ばざる ベから 

す。 八， 日傳 道の 思 ふ ほどに 與り 難き は 他の 故 あるに 非す、 基督 敎 徒の 心 は 世人の 祌を 離れ、 基督 を 

知らすしてぁる慘狀に對して同情を寄すること^^だ薄きを以て のみ。 若し 其の 父母、 妻子、 兄お は 

素よ ひ 朋友 を 首め として、 凡て 世人が 牧ふ 者な き 羊の 如くなる に對 して 基督の 心に 似た る 同情 だに 

あらば、 傅 道の 精祌 燃えて 其の 熟 火 世の 罪悪 を燒き 亡す に 足るな らん。 如何に せん 井お 1 信徒の 世 を 

憐む もの 淺薄 にして、 人の 墮 落に 付て 悲 むこと 切ならざる もの あり。 故に 傳 道の 事業に は 第 一 に 世 

を憐 むの 誠 ある を耍 すと は 謂 ふなり。 

*^ぉ 教徒の W 力  ニー 一二 
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第二 基督 敎 徒の 胸中に は 感謝の念 切なる を 要す。 耶穌 だつ の麵 鉋と 二つの. Si を 取りて 祌に祝 謝 

fo 感謝 は 基督の 生涯 を 貧き て充ち 溢れた る 精神な り。 主 は 己の 死 を 表せる 麵飽を 取りて 祝 謝せ 

り。 是れ 感謝して 十字架に 付きし に 非す や。 此心 余輩に も存 せざる ベから す。 基督 敎 徒の 信仰 は 恩 

義の關 係より 來る。 信仰の 精 ij§ は 感謝な り。 感謝 は 力なり。 祌の 惠に感 すれば、 天下 何事 も 成ら ざ 

る 所な し。 雜 法の 能くせ ざる 所 福 昔 之 を 能くす る も 感謝の 力なり、 感謝 は 人の 精祌を 膨張せ しめ、 

昇騰 せしめ、 .1,= 犬せ しむる の 不思議なる 力 を 有す。 基督が 五つの 麵飽と 一 一つの.？ 一 を 以て 五 千 人 を 養 

ひ 得た る は、 (A の 力 感謝の 一念に よりて 限な く 膨張し たれば なり。 余輩 現今の 生活 を 顧る に、 つぶ 

やく こと、 る こと、 激 する こと、 人と 己と を 思 ふこと あれ ども、 仰いで； 輔 の德を II 嘆す る こと 少 

く、 其の 慈愛に 感激す る こと 稀に、 せ： (の 廣大 なる 志に 勵 さるる こと 極めて ％ し。 余 筆の 祈に 最も 缺 

けたり と 思 はるる もの は 感謝な り。 感謝の念 乏し きがため に、 カも衰 へ、 精神 も蹙 まり、 手足 も 思 

ふま まに 暢 びる こと 能 はす、 眞に活 II ^乏しき 生活 を營 みつ、 あり。 余 wf の 第一 に 修養すべき は 感謝 

の 念 を 厚から しむる ことなり。 他の 武器 はなく とも、 たと ひ單身 孤立す とも、 以て 惡 魔と 其の 軍勢 

を衝き 崩す に 足る もの は 感謝な り。 五つ の 麵親を 以て 五 千 人 を 養 ふ も 感謝な り。 三 萬の プ 口 テ ス タ 

ント敎 徒 を 以て nl 本 を 救 ふ も 感謝の 一念に 外なら す。 傳 近の 動機 は 世を憐 むの 心なり。 其の 勢力 は 

感謝の念 を懷 くに あり。 今日は 神の 慈愛に 感じ、 祝 謝して 起つ の 精祌を 要する こと 设も 切なり。 

第三 傳 道の 要は 己の 力 を 盡し之 を 神に 獻げ て、 基督の 用に 供す るに あり。 ピリ ボは 人里 遠き 瞬 


野に 於て、 而も 雲 1&ほ の 如き 人數 なる に 辟易し、 之 を 如何に せんとて、 勢の 不可なる に 屈し、 之を务 

自 のまに く 放任して、 貴 任 を 免れん と 試みたり。 然れ ども 耶穌 门 く、 麵 飽幾侗 あり ゃ往 きて 見よ 

と。 凡そ 精祌 上の 事業 は 眞心を 以て 各 ほ の 力 を €^ すに 至りて 止むべき のみ。 若し 五 千 人 を 飽かしむ 

る 程の 资 力な く ば 、 其 の 有らん 限り を！ ^やすま で 進まざる ベ か らす。 精祌界 の 事業 に 就て 最も 變 ふ ベ 

き は、 资 力の 乏しき をロ寳 として、 其の 有らん 限を盡 して 已 むの 志 無き に 在り。 よし 其の 资カ あら 

ん 限り を 川うる こと ある も、 已を 中心とし、 我意 を？， ほうし、 自ら 用ゐて 毫も 之 を 主の 前に 献げ、 主 

の 手より 之 を 受けて 人に 分ち 與 ふるの 信仰に 乏し。 今日の 傳道界 に 於て 最も 必要なる こと は、 基督 

敎 徒が 世人 を憐 むの 念に 動かされ、 祌の 慈愛に 感奮し、 祝 謝して 己の 力 あらん 限 を 基督に 献げ、 祌 

の 祝福せ る もの を 受けて 之 を 人に 施す ことなり。 新の 如くせば 五つの 麵飽も 五 千 人 を 養 ひたる 如 

く、 日本 基； |1 敎 徒の 勢力 案外の 結 2^ を 見る に 至らん こと 必然な り。 余輩 は 人力の. C ら 川うる に. H り 

て 縮み、 之 を 祌に献 する に 由り て 膨脹す との 眞现を 記憶 せんと 欲す。 

第 四 祌は 人に. H つて 事 をな す ものな り。 インカ ルネ ー シ ョ ン の 眞现を 思へ。 种は 人の 肉體を 經.. 

.E して 救^の 大事 業 を 成就せ り。 五 千 人 を 救へ る も、 五つの 麵飽 及び 二つの <^~、 即ち：； ル 所に 有り合 

ふ 凡ての 物 を や し 之 を 基督の 前に 献 げたる に. 5 りしな り。 余 辈 が傳道 の 事業に 付 て 常 に 思 ふべき は 

神 この 弱き 我と この 乏しき 我の 资 力と を 用ゐて、 其の 大 いなる こと をな し 給 ふべ しとい ふ 一 事な 

り0  < 水 輩 は 己の 身と 已の资 力と を 棚に 上げ、 祌と 基督の 眞现 とのみ を 仰ぎて 傅 道の 起らざる を 嘆 32^ 
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し、 人 を 救 ふことの 難き に 失望 せんとす。 是れ大 いなる 間逮 ひなり。 今日の 如く 己 をまして 悉く 之 

を； の爲に 川ゐん とする の 志 鈍き にも 拘ら す、 獨り傳 道の 起らざる を魄 息す る は „® だ 事理に 喑 きこ 

とに 非す や。 某お M は 麵飽幾 個 あり やと 常に 呼 はりつ- * あり。 多く あり やと 呼 はる 聲を 聞かす。 唯 だ 

有つ もの を 捧げて 之 を献 すべきの み。 此に之 を 持ち 來れ との 聲は、 余輩 をして 人 以上の 力に 達せ 

しめんと 欲する の 招に 非す や。 

斯の 如く 人を憐 み、 主の 惠に 感激し、 己の 有する 所 を fii, して 基督の 召に 應す るの 決心 だに あら 

ば、 十二 徒が 各，： n  一  if っ& 屑の 餘れる を 得し 如く、 人に 分ち 與 ふるのみ ならす、 己が 手に 殘る所 も. 

不思議に 增加 せる を兑ん とす。 

(1 八 九 八 年 八 3) 


『ァ レキ サン デルと ルフの 父なる ク レネの シ モンと 云へ る もの、 mil よ リ來リ て、 其虚を 經過リ けれ ぱ强ひ 

て 之に 耶 妹の 十字架 を 負 はせ たり』。 (馬 可俾 一六の ニー) 

此の シモ ンは 阿：^ 利 加の 北岸 リ ビヤ 國の 首府 ク レネの 市に 住 せし ユダヤ人 なり。 必定 逾 越の！： 

祭に 會 せん 爲め遙 かに 故國に 上け 來り しものと ゆ。 彼 は 耶穌の 刑場に .TO- かれ 給 ふ 朝 岡ら す 途上に 

て 其の 行列に 出で， $ "ひしな り。 析 しも、 王が 十字架 を 負 ひ 惱み給 ふ を 流石に 憐と思 ひしに や、 乒、 卒ど 

もク レネの シ モンが 共 鹿 を 過ぎ行く を 捕へ、 强 ひて 之に 十字架 を 負 はせ たり" 元來シ モン は 他の 

的 を 抱きて 來 りし ネ なる に、 己が 夢にも 思 ひかけ ざり し 方に 强 ひて. re- き 立てられ しなり。 人生 は資 

に 重き を^ ft ひて 山に 上る が 如し。 己が 重き 荷 を 負 ひ 行く のみなら す、 ，&々 他人の 關 係より 不思議 

なる^5^荷を负ふことぁり。 人生 は 自ら 進み 甘んじて 重荷 を 負 ふことの みならす、 勢に 制せられ 時と 

場合の 行掛り 上より、 止む こと を 得す 之 を負擔 する に 至る 例亦少 からす。 ゴ ルゴ タに行 くへ；^ 上 ク 

レネの シ モン の 身上に 降り かかれる 難儀 は、 人生の 縮圖 なりと いふ も 不可な からん。 

ク レネの シ モ ンは 兵卒 共が 核 柄 を 笠に 着て 下知す るに 抵抗 も 能 はす、 おめく と 之に 從 ひしな り" 
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凡そ 世上の こと は 其の 局に 當 るに 及び、 思 ひしょり 心 易 かりし を 見出す こと 少 からす。 如何なる 辛 

き 目に 遇 ふこと にやと 案じ 暮 せる こと も、 其の 場に 臨めば 案外に 經 過の 容易なる を發兒 すべし。 所 

謂 案す るよりも 產 むは 易しと は 此處の 道理なる べし。 十字架の 如き 恐ろしき 道 荷 にても、 其の 局に 

當り イエス • キリストと 並んで 之 を 食 ふ 時 は、 其の 間に 一 一目 ふべ からざる の 慰 を 感じ、 人の 嘲、 世の 

醉も、 身に 餘る光 榮を感 する に 至るべし。 シ モ ンは 如何なる 思 をな しつ k 十字架 を 負 は せられ レ 

や。 之 を 負 ひ 行く こと 暫 にして、 彼 は 如何なる 思 を 浮べ 來り しか。 纏て 彼 は 重荷の 辛 さ を も 忘れ、 

同情 の 念 催し 來 り て 言 ふべ からざる の 感慨に 打 たれ、 身 終る まで 滅せざ る 精神 上 の實驗 をな せ し こ- 

とならん。  羅馬 書の 十六 章に、 バウ 口と 極めて 親し かりし ルフと 其の 母の こと 見 ゆ。 ク レネの シモ 

ンはァ レ午サ ン デル 及び ル フ の 父な りと 記さる。 馬 可は羅 馬に て 其の 福音書 を 著述せ しものと 普通 

に 信ぜら るるな り。 而 して シ モ ン の 一 一子 は羅 馬の 信徒に よく 知られた る ものの 如し。 是を 以て 兑る 

に バウ 口 の 記載せ るル フは 即ち 此の シ モ ン の 子なる ベく、 ル フ の 母に てパゥ 口 にも 母の ごとき 親し 

みあり と 言へ る 女 は、 即ち 强 ひて 十字架 を 負 はせられ しク レネの シ モンが、 世に 遣せ し 妻なる べし 

と 思 はる。 

あ、 シモ ンは 其の 初め 强 ひて 十字架 を 負 はせられ しも、 纏て 基督の 感化に より 之 を 喜びて 1： ォぎ行 

くに 至れり。 其の 初めは 强 ひられした れど. 何時しか 其の 心より 自由に 活動して 愛の 働きの 如く、 

此の 忌 はしき 1|3； 荷 を 負擔 する ことと なりぬ。 之が 爲に 其の 心 は 惑 化せら にたり。 唯 だ 彼； 人の みな 


らす妻 も 子 も：！ i. じ に 入り、 其の 親 や 夫が 負 ひし 十字架 を光榮 として 推戴す る 者と はなれり。 母子 

三人 流れ 流れて liliT に 至 り て も 信仰に 常み てパゥ n に 善く 知られ、 ！：^ 徙 の 中に 隱れ もな き 者 どもと 

なりぬ。 これ 不 E 心議な る 奇遇に して その Ifln 人を敎 ふる 最も 深し と 謂 はざる ベから す。 

蓋し 人生 は 其の 多くの 點に 於て 上より 側より 强 ひらる るの 觀 ある を 免れす。 何人も 好んで 賤が伏 

屋に 生れし にあら す。 諭 も 自ら 求めて 多病なる 肉 體を重 やかに 背負 はざる なり。 .錢 の 松、 山の も 

その llw る處に 21 りて 非常に 高低の 差 を 生す。 然れ ども 自ら 選んで 斯 くな りしに は 非す。 此の 故に 佳 

人 も i 博 命に 泣き！^ 一人 も 陋巷に 窮す。 境遇の 然 らしむ る 所、 行掛 りの 勢、 奔馬の 抑へ 難き が 如し。 學 

を好みて穴」しく道路に^3^荷を携ひ、 片時 も 其の 智力 を 養 ふの 暇な し。 斯の 如き 極 類 を 數へ來 らば、 

世の中 はク レネの シ モ ンが强 ひて 心に も あらぬ 十字架 を 食 はせられ しと 似た る こと 甚だ 多 かるべ 

し。 浮世 は at ならぬ と 言 はす や。 m 心 はざる 方へ 强 ひて 曳 かれ 行く 如く 感 する 場合 何ぞ 夫れ 多き や。 

辦く觀 じ 來れば 人生 は展々 徵兵の 如く m《> はる。 白 樂 天の 『折臂 翁』 の 詩に 嘆息せ し 如く、 强 ひて 

兵役に 驅使 せらる る ものの 褒愤 苦悶 如何ば かり ぞゃ。 人生 は斯の 如き 苦境な りと 雑 も 之に 抵抗し mj^ 

はする こと 能 はす。 如何に 愤れ ばと て 何程 不平 を ^ すと も 之に 從 はで 止 み 難き は斯る 經驗 の 常に 非 

す や。 或は 力なく 之に 降參 して 扠隸の 如く 腑甲斐なき 身 をお めくと 保つ もの あり。 或は 斯る 境遇 

に堪へ 兼ね 氣 短に なりて 身 を 淵 川に 投 する 屈 原 の 如き 人 も あり。 人 は 到底 カ盡き て 降參す るの 境遇 

と諦 むる 外な きこと なる か。 人生 は服從 なり 降參 なり。 佛 者ん 降參し 儒者 も降參 す。 垓 下に 時の 不 
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利なる を洁 嘆せ し 項 羽.， > 降參 せり。 宿命の ra^ 敢 なさ を 憤りて 自殺す る 少年 も降參 す。 唯 だ 死にた る 

ものの 如くな り て 世 を諦む る もの も降參 するな り。 人生 は斯の 如き 降參の 外 行く ベ き路 なき か。 

宗敎は 此の 我を强 ふる が 如く 感ぜ らる 人力と 我との 問 を 調和し、 共の 關 係を圓 滑に して ft.; に相钒 

る ことなから しむる を 以て 共の 本領と す。 服從は 吾人の 免れ 難き 所 なれ ど、 力なく おめく と 大敵 

に降參 する 如きに あらす、 確 實 なる 信任と 奪 ふべ からざる 平和と を 以て 服從 する こと を 得しむ る、 

これ 宗敎の 大目 的な り。 ク レネの シ 乇 ンは權 力に 壓 せられて 無條 件の 降參 をな せる 敗軍の 如く 奴隸 

的の 服從 をな せし なり。 この 儘に て カル バリに 至らば、 彼 は 心 も あらで 獄吏の 助手 をな せし のみ。 

其の 十字架の 负擔は 扠隸の 機械的 事業に 過ぎ ざり しなり。 然れ ども 彼 は 中頃 變 じて 親の 衡を負 ふ 子 

の 如き 有機と なり、 宗敎 的の 境遇に 移り、 扠隸の 立場より 一躍して 自. H の 天 に 昇りし なり。 共の 身 

一人の みなら. f 共の 幸福 は 妻子に も 及べり。 是れ 信仰の 力に 非す や。 或は 言 ふ、 宗敎は 人 を 抑壓し 

て 其の 自由 を 奪 ふこと =® しと。 是れ大 なる 誤 謹な り。 宗敎 上の 確信 を 得た る ものの 自. a なる 精神 を 

以て 服從 する の 道を舉 ばざる 人 は、 天地の 扠隸 境遇の 傀 儡 たる を 免る ベから す。 魂に 虞 正なる 信仰 

なきもの は 自由なる 人類た る こと 能 はざる ベ し。 

吾人 其の 畔 く 所の 境遇に 於て 扠隸 たる か將た 親の 子なる か。 其の 從事 する 所の 業に 於て 機械的の 

服從 をな しつ 人 あるか。 將た敢 て 已が志 を 遂げん とに あらす、 御 心に 任せ 給へ と 言へ る 如き 精祌を 

以てなる か。 一 i 昔の 道 は 吾人 をして 中 ごろ 耶穌に 感化せられ たる シモ ンの 如くな りて 人生の 重任 を 


负 はしむ る ものな り。 强 ひられし ク レネの シ モン をして、 自. E なる 心に て 丼の. K 子 架 を 負 はしめ 得 

たる 主耶穌 は、 今日 も 吾人に 同 ！ なる 自. 5 と 平和と を 受けし むる の 力 あり。 

耶穌山 卜： の 垂訓に n: く 『人汝 に  一 m 一の 公役 を强 ひなば 之と 共に 一  一 行くべし』 と。 旣に說 明せ し 

如く、 人生の こと 多く は强 ひらる る 一 鬼の 公役に あらす や。 勢に 從ひ 實 に！； 綿され 心なら す 機械 

的 奴隸的 に 之に 從事 する は 人の 品性 を 低う し、 其の 精神 を i§ 浴せ しむる こと 甚 しと 謂 はざる ベから 

弋 植烕を 以て 一 里の 公役 を强 ひらる るに 當り、 旣に已 が 課せられ たる 一 里 を 行かば 其の 任 は て 

たり、 北ハの 職務 は盡 きたり、 之にて萬事差支なしとして滿足するは即ち心にもなき機械的の^！隸事 

業に て  一 を彌 縫し、 唯 だ 規則に 照して 通過す る を 僥倖す るの み。 甚だ 淺 ましき 精祌 なりと 謂 は ざ 

るべ からす。 唯 だ 此の世 を 送り、 無事に 日月 を經 過し、 其の 課せられ たる 職務に 勉励し、 牛馬の 如 

く、 機械の 如く、  の 如く 共の 負擔を 全うし、 敢て差 まなから しめ， U りと も、 こは决 して 滿 足す 

べき ことに あらす。 キリスト は  一 M の 公役 を 行く のみに て 人の 終らん こと を憐 み、 之より 以上 更に 

自 出快濶 なる 別天地 あ る こ とを敎 へ 、 吾人 をして 扠隸の 境 を 離れ 自由の 身に 移らし むる の 福音 を宣 

ベ 給へ り。 一 &; の 公役 を 命ぜら るるに 常り、 之と共にニ議；行くべしとは^だ^？酷なる投にて不自由 

極まれる ことの 如く S ふ は 誤な り。 其の 實斯 くなら すん ば、 人類の 自由 到底 保ち 難き ものと 觀 念す 

べき ことなり。 

此の 理を 日常生活に 適 m せば 種々 の點に 於て 發明 する 所 あるべ し。 例へば 慈善 を 行 ふに 就て 之 を 
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見よ。 世に は 流行に 驅 られ勸 誘の 繁 きに 止む こと を 得す 博愛 慈# の彌次 馬と なりて、 心に もな き 恩 

惠に身 を g: か す も の 少 からす。 是れ 一 虽 の 公役 を 行く に あら. f や 。 キリスト は斯の 如き 慈善 を 以 て 

足れり とせす、 其の 精神 之より 以上に 出で、 强 ひられ ざるの 善き 行、 追 一び： てられ ざるの 義に 赴き. 

已が 心より 自由に 發し、 滚々 として 湧き出 づる 泉の 如き 慈愛 心の 起らん こと を 望み 給 ふ。 或は 『聖 

書の 友』 の會 員と なりて 其の 日課 を！ 里の 公役と して 勤め、 忙 はしげ に 其の 良心の 責を 塞ぐべき 方 

便と して 匆々 之 を 一瞥し 去りて 止む。 是れ眞 に聖 *! を讀む ものに 非ざる なり。 聖書 を 重ん. f る こと 

之よ. = 以上に 出で、 疲れたる 者の 憩 を 求む る 如く、 渴 者の 水 を 慕 ふが 如く、 神の 言 を 真び 味 ふに 至 

り 初めて 之 を 一 一里の 公役 を 行きし ものと 言 ふべ し。 親に 事 ふるに， おても 自ら 進んで 一 一里の 公役 を 行 

け。 子と して 世 Si に 通 m する に滿 足す ベから す。 之より 以上に 昇ら ざれば 神の 前に 於て 孝た る こと 

能 はざる なり。 

基督 敎 の 道德は 結局 此の 二 里の 公役 を 行く ベ しと 言 へ る に歸着 す と 見て 差 支な か る ベ し。 家庭 國 

家 敎會に 於て 此の 敎訓 を實 行せ よ。 隣 里 鄕黨の 間、 朋友 親 成の 際、 一  a の 公役に て事濟 むべ しと 

の淺 墓なる 考を脫 却し、 一 一里 行くべし との 自由にして 高尙 なる 理想 を？^.^ 奉すべし。 


我等の 信 を 增し給 へ 

"おれ 耶穌 の „SR 子 $ が 切 に 乞 ひ 求 めし 所な り。 如何にせ ば 信仰 を 厚く す る を？.：： ベ きか と は 、 井哀 ST  .^ 

^の^ 共に 知らん と 欲する 所に て、 其の 實行を 待つ ことの 如何に 久しき や。 

惟 ふに 仰と は.^ 紙に 於て 廣々 說明 せし 如く、 之 を 約め て 言へば 友交の 翻 係に 外なら す。 神 を 信 

すると はァ ブラ ハ ムの 如く！： の 友た るの 義 なり。 基督 を 信す る もの は 其の 精神主義に 感激し、 全く 

其の 心を倾 けて 基督の 救に 倚り 顿み、 其の 榮光 ある 事業に 黉 同す る こ と を ュ： び 一 」 、 極力 基督 に 事 ふ 

るの 謂な り。 t5 仰霄に 朋友の 如き 關係 にて、 神と 我との 間に 親密なる 交り を 生じ、 生-升" ともに 基督 

と 提携す るの 意味なら ば、 之を增 進す るの 途も從 つて 明かなる べし。 世上の 親子、 夫婦、 朋友 等の 

闞係を a- るに、 其の 相 親む の愦密 なる に從 ひて 互に 其の 心 を 知り合 ひ、 双方の 好惡、 進退の 趨向、 

ぉ惯、 明かに 熟知 せらる る を 以て 互に 意！^ の 投合 せんこと を 求め、 甲の 好む 所 は 乙 之に たが は ざ 

らんこと を 力め、 良人の 心と 妻の 爲す 所と 成るべく 相 一致 せんこと を圖 る。 斯の 如くな す を 親子、 

夫婦、 朋友の 情誼と す。 又斯の 如くな すに 從 ひて 其の 情誼 益々 厚くな り、 關係日 を 追 ひて 面白くな 

り 行く ベ し。 之 を 極端まで 實行 せんと 試みる より 不義 を 行 ひ、 惡 しき わざに 陷るを さへ 辭 せざる も 
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の あるに 至る。 妻が 良人の 氣を 引き 其の 心の 向 ふ 所 を 知らん と 力む るの 苦心 賞に 言 ふべ からざる も 

の あるな り。 世上の 交際 は斯の 如く 非常なる 苦心 を 以て 維持され また 養 はれつ、 あり。 祌と 人との 

關 係 少 しも 之と 異 る ベ き 苦な し。 我等と 基督の 交際 また 之に 同じ かるべき のみ。 神 を 信じ 基督 に 心 

を倾 くる 者 は、 何事に つけても 神の 御 心 如何と 考へ、 基督 は 此の際 我に 何 をな させ 給 はんとし 給 ふ 

かと 問 ひ、 謹んで 其の 意志に 從 はんこと を 力む。 親の 心 子 知らす にて は 其の 賭 係 親密なる を 得べ か 

らす。 氣の 利かぬ 女房が 良人の 心 を 知らざる より、 1® 々其の 好悪 進 返に 於て 相 衝突す る は 結局 破鏡 

の 嘆 を發す るの 基と もなる ベ し。 信仰の 生活 を營む もの 若し 神 の 意志に 心 付かす、 之 を 知らん とも 

せす、 漠然 已が 心任せに 振舞 ひ、 唯 だ 世の 波風に つれて 動く のみなら ば、 これ 實に 信仰 無き を 自白 

する に 同じく、 一  旦 心に 萌した る 信念 も 何時か 枯れ 果てざる を 得す。 我等の 生涯 は祌の 意志に 無頓 

1!5 なること 多し。 神 は 我に 然 かせん こと を 望み 給 ふと 知れ ど、 之 を 等閑に して 顧みざる こと 少 から 

す。 人間 同 志に て も 猜疑心 を 抱きて 人 を 疑 ふ ほ ど 其 の 交際 を 破 壊す る ものな し。 神の 意志 存す る 所 

を 知れ ど 之を棄 てて 顧みす、 基督の 敎へ懇 なる にも 拘ら す、 妄に思 ひ 煩 ひて 信仰の 實を失 ひ、 其の 

指導す る 所 を 疎んじ、 疑 ふ 如き こと ありて は して 信仰に 進む こと あるべ からす。 朋友に 信ぜられ 

ぬ ほど 不： i 快なる こと あるべ からす。 我等の 疑惑 不信仰 は 神に 對し 非常に 惡 しき ことにて、 其の 心 

を 痛む る ^ しきもの ある を 記憶せ よ。 斯 る行狀 をな し、 平生の 心 懸け 神の 意志 を 迎<!„： せんと 力む る 

にあら で 一切の こと 神の 好 惡を度 外に 置き、 之に 無頓 なる 生活 を營み 乍ら 漫然 信仰の 進まざる を 


乂 ふる も 何の 益 か あらん。 故に 信仰 を 養 ふの 近 他な し。 ^？-み物み靜かに祌の意志存する所を窺ひ共 

の 好む 所に 投じ、 共の 悪む 所 を 避く る こと を 力む るに あるの み。 難 かしき 方法 を講 する よりも、 唯 

だ li 价ぉ 流の 穴 r: 想に 耽る よりも、 寧ろi:!^i.wになりて如何に^^Kを^sl!し、 商 W を營 みまた 如何に.；！^ を 治 

め、 共の 父母 妻子 兄 朋友に 接し、 また 闕{, ^が 如何にな り、 敎會の 如何に 活動す るが； t の 御 心なる 

かと ひ 明らめ、 几.^ れぞ 神のお なりと 覺 らば、 神の 言 を 疑 ひて 之 を 信ぜざる の 罪なる を 恐れ、 全 

カを盡 して 共の 如く Ltw 行す。 是れ 信仰に 至る 唯一 S なり。 信仰と は 神の 意志に 通す る ことなり、 

t? 仰の Id: きとい ふ は 神の 好惡に 精通し、 我 も 之と 行徑を 一にして 進退す るの 謂な り。 之 を 修め 養 ひ 

て 其の 發逮 せんこと を 計らん とせば、 平素 心 を 川 ゐて祌 の ^；リ^志 を 知り、 初めは 克已 勉強 を 要す る に 

も拘ら す、 之 を 1ぽ 際に 應川 せんこと を 力めざる ベから す。 銜の 如くな す 時 は 萬 事に 付きて 祌 のせ- 5 志 

明かに なり、 遂に は 孝子の 親に 從 ふが 如 く祌 の urn を 行 ふこと 好 易く な る を 5^ ベ し。 之 を 信仰の 致 

と は-一-一 " ふなり。 

之 を 要するに 信仰の 生涯 は 夫 溢 朋友の 關 係と 同 一 の现に 支配 せらる。 朋友の をして 厚から しむ 

るの 道 は、 即ち 以て： i『w 性 上の ：！^ 仰 を も 養 ふに 足るべし。 信仰. を 養 ふに 不思議なる 手段の あるに は あ 

ら ざるな り。 似 事 か 秘密に ても^す るかの 如く 頻りに 北ハ 方法 を 吟味し、 唯 だ 其の 手段 を講 する に忙 

はしき は徙勞 之より 甚 しきもの あるべ からす。 御用商人が 其の 筋に 取り入 らんこと を 力め、 氣むづ 

かしき 人 を てる 妻が 其 の 機嫌 を 取る に 苦心 を 極め、 朋友が 相互に 禮を盡 し 相 助く るの 道 を 行 ひ 

我等の 信 も^し 給へ  二 四 三 
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て 其の 交情 を溫 むる に 熱心なる が 如く、 それほど 篤志 を 以て 熱心に、 正しき 神なる 天父の 意志 を 知 

り 之に 取り入 らんこと を 力め、 其の 好む 所 を 行 ひて 其の 喜び を迎 へ、 其の 惡む所 を 避けて 其の 怒に 

觸れ ざらん こと を 力めな ば 信仰 旣に 其の 中に 在り、 其の 發逹も 期せす して 遂げら るべ し。 唯 だ ftpT 

の 事に 苦心す る 如く 神の 心に 取り 人る こと を 力めざる が 第一 の 困難な り。 之 を 力めす、 旗 だ 說敎を 

Sk きて 何程 他の 工夫 を 凝らす とも 何の 益す る 所 もなからん、 天理 人情 豈に 二道な らん や。 人 こ 養す 

るの 道 を 以て 神に 對 しても 然か行 ふべ し。 斯の 如くん ば 信仰の 活動 せんこと 疑 ふべ からざる なり。 

(1 八 九 八 年 1  一 3 


主の 愛すろ ラザ a 病 篤し とて 其の 姉妹より 耶穌の 所に 言 遣 はしたり。 耶穌 其の 報知に 接し 給 ひし 

かど 直に 之に 赴く こと をせ す、 數 日の 後 其の 村に 至り 給 ひたれば、 ラザ U 旣に 慕に 葬られて 四日 を 

經て ありき。 姉 マルタ は 耶穌來 り 給へ りと 聞き 之 を 出で 迎へ、 鬼 角の 挨拨を もな さで 先 づ滿ち 充て 

る 心の |>」 を訴 へ、 半ば 其の 不親切 を咎 むる ものの 如く 『主よ、 汝在 せし ならば 我が 兄弟 は 死な ざ 

りし もの を』 と 言へ り。 叉 妹 マリヤ も耶 穌の來 給へ る を 聞き、 急ぎ 其の 許に 行き 足下に 伏し 『、王よ 

き ノ汝： y に 在せ しなら ば 我が 兄弟 は 死な ざり しもの を』 と 首 ひていた く 哭き悲 みたり 我が身に 降 

り 懸る稷 々なる 人生の 出來 事に 於て、 我等 も 亦 『若し や』 て ふ 嘆息の 言 を發 ちて、 憾 を^み 念 を殘 

し 口惜しく 感 する こと 多き を經驗 する ものに 非す や。 若し かの 事柄に して かく 成り行きし ならば 断 

かる 結 に は 立ち至ら ざり しもの を。 若し かの 人に して 在せ しなら ば 断 かる 變目は 兌 ざり しもの 

を。 せ a  くと 知りたら ば豫め 其の 備をも 成した るべき もの を。 若し わが 使の 速 かに 達したら ば、 

若し g つ i の 断く まで 遠から すば、 若し 彼の 人の 直に 來り給 ひしなら ば、 叉 他に 謀 も ありた るべき も 

Q を。 若し 世が 世な りせば、 若し かの 腹黑き 人の 惡 しき 詭計に かから ざり せば、 若し 過ぎに し 年の 

『若 と  一 i 
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災難 に 遇 ふ こ とな く、 此の 身 も 健康 にて あり しなら ば、 斯 く 零落 菜 て て 位しき 月日 は 送 ろ まじき も 

の をな ど 時の 不利 を 1： ち、 境遇の 勢 敵し 難く、 事情の 絆斷 つべ から ざり し を 憾み 人の 無情 を 咎め、 

神の 攝理に 向 ひても 不平 を 鳴らさん とす。 ^^しきに至っては其の 最愛の 小 兒を失 ひて 神の愛 を 疑 

ひ、 遂に 無神論 を唱 ふるに 至れる 婦人 ありし と 聞く。 叉祌我 をして 天地 创 造の 計 畫に與 らしめば、 

今日の 如き 世界 は 造り 出さ ざり しならん と 祌を咒 ひたる 雄， 若 も ありと かや。 『若し や』 て ふ 心 は 我等 

を 導きて、 憂憤 苦悶の 淵に 陷れ、 燈を 奪うて 暗夜 を迪 らしむ。 神 は 常に 我等 をして 其の 聖旨に 從順 

ならしめ、 其の 中に 含みた る 深き 意味 を 探り 求め、 而 して そ は 最もよ く 我等に 適當 したる ことに 

て、 祌の 謀り 給 ふ 所 一として 我等に 善から ざる ものな きを 開悟せ しめんと し 給 ふなり。 然れ ども 世 

ま 一一と  ぺ テ 口 

人 神 を 信と する の 心 乏しく、 彼 得の 如く 神の 事 を 思 はすして 人の 事 を 思 ひ、 『若し や』 て ふ 念に 驅ら 

れ、 人生 を 不平と 懷 疑との 雲に 蔽 はれて 淋しく 悽く 送る こと 少 からす。 我^ は 祌の敎 育を受 くるに 

は餘 りに 性 にして、 其の 試練 を經 るに は餘 りに 脆弱な り。 

我等 は 上に 述べた る 如く 己の 身 に擔は せられた る遝 命に 就き、 鬼 あれ 角 あれと 之 を 批評して 身 勝 

手なる 注文 を なすこと 多し。 然るに 一 方に 於て 事の 寳際 を考 ふれば 我等の 迪 りつつ ある 人生の 旅路 

に は、 我等の 豫 期せざる 出来事 前に 横り、 後 を 擁し、 上より 側より 襲 ひ 来る もの あれ ど、 我等 は 失 

を 多く は 無意識の うちに やり過ごし 居るな り。 而 して かく 種々 の 幸福たり、 危險 たるべき 事 變の間 

を 過ぎり て、 自ら は 毫も 之 を 知る ことなく 感 する ことなく、 唯 だ 其の 行くべき 所に 進みつ、 ある 


は、 きに 神の 攝现 の、 妙なる 作用と 言 はざる ベから す。 此の 事に 就き ナタナ ヱ ル • ハウ ソル ンがも 

のせる 面. s き 一 小話 あり。 ダビ ッド • ス ヮ ン と：； ム へろ 川舍 にて 1= 通の 敎 を卒 へたる 一 一十 歲の靑 

志 を 立てて 都に 出で 大に 成す 所 あらんと て 其の 叔父なる 人の 許に 赴く 途 すがら、 旅の 疲勞と 夏 

の 口の さとに 道の 側なる 楓樹枝 を 交へ て 藤 しげなる 所に、 草 を！ t とし 流に 嗽ぎ て 憩 ひ、 乘合馬 

車の 來るを 待ちつ- - あしが、 快き ままに 思 はす 熟睡したり。 かくて 往來の 人々 之 を 見て 或は 愼 みな 

しとて 嘲る も あり、 或は 屈託な き 共の 心 羨し と 《おする も あり、 或は 禁酒 會 員が 泥醉 者の 横死の】. ^例 

を 得たり と 喜ぶ も あり。 毀 褒^ 交 f 至れ ど ダビ ッド 自ら は 更に 之 を 知らす。 纏て 紳商と 覺 しき 老 

人 共の 妻と 共に 馬車 を 駆 つて 來 りしが、 車に 故障 を 生じ 此 に 下りて 逞 しき 靑年 の 熟睡 せ る 様 を兑、 

亡き 子の 赛 など 思 ひ 出で、 之 を 呼び 醒 して 志 を 問 ひ 共に 携へ歸 らんと 相 語ら ふ 折 柄 馬丁の 呼ぶ が £i 

に 立ち去りたり。 彼等の 去りて 問 もな く 一人の 美 はしき 少女 來り、 共の 有様 を 見て 打ち 驚き、 避け 

んと 欲する に 常り、 態 蜂 飛び 来って ダビ ッ ドの頭 を 刺さん とせし かば、 少女 立ち 屍り 乎 巾 を 振って 

ひと リご 

之 を 追 ひ 桃 ひ、 『立派なる 靑 年よ』 と獨 語ちつつ 蘭 さっと 赤らめて 歸り 行きけ り。 之に 結いて 來れる 

は 二人の 恐ろ しげな る盜 人な り。 ダ ビッド の 熟睡 せ るを兑 て 忽ち 悪意 を 生じ、 一 人 は白p^を提げ て 

胸の あたりに 立ち、 一人 は 共の 枕と せる 荷物 を 奪 はんとす。 ダビ ッドの 生命 宛然 風前の 燈の 如くな 

ひ しが、 何處 よりと な く 犬 定り來 つ て ゆえ 猛り した め盜人 遂に 其の 意 を 粟す こ と を 〔むすして 去り、 

ダビ ッ ドも亦 目^ めて 馬車に 乘じ 志す 都に 上り 行きぬ。 ああ ダビ ッ ドは 此の 數 刻の 間に 起り たる 幸 
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遝も 危險も 更に 之 を 知らす して 安らに 眠れ ひ。 富の 車 は 彼 を携へ 行かん としたれ ど 彼 は 之に 乘ら 

す 愛の 聲は 優しく 彼の 耳 菜に 響き たれ ど 彼 は 之 を 聞かす、 死の 鬼は悽 まじき 光 を發ち たれ ど 彼 は 

之 を 見 ざり き。 げに 我等が 寢 ねたる 時、 叉 醒める 時、 不思議なる 出来事の 正に 我が身に 降り かから 

.< として 己 未だ 其の 足 昔 だに 聞き 得ざる うち、 早く 消え 失する もの 數 限り もな きこと ならん。 ^ 

等 は 足下より 鳥の S に 驚く こと f 多き き。 然れ fl の 易す 所の もの I か 彼方に 走り 

つ、 ある を 忘る ベから す。 世に は 足下の 鳥に 驚かされて 却て 大事の もの を 取り逃がす こと 間々 之 あ 

り 職く 間に 出沒 する 希望に 心 を 躍らし、 目前の 苦難に 眉 を ひそめ、 以て 永遠に 涉 るべき 理想 を拗 

ち、 幸福 を 逸せし むる の 愚に 陷る ベから す。 


十字架と 冠 C 免 

聖パゥ の經 驗 

バウ 口 はもと キリ キヤの タル ソに 生る。 北 ハの變 親 は^.^ 人の 名 族に して、 特に 當時得 易から ざる 

羅 lii? 帝國の 公：：^ 植を 所有せ り。 其の 子 を故圃 なる エルサレム に 上せ、 パ リサ ィ 徒の 鴻儒ガ マリ エル 

の 門 に 入ら しめたる 如き、 一 つに は 以て 彼等の 富裕な りし を 知るべく、  二つに は 以て 彼等が 猶太 敎 

を 奉す る嚴 正にして 其の 宗敎 上の地位 装 だ 偏狭な りし を 知る に 足る。 其の 境遇 出 處斯の 如くに して 

忽ち 共の 志 を 改め 方向 を 一 變 して ナザレの 耶 穌に歸 順す。 其の 家庭に 紛擾 を 酸し、 親子 姻戚の 間に 

隔絶 を 生じ、 平和の パ ラダ イス 變 じて 修羅の 卷 となりし や， 深く 推测を 下す ±. 二 じ もな くして 明かな 

り。 富豪の 家に 生れ、 豐 に 成長して 京 城に 遊擧 し、 渐 くにして 功 を 遂げ 名 を 成す の 行路に 上りつ i 

ありし バウ n も、 心 を 基督に 倾け、 北ハの 全身 を 以て 之に 事 ふるに 至りて は 赤貧 洗 ふが 如く、 天幕 を 

縫 ふて ふ 賤妥. を營 みて 口 を 糊す るの 身と はなり ぬ。 彼 は 衣食 のために 人に 屈辱 せらる る を 好 ま す、 

其の 體面を 靈んじ 其の 獨立を 尊びし もの 故、 妄りに 他人の 助 を 借る こと を 好 まざりき。 然れ ども 同 

志の 友情と、 道の ためにす るの 志と より、 衣食の ために 身 を 煩 はすの 必耍を 免れ、 專ら其 の カを俾 

十字架と 冠 第  二 九 
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道に 致す こと を 得る とき は、 祌に 感謝して 之に 滿 足した るな り。 彼は誡 ある 同志 及び 朋友の 桉助を 

喜んで 受け 得る 程に 大 いなりし なり。 故に 羅馬、 コ リントに 於て、 ピリ ピの 信徒より 贈物 を 受け、 

テサ n 一一  ケに 於て は 一 一回 其の 援助 を 蒙りし こと ありき 巧 斯の 如く 特士 の 之 を 助く る こと 

テサ a  -I ケ  わざ 

なき 場合に、 彼 は帖撒 羅尼迦 前書に 一一 一一！： へる 如く、 『他の 一 人 をも絮 はさざる ために、 夜晝ェ をな して 

神の 福音 を 宜べ傳 へたり』 (にの)。 是を 以て 見れば パゥロ は 容易く 基督の 道 を 奉ぜし ものに は 非す。 

高き 價を拂 ひて 之 を 買 ひ 求めたり と 謂 はざる ベから す。 

富める より 貧しき に 落ち、 豐な るより 乏しき に轉 する は 甚だ 苦しき ことに 相逮 なしと 雖も、 之よ 

り も 更に 甚 しき は 己の 父母 兄弟 妻子と 意見 を 異にし、 其の 問に 平和 を 破る ことなり。 家の 中に 起れ 

る 敵 ほど 恐るべく 悲 むべき もの は あらざる なり。 バウ n の 家 は パリ サイの 主義に 固 結し 居た る もの 

故、 彼が 一朝 節 を 屈して 基督に 從 ふや、 之 を 寶國の 奴と 看做し、 家名 を 傷け、 父祖の 面目 を 汚せり 

として、 非常なる 迫害 を 加へ しこと ならん。 共の 證據は 第一 バウ n が 貧窮の 身と なりし にても 知ら 

る。 次に 彼が ェ ルサ レム 京 城に 囚獄 に投 ぜられ しとき、 祭司の 長 を はじめ 反對黨 陰謀 を 回らし、 密 

かに 之 を 謀殺 せんと 企てし が、 共の 甥 某の 密吿 により 辛うじて 虎口 を 免る る こと を 得たり。 此はパ 

ゥ 口 の 親戚 多く は 純然たる パリ サイ 徒に 與 みし 居 たれば、 世 問に 漏 波すべからざる 秘密 をも與 かり 

聞く こと を 得し ものと 覺 しく、 血族の 情、 流石に 棄て 難く、 終に 內 通す るに 至りし ものに 非す や。 

パゥ II の 一家 親族 は、 大義 親を滅 する て ふ 節義 を 全うし、 敢て之 を赦す こと ある まじと 世間に 許さ 


るる ほど 茶 # の敎 に反對 したりと 見 ゆ。 是れ 其の 第二の 設據な り。 北 ハのハ が 三 は、 。ハウ 口が 『父なる 

ぃ£ しゥ をし へ  そだ 一つ 

者よ 爾曹の 子 を 怒らす る こと 勿れ、 主の， 戒と 敎訓を 以て 養育べ し』 と、 以弗所 害 六 草 四 節に え 

たる を极據 として 立 する を 得べ し。 之と 同じ 意味の 語、 哥羅^ 書 三 章に も兑 ゆ。 親子の 道 を說く 

に $3 り、 第一 に斯の 如き 筒條を 說く、 和 意外の 感を 催す の氣味 あり。 是れ 蓋し パゥ B が 良心 問題に 

關し、 9g 性 上の 大義名分 に付きて、 共の 長上と 衝突し、 人^の 横 威 を 以て 自. E を" m せられ、 溫 かな 

る 慈愛の 力、 變 じて 精 祌を枯 稿せ しむべき 酷烈なる 威嚇と なりし を實 験し、 血涙の 下に 苦悶 遣る 方 

なかり し經歷 より 胚胎せ しものに 非す や。 パゥロ は 親に 事へ、 長上に 接する の 道德を 重んじ、 孝俅 

忠節の 義を 全うせん こと を 力めた ると 同時に、 長者 下に 對す るの 道 を 誤る より、 悲慘を 極めた る 結 

EJ^ を資驗 したる もの 故、 親と して 子 を 如何に 導き、 主君と して 臣僕を 如何に 支配すべき や を 切 一 百し 

たるな り。 以て 见れ ば、 彼が 以弗所 書、 哥羅西 書 等に 載せた る 言の 如き、 筆 を 血淚に 染めて 書 

きし ものと IS ふ も 可な り。  . 

バウ 口 は 基赞を 信す るが ために 富 を 失 ひ、 一 家の 親睦 を 失 ひ、 己 を 愛すべき ものに 迫害 せらる る 

の 身と はなり たり。 彼が 腓立比 書の 三 章 八 節に、 『我れ 我が 主 丼 fj^n 耶穌を 知る を 以て 4^ も 優れる こと 

とする が 故に 凡ての 事 を 損と なす。 我れ 彼の 爲に 凡て これ 等の 物 を 損せし かど 之 を靈； 土の 如く m 心 へ 

り』 と 一一 一一！： ひし 如き は、 文章 家の 激語に 非す、 實に 基督の ために 凡ての 物 を 失 ひし ものの 熱誠 ある 1 

HI  一 C なり。 彼 は斯の 如き 犠牲に 代へ て、 基督の 恩寵 を 味 ひ 知れる もの 故、 之 を 喜び 望ん する こと "5- に 
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剴切 深厚な りし ことならん。 

バウ P は斯の 如き 困難の 內に 基督に 從 へり。 彼 は 此の儘に て 世 を 去る も 決して 憾 むる 所な かりし 

ならん。 然れ ども 家に 棄 てられ、 貧窮 困苦の 間に 基 # に 事 ふること 多年、 嚴冬渐 く 過ぎて 春風の 吹 

き來 るが 如く、 其の 晚年は 稍 往昔の 富裕な りし 舊 態に 復 したる ものと 思 はるる 點 なきに 非す。 彼が 

きよめ ごと 

最後に H ルサ レムに 上る や、 四 人の 客 を 維持し、 其の 潔 事の 入費 を 支給せ り。 彼 稱太駐 剳の 知事の 

手 に、 公平な る 裁判 を受く る の SitJ な きを 肴 破す る や、 費 の 最も 多き 訴訟 を 提起し て遙 かに 羅 馬の 皇 

帝に 上吿 せり。 之が ために 莫大の 保 金 を 要せし は赏 時の 歷史に 通じた る ものの 認 むる 所な り。 加 

ふるに 總に 就きて より ro: 年間、 彼 は 常に 富める 者の 如き 態度 を 取り、 囚人と なりても 一 個の贵 族に 

や あらんと 思 はるる 節な きに 非す。 ベリ クスは 巨額の 贿赂を バウ 口より 貪らん こと を 望めり。 バウ 

ロは羅 馬に ありて 家 を 賃し、 番兵に 優遇せられ たりと ゆ。 是れ 赤貧なる バウ 口 の 得て 能くす る 所 

に 非す。 此は 彼が 至誠 遂に 其の 親族 を 動かして 一 曰 一 破れた る 平和 を 恢復せ しに 由る か。 將た 其の 父 

世 を 去りした め 其の 遣 產パゥ 口の 手に入り しもの か。 何れにせよ、 其の 最後の 四 年間 は 富裕の 身と 

なりて 世 を 過したり と： nj- る も、 大 いなる 誤謬に 陷 るの 恐れな かるべし。 余 M. は バウ 口が 信仰の ため 

に 赤貧 孤立の 人となりし を 以て 神の 力 を 讃美す。 苦節 數十年 終に 四 年間の 富 をな すに 至 りし を以 

て。 彼が 主に 對す るの 忠節 ここに 果を 結びて、 其の 待ち望める 金 冕の 光榮、 現在の 世界に 於ても 其 

の 微かなる 一 端を顯 はすに 至れる を 祝 せんと 欲す。 


(博士 ラム ゼ ー 著 『行 ナ补 にして 雜 馬の 公 K たる バ ゥ a』 第三 十四 頁 以下 數 -a; 及び 三百 十二  K を參 

vi? せば、 本文 論ずる 所 一 1^ 明，：： なるべし) 

,  (一 A 九 八 ii-  一  二  =-.> 
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靈 妙なる 哉、 良智の 作用 

へ p デに 就て (馬 可 六 傳〇 十四 以下 を 見よ) 

へ n デ. アン テ パス は 基督 を 虐^ せんと 企てた るへ ロデ 大王の 子に して、 ガリ ラャ 及びべ リャの 

分封 Q 君たり。 彼 は サド カイ 派に 屬 したりと 思惟 せらる。 して 然 らば 其の 派の 人々 が 唱道せ し 如 

く、 死者の 復活す る ことに 就て は 平素 之 を 信ぜざる 一 人に て ありし ならん。 然るに 一 朝 基督の 名聲 

iuu として 天下に 傳 へらる.^ に 及び、 圖らす も 良心の 鋭き 刺激に 遭 ひ、 此は 吾が 首斬りし 所の ョハ 

ネ なり、 彼 死より 甦りた るな りと 稱 して、 己が 平常 信ぜざる 敎義を 主張し、 敢て紛 々たる 世上の 評 

判に 頓着せ す、 之に 聞き 從 ふこと をせ ざるに 至れる を 見る。 凡そ 信仰の 喚起 せらる，. - 所以 を 案す る 

に、 ロハに 智力 を 以て 思慮 を 凝らした る 結果なる よりも、 寧ろ 道德 心の 烈しき 刺激 を 蒙り、 或は 舊悪 

を 懐 ひ 出て \ 恐怖 を 感じ、 或は 新しき 光に 打 たれて 大に 奮發與 起す る 所に 發 する もの 多し。 へ a デ 

が當 時の 心の 情 態 を 推し量りて 考 ふれば、 吾等に 大切なる 敎 訓を與 ふるもの、 蓋し 撥少 にあらざる 

べし。 

世人 は 基督 を 評して 或は M リャ とし、 或は 往昔の 頂 一一 目 者の 如き 預言者と 做せし かど、 へ n デはぼ 


々しく 之 を 信す る こと 能 はす、 又 容易に 之 を 以て 心 を 慰む る こと 能 は ざり き。 是れ 取り も 直さす 其 

の良智 が 澄に 想像 的の 議論 をな す 者に 傾 耳す る を 担み たるが 故に 非す や。 げに 高調なる 道德 心は智 

力の 管轄 外に 超脫 す。 へ n デの 行動 は 宛 かも かの 想像 的 神舉を 以て 滿 足せす、 半面の 3呉 理を適 川し 

て 世に 詔び 人の 心 を 得ん とする 輩に 從ふ を肯ぜ ざる 人に 類す。 彼 は 審の實 際 を 確め て、 其の 人物、 

若く は 之に 槃 はる 事柄に 忠賞 ならん こと を 願へ り。 基^ 敎は 人心の 奥に 徹底せ すん ば 己ます。 所謂 

性の 活動に して、 其の 信仰 は宗敎 上の 實験 愈よ 多き を 加 ふるに 從 ひて 問 發 する ものたり。 へ ロデ 

の 發心は 一時的に して、 久しく 之 を 維持す る 能 は ざり しが 故に、 基督の 基督た る 所以 を 悟り、 其の 

-ぽ際 を 1K; に 確め 得ざる の 不幸に 陷 りたり。 基督 敎 徒の 信仰 また 動もすればへ B デの 如く 一 時宗 敎的 

感^^の 激發 せる 其の 勢に 驅られ て、 自然の 順序 を 踏ます 不相應 な る 高調子と なりたれ ど、 忽ち に 之 

を 維持す る 能 はす、 心の 調子 甚だ 亂れ狂 ひて 聞く に 堪えざる に 了る もの あり。 我等 は 信仰の 基を宗 

敎的 感情の 上に 置き、 高調なる 道德 心の 上に 据 ゆるの 大切なる を認 む。 され ど 深く 警めて 之 を 一時 

的 の 激動 に 止めす、 能く 永く 維持す るに あら すん ば 其の 弊害 寧ろ 甚だ し き こ と を 忘る 可ら す。 

人 は 之が 首 斬る を 得べ し、 され ど 眞理は 之 を诚す こと 能 はす。 ヨハネ は無慘 なる 死 を 遂げて 葬ら 

る、 され ど 其の 道 は 益々 天下に 傳 はれり。 へ a デ が^して サド カイ 派に 馬したり とする も、 將た然 

らざ りしと する も、 鬼に 角 基督なる 人物 現 はれ、 其の 說く所 其の 行 ふ 所 非凡に して 能く 人心 を 感動 

せし むる 者 ある を 聞き、 此の 犬なる 機會は 彼の 鈍らん とする 木 心の 作用に 鋭き 刺激 を 加へ たる や 疑 

登 妙なる 哉、 良智の 作用  二 五 五 


養 妙なる 哉， 良智の 作用  二 五六 

を 容れ す。 人往々 にして 虚榮 の爲に 暗まされ、 其の 本心 を 麻痺して 平和なら ぬ 平和に 假 りの 喜 悅と 

滿足を 感ぜ しめられ、 遂に 其の 心の 組立て を 甚だしく 破損 せらる，^ こと あり。 され ど ある 危機に 臨 

み、 飜然 其の 道 德心を 復活せ しめ、 已が 天性の 要求と 今 ある 所の- 心 の 愦 態とに 犬なる 差違 あり て 、 

決して 調和す 可らざる こと を 見出す に 至る。 人生の 行路に 於て 思 も 寄 らざ る 機會に 遭遇す る こと 

は、 實に 人の 心 を 引き立て、 之 を 活動せ しめ、 又 大に之 を敎訓 する の 力 ある ものな り。 危機 は 歴史 

を 作る。 人 は 特別なる 出來 事に よりて 其の 心に 太く 恐 權を覺 え、 また 非常なる 喜びに 手の 舞 ひ 足の 

蹈む所 を 知らざる ばかりに 至る まで は、 己れ の 何者な りし かを會 て自識 せざる 者 間 ま 之 あり。 個人 

に 於ても、 國111^に於ても、 同じく 單 調の 爲に 殺さる。 單調彌 よ 久しき に 涉る時 は、 熱情 終に 消え 衰 

へて、 腐敗 到らざる 隈 なきに 及ぶ。 故に 神 は 意外なる 事變を 起して 其の 單調を 破り 給 ふ。 露靂 時な 

ら すして 飛び、 疫病、 徵菌 期せす して 發す。 死 を 以て 生を敎 へ、 墳墓に よりて 天 を 仰がし むる こと 

あり。 個人的 生活の 上に も、 亦 國民的 生活の 上に も、 凡て 大 なる 危機 は 其の 靈性を 神に 向 ひて 進ま 

しむる 敎 育たら ざる はなし。 然れ ども 此斷厳 絶壁の 際に 立って 若し 一歩 過ら ば、 到底 其の 身命 を完 

する 能 はざる の 危險ぁ る こと を 記憶せ ざる 可ら す。 危機 は 能く 我等 を 導きて 九天の 上に 進まし め、 

又 九地の 下に 滅す ものな り。 へ n デは 耶穌の 命名 を傳へ 聞きた る 時、 稍 其の 眠れる 心 醒め、 其の 死 

せる 靈 生き 復 へされた るが 如し。 誕生の 祝宴 を 張れる 當 夜の 光景 ^驚と して 眼前に 映 じ、 其の 喜ば 

しく 樂 しかりし 光景 は 忽ち 一 變 して 血腥き S 言 者の 首と なり、 彼の 靈は 比の 記 慮の 明かに 喚起 さ 


る、 に^ひ^ん ど 忍ぶ 能 はすして 絶叫せ り、 n く 此耶穌 は 我が 竹 斬りし 所の 者な りと。 あ \ 彼 は 今 

さ， 

ゃ哲惑 を 追懐して、 北ハ の道德 上の 記憶の 爲め、 己が 心 を 攻め 背 まれつ、 あるな り。 良心 は tti やかに 

之 を 北 ハの血 湖に 宵き 錄 せり。 人 能く 久.^  く 之 を 蔽ひ隱 す を 得ん。 され ど 彼が 其の 記憶 を 悉く 消し 得 

んゃ。 饗， おは 終りぬ。 天女の 如く 美 はしく 舞 ひ 躍れ ど、 心 夜叉の 如きへ a デャ の. 女 は 血に 餓ゑ たる 

其の 母の 許に 歸 へれり。 お 殴 は葡の 如く  f 片付けられ ていと 靜 かなり。 されど§1^1なる预首者の血 

は 叫んで 止ます、 即 かじと すれば 其の 聲彌ょ 高く 響く。 焰の劍 持てる 天の 使 は 夜も晝 もへ a デの 身 

遂を 謹り て 離れ ざり しなり。 斯の 如く 記憶て ふ 恐るべき 刃 を 持ち、 又 喜ぶべき 認を おする 天使 は、 

又"；^|=^の 身迻を 謹り て 須贝 も 離れ 去る こ となき を 感 する に 非す や。 され ど 吾等 は 此大な る 爲现を 忘 

却す る こと：^ なり。 故に 神 は 思 設けざる 事 變を與 へて、 一時 蔽ひ隱 された る面蔽 を！： ぎ f  、，吾等 

が E;^ も嚴 しく 秘密に せる 事柄の 驚く ばかりに 公け になり つ \ ある を 悟らし め、 更に 天使 は 明かに 吾 

等が 心臓の 被 動を數 へ、 祌は 詳しく 吾等が 心の m わ を 知りた まふ こと を 感ぜし む。 

(一 八 九九 年 一 3 
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神の 祈り  二 五八 

神の 祈り 

際涯 もな き 天地 問に ありて、 我 が 祈る 所 如何に 賤 しく 2:- っ迂 拙なる か を 想へ。 兒女 輩の 求む る 

所 を 問けば、 北ハの 無邪氣 なる を 愛する と 同時に、 共の 考 への 淺き を憐 まざる を 得す。 自ら 智 あるが 

如く 思 ひ 居れ ど、 我等の 願 ふ 所 また 屡々 兒 女の 戯れに や.. しき 蔡 ならん。 人 は 此の 天地の 兒衆 たる を 

忘る まじき ことなり。 斯くて 若し、 我等の 願 ひ 求む る 外に 他の 者の 我等の ために 願 ひ 求む る， る こと 

なくば、 ^だ 心.！ く危き 限りなり と 謂 はざる ベから す。 例へば 三 歳の 兒意 あらんに、 彼が 願 ひは玩 

具 菓子の 類に あるの み。 之し きの 願 ひのみに て 成長せば、 共の 行く末 も 思 ひやら ろるな り。 然れど 

も 共の 傍らに ありて、 更に 大 いなる 願 ひ を 其の 子の ために 抱き、 遠き慮りをなして之を撫育敎^^す 

る 父母 あるが ために、 彼 は 自己が 願 ひしょ.^ も大 ひなる ものと なり はるな り。 彼 は 自己が 願 ひに よ 

りて 發 達する よりも、 父母の 願 ひに よりて 發 達する 所大 なりと 謂ぶべし。 彼 は 長す るに 從ひ、 共の 

從來 夢にも 思 ひ 得 ざり し 父母の 深き 志を覺 り、 之に 感激し 之に 同化 せられて、 己れ の 願 ひ を も 其の 

程度にまで 引き上げ、 之と 一致して 進む より、 遂に 身 を 立て 父母の 名を顯 はして 孝道 を 全うする こ 

と を s^。 然れ ども また 深く 之 を考 ふれば、 肉 身の 父母と いはす 共の 子と いはす、 人 はみ な宇帘 問に 


於け る w 宽の 如き ものに 非す や。 ^^:な兒女の如く取り§"めもなき事に泣き、 笑 ひ、 樂 しみ、 與 じつ 

、：： ：： を 過ぐ し： ：5 るな り。 北.： の 願 ひの 幼 稍なる、 其の 志の 淺 はかなる、 よく 之 を はる もの あらば、 如 

. ^に 憐れむべき ことにて あるべき か 口の^く 所、 n の Ei 一ら す 所、 何となく うら 恥 かしく 感ぜら るる 

こと も あり。 斯 かる 低き 願 ひのみ を 抱き、 此の 極 もな き悠々 たる 世界に 身 を 寄す は、 ，：T から 木の 

葉の 如き 舟に 驚して 大洋に 浮く にも 似た るかな。 3 れ 〈に 淋しく 心細き 事に ぞ ある。 然れ ども 祌の^ 在 

す. ろ を 確 し、 共の 性 lui 伎に、 王耶 穌の說 かれし 如くなる を 認め、 共の 人に 對 すろ 關係 愛の 一字 を以 

てい；^ も 適切に 一； H ひ顯 はさる るなる を c:^ る 時 は、 茫々 たろ 天地 我れ 一人の 願 ひのみに 非す、 我に 付き 

て 祌の大 いなる 願 ひ あるな り。 我の 將來 及び 共の 成り行き に付きて 祌の志 限りなく 深し。 其の：；^ 劃 

は 限りなく 密 にして 大 いなり。 我等 は 天父の 志 を覺 り、 之に 感激し、 之に 同化 せらる るに 從 ひて、 

3M の 發遠を なす ベ きなり。 我等 は獨 ひ 心細く 辻 拙なる 志 の 梯に攀 ぢ！： 升る に は あらす、 此の 梯 のいた 

ビ きに 祌の大 いなる 願 ひ あり。 北ハの 下に も祌の 遠き 計 ありて、 共の 深き^ IE の 上に 摇ぎ なく 立てら 

れ しもの なる を E 心へば、 日々 に 昔の 愚かなる を覺 り、 E: に 新なる が 如く 感じつ、、 ー曆 上り 行く 

梯 にも 心强く 此の 幼徘 なる 足 を 健やかに 蹈み緊 むる こと を S べし。 我等の 祈りの 祈らざる 先に、 祌 

は 我 や ：；=- の 思 ふよりも 深く 叉 m 心 はざる 所にまで 北ハの 無くて かな はざる もの を 知 b 給 ふ。 我等の 祈 b よ 

b も 火い なる は祌の 祈りな り。 敢て 我が 愚かな らんと 危ぶむ 祈り を强 いて、 王 張すべき に 非す、 た^ 

祌の IsiaM のまに くな し 給へ と 祈るべき み。 我等 は祌 をして 我等に 從は しめんと 强請 すべから 

神の 祈り  二 五 九 


神の fS り  二 六 〇 

す。 神に 向 ひて 頭是な く も妄り に 注文 立 て をす ろ ことなく 此方より こそ 歸 順して 神の 注文 に應す ベ 

き なれ。 祈り は 信じて 祌に從 ふの 意 を 表明す る を 其の 第一 の 要務と す。 此の W 心なく して 祈らば、 

たと ひ祌の 御座 を 掠め 脅 かすの 概 ある も、 ra: より 眞の 信仰な き こ と 故 不敬の 罪 を增す の 外 何の 効 も 

なかる 可し。 神の 蛮 an なりと 信じて 祈る とき は、 以て 山 を も 移すべき なり。 神の 聖旨に 恭順し、 我 

が 願 ひ を 危ぶみ、 ひたすら 祌の大 いなる 願 ひに 顿 みて 祈る とき は、 如何なる 場合に 於ても 惑 ふこと 

なく 心^かなる を へし。 耶穌 此の 祈り をゲッ セ マネに さ、 げて 十字架に 就き たれば こそ、 北 ハの死 

は 凡ての 人の 自然の 死よりも かに、 安らかに 兑ぇ しなれ。 斯 くの 如き 素養 あるとき は、 死の 蔭 も 

春の 日の 輝く 所と 一 様なる に 至るべし。 

(一 八 九九 年 二  g) 


家族の 秘密なる 歷史 

マリヤ は 「しが 産み？ S せる 耶穌の 生 ひ 立ち を a て 心中の 立" び 限りなく、 共の 漸く 社.^:; に现 はれん と 

ひそ 

すろ に 及んで は 成るべく 廣く之 を 世に 紹介して 共の 力 を 示し、 共の 德を表 はし、 以て n かに 北ハの 3^、- 

を 人に 誇らん とせし 跡 ある は、 共の 言 ふ 所行 ふ 所に 徴 しても 否み 難き なりと 见 はる。 叉， 1 昔 害の 

突 はしき 記事に 據れ ば、 神. n ら さへ 耶穌の 生！^ によりて^ 心 を 動かされ、 天 11 けて 是れ 我が 心に 適 

ふ 我が 愛子な りと 一一 一 n はれたり と あり。 げに 善良に して 忠 1:^ に、 其の 智慧 も 能力 も 人に 俊れ、 世に お 

益なる 人と なれる 子女 を 持ちた らん ほど、 世に 共の 親た る 人の 大 なる 誇 は あらざる べし。 蓋し 北ハの 

誇 は 人間の 生涯に て 最も」 te: しく 美 はしく 清らかなる 誇と 言 ふべき にこ そ。 か i る 客び を 得ん が爲に 

は已が 身の 苦 も 樂も之 を 犠牲に 獻げて 更に 惜む 所な き は、 人の 叙た る 者の 常の 心底な り。 北ハの 子女 

が 身 も 心 も 美 はしく 成長して 物の 用に 立て かしと は、 彼等が 明け暮れに 赤き 心の 祈なる べし。 

然るに 『親の 心 子 知らす』 と 一一 一一；： へる 如く、 世に は 不幸に して 親の 切なる 心 を拘み もやら す、 自ら 

荒び 狂 ひて 忌 はしき 邪 55! に陷 り、 音信 さへ 絶えて 久しく、 今頃 は 何 所の 穴 v! に 如何にして 慕すな らん 

と、 慈母と して 寢覺の 枕 を ほして 腸を斷 つの 忍せ しむる 蕩兒 あり。 共の 不幸なる 子女の こと、 U 

族の 秘密な， OS 史  二 六 一 


家族の 秘ぉ 3 なら 展史  二 六 二 

はなし ひさ 

を經 るに 從ひ問 ふ 者 もな く 語る 人 もな く、 北 ハの名 また 家庭の 話 種 にも 上ら. f なり、 殆んど 打ち 忘れ 

たるが 如くなる こと あれ ど、 如. 何せん、 共の 歴史 は 母の 何となく 淋しげ なる 額に 書かれ、 父の 何 所 

にか 惲る所 ある 舉動 に^されて 詳 かに 読まる る ものな り。 ァ 、家族の 應 £ ^に 於て か、 る 悲しき 秘密 

の 章 を 書き 加へ たる もの、 世に は 少なから ざる ことならん、 子女の 出世 を 無上の 快樂 となし、 共の 

譽を 人に 誇る の 親 あるに 引替へ て、 人知 れす此 秘密 の 感史 を" お • 返 し て 默證せ ざ る を 5£ ざ る 親の 心の 

中、 哀れと や 一一 一一 E はん、 氣の 毒と か 言 はん、 推し量る だに 淚を 催さし む。 さても 人の 世 ぞ千態 萬狀な 

る。 これ 併しながら 至 仁 至 愛の 天父が 攝理 せらる. -所 なりと せば、 掷も共 の 深意の 存 する 所 ra^ して 

何く にか あるべき。 

：  ま 

保羅 曰く 『凡ての 物 我に 可らざる なし』 と。 我等 も 亦 神が 測るべからざる の 愛 を 以て 經營 せられ 

たる 此の世界の 在りと 在ら ゆる 物、 一として 我に 可なら ざる ものな きこと を liiT せんとす。 世人が 禍 

なりと して 避けん とすろ もの も、 深く 北ハ の隱れ たる 深意 を 探る 時 は、 叉 之を禍 なりと して 避く るの 

现. E なき を 見出さ すん ば あらす。 吾等の 知識 は 幸に 於て 得らる るよりも、 禍 に 於て らる、 こと 更 

に 多し。 吾等 は 味方の み. にて は男氣 出です、 謀略 また 回らす に 所な けれど、 敵と 相對 する に 際して 

初めて 勇氣も 生じ、 縱横謀 を 企つ るに 至る ものなら す や。 不幸に 遭 ひ 艱難に 臨む に隨 ひ、 益々 共の 

由て 來る 所を覺 り、 又 之に 處す るの 道 を も 知るな り。 己が 家族の 中に 善から ぬ 者 ありて 徒に 人々 の 

心痛 を 加 ふること ある は、 { 芘に 禍の大 なる ものな らん。 され ど 此の 察 あるに よりて 却て 共の 家族 一 


同の 益 を 助け、 又德を 立つ る ことなき にし も あらす。 ra; より 人 は 偶人 件 をお し、 北ハの 偶人 性 は 限り 

なく や；：；^ すべき もの なれば、 動物界に 於け る 如く 個人 を 以て 家族お く は 社^の 進歩の 爲め 犠牲に 供 

すろ を 許すべき に 非す。 故に 我等 は 一人 の^子 を もって 多くの 敎訓を 受け、 親 達の 心に 大切なる 試 

験 を經る こと ある は、 疑 を 容れ すと なすの み。 

か、 る 不幸に して 親の 心 に 常に 悲しく 苦しき 重荷 を裕 はす る^ 敬虔な る 家庭よ り 生 れ、 敎有ぁ る 

兩 叙の 膝下より 出で、 高 中； なる 人の子に 現 はる.^ ことなき に 非す。 之に 反して 野卑なる 家庭より 神 

を 投れ人 を 敬 ふの 義 しき 人生れ、 無教育に して 亂 暴なる 兩 親の 膝下より 堅 なる 善人 出で、 t& な 

る 人の子 に 美 はしき 心 懸け の 孝子 現 は る X こと あり。 故に か&る 不幸 を す に 至れ る IS 因 を 以 て 、 

一概に 境遇の 善から ざると、 兩 親の 至らざる とに 歸す 可らざる は 論す るまで もな し。 され ど 忍 ふに 

熱心な る 基 敎徒 の 家族の 中に 於て も尙 ほ斯の 如き 悲劇の 演ぜ らる \ こと 々之 ある を兑 問す る こ 

と ある は ra: より 例外な きに あらね ど、 叉 決して 家族の 人々 が 深く 翁み る 所な かる 可らざる もの ある 

べし" 即ち 餘 りに 厳格に 過ぎ 干渉に 過ぎて 反動 を 起す に 至る も あるべく、 餘 りに 放任に 過ぎ 弱き に 

過ぎて 此に 至れる も あるべき なれ。 此 等の 事に 就き 自ら 思 ひ 返しな ば、 己が 子女の 媒け 法、 愛する 

の 道な ど 極 々過てる こと ありし を 1^ りて、 之 を 悔いざる 可から ざる もの あらん。 に 其の 失へ る 羊 

の 如き 子女の 爲に 一 歷 切なる 愛 を 加へ、 W び 前非 を 悔悟して 善に 遷 るに 至らん こと を 祈る 心 を 起 

し、 隨 つて 共の 心 愈よ 謙遞 りて 深き ものと 成りぬべし。 共の 子女の 放蕩 は M 々共の 兩親 をして 聖 

宗族の 秘 なる 展史  二 六 三 


家族の SBg なる s 史  ，，，、. 

二 六 四 

徒の 德を養 はしむ る こと ありと す。 

且つ 斯の 如き 慘澹 たる 心の 苦痛 を眷 むる ことによ りて、 初めて 天父が 其の 子女た る 人類の 爲に言 

ひ 難き の 嘆 を 感ぜら る X 深き 聖旨 を も 味 ふに 至らん。 我等が 已の 感情に 就いて 學ぶ 時、 其の 愛 は 曾 

て 欠けた る ことなく、 其の 忍耐 は 常に 倦む ことなく、 其の 希望 は 遂に 消 ゆる ことなき 神の 御 心の 幽 

力なる 影 を 見得べき なり。 地上の 父母の 其の 蕩兒に 於け る 心中と、 天父の 其の 蕩兒 たる 人類に 於け 

る 心中と は、 稍 趣き を 一 にす ると 雷 ふべ く、 共、 に 苦痛 を 感じ、 共に 其の 身 を 犠牲と なす を惜 ます、 

共に 將來に 於て 其の 酬 ある を 知り、 共に 愛 は 最後の 勝利 を gj; べき こと を 信す るな り。 

(一 八 九九 年 一一 一 H) 


死 は 何 を 意味す るか 

使徒 パゥ n 漸く 老境に 逹 せし 時、 羅馬府 に 囚徒たり し に、 共の 感慨と 希望と を 述べて 曰く、 我 

二つの ことの^に 介 まれたり。 我が 願 ひ は 世 を 去りて 基督と、 もに 在らん ことなり、 是れ设 も き 

1£^^,!^りと。 彼 は 罪悪の に雜 おし、 共の 鍵 性の 進歩 全から ざる を慨, 、する こと、 深く、 世に 在りて 宛 

さま M  . 

がら 修羅の に彷投 ひお るが 如き 心地 せらる， - により、 遙 かに 天の 榮光を 望み、 基督と 偕に 在る て 

ふ 现想境 を 慕 ひ 求む る こと 切なり しかば、 ^くて 何時までも 世に 存 へん こと を 願 ふこと 能 は ざり し 

なり。 断 かる 世界に 今 口 の 如き 有様に て 永久の 住 1:^" を 占む る は 彼の 忍び 難く 思 ひし 所なる べし。 生 

命 長ければ 恥 多し と輕 薄な る 心に て 首 ひしとは|^^-かはり、 是れは 生命 て ふこと を 最も 深く 觀 察し 共 

の高尙 なる 意義と 目的と に 心 を 用うる ことおく、 所謂 飢ゑ渴 く 如く 義を慕 ひて 靈 なる 生活 の 〔贫 験淺 

からざる ものの、 死を兑 る こと 歸 るが 如して ふ 心 を 示せし 一一 E なり。 人生 は 死な ざれば 其の 目的 を 成 

就す ベから す、 - 生命の 意義 を 察する こと 深長 なれば、 自づ から 靈界に 眼 を 着け、 其の 完成の 關 門と 

して 死 を 過ぎん と 欲す るの 念 止 み 難く 感ぜら る る ことならん。 存 ふ ベ きか 將た存 ふべ から ざ るか、 

是れ大 いなる 疑题 なり。 E 心 ふに 死に 接して、 其の 儼 かなる 教訓 を 承く るに 非 ざれば、 生命て ふこと 

死 は 何も S 味す ろか  二 六 五 


死 は 何も 意味す ろか  二 六 六 

を 解釋 すべから す。 余 華 は 人 其の 死 を輕ん する を 見て、 其の 生く る ことの 深から ざる を 知るべく、 

また生くること愈ょ深くして自他の死に於けるます^-パゥ ロが言ひし如くなるを經驗す ベ きな 

り。 羅 馬の 聖ぺ テロ 堂に、 美 はしき 母親ら しき 女が 北 ハの子 を 他の 安らかなる 所に 移さん とする の圖 

を 彫刻した る 墓碑 あり。 此は 死の 意義 を 基督 敎の 精神に て解釋 し、 其の 言 ふべ からざる 慰め を經驗 

せし 心 を 描せ しもの なり。 死 は 恐ろしき 醜女に は あらす、 人 を 此の世よりも 高 {!0； に 且つ 安らかなる 

所に 移す 光の 天使な り。 

死 は 現在に 於て よりも 一 &:, 深く 神と 結び、 之れ と 親しむ ことなり。 肉の 幔幕 を 絞り、 凡ての 障 礙- 

を 除かれて、 神の 前に 立つ ことなり、 死せ し^は 祌を 遠ざかる に 非す、 いよく 祌に 近づくな り。 

現世の 家庭に 不在なる は祌の 家庭に 在宅す る ことなり。 人 を 去りて 雲隱れ せりと 兑 ゆる もの は、 祌 

の 光 榮の邊 りに 直と 近づける なり。 斯く思 ひ來れ ば、 死 を 悼む にも 神 を 知らざる ものと 異 りたる 思 

ひ ある を 得べ し。 

親戚 朋友な どの 世 を 去る に 遊へば、 何人も 死者の 缺點を 忘却せ すん ば あらす。 彼らの 過失、 罪惡 

は 暗 黑裡に 葬られて、 共の 美事 善行の み 著しく 顯 はる。 誰の 目に も 故人 は 聖人な り。 亡せ たる 子 ほ 

ど 賢き もの はなし。 是れ 何故 ぞゃ。 よし 斯 くの 如き は 人 の弱點 より 生じたり とも 兌よ、 余輩 は是 

れぞ靈 性 界の眞 相 を寫實 せる ものな りと 信す。 逸した る 魚を大 なりと する が 如き 妄想 も、 其實 以て 

祌の 世界の 一大 眞理 を發 揮す るに 足るべし。 死 は 赏に人 をして 多くの 缺點を 後に 殘し、 之を淸 めら 


れ たる 有様に 移して、 共の 素懷を 遂げし め、 共の 美 を 全うせし むる ものに 非す や。 懷 かしく 思 ふ 故 

人 は、 今よりも 一 ^ 滿ち 足れる 生 に 移りし なり。 彼 ま は 今よりも 盛んに、 髻_ かに、 高く、 且つ 深 

く、 生活し つ、 あり。 彼 ま は 今よりも 善く 神に 奉仕す る ものと なりし なり。 他人の 死も然 かり。 我 

の 死す る もまた 然 かなる べしと 信す。 我 父の 家に は 多くの 住居 あり、 然らす は 我れ 豫 ねて 之 を汝等 

に 稗ぐ ベ かりし なりと、 基督 の 言 疑 ふ ベ から ざ るな り。 

記者の 友人に て 稍 や 老境に 近づける 某 あり。 近頃 其の 妻 を 喪 ひしが、 しみぐ と北ハ の心蔡 を： げ 

て R く、 余が 夫 の 愛て ふ もの を 最も 深く 經験 せし は 近き 三年 問に 在りと。 蓋し 彼等 夫婦 は 肉體ゃ 

ゃ衰 ふるに 從ひ、 共の 戀愛 漸く 靈化 したれば、 物質 を 媒介と せす して 深く 活動す る を 得る に 至りし 

ものな らん。 蜜 乳 月 は 愛の 最も 深厚なる 時期に 非ざる べし。 鬼 角 形質 上に 拘泥し、 諸 車 物體と 纏綿 

して 離れす。 共の 最も 優れたる もの にても 人界を 離る k 能 はす、 tr たしき は 動物界に 8- の 奴と な 

るの み。 北ハの 心-強 界の 愛に 出入す る ものに 至りて は 殆ど 稀な り。 愛の 成熟 は 物^ を 媒介と する を 要 

せす、 超然お？ 化せら る. -の 老境に 至りて、 共の 端 を 現 はすこと を 得るな り。 正しき 愛 は 断く の 如く 

肉體の 枯れ衰 へんと する に 至りて、 其の 活力 旺盛なる を 見るべし。 肉體の 全く 亡び 失する とき はじ 

め て 北ハ の (1^ 化 餘范な きを 望むべき なり。 靈と體 と 反比例に 進退す るの 事 赏こ」 に 至りて 明かなる ベ 

し。 老人の 佛 いぢり とい ふ は 或る 意味に 於て 甚だ 面白く 理會 せらるべし。 體 病み、 記 惊カ衰 へ、 思 

想の 澄なら ざる 際に も、 祌を 信じ 永久の 世界 を考 へ、 無 限界に 出入す る ことの 益々 活 澄なる を 

死 は 何も stt する か  二 六 七 


• 死 は 何も 怠 味す ろか  I 一六 八 

れば、 知識 廢り 方言 止む も、 靈 性の 活動 絕 えて 止む 專 なかる べして ふ 消息 を傳 ふる 者 あるに 非す や。 

例へば 子 を 思 ふ 親の 心に 就て 之 を 察する に、 其の 愛 は 鬼 角 形の 美く しからん こと を 求め、 何 を 着 

さか ゆ 

せ、 何 を 食 はせんと 思ひ烦 ひ、 其の 榮 行く末 を樂 しみ、 彼の 名譽 心と 我の 功利 心と を 全うせし めん 

と 欲する が 世の常 なるべし。 然れ ども 其の 一朝 病に 揺りて 世 を 去る に 及びて は、 もはや 物 I 只 上の こ 

と を 思 ふの 遑 なく 苟且の 利害得失に 拘泥す る ことなく、 1 層靈化 せられた る 愛 を 以て 死^^を記惊 

し、 之 を 追慕す るな り。 斯 くの 如くならば 親の 愛 は 子の 死により て 高潔に せられた りと 謂 はざる ベ 

からす、 我の 死者に 於け る 然るの みならす、 死者の 我に 對 する また 之と 同一なる べし。 彼等 は 更に 

露 化せられ たる 觀察點 より、 世に 生き 淺れる もの を 思 ふこと ならん。 彼等が 我の ために 獻 ぐる 祈り 

は、 其の 世に 在りし 時よりも 深く してよ く 事の 肯綮に 中り、 神の 前に 力 ある こと-生前の 比に あら ざ 

る ベ し。 友交、 す ベ て W く の 如く 化せら る \ ものと せば、 死 を 悲しむ ベ きか、. 喜 ぶ ベ きか 余 

はさ 

W は： 一つの 間に <カ まれて 其の 何れ を 撰むべき かに 惑 はざる を 得す。 夢の 世に 友を冇 する すら 樂し。 

靈と 物と 相半ばせる 契り すら 嬉し。 天に 友 を 有する ことの 樂 しさ 如何ば かり ぞゃ。 親子、 夫婦、 兄 

弟の 契り、 死の 之 を 難 化する に會 ひて、 更に 美 はしく 慕 ほしき ものな りと 知るべし。 

夫れ 愛 は形體 の奴隸 に 非す、 其の 有無に 拘ら す自. H 自在に 活動し、 時の 制限 を超脫 して 相感應 

し、 { や： 間の 接 梢 を 破 却して 飛揚す る は、 性の 眞面 DZ なり。 故に 窓 下に 十：： 人 を 友と して、 獨り 住む 

の 淋し さ を 忘る、 もの あり。 我れ 世の 終りまで 汝 等と^ にあり と は 基 替の言 にして、 無數の 聖徒 其 


の 疑 ひなき 都-; なる を經驗 し、 兑 えざる 基赞と 交通して、 愛の 關係 死よりも 尙ほ なる を認 む。 

一 n: 共」：；^ の 愛に 沐浴せ る 者 は、 決して-強 性の 不死なる を 疑 ふこと 能 はざる べし。 死後の 活動 は 北 ハの 

おも 親しく： ぽ驗 する 所 なれ はなり。 一  一一 二人 集る 所に は 我 も 必す： N ハの 間に 立つべし と 首へ る 基 i§s の 御 

言 を 信す る 者 は、 愛の 交歡 死と \ もに 盡 きす、 死 は 却って 之 を？^ きて 高く 成ら かなる 所に 逍 ましむ 

る ものな りと 兑 做さざる を 得す。 『聖徒の 交通、 聖 なる 公 同 敎會』 は、 靈魂 不滅の 證據 なり。 山間の 

僻地に！ 一三 敎 友の 微かに 相 集まれる 祈禱會 は、 ソクラテスの 來 世論に 優る こと 幾 なる を 知らざる 

程の 勢力 を 以て 性 界の資 在を證 明す。 兄よ 肉體相 接せる も 其の 交 fwsK 越の 如く 相 離る ふ もの あ 

り。 心！ ：！： じければ 一大 涯も 比隣に 異ならす。 此を 以て 知る、 愛は必 すし も P 以て 和兑、 耳 以て 相聽 

き、 すべて 肉 體の和 近き を械 みて 活動す る ものに 非す。 愛 は 時間 空間の 上に 超然と して 獨 立す。 iH; 

正の 愛は老 ゆる ことなし。 また 亡ぶ る ことなし。 死 は 愛 を 抑留す る こと 能 はす。 之 をして 更に 自由 

ならしむ。 バウ 口 が 愛 は つる ことなしと 言 へる 意味 こ \ に 至りて 稍 明かなる を覺 ゆ。 

此の 文 を 請む 紫の 中には、 近き- S 親しき 者に 死別れ て 悲哀 やる 方な き 者 も あるべし。 斯 くの 如き 

人 をして 幾分 か 死の 眞相 を理會 し、 祌の 慰め を經驗 する を 得せし むる の 助けと なり 得ば、 起草 者の 

s-rii み 足りぬ。 『汝 等何ぞ 死者の 中に 生ける 者 を尋 ぬる や、 彼は此 にあら す^りたり。』 と は 天使が 

死に 會 ひて 茫然自失 せる 女 等に 吿 げし 所な り。 此の 詰問 は 凡て 喪に 悲む者 をして 我に 反らしめ て、 

生ける もの を 天に 望ましむ る 言に あらす や。  2 八 九九 年 三 3) 

死 は 何も S 味す ろか  二 六 九 


耶稣の 最初の 弟子  二 七 〇 

耶酥の 最初の 弟子 

與味盖 き 難く 兑 ゆる は ョ ハ ネ、 ぺ テ n  、 -其他の^^-子^が始めて耶穌の門に入りし；！末を述べたる 

四 福 昔 害の 記事な り、 記者 ヨハネが 六十 年餘の 後より 常時の 有様 を！： 想す るに、 あたかも 昨日 あ 

りし 出. 來 事の 如く 記憶 甚だ^ かに、 無限の 感懷を 以て 昔戀 ひしげ に、 彼等が 耶穌 と共に 宿りし は、 

畫 の ra 時 頃な り き と维の 序に 書き m はけるな ど 、 其 の 文 を 請 む^を して、 主の お 愛 の 弟 子が 如何な る 

人物な りし か を 想 見せしめて 餘り ありと 謂 ふべ し。 

ョ ハ ネ 及び ァ ンデ レか 耶穌の 後に 從ひ 行きて、 終に 其の 門に 入る の 機 會を與 へし もの は、 施 洗 者 

ヨハネの 熟 切なる 說敎 にて ありき。 口 く 世の 罪 を 負 ふ祌の 羔を兑 よと。 是れ 模範的の 傳道 なり。 i 非 

惡 及び 其の 救 ひ は ヨハネが 常に 說く 所の 中心 問題な り。 彼 は 近德の 講話、 IH 通の 社 會論等 をな すの 

外 能事な き 多くの 傳道 者と 異 りて、 深く 霞 性 上の 必要に 立ち入り、 ^截 簡明に 之 を 論じて、 生ける 

救 者なる 耶稣を 紹介す るの 傅 近に 從事 せり。 

斯 くの 如き 說敎 に 空し からん や。 少く とも 二人の 靑年は 之に 動かされて、 尙ほ 委しく 耶 穌の敎 

を 受けん と 欲する の 志 を 立てたり。 ヨハネ、 ァ ンデ レ は-に- (の ロ耶 穌の寓 所に 至り、 之と 一 夜 を 明か 


して、 如 ：！： なる 事 を か. ば i れる、 余 J ^はるの 席 末に f^. らざ りし を 限りなき？ 一 ぬ憾 とせざる を 得す、 彼等 

は 此の 談話の 結 2^ として 心 を 耶穌に 火" せ、 身 を 之に 献 ぐるの 端 を il けり。 而 して 此の 新たに 得た る 

幸； i を 己れ のみに^ら にして、 之 を 胸に 包む こと 能 はす、 相 約して 其の 親族 故舊に 傅へ ざる を 得 ざ 

りき。 我等 メシャ に^へ りと 彼等の 觸れ 回りし を：； 5- よ、 耶穌 に而會 する こと を 得た るの 幸運 を 此の 

上 もな く赛び 、 11^ 夜 に 忽ち^ 火 を 得た る 心地して、 其の 出 心 ひ 魅け なき 知遇に 感 やる こと. 連 だ 深 かり 

しなり。 

ヨハネ、 ァ ンデ レは各々其の兄^^に吉報を傳 へ知らせんと約せしものならん。 人情 もとより 斯く 

あるべき 答 なり、 特に 彼等が 兄弟 打ち 述れて 北の方 ガリ ラャ より 發 して、 ユダヤに 來 りし は、 3 ハ 

ネ 肝に ありて 宣傳 する 所 を傳へ 聞き、 愛國の 精祌を 動かされ、 天國 を歡迎 する の丧情 已み雞 かりし 

による。 今 11 らすも 其の 待ち望める メシャ に！ ！3 ひ、 取る もの も 取り あへ す 之 を 同志の 兄弟に 吿 げん 

と 欲し、 先登 第 一 の 名 を 成せし をァ ンデレ とす、 n く 彼先づ 其の 兄弟 シ モ ン に 逢 ふ。 記者 ョ ハ ネが 

先づ とい ふ 語 を川ゐ しに 注意すべし、 一 一人が 各自の 兄弟 を 探し出 ださんと 欲する の 情 甚だ 切迫な り 

し を 知る。 アン) ァレ こそ 其の 兄弟に 耶穌を 紹介す るの 先 を a けたれ ど、 あたかも 之 を 羨む かの 如き 

文意 面白く 読まる- - なり。 

ァ ンデレ は. H 一 徒の 一 人 なれ ど、 ョ ハ ネ、 ぺ テ 。 の 如く 力 勝れし 者に 非す、 彼 はべ テ 口 を 耶穌に 

わかもの  パ ン 

紹介し 酋て 耶穌五 千 人 を 養 ひし 時 こ \ に 少年 あり 麵飽 五つと か、 一 一つ を携へ 居れり と 報じ、 また ピリ 
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ボ と共に ギリシャ 人 を 基督の 許に 導きし と 記されし 外、 ァ ン * チレの 事業と て 記されし ものな し。 彼 

は 世の 耳 E を 惹く 程の 技倆 を 具 へ し 人物に あら ざり き。 然れ ども 彼 は 信義 厚き 兄； 朋友に て あり 

き、 彼 は 他人の 不便 を 思 ひやる こと 深く、 何とかして 之 を 救 はんと 心懸 くる 忠赏 なる 性 ti: を 有せ 

り。 事の 起る に 際して は 其の 難儀に 辟易し、 茫然自失して、 銀 二  fc: の 麵鉋も 人 ハ$ に 少し づ、 與 へて 

尙ほ 足らざる べしと。 唯 だ 嘆息の 聲を 放てる ピリ ボと異 り、 アン *テ レは 其の 忠實 なる 心より、 覺朿 

なく も 群集の を渉獵 り、 五つの 麵飽と 二つの 魚 を 見出して 之 を 耶穌の 前に 持ち 來れ り。 聊かな り 

とも 其の 川に 供 せんと 思 ひしな り。 國に 在りても 斯 くの 如き 人 は 口 立た すして 功 S 取 も 多し。 家に 在 

りても 其の 親の 慰め、 其の 子の 力と なること 多き は斯 くの 如き 人な り。 アン 1 ァレは 友人と して 2;;^ も 

くさ W 

頼もしき 性質の 人な り。 彼 は 敎會の 柱に は あら ざり しと 雖、 甘： (の 楔と して 一 日 も缺く 可から す、 此 

の 人な かりせば ぺテ 口 も 耶穌に 見 ゆるの 機會を 得すして 已 むこと なしと 斷 一一 一一：： すべから す。 輕 薄なる 

社 會は柱 をのみ it みて、 楔の 大切なる こと を 忘却す。 風 吹き 地震 ふに 至りて は、 家 を 全うする の 力 

ァ ンデ レ の 如き 楔に 存 する を 常に 記憶せ ざるべ からす。 ァ ン，、 テ レ の 事業 福音 史に見 ゆる もの 微 なれ 

ど、 傅に 據れば 彼 は 今 露 西亞國 南部に 當れる 地方に 傳 近し、 遂に！ XI 字形の 十字架に 懸けられて、 其 

の忠寶 なる 生命の 献祭を 結了せ りと 云 ふ。 世に 行 はる \  §1- ァ ンデレ 形の 十字架 は 此の 傳說に 基づ 

く。 十二 徒み なべ テロ、 ヨハネの 如き wf のみなら ば、 才力に 乏しき もの \ 失望 を 来す こと あり もや 

せん。 然れ ども アンデレの 如きが 设 初の？ 子に して、 後年 ピリ ボが ギリシャ 人 を 耶穌に 紹介 せんと 


する に當 り、 之 を アン， チレに 謀り、 相携 へて 引兑を 耶穌に 求めた る にても 知らる、 如く、 化： の 一方 

ならす 耶穌に 信任 せられし を 見れば、 平凡なる 人物 も心强 きを 登 ゆ。 アンデレの 誠 だに あらば、 耶 

穌の 門下に 在りて 顯 はれざる も、 必す 有""^ なる 村と なること を 得べ し。 

アンデレの 兄； へテ 。は、 實に 石の 如く 堅 同なる 豪 壯快濶 の男兒 にて ありき。 彼 は 其の 天真の 性 

W3: て ふ特權 により、 衆 を 卒ゐて 常に 首 動 者た るの 地位に 立つ こと を 得たり。 耶穌波 を 路んて 歩む を 

て、 己れ も 之に 傚 はんと 言 ひ 出で、 やがて 波に 棬 かれ 沈まん として 慌てた る も 彼な り、 山に 登 

り、 此の世の ものなら ざる 榮光を 見て、 三つの 廬を 結ばん と 建言せ しも 彼な り。 主 エルサレムに 上 

らんと する を 見て、 其の 袂を 執へ 叱る が 如く 之 を 留めた る も 彼な り。 ゲッセ マ ネ園 にて 刀を拔 き、 

祭司 長の 僕に 切って か \ り しも 彼な り。 耶穌の 問を受 くる を 傍へ 聽 きする 間に、 我に も あらで 三 

たび まて 主 を 知らす と斷 一一 =11 し、 鶴の 嗚 くに 驚かされて 門外に 走り出で て、 いたく 泣き 悲 める も 彼な 

り。 基督の 復活せ しのち、 ガリ ラャ の湖邊 にて、 シ モン *ぺ テロ、 汝我を 愛する かと 三た び 問 はれ、 

謙遜にして0^っ自ら信すること厚き心を以て、 然り 主の 知り 給 ふ 如しと 一 百 ひ 放ちた る も 彼な り。 是 

等の 事 實を综 合せば、 シ モン • ぺ テ 0 の俤勢 驚と して 眼前に 浮び 來る。 彼 は 熱愛の 人な り。 冷やか 

なる 心は賴 もしげ なし。 イス カリオ テの ュダを 見よ。 ー且 躓く 時 は 主を寶 り、 自ら 溢り、 亡びの 子 

となりて 止まん とす。 ぺテ a は 過失 多 かりし にも 拘 はらす、 また 他の 弟子 等の 犯す こと を 得 ざり し 

罪 を 犯したり と雖 も、 彼が 主 を 愛する の 熱情 燃 ゆるが 如かり しため、 悔い改めて 正しき に歸 順す る 
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の 反撥 力に 富み、 百折撓 ます、 信念ます/ \ 堅固な り。 唯 だ 道理に 屈服した るに は あらで 其の 執-; 心 

を 傾けて 耶妖 1 に從 ひ、 之 を 愛する こと 深き もの は 躓き を經、 疑惑 を 過ぎて いよく 其の 信仰 を强く 

し、 天の 光明 を 見る ことます/ \ 鮮やかな らんと す。 基督に 對 する 熱愛 は懷疑 者の 良薬な り、 信仰 

に 躓きし 者 を 挽回す るの 引力な り。 ベ テ C" の 如き は 其の 最も 著しき 實 例なる べし。 

iM5 こ  ；， じ 3  ほと 9 

衆人 神の 道を聽 かんとて 擠排 ひける に、 耶穌ゲ ネサレ の 湖の 濱に 立ちて、 機に 二 艘の舟 ある を 見 

す 5J り 

る、 漁の もの は 舟 を 離れて 網 を 洗 ひ 居れり。 其の 一艘 はシ モンの 舟な りしが、 耶稣 之に 乘り、 請 ふ 

ひとびと  むき 

て 岸より 少し 許り 離れ、 座して 舟の 中より 衆人 を 敎ふ。 敎へ竟 りて シ モンに 言 ひける は澳へ 出て 網 

を 下して 漁れ。 シ モン 答へ ける は、 師ょ 我等 終夜 働きし かど 所得な かりき。 然れ ど汝の 首に 從 ひて 

網 を 下さん、 旣に 下して 魚を圍 める こと 甚だ 多く 網 裂け か、 りければ、 いま 一艘なる 舟の 侶 を 招き 

て來り 助けし めしに、 彼等が 来りし 時 その 魚 一 一艘の 舟に 滿 ちて 沈まん ばかりな りし。 シ モ ン • ベ テ 

n 之 を 見て 耶穌の 足下に 伏して、 主よ 我 を 離た まへ、 我 は 罪人な， りと 言へ り (路加 傳五 章)。 彼の 蕩 

子の 如く 落魄して、 艱難の 中より 己れ の 罪を發 見し、 悔い改めて 神に 歸 るの 志 を 起す もの あれ ど、 

ぺテ a は 之と 其の 趣 を 異にし、 其の 意滿 ち、 望み 足りて 成功 を 祝す るの 外餘 念な かるべく 見 ゆる 間 

に、 神の 威光に 接し、 己れ の 汚れた る こと を 感じて 恐れ 戰き、 我 は 罪人な り。 主よ 我 を 離り 給へ と 

叫びたり 。彼 は 深く 罪 を 知る の 人な り。 彼の 靈性は 罪に 付て 基 だ 鋭敏な り。 近世 英國 の神學 者の 中 

にて、 一 1 ゥマ ンは神 を 知り 之 を 認識す るの 困 難を感 する より 生す る靈の 悲劇 を 最も 痛切に 經 験し、 


之 を 首 論文 章に 顯は せし 人な り。 ディ ン*チ ョ ルチは 人 iwiJlHS にして、 親子 朋友の 間に 存 する 底の 

^やかなる 愛 を 最も 深く 现會 し、 神と 人類との 交通 を經 験す る 所 多く、 所 g£ 鹿の 溪水を 慕 ふの 情 を 

酌み、 蕩子 父を棄 て- -其の 心 を 傷む る こと たしき を 恐ろしく E わ ふこと 切なり。 彼 は 瑶性界 の 家庭 

的 側面 を 適當に 代表し 得たり。 此の 二人と 時代 を 同う して 生存し、 共に オック ス フォルドの 運動に 大 

關係 ありし 他の 人 を ピウ ゼ ー とす。 彼 は祌の 架なる に對 する 罪の 恐ろしき を 最も 痛切に 感じた る 一 

倘の像 一一 一一：！ 者に て ありき。 此の 三人 各く 其の 長所 を 有し、 靈性 上の 發 達に 於て 缺く ベから ざる 三つ 

の 側面 を 代表せ り。 余 は 力めて 此の 三者の 美 を 一身に 經験 せんこと を 計らざる ベから す、 然れど 

も 現代の 日本 宗敎界 に 最も 不足せ りと 思 はる.^ は、 罪惡の 感覺に 非す や。 べテ n は 此の 感覺 2;^ も 切 

なりした め、 大 いなる 傳道 者と なること を 得しな り。 ペンテ コステ の 日に 於け る 彼の 說敎に 非 な 

る 力 ありし は、 テベ リャ 湖畔 得意 成功の 快 樂に溺 る- - ことなく、 却って 己れ の 罪 を 感じた ろ 其の； 个 

生の 心 懸けに よれり と 謂 はざる ベから す。 志 成り 望み 遂 ぐると き は、 之を樂 しむの 外餘 念な く、 祌 

に對 して 忘恩の 罪 を； 5a- ふ もの 甚だ 多し。 ぺテ n が浙 かる 際に 沈まん とする 舟、 滿ち 充てる；？ 一より 先 

づ 竹：^ 一  に 主に 目 を 着け、 其の 威德に 感激した る は、 以て 輕 なる 信仰 を 警戒す るに 足るべし。 

ァ ンデレ と共に 耶穌 に從ひ 行ける ョ ハ ネは シ モン • ぺ テ a と反對 なる 性質 を 有し、 長短 相補 ひて 

意氣 投合せ る 朋友に て ありき、 友情 常に 斯 くの 如き もの 多し、 剛柔の 配合 この 二人に 於て 其の 妙 を 

極めたり と 謂 ふべ し。 
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彼 は 雷の 子と 稱 へられたり。 其の 沈痛なる 性質、 物に 觸れ て激 する や、 疾雷 耳を掩 ふの 暇な きが 

如く、 動もすれば 猛烈なる 擧 措に 出 づる こと ありし を 以て、 斯くは 名 づけし なりと 解釋 する 學者も 

あり。 此の 說或 ひは然 らん。 然れ ども 博士。 ボルト ソ ン • 一一  コ ルが 默示錄 を解釋 せる 一 小冊の 中に 

讀み しこと ありと 記憶す る 一 說 こそ 更に 妙な りと 思 はるれ。 ョ ハ ネ は直覺 的の 人に て、 天 の 成せる 

詩人な り。 其の 神を說 き、 奥妙なる 霪 性の 眞理 を宜傳 する や、 恰も 黑 雲の 中より 電光の 閃めき 出づ 

广〕 もむ き 

る 如く、 天來の 響き 忽然と して 塵界の 人 を 驚かす の漑 あり、 靈界 の秘義 その 愛の 直覺 により 開示 せ 

らる . ^も 0 頗る 多し。 

彼 は 愛の 使徒な り、 然れ ども 其の サ マリヤに 在る や、 人民の 待遇 意の 如くなら ざり し を 憤り、 天 

火 を 下し て 之 を燒き 亡ぼ さん こと を 願 ひたり、 此を 以 て 見れば 彼が 全く 愛の 使徒と 稱 へらる \ に 至 

るまでに は、 餘 程の 毅鍊敎 養 を 要せし ことならん。 熱愛 時に 偏 僻に 陷 るの 弊 ある を 免 かれ ざり しか 

ど、 主 耶穌 の 董ー陶 によりて 圓熟な る ものと なるこ と を 得しな り。 

力， - デナ ル • 一一  ウマンの 『大學 說敎』 最後の 一章 は、 敎理の 發達を 面白く 說 明せ しもの なり。 彼 

は耶穌 降誕の 時、 羊 を 牧ふ者 どもが 事の 爲體を 見て、 之 を怪み 且つ 神 を 崇め 讃 めつ X 歸 りしに 反し 

マリヤ は 凡て 是れ 等の 事 を 心に 留めて 思ひ问 らしぬ と。 路加 傳ニ 章に 記載せ る を 題と して、 敎理の 

開發は マリヤの 如き 性質と、 其の 修養と に 淵源す るな りと 論じたり。 是れ 等の こと を 心に 留めて 思 

ひ囘ら すて ふ 事 をして、 基督 敎開發 の 一 大要 素なら しめば、 使徒 ョ ハ ネは實 に 斯道の 進歩 展開す る 


に付きて、 tr た 力 ありし 耍素 なりと 謂 はざる ベから す。 彼 は マリヤの 如ぐ 神の 事に 心 を 潜めて， 深 

く m 心 ひ： i: ら すの 人に て ありき。 ぺテ。 の 活動的な るに 對 して、 彼は觀 察と 沈思と に 長す るの 人に て 

ありし なり。 パト モスの 孤島に 磯 を 洗 ふ 波の音 を 友と して、 深き 思 ひを囘 らし、 其の 露 妙なる 攀を 

採って 默示錄 を 著 はす もの、 ヨハネに 非す して また 誰か あるべき、 或 ひ は 第 四 福音書の 文體、 構 

一、 及び 其の 思想の 模様な ど、 凡て ガリラヤ湖 逢に 人となりし ユダヤ人 ヨハネに は、 た 似合 はし 

からすと 首 ふ もの あり。 然れ ども 此の 疑 ひ は ヨハネの 人物 を 知らざる より 起る ことならん。 彼 は 沈 

思 瞑想の 人な り。 節 四 福音書の 著者に 付きて、 近来の 好 著述 を爲 せりと 稱 せらる k ワトキン ス 氏の 

『ハム プ トン 講演』 に、 ヨハネが エペ ソに 在住す る もの 二十 五 年、 その 間 羅馬グ リシ ャは间 より、 

東方 BT さて は 印 皮 あたりの 思想^にまで 接觸 せした め その 思想 大いに 膨脹し、 租々 の 疑問 駁擊 

等に 向 ひて 基督 敎を宜 偉す るの 必要より、 之 を 説明す るの 形式に 新 機輔を 出 だし、 應病投 藥の妙 を 

極めた る 技倆 を逕 うせり と 論ぜし 一 章 あり、 ワトキン ス氏は 之 を 名 づけて 飜譯 とい ふ、 實に ョ ハ ネ 

は i:^- 督の 事に 付き、 其の 時代と 境遇に 對 して 適切なる 飜譯 をな せし なり。 其 結果 少しも 生硬の 弊な 

く、 老熟の 手腕 後世の 擧者 をして、 此は ユダヤ人なる ョ ハ ネの 著作に あらざる べしとの 疑 ひ を 抱か 

しむる 辟な り。 飜譯は 唯 だ ヨハネの 時代に 必要な りしの みならす。 日本の 傳 道に 最も 不十分なる を 

感 する もの は 飜譯の 不熟練な り。 此は 文字の 飜譯の 謂に 非す。 基督教 を 日本人に 向 ひて 適切に 譯し 

て 聞かせて、 之 を现會 せし むる の 手際 甚だ 面白から す。 生硬の 弊 極まれり と 謂 ふべ し。 今の 傅 道 者 
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は 飜譯の 凡手の み。 老熟 達觀 ヨハネ 其の 人の 如き もの 出づ るに 非 すん ば、 S 督の 福音 は 昔時の 小亞 

細 .亞 のみなら す、 此の 日本に も现會 せられす して 巳まん とす。 主 を 愛する こと ヨハネの 如く、 熱誠 

彼^ 如く、 詩的の 靈覺 彼の 如く、 傅 へられし こと を 心 に^めて 深く 思 ひ间. らす こ-と 彼の 如き 者に 非 

れば、 斯る 飜譯を 成就す る こと 能 はざる べし。 或は 阈家的 基督教と 首 ひ、 或は 簡易 基督教と 稱へ、 

或は 神道 佛敎に 出入し、 或 ひ は 茶 骨敎に 孔孟の 衣冠 を 被らせん と 試みるな ど、 $： 此の 飜譯を 試みて 

拙劣なる もの、 政 家の 横 略が ましく 斧鑿の 痕 歷々、 して 世人に も滿 足を與 ふるこ-と 能 はす。 無論 

甚督 の 精神 に 忠なる もの を 滿 足せし むる こと 能 はざる なり。 深く 基督 の 精神 に 通じ 其の 敎を 心 に 留 

めて 之 を 思ひ问 らし、 誡實に 之 を 世に 偉へ、 之 を 以て 人 を 感動し、 凡ての もの を 之に 同化せ しめん 

と 欲する こと、 第 叫 福音書 著者の 如くなる に 非ん ば、 飜譯の 成功 得て SF.- む 可らざる なり。 ヨハネ は 

思想の 人に て、 進歩的の 性質に 富み、 敢て 古へ に 拘泥せ す、 大膽に 今 を 同化 せんと 試み、 北ハの 基督 

敎の說 明に 創開 的の 伎倆 を顯 はせ り。 我等が 此の 最初の 弟子に 於て 最も 慕 はしく、 且つ 尊く 覺 ゆる 

ことの 1 は是れ なりと 謂 はざる ベから す。 

第 四 福音書 は 岡より、 三つの 寄 翰 及び 默示錄 に 至る まで 之に 通じて 著しく 顯 はる.，, もの は、 著者 

の 想像 極め て 富瞻に し て 、 其の 調子 の 甚だ 高き ことなり。 世人 は 思想が 進歩に 必 要なる こと を 知り 

て、 想像 缺く 可から ざる ものなる を覺ら す、 唯 だ 思想界に 於ての みならす、 阈 家の 經綸、 事業の 發 

達に 於ても、 想像 は 最も 大切なる 要素な りと す。 丁-衆の 進歩 機械の 發明 も、 想像力の 動 盛んなる 


よ け 牛： す。 利^^が 前人 来發の 新說を 出 だ せ る ん、 其 の 初め は 布： 像 力 の 結 なりと は ざ るべ から 

す。 科^ 發逮の 1^ 史は 想像力 を 以て 其の 丁 K 動力と なすな り。 今の R! 本 は あま." に 物！：：； 的に して、 

所 |£ 焚 業に 熱し、 共の 淺范 なる 所に 拘泥し、 目に て 見、 耳に て 聽く邊 りに 滞る のみに て、 理想に 感 

激 する こと 極めて 少く、 想像 の^に 駕 して 天に 界 るの 意 氣 甚だ 乏し。 ゆ. i 盲人 杖 を 以て 探りつ.^ 道 を 

迪り 行く に 異ならす。 手足 あれ ども 羽^の 天に 飛揚すべく もな きが 今 R の 大患な り。 詩の M ハらざ 

る、 宗敎の 盛大なら ざる、 大人物の 出で ざる、 皆 此の 想像力の 乏しき を證 明す る ものに：^ す や。 餘 

りに 散文的なる 現代に ョ ハ ネの 人物 を 思慕す る こ と を 舉ぶは 必要なる ベ しと 信す。 

明る n 耶穌 ガリ ラャに 行かん として ピリ ボに逢 ひ 我に 從 へと 言 ふ。 彼 は アンデレ、 ぺテ 。の： め 

るべ ッ サ イダの 人な りと あり。 邪 穌の最 初の 弟子 ガリ ラャの 人の みに て、 共の 出身の 地 を 同じう せ 

る は 注意すべき ことなり。 基 敎は 友情 を 尊ぶ。 出身の 地 を 同じう し、 同一 の 山に 登り、 河に 遊ぶ 

が 如き 緣故 は、 霜 上 の 歷史 にまで 共の 關係を 及ぼす ベ く 所謂 袖す り 合 ふ も 他生の 緣 とやら に て 、 

断 かる 記憶 は 成る 可く 之 を 耕 やして、 相 共に 德を 建て 信 を 養 ふの 一事に 活 £ すべき ことなり、 茶督 

； は斯 くの 如き 友 愤の發 達に 淵源せ ると ころ 甚だ 多し。 ピリ ボは 如何なる 人な りし か詐 かに 之 を 知 

るに よしな し。 、王が 五 千 人 を 養 はれし とき、 事の 甚だ 困難なる に 驚きて、 勇§ き 二百 を發 したる 

如き、 トマスが 主よ 我等 汝の 行く 所 を 知らす。 如何にして 其の 途を 知らん やと 言へ るに 對し、 耶穌 

が 我は途 なり 眞理 なり 生命な り 云々 と 述べられ しとき、 ピリ ボ 彼に 言 ひける は、 主よ 我等に 父 を顯 
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はし 給へ、 然 らば 足れり と 云へ る 如き、 此の 人に 取りて は 頗る 不利益なる 記事の 如く 思 はる。 耶穌 

彼に 言 ひける は、 ピリ ポ我斯 く 久しく 汝 等と 偕に 在りし に 未だ 我 を 知らざる か、 我 を 見し もの は 父 

を 見し なり、 何 ぞ父を 我等に 顯は せと 言 ふやと、 是れ 其の 心の 頑迷なる に 驚き、 其の 惑へ るの 甚だ 

しき を 悲しみ、 其の 年来の 敎育 殆ど 空し かりし 如きに 失望せ し 言に 非. f や。 ピリ ボは、 王の 切なる 叱 

責を 蒙りた るな り。 然れ ども 我れ 斯く 久しく 汝等 と共に 居りし に 何ぞ云 々との 語 は、 凡ての 基督 信 

徒に 多少 適 S せら る ベ きも のにて、 各自 の 胸中 刺さ る X が 如く 感ぜら る -1 ものな きこ と 能 はざる ベ 

し。 然れ ども ピリ ボは 最初 耶穌に 選ばれし 程の 人な り。 彼 は 多くの 基督 信徒の 如く、 其の 光 を 包み 

て 傳道を 怠る 者に 非す、 自ら 基督に 從 ふや 忽ち 友人 ナタナ H ルに逢 ひ、 我等 律法の 中に モ ー セが載 

せた る 所、 豫言者 等の 記せし 所の ものに 逢へ り。 ナザレの 耶穌 是れな り と 言 ふ。 其の 語勢 急に し 

て、 新たに 得た る 經驗、 感極 りなく、 破竹の 勢 ひ を 以て 其の 友人 を 導かん と 試みし 有様 ョ ハネ傅 第 

一章の 記事に 詳 かなり。 彼が ナタナ H ルの 冷酷なる 批評 を 受け、 ナザレより 何の 善き もの 出 でんや 

と 鋭き 反問 を 受けし とき、 更に ひるむ 氣色 なく、 來 りて 見よ と 答へ し 如き、 其の 信念 確實 にして、 

耶穌を 紹介す る を 憚から す。 之に 接せ ざれば こそ 疑 ひも すれ、 一た び 親しく 之 を 見ば、 凡ての 疑 ひ 

氷解す べしと 確信せ る こと、 實に 愛すべき もの ありと 謂 はざる ベから す。 我等 は ピリ ボが 直截 大膽 

に 道 を 其の 友人に 說き勸 めしに 倣 ふべき なり。 此の 精祌だ にあら ば 福 昔の 傳 播置郵 よりも 速 かなら 

しとす。 ピリ ボ に付きて は 多く 語る こと 能 はざる なり。 次に ナタナ エル を略說 すべし。 


ナタナ ニルは ピリ ボの說 を 聞きて、 ナザレよ ひ 何の 善き 者 出 でんやと 反粮を 試みたり。 蓋し ナザ 

レは共 の 住居せ し 村に 程遠から す。 彼方に 如何なる 人物の あるか。 此は ナタナ H ルの詳 知す る 所な 

り。 今まで は斯 かる 人の 存在せ りと 思 ひも 設け ざり しに、 突如と して ピリ ボの斯 く 一 百 ひ出づ るに 不 

ま を 起し、 從來 己が 知りし 所の ものに 泥み て、 此の 新來の 驚く 可き 知識 を担絕 せんと はなせし な 

り。 世人が 基！^ 敎に 不審 を 抱きて、 之 を 信す るに 躊路 する もの は、 大抵 從來の 知識 見聞 を 標準と 

し、 先人のお へに 共のお M 性の 門戶を 塞がれて、 己れ の 固陋なる 想像 以外に 信すべき こと あり 得べ し 

と E わ ふこと 能 はす。 ために 新たに 得た る 報吿を 漫然 否定 せんと 試みる に 起因す。 精祌 上の 態度 かく 

の 如き は、 信仰の 最も 恐るべき 障害物な り。 故に 道 を 知らん と 欲する 者 は、 旣往の 經驗、 知識、 大 

海の 一滴に 過ぎす。 甚だ 不充分なる を 記憶して 1 怛懷眞 、现を 尋ね 求めざる 可から ざるな り。 ナタ 

ナ H ル のお ^ は 此の 拼に陷 り-て 疑惑の 中に 葬られん とする 危難に 摇り しも、 ピリ ボの 友情と 其の 懇切 

なる 勸 めに 救 ひ 出 だされて 耶穌 に面會 を 求む る こと \な りぬ" 耶穌 ナタナ H ルの來 る を 見、 之を^^ 

して 一一 一一 n ひける は、 見よ 眞の イスラ 1,- ル人 にして 其の 心 偽りな き者ぞ と。 是れ ナタナ ェ ルが イスラ H 

ル； 族 俾來の 志望 を 懐抱して、 世 を 憂 ひ、 國を 愛する の 情 切に、 誠心 正意、 之に 力 をほゐ つ.^ ある 

を {Afl したる 者な り。 耶穌は 凡て 斯 かる 場合に 於て 讃美に 吝 なら ざり しなり。 其の 寛大なる 賞詞、 

凡ての？！：： 人み」 して 益々 裔 起せし むる に 足れり。 ナタナ エル 如何にして 我 を 知り 給 ふやと 言 ふ、 耶穌 

答へ て 一一 一一 E ひける は、 ピリ ボ汝を 呼ばざる 前に、 無 花 果樹の 下に 汝の 居れる を 見たり と、 ナタ ナニル 
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は 無 花 ra^ 樹の 下に 何 をな しつ、 ありし や。 彼 は 他の ガリ ラャの 青年の 如く、 愛國 憂世の 志 を 抱きて 

ョ ハネの 洗禮に 赴きし なり。 彼は國 のために 堪え難き 程の 苦痛 を 抱きて、 祌に 祈りつ \ ありし か、 

將た 己れ の 罪に 惱み、 旣往 今來の 感懐に 泣きつ \ 神の 前に 吿 白し 祈 躊 しつ k ありし か。 其の 心に は 

幾多の 希望 湧き出で X、 獨り物 思 ひに 沈みつ、 ありし に は 非ざる か。 ピリ ボが之 を 招か ざり し 前 

に、 耶穌は ナタナ H ルの 深き 思想 感懐 を 察知し、 之に 優 握なる 同情 を 寄せられし なり。 耶穌の 一一 r を 

聞きて ナタナ H ルは 己が 希望 を充 たし、 歎き 求む る 所 を 滿 足せし むべき もの は、 此の 君の 外に 之 を 

求む ベから す。 彼が 靈性 上の 慾 望を斯 くまでに 知悉し、 同情の 慈愛 其の 溫 額に 溢れて、 切に 之 を 憐 

む ものと 見 ゆる 耶穌 こそ、 問 はで も 知る き 神の 子 なれ、 イスラエルの 王 なれと 認識す る こと を^た 

り。 コル リツ ヂ 曰く、 聖書 は 不思議なる 書物な りけ るよ、 聖書 は 我 を 見出だす ものな りと。 聖書に 

接する に 及びて、 已れ の心づ かざりし 愁望 感懐 等の 我が 胸中に 潜める を發 見す る もの 少 からす。 聖 

書 は 我 を 知る こと、 我よりも 熟せり、 殊に 基督と 接すれば 此の 感 更に 深き を覺 ゆべ し。 基督の 如く 

我 を 見出だせる 者な し。 斯 くまでに 我 を 見出せる 彼 は に 我が 靈 性の 王に あら ざらん や。 是れ我 を 

救 ふべき 主に 非す や。 ナタナ H ルは 此の 微妙なる 順序に よりて 基督に 從 ふこと を 得たり。 我等 もま 

た 基督が 我 を 奥深く 見出だ されし に 感じ 、 豁然 大悟し て 基督 を 我が君 主と 崇む る こと を舉ぶ ベ きな 


是 誰なる ぞゃ 

ゲネ サレの 湖上、 殿 風 i^s かに 起り、 怒 狂 潤 岡ら す も 捲き 來 つて， 卅 まさに らんと す、 耶 5^ 驢の 

かたに 枕して 安 かに. 1 ねたり、 其の.？： 子恐愤 狼^ 爲す所 を 知らす、 遂に、 王 を 呼び 醒 ませし かば、 起 

:i し 

て- \ 一 を 斥めけ るに、 風 忽ちに やみ、 海 また 靜 まりぬ。 舟 中の 人 驚 tei: 措かす、 互に 懼れ 語って：！： く、 

是 翁なる ぞ やと。 此は 吾等の 常に 問 はんと 欲して、 而も 之が 滿 足なる 解答 を與 へられざる 所に 非す 

や。 基 は秘義 なり。 其の 德の廣 さ 深さ 高さに 至って は、 吾等の 到底 思 ひも； k かす、 叉 えり 知る 能 

はざる } ^なり。 

基督に 於て 吾等の 量り 知る 能 はざる 心情 は、 共の 惠深 きこと なり。 而 して 其の 惠み 深き は、 れんん 

ど 人た るの 分際 を 超えたり。 曰く 人の子 は 失へ る 者 を 尋ねて 之 を 救 はんが 爲 に來れ り。 叉 曰く 人の 

子の 來るは 人の 生 を 減す 爲 にあら す、 彼等 を 救 はんが 爲な り。 叉 曰く 我 は 世 を 審判 せんが 爲に 來ら 

す、 却て 之 を 救 はんが 爲 なり。 世界 を 救 はんとの 理想 は、 慈悲心の 絶頂な り。 自ら 謙り 眞 面目なる 

心 を もて 考へ なば、 人 能く 悼る 所な く 此の 理想 を 世に 揚首 する を 得べき か。 恐らく は斯 かる 抱负を 

心竊 かに 懷 かんに も、 ^ほ 己が 力足ら す、 身 不相應 なる を 感ぜざる を 得ざる もの あらん。 父なる 者 
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は 我が家 族 を 救 はんと 言 ひ、 市民 は 我が 都市 を 救 はんと 言 ひ、 愛 國者は 我が 國家を 救 はんと 言 ふ。 

其の 志 や 美 はしく 氣 高し と雖、 彼等が 企て 得る 所は此 以上に 超 ゆ 可ら す。 然るに 基督 は 一一 目 ふ、 世界 

を 救 はんと。 げに 基督の 心の 廣 くして 大 なる は、 吾等の 思 ひ 及ぶ だに 能 はざる の 境に 達す。 次に 吾 

等の 量り 知り 難き 點は、 基督の 心靈 的なる ことなり。 更に 土臭き 所な く、 地に 在って 地の ものに あ 

らす。 曰く 我國は 此の世の 國に 非す。 又 曰く 爾曹は 地より 出で 我 は 上より 來る、 雨曹は 此の世の も 

のにして、 我 は 此の世の ものに 非す。 又 曰く 人 若し 新に 生れす ば 神の 國を 見る こと 能 はす。 又 曰く 

神を拜 する 者 は 靈と眞 を 以て 拜 すべきな り。 基督 は 純然たる 人間と して 生れ、 純然たる 人 問と して 

成長 せらる。 され ど 此の 飮 まる 、所、 食 せらる、 所 は 此の世の 物に て は あら ざり しなり。 耶穌は 己 

を もて 矛盾の 結晶 體 とせられたり。 彼 は 地に 住へ ど 天に 住 ひ、 獨 りなれ ど獨. ^あるに 非す、 マリヤ 

より 生れた れどァ ブラ ハ ム の 在ら ざり し 以前に 生存し、 身に 寸鐵 も帶び ざれ ど 十一 一軍 餘の 天使 其の 

意の ま、 に 任せら ると 言へ り。 加 之 神 を 己が 父と して 之 を 啓 現し、 徹頭徹尾 語る 所敎 ゆる 所み な 天 

の 事 を 以て 第一と し、 地の 事の 如き は 宛が ら區. <<  たる 枝葉に 屬 すと なせり。 斯.^ る心靈 的なる 基督 

は 何 所より 来られし や。 如何にして 此の 見る 事 を 得ざる 王國に 人る の 門 を 開く ベ き 鍵 を 得られし 

や。 人 をして 眞理の 天地の 彌廣 きを 益々 明白に 知らし むる の 力 は 何 所より 享 けられし や。 何故に 基 

督は 其の 周圍の 人と 接する よりも、 更に 親しく 神に 接せられ しゃ。 又 其の物 體 上の ことに 關 はるよ 

り も心靈 上の 事に 深く 注意して 之に 生活せられ しゃ。 此 等の 疑問 は 決して 等閑に すべきに 非す、 耶 


穌が 公人と しての 運動 は 頗る 激烈に して 風雨の 暴れ 猛け るが 如き もの ありし かど、 其の 生活の 奥 殿 

r; どか 

に 於て は 限りなき 生命の 力 を 受けて いと 平穏に、 和 閑なる 暖花を 促が すの 風 あ ひしな り。 噴火 

山 はよ し 爆裂す る こと ありと も、 いかで 大 なる 地球の 平和 を亂 さるべき。 是れ 基督の 心の 深く 大に 

して 測る 可らざる 所な り。 基督 は 人世の 後に 深く 隱れ たる 所の 生活 をな せり。 其の 生活に は譬 ふる 

に 物 もな き 苦痛 艱難と、 言 ひ 現 はすこと 能 はざる の 平和 喜樂 と、 此 二者の 甚だ 靈妙 不思議なる 結合 

を 見る。 【R に 天地の 壯大を 極めた る奇觀 なり。 此の 生活 を營み 得る 者、 果して 誰の 子なる ぞゃ。 

基督の 測り 知る 可らざる こと は 其の 全く 已を權 牲に供 へられし にあり。 其の 策略 も 共の 企 圖 も悉 

く 世人と 其の 根底 を 異にす。 曰く 我 は 羊の 爲に 生命 を與 ふ。 又 曰く 人の子 は 人 を 役 ふ爲に 来らす、 

却て 人に 役 はれ、 其の 生命 を與 へて 多くの 者の 贖と ならん 爲 なり。 又 曰く 我 は 己が 意の ま- -を 成さ 

んが爲 に 天より 来れる に 非す、 只 我 を 遣 はし、 者の 意 を 行 はんこと なり。 是れ基 の 世に 在り ふれ 

たる 平凡の 軌道 を 取らす、 其の 動機 も、 其の 目的 も、 其の 方法 も I 新生面 を 開かれし 所以な り。 十 

字 架 を 取らす ば此 人に 從ふ能 はすと は、 耶 穌に歸 依す る 人々 の 歌 ふべき 新しく 意味 長き 欹 なり。 己 

が 生命 を完 うせんと 欲すれば 却て 之 を 失 ふ、 己が 生命 を惜 まざる 者 は 却て 之 を 得べ し。 人 若し 生き 

んと 欲せば 先づ 死せ ざる 可ら す。 榮譽の 冠 を 首に 戴かん とせば、 十字架の 辱めと 苦痛 を 忍ぶべき の 

み。 此 は耶穌 自ら 實行 せられし 所に して、 又 其の 弟子に 要求せられ たる 所たり。 リビング スト ー ン 

亞弗利 加より 其 女に 書 き 達って 曰く、 余は是 等の 艱難に 遇 ひし こと を此に 述べ たれ ど、 敢て 之を犧 

是 誰なる ぞキ  二八 五 
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牲的 のこと なりと 思 ひしに „¥。 余 は 天より 降りて 吾人の ために 死にた る 君が 爲に、 吾人の 成し 得 

る ことに、 犧牲て ふ 言 を 用うる は 不當 なりと 信す と。 適當 なる 意味に て 攝牲て ふ 言 を 用ゐ 得る に は 

ま 二と 

眞に 基督 を 措て 世に 之 ある を 求む 可ら す。 犠牲て ふ 意義 基督 に 於いて 初めて 發 揮され たりと 謂 ふべ 

きのみ。 

更に 基督の 思想の 測り 難き 點は、 人間の 設けた る 信 條、 原則な どに 拘泥す る ことなく、 脫 然とし 

て 物 表に 聳え、 其の 宣 ぶる 所 は 曾て 人智の 最も 戌 熟した る ものよりも j  優れたり となせ る ことな 

り。 曰く 古への 人に 告げて 斯 くの 如く 言 はれた るば 爾曹の 聞きし 所な り。 是れ 基督の 常套語に て あ 

りき。 敢て 自負の 言に 非す、 又 好んで 抗論 せんとの 言に も ffi -。 眞理は 之 を完く 成就せ しめ、 飽ま 

で 之 を廣く 且つ 嚴 かに 適合せ しめ チんば 已 むべき に 非す。 基督 は 啻に 事實 を敎 ゆるに 止ら す、 其の 

眞堙 を敎. へ、 啻に 規則 を 示す に 止ら す、 其の 原理 を 示し、 管に 地方 的なる 現在の こと を說 くに 止ら 

す、 宇內 的に して 永遠に 涉 るべき こと を說 かれたり。 基督の 思想 は 天地の 間 獨立獨 歩せ り。 唯 だ 夫 

れ 井底に 蹈 まって、 以て 獨り 己れ を 高う する 輩の 夢に だ も 見る 所に 非す。 

吾 や： ^不肖な りと 雖、 基督の 心 を 以て 心と せんと 欲する 者な り。 冀くは 其の 惠深 くして、 常に 心靈 

界に 生活し、 身 を 犧牲に 供へ て 己 を 忘れ、 獨 立の 主義 を 把持し、 創開の 思想 を 養 ふ點に 於て、 基督 

の 心の 萬 一 を だ も 味 ひ 得ん こと を。 

(一 八 九九 年 三 H:) 


基督の 名に 於て 

しるし 

1^, 約 聖書に て、 或 物の 一 「名』 と 云へば、 其の物の 性質の 記號 なりき。 されば 神の 名 は、 祌の 性質 

の 或る 方面 を 表す ものな り。 祌の， 絕對 者なる こと i 其の 主宰の 權 威と を 示す ために、 之に 『我 は 何 

々なり』 との 稱號を 適 川せ しも、 以て 此の 事を說 明す るに 足るべし。 神の 名 は 其の 民の 强き 樓閣な 

りと 一一 一-" はれし が、 此の 語の意味 は、 祌は 其の 凡ての 根底た る こと i 完全なる とに 於で、 人民の 避け 

とリて 

所、 また 堡案 なりと なり。 神の 名 は 神 自らの 面目 を 表す ものに て あるな り。 

之と 同じく 稷々 の 名 は、 人の 面目 を 表すた めに 之に 命ぜられたり。 兒 女に は 其の 父母が 之に 對し 

て 抱く 情と、 其の 未来に 期す る 希望と を顯 はすの 名 を 選びたり。 また 一生の 大事 起り し 時には、 其 

の 意義 を 示し、 深く 之 を 心に 留めん ため、 名 を 改めし こと も展々 なりき。 ヤコ ブ、 イスラ H ル とな 

り、 アブラム、 アブラハム となり、 サゥ 口、 バウ 0 となりた るが 如き、 善く 人の 知る 所な り。 

基督が 用ゐ給 ひし 『名に 於て』 との 語 を理會 する に は、 上述の 事 をよ く 心に 留 むる を耍 す。 基督 

の 『名』 は 其の 人 を 救 ふ 生命と 力との 記號 なり。 基督が 祌は 己の 名に 於て 聖讓を 遣らん と宜給 ひし 

時には、 此の 語の 中に 聖靈の 働き は 基督 自らの 働きと 一 つもの なるべし との 意 を 含めり。 聖鑲の 働 

基 «- の 名に 於て  二八 七 
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き はすで に 耶穌の 贖 ひの 業に 於て 世界に 開拓され たる 眞理 と、 生命の 限界 內 にて 活動 せらるべき も 

のにして、 其の 『名』 を 一 層よ く 知らし め、 其の 職分の 目的と せし 所 を 貫き、 人間の ために 耶穌基 

督 なる 名の 根本の 眞意義 を、 組錄 せる 愛と 聖 との 生活 を 地上に 實現 する ものな り。 

耶穌が 其の 名に 於て 祈れと 弟子 等に 語り 給 ひし 言の 意義 も 亦 同じ。 來 らんと する 日、 聖靈に 依つ 

て 明かに せられ、 弟子 等 は 一 層よ く 基督が 己 等の ためにな し 給へ る 事業の 意義と 適用と を 知らん 時 

に は、 彼等 はまた 祈禱 にっきても 其の 深き 意義 を 悟り 得べ し。 『今に 至る まで 汝等は 我が 名に 於て 

何 を も 求め ざり しが …… 其の 日に は汝等 我が 名に 於て 求めん』。 聖靈の 導きと 基督の 說 明に 依って、 

祈 は 新しき 意味と 力と を 加 ふるもの となりぬ。 此の 『基督の 名に 於て』 する ことが 祈に 加 ふる 耍素 

は 抑 も 如何なる も のぞ。 

之に 答 ふるに は先づ 『名』 の 表示す る もの を考 へざる ベから す。 其の 意味す る 所 は、 人 は 其の 心 

靈 上の 發 達に 於て、 ますく 十分に 基督の 內に 人り、 次第に 變 化して 之に 似る 者と なり、 基督の 祈 

るが 如く 祈り、 其の 生活の 精神 內に 生く ると いふに あり。 吾等が 基督の 名に 於て 眞に 祈り 得る は、 

己の 願、 基督が 我等の ためにな せる 惠の 業の 限界 內 にて、 動き、 凡ての 事物 を 見る こと 基督の 見た 

るが 如くし、 吾等の 祈り をして 凡て 基督の 中に ある 祈と 同じ ものたら しめ、 即ち 『我が 意に 非す、 

汝の 御意 をな し 1? へ， 一一 の 妙 it に 達する の 時に あり。 基督の 名に 於て 祈る は 基督に 在って 祈るな り。 

基督が 吾等の ために あれ かしと 願 ふ 所 を 願 ふなり。 凡て 基督の 惠の御 業が 吾等の ため 吾等の 中に 働 


かる、 こと を 願 ふなり。 基^ を 知り、 其の 與 ふる 生命の 力の 中に 生きて こそ、 ？-の 名に 於て に 祈 

る を 得べ けれ。 若し 基督に 在って 祈らん とたら ば、 基 # の 中に 在らざる ベから す。 斯 かる 祈 は、 ^^,ハ 

の 祈の as:(：.i" 唯一 の 木 源た る 心 的 生命の 表彰の 一な り。 枝 その 幹に 述ら ざれば、 赏を 結ぶ 能 はす。 

基 1^ の 名に 於て 爲 すべき は 特に 祈の みならす、 凡ての 察 主 基 # の 名に 於て なすべき なり。 凡ての 

»5  もと 

：^: 命 は 茶； 2^ の の 力の 下に 保 たれ、 基 の 經營の 範固內 に 保た るべき なり。 聖歸は 我等に t ^上^ を說 

き W かすが 故に、 吾等 は 基督 をして 凡て 己の 生命の 模型、 標準、 及び 力たら しむる を 得。 斯くて 吾 

等の 生命 は バウ 0 の 言へ る 如く、 『祌に 在って 基督と 共に 隠れ』、 吾等の 生く る も、 バウ 0 の然 りしが 

如く、 基 1^ にて あるに 至るな り。 何と なれば 基督 は 我^の ために 生命の 精 を 身に 牧め、 其の 3 典の 動 

機 R 的 を 自らの 中に 包括 すれば なり。 玆に 於て ァゥ ガス チンが 基督の 名に 於け る 祈 ほ、 基赞の 品性 

と 並立して あらざる ベから す。 彼 は 救 主として 之 を 成就す" されば 之に 準じて また 救に も 導き 至る 

を 得るな りと 言 ひし ことの 眞 なる を 見る。 

『^叔 E の 名に 於て』 て ふ 語の 意義 は、 また 祈の 應驗を 確かむ るに も 大關係 ある ものな. o。 耶穌 一一 一一 c ひ 

ける は、 『汝 乂に 求む る 所 あらば、 父 は 我が 名に 於て 之 を汝 等に 賜 ふべ し』 と。 断く して 我等 は 基 

赞の 名に 於て 1^ るべき を敎 へ られ、 また 基督の 名に 於て 祈りの 答 へられるべき を敎 へらる、 なり。 

思 ふに 此の ，認 は 祈の 處驗 にっき、 また 共の 性質 にっきて 我等に 何物 を か敎 ふる 所 あらん とす。 

神 もし の 名に 於て 北 (の 丧賜を 與へ給 は i -、 吾等が 求む る ものにして、 H い. # が 我め のために 爲 

K おの 名に 於て  二八 九 


基督の 名に 於て  二 九 0 

.S ち 

し 給へ る 限りの もの、 吾等が 基督の 生命の 中に 生き、 之に 似る に 至るべき 成育 を 助長す ベ. 01 もの を 

ば、 悉く 與へ給 ふべ し。 祌は 凡て 吾等が 求む る もの を與 へんとの 約束 は、 一見して： 1: 條件 にて s:: ら 

る、 が 如く なれ ども、 神の 我等の ために 爲 すべき 事 は、 我等 ii: らの 態度 如何に. H つて 決し、 祌の意 

に 非ら すして 我等の 意に 由って 定まる こと、 此の 語に 依って 示さる。 祈の 處 験に 關 する 最大の 條件 

は 、『其の 名に 於て』 の 一語に 含まれたり。 我等 もし 神の 意に 依って 生きな ば、 祌は惜 みなく 某将に 

於て 萬 物 を 我等に 與へ、 萬 物 をして 我等の ため 働きて ハ处 をな さしむ。 祌は 我等の 求む る もの を 某督 

の 名に 依って 與へ給 ふと 言 ふ は、 我等 神の 意に 從 つて 求む る 所 あらば、 彼 は 之 を 聽き給 ふと 云 ふに 

同じ。 基督が 我等の ために 爲し 給へ る 所 は、 我等の 眞の 益、 我等の 唯一 にして 永久なる W の ハ处を 求 

めんと に 外なら ざり き。 我等の 救の ためにす る 基督の 惠の働 をば、 彼 は 如何なる もの にても 決して 

之 を 止め ざり しなるべし。 

斯 くの 如く 見 来れば ての 眞の祈 は 答 へられた るな り。 此の世の 父母 は 唯 だ 其の 兒 女が 求む る 所 

の ものの みを與 ふるに 止まる 乎、 また 兒 女が 求む る 其の物 をみ な與 ふる かと 一一 一一 1： ふに、 賢き 父母 は 場 

々兒 女の 求む る 所の もの を與 へす してよ く 其の 求めに 應じ、 善き 父母 は屢々 其の 兒 女の 求む る 以上 

を與 へ て 以て 兒 女が 自ら 思 へる よ り 善き 供給 をな す。 

之と 同じく 祌は 其の 子等の 求め 又は 考へ 得る より、 更に^^：く、 更に 多く 與へ給 ふ。 彼 は 我等の 心 

よりも 大 いなり。 彼 は 最もよ く 我笄を 知り、 遞み 我等が 己の 無知 愚昧に 依って 求めん と考 ふろ もの 


を^み て、 却って le-wt に 我 ゆの 祈に 答へ、 我等の 願 はざる 所の もの を與 へて 犬い なる 賜物 をな し、 

我 やの 要求に 就て 我等が 抱く 不完全の 知識に 從 つて 與へ給 はす、 彼の 完全なる 知 n 慧と 愛と に從 つて 

血ハ へ 給 ふ。 

£r くっ^く 祈 こ應驗 ある は、 基将に 居る に. E り、 祈に 於て^ 督の 如き 精祌を 有する に 由る。 某督 

の. iH;^ は 祈の 生. だな りき。 我 まの 祈、 基皙の 祈の 如くならば、 聽 かれざる ベから す。 我等 『兆」^ の 

巾に s』 らば、 必す 求む る 所 を 受けん。 

(一 八 九九 iis- 五 3) 
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神の愛 憎 

書 を 見る に、 祌は ヤコ ブを 愛して H サ ゥを惡 めり と あり。 元 來祌は 人 を偏視 せす、 其の 日を義 

しきもの にも 義 しからざる ものに も 照す ことなる に、 その 愛に 於て 斯の 如き 區別 ある は合點 行かす 

と 思 ふ 人も少 からざる べし。 汉んゃ エサ ゥの性 快活に して 愛すべく、 ヤコ ブの 陰險 にして 策略に 富 

むは、 最も 厭 ふべ く兑 ゆるに 於て を や。 余輩 は 之 を 記す るに 當り、 曾て 本紙に 揭 げたる ジョ ウジ ，ァ 

ダム • ス ミス 氏の 有益なる 議論 を 記憶す。 該 文章に も說 明して ありし 如く、 之 を 仔.！ に 研究し 來ら 

ば 何故に エサ ゥの棄 てられし か。 決して 了解し 難き 事に 非す。 神の愛 は 公平なる に 相違な し。 故に 

人 を 愛する に 其の 價値 如何 を 問 はざる こと を 得す。 善き も惡 しき も 一様に 待遇す、 不公平 之に 過ぐ 

る もの あるべ からす。 蓋し 愛に 二つの 要素 あり。 一 を 憐润の 愛と 云 ひ、 他 を 喜悅滿 足の 愛と 云 ふ。 

敵 を 愛し 惡人を も 愛すべし と 云 ふ は、 即ち 彼の 墮 落せる 不幸 を憐 み、 其の 理想より 失脚す る 悲慘に 

同情 を. 5^13 する ことなり。 され ど 何としても 之に 滿 足し 喜悅 する こと 能 はざる なり。 眞 正の 愛 は 感服 

する の 意味 を 含めり。 彼が 爲す 所に 滿 足し、 其の 精祌氣 象に 喜悅 する 所 ありて こそ、 愛の 道 を盡せ 

る ものと 一一 一一：： ふべ けれ。 新の 如く なれば 祌がャ コ ブを 愛して H サゥを 悪め りと へ る も 敢て不 思議 


に感 すべきに 非す。 唯だ考 ふべき は 如何なる 點に 於て ヤコ ブは； t の滿 足す る 所と なりし や。 また ェ 

サ ゥ が 排斥 せられた る 现 出 如何と 問 ふ を 要する の み。 

ふに H サゥは 血 ハ湫 の 人 なれば、 现想の刺激を受くること^^だ少く、 唯 だ 物 界に悲 甚哀歡 する の 

みに てお、 の 性 や 土に 慰す る。 彼 は 面白き 氣 I：； を 有せ.^ と雖 も、 极 深から ざるが 故に 赏を 給ぶ を も 待 

t お  た « 

たで、 礎 地 に^ちし 秫 子の 如く、 忽ち 枯 るるに If.: れ"。 之に 反して ヤコ ブには Jt> の惡 し き^あり 

て、 其の 所 は^ふべ きもの 多 かりし にも 拘ら す、 神 を 信す るの 念 厚く、 现 想に 感激す る こと 深く、 

^：^の倾向天に！^^^るの趣ぁり。 彼が品性は^^-^界の沃土に^4、の根を下せるなり。 故に その 初め 多くの 

非難 を 免れ ざり しも、 渐 くにして 其の 品性 高尙 になり、 人物 全く ー變 する に 至りし なり。 或る時 期 

若しくは 或る 程度に 於け る 成鑌の 如何 は餘り 重ん すべきに 非す。 例へば 敎 育の 或る 程 皮に 於て 女生 

徒の 成賴 男子に 優る こと：^々 之 あれ ど、 やがて 前の もの は 後に なり、 5- 生徒 終に 優勝者の 地位に 逮 

する が 常な り。 故に 人生の 競 爭場裡 に 立ちて おも 前ん すべき は、 一時の 勝收に 非す して 最後の 勝肷 

とす。 品性 問题 に付きても 第一 に 問 ふべき は、 其の 起點何 所に あり や、 其の 源 C 水涸 lil する の 一：！ { なき 

ゃと^^議し、 終に 其の SI 着點何 所なる やと 研究す る ことなり。 肉より 出で しもの は 肉な り。 血氣の 

人 は血氣 と共に 終始す。 靈 より 出づる もの は 鍵な り。 其の 發逹 展開、 靈の 永遠なる と共に りな か 

らんと す。 品行 それ 自身 を 見る と共に、 其の 出 所と 成 行と を 明らめ、 其の 1^ を 霧に せざる ベから 

t 或は 土の^ あり。 或は 天の 質 あり。 或は 人に 始まりて 人に 終る の 質 あり。 或は 神に 始まり 祌に 
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かけ はレ 

向って 昇騰 する の 質 あり。 ヤコ ブ がべ テルに 『石 を 枕と して 天地 を 繁ぐ梯 を 見し』 と ある は、 實に 

其の 品性の 質 を 示せる ものに 非す や。 彼の 品性 は 新の 如き 質な りしが 故に、 H サゥに 比 ぶれば 最も 

望を囑 すべく、 深く 珍熏 すべき 者に て ありき。 

叉 思 ふに 人 問 最も 重ん すべき は、 心と 心との 關係 なり。 假令其 の 行 は 悉く 規則に 適 ひて 問然 する 

所な きに もせよ、 愛情の 濃 かなる ものな くば 到底 之に 滿足 すべから す。 路加 傳の 十五 章に 見えた る 

放蕩 子の を 見よ。 長子 は 家に 在りて 勤 儉身を 守り、 父の 田圃 を 耕して 一 日 も 怠らす、 友と 會し 

て 宴 を 開 く 等の こと もなかり しなり、 彼 は 父に 向 ひて 我れ 多年 汝 に 仕へ、 未だ 曾て 命令 に 背きし こと 

あらす と 言 ひし かど、 衷心 親 を 愛する の 心なく、 唯 だ 勉めて 怠ら ざり しのみ。 彼 は 行狀の 人に て 愛 

情の 人に 非 ざり しなり。 禮に 於て 缺 くる 所な く、 行に 於て 義に 背ける 所な きも、 親 を 愛する こと 薄 

き 子と 共に 家居す る も 何の 嬉しき ことか あらん。 親子の 關係は 愛 を 尊ぶ。 其の 喜の 祌髓 は、 心と 心 

と f しむに 在り。 行狀 ありて 其の 精神た る 愛 を 缺くは 人工の 花の 如く、 巧に 色 を 装へ ども 生氣な 

く、 また 馥郁たる 薰香 なし。 愛な く 熱情な き 行狀は 淡く 冷 かにして、 何分に も 人の 心 を滿 足せし む 

る こと 能 は ざろ なり。 放蕩 子 は 粗放 不竊 にして 其の 行狀 非難 を 免れざる 所 多 かりし と雖 も、 彼 は 親 

を 愛する の 心 ありたり。 共の 罪を悔 ゆる や、 泣いて 親に 訴 ふるの 熱情 を 有したり。 行狀に 於て は缺 

くる 所 あろ も、 其の 愛情に 於て 大いに 兄よりも 長す る 所 ありし と兑 ゆ。 親 は 北ハの 長子の 無味. 淡な 

る 行 狀に心 を 安ん する こと 能 はす。 之より も 懇篤な る關 係を飢 ぇ渴け る 如くに 求め 居た る を 以て、 


共の 無賴 放蕩なる 季子の 歸る を歡迎 する こと  一 切なり しなり。 斯の 如き は si: 喩 巾の 家庭の みなら 

す、 資際 多くの 家に 於て 之 を 目， する を 得べ し。 行狀 よき 子に 滿 足し 難く、 却て 往々 にして 不" i 行 

なる 子の 愛 心 深き に滿 足す る は 親の 人 に 非す や。 或は 愛に 溺れて 然る もの も あれ ど、 共の 事 如 

何にも 道理に 適へ ろ もの また 少 からざる べし。 彼の 長子 は 器械 的の 行狀と 生ける 簿記 法の 如き fffw 

なろ有様に終生^！^られんとし、 否 此の 有様に も 終 を 全うすろ こと 能 はす、 一 n; 其の 意に 滿 たざる こ 

と に 適 遇す るに 常り て は、 北 ハの無 愛 無情の 本色 を顯は し、 公然 不孝な る 言 を 吐きて 親 を 蔑 にす ろ に 

至れり。 1^,- 子 は然ら す。 共の 行戕 非難すべき 所 ありし も、 彼 はもと 愛 心 を 全く 失 ひし 者に 非す。 父 

の 家 を 思 ふさ 切に なりし より、 北ハの 精祌ー 變レ、 はに 行狀も 全く 改まりて、 愛すべき 牵 子と はなり 

にき。 此 二人の 浮沈 消 1:;^ 人に 敎訓 を與 ふる だ 濃な り。 基 普が 行狀 よき パリ サイの 徒よりも 

稅史 罪人 を 愛せられ しも^ 之と 同一 なる 意味 を 含める HJ ならん。 乞 ふ 耶穌の 之を說 明す る を 聞け。 

『それ 天 國は朝 1： 十く 出で て彌荷 園に 働く もの を 雇 ふ 主人の 如し。 告銀 一枚 を與 へられん との 約束な 

り。 キ-人は九時頃出でて4!^1に{4^しく立てるものを雇ひ來らせたり。 トニ 時 頃、 三時 頃に なりて 職 は 

いへ つかさ 

れ しもの も あり。 終に 五 時 頃に 働きに 就きし もの も ありたり。 日暮 るる 時、 i 加 だ间！ S の 主人 その.： 〈氷宰 

に 言 ひける は 働きた ろ もの ども を 呼びて、 後に @ へる もの を 始めと し、 先の ものにまで 惯を狒 へ。 

五 時 頃 雇 はれし もの ども 來 つて 銀 一 枚 づ> を 受く。 先の もの ども 已等は 必定 多く 受ろ ならん と m 心 ひ 

しに、 また 銀 一枚 づ、 を ！^乂 けしの み 之 を 受けて 主人 を 怨み つぶやき ける は、 此の 後の ものの 働きた 
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る は 一時間の みなる に、 終日 苦み を 食 ひ、 暑さに 遭へ る 我等と 等しき 賃金 を 得たり と』。 何故に 斯. 

く 後の もの は 先にな り、 先の もの は 後に なりし や。 先に 雇 はれし ものの 精神 を 見る に、 彼等 は 其の 

勞を 喜びし にも 非す。 主人に 感服して 之 を 愛する の 心 切なり しに も 非す。 唯 だ 賃金 を 得る の條 件に 

て 雇 はれし のみ。 其の 葡萄園に 働く や、 終日 苦み を 負 ひて 暑さに 惱 みしと 自白せ る 有様、 宛ら 器械 

の 鳴り 燕き、 ひ噪 ぎて 運動す るが 如き ものに て、 生ける 人の 四肢 圓 滑に 運 轉 すると 全く 其の 趣 を 

異にせり。 彼等 は 唯 だ 雇人 足の 精神に て、 器械 的の 仕事 をな せる のみ。 五 時 頃 雇 はれし 者は然 す。 

主人の 好意に 感じ、 已 等の 僥倖な りし を 喜び、 少しも 己の 功勞に 誇る 心なく、 宛 かも 草木の 成長す 

るが 如く、 主人の 葡萄園に 就役せ り。 前者 は 死せ る 器械の 仕事の み。 後者 は 血 あり 情 ある 生ける も 

のの 事業な り。 道德と 宗教と は 此の 邊に 其の 最も 大 いなる 151： 別 を 有す。 我れ 終日 苦しみ を 負 ひて 暑 

さに 惱 むとの 感を懷 きつ i 勤勞す る 道德は 、 其 の 品質 尊 か らす。 深 く 敬愛 し 欽慕す る 所の ものに 感 

服し、 之に 鼓吹 せらる る こと、 宛かも花の^^風に促されて綻ぶるが如く、 色 も 香 もめで たき 行爲と 

なる の 宗教に 比すれば、 共の 優劣 論す ろまで もな し。 マ ル チノ ー が 其の 倫理 舉下卷 の 一 一 百 一 一十 一 頁 

以下に 崇敬て ふことの 尊き を 論す る 一 車に、 『正義て ふ觀念 結晶して 善き 行狀 となる も、 其の 結 sl^ 

「ドライ • コ ンシ-^ ンシャ ス ネス」 (乾燥なる 謹直) に 過ぎす して 些の 生氣 なし。 完全なる 品性に 對 

し 一  >  崇敬 の 念 を 抱 き、 之 を 欽慕す る こと あるに 至りて 共 の 道義 始 めて 生色 を帶 ぶる に 至る』 と 言 ひ 

し、 實 に 宗敎道 德の關 係 を 道破 し 得た る もの と 言 ふ ベ し。 


人^^ 敎を 信じたり とて、 北 ハの 行狀必 すしも^ 外の ものに 優らざる もの あり。 共の！ nsls! 謹愼 にし 

て 方： 止なる、 多くの^ ^敎 徒に 秀づる もの 少 からす。 是れ 基醤敎 者の 深く おみて jls® すべき 所と 

す。 然れ ども 以上 說き來 りし 所 を 以て 之を考 ふるに、 一時の 優劣よりも 鼓 も 注意すべき は、 生^^^の 

起 點サ； 5 點 何れの 所に 在り やて ふ問题 なり。 品行方正なる 長子の 如くなる も、 結局 彼の 如く 終ら. ま 何 

まだ 》- 

のハ处 あらん や。 朝昧爽 より 葡莉 IS に默勉 する が 如き も、 苦を负 ふの 意識に 眩き、 暑さに 惱 むの 嘆，：！：^ 

を：！^す如き器械的の生活ならば、 また 以て 見る に 足らざる なり。 行狀の 人なる か、 將た 神の 子なる 

か。 法律の 徒なる か、 將た 天父の 家に 愿 する ものなる か。 是れ 人生の 起 端と 1^ 點 とに 於て 非常なる 

151： 训を 示す ものに 非， f や。 此の 區 別により て 後の もの も 先になる ベく、 先の もの も 後になる べし。 

菜 M と榜の 〔銑と 同一 の H 圃に 落つ。 其の 初め 暫くの 問 は、 茱の發 育して 花唤 く、 樫の 堅忍 晚 成なる 

に 優るな り。 然れ ども 北ハの 終極の 差 を 見るべし。 人生 また 斯の 如きの み。 『我等 今 神の 子たり。 後 如 

何、 未だ 現れす と雖 も、 その 現 はれん 時 は 必す祌 に 似ん こと を 知る。 そ は 目の あたり 神 を 見る ベけ 

れば なり。』 と。 3與 正の 基督 敎徒は 道義の 法 W に 約束せられ、 倫理の 觀 念に 追從 する 底の 生活 (聖 «T 

に 所謂) ならで、 神 を 仰げ、 その 遣 はしし 基督 を 奉じ、 愛に よりて 活動す る 信仰の 生活 を營 みて 

終に 神化 せらる。 是れ 签督敎 徒の 希望な り。 物 化せら るるより は 寧ろ 人 化せられよ。 人 化せら るる 

より は 寧ろ 神化 せられよ。 祌の 限りなき 愛 を 起 端と して、 祌の 限りなき 愛に 到着す。 豈に甚 ばし か 

らす や。  (一 八 九九 年 五 no 
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たに ク  たまし ひ 

あ、 祌ょ、 鹿の 溪水を 慕 ひ 喘ぐ が 如く、 我が 靈魂は 汝を慕 ひ 喘ぐな り。 我が 靈魂 は？^ ける 如くに 

祌をぞ 慕 ふ、 活ける 祌をぞ 慕 ふ。 何れの 時に か 我 行きて 神の 御前に 出 でん (詩の 四十 二の 一、 二〕。 

是れ 人の 心 自ら 神 を 求めて、 之 を 等閑に なし 置く £ 能 はす、 草木の 光に 向 ふが 如く、 磁石の 北 を 

指す が 如くなる を 示せる 歌な り。 パ スカルが 人の 心 は祌を 愛する がた めに 作られた りと 肯へ るが 如 

し。 神な しと 一一 一一 ：！ ふ もの にても、 此の 問題 を 無頓着に 見過し 難く、 常に 之を處 置す るに 苦しむ もの，^ 

如く 見 ゆる は、 神て ふ觀 念の 執念く も 其の 胸中に 附着せ るた めに 非す や。 一旦 思ひ斷 りたる やうに 

て も、 何時と なく また 歸り來 つて 人 を 襲ひ惱 ます は 此の 觀念 なり。 

道 は 須臾 も 離る ベから す。 其の 離るべき もの は、 之 を 道と 兌 做すべからざる なり。 祌 もし 人心の 

歸着點 にして、 其の 關係 あたかも 日光の 花辨に 於け る 如き ものなら ば、 神 無しと 信じて 生命の 目的 

を 全うする を 得べき 害な し。 天地 一切の もの、 唯 だ 物 力の 盲動す るに 任せ、 人生 は 宛 かも 大海の 波 

に 等しき ものと 觀 念せば、 眞 面目に 生き 存 ふること 能 はざる べし。 連し き は 之 を ra^ 敢 なみて、 自殺 

する の 外な からん。 世の 人 大抵 この 極端まで 達せす、 祌を 有無の 間に 忘却して 無宗敎 的に 年月 を 過 


す も、 . ^ほ 滞りな く 其の 生 を營み 得る 所以の もの は、 蓋し 神の 存在 を枳據 とし、 n; つ 之 を 假定せ 

ざれば、 時 の^も 維持すべからざる、 H.i 義を恃 みに、 辛うじて 世に立つ こと を るな り。 将惡の lElI 

训、 道德上の^^任、 意志の n 出、 人生の St 着 點、 .止 義の 勝利， に 就きて、 U 〈の 根據 全く 有祌 的：： H マむ 

に 在る を 察せす、 己が 立場の 自家撞着な るに 氣 付かす、 漫然 信す る 所 あれば こそ、 辛くも 世の 波 fl 

を.：^ ぎ、 浮沈 定ま. ひなき 11 にせ：： の勇氣 を 維持す る こと を^る なれ。 マシゥ • ァ ー ノル ドが義 に 向 ひ 

て 進行す る 勢力^ 在す と 認めた る 如き、 多くの懦^<?竹學.？^^の 精祌は勿論、 志士 仁人 大 節に 臨み 

て、 泰然 動かざる |$5^悟 に 依って 立つ 所の 基礎な り。 而 して 此の 靴 を 隔てて^ きを 播く 如き 瞹眯 なる 

安心立命の 枳據を 更に， 深き 所まで 探り 入れば、 祌 てふ觀 念に 速せ すん ぱ あらざる なり。 此を 以て 兑 

れば、 所 li 無宗敎 者と 雖も、 其の 實 間接に は 祌てふ 観念に 救 はる & ものな.^。 之な くば 一 日 も 、の 

生に 安ん する こと 能 はざる べし。 自ら 祌 なしと 信す る ものまで も、 之に 顿 りて 其の 氣カ 精神 を 維持 

する を 得、 實に 敬神の 道 は 人の 須臾 も 離るべき ものに 非ざる なり。 

伊太利の 志士 マジ 一一 ー 曾て 其の 國人 を敎 育し、 獨 立の 偉業 を翼贊 せんとの 目的 を 以て 公民の 義務 

を 切論した る ！書を 著せし こと あり。 彼が 開卷 第一 に說 きたる もの は祌て ふこと なりし が、 甘 パの霄 

に 曰く、 『祌 は^ 在す、 我は汝 等に 向って 必す しも 之を證 明す るに 及ばざる べし。 之を證明せんと^^- 

むる は 祌を褻 流す る もの、 如く 感ぜら る。 其の 存在 を担絕 する は撤 狂の 沙汰な り。 人 存在す。 故に 

祌必す 存在す。 神 は 人の 良心に 活動す。 我等の 良心 は 其の 最も 切なる 靈と 喜と に 際して、 神に 呼ば 

ほ の 神  一一 九九 
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るを禁 する こと 能 はざる なり。 人類 は 祌の聖 なる 名を變 形し、 牽 强附會 する こと を 得 たれ ど、 全く 

之 を絕滅 する こと 能 は ざり き。 宇宙 は 其の 秩序、 調和、 及び 其の 運動の 思想 深き こと、 其の 法則の 

整 ひて 紊れ ざるに 於て、 神の ために 立證 す。 余は汝 等の 中に 無 神 家な かるべし と 倍す。 萬 一 これ あ 

らば 此の 鞏 ほど 憐れむべき ものな し。 nil.; の 輝け る 夜、 己が 最も 愛する もの、 境 墓の 傍に 立ち、 若し 

くは義 のために 證死 する もの を 目の あたりに 見ながら、 神の 存在 を 否定し 得る もの は、 非常に 不幸 

なる 境遇の 人なる べし。 然ら すん ば 非常に 罪 を 犯せる 人なる べし。 最初の 無 祌家は 其の 同胞 人 翁に 

隱 さんと 欲する 犯罪 ありて、 其の 唯一 の證 人た る祌を 否定し、 心 を 安んじ、 其の 苦痛 を 免れん と 企 

てし ものなら ざる を 得ん や。 然ら すん ば 義公逍 を 無視し、 唯だ獸 力に 威服せ しめんと 試みた る 暴 

君 汚 吏 こそ 最初の 無 神 家と 見做す ベ き なれ。』 と。 

神の 存在 を說 きし 著書 は、 汗 牛 充楝、 富に 夥しき ことにて、 之 を 研究す るの 利益 頗る 多 かるべし 

と雖 も、 此には 之 を 論ぜざる べし。 蓋し 基督の 道を說 かる、 や、 祌の 存在 を假定 して、 毫も 之が 證 

據を 論す る こと をせ ざり き。 基督 は 其の 直覺、 確信、 實 驗の權 威に より、 己が 信仰 を 公に する のみ 

にて 人の 心を祉 服し 得べ しと 思 はれた るに 似たり。 祌 のこと は 人心と 全く 緣. E なきものに 非す。 元 

來 祌を渴 望す る 心 こ k にあり て、 神の 富 在 適切に 其の 需要に 應 する こと 故、 其の 關係 あたかも 水の 

魚に 於け る、 また 春の 花に 於け ると 一般、 其の 蔡緣 甚だ 深き もの あるな り。 神の 人心に 於け る は、 

人の 異鄕に 旅する が 如きに 非す、 其の 故 鄕に歸 るに 比して 最も 適切なる を P 一 ゆ。 故に バウ。、 ァテ 


ン ス に傳 道せ しとき、 汝 等が 知らで 崇 むる 祌を我 は 明かに 說き 示さん と 試む るの みと 一 百 ひしな り。 

宗敎は 人 Q 自然に 出づ。 宗敎 Q 本質 は 敬 rri^Q 念な り。 人 以上の 活力 ありと 認譫 する に 非 ざれば 1 宗 

敎 立つ こと を 得 一"。 .-i; は宗敎 の 本 貫な. o。 宗教、 人の 自然に 出づ と； てば、 神 を認議 する も 亦 人の 自 

然な. ひと 云 はざる ベから す。 神 は 人の 天性に 出づ。 3^ 性 生れながら にして 虚妄 を 信す るの 不幸なる 

要に 束轉 せられたり とすれば：.， ざ 知らす、 鹿の 溪水を .SF ぎ 慕 ふが 如く、 人心の 自づ から 歸向 する 

"i:  0 實在は 疑 ふべ か らざ るな ゥ 。 

宗教の 最も 進步 したる 信念 は、 醴拜. なり、 護美な り、 欽慕な り、 感謝. なり、 敬愛な り。 有心 的に 

して 生ける 爵に _? んば、 之れ を禮拜 すべから す。 また 其 Q 聖德を 護美す る こと 能 はす。 神に 感謝 

し、 之 に欽墓 敬愛す る は、 取り も 直さ ゃ此 の^ ひ ある 賤しき 我に し て S り な き大 い な-る 我の 存在 

する を 信す る. なり。 Jt は 萬 物 Q 本浪 にして、 萬 4i と 同一なら す。 解 は 天 地の 主宰に して、 其の 變化 

とともに 變化 する ものに 非 や。 宇宙の 萬 物 は 神の 外に 獯立 せす。 一つと して 之に 倚らで 存在す る も 

のな し。 見 ゆる もの 見えざる もの、 凡ての 權威、 凡ての 能力、 何れも 神の 管轄 外に 超貌 する こと 能 

はざる なり。 ー現髮 一 錄も其 の 許しな くして 地に 墮 ちす。 雀の 飛び、 花 Q 開く、 悉く 神の 攝理 する 所 

にあらざる. ti なし。 基 詧敎徒 は 新く の 如く 天地 萬,^ の劐造 者に して、 之 を 維持し 且つ 主宰す る 所の 

神 を 信す。 

忠臣 は 二君に： へ. 卞、 ムー 一心 全力 を 捧げて 事 ふるもの ほ必す 唯 だ 一. ならざる ベから. ァ- 然ら ざれば 


何 を 以て 其の 心を專 一にし、 之に 向って 全く 精神 を傾盡 して、 絕對 的に 歸順 する こと を 得ん や。 人 

智の 未だ 開發 せざる や、 萬 物 を 統一す るの 觀察 思想の 乏しき より、 世に 多祌的 信念の 存在 を 免れ ざ 

りし も、 其の 間に 於て すら、 人の 歸依 する 所の 神 は、 同時に 多數 なること 甚だ 難く、 禮拜 する もの 

i 身に 取りて は、 一向 專念 にして 宛 がら 唯一 祌敎を 奉す る ものに 異ら す。 此を 以て 見れば 宗敎は 其 

の禮拜 を專 一にす るを耍 する ものに て、 聖 の 剴切なる 言を籍 りて 言へば、 祌は 即ち 嫉 みの 祌 にし 

て、 祌 の外祌 ありと すべから すと 嚴 かに 命令す る ものなら ざるべ からす。 信仰の 精祌 純潔に なり、 

其の 感情い よ/ \ 深く 且つ 切なる に 至りて は、 唯 だ 一個の 祌 を禮拜 する が 人性の 自然な りと す。 天 

地の 經營 を統 一 的に 觀 察し、 ^物 を 之に 歸 せしめん とする 哲學の 要求に 照し、 一 向 專念を 本意と す 

る 人の 宗教心に 徵し、 古来 世界に 起り たる 宗教の 變遷 進化し 来れる 趨勢に 鑑みる に、 天に 二日の 照 

すなく、 國にニ 主の 統治す るな き 如く、 人の 禮拜 すべき 祌は 問より 唯 だ 一個なら ざるべ からす。 强 

ひて 之 を 否定し、 多くの 主 多くの 祌に事 へんと せば、 勢 ひ 迷信に 流れ" 不自然なる 行 爲に陷 り、 本 

性 を 蹂躪す る  一 ^の 感情的 亂雜の 弊を來 すに 至るべし。 現今の 日本に は 天地 を 主宰す る祌 明の 唯 一 

なる を 說 くの 必要 甚だ 急なる もの あるな り。 之 を 漠然の 間に 付し 去り、 其の 蕴蓄 せる 意義 を 明かに 

せざる ため、 德 育の 上、 社會 改良の 部面に 於て 其の 弊 言 ふべ からざる もの あり。 政治に 於け る も、 

此の 事の 明かなら ざるた めに、 害を受 くる 點 夥しき を 見る。 絕對 なる 信仰と 敬愛と を獻 ぐべき もの 

は、 獨 一なる 天父 上帝の みなりとの 眞理を 明かに せよ。 多くの 難題 立ち どころ に 解け 多くの 紛雜快 


刀亂 麻を斷 つが 如くに なり、 社 # の 前 而を蔽 へる 霧 霧 開け、 政治 上の 主義 方針に も 非 《：c なる 影 魔： を 

及ぼす ことならん。 共丄 III 敎を ：！；^ する もの にても、 せ 〈の. 際に 就いて 之 を 2- れば、 多 祌的迷 を 同 執 

せる ものと せ、 の 誤 を 同じう せる もの 少 からす。 耶穌 n く、 人 は 二人の、 王に 事 ふること 能 はす、 そ 

は 之 を W み、 彼 を 愛しみ、 是を 親しみ、 彼 を 竦む ベければ なり。 汝^ 祌と 財と に 兼ね 事 ふる 能 はす 

と。 "： ルれ 神と 同 様に、 若く は祌を E わ ふよりも 切に、 己が 利益に 熱心す る もの は、 資 際の 多祌敎 徒な 

りと 兌 做されし に 非す や。 生命の ために 何 を 食 ひ 何を飮 み、 身體 のために 佝を 衣ん と思烦 ふなか 

れ。 斯 くの 如く 思 ひ 烦ふ者 は、 一個の 祌を認 むと 稱 すれ ど、 せ ハの實 行 は 神が 1^ ふべき 多祌的 迷信に 

溺る X ものなる を證 す。 基 5^ 敎徒は 祌の國 と K の義 とに 身命 を 奉獻 せし ものな り。 然る を餘 りに 多 

く 明日の 事 をお.！ 慮す る は旣に 祌の國 に獻納 せる もの を 窃かに 濫用して、 目的 外の に消费 する に 同 

じ。 n;i- れ基 I$E 山上 垂訓の 担むべからざる 論理と す、 

神 は- なり。 之を拜 する もの も 靈と眞 を 以てすべし。 lilM を 以て 拜 すべし と は何ぞ や。 ®M は 即ち 人 

心の 至聖 所な り。 聲を聽 き、 色 を 見る、 是れ 肉體を 通じて 心の 作用す る 所に 非す や。 天の 文 を 察 

し、 地の 理を究 む。 是れ 人の 智性 活動す る 所以に 非す や。 心 を 見えざる の 世界に 通 はせ、 無限の 感 

懐に 打 たれて、 永久の 實在を 求め、 欽慕、 敬愛、 譜 嘆、 歸 向の 情 を 動かされて、 親交 を 在天の 父に 

求め、 遙 かに 其の 都 城 を 望む、 是れ 人心の 奥底に 潜める ■ 靈覺 の顯れ たるに 非す や。 神 は なり、 之 

を祥 する もの も靈を 以てすべ きのみ。 或は 利害の 念に 泥み、 或は 道德 至上 主義に 惑 ひて、 宗敎を 方 

e の 神  ニー 0 三 
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便視 し、 或は 社交的 政治的に 打算して、 宗教 を 利用 せんと 試み、 或は 欝を散 じ、 憂 を 遣る の 道樂に 

供 せんと 欲し、 或は 書齋の 研究に 充 つる 村 料と なし、 讀書 講舉の 題目と せんと 思 ひ、 或は 審美的に 

祌てふ 觀念を 弄せん と 計るな ど、 悉く 神に 向って 進む に似て、 其の 實祌を 離れて 他に 逸せん とする 

もの、 常に 近づく が 如くに して 絡え す 之に 遠ざかり、 愈々 求めて 愈々 之に 疎くなる に 非す や。 バウ 

口の 所謂 常に 學べど i 具理を 知る に 至らざる もの 是れ なり。 宗敎 は宗敎 的に 修 むべき ものな り。 靈 

なる 祌は靈 的に 之に 事 ふべき なり。 靈に羼 する こと は靈に 依って 之 を 明かに する を 得べ し。 人の 靈 

覺と 天よ ひする 神の 靈 なる 感應と 相 待って、 此に眞 正なる 信念 を 生じ、 宗敎的 活動の 盛んなる を 見 

るべき なり。 

眞を 以て 之を拜 すべし と は何ぞ や。 砷を拜 して 眞理に 悖らざる を 力む。 是れ眞 を 以て 祌を拜 する 

ものな り。 迷信 は 禮拜の 助け をな す ものに 非す。 誤解 は 神 を 重ん する もの \ 最も 愼み戒 しむべき 所 

なり。 神 を 曲解して 妄誕 無稽の 思想 を 抱き、 其の 意志 を 誤り、 正道に 外れて、 濫りに 之に 近づかん 

とする 如き は、 罪惡の 甚だ 恐るべき ものな り。 故に 正しく 神 を禮拜 せんと 欲する もの は、 神 を適當 

に觀 念し、 其の 眞實 在る がま \ の 性質に 準據 し、 其の 聖 なる 意志に 遵 ひて、 之 を禮拜 せざる ベから 

す。 思想 は 禮拜の 一大 要素な り。 基督が 心 を盡し 精神 を 盡しカ を盡し 意を盡 して 主たる 汝の神 を 愛 

すべし と 一一 目 はれし を 見よ。 蓋し 身 を 致し、 情を盡 して 祌を 愛する のみなら す、 思想 を 凝らし、 智力 

を倾 むけ、 成るべく 神の 事 を 明かに する も、 また 之 を 愛する に缺 くべ からざる ことなり。 故に 靈覺 


を效^ し、 ますます；！！ にっきて 思想 を；. しう し、 兌 解 を 適 常にす る こと を 力めて、 祌を禮 SiJ: すべき 

なり。 

架 辔 に 曰く、 神 は 愛な りと。 神の 本質 は 愛な り、 其の 力 は 愛の 活動して 作用 をな す 所以な り。 其 

の 知：： は 愛の 活動す る. S なり。 全能と は 愛の 全能な り。 祌の愛 は 全能力 を 以て 共の 口 的 を^ 徹す。 

天の ふ 所、 地の 戰 する 所、 祌の 力に：^ る、 ものな し。 然れ ども 此の 全能力 は 限りなき 愛の 指^す 

る^2|なり。 ^物の 經營、 造化の妙 用、 其の 智窮 むべ からす。 長 遠なる 計 割、 悠大 なる 武歩、 人 は 唯 

だ 共の 前に 已が E 心 想の 小なる を 耻ぢて 茫然た るの み。 然れ ども 此 全智 は 愛の 口 的 を 達せん ために、 

適 なる 階段 を 撰み、 方法 を撰擇 する の 思想た るに 外なら す。 神の 全智 は 共の 至 愛の く 所、 愛に 

よりて、 活動く 所の ものな り。 种 を聖 高と 呼び、 公義と 譜す。 是れ又 愛の 聖 なるな り。 又 その 公平な 

るな り。 神は憐 みに む。 憐れみと は 不幸なる ものに 對 して 愛の 發動 せるな り。 神 は 信な り。 神 は 

して 約に 背かす。 人 を 欺く ことなし。 此の 故に 吾人 は 天命 これ を 性と いひ、 性に 率 ふ 之 を とい 

？ 一と 

ひ、 以て 现 性の 地盤 だ 堅固なる を覺 ゆ。 神 は 信な り。 故に 其の 吾人 をして 自ら 思念せ しめ、 希望 

せし むる もの、 即ち 神の 賦與 せる 天性 必す我 を 欺かざる を 知る。 永久の 希望 を 胸に 置き、 眼 を 天に 

注が しめたる； t は、 之 をして 失 に 終らし むる ことな かるべし。 基督 信徒が 聖書 を讀 みて 祌の 約束 

を甚 び、 之に よ ひて 心 を 安んじ、 勇氣 甚だ 振 ふ 所以の もの は、 祌の信 を 信す るが ためなり。 神の愛. 

は 全能 全知、 至 ilf, 至 公に して、 信義に 厚く、 憐れみに 富めり、 而 して 神の愛と は何ぞ や。 

^  0 の 神  三 0 五 


基 ほの 神  三 〇 六 

愛と いふ 詞は 高尙 なる 意味に も 用ゐら る、 ことなれ ど、 其の 普通に 解釋 せらる、 所 は、 幾分が 卑 

しき 分子 を 含み 居る もの & 如し。 愛 は 大抵 感情 一 遍 にして 盲動す る ものと 心得る 向き も少 からす。 

唯 だ 物 を 貪り 惜む などの 意に て 之 を 用 ふるもの-も あり。 愛する とい ふ は、 倚 輩の 間 もしくは 上より 

下に 向って 慈^8润 の 念 を 動かす ことにて。 尊長 に對 して は 不適 當な る ことの 如く 思 ふ が 常態な り 

と 見 ゆ。 宋褒の 仁 を 誤解して 此を 愛な りと 思 ひ 僻む る 輩 も 多し。 多くの 基督 敎 徒が 神の 事に 付て 愛 

を解釋 する 所 また 大ぃ に 其の 本意 を 誤り、 其の 品位 を 低く する の 非難 を 免 かれ 難し。 

昔時 祌の 統治 公義 等に のみ 重き を きした め、 基督 敎の 解釋 頗る 偏見に 陷 りし 時代 も あ りし こと 

なる が、 其の 反動に や 令 日 は 神の愛て ふこと をのみ 専らに 考へ、 しかも 其の 意義 を淺 薄に 理會 する 

がた め、 祌を 天 父と 呼ばん より は、 寧ろ 天 母と 言 は 最も 適當 なる が 如く 感ぜら る、， に 至れり。 今 

の S 例に 從 へば、 愛 は 女々 しき 情なり。 祌の愛 も 無下に 女々 しきものと ならざる を 得す。 斯くて は 

怒る こと、 罰する こと 、叱責す る ことの 出来 ざ る 阿彌陀 如來、 地 葳菩薩 の 類と 何の 選む 所 か あらん。 

して 神 を 正常に 思想せ る ものと 言 ふべ からざる なり。 

一一 ウマン • ス マ イス の 基 敎倫瑰 Sjf にも 見え、 其れより 早 くド ル ネル の 基楼敎 倫理 系铳に 詳說せ 

る 如く、 眞 正の 愛に は 自已を 主張し、 其の 本領 を 維持す るの 分子 を 具へ ざるべ からす。 自ら を 尊重 

する の 氣節は 愛に 缺く ベから ざる ！ 要素な り。 例へば 男女 問の 愛 にても、 彼の 一 方 唯 だ 情 愁を縱 ひ 

ま 、 にす るの 機禽を 作らん と 欲して 親み を 求む ると 假定 せよ。 固より 高尙 なる 意味に 於て 相 尊敬す 


るの 心なし。 共の 愛 は g5. 愁の 動け るに 過ぎす。 おし 之に 應 じて 此の 一方より 彼が 愁 €： ために 貴重 

なる 身 を 汚す ごとき こと あらば、 是れ愛 を 弄する の最. 甚だしき ものにして、 斯 くの 如き 關係は 一 

稷 の-, 作な りと 言 ふ も 可な り。 愛の 濫 S これよ" サ ^ だしき もの あるべ からす。 本邦の；.^ 女 を^り 歸 

がしむ る を 『片付く ろ』 と 云 ふ。 片付く ろと は 厄介 邪魔な どの 意より 來れる ものな らん。 1^: 芥を拂 

ひ 除く が 如く、 故 隙 を排し 去る が 如く、 邪魔になる 物品 を 棚に 片付く る 如く、 北ハの 子女 を緣 付かし 

めて、 厄介 拂ひ をな さんと 欲す。 斯 くの 如くして 共の 女 を 他に 與ふ、 是れ 愛を濫 川す るに て、 ffi^ 

のお 一： き 5 パ^に 非 すして 何ぞ。 .^ひは花の^^のぅっろひ行くを悲み、 日暮れ 途 遠くして 心なが る、 ま 

ま、 唯 だ 行末の 安全 を 計りて、 见 はざる 方に 嫁ぐ もの も あり。 是 等も已 を輕ん する こと^だ しく、 

些の、 王 張 もな く、 先づ 自ら 辱し めて 人に 辱 しめらる X の 悲境に 陷る を廿ん する ものに 非す や。 或る 

せ； H 物に 和焱 式部の こと を 記せる に、 彼が 夫なる 丹 後 守 保 C2 に 疎まれし とき、 之 を 悲しみて 共の 關係 

=I=;=R の 如くなら ん こと を祌に 祈 せ しとき、 祌 の 託宜な りと て、 高く 裳 を搴げ て 祌前を 一 一 一 冋遍 る ベ 

しと 勸 めら れ しに、 ちはやぶる 祌の 御前 もはづ かしゃ、 身 を 思 ふとて 身 を やすつべき、 と 一 宵の 耿 

を以 て 之 を 担 絶せ りと 一 K ふ。 如何に ^^を田心 ふことの 切なれば とて 、 祌の 御前に 恥づ ベ き こ と を 行 ふ 

べき や。 身 を m 心 ふために 身 を 菜 てんと は 自家撞着の 甚だしき ことなり。 然れ ども 世 淺 墓に 身 を 思 

ふより、 敢て身 を棄 つるに 至る もの だ 多し。 是等は 大抵 愛の 精神 を 誤り、 自重す るが 其の 一 の耍 

素た る を 忘却せ しなり。  • 
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神の愛 を說 くに も 此の 事 を 記憶すべし。 祌は 其の 本領 を棄 て、 自ら を輕ん じて 人 を 愛する こと 能 

はざる なり。 罪の 有無に 拘 はらす、 人の 態度 如何に 關 せす、 只管 好意 を 以て 人 を 待遇し、 其の 愛少 

しも 道義 上展 別す る 所な くば、 公平に 似て 公平なら す、 玉石 を 混 滑す るの 弱點蔽 ふべ からざる な 

り。 神は祌 として 人 を 愛すべし。 祌は 正義 を 愛し、 -惡を 憎む こと 甚だしき 心 を 以て 人 を 愛するな 

り 0 神の愛に は 神 自身の 主張 ある こと を 忘る 么 なかれ。 或る 基督 敎 徒の 祌 に狎れ 親しむ こと を 知り 

て、 之 を 畏れ 敬 ふの 精神に 疎き に 非す やと 思 はる、 こと 多き は、 淺 薄なる 意味に 於て 愛 を解釋 する 

を 以てな り。 夫 親子の 問に も 敬意 を缺 きて 畏 る- -の 分子 全く 消え 失する とき は、 其の 愛 健全に 發 

達せざる なり。 朋友の 愛む 其の 志氣、 技倆、 品行 等に 付き 重ん する 所 ありて、 其の 間に 稱美 讚嘆の 

念 を存 する に 非 すん ば、 其の 關係を 全うする こと 能 はす。 重ん する 所な くして 人 を 愛する を、 愛に 

溺 ると いふなり。 祌を 愛する にも 之 を畏る X の 要素 を缺 くべ からざる こと、 また 之と 異る 所な し。 

. 然れ ども 祌の人 を 愛する 儼然として 主張 ある を 認め、 豚に 珠を 投げ 與ふ る 如き ものに 非 ざ るを覺 

ら すん ば、 斯 くの 如く 敬愛の 道 を 全うする こと 能 はざる なり。 

神の愛 は憐 偶な り。 最と 惜しむ ことなり。 不幸に 沈みた る もの、 罪に 陷 りたる ものに 封して、 憐 

み を 抱き、 之 を 救 はんと 欲す、 是れ墮 落せる 人類の 最も 傑く 歡迎 する 所の 神の愛に 非す や。 迷へ る 

一 頭の 羊を尋 ぬる 善き 牧者の 心 は 即ち 罪に 陷 りたる 人 を 憐む祌 の 心 を 代表す る ものな り。 此 側面よ 

り 見れば、 如何なる 罪人 にても 神の愛 を 蒙らざる はなし。 其の 憐 みは 雨の 如く、 洽く 及びて 洩らす 


所な し。 共の 燕み は 日の 照す が 如く、 正しから ざる もの を も 包 1:;^ せり。 神の愛、 天の 澄 ふが.？ く- レ 

博大なる を 標準と して、 同胞と 人類 を 愛すべし。 茶：^ 敎の 道？ 1^ 此の 點に 至りて 最も 美 はしく 其の 

感化 力 甚だ 著明な りと 一 W ふべ し。 然れ ども 之に 付きて 注意すべき 一 事 あり。 祌は 此の 堕落せ る 人類 

の 中に、 基 # の 完全なる 理想 存在せ る を 認め、 基^に 於て 人類 を 愛す。 現在の 人類 は 罪に 溺れて 殆 

んど兑 るに 足らす。 然れ ども 基 1^ に 於て 人類 を觀 察すれば、 人類の 行末 もまた 敬ます べき もの ある 

を發兑 すべし。 現實の 人類の 上に 理想の 人類 を 基 に兑 出す こと を 得。 是れ憐 みの 愛 をして  一 1^ 切 

ならしむべき 重大なる 條件 とす。 人み な堯舜 たるべし と は 儒道の 克己 復禮 を獎勵 する 動機な り。 人 

みな 祌の 子た るの 横 能を赐 るべ しと は、 S 督敎 固^の 動機な り。 墮 落した る 人類 を 愛する も， § 

に 於て すれば、 其の 面目 一新せ る 如くに 感ぜら る。 之より ー轉歩 すれば、 神の愛 は 唯 だ 憐れみの 分 

子 を 具 ふるのみ ならす。 滿足悅 1^ を 以て 其の 最も 高貴な る 一 要素と なす を 認識す ベ し。 

人の 稱 美す る點を 認識し、 其の 美と 著と に 感嘆し、 之に 滿足 悦樂 する を、 愛の 絕高 とすべし。 

月に 浮かれ 花に 醉ふ も、 幾分 か 月と 花と に悦樂 し、 心中 恍惚と して 我 を 忘る、 に 至るな り。 松平樂 

翁 歌に、 つく. <\. と獨， 0 向へば 我が身 さへ 月の 巾なる 心地 こそ すれと ある は、 無心の に對 する に 

は あれ ど、 滿足悅 樂の氣 1^ 以て 愛の 眞 面目 を發 採す るに 足るべし。 義士 仁人に 對 して、 之 を 欽慕す 

ろ の 禁す る こと 能 はざる は、 滿足 悅樂 の 愛に 非す や。 祌は なる 父に して 枉 ぐろ -と 能 は ざ るの ま 

張 あり。 人を^！；^すること^：^だしとぃ へ ども、 罪 惡に溺 ろ、 者」 對 して 如何で 滿足悦 樂の愛 を 施す こ 
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と を 得ん や。 人類 は 其の 罪惡 によりて 神の愛 を杜絕 し、 其の 進行 を遮斷 せり。 祌は 人を憐 むの 愛 溢 

ろ、 と雖 も、 滿足悦 樂の愛 を：^ すに よしな し。 之が ために 謂 愛の 憂悶 無限なる もの あり。 愛に 此 

の 特殊なる 一 側面 ある を 忘れて、 憐 みて ふ 一 偏に 拘泥し、 § しく 神の愛 を 憑み て、 之 を狎れ 侮り、 

神の 前に 恐懼 戰慄 すべき 所以 を 知らす、 天父て ふ 語 を淺簿 に解釋 して、 輕る くしく 其の 心 を 安ん 

t 是れ 一 派 基督 敎 者の 通餘 とす。 

愛 は 社交的の 關 係に 生じ、 また 之に よりて 續 せらる 、なり。 我に 對 する 汝 存在せ ざれば、 愛の 

成立 を 望む ベから す。 愛 は 彼我 相對の 意義 なれば なり。 神 は 愛 を 以て 其の 本質と す。 神の愛 は 天地 

萬 物 人類との 關 係に 生じ、 其の 活動の 機會は 神 以外の ものに 懇り 居る や。 祌の愛 を 十分に 受け、 其 

の 交換 を 全うする もの は 神な ら ざるべ からす。 神 愛な り と 一一 一一；： は i -、 何に よりて 然る やとの 疑 51； を 避 

くる こと 能 はざる なり。 此に 至りて 神 自身の 中に 愛の 成立 を 許す ベ き 條件を 見出ださざる ベから 

す。 少し にても 神格の 內容を 究めん と 欲する より、 此の 點に說 き 至れば、 基督 神性 論 一一； 位ー體 論な 

どの 大 問題 群り 來 りて、 人類の 智力 を應 倒せん とする を覺 ゆ。 父なる 祌、 子なる 祌ゃ； を說 くの 條 

下、 聊か 之に 付いて 辨 する 所 あらん を 期す。 

罪 惡に對 する 神の愛の 反抗、 これ を 其の 怒りと 一 K ふ。 祌の怒 は 其の 愛の 活動す る 別 方面な りと 知 

るべ し。 『罪に 對 する 神の 憐 みの 愛、 之を惠 みと 云 ふ。 人類の 罪 あるに も拘ら す、 之を敎 育す るの 關 

係よ. = 云へば、 祌の愛 は 忍耐な り。 神の 約束 及び 人類の 心に 提起せ る X 布 望に つきて 之 を 言へば、 祌 


の 愛 は 忠信な り 。 ぺ テ n が！；！；^ す ベ き ^物お と In へる ご とし。』 (マル テ ン ゼ ン 氏 ^ド グ マチ クス 九. 

九)。 祌の愛 は 永遠より 永遠に 速し 其の 及ぶ 所 限り ある ことなし。 我^" なき 愛 を 以て 汝を 愛せ h  。 

故に 我絕 えす 汝を惠 むな， o。(3" ゆ!^)。 祌に 於て は  一 n もな ほ 千年の ごとく、 千：，^ もな ほ 一 日の 如. 

し。 祌は時 li に 制限せられ ざるな り。 祌に 於て は. 水久に 現在 あるの み。 此を W て W れば 人類 各 rtw は 

生れざる 先より、 限りなき 愛 を 以て 祌に 愛せられ たるな り。 此の 意識 人 をして 凡ての 境遇に 大^ 

勇なら しむる に：： 儿る べし。 

(1 八 九九 年 六 H;) 


馬 太傳八 章 に 『 耶穌舟 に乘 りて 湖を^_t^ りしと き、 忽ち 大ぃ た る 颶風 起 りて 舟 を 蔽ふ ばかりなる 波. 

起ち 騒ぎぬ。 然れ ども 耶穌 は寢 ねたり。 弟子 之に 近づきて 呼び 醒 まし 言 ひける は 「主よ、 救 ひた ま 

へ 我等 亡びん とす」 耶穌言 ひける は 「信仰 薄き ものよ、 何ぞ 恐る、 や」 終に 起きて 風と 海と を 斥め 

ければ、 大いに 平穩 になり ぬ』 と あり。 馬 可傳三 章、 路加 傳六章 等 を 此の 記事と 讀み 合すれば、 是 

より 先 耶稣が 人の ために 身を勞 する こと 實に目 ざまし く 感ぜら る。 終夜 山に 登りて 祈りし 上、 十二 

使徒 を 任命した るが 如き、 其の 爲す ことの 繁 かりし を 見るべし。 晝の間 は 四方より 集り 来れる もの 

ども を 接待し、 人の あまり 多き ため 或は 推し 惱 まさる、 こと あらん を 憂 ひて 『小舟 を 儲へ 置け』 と 

弟子に 命す るに 至れり。 病 ある 人々 之に 捫 らんと 爭 ひて 推し 迫りし が 故な り。 馬4<^傳を見るに、 耶 

む.？. ふ 

穌 多くの 人々 の 己 を 繞れる を 見て 弟子に 命じ、 湖の 前 岸に 之 を 避けたり と あり。 人 愈々 多く 至り、 

其の 事業 益々 繁 きを 見、 斷乎 として 暫く 其の 關係 を？ > ち、 人 を 避けて 靜 なる 所に 行く。 馬 可 傳六章 

卅 一節に、 『耶穌 彼等に 言 ひける は、 汝等 人々 を 避けて 我と 共に 暫く 寂しき 所に 行きて 休むべし』 と 

ある 如し。 


此を以て見れば休息は勞働^^の横利なり。 安眠はょく祌と人とに泰ふるもの、^^カを恢役する天 

與の 賜な り。 唯だ勞 多き に 誇る ことな かれ。 休息 もまた 義^なる を 知るべし。 

きら め 

ガリ ラャの 湖上、 水に 煌き、 微風 波 を 揚げて 舷に 昔樂を 奏する 時、 耶穌 安らかに 眠る。 其の 

美く しさ " ふるに ものな し。 is- 督は 共の 家庭の 關係、 北ハの 朋友と 交る 問に 人情の 深さ を 示し、 吾人 

と^だ 相 近き を 感ぜし む。 然れ ども 湖上 舟の 中に ありし 基督 ほど 吾人に 近づき 来る を s!;:^ えしむ る も 

のなからん。 はゲッ セ マネの 慟哭に 於け る 如く、 此の 眠りに 於て 人類の 一 人な りと 言 ふべ し。 

忽ち 風 吹き出で 大波 山の 如く 錄 えて 動 搖 たしくな りぬ。 され ど 疲れたる 基督 は掎 藍に 眠る 幼兒の 

如く 快く 熟睡せ り。 目 醒めた る 弟子 等 は 波と 風と に 呆れ 惑 ひて、 『我等 亡びん とす。 主よ、 救 ひ 給 

へ』 と 叫び 呼ば はりたり。 風の 響 波の音の 醒 まし 得ざる 主 は、 人類の 聲、 弟子の 泣き 訴 ふるに より 

て！^ ちに 目を醍 ましたり。 曰く 『信仰 一 傅き 者よ、 何ぞ 恐る」 や』 と。 終に 起きて 風と 海と を 斥めけ 

れば、 大いに 穏 かにな りぬ。 眠りより 醒めて 精神 甚だ 平 かに、 威風 堂々 人の 不信 を 戒め、 風の 騒ぐ 

を 止む。 一言に して 湖上 荒れ 止みて 鏡の 如くな りぬ。 是 何等の 光景 ぞ。 主 は 海の 鳴り を靜 めし 如 

く、 人の 心に も 平和 を與 ふるの 力 あるな り。 安眠 後の 精神、 氣カ、 平和、 耶 の 如く ありて こそ、 

眞 によく 眠りた る 者と 言 ふこと を 得べき なれ。 善 を 行 ひ、 人 を 救 ひ、 大いに 勉めて 安眠に 入り、 ま 

た 安眠より 人の 危急に 呼び 醍 まされて 靜肅 なる 氣カ、 僚然 たる 威風、 波に 勝つ の 平和 を 以て 活動 

す、 是眞 によく 醒めた る ものに あらす や。 耶穌の 如く 醒めす して、 獨り 眠りの み 之に 似ん と 欲する. 


も 其の 益な かるべし。 

嫉妬、 偏執の 念に 驅ら れ、 情愁に 耽り、 酒色に 溺れ、 唯 だ 物質的の 利害に 汲々 として 晝を 過し な.. 

がら、 夜間の み 基督の 如き 眠り を 貧らん とす。 豈に其 の 効 を 見る ベ けんや。 眠り は勞働 者の 權 利な- 

りと 雖も、 耶稣の 如き 眠り は 唯 だ 彼の 如き 勞 働^の み 之を樂 しむ こと を 得べ し。 詩の 百 二十 七に、 

いっく  ふさ は 

一 「 エホバ は 其の 愛しみ 給 ふ 者に 眠り を與 へ 給 ふ』 と いふ 語 見 ゆ。 ^l ホバ の 愛しみ を受 くるに 相應し 

きものに あら ざれば 與 へられざる 眠 あるな り。 盗賊の 晝寢 あり、 宰 予の睡 あり。 夜 耶穌を 十五 金に 

寶 りし ュダ 若し， 眠り 得しなら ば、 之に 魔され て 自ら 縦れ 死したり。 投機 商の 眠 は 酒に 頼りて 茶敢な 

き 休息 を 買 ふの み、 陰險 にして 奸 悪なる 人の 眠 や 如何に 騷が しからん。 無罪なる 頃の アダムの ェデ 

ン 園に 於け る 眠り、 湖上 耶穌の 眠りの 如き豈 に 慕 はしから す や。 英雄の 事業 も 望ましき ことなれ 

ど、 眞の眠 また 羨ましと 言 はざる ベから す。 善く 眠れる 耶穌 に從ふ もの は、 必す 彼が 如く 眠る こと - 

を 得べ し。 

耶穌 基督の 眠より 醒 むる や、 波 を 靜め人 を 救 ひたり。 海水に 浴し、 溫 泉に 遊び、 白砂 靑 松の 間に 

休息 を 貪りて 安眠 を縱 ま. - にせん とする もの は、 夢中 何 を經營 する や。 醒めて 何に 從寧 する や。 眠 

りて 罪悪の 勢力 を 養 ひ、 休みて 人 を^し、 世 を 害する の氣を 盛に し、 祌を 無み する の 生活の 材料 を- 

貯蓄 せんとす るか。 休息 安眠の 濫 W せらる，^ こと 甚し。 正しき もの を變 じて 惡 しき 用 をな さしむ る 

に 至りて、 罪惡の 恐るべき こと 最も 甚だしき を感 すべ し。 主 耶穌は 如何なる 休な を 得られたり や。 


山に 登りて 終夜 祈れるな り。 湖に 舟 を 浮べ、 ^£を枕とし てぉれる な り。.^ぞ北ハの休^3^の一!3:素な る 

や。 休ま を 追 ひ 求めて コ 口 ン ブスが 亞米利 加の^ 兌に 於け る 如く 奔走し、 始 M が 不死の 藥を 求む る 

如くに 焦心 苦慮し、 ：5^9巾休暇を大ぃなる&;荷の如く^^:=^:ひ行く流行；1:士贵女等の哀れさ、 耶穌の 眠 

と對 i 一して 其の ！: .異 ^だしき を感 す。 困^の 士、 效 m の 人 も、 耶穌の 心 だに あらば， \ 一と M 一なる 休 

息 をな す を ^べし。  < ぶ ^は 耶穌 の^の 福 賤が 伏： ^1 にまで- 傅 せんと 欲する こと 切なり。 
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多く の 人 は 悪 を 行 ふこと の 憎む ベ きを 知り て 、 惡を 想像す る ことの Mi: じく^ る 可き に 氣付カ ざ る. 

な り 。 外面 眞 に 謹直に して 何の 咎む ベ き 所 無き が 如き 人と 雖も內 心 人に 顯れ ざる 所に 於て 罪の 念 に 

滿 たされざる 者 世 rai^ して 幾人 か ある。 彼等 は 心 を 常に 罪悪の 領分に 去往 せしめて 以て 之を樂 しむな. 

り。 是罪 惡を實 行す るに 比 ぶれば、 固より 責 むべき の輕き 者な らんと 雖も、 同じく 罪たり 不德 たる 

をば 免れす。 而 して 是 等の 人々 が 惡を實 行す るに 至らざる は、 其の 主義に 由って 然るに 非す して、 

單に 恐れて 然るな り。 されば 其の 行 は 方直嚴 正な りと する も、 其の 心 は 罪惡に 傾ける もの， 眞に偽 

善に して 卑しむべき 生活の 人と 謂 はざる ベから す。  - 

世 動 もす れ ば 高德の 絡 IS より 急 爐に墮 落して 罪惡の 深淵に 失墜す る 人 あり。 是 常に 吾等の 驚く 所 

なる が、 然も 陰れた る 所に 其の 人の 心の 途行を 探れば、 事寳は 決して 不思議と する に 足らす。 其の 

人 は 常に 誘惑に. e つて 精神 を 疲らし、 外面の 瑕 f なき 生活の 下、 其の 想像に 於て 罪悪と 相 狎れ相 親 

しみ、 道念の 光次 第に 消え 行きし 極、 終に 此の 破滅に 及べる に 外なら ざるな り。 

种は 固より 潔白なる 人 を 罪に 陷 らしめ ざる やう 護り 給 ふべ し。 然れ ども. 0 ら 好んで 誘惑 を 喜び、 


罪惡の 念に 觸る、 こと を菩ぶ 者 を 防ぎて、 罪に 沈 まざらし め 給 ふの 现 あるべ からす。 心に は 罪 を 犯 

し、 唯 だ 行に のみ 形さざる もの をば、 祌は 決して 潔白 無 5^ の もの を 汚れに 染まし めざらん と 力む る 

如くに 保護し 防 iiJ 給 はざる べし。 S ら 罪 を 犯すべき^ 遇に 身を投じつ- 1 神に 助け を 呼ぶ が 如き 

は、 3 れ 〈に 不^ 不敏の 至りに 非す や。 .冗 なる かな 主が 我^ を 誘惑の 力より 救 ひ 出 だし 給へ と 祈らし め 

すして、 惑に 遭 はさ ざれと 祈る やう 敎 へられし こと や。 

敎徒日 $5 の 心 懸け は、 半ば 此の 誘惑 を 避く るの 點に 注がれざる ベから す。 斯 くせば 以て 罪に 

陷るを 免るべき なり。 展々 罪 を 犯しつ、、 此は 己の 認惑 にか、 る こと 人よりも 多き に. H ると 辯 解す 

る 人 は、 北ハの 他人よりも 罪惡の 想像に 耽りて 之を樂 しむ こと 多き 人に て あるな り。 他人に 至ら ざ 

る 誘惑、 现. E もな きに 北ハの 人に のみ 至る べき 害 ある ことなし。 

誘惑に 陷り 易き は 其の 一 はした る 所^だ 美 はしき もの なれば なり。 或る人 は 之 を ま、 はしく したる 

罪と 云へ り。 SK; に理 ある 言に こそ。 殺人、 强盜の 如き 苦々 しき 大罪に 至りて は、 人 之 を 想像す る を 

恐れ 忌む と雖 も、 さまで 惡し きこと \も^ 心 はれす、 却って 何となく 奥床しき 所、 美 はしき 點 ある や 

う に^ゅる もの こそい  1^ も 人 を 誤 まらし むる もの なれ。 多くの 人 は 知らす 識らす 之に 傾きて、 終に は 

拾牧 すべから ざる 大罪に 入り浸る なり。 若し 破 魔 鏡の ある ありて、 人の 心情 行爲を 明かに 照す を 得 

ば、 何 心なくな し 居る 所 も、 眞 紅の 罪に 染み 居る を 見て、 まさに 却 走す るなる べし。 

に 人生の 海に 屹立 する 此の 想像の. S は、 日麗 かに 草綠 に、 知識 を 以て は 知り 難く、 唯 だ 個人 個 


人が 經験 秘密の 發 見に 屬し、 花 匂 ひ 鳥 囀り、 見る に 美 はしく、 聞く に樂 しく、 以て 人の 心 を 誘 ひ 寄 

するな り。 之に 引かれて 億兆の 男女 之に 蹈入 ると 雖も、 一人の 相 逢 ひし もの 未だ 曾て 之 あらす。 五 

里 霧中 It- に 人の 行きし 跡 を蹈み 行きて、 而も 互に 相 知らす、 入り 行きて は 出で 來り、 出で 来りて は 

また 入り 行き、 其の 度 毎に 不德の 家苞を 齎らし 歸ら ざる こ となし。 

若し 神の 明 光 此の 暗 黑の島 を 照し 透す あらば、 老 たり 幼たり、 男たり 女た る を 問 はす、 人目に は 

淸淨 高潔に 見 ゆる もの、 如何に 酏 く恥づ べきの 姿に てこ 、 に 彷植し 居る ことならん。 

砌の石 は 雨滴に 穿 たれ、 井框は 釣瓶-ひ 繩に 磨り 四 めら る。 想像 を 放って 屢々 誘惑の 國に 出入せ し 

むる もの は、 其の 毒氣 のために 良心 を 弱くせられ、 罪 を 愛する 念 漸く 頭 を 擡げ、 肉 慾への 傾向 次第 

に甚 しく、 惡の 思想と 狎れ て、 之に 對 する 反撥 力 刻々 に 消耗し、 終に 全く 墮 落して 再び 起つ 能 は ざ 

るに 至る。 サタンが 勝 を 得る は 常に 此の 誘惑の 國に 於て す。 是德と 不德の 中間に して、 此を 徘徊す 

る もの.^ 足元 は 極めてし どろに、 容易く 惡のカ を 以て 壓 倒し 得ら るれば なり。 確乎と して 德義の 堅 

城に 據り、 心 玲瓏と して 繊塵 にだ も 犯されざる もの は、 決して 罪に 陷 るの 憂 ある ことなし。 已が心 

の 方向 を 常に 此の方に 注ぎ、 誘惑 を 避け て 靈 性の 無 坑淸潔 を 願 ふ は、 基督 敎 徒の 志す ベ きと ころに 

非す や。 

靑壯の 時代に 於て は 想像力 活 澄に、 慾 情 盛に して 且つ 經 験の 乏しき より、 其の 結 35^ の 如何なる か 

を 十分に 知る こと 能 はざる もの なれば、 特に 一 段の 注意 を 以て 愼み 戒め ざろ ベから す。 猥 りなる 言 


0, 善から ぬ 戯霄、 ^;;.惡の談^^などは靑年男女の心を醉はしめて忽ち之を^{像の圃に遂ひゃるもの 

なり。 新 問の^" 鼓なる 記 また 共の 殘忍 陰險 なる 記事 等 も 其の 害 思の 外に t^r: だしく、 市井に 流行 

すろ 小說の 如き も 亦 人心 を 悪に！ ひ不德 に狎れ しむる ものた るべ 1。 誘惑と 戰 ひて 血の 出 づるま 

MJ 之こ抵 し、 く 勝ちて wi; より 脫れ 出づ るは& つましき ことの やうに は ゆれ ど、 求めて！！ 惑の 中 

に 人り 行き、 川 もな き をな す は、 是愚 にして また 祌を 無み する 極に 非す や。 賢き 兩# 商が其 の 雇 

人 を 練お する におり、 唯 だ 3 呉の 金銀 货 のみ を 取り 极は しめて、 異日！^迭貨を見んとき、 盧 ちに 之 を 

識^す る を e:: しめんと せし は 人口に 臉炙 する 所、 足 全く 罪悪の 領地 を蹈 ます、 ^全く 不德の 姿 を 

はす、 其の 何れの. にある か を すら 知らざる もの は 幸なる 哉。 

(1 八 九九 年 七 W) 


基督 は 何のた めに 世に 降りし や  三 二 〇 

基督 は 何のた めに 世に 降りし や 

耶穌 基督 は、 自ら 祌の 子に して 罪より 人 を 救 はんがた め、 天父 その 犬い なる 愛に より 世に 遣 はし 

しもの なり、 と說 きたり。 

基督 敎は暧 の宗敎 なり。 即ち 人の 惡を救 はんがた めに、 祌ほら之に手を=1^^けたりと教ふ。 祌は 

其の 獨子を 世に 遣 はすに 至る まで、 此の 救の 事業に 深 人り せり。 神の愛 これに 依り て^かに 顯 はれ 

たり。 

天地の 大な るに 比し、 人の 小なる はまた 驚くべき 稗な り。 我 諸々 の 天 を 察する に、 人 は 何物 なれ 

ば祌 これ を 顧みん とする やと は イスラ H ル 詩人の， 訝 かりし 所な り。 然れ ども 某督 敎は屐 も大 瞻に祌 

と 人との 關係を 道破して 全能の 神實 に 人 を 共 の 心に §w め て 之が 救 はる 、こと に 熱 巾 し、 北ハ の 獨子を 

與 ふる に 至れり と 言 ふ。 是 に 優りて 大膽 なる 敎說 他に 之 あ ろ ベ し とも 覺 えす。 想像の 奇異なる 之に 

若く もの 無 かるべし。 

或は 罪の 有無 を すら 疑 ふ もの あり。 I 非 ありと 思 へ ども 之 を 如何に 處置 せんと 苦心す るまでに は 至 

らす。 肉體の 病苦に は 一方なら. f 共の 心 を 痛 むれ ども、 罪悪の こと は 左 ほどに も 感ぜす。 人 を 恐れ 


す、 祌 をも^ からす、 ii: を 度 外に 放任して 顧磁 せざる もの 多し。 然れ ども は E く、 『祌は 人の 罪 

を 救 はんがた めに、 大 いなる 愛より 共の 獨子を 世に 造 はせ り』 と。 几： ^ての 眠れる 者 を 呼び 醒 ます 

に 足る^く べき 事赏に 非す や。 

かりそめ  . 

人 は 夢の 如く 浮き立ちて 苟且の 生を營 みっつ あり。 泣きつ 笑 ひつ、 狂 ひ 興じつ、 ある？ i に、 神 は 

北 ハの獨 子を與 へて 之 を 救 はんとす。 人み な醉 へり、 祌獨 り眞面 ほ なり。 祌は眞 面 H に 罪 を 悲しみ、 

面 口に 之 を 救 はんとす。 小さき 地球の 上に 壷く 人の 罪 は 限りなき 神の 心 を 動かす。 全能なる 上帝 

之 を傍觀 する に 忍びす。 共の 成り 行く ま に 放任す る こと 能 はす。 自ら 人の 救 ひに 着手して、 其の 

獨 子 を 世に 遣 はせ しなり。 此の 驚くべく 恐るべく、 はつ 極めて 眞面 目なる こと して 寨贊 ならば、 

人の 身の上 ほど 恐ろしく も 土 多き ものな かるべし。 我 资に斯 くの 如く 祌の 念頭に 驟 けらる る ものな 

り や。 祌は我 を 救 はんがた めに 斯 くまで も眞 面目に 着手せ しこと なる か。 此の 大袈裟に して 仰山な 

る說話 若しも 事實 ならば、 人類の 前途 ±^ だ大 いなりと せ：： はざる ベから す。 共の 內に蓄 へられし 開發 

の 準備 無盡藏 にゃあらん。 斯 くの 如く 淺 薄なる 生涯 を 送り、 やみく と 草木と 共に 朽ち ra^ てんこ そ 

tf 念 なれ。 

如何に 迷 ひに 迷 ひたる 徒にても、 此の 驚くべき 眞 面目なる 祌の 救を考 ふるとき は、 流石に 坐 を 正 

し 心 を 落：^ け 、 己が 過ぎ 來し方 を 顧み るに 至らざる を^ざる べし。 

化し^ 敎の 所謂 罪と いふ は、 第一 祌に 離る の 謂な り。 ォ ー ガス チンの 一 W ひし 如く、 人の 心 は祌を 

は 何のお めに 世に 降りし や  三 ニー 


基 g は 何のた めに 世に 降りし キ  三 ニニ 

愛せん がた めに 造られし ものな り。 然れば 葵の 曰に 向 ふが 如く、 人の 體の 大氣に 於け るが 如く、 鍵 

魂 は 祌に向 ふが 其の 持 前にて、 之と 離 るれば 其の 活動 韮だ 不十分に なり、 鬼て は 死亡す るに 至ら ざ 

る を 得す。 ^氣の 通 はざる 肺の- 1: か 働く こと 能 はざる 如く、 叉 日光の 透らざる 所に 生じた る 草木の 

榮 えざる が 如し。 人 は祌に 逆き 去りて、 己が 情慾 を縱 ままに し、 天に 事 ふべき 身 を 以て 唯 だ 他の 事 

にの み 汲々 たり。 共の 祌と 離れた る證據 は、 遠く 之 を 求む る ま でもな く、 試みに 祌を 其の 心に 留 

め、 深く 之 を 愛せん こと を 力めよ。 必 す 己が 心の 如何にも 利己主義に 溺れ、 物！^ n へ 的に なりたる を發 

見すべし。 我等 は 祌に叛 きたり。 其の 祌を 離る、 ことの 遠き に 驚きて 歸 らんと 欲すれ ども 歸 るに 力 

なき を感 す。 

乂 i 非 は祌の 律法 を 犯せる ことなり。 人の 理想 低く して M 面目に 正しき こと を 行 ひ 遂げん と 欲する 

の 志に も 乏し。 此を 以て 己の 罪を感 する こと 薄き なり。 然れ ども  一 n; 志 を 立て、 理想 を 高く し、 標 

準 を 明かに して 道 を 行 はんと 欲する とき は、 前日の 非 明かに 顯 はれ、 今日の 罪悪 掩 ふに. E なく、 其 

の 身 を 措くべき 所な きを 憂 ふるに 至るべし。 我が 眩み たる 良心す ら尙ほ 罪の 宣吿を 下す。 況ゃ： t の 

前に 立つ に 於て を や。 罪 惡脫る \ に 道な きを 覺ぇ、 我 救 はれん ために 何 を かなさん と 絶叫せ ざる を 

得す。 人は斯 くの 如く 神の 律法に 照らして 罪人た るな り。 

又 罪悪 は 囚 慮の 如し。 山中の 賊 よりも 心中の 賊 こそ 最も 征服し 難 けれと は 王 陽 明の 嘆息せ し 所な 

り。 我 行 はんと 欲する 所 をな さす、 却って 行 は ざらん と 欲する 所 を 行 ふ、 あ \ 我 困苦の 人なる かな 


と は バウ" が 悲しみし 所に 非す や。 凡そ物のカは之に反對するに及びて其の^^だしきを發兑す。 風 

の 吹く やで ぼ 木 之に 抵抗す る あれば、 i4、 の 力 凄まじき を 示す。 e^: 惡 また 然り。 之に 降参して 克己 復禮 

の 志な きに 至れば、 罪悪 は 不毛の 鹏原を 吹く 風の 如くな らん。 然れ ども 志 を 立て &近を 行 はんと 欲 

する に 至りて は、 扉 惡猖獗 を 極め、 人力 を 以て 之 を 如何 ともなす こと 能 はざる を兑出 だすべし。 故 

に 卵 Hii^ は 闪虏の 如し。 我^ は： C ふ 跪の 奴肆 たる 悲境に 沈みし ものな り。 蛇に 魅ら れし崔 の 動き 得ざる 

が 如く、 卵 ：„ili^ に 捕 へられた る 人の 魂 も a 山 に 進退す る 能 はざる の 有様な り 0 

ちゆ 5 ぶ 5 

罪惡は "おなり。 或は 之 を 天刑の 稱 ある 癞" おに 比すべく、 行 步自. S ならざる 擁疯に tr. ふべ し。 救て 

ふギリシャ？^|1には、 健 _ ^の 意 を 含めり。 即ち 人の 靈魂 罪悪に 陷 りて、 病み 衰 へたる を 癒し 救 ひて、 

之 を 健^に^せ しむる を 言 ふなり。 ィザ ャ n く 、『せ、 の 頭 は 病まざる 所な く、 其の 心 は 疲れ て た 

け， 足 Q うらより 頭に K.H るまで <上 き 所な く、 唯 だ 創瘐と 打傷と 賴 物との みなり、 之 をん "する ものな 

く、  .53 む ものな く、 又 一： Jz にて 和らぐ る ものな し』 と。 是 人の 靈 魂の 實況 を寫 せる 言に 非す や。 少し 

く.， z: に 糊み る 所 あらば、 必す 性の 病める を 感じ、 方寸の S1 に疾 しき 所 ある を资 えて、 苦痛 堪へ難 

きを 發兌 する こ と 難 か ら ざるな り。 

扉. 惡 は負愤 なり。 凡て 祌の 律法に 背き、 せ、 の精祌 にも とれば、 必す 之に 對 して 責任 を 負 はすん ば 

あらす。 罪惡は 何とかして 股 却す るの 必要 を 免れ 難き 負愤 なり。 罪 惡は祌 の 權威を 冒し、 其の 慈愛 

を跺 11 し、 H 、の 世界の 秩序 を紊亂 したる ことなり。 必すゃ 之が ために 適當 なる 罰 を 蒙らざる を 得 

j=w おは 何のお めに 世に 降りし キ  三 二三 


基 s は 何のた めに 世に 降りし や  三 二 四 

す。 此の 負債 を 如何に せんとす るか。 

罪と は 大要 斯 くの 如き ものな り。 而 して 救 は 凡て 是 等の 事情に 適切なる ものなら ざるべ からす。 

耶穌 基督 は斯 くの 如く 說明 せる 罪 惡を救 はんがた めに、 祌 その 大 いなる 愛 を 以て 世に 遣 はし.， もの 

なり。 

(一八 九九 年 七 Ho 


聖パゥ 口 の宗敎 實歷談 

人 誰か 夢な からん や。 夢に 正邪 清濁の 刖 あるの み。 或は gl? 賢 を 夢み、 人生の 理想に 感激し、 碌々 

たる 現今 を 厭 ひて、 慨然 其の 志 を 立つ る もの あり。 或は 快樂の 生活 を 夢み、 功名 榮 華の 幻影つ ねに 

其の 眼前に 往来す る ありて、 た 陋 しき 生 J£ を營 みて 止む。 

タル ソの パゥ 。は ユダヤの 名門に 生れ、 社交 上の地位 卑 からす、 智力 絡 倫、 英氣 湧く が 如く、 年 

少 にして 其の 聲# 旣に即 え、 ガ マリ H ル！： 下の 傑物と して 青雲の志 甚だ 盛な り。 其の 品行 は 方正な 

り。 ユダヤ 敎徒 として 自ら 持す る こと 極めて 儼 かなり。 彼 は 愛 國の士 なり。 國 勢を與 起せし めんこ 

と を 熱望せ り。 其の 祖宗の 道 を 重んじ、 同 粹を尙 ぶの 熱心 は、 之を驅 りて 基督 敎の 迫害者た らしめ 

たり。 之が ために 其の 心 狂へ るが 如く、 東奔西走、 基督教の 徒と し 言へば 婦女子に 至る まで 之を囚 

ふるに 至れり。 回天の 志士、 祖國の 保護者、 所謂 大道の 扶植 者た らんと 欲する が バウ 。の 理想に て 

ありし なり。 彼 は 夙夜 此の 理想に 導かれたり。 

然れ ども 主耶 穌はパ ゥ n に 他の 理想 を 示せり。 十字架の 君と 其の 類な き 美 は 忽ち 彼の 胸中 に^き 

出で たり。 『サゥ 口、 サゥ ロ何ぞ 我を窘 むる や』 との ！語は 千 引の 磐 を 以てする 如く、 彼が 心 を打碎 

er ハウ B の 宗教 三 二 五 


ET ハウ 口の 宗教 實歷談  三 二 六 

きぬ 。バウ D は 此の 時 天の 示現 を 受けた るな り。 一方に は 功名 榮 華の 幻影 之 を 誘 ふ あり。 一 方に は 

天の 顯 現に 接し、 凛と して 秋雜の 如き 理想 を 仰ぎ、 ii- 義の 標準 を 望みて 大いに 感 する 所 あり。 地の 

はさ 

榮 華と 天の 示現との 間に 介 まれた る バウ 口 は、 斷然意 を 決したり。 數十 年の 後ァグ リツ パ 王の 前に 

已が當 年の 心事 を 追懐して 曰く、 『ァグ リッパ 王よ、 我 此の 天の 示現に 反 かざりし なり』 と。 其の 胸 

中に 幾分 かの 苦悶 を 經て斯 くの 如く 志 を 定めし ものな らん。 

天の 示現に 從 はんか、 將た肉 情の 指拇 する に 任せ、 地上の 目的 を 望みて 行かん か。 人生の 勝敗 は 

此の 二つの 間に 決せら る。 バウ は维 紙に も盡し 難き 艱苦 之に 伴 ひ、 非常に. 大 いなる 損害 を來 すべ 

きこと 明かに なりし かど、 共の 心 を啓發 せる 天の 示現に 從 へり。 我等 も 亦、 斯く あらま 欲しき もの 

なり。 卑俗なる 生活 を營む 問に も高尙 なる 现想 時として 心に 浮ぶ ことな からん や。 勢と 利と に 溺れ 

て 西 行と は異 りたる 意味に 於て 心なき までに 至れる ものと 雖も、 秋の 夕暮 つくぐ と 思 回さば、 自 

ら 生命の あはれ に 感じ， 其の 身 いつしか 無限 者に 接近せ る を 覺 ら ざらん や。 惑逆增 長せ る へ デ 

も、 其の 毒手に 死した るョ ハネ を記惊 するとき は、 已が 叛き棄 てた る 理想に 驚かされざる を 5：； ざり 

き。 天 の 示現 はさまぐ の 場合に 於て、 又 種々 の 形狀を とりて 人の 心に 映す。 この 際に 共の 擇 むと 

ころ を 誤ら すん ば 幸な り。 

バウ n 叉 己が 信仰 上の 履- 歷を 述べて 曰く、 『我 身に 耶穌の 印 記 を 佩びたり』 と (f§fl?)。 此に印 記 

やき いん  やき； S ぬ 

と ある は 火 印 若く は格鐵 のこと にて、 パゥ 口の 時代に 家僕な どの 身に 印 記 を 付けし 習慣 ありし に-^ 


へたろ ものな らん。 常時 偶像の 社に 奉仕せ る 男女に して、 ^錢の 印 記 を 佩びし もの 少 からす。 全く 

身 を 共の 社に ねて、 宛かも神の^3^?物となりし如き^|1味を示せるものなり。 而 して 此の 印 記 を 佩 

ぶる もの は 神 にして 犯すべからざる ものと 兑 做されたり。 パゥ ロは基 普に 從 ひしょり 以來、 多く 

の 艱難 を經 過せ り。 北ハ の- M 跡 身のう ちに 膜然 たり。 宛が ら戰 場より 來れる 人の 身に 创痕群 かなる が 

如し。 门ら北ハの^！^體を打ち兑ゃりて我^^^の印！！^^を身に佩びたりと霄ひしもの-レゃぁらん。 ダ マス 

コに 行く の 途上 基赞の 召に 應 じて、 主よ 汝 我に 何を爲 さしめ 給 はんやと 一一 一 n ひしの ち、 彼の 生涯 は 身 

を 全く 恶 1^ に獻納 し、 之 を 其の 鄭ぉ 物と なして 忠義 一途に 勵 みたるな り。 常に 自ら 稱 して 基^の 僕 

とい ふ。 彼 は 此の 地位 を 榮 とし， - 之に 甘んじ、 之に 滿 足せり。 彼 は 北ハの 節操 を 改めす、 身 終る まで 

基 のために 忠義 を盡 したり。 バウ 口の 忠寳に 事へ たる 基督 は、 總 ての 信徒に とりても 主 なりと 

知るべし。 共の 地位 境遇 こそ 異なれ、 基督の僕は^$1其の身に神の恩の格鐵の痕跡1-々たるを兑出す 

べし。 封 龍の 世 武士 l^f; に 身を獻 じたる 精祌 は、 基！^ 2 教徒の 問に 更に 美 はしき ものと なりて 保存 せら 

れ ざるべ からす。 

バウ 口 又 曰く 『我 これらの 望 を 旣-レ 得たり と 一 w ふに あらす、 亦す でに 全 ふせられ たりと 一一 n ふに 非 

す、 或は 取る こと あらんと て 我た だ 之を浪 求む。 キリ ス ト之を 5^- さ せ んと我を執 へ給へ るなり』 

と (in)。 彼 蓝督を 信ぜし より 多くの 星 雜を經 たる 曉- つらく 北ハの 過ぎ 來し 方を顿 みて 今^の 

感 林：^ する こと 能 はす、 基^の 慈愛 を 思 ふて 感謝の念 頻りに 似され しなり。 バウ B の 一身 は 北 ハの關 係 

バウ B の宗 iSSs 歴談  三 二 七 


聖パゥ 口の 宗教 實 談  三 二八 

及び 行き 懸 ひよ ひする も、 又 其の 地位 性行よ ひする も、 基督と 異 りたる 方向 を 取りて、 石の 險阪を 

轉ぴ 落つ る 如く、 亡びの 途に 進む ベ かりし なり。 

此の 事情に 想 ひ 至れば、 身の 毛の 堅 立つ 心地して 恐ろしく 感ぜし にゃあらん。 彼が 基督 を 信じて 

使徒と なる に 至りし は、 己の 發明 にも あらす. 人の 力に も あらす、 讀 走暴 攀の 結果に も あらす、 理 

論 思想 等に 感服した るに も あらす。 無論 ステ パノの 大演說 及び 彼が 迫害せ る 基督 信徒の 陳述 及 ^„ink、 

の 精神 は 之 を 感動せ しと ころ ありし ならん。 然れ ども 此等 凡ての 事よりも、 バウ 口の 意識に 最も 鮮 

かに 感覺 せられた る は、 基督の 慈愛 深き 力 ある 御手に て ありき。 彼 は 亡びの 中より 基督に 執へ 出さ 

れ たりとの 感覺を 懐けり。 彼 は基叔 ：！ の 御手 己の 肩に 懸 りたる を實驗 せり。 彼 は 教理の 趣味 深き に 感- 

じ、  道の 奥妙なる に 心 を 動かされた るよりも、 更に 多く 基督 自身の 力と 感化と を經驗 したるな り。 

信仰 は 基督と 我と の 問に 君臣の 誼 に 類し、 友情の 切な るが 如き 關係ぁ る を 意味す る も の 故 其の 熟辑 

する に 及びて は、 バウ 口の 如く 基督に 執 へられた りとの 觀念を 深う する に 至るべき なり。 信徒が 昔 

の 生活 を 今と 對 照し 来る とき は、 共の 後に 遣せ しもの の 如何に 危險 なりし か、 又 如何に 恐るべき も 

のな りし か を 思 ひ、 其の 中より 執へ 出されて、 今の 21 に 置かれた る を 慶び、 唯 だ 基督の 慈悲 深き 

大能 のみ 手に 凡て を歸 して、 感謝の 淚を 流さざる を 得す。 バウ a は 已が身 全く 主の 手に て 執 へられ 

たるに 感激せ り。 其の 生活 は 狂 へ る 馬の 如く、 騎 虎の 勢に 來 じて 如何に 成り 行くべき か を 知ら ざり 

,  ,  ひき かえ 

しか ど、 基督之を^^り留めて之を正しき方に挽回したり。 此の 關 SJg 何時も 胸中に 浮び 來 りて 感激 P 


堪 へす。 已に執 へられた るの 生活なる が 故に、 基督の 印 記 其の上に 鮮 かなる を 認めて、 之 を 獻納す 

るに 至れる を怪 ます。 

バウ n の. 0 ら語れ る 如く、 彼 は 肉體の 上に 於て 當然 is こと を 得べき もの 多 かりき。 お八 日に 割 

禮を 受けた る イスラエルの 族、 ベ- 1 ャ ミンの 支 派、 へ ブル 人より 生れた るへ ブル 人な り 。維 法に よ 

せ む  K ず 

れば パリ サイの 人、 熱心に よれば 敎會 を窘 迫る もの、 律法に ある 所の 義 によれば 站 なきもの なり。 

近 敎投ラ ム ゼ ー 氏が パ ゥ n の 履 歷を說 きし を 請む に、 共の 家 富みて 髻： なりし こと 愈々 明かな り。 

彼 は 基^の ために 世上の 利 (俭、 快樂、 安 靜を失 ひし こと だ 多し と 謂 はざる ベから す。 唯 だ 失 ひし 所 

多き のみなら す、 ？.5極 的に 蒙りし 所の 害 夥しく、 其の 難 苦名狀 すべから ざる もの あり。 五 度 ユダヤ 

人に 四十に 一 を 減じた る 鞭 を 受け、 三た び條 にて 打 たれ、 一た び 石に て擊 たれ、 三た び 破船に 逢 

5 ちの ちち  ？ 3 

ひ、 ー赘夜 海に 漠ひ 々旅路 を經、 河の 難、 盜贼の 難、 同族の 難、 異邦人の 難、 都 城の 難、 野中の 

離、 海中の 難、 偽の 兄弟の 中の 難に 遭 ひ、 衆に 優りて 勞に 服し、 疲れ 苦しみて 屢々 眠らす。 飢え 渴 

き 凍えて 裸な りし こと 北ハ の幾冋 なろ を 知らす。 其の 外 彼が 口外せ ざる 憂慮 群り て 彼に 迫りし なり。 

基督の 惠に捉 へられ、 共の 身に 主の 印 記を帶 びた る バウ 。は、 信仰の ために 断く まで 自ら 失 ふ 所 あ 

る を禪ら す、 又 之が ために 苦痛に 出で 遭 ふこと を 厭 は ざり き。 而 して 其の 崎 g: 嵯峨 たる 行路 を 顧み 

て 曰く、 『翁に 我が S となりし 所の こと 基督に よりて 損 ありと 思へ り。 然 のみなら す 我 は 主耶穌 基督 

を 知る を 以て：： K も 優れる こと、 なすが 故に、 凡ての 物 を 損と なす。 我 基督の ために 是等 凡ての もの 

BT ハウ 0 の宗 a; ほ g 談  三 二 九 
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を 損せし かど、 之 を 舞 •  土の 如く 思へ り』 と。 バウ！" の tS 仰 は 赤滅を 以て 終始  一 fA せり。 斯 くの 如く 

共の 凡ての 物 を基赞 に獻納 したる からに は、 もし 基督の 約束 徒然に する が 如き こと あらば *  。ハウ 

口 の掼害實に^^^だしきものぁるなり。 彼 は 事の 敗る \曉 に は、 凡ての もの を 根 失する までに、 共の 

身 も 物 も 生命 を も、 ゅ：：殘す所なく基^^1の事棄に投じたり。 多くの 信徒 は、 たと ひ 基督の 國 水上の 泡 

と消ゅることぁりとも其の身に^^だしき損害を來すまでに、 身命と^^：：カを之に放下し居ら ざ るな 

り。 之 を 生命 保 險に饕 ふれば、 バウ a は旣に 莫大の 懸け 金 をな せし なり。 保險， $ "社に して 倒 する 

こと あらば、 其の 損害 も 亦 莫大なら ざろ を 得す。 多くの信徒は會社の^^廢を念頭に懸くるを必耍と 

考 ふる 程に 懸け 金 をな さビ るな り。 アブラハム、 モ ー セ、 バウ 。の 如き は 大瞻に 共の 身命 资カを 基 

督の國 に 投じたり。 凡て 信仰の 生活 は 之と 同様なら ざるべ からす。 招 すれば 悉く ^ し、 S すれば 旣 

往の 損失 粪土 を棄 てた るに 同じ かるべし。 霞 性 上の 寶は 世上 凡ての 物 を 賭しても 之 を 求むべき 12 を 

有す。 バウ 。に 取りて は 功名 榮華 瓦礫の 如く、 神の 國は 金玉に も 優りて はえたり。 北ハの 5£ たる もの 

尊 かりし 故、 之が ため 多くの もの を 失 ひし も 之 を 瓦の 如く 兒て 少しも 怨 まざりし なり。 彼が ピリ ピ人 

に書を贈：s^て、 我 は 基督 を 知る を 以て 最も 優れる こと，^ す。 之が ために 凡ての 物を拟 せし かど、 之 

を衡 土の 如く 思 ふと 言 ひし は、 數十 年の 忠戰 身に 報ひ來 て、 羅 馬に 囚 はれし 時の 事な り。 彼 は 往事 

を追懷 し、 現今 將來を 思 ひ、 靜 かに 其の 得失 を 比較し 来りて、 否 我 は 一 物 をも损 せし 所な し、 瓦 を 

失 ひて 玉 を 得た るの み， 敢て 基督の ために 身 を 犠牲に 供したり と 言 ふ を すら 憚らざる を 得す。 最も 


に ろ ことのた めに 舞 土を棄 つるに 何の 苦しき こと あらん やと：； 一 n へり。 バウ n の 如き は 共」^ のた め 

に て 精牲 に^し、 而 して 數十 年の 後に 至りて、 之を悔 ゆるの 色な く、 却って 我ながらお！：  くせし 

もの かなと 獨. ほして 滿足 せし に 非す や。 共の 場に 臨みて は意氣 地に 勵 まされ、 111 祌昂. ^て 水火 を も 

恐れ ざろ もの 冬 かるべし。 然れ ども 靜 かに 既往 を追懷 して 北 ハの继 退に 滿 足し、 北 ハの苦 筋 を *s 然なり 

として、 一;^ も悔 ゆる ことなき はパゥ B の 信 仰に 非 ざれば 能 はざる 所な り。 企 si^ は バウ a の 權牲的 生 

活に 感服す。 然れ ども 獄中に 在りて 北 ハの旣 往の樣 牲的經 藤に 滿 足し、 其の 报を衝 土の 如く！：： 儿 たるに 

至りて は、 敬服の 念 更に 深き を mn^ ゆ。 

パ ゥ 口 また テ モ テ に與 へ たる 書中に 一一 一一；： へ らく、 是 我に 托し 給 ふ 所の 幸なる 祌の榮 の 福 一 15" に從 へ る- 

な り。  我に 力 を 賜べ る 我 化せの 主 基督 耶穌に 謝す、 そ は 我. * て 任じて 忠信なる ものと なし 給へば なり。 

又：： く、 我 之が ために 立てられて 宜べ傅 ふるもの となれ りと。 是パ. ゥ 口が 如何に 巳の 使命 を 感じ、 

其 の 天職 を $, る に 如何なる 精 祌を以 てせ しゃ を 示せる ものな り。 托せられ たりと 譯 せられし はも 

と 軍人の 用.！^ i にして、 兵士 上 長官の 命 を 受け、 任務 を 校 けらる ^ を意昧 す。 故に 使徒 バウ D の 生涯 

は、 も^ 刀 を 校 かりて 出陣した るが 如き 有様な り。 彼 は 常に 武張りた る こと を 好める 性質と 覺し 

く。 おの 用うる 所の， 喩 ましき 軍事な どに 關 する もの 多し。 力比べ、 化合 ひ。 公會の 勝負、 戰 

闘、 出軍 等の 如き は、 彼が 其の 生涯の 經驗を ふるの 套語 にて ありき。 我に 力 を へる 我等の 主と 

いへ る 語 を タリ ソス トムが 解釋 せし と 云 ふ を るに、 此は旗 を 擁して 陳 頭に 逸む ものが、 腕癢へ i: 
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れて之 を 倒す ことな からん ために、 力 を 添 へらる \を 意味す と あり。 然 らば バウ 口 は 戰の氣 を 引き 

たつる に 大關係 ある 旌 持に 身 を 比せし ものなる べし。 斯 くの 如く  E 心へば こそ 彼 は 其の 責任 を 重ん 

じ、 一歩 も 退く こと ある まじと 覺 悟して、 主の ために 戰ひ しもの なれ。 宣べ傳 ふ ものと なりし と自 

らー百 ふ も、 當 時の 勇ましき 習惯を 取りて 譬へ しもの なりと 云 ふ。 元 來宣者 は 羅馬ギ リシ ャ の 習 はせ 

に、 凡そ 晴れが ましき 仕 合 ひ 等 を演 する 時、 双方の 名 を 呼び上げて 場に 登らし むる 職務な り。 { ー且者 

右 を 指し 左 を 顧みて 將に 登場 せんとす る 勇士の 名 を 呼び 上ぐ る や、 雲の 如く 群れる 觀客片 唾 を飮 

み、 冷汗 を 握りて 一 齊に隨 を 之に 凝らす、 其の 光景の 勇ましき 譬 ふるに 物な し。 バウ 0 は 福 昔の 宜 

傳者 とし て 其 身 を當時 の 宣 者に 擬し、 震な る 晴れの 場所に 人 を 呼 上げ て 十分に 仕 合せる を 以て 其 の 

任務と なせり。 傳道 は神經 過敏なる 人 を 慰め 安んじて 之に 睡眠 を與 ふる を 本旨と する ものに 非す。 

勇ましく 登場して 武を 演じ、 霞 性 上の 大功 を 立てし むる を 以て 其の 目的と なさ るべ からす。 凡て 

の傳道 者が バウ C1 の 心 を 以て 其の 職に 從 事せば、 信徒の 氣風、 敎會の 精神 一 變 して、 大いに 振起す 

る ことならん。 

バウ n 曰く、 『我 貧賤に 居る の 道 を 知り、 また 富 厚に 居る の 道 を 知り、 飽 くこと も飢 ゆる こと も、 

富る こと も 乏しき こと も、 すべての こと を 於て 我 之れ に 熟練せ り』 と (l§ffj}。 或は 富みて 躓き 倒 

る、 もの あり。 玉 を 抱きて 罪惡 ある は 小人の 常に 非す や。 富める がた めに 傲り 高ぶり、 性 物 化せ 

られて 茶 だ 卑しむべき 有様に 陷る もの 甚だ 多し。 富に 居て 能く 精神の 權衡 を徘柠 し、 贲 きに 上りて 


能く 眩く ことなき は 容：： なる 修行に あらす。 窗 むこと 難き にあら す。 {:E に 居る の 道 を 知る こと 難 

し。 支那の §51 一一 一一：： へり、 衣食 足りて 禮節を 知る と。 物^ね上の贫窮は1^々精祌上の^^^を^1!^$-。 

^して 濫 する もの 何ぞ北 へれ 多き や。 歲飢 ゑて <3{ 物な きに 當 りて は、 親 其の 子 を 貧 ひ、 妻 其の 夫 を 狡 

す こと を 悼から チ。 一竹 4 の 食 11a の飮、 少しも 其の 樂を 改めす、 此を 以て 顏回は 賢な りと 稱 せら 

る。 しきに 居る の 道 亦 難い かな。 程 明 道が 富貴に も淫 せす、 貧賤に も樂 しむ、 男 兒此に 至る 是豪 

雄、 と 吟ぜし 如く、 富贵 貧賤に 處す るの 道 を 得る は 男 兒の现 想に あらす や。 バウ n は 能く 此の 道 を 

舉び 得た るが 故に、 窮達苦 樂顯晦 すべての 境遇に 處 して 道 を 誤る ことなき を 得たり。 故に 曰く、 

『我人 を 惑 はすに 似 たれ ども 眞實、 人に 知られ ざるに 似 たれ ども 人に 知られ、 死にた る ものに 似た 

れ ども 生ける もの、 责を受 くるに 似 たれ ども 殺されす、 f!1 ふるに 似 たれ ども 常に 害び、 贫 しきに 似 

たれ ども 多くの 人 を 常し、 何も 持たざる に 似 たれ どもす ベての もの を 持てり』 と。 に 彼 は 能く 基 

赞の 精神 を舉 びて、 其の、 M を 心に 得た る ものな り。 主 耶穌は 天の 富 を 捨て- - 貧しくな りた まへ り。 

然れ ども！！ 3； しき 中に ありて 王侯に も 優れる 富 ありし と 謂 はざる ベから す。 『雨ら われらの 主ィ ェ ス、 

め ひみ 

キリストの 恩 を 知る、 彼 は 富る 者な りしが- 爾ら のために 贫 しきものと なれり、 是 雨ら が 彼の 窮乏に 

山り て.：： m める 者と ならん ためなり』 (glf5> 之 を 帝王の 玉座に 居らし むる も、 以て 基督の 光榮に 

加へ、 其の 富 を^ 瓶す る こと 能 はざる なり 。サ マ リャの^^に水を求むるに至るも以て共の心を贫しか 

す！ 6 か 

らしむ る こと 能 はざる なり。 狐 すら 北 ハの栖 あれ ど、 人の子に は 頭 を 枕すべき 所 だに なしと 言 はれし 
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程なる も、 天父 の冢に 愛護 せらる て ふ盘識 片時 も 奪 ふべ からざる 其の 心 は 侵し 損 はる & ことなき な 

り、 加 之、 共の 贫 しきに よりて、 天下 億兆の 生靈 富まさる、 こと を 得たり。 主 は 物質 上 貧しき 5;^ に 

ありし かど、 其の 富み まことに 無盡藏 なりし に 非す や。 唯 だ耶穌 基督の み 然るに あらす" 凡そ 其の 

與 ふる 活ける 水 を 掬す る もの は、 之と 词 一 の 富 を 有し、 能く 內 外の 境遇に 打ち勝ち、 超然 獨 立し 

て 、 世 を も 人 を も賑は し 富す こ と を 得るな り。 例へば 使徒 パ ゥ 口 を 見よ。 ルナン ^^"て バウ 口 を 評 

し、 其の^ 貌を 形容して 曰く、 醜き 短小なる ユダヤ人 にて、 身體 病み 衰へ賤 業に 從 事せ しもの なり 

と。 資に然 り。 然れ ども 不思議な るかな、 此の 人の 心に は 王公に も 優れる 富滿 ちて、 自信の 念 動か 

い とち. i さきもの 

ざる もの ありき。 自ら 語りて 曰く、 『あ、 我 はすべ ての 聖徒のう ちに 最微 者よりも 微 きもの なれ ど、 

祌は 之に 恩 を 賜 ひて、 計る こと 能 はざる 基督の 富 を 異邦人に 傳ふ』 と Gm*„)。 最と微 きものなる 

にも か、 はらす， 其の 胸中に 計るべからざる 富 を 有し、 Q ら 一大 中心と なりて 異邦人に 之 を 分配す 

たから たから と  ， ijl  - 

る こと を 得たり。 或る 和舉 者の 說く所 を 聞けば、 貨とは 自他 取りし との 義 なり。 或は 又 之 を^ 釋し 

て 曰く、 たからと は 力の 義 なりと。 假 りに 後說を 可とし、 力 即ちた からな りと 解釋 せば， バウ 口の 

如き こそ Z- 取 も 多くた から を 有せし ものに あらす や。 其の 靈 性の 力 旺盛に してよ く 世に 勝ち 多くの 人 

を賑 はすに 足れり。 王公の 財貨 も 一 バウ B の 力に は 過ぐ る こと 能 はざる なり。 たと ひ 物質 上の 貨山 

の 如く 貯 へらる、 とも、 もし 戰々 兢々 として 日 を 送り、 常に 境遇に 使役 せられて 精神 上の 自 S 獨立 

を 保つ こと 能 はすん ば、 貨の露 義に 於て 贫を 極めた る ものと IS はざる ベ からす。 日本のと みて ふ 


語 は w の^より； t じて 生れ でし ものな りと 聞く。 此の^ 味に て は {S は 何 を 何 を 食 はんと 思ひ烦 

ふ 如き 心に 滿足 を與 ふる 物！：：； 上の^ 給に 外なら チ。 然れ ども 外 E 語の ，^,4 即ち ゥ H ル スは 共の せ 5 義 

1^ だ 趣味 深き 心地 ぞす る。 ゥ N ルス は ウイ ー ル 即ち 幸 M の義 を极據 とす。 ゥ N ルス は 幸福な りと い 

ふも^ 支な かるべし。 然 らば 幸福なる もの は 常め る ものな り。 たと ひ 其の 海 を 有てば とて、 情 

祌自出 を 失 ひ、 、61 性 陰 15 にして 爽快の^ 象 を 欠き、 動かざる こと 山の 如き 確信 あるな く、 常に 外物 

の 侵略に 蹂躪 せらる & こと あらば、 此の 人 を こそ 眞の 貧者と は稱 すべき なれ。 耶穌 山上の垂訓 を 熟 

t 一ぬ せよ。 幸なる 人必 すし も 物 lIX 上の 富 を 有する ものに あらす。 ！ $3； しくして 飢ゑ渴 き、 慨き 悲しむ も 

耶穌 の！ 一一 IE はれし 如く 之 を 幸な りと して 祝すべき なり。 富の 眞義に 立ち 反りて 之を考 ふれば、 世上の 

多く は 共の 地位 を轉 倒す るに 至る。 屡々 飢 ゑたり とい ふ バウ n は 甚だ {:E み、 反って 子孫 帝王 萬 

世の 業 を II かんと 丹 5 氣 込み、 不老不死の 藥を 求めて 煩悶せ る秦 の始皇 は、 甚だ 贫 しき 者に て ありし 

なり。 三并、 31? 崎必 すし も {:E^ にあら す、 俊 かに レプタ 二つ を納 むる を 得た る 寡婦 必す しも：^ しき 

にあらざる なり。 ， 

基^が 神の 國を說 き、 永生 を 語られし は、 人 をして 富の 眞義を 理，^ ；; し、 すべての 境遇に 處 して 精 

祌 上の. CI.E 獨立を 得せし めんと 欲すれば なり。 バウ D は 基！^ I を 信じて 飽 くこと も飢 ゆる こと も、 富 

むこと も $3； しき こと も、 すべての ことに 於て 我 之 を 熟練せ りと 明言す る を 悼から ざる 信仰に 到達せ 

り。 此に 熟練せ りと 譯 せられし は、 遂に、 秘密に 分け入りて 其の 奥義に 徹底し、 其の 妙處に 迭詣し 
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得たり との 意味 を 有する ギリシャ 語な り。 信仰 は發 達すべき ものな り。 我等 信. 淺 くして 動 も すれ.， H 

世の 風波に 搖 られ、 利害得失 のために 心を提 破せられ て眞 正の 平和 を享 けす、 常に 思 ひ M ふの 醜體 

を脫 せざる なり。 故に 大いに 自ら を警 しめ、 發憤舆 起し、 基督の 惠み 深き 敎 育の 下に バウ。 の 如く 

人生の 秘義に 通じ、 永久 世界の 實在を 明かに 認識し、 祌の國 と 其の 正しき とに 全力 を 注ぎて、 平和 

の 基礎 を 堅固なら しめざる ベから す。 我等 は 信仰 上の 幼弱 者に 非す や、 門に 人り しのみ にて 未だ 堂 

に 進まざる もの、 豈 志を勵 ますこと なかる ベ けんや。 
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汝等も 亦 去らん と 思 ふや 

(約 翰 六の 六 七) 

ユダヤ人 耶穌の 本 3::: を 誤解し、 之 を 己 等の 世俗的なる 希望に 附會 して、 ； ^(の 前" 3 に 望 を 置く こと 

I* だ 盛な り。 何 所まで も 之 を 守り立て、 首尾よく 平生の 野心 を 遂げん との 考 にて、 主 耶穌に 附き從 

へる もの^に 夥し かりき。 耶穌は 人の 野心 を 利 川し、 其の 誤解に 乘 じて 己が 志 を 仲 べんと する が 如 

きこと をせ す、 却って 佌 人に 望 を 失 はせ、 其の 名 聲を墮 すに 至る を も 憚らす、 彼等の 誤解 を 打破す 

るの 目的 を 以て、 の 本意 を 明 首し、 彼等の 野心と 相容れ ざる こと を 語り、 唯 だ純粹 なる 精祌 にて 

己に 從ふ もの、 み 殘し留 むる の 手段 を 採られたり。 斯くて 多くの 人 誤解 釋 けて 主の 露 意 明かになる 

に從 ひ、 大いに 望 を 失 ひて 之に 遠 かるに 至れり。 眞實に 其の 道に 服し、 ：H ハの靈 なる 敎訓に 深く 歡喜 

したる に は あらで、 或は 社會の 必要より、 或は 一家の 安寧 を 計る より、 或は 道德 上の 便宜 を 得ん と 

欲する より、 ^だしき は 己が 野心 を 遂げん がた めに 基督に 從ふ とも、 是ゃ > のこと に 失望す る 所 あ 

り、 若く は 基督 敎の 宗敎的 要求に 接する に 及び、 案外の 思 をな して 最初の 勢 何 所へ か 消え失せ、 終 

に は 信仰 を 失 ふに 至る もの 少 からす。 》#K1 今 共に 同じき 弊害な り。 蟥の廿 きに 就く が 如く 集りし ュ 
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ダャ人 次第に H 、の 影を隱 し、 m;^ て は 耶穌の 弟子 等に も 其の 弊 を 及ぼせり。 所 『此の 後 その 弟子 多 

く：！ り 行きて 耶穌 と共に 歩 まざりき』 と あるが 如し。 此の 時耶穌 十二の？ 子に 一一 一一！： ひける は、 汝等も 

亦 去らん と 思 ふやと。 註解 者 曰く、 此は耶 穌が. 子 や！ > を 狐疑せ し 首に 非す、 汝等 はよ も 我 を 去る ま 

じ 如何に ぞ やと 譯 すれば 更に fiS 當 なるべし と。 然 らば 此は其 の 弟子 を 信す る こと 厚く、 深く 其の 誠 

心 に 依り 賴め る 一一 一 E な らん。 よも や 去る こと 無 かるべし と 思 ひし かど、 斯 かる 問 を 設け て 其 の 答 を 促 

さば、 唯 だ 己が 心に 滿足を 得る のみなら す、 其の 志を發 表せし むる に 由り て 彼^の 精祌を 堅固に な 

すの利ハ分：ぁりと：3^られし故に、 孤城 落日の 如き 狀況 に陷 りし 此の 時、 汝等亦 去らん とする やと 問 は 

れ たる ものな らん。 大風の 過ぎし 後の 如く、  ^：圍の狀況^^^だ淋しく、 世の 屮を 心細く 感じて 茫然た 

り しとき、 汝ゅ： また 去らん と ふやとの 言 は、 靑 天の 霹靂に て、 彼等 をして 心に^ りたる 疑 題の 

歸着點 を 明かに 知覺 せしめ、 眠り を 催せる ものが 一陣の 塞 風に 目の 冴へ 來 るを覺 ゆる 如く、 之 をし 

て 其の 靈 魂の 姿勢 を 整へ しめ、 萎微 せる 志 氣を奮 ひ 起さし めた"。 斯 かる 場合に は 人の 誠心 忽然 顯 

れ來る ものと 兌 ゆ。 シ モン • ぺテ。 他の 弟子た ちの 意 を 受け、 自ら 進んで 答へ ける は、 『主よ 我等 は 

一一とば 

誰に 行かん や、 永生の 道 を もてる もの は汝 なり、 また 我等 信じて 知る、 汝は 生ける 神の 子 基督な 

り』 と。 ぺテ a ^ の 胸中に 存し 居た る 誠心 はこの ー肯と \ もに 前よりも 固く 凝結して 破れ 難き もの 

となりし なり。 

ブル，' スが其 の 『十二 徒の 訓練』 に說 きし 如く、  子等の 此の ニー 一一：： は 彼等が 永生の 大 問題 を眞面 


n に 研究し、 力 を f;^ して 其の 解釋を 得ん と 心が くる 精： だ^なり し を 示す に；： 止る。 他の ユダヤ人 

おつまり 

は烏合の^^勢にて、 此ぞと 心. r ろ大 ii 題 を^げ す。 死活の 岐る、 所と なす 程の 事件 もな く、 一時 

の 流行 に 心 浮き立 ちて ig- ひ 聚れる 彌次 0 に 過ぎす。 彼 5^.- が 秋の 薄 紫と 问 じく 散り ぐに 消え失せし 

も愤 しむに 足らざる なり。 ぺテ n:^> は然ら す。 精神 上の 飢？^ じみ 難く、  面！ Z に 永生の 問题 を硏究 

せり。 彼 は SMmn なりし がた めに 其の；！：^ 仰 を 維持す る こと *V ふむ たり。 唯 だべ テ" のみなら す、 

今 口と 雖も 波風 荒き 世の中に ：！；^ 仰 を 保ち、 惑 の ^^ーゼ^^を排して 其 の 初の 信仰 を贯 徹す る もの は、 眞 

面 ほ なる 志の 人の み 之 を 能す。 

= ？:: ^子た ち はまた 耶穌を 去り、 之 を 菜て \ 何の 得る 所 あり やとの 問題 ある を も 明かに 知覺し 居た 

り。 ^^|§なろ人々が执を桃 って耶穌に^き去りしは、 心地よ き舉 動の 如く 13^ ゆれ ども、 彼等が 之 を 

離れて 身 を すべき もの は、 へ 。デの $1- か、 パリ サイ か、 1^ 遁者 流なる H ッ セネ 派な ろか、 將た稅 

吏 i§ 人の 群 か。 彼^ は耶 穌を棄 て. - 兇贼バ ラバ を 取りし 徒に 非す や。 ベ テ 。 等 は 一;c^ 木 を 巾 Z で 、幽谷 

に 移る の 3^ を 避く る こと を 忘れ ざり しなり。 耶穌を てて はた 誰に か 51 せんとの 問 は、 信仰 を g ひ衞 

す ろ 桥丘ハ の 呼び 交す 合 ひ， ば i の 如き ものに て あり き。 今日の 井 京 S 敎徒も 信 仰 上 の 動 搖を感 す る に や S り 

ベ テ 口 やの 如く 3 呉 面 E に 自ら 問 ふこと をな さば、 容易に 其の 心 を 移す こと 能 はざる べし。 昔ジ ャ 

ン*ボール* リヒテル は、 奇 wfis^ る 夢 を 記し、 之 を 思 ひ 回らし つ X 以て 其の 信仰 を 維持し 得たり と 首 

ふ。 彼 は 夢に 祌 なきの 宇 苗が 恰も^ を 抉り 拔 きたる 腿 窝 なる を 兒、 其の 凄 さに 戰慄 して 無祌 主義に 
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陷る こと を 免れたり。 眼 を 抉り 拔 きたる 眼窩 凄し と雖 も， 其よりも 更に 恐ろしき は惡 鬼の 眼と 入れ 

代へ たる 眼离に 非す や。 善き It を棄 つる もの は必す 悪しき 神 を 奉す るに 至る。 マヂ -11 が 神に 事へ 

きれば S 來 事の 成り ゆきに 事 ふるのみ と 言 ひし 如く、 神な きの 宇宙 は 恐ろしく 穴 r: 虚 なりと 雖も、 此 

の 間隙に 乘 じて 人 を 脅す もの 多し。 ショ ー ペン ハウ H ルの 無道なる 意力、 煩惱の 起原た る佛 者の 無 

明、 ハルトマンの 無意識なる 智力 等 を 以て 祌に代 へんか。 よくよく 之を眺 むる 程に、 彼等 は 惡鬼羅 

刹の 相 を 現じ、 人の 道念と 志 氣とを 襲 ひて 之を惱 ますこと 某 だし。 基督の 事に 付きて 信仰の 道 を 誤 

り、 之に 祌 とし 事 ふること なきに 至らば、 初 は 唯 神 的 信念 を 維持す るが 如く なれ ども、 漸くに して 

汎神 說に陷 る。 汎神說 の 徒 また IW 變 して 唯物論 者と ならざる を 得す。 此は 博士 ォ ー ルが 其の 『基督 

敎 世界観』 に 於て 明快に 辯ぜし 所な り。 u  メ ー ンスの 如き は 信仰 を 失 ひて、 終に 無 神 說に陷 り、 其 

の 凄き 狀況に 驚き、 落魄せ る蕩 子が 父の 懷を慕 ひ 求む るに 至りし 如く、 再び 往時の 信仰に 立ち 歸る 

こと を 得たり。 或は 基膂の 神性 を 認めざる も有祌 的の 信念 甚だ 堅固なる マ ル チノ ー の 如き 人 も あれ 

ど、 多 數の實 例に 就きて 之 を 調 茶す るに、 基督 を棄 つる もの は 論理 上 終に 無 神 主義にまで 陷ら ざる 

を 得 ざろ なり。 我が 國に 於ても 共の 寳例 た 多き を 見るべし。 此の 故に 基督 を 去る の 結果、 終に 如 

何なる 點に歸 着せん とする かと 問 ふ は、 衰 へんと する 信仰の 興裔劑 なるべし。 弟子 等が 汝等も 亦 去 

らんと 思 ふやとの 一 首に 驚かされて 其の 志 を 堅固に し 得た る 如く、 吾人 も 時に 此の 問題 を 提起し、 

信仰 上の 去就 を愼 しみて、 動もすれば 輕薄 ならん とする 志 を 養 はざる ベから す。 


弟子 逹 また、 我等 は 信じて 知る、 汝は 生ける 神の 子 基督な りとの 二百 を 以て、 彼等が 耶穌を 去る 

に 忍びざる 一 つの 现. E と はなしぬ。 最も 信すべき 舉 者の 說 によれば、 此の 文 を 我等 信じて 知る、 汝 

は 神の 聖 なる ものな りと 讀む方 適當な るが 如し。 彼等 は 殆んど 三年の 久しき 間耶穌 と共に 起居 出入 

し、 親しく 其の 音容に 接し、 其の 威德を 仰ぎ、 共の 慈愛に 觸れ たれば、 如何にしても 思 ひ 切りて 之 

を 振り 棄 つる こと 能 はす、 其の 與 ふる 感化、 其の 施す 永生の 力、 其の 罪 を 救 ふの 教訓 は、 旣に 深く 

彼等の 肺腑に 浸み 込みたり。 彼等 は 耶稣を 離れ 去る に 忍び ざり しほ ど 其の 美 を 知り、 其の 價値 を覺 

りたり。 彼等 は 耶穌を 知る に 依って 不信仰の 暗き 淵に 沈む こと を 免れたり。 基督に 遠ざかり、 其の 

敎を棄 つる もの ある は 深く 耶穌を 知らざる に. 5 る。 耶穌 に付きて 彼等の 有せる 實驗は 凡ての 辯 明よ 

りも强 く、 共の 狂 はんとす る 意馬 を繁ぎ 留めた る 力に て ありき。 基督 敎徒は 聖書 を熟讀 し、 福音の 

歷史に 精通し， 基督の 起居 動作 言論 を 目の あたり 見る が 如くに 學び、 其の 慈愛と 惠 みとに 觸る. t に 

至り、 其の 信仰 搖ぎ なき 磐の 上に 基ゐ せる もの と 謂 ふ ベ し。 

(1 八 九九 年 1 0  H0 
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基督 は 誰な り や 

『汝等 は 基督 を 誰と かなす』。 是靈の 死活問題 なり。 余 wf は 此の 重大なる 問題に 付きて 簡明なる 答 

へ をな さんと 欲す。 

第一 博 文 館より 出で たる 釋.^ 、 孔子 及び 耶穌 の傳 に付きて 之を考 ふれば、 最も 歴史的に して 其 

の實歷 殆んど 眼前に 躍如たるが 如き 感 ある もの は耶 穌の傳 記と す。 此は 何人に 於ても 異論な き 所な 

るべ し。 高等 批評 の 結 菜と して 基瞥 の 傳記は 大體に 於て 其の 藤 史的なる を 信す ベ きな り。 

第二 耶穌基 Ji^H の 性行 は 道德上 完全なる 者な り。 此の 點 に付きても 顿 るに 足る ほどの 異論 あるべ 

しと 覺 えす。 基督 は 其の 品性に 於て 萬 世 萬 代に 通じて 悖る ことなく" 天下 何れの 國、 何れの 民に も 

適切なる 现想を 示せ， o。 古今 詩歌 小說 等に 現れた る 假設的 人物に 完全なる 品性 を 見出ださす。 寓世 

萬 民に 通じて 常に 完全なる 品性 は、 假^ 的に も 人類の 產 出し 難き 所な り。 之 を 道義の 性に 訴 へて、 

完全なる 人物と は斯 くの 如くなる べしとの 现想を 示さん と 試みし プラト ー、 ァ リスト ー トル の 如き 

も、 完全なる 人格の 模範 を 示す こと 能 は ざり しなり。 然るに 耶穌 基督の み 獨り斯 くの 如くなる を 得 

し は 奇蹟 中の 最も 奇なる ものに て、 かりに基^；^：：の傳をして展史的ならざらしめば、 此の 如き 人物 を 


想俛 して 假 し 5：! たる 作古 の 天才 は 無類 絶倫に て、 とても 人間 ii^ の 及ぶ ところに 非ざる なり。 

三 獨 一なる 3 は 〈祌の 確. ぽに 認識せられ、 信仰的生活に効カ著るしきは耶穌基^^；を信するものに 

のみ 限れり。 耶穌を る これ 祌を るな り。 耶 g を經 るに 非 ざれば 祌論 的觀念 机上の 穴 H 論と して 

は^ 在すべき も、 仰ヒの 力と して^ 在す る こと 能 はす。 竹 の 祌は宗 敎を创 立す る こと 能 は ざ 

るな り。 耶穌 其."^ を 奉し、 之を禮^^；^：するものにして始めて冇祌的信念活動するを兑る。 是 (十 ひ 難 

き！^^^實なるべし。 耶穌を 如何なる ものと すれば とて， 之に 依らで は祌に 近づき 難く、 之 を 仰ぎ 拜せ 

ざれば、 天父 を拜 するとと 能 はざる は宗 敎界 の事實 にて、 何故に その 然る や を 研究 するとき は、 耶 

穌港将 を 誰と かなす て ふ 問の 過半、 已に答 辯せられ たる 心地す。 

^ra 种人兩 性 耶穌に 於て 合一せ りとの 敎现は lln くその ま& になし Ef^l き、 其、 の 心 志 意向 祌と 全く 

合一 調和せ りと なすに 至りて は 疑を容 るべき 餘地 少しも 存 せざる なり。 基 醤の傅 を 請 まば、 其の 祌 

の^！总志と調和して少しも戾る所なく、  二者の 一致 だ 美 はしく 1!^ つ 全きに 驚かざる ものな し。 耶穌 

十二 歳の 時 父の 事に 身を委 ぬべ しと E 一一 一一：： せられし より、 神の^^：：を行ふこれ我が精なりと^^？^り、 終 

に 卜 字 架の 苦き 盃を賜 は る に f て 敢て我 が 意志 を 主張せ す、 唯 だ 御 心の ま」 になし 給へ と 呼ば は 

b しに るまで、 ：^パ の 意志、 希 sl-、 祌と 完全に 一致 調和せ り。 彼 は 神の 國に關 する 天意 を 以て 全く 

己が 意志と なし、 之に 從 ひて 生き、 又 之に 從 ひて 死ねり。 此を 以て れば 耶穌は 其の 心に 於て 神と 

一な り。 其の 志 全く 祌と 符合せ り。 是明. E なる 事寳 なるべし。 

^« は なり キ  三 enii 
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第五 耶穌 E く、 『天地 間 あらゆる 權威 我に 與 へられたり』 と。 其の 傳を讀 みて 此の 言の 實に 過ぎ. 

ざる を 信す。 見よ 耶穌は 世に 支配 せらる \ ものに 非す。 全く 世に 勝ちし なり。 人の 娘^ 周章す る 間 

に、 彼 は 死と 苦痛と を P 、前に 控 へながら、 我 汝らに 平和 を與 ふ、 我が 與 ふる 平和 は 世の 與 ふる 如き 

ものに 非す と 首へ り。 彼 は 十字架 上よ.^ 敵の ために 祈れり。 篤詈も 劍戟も 其の 心を應 倒す る こと 能 

はす。 苦痛の 極み 死の 暗き も 其の 愛 を 打破す る こと を 得 ざり き。 萬 物の 力、 惡 魔の 襲 擊も之 を 如何 

ともす る こと 能 はす。 耶穌の 心 は 超然 獨 立して 其の 不思議なる 自由 を 保ち、 死に 湖して 人の 罪を赦 

し、 之と 共に パラダイスに あるべき を 約束せ り。 是 世に 勝ちて 物の 上に 超然 獨 立す るの 權 威に 非す 

や。 基督の 力 は 萬 物に 勝てり。 是 神の 力に 非す や。 基督の 權威は 祌の權 威に 非す や。 

第 六 耶穌 基督 は 露 性界の 王者な り。 ナタナ H ルは 耶穌 のために 其の 胸中 を視 透かされて、 汝は 

神の 子な り。 イスラエルの 王な り と 言 へり。 ガリ ラ ャ湖逢 の 漁夫 等 は、 其の 召し を 受けて 世界 を敎 

化する 勢力と なること を 得たり。 彼等 は 其の 精神に 感激し、 之 を 認識して 神と 崇む るに 至れり。 爾 

來 一 一千 年 基督が 靈性界 に 主 横 を 握りて 其の 勢力 を 及ぼす を 見よ。 其の 光明 は 世の 暗き を 照らし、 人 

の 弱き を 起し、 死せ るが 如き ものに 生命 を與 ふ。 ナボレ オンが セント • へ レナに 在りて、 人 n の權カ 

を 夢と 觀じ、 耶穌の 十字架の み遷り 行く 世に 獨り聳 ゆるに 驚きし も宜 なる かな。 基督の 權威は 冷酷 

なる 批評家 を も 動かし、 智慧に 誇れる 哲學者 を も 其の 前に 膝 を 屈せし む。 スビノ ザ は 之を稱 して 神 

の聖 殿な りと 言 ひ、 神 は 耶穌に 於て- 1^ も 完全に 現れたり と譜 嘆す。 ルソ， -は ソクラテスの 死 は 竹 學- 


者に 相應 しく、 基^の 死 は 神に 相應 しと 絶叫せ り。 ゲ，" テは 世の中に 進歩の 必要な きもの 唯 だ 一人 

あるの み、 而 して 福 昔 書の 中に 現れた る道德 上の 威厳と 性 上の 品格 は、 (4i 前 絡 後な りと 說 きた 

り。 站 ：^$： は 肉 を 受けた る 潔な りと シ ルレ ルは 一一 n ひぬ。 スト ラウス は 比 額な き宗敎 上の }^才 と 哲 

を 5{ホ め、 絶對 なる 宗敎を 創立せ し 者 は 十 ：！ 今 此の 人 あるの みと 譜 へたり。 カント、 へ，' ゲル 等が 其の 

雄大な る 識カを 以 て 共 上^ の 前 に拜 伏した るは更 にも 一 百 はす、 北ハの 精神 界 に 於け る 成？； の 盛なる こと. 

驚く に堪 へたり。 贫 しき 者 も 恶！^ の窗 によりて 豐 なる を覺 え、 悲しめる 者 は 共の 安 慰に よりて 淚を 

拭 はる。 罪人 は 北ハの 感化に よりて 淸 めら れ、 志士 仁人 その 同情に よりて 氣 力の 振 ひ 起る. を感 す。 此. 

は 史上の 事 13； にして 我等の 常に 目撃す る 所、 又經驗 する 所に 非す や。 基督の 植 威に 接 觸 したる も. 

の は、 少く とも 之 を 認めて 人 11 以上と なさに る を 得す。 

第 七 高等 批評なる もの 起り てより、 耶穌の 傳記は 背 酷なる 批評の 火中に 投 ぜられ たり。 然れ ど. 

も 火に 燒 かる X 金の ますく 精なる が 如く、 基督 は歷 史上に 益々 確實 なる 人格と はなり ぬ。 而 して 

是等 批評の 結 ei^ として、 共の 倚 記に 超自然的 要素の 實在 せる こと 疑 ふべ からす。 或る 奇蹟 を： ふべ 

しとす る も、 全然 之 を 排斥す る は 到底 出來 ベから ざる こと.^ なりぬ。 基督の 傳記は 超自然的 なり。 

,  ぬ きたて 

超 -z: 然的耍 素 は 基 1^ の 展史に 織り こまれた る 緯經の 金糸に して 之 を 取り去る ベから す。 之 を 拔き去 

りて は^ 哲の 胺史を f お^せし むる こと 能 はざる なり。 就中 基督の 復活の 如き、 ルナン、 スト ラウス 

等の 批評 を經 て、 益々 精確なる 事實 となりたり。 何人と 雖も 基督の 傳記 をして に 自然 的なら しむ- 
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る こと 能 はざる べし。 死して 葬られ、 第三 R に 復活せ る基叔 は、 たと ひ カイ ム、 パイシ ラッフ 等の. 

如く 不滿 足なる 方法 を 以て 之 を 解釋 する も、 共の 超自然的な るに 至りて は 之 を 担 否し 難 かるべし。 

唯 だ 基督の 生涯と 死 .3 みならす、 基 1^:: 敎の创 立と 其の 經 膝と は、 共に 自然 的に のみ 之 を解釋 する こ 

と を 得 ベ か らす。 超自然なる 基督と、 其の 超自然なる 性行 及び 復活な くんば 世界の 袋 大事 實 なる 基 

督 敎を說 明す る こと 能 はざる なり。 如何に 之 を附會 し、 曲解し、 强て說 き 去らん と 試む ると も、 基. 

督. の 應史に 超自然 の 分子 存在し、 牢乎と し て 拔く ベ か らざ る は 疑 を 容れざ る ことなり。 

第 八 其のん ポ子 は 之 を 何と Ja しゃ。 敎. は 之 を 如何なる も Q とせし や。 擧者、 賢哲 は 之に 付きて 

如何なる 意見 をお する や。 我 は 之 を 何と： るか。 是等は 重要なる 問題に して 熟慮す るの 價値餘 り あ 

りと 雖も、 更に 大切なる は耶穌 基督 彼. 自身 は 己 を 如何に 解釋 せし か、 S ら 如何なる ものと 意識せ し 

やて ふ 問題なる べし。 基督が 己と 已が權 威に 付きて 語りし こと、 暗示せ しこと、 擧 げて數 ふべ から 

す。 今 その 著明なる もの、 中より 數 g 條を 取りて 玆に揭 ぐべ し。 口ぐ、 凡て 勞れ たる もの は 我に 來 

れ、 我 汝等を 息ません。 又已を 信ぜし 婦人 を稱 美して n く、 汝の 信汝を 救へ り。 安全に して 往け 

と。 此は身 を 以て 救世の 中心と なし、 宗敎的 信念の 目的と なせる ものに 非す や。 n く、 我よりも 父 

母 を 愛しむ もの は 我に 協 はざる ものな り、 我よりも 子女 を 愛しむ もの は 我に 協 はざる 者な り、 其の 

十字架 をと りて 我に 從 はざる 者 も 我に 協 はざる な 者り。 其の 生命 を 得る もの は 之 を 失 ひ、 我がた め 

に 牛； 命 を 失 ふ 者 は 之 を 得べ しと。 是 人に 向 ひて 絕對 的の 服從を 要求せ しなり。 血肉の 凡て の關 係よ. 


り も く 且つ 大 なる もの 己と 弟子と の^に 成立せ りと 明 一一 n したるな り。 或る時 Isl^ の ものに 一一 一一" ひけ 

る は、？.^ よ 心安 かれ 汝の 罪赦 されたり  汝 S 罪赦 されたり と 曾 ふ と、 起きて 歩め と 1 一 C ふと 何れ 

か 易き、 夫れ 人 Q 子 地に て 罪を赦 すの 植 ある こと を汝 等に 知らせん 云々 と。 It を赦 す- U に 人に して 

けが V-  -I と 

能くす る 所な らん や。 傍に ありし 摩お どもが 心の中に 此の 人褻濟 肯を爲 すと て 不平 を， ぬらせる も、 

耶穌 にして 軍に 人類な らんに は實 に道现 ありと 謂 はざる ベから す。 E く、 人の子 己の 榮光を 以て 諸 

* の 架き 使 を 率ゐ來 らんと き 共の 榮 光の 位に 座し、 萬！： の K を 北ハの 前に 集め、 羊を牧 ふ^が 綿羊と 

山羊と を 分つ が 如く 之 を 別つべし と。 耶穌は 世の 審判 者 を 以て ほ ら 任じたり。 驚くべき 求に 非す 

や。 ぺテ 。が汝 は^ 督 生ける 祌の 子な りと 明言せ しとき 耶穌之 を 是認す るを惲 から ざり き。 祭司の 

長 之に 向 ひて、 汝 ^5^= 祌の 子なる か、 我汝を 生ける 神に 誓 はせ て 之を吿 げし めんと 1 一一：： ひしと き、 耶 

穌た： へけ る は、 汝が 一一 一一：： へる 如し、 且つ 汝ゃ >  に吿 ぐ， 此の 後人の 子 大權の 右に 坐し、 H< の 雲に 乘 りて 

來る を汝等 a るべ しと。 是 己が 身 位 分限に 付きて 何等の 意識 を 抱きし や を 示す に 足るべし。 曰ぐ、 

二三 人我が 名に 於て 集りた る 所に は 我 其の 中に 在るべし と。 此は實 に 基督が 其の 敎 會に對 し、 全知 

にして 遍在な る 關係を 4；? す べしと なせる もの、 北ハ の 一一 一一：： の 偉大 崇高な る に 驚か ざ る を 得す。 我 は心柔 

和に して 謙る ものな りと I 一：： ひし 耶穌、 最も 平和 安靜 なる 意識 を 抱き、 玲瓏と して 透明なる 智議 を以 

て 斯く の 如き 言 を發 せらる。 是 如何な る f  ^ と を 意味す る や。 玆に 至り て 基督 は 誰な り や と 問 は ん と 

欲す るの 念ます /\ 切な ら ざる を 得す。 
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第 九 基督の 敎會は 古今 一致して 彼 は 受肉降 世した る 神な ひと 信す。 凡ての 點を 綜合して、 最も 

道理に 合 へ る 答へ を 此の 問に 與 へんと 欲すれば、 必す聖 なる 公 同敎會 と磬を 合せて、 神の 獨子 主耶 

穌 基督 を 信す と吿 白す るを當 然とす。 古の 世 アリウスなる もの あり。 其の 徒と 共に 基督 は 人間以上 

の 者 なれ ど 神に は あらす、 其の 威 德の大 なる、 之 を禮拜 する も 可な り、 唯 だ 之 を 神な りと 斷言 すべ 

からすと 主張せ り、 神なら すと 雖も 稍々； t に 近く、 共の 盛德 上帝に 彷彿た る もの ある を 以て 之を鷗 

拜 すべし となす は、 是 偶像 禮拜の 精祌を 現出した るに 外なら す。 ヒ ー ゼ -1 ズムの 主義 尙共の 餘燼を 

留めて 再燃の 兆 を 現し、 アリウス を 代表者と して. 其の 誤 護、 否 共の 偶像 禮拜的 罪 惡を縱 にせん と 試 

みたるな り。 基督 敎は獨 I の 生ける 祌の 外禮拜 すべから すと なす を 以て 主義と す。 基督 敎は 人類の 

膝、 ； t の 前に あら ざれば 宗敎 的に 屈する を 不可な りと 認む。 人の 儇値 尊貴 玆に 至りて 甚だ 大 なりと ■ 

謂ぶべし。 ァ タナシ ウス は 此の 主義 を 代表し、 決然と して 起ちぬ。 彼 は 偶像 禮拜 主義 を 含有せ るァ 

リウスの 說を 極力 排斥して 基 敎の 精神 を 明かに し、 人格の 尊貴 を 維持し、 自. H 獨 立の 基礎 を鞏 M 

ならしめ たり。 基督 神なら ば 之を拜 すべし。 神なら すん ば 之を拜 する こと 勿れ。 是 基督； t性# をな 

すの 己む を 得ざる 理由な り。 

(1 八 九九 年 1 13) 


耶穌受 離の 當時 を追惊 して 十字架の 秘義に 心 を 潜む る は 可な り。 然れ ども 其の 死 に の み 思 ひ を 凝 

して、 の 事 ばと 共の 意味と を 等 に附 する は大 いなる 誤謬に して、 精神 上の 掼失 極めて 大 なり 

と 謂 はざる ベから す。 ^^は 生命な り。 n: く、 『我 生 くれば、 雨ら も 亦 生きん』 と。 基督 復活して 生 

存す るに 非 すん ば、 十字架 も 人 を 救 ふこと 能 はざる べし。 故に バウ a は耶穌 我らが 罪惡 のために 附 

さ C -、 又 我らが 義 とせられん ために 復活せ りと 言へ り。 基督 信徒に して、 喜び 少なく 世に 勝つ の氣 

力 乏しき もの 多き は、 北ハの 復活の 力 を 身に 經驗 する こと きを 以てなる べし。 余辈請 ふ、 神の 導き 

に，. K り、 si- く 主の 復活に 感化 せられて、 十 ：！ の 使； JJ^ が 之に 依りて 前後 全く 別人 とれり し 如くな らんこ 

と を 期せん。 

〇 

はじめ ふ ひ よ 

親しき ものの 死 を 歎く 人の 心に、 此の上 もな き 慰藉と なる は、 基督の 復活な り。 七日の^ 日の 味 

ぁナ 

^に 耶穌を 愛する it たち、 1^ 物を携 へて 耶穌の 墓に 詣 でしに、 石 墓より 轉び ありて、 、王の 屍を兒 ざ 

りし かば、 大いに 失 してお U 悲 むこと^ だし。 天の 使 之に 首 ひける は、 『何ぞ 死にた る もの 、中に 
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生きた る もの を尋 ぬる や。 彼は此 にあら す。 輕 りたり』 と。 唯 だ 死て ふ 冷 かなる |£H 莨に のみ 目 を 注 

ぎ、 故人 を悲 むの 淚？ f り 勝ちなる 墓に 向 ひて、 共の 怨み を 述べん とする が 故に、 天の 光明に 接する 

こと 能 は ざろ なり。 此の 時に 常り、 に 復活せ しとい ふ を 認識し、 『何ぞ 死にた る もの i 

かに、 生き. たる もの を I なぬ る や』、 との 甚ば しき 誡を聽 くべ し。 ® 沾日は 死別 を 悲しむ もの、 慰藉 

なり。 

〇 

耶穌 復活 せ る は ナインの 寡：^ の 子、 若く は ベタ-一 ャのラ ザ。 の 如く、  }^ び 死す ベ き肉體 にあら 

す。 祌靈 不思議なる 體 にて 復活せ り。 彼 は 人類 復 の初德 として 麵 りたり。 基督 敎は？ 単に 鐘 辣の不 

死 をのみ i? ふるものに あらす。 此の 肉體亦 永遠の 生命と 深き 關係を 有す。 血肉 祌の國 を 承け 繼 がす 

と あるが 如く、 此の 肉體 有りの 儘に て、 永遠の 生命に 到るべからざる は 論す るを俟 たす。 然れ ども 

耶穌魏 なる 體 にて 俊お せし 如くに 我ら も 亦 復活すべき なり。 バウ a  !：：  く、 『我ら は壞る ものに て播か 

れ、 ざる ものに © へらされ、 尊から ざる ものに て播 かれ、 榮 ある ものに 輕 へさせられ、. 弱き もの 

にて 播 かれ、 强 きものに て へさせられ、 血 氣の體 にて 播 かれ、 鶴の 體に輕 へさる、 なり』 と。 又 

口く、 『此の 壞 つる もの 壞 ちざる もの を 辛；^、 此の 死ぬ る 者 死なざる 者 を 着ん とす』 と。 断の 如く 此の 

體假令 今の 儘に 永^せ ざるに もせよ、 露なる 體の 1^ 子、 祌靈不 議 なる 體 の^、 赏に此 に 在りと す 

れば、 共の M 似^だ 贵く、 決して！： ん すべき ものに 非るな り。 基督 は 萬 物 を 已に從 はせ べき 能力 


に. E り 我ら の^しき ゆ を 化へ て 共の 榮 光の 儺に 象ら しむべし imf)" 断く の 如く なれば、 肉^ を 

ふ さ 

れ IJS; して 之 を： めさ らん こと を勉 め、 共の 述 命に 和應 はしく 愤ん で 之 を 保 謹せ ざる ベから す。 そ は 

ら必す のム n 前に 出で て おに も あれ、 悪に も あれ、 各々 共の 體に 於て 爲 せし 所の ことに^ 

ひ、 共の 報を受 くべき もの なれば なり (§lfs>。 敬虔の 念^く、 能く 基哲の に從 ひて 一身 を 守れ 

る も の は 榮光ぁ る體 をと り 放蕩 淫逸 に 耽り て 之 を 汚した る 者 は耻辱 ある 體 を 取る ベ し。 故に：：： く、 

『<:5{ は 腹の ため、 腹 は 食の ためなり。 然れど 祌は此 も 彼 も 亡すべし。 體は淫 を 行 ふために あらす、 

、王の はなり。 、王 は义 身の はなり。 祌旣に 主 を gl らせ給 ふ。 叉 北ハの 能力 を 以て 我ら を も ら すべし。 

*J だ あそびめ  よか 

汝ら のな は^^の は .9- な る を 知ら ざ るか。 我 某- 杼の t 权體 を始妓 の肢體 となして 可らん や。 可らざる 

なり』 (Ifsss 贿 S9。 义 闩 く、 『汝 ら淫を 避けよ。 人の 凡て 行 ふ罪惡 は體. の 外に あり。 然れど 淫を行 ふ も 

の は 「しの 身 を 犯すな り。 汝ら の體は 神より 受けた る聖 露の 殿に して、 汝らの ものに 非ざる を 知ら ざ 

ろか。 汝ら は^を 以て 買 はれた る もの なれば、 體に 於ても 靈 魂に 於ても、 Jt の榮 光を顯 すべきな り。 

〇 

路加の 記す る 所に 據れ ば、 耶穌 た^べ テロ 一人に 现 はれし こと あり (11 認)。 此は バウ 口が、 『基 

^^:^らが？；--^0;^のために死し、 第三 日に 輕り ケパに 现れ、 後十ニの^^-子に現はれたり』 と肯へるに符 

八：： す。 ブル ー ス 之に 就き 說を なして n: く T^Ji^ したる、 干： は、 ぺ テロの g 非 islw を 記憶せ り。 彼 は 之が た 

めに. ン モ ンの 心中 悶え 苦め る を 知りぬ。 故に 逸早く 之 をして 其の I 非惡赦 された る を 知らし めん 事 を 
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こと さ 

望めり。 而 して ぺテ 口の 感情 を 思 ひ 遣り 故ら に 彼 一人と 會す るの 機 を 求められ しもの ならん』 と。 

マグ ダラの マリヤ 空しき 墓の 門に 獨り 佇みて 歎き 居たり。 忽ち 耶稣其 の 傍に 進み 寄りて、 『何ぞ 歎 

くや、 誰 を 尊ぬ るか』 と 問へ り。 或る 學者 此の 條に 趣味 深き 註 を 下して 曰く、 『獨り 寂しく ありて 淸 

き 淚を濺 ぐ もの あれば、 復活せ る 基 骨 之に 現る』 と。 

二人の 弟子 復活 聖日の 夕、 H ルサ レムより 三 里 許り 距 りたる H マオの 村に 往き、 路 すがら 此らの 

i« りし ことども 

所 遇 を 語り、 悲 みつ i 互に 相 論ぜし とき 耶穌 自ら 近づきて 偕に 往 けり。 彼ら は 失望と 悲哀と に氣 

I 一 ふ かた 

迷 ひ 眼 眩み て 其の 誰なる や を 知ら ざり き。 耶穌 先づモ ー 乇 より 以来 凡ての 豫言者 を 引きて 基督の 受 

難お よび、 復活の 常然 なる を說 き、 附人 をして 心 自ら 燃る が 如くに 感ぜし めし かば、 終に 其の 眼 明 

かにな りて、 斯の 如く 語りし もの \ 誰なる を 知り、 胸中の 雲霧 頓に 晴れ 亘 りて、 歡喜滿 ち 溢れ、 ェ 

ルサ レム に歸 りて、 十 一 の 弟子 及び 共に 在りし もの &集會 に 臨めり。 

新くて 其の 見聞きせ る こと を 語れる とき、 耶穌 自ら 其の 中に 立ちて 言 ひける は、 『汝ら 安 かれ』 

と。 實に主 は斯の 如く 其の 弟子た ち を 助け 導き、 實に之 を 慰め 勵 ませり。 古も然 り。 今も然 り。 『見 

よ 我 世の 終りまで 汝ら と共に 在るな り』 と 言へ る 如し。 マグ ダラの マリヤと 二人の 弟子が 耶穌の 在 

るに 心 付 かざりし 如く 我ら も 思 はざる の 時に 耶穌 の疾 くより 傍に 立てる を發 見す る 場合 多し。 基督 

の 復活して 見えざる 世界に 入りし は、 信者との 交通 普遍に して、 最も 親密なる 所以な り。 佛 者が 假 

空の 想像 を 退う し觀世 昔な る も の を 崇め て 之 を 施 無 長者と 名づ け、 常に 共に 在り て無畏 安心 を 施す 


ものに 依顿 せんとす る は、 人心の 必要 止み難き と廣大 深遠なる 意味に 於て、 平和の I？？；、 慈愛 限りな 

き 施 無 畏^ の赏 在す て ふ ：1 音 を 傅 ふ る ものに あらす や。 

〇 

； * チ たち、 干； の 復^ 後^も なく  H ルサレ ムを 去りて ガ リラ ャ 湖畔の 鄉 M に れり。 或る日 シ モン • 

すな どリ 

ぺテ n、 ヨハネ 兄.？ ij^ ナタナ エル、 デドモ と 呼 ばれし トマス ：？=!v 、の 他の 一人に 言 ひける は、 『我 漁に 行 

かん』。 彼 や 答へ て 肯 ふ、 『我ら も 共に 行かん』 と。 斯くて 船に 乘 りしが、 此の 夜 は 何の 物 もなかり 

き。 彼ら は：！： の 目的 を 以て 漁りに 出で たる や。 上文に 引用せ る 『十二 徒敎 練』 の 著お 之 を；. g .{II く說 

明して E  く、 『翌朝に 至り 耶穌 がぺテ 口に 向 ひて、 『汝 幼き とき 自ら 帶し 心に 任せて 遊行き ぬ 云々』 と 

一一 n はれし を 以て 之を考 ふるに、 此の 夜 湖上に 在りて 弟子た ちの 心中 は 蓋し 左の 如くな りし ものと 推 

測す る を へし。 n く、 『基叔 I 敎の 使徒た らんよりも ガリ ラャの 漁夫た る こそ 心安 けれ。 耶穌 に隨身 

して 何物 を か 獲た る。 事 多く は 志と 違 ひて 失望せ し所少 からす。 吾 黨の人 將來の 生活 は耶穌 自身の 

經驗と M( らす 、 悲哀 苦痛 を 以て 充 たさる.^ ことならん。 若し ガ リラ ャの 湖上に 隱れ 、 < 蝦 を 侶と し 

て 一生 を 過 さば、 其の 樂さ 如何ば かり ぞゃ。 -ni 由獨 立の 境界なる 此の 生活 こそ 寧ろ 願 はしけれ。 之 

より 傅 近に 從事 せば、 紛々 たる 世の 累に惱 され、 重き 責任に 苦め られ、 他人の こと を 思 ふの 必要 多 

くして、 n らを樂 ましむ るの 餘地 ある ことなく、 艇々 一身の 自. S を 恋 はるべく、  W だしき は 生命 を 

も 失 ふに 至らん とす』 と。 彼ら は 此の 夜 一物 を も 獲 ざり き。 湖上の 漁り は必 すし も 成功の 愉快 を與 

担 活曰所 ほ  三 五三 


復活 曰 所懐  -ー 一 五 四 

ふるものに あらす。 漁りの 不結果に 幾分 か 其の 迷夢 を 破られん とせし 折し も 彼らの 心 を 熟知せ る 

耶穌現 はれて 其の 狂 はんとせ る 意 を 制し、 之を鈹 舞して 其の 志を强 めたり。 『ョナ の子シ 乇 ンょ汝 我 

を 愛する か。 吾が 羊を牧 へ』 と 言 ひ 給へ る 語 は、 彼ら 七 人の 心に 針 5^ を 下せる が 如く、 之 をして 大 

いに 志 を 決せし めたり。 傳道界 頗る 多難なる 今日、 湖上の 漁 舟に 今昔の 感轉た 禁じ 難く、 精； く 

喑黑裡 に 迷 ひ 入らん とせる ぺ テ n らの 如き もの 讀 者の 中に 存 せざる を 知らん や。 斯の 如き 人 復活せ 

る 主に 接して 其の 志 を 堅う する を 得ば 幸な り。 
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しん C ん 

人と して 宗敎 心 を 有せざる ものな し。 花の 券 風に 開く が 如く 人 の 靈も祌 に 感化 せられて！ H 、の 眞面 

目 を顯す こと を 得るな り。 畏敬、 禮拜、 信任、 希 などの 如き は宗敎 心の 要素に して、 祌の 存在す 

るに あら ざれば 徒然 に 歸す ベ きも のな り。 人の 心 は 神 を 崇め 之 に 信.. V 置きて 安ん ぜ ざ る を 5t がた く 

糾 せられたり。 然るに 此の 心 人に のみ 存 して、 之に 對當 する 神實 在せ すと すれば、 これ 人 を 以て 

^偽 を 頼み、 {〈s 想 を 便りと なす を 免れざる 如き 天性 を 有すと 看做す にて、 造化の 人 を 愚弄し 輕 蔑す 

る是ょゅ^5^しきもの有るべからす。 虚偽の 盲信、 人の 天性に 固着せ りと する は絕 望の 極な り。 吾 

入 は 決して 此の 如き 暗澹たる 思想 に滿 足す る こ と 能 は す。 故に 天地の 經 營を昆 て 幾分 か 祌を 知り 得 

るの みならす、 近く 人心の 紐 辯に 之 を 照せば 其の 證左歷 々疑 ふ 可らざる もの あり。 

十；： 人：：： く、 IT 天地 は 逆旅な り』 と。 實に 世界 は 寢貪を 安んじ 難き 旅行 地の 如し。 何となく 精； t の 落 

ち： Hi? かざる 心地す。 祌 なく 望な しと すれば、 天地 宛ら 不自由なる 逆旅の 如し。 爆々 砂漠に さまよ ひ 

て 行衛も 知らす、 心許なき 旅行 をな すの 感 なくん ば あらす。 かくて は 花に も淚 を濺 ぎ、 iiiT にも 其の 

魂 を 驚かさるべく、 草に 置け る 露の 身 を 風に 危ぶみ、 折に 觸れて は 月の 獨り 澄み渡る を も 羨ましく 
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感 すべし。 これ 客 中 望鄕の 念に 襲 はる、 心に あらす や。 

然れ ども 基督 は敎 ふ、 『祌は 我らの 天父な り』 と。 其の 說く 所に よれば 世界 は 神の 家な り。 抑々 家 

は 其の 主人の 性質に よりて 獄舍 ともなるべく、 又懷 かしき 住居と もなる べし。 神 は 如何なる もの 

ぞ。 祌は 父な りとの 一 語、 其の 意義 無量な り。 基督教 は 此の 一 點に歸 着す。 父 は 其の 存在 を 子に 與 

へ、 其の もの を 擧げて 之に 授け、 心 を 傾け 身 を 致して 之 を 愛す。 子の 親 を 棄て& 去る や、 之.. V 挽囘 

せんと 欲する こと た 痛切に して、 報 はれざる 愛の 淚は 夜の 衾を濡 す。 これ 父の 心に あらす や。 折" 

の 祌は冷 かにして 其の 意味 茫漠 たり と 雖も、 基督の 神 は充ち 溢る." 如き 意味 に 於て 人の 天父な 

り。 父なる 祌存 す、 故に 天地 は {永 庭な り、 人類の 故鄕 なり。 親の 植えた る 松、 其の 手澤艷 かなる 器 

物に 至る まで、 愛慕の 情 を 催 ほし 喜悅滿 足の 媒と なるべし。 基督 は 吾人に 敎へ、 天地 萬 物に 對 して 

叉 此の 如き 感覺を 抱かし む。 e: く、 『{ 仝の 鳥 を 見よ。 蒔く ことなく 刈る こと をせ す、 然れ ども 天父 之 

を 養 ひ 給 ふ。 人 は 之に 勝る i ものに あらす や。 何 を 飮み何 を 食 はんと 思 ひ 煩 ふ 勿れ。 叉 野の 百合 は 

如何にして 育つ か を 思へ、 勞 めす 紡がざる なり。 ソ モンの 榮 華の 極みの 時 だに も 其の 装 ひこの 花 

の 一 つに 及 ざり き。 神 は 今日 野に 在りて 明日 爐に 投げ入れら る \ 草 を も かく 裝 はせ 給へば、 況して 

爾曹を や』 と。 神の 福 昔 は 鳥の 聲に 聞え、 其の 愛 は 花に 薰す。 又 m く、 『神 は 其の 日を義 しき 者に も 

照らし、 其の 雨 を 善き 者に も 悪き 者に も 降らす』 と。 此の 如く なれば、 日 は 神の 惠の 輝く 所、 雨 は 

II ひ ぃヴく ほろ 

其の 慈愛の 霑被 する を 示す ものと いふべ し。 夏 梨の 民 は 『時の 日 害ん か 喪 びん』 と 嘆息せ り • 境遇 


の 如何によ りて 日 を 呪 ふに 至る が人愔 なり。 然れ ども 吾人 は 基督の 敎に 導かれて 世界 を 天父の 家 

とし、 自ら 其の 子た る を 以て 安ん する こと を 得。 天父 は 人の 爲す所 を 認識し、 せ、 の出處 進退 を 監督 

し、 其の 吉 W 禍福 を攝理 す。 神 を 信す るの 精祌顯 はれて 祈りと なる。 此の 親と SI り、 S の をダ ^ ひ、 

其の 目的に 赞 同し、 =K の 恩 を 感謝し、 己が 罪を吿 白して 赦しを 求む る、 之 を 祈 禱 とい ふ。 祈の 生涯 

を这 りて 己が はす 所、 或は 天父の 赏讃を 得、 或 ひ は 其の 斥く る 所と なる を覺 ゆ。 人生の 趣味 限りな 

く 深くな りて S の 意義 甚だ 嚴肅 なりと 謂 はざる ベから す。 

宗教の 本質 は禮拜 なり。 祌 の聖德 純 全なる を 仰ぎ見て 讚嘆 歸筒 して 崇め 尊ぶ、 之 を禮拜 とす。 此 

の 如く； t を禮拜 する もの は 自ら 之に 同化 せらるべし。 又 之に 同化 せらる \ の 必耍と 責任と を感 する 

こと 極めて 切なり。 『爾 曹祌の 完全き が 如くに 完全 かるべし』 と あるが 如し。 禮 拜は责 任の 念 を 深 か 

らしむ。 理想 肌 前に 聳え 立ちて、 限りなき 神の 御 許に 達す。 斯くて 神の 榮 光に 照して 己が 品性.. V 閱 

し 來れば 罪 惡を感 する の 念 頻りに 起り 來り て禁め あへ す、 『主よ 我 を 離れ 去り 給 へ、 我 は 罪人な り』 

と 絶叫す るに 至る。 バウ 0ロ く、 『嗚呼 我 困苦の 人なる 哉、 此の 死の， 體 より 我 を 救 はんもの は誰ぞ 

や』 と。 これ3典心を以て祌の前に立っもの\3^!確かに實驗する所なり。 人類が 此の 罪悪 を赦 され 其 

の 心 を 潔め られて 健全なる 精祌を 得、 滞る 所な く 神の愛 を享 くるに 至る、 之. V 救 ひとい ふ。 

祌は義 し きを 愛す。 其、 の 愛 純潔な る が 故 に 不潔 不義なる もの に對 して は 其 の 反應 著しく 現 は る。 

罪 を 悪む、 是 なり。 罪人 は 祌に滿 足せられ す、 之に 喜ばる \ こと 能 はす。 神の愛 限りなく 湛 へられ 
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て 飽 くま で 之 を 人の 上に 漑 がんと 欲すれ ども 罪惡は 其の 流 を 堰き止めて 其 の 目的 を妨 ぐ。 蓋し 愛 は 

憐む の 意 を 含め る の みならす、 又 愛せら る 、 者の 價値を 認めて 其 の 勝れた る を 喜び、 其 の 美 はしき 

に滿 足す るの 意味 を 含めり。 此の 點に 達せ ざれば 愛 を 全 ふす る こと 能 はす。 人 は 迷へ る 罪人と して 

神の 憐 みを受 くべ し。 其の 滿足 喜悅は 之を受 くる こと 能 はざる なり。 故に 神 は 天に 在す 父な りと 雖 

も 今日の ま乂 にて は滯る 所な く 其の 愛 を 人に 及ぼす こと を 得す。 神と 人との 關係、 調和 を 失 ひて 愛 

の 交通 自由なら すと せば、 其の 不宰是 より 甚だしき ものな し。 之が 爲に 人生 は悲慘 極まれり と 謂 は 

ざるべ からす。 然れ ども 神 は 不孝 不具なる もの を憐 み、 &: 落せし 者 を 深く 惜しむ の 意味に 於て 人類 

を 愛す。 聖書 は 人 を 喪へ る 羊に 譬 へたり。 即ち 神 之 を 惜しむ の義 なり。 日本語より 之 をい ふ も 『惜 

しむ』 は 愛に 含まれた る 一 つの 意義に あらす や。 或る 神 は 之 を 『非難 的 愛』 と名づ く。 此の 愛 

存す るが 故に 神 その 榮光 を棄て 難き こと，^ 思 はす、 僕の 容 となりて 世に 降り、 自ら 罪 を 食 ひて 十字 

架に 懸 りたり。 子の 罪惡 親の 重荷と なり、 ホセ ァが 妻の 不義 夫 をして 斷 腸の 思 をな し、 言 ふべ から 

ざるの 苦痛 を 嘗めし めたり。 人の 罪 多くの 苦痛 を 結ぶ と雖 も、 神の 御 心に 及ぼせる 其の 影響の 如く 

甚だしき ものな し。 罪惡の 打撃 最も 劇甚に 感ぜら る、 所 は 神の 心なり。 故に 天父 は 人の 罪悪 を 負 は 

ざる を 得す。 友 を 救 ひ 其の 弊 を 矯めて 正しき に 遭ら しめんと せば 其の 間必す 非常なる 苦痛 を嘗 むる 

の必耍 あり。 病 ある 者 を 救 はんと 欲する 時に 之が 爲に 苦心 慘憎 殆んど 自ら 病む に 至る を辭 する こと 

能 はざる 場合 あり。 神の 人 を 救 ふ 亦 之に 異ら す。 救世の 事業 は祌の 上に 大 いなる 重荷と なりぬ。 其 


の 苦 の 絶預 は基條 の 十字架な り • 

^^敎 は 十字架の 上に 人の 题 りたる をのみ 見す。 流血淋^r 罪 を 身に 食 ひて 其の 重荷の 下に 苦め 

る 基 1^ を 見る。 これ 神 を 見るな りと 信す。 十字架 は 見えざる 祌 のうちに 起り たる 限りなき 悲劇の 俤 

なり。 ^督 はか」 る 意味に 於て 十字架 を 示し、 吾人 をして 世の 罪 を 負 ひて、 之 を 救 ふ 神 を 信ぜし め 

んと 欲す。 神 は 天父なる のみなら す、 叉 人の 救 者に て あるな り。 

ジ ョ ン*キー ブルの 詩に 曰く、 『主 を 殺し、 十字架の 下に 平和 を 得る は 吾 乍ら 最と 怪しき 心地 ぞす 

る』 と。 實に然 り。 十字架の 苦痛に 罪より 救 はれて 平和 を 得る の 不可思議なる 事實 は、 無數 なる 基 

悟 信徒の 經驗 する 所に あらす や。 

聖 の靠 にっきて は神舉 上の 議論 甚だ 面倒な り。 其の 出 づるは 父より する か將た 子より する かと 

のー點 は、 基督 敎國の 東西 二 派に 分れて 大いに 刺 機す る 原因の 一 つと す。 三位 ー體の 難題に 立ち入 

りて 聖 91 を解釋 せんと 試む ると き は、 屢々 五里霧中に 彷徨す るが 如き 感な くんば あらざる なり。 

然 りと 雖も 余輩 は斯の 如き 難問題 を 本論に 於て 解說 する の 必要 を 感ぜす。 そ は 他日 の 研究に 譲る 

も 可な り。 唯確實 明白なる 點に 就きて 一 首す る 所 あらんと 欲す。 

と は何ぞ や。 基督 救世の 目的 を 成就 せんが 爲に、 親しく 直接に 人の 心に 活動す る 所の 祌 即ち 

是 なり。 基 将敎徒 は、 王耶 稣の敎 育に より、 誠に 神 は 人に 遠から す、 近く 之に 接して 其の 心 を啓發 し、 

北ハの 志を勵 し、 共の 氣カ を旺ん ならしむ と 確信す。 聖書 を 見る に 或は 聖靈來 つて 凡ての 事を敎 ふべ 
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しと 說く。 天父 は 能く 人 を 引く。 靈魂を 活かし 之 を 新たに 生み出す もの は聖靈 なり。 之 を 導く もの 

あかし 

も 聖靈な り。 胸中に 宿りて 證 する もの も 聖靈な り。 斯の 如く 祌 自ら 人 の 心の中に 活動す る 之 を聖靈 

とい ふ。 而 して 其の 結ぶ 所の は、 仁愛、 喜樂、 平和、 忍耐、 慈悲、 良 善、 忠信、 溫柔、 捃節 な 

り。 約 翰 偉に は 基督の 新たに 遣らる k 慰安者 來る。 即ち 基督 自らの 来り， 又 天父 親しく 臨みて 偕に 

宿る ことな ひと 說き 示さる。 解し 雞 きに 至りて は玄 奥に して 到底 之 を辯識 すべから ざるに 似 たれ ど 

も、 吾人の 衷に 親臨して 活動す る 所の 祌 即ち 聖靈な ひとい ふに 至 ひて は、 甚だ 惊 快なる 信仰に あら 

す や。 人と 偕に 住み、 其の 精祌を 鼓吹し、 其の 首 動 思慮 を督勵 して 規諫切 礎の 功 用 至らざる 所な き 

神の 聖靈存 す。 これ 朋友と して 神 を 信す る ものに あらす や。 ir 思 A 之、 思い 之、 叉 重 思 i 之、 思, 之而 

不レ 通、 鬼神 將レ 通レ 之』、 これ 所謂 インス ピレ ー シ ヨンな ひ。 古 ソクラテス は 基督の 徒に あら ざり し 

かど 一 種の 靈氣 格り て 己 を 感化す と 信じたり。 基督 敎徒は 東西の 賢哲が 斯の 如く 微かに 信ぜん と 試 

みし こと を 確實に 信じ 明白に 認 むる ものな り。 

宋の蘇 轍が 韓太 尉に 與 へし 書、 聖嘗. の 功 用に 適切なる 語 を 記せり。 曰く、 II 其の 氣內 に充 ちて 貌に 

溢れ 首に 動き、 文に 顯 はれて 自ら 知らす』 と。 天来の 靈氣 無意識の ii 心中に 動き、 其の 結果 一一 目 動 形 

容に顯 はれて 其の 妙 用 を 示す。 神 ありと 信す る こと 此の 點に 進ま ざれば、 龍 頭 蛇 尾の 批評 を 免 かる 

ベから す。 有祌的 信念の 精神、 阿堵 に^す とい ふべ し。 

基督 敎は 信仰の 道な り。 朋友の 道 之 を 信と いふ。 宗敎 上の 信 また 之と 大差 ある ことなし。 基督の 


幅へ； は祌を 朋友と なすに 在り。 基 将敎が 人心 を 支！^ する の 力 は 此の 冥々. の 境に 通す る 友^より 來 

る。 ァ リスト ー トル は 友^ を 以て 政治 上の 一大 勢力な りと 論じたり。 朋友の 感化；^!: 發は精 祌界に 於 

ける 大 いなる 動力な りと 謂 はざる ベから す。 而 して 祌と 人と を 契合せ しむる 友 近 は、 上に 說け るが 

如 く^、：？？ を 信認す るに 至りて 其 の 極に 達す ベ し。 

よわき 

保羅：I:く、『欺9^5^亦我らの^1^弱を助く、 我ら は 祈る ベ き所を知らざれども^^,91自ら首ひ難きの 

慨 を 以て 我らの 爲に 祈りぬ』 と。 人 はたと ひ聚 賢の 域に 進む とも 祌の 前に 於て は 幼稚なる を 免れ 

す。 使徒、 预赏 者の も 界の 小兒 にあら す や。 况んゃ 凡俗の 祈 何ぞず ふに 足らん。 汝曹願 ふ 所 を 

知らす と キーに 評せられ たる ゼ ベ ダイの 一 一子の みならす、 凡ての 人 は 祈に 於て 拙劣な りと 謂 はざる を 

得す。 祈の 幼稚なる は 道念の 未熟なる と 志の 薄弱なる より 來る ものと す r 夫れ 志 は氣の 帥な り、 人 

の 命な り、 木の 极な り、 水の 源な り。 源 k から ざれば 流れ 息む、 根 植え ざれば 木枯 る、 命繼が ざれ 

ば 人 死す、 志 立た ざれば 氣輕 し』 と 王 陽 明 は 言へ り。 故に彼は後世の大患最も志なきに在りと5^|じ 

たり。 人 の 志す 所 其の 祈に 表 はる、 如く 幼稚 薄 f?^ にして 頌迷不 戴なら ば 如何にも 心細く 感ぜざる 

を 得す。 渺 たる 身淺 ましき 志 を 抱いて 抚 に 立つ、 叉危 からす や。 童子 あり、 其の 喜怒哀 樂の發 する 

所 多く 现に 常ら す、 共の 愚 蒙 ® 々兑る 人の 笑 を 招く のみ。 彼が 志卑 く望淺 し。 其の 生長 發達彼 一 人 

の 志す が 如くならば 其 の 造詣 知るべき のみ。 老 いて 小人と なる の 外 ある ベ からす。 然れ ども 彼より 

も大 なろ 志と 望と を 抱き、 彼が 眼前の 喜 怒 哀樂の 頑是なき に頓 若す る ことなく、 自己 の 遠圖長 計に 
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隨 ひて 之 を 翰 育す る 父兄の 存 する あり。 彼等 は 子弟の 笑 ふ 時に も 泣き、 眠る 時に も 其の 心を勞 し、 

唯 其の 抱負せ る 理想の 水泡に 歸 せん こと を 憂 ひとす。 遊戯に 餘念 なき 童子 は 父母 の 遠大なる 希望に 

導かれ 其の後へ に追從 する により 辛うじて 身 を 立て 名 を 揚げ、 父兄 を 世に 顯 はすこと を 得るな り。 

基督 敎は 人の 祈を說 くの みならす 神 の 祈 を 說く。 吾人 の 祈 屡 々 正 鶴 を 失して 其の 志望 暗愚 幼弱なる 

を 免れす と雖 も、 神 は 基督 を 賜 ふ 程に 遠大なる 計畫を 立てられ 高尙 なる 目的に 向 ひて 之 を 導きつ 、 

5 き 

ぁ.^。 其の 心に は 言 ひ雞き 慨嘆 を 以てする 限りなき 祈存 す。 頑冥の 子 親の 心 を 知らす。 然れ ども 此 

の 心實に 彼が 救 ひなり。 茫々 たる 世界に 際涯な き 時間の 波濤に 漂 ひて、 吾人の 爲に志 を 立て切なる 

望 を 抱く もの 吾人の 外に これ 無しと せば、 殆んど 衷心 失意せ ざらん とする も 其の 詮な かるべし。 基 

督敎 が聖靈 自ら 言 ひ 難き の 慨嘆 を 以て、 我ら の 爲に祈 ひ をな すと 說き 示す は、 此 の 上 もな き 福音に 

あらす や。 故に 余輩 は 己の 衷に 在りて 働く 神の 靈氣 を 信す。 管 仲の 所謂 心の中 叉 心 あり、 彼 心此心 

たる もの 之に 庶幾 からん か。 

基督 敎は愛 を 以て 其の 本 3 曰と す。 福音の 道 は 愛に 始まりて 愛に 終る。 世界最大の もの は 愛な り。 

之な くば 如何なる 靈能 天才 も 亦 言 ふに 足らざる なり。 

博愛 慈善な ど 言 へ る 首 葉 は 儒 書佛經 等に も 多く 見えたり。 仁愛 忠怒 等に 關 して は 金玉の 敎 聖書の 

外に も 珍しから す。 單に 字句 一一 目 語の 末より 之 を 一一 一一 口へば、 愛の 敎は 基督 敎の專 有 物に あらす。 然れど 

も 愛の 內容と 其の 深さ、 高さに 至りて は、 基督の 之を說 くや、 全く^ 種の もの \ 如く 感ぜら る。 


^ 々 鹦嫋 能ぐ 物 首 ひ て 人と^^た相近き と こ ろ ぁ り 。 殊 に 猩 々 の 如きは 北ハの 體格 の 人 に類す る 實 に 

著しき もの あり。 然れ ども 彼等 は 鳥 にして 人に あらす。 其の形鉢上相類するの^rたしきは唯だ其 

の 相 異なる 亦 著しき もの ある を 痛切に 感ぜし むる の媒 となる のみ。 無下に 似た る 所な くば 敢て其 の 

相 異なる を ^ とせざる べし。 類似の 點 却って 相違の 甚し きを 表示す。 字句 言語の 末節に つきて 之 

を 論 すれば、 is^ 西の 敎軌轍 を 问 うし、 さまで 異 るの 點 あるべし とも 見えす。 基督 山上 垂訓の 名 一一 目 は 

諸子^ 家の 寄 及び 大藏經 等に 其の 類 を 看 出し、 或は 其の 匹敵 をす ら發 見す る こと 難から ざる べし。 

然れ ども 斯の 如く 相 類似せ る 所 ある は、 適 以て 其の 異 るの 甚だしき を 感ぜし む 0 唯 だ 耳目 暴 口の 

Hi: じく 具 はりた る を 以てすべ ての 人 を 同視す ベから す。 横目 縱鼻 以て 彼是 の 區別を 滅却す るに 足ら 

ざるな り。 形式 上より 首へば 大差な きに 似 たれ ども、 其の 風致、 氣額、 品格、 趣味に 於て 月 |g 啻な 

ら ざるの 區別 あり。 紙^ 琴の 音べ ー ト ー ヴ H ンの 奏樂と 大差 ある は 神韻 趣味 全く 異 りて、 表面上の 

類似 益々 其の 根本的の 區別を 明かに する を 以てな り。 

愛の 敎 にっきて 基督の 道 天下の 諸敎と 相異る また 斯の 如し。 ジョ， -ジ • マ セソ ン之を 論じて 曰 

く、 『&哲 と 他の 架 賢の 相 異るは 容貌に あらす、 風韻の 同じから ざるが 爲 なり。 蓋し 耶穌 の開创 的な 

る は 其の 說く所 如何ん に 於て よりも、 其の 何の 爲に する やとい ふ點に 於て 存す。 何故に 孔子 は 曰 常 

の 義務 を 重ん すべし と敎 へたる や。 彼 は 人 をして 世間 的なら しめん こと を 期し たれば なり。 何故に 

基督 は 日常 斑 末の 義務 を 尊重せ り や。 彼 は 人 をして 非 世間 的たら しめん こと を 望み たれば なり。 孔 
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子 基督の 說く ところ、 假令 文字の 上に 於て は大 いなる 差別な しとす る も、 其の 道德の 動機、 其の 品 

性の 氣品 風韻に 至りて 天地の 相違 ある を 見る』 と。 

愛 は 人の 道に て 其の 條目は 大抵 何れの 宗 敎道德 にも 具備せ りと 雖も、 其の 動機 風^に 於て 基督の 

感化に 基づ ける 愛の み 獨り 其の 種類 を 全く 異 にせる もの \ 如く 思 はる \ なり。 

蓋し 基督の 人道 は 天道に 基け り。 己 を 愛する 如く 其の 隣 を 愛すべし と說 けば、 先づ 『心 を盡 し、 

精神 を盡 し、 カを盡 して 主たる 汝の神 を 愛すべし』 と敎 へて 其の 基礎 を 定められたり。 基督の 道に 

從 ひて 人 を 愛する は 同一 の 神 を 父と して 戴ける に 起因す。 人類 相愛の 道 は 血族の 關 係に 由ら す、 天 

父の 子 類た る を 以て 其の 最大 理由と す。 萬 物の 靈長を 以て 自ら 居り、 己の 下に 位せる 者 を 睥睨して 

互に 相 尊ぶ に は あらで、 天父 上帝の 前に 謙りて 其の 犯すべからざる 尊嚴を 仰ぎ、 神の 像嚴 然として 

凡ての 人に 存 する を 認め、 大いに 長れ 慎みて 之 を 尊敬し、 之 を 愛する の 道を修 む、 是 基督 敎の大 、王 

義 にあら す や。 

故に 曰く、 『神 を 愛する もの は 其の 兄弟 を も 愛すべし』 と。 (ff 一一 一 さ されば 『未だ 人に 事 ふる 能 は 

す、 焉んぞ 神に 事 へん』 とい ふ もの は、 其の 思想 甚だ 淺薄 なり。 人道 敎は 敬神の 道を俟 ちて 其の 全 

きを 得べき ものと す。 余輩が 屡々 論述せ る 如く、 唯 だ 人類 相 冗の 關 係より 愛を完 ふせんと する 時 

は、 種々 の 情 弊 其の 間に 生じて 到底 淸淨 潔白なる を 得す。 或は 傲慢の 氣 風を帶 び、 或は 外面 を修む 

るに のみ 流れて 其の 精神 を 失 ひ、 或は 初心 を 貫徹す るの 氣カ 薄弱なる を 感じ、 或は 犠牲的 生活に あ 


ぐみ て、 巾 近に して 頓挫し、 能 頭 蛇 尾の 結 に 終らん とす。 然れ ども 人 を 愛する の 赤心 神の 玉座 

を迂 IS し來る とき は 、 自ら： 俘瀘 泥土 を 沈澱し 去り 、厭 ふ ベ き 臭味 を脫 却し 、淸ら かなる もの となりて 

人に 及ぶ を 得。 殊に 基督に 接近して 其 心 を 知り、 其の 感化に 沐浴 するとき は、 人類 相愛の 氣韶、 ；大來 

の感 ありて、 人？ 1 界の ものと しも 兑 えす。 他の 德敎 に蒸陶 せられた ると 全く 其其の 出 所 を 異にせる 

を設 明す。 基^の 愛 は 人類 相愛の 動機 並に 理想な り。 口く、 『我れ 爾曹を 愛する 如く 爾曹も 冗に 愛す 

べし』 (151)。 唯 だ 一 人の 天父 を崇 むる のみなら す、 基督の 死により て 救 はれ、 『聖靈 一 つ、 望 一 つ、 

仰 一 つ、 パプ テス マ 一つ、 主 一 つ』 なる の理 (§  。お g) を 深く 感 悟して、 15 基 脊耶穌 に 在りて 一 

つなり Q "お)、 と 認識 するとき は、 愛の 內容、 動機 勢力、 全く 新たなる を 得べ し。 

け^ 要^の 第五 點 として 最後に 述 ぶべき は 其の 感化 力 を 充實せ 車な り。 ギリシャ、 マの 

竹^ を 研究す る もの は、 共の 道 德の敎 何となく 失 風を帶 びて 活力に 乏しく、 必 成の 確信 茶 だ 鈍き 

もの あるに 心 付くべし。 英圃の スト n ング氏 其の 某叔 I 敎 理論に 於て 明白に 之 を 論じたり。 思 ふに 

nl マ、 ギリシャの みならす、 督の 感化 力に 伴 はれざる 時 は、 東西の^ なく、 道德的 生活 此の 

如き 拈凋」 お 弱の 氣を帶 びて 、 志望 堅 確なる を ^：: ざるな り。 

の 理想と すると ころ は 人 をして、 王 耶稣に 實現 せ る 善を實 行し 天 にある 父の 完 きが 如く 完か 

らし めんと 欲する にあり。 其の 標準！ ffi だ 高し と 云 はざる ベから す。 斯の 道に 從惠 する もの 胸中 

に は、 共の 志 必す逮 げらる べしとの 成算 歷々 たり。 『ss 惡と 苦闘す る あ ひだに も 我に 勝 を はしむ 
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る は 主耶穌 基督なる が 故に 神に 感謝す』 (ハー マ  15- と 呼ば はりし バウ B の 如く、 旣往の 生活 を 顧みて 

『我 は 信仰の 喜き 戰を戰 へり』 と 自ら 信じ 得る 者 極めて 多し。 甚督 信徒の 如く 世に 類 ひなき 高尙な 

る 理想 を 抱き、 罪 惡を感 する ことの S だ 鋭敏なる にも 拘ら す、 精祌 愈々 ひ、 志望 签々 S 固に して 

道德 上の 氣カ 旺盛なる もの 有る ベから す。 これ 一つの； 小 Eh 議 なる 稟實 なり。 彼等 は 『全き 人 即ち 基 

督の充 ち 足れる 程までに 至らん こと』 を 期して、 少しも 危疑す ると ころな し、 此の 現在の 生活に 於 

て 『旣に 神の 子と 稱 へらる。 後 如何、 未だ 顯れ. f と雖も 其の 顯 はれん 時には 必. f 神に 肖ん こと を 知 

る』 と は 使徒 ョ ハネの 筆を假 りて 基督 信徒の 意識 を 表出せ しものに あら， f や。 

蓋し 基 将敎は 祌の國 と 其の 義を 以て 深く 人の 心靈を 占 領し、 非常なる 活 力 を 以 て 其 の 精祌を 支配 

す。 基督の 顯彰 せる 祌は 人心 を 統御すべき 至大の 勢力な り。 基督 敎の 理想 は 抽象的の 觀念 にあら 

す、 人類の 一員た る耶穌 基督に 於いて 最も 美 はしく 實 現せられ たり。 而 して 此の 如く 寳現 せられた 

る 理想 は、 吾人の 外に 在りて 企て 及ぶべからざる 邊 りに 高く 聳え、 全く 隔離して 立つ ものに あら 

す。 こ は 我に あらす、 基督 我が 衷 にあり て 活動す るな りと は、 そ 信仰 ある もの、 實験 すると ころ 

なり。 基叔 I 嘗て 芥子 極の 如き 信仰 あらば、 以て 山 を 移す に 足るべし とい はれたり。 信仰 は 活力 充實 

せる 種子と して 心に 存し、 其の 始め 微弱なる にも 拘ら す、 遂に 凡ての 障碍 物を排 して 萌え出で、 育 

ち蔓 りて、 見 上ぐ る 程の ものと なるべし。 これ 基督 信徒の 希望す ると ころ、 着み 實 験に 伴 はる/ -理 

想と す。 


マシ n ゥ.ァー ノル ド 嘗て 言へ らく、 『宗敎 は 感激せ る道德 なり』 と。 で は^*だ不十分なる定義な 

りと 雖も、 事- の 一部分 を 節 明に ーーほ ひ顯 はせ りと S はる。 ^督の 生活と 死と は、 限りなき 感激 を 人 

心に 與 ふべ 心。 唯だ義務^1;&^の念に驅-られ、 命令に 應 じて 行 ふところの もの は、 淺^^にして腰弱 

く、 乾燥にして精神上の與块^=^だ乏し。 斯れば また 『爾霄命ぜられし事を^^^行ひたる時も、 我 や は 

無益の 僕な りと 言 ふべ し』 と耶 穌は敎 へられき。 道德の 訓誡、 義理の 紗は 命ぜられし 事 を覺束 なげ 

に .wi 行せ しむる こと 或は これ あらん。 然れ ども 恩義に 感激し、 愛に 導かれ、 全心 全力 を 獻げて 事 ふ 

る ものな くんば、 善の 極 美に 達し 難 かるべし。 愛に. H つて 働ら く 信仰 存せ ざれば、 迸德 h の 勝琼疑 

はしと Iw はざる ベから. f  0 
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最初の 弟子と 今の 弟子 

創世記 三 章 二十 叫 節に は、 祌、 園の 東に 焰の劍 を 置きて、 生命の 樹の途 を 守り 給 ふと あり。 而し 

て 默示錄 ニ牵七 節に は、 勝ち を 得る ものに は、 我れ 祌の パラダイス にある 生命の 樹の實 を 食 ふこと 

を 許さん と あり。 同一 の 行 爲に對 して、 相反せ る 侖令發 せられ 居れり、 之 を 朝三暮四と は 言 ふべ か 

らざ るか。 昨日 は 食 ふこと を 禁ぜられし 生命の 樹 の實、 入， 日輙 はち 之 を 許さる。 昨日 惡 しかりし こ 

と、  > 曰 はは や^きな るか。 ジョ ルチ • マセソン 氏 は 曰く 然り、 時日の 變；^ 泡 一が ズ 人を變 化した らん 

に は然か あるべき なり、 多くの 實は 小兒に 取りて 悪しく して 大人に 取りて し、 此れ 何に 故ぞ大 

人 は Ji: 物に か 勝ちた る 所 あるに よってな り。 大人 は小兒 よりも 身中の 組織 更に 善くな り 居る に. 5 つ 

てな り。 天 の 父 は 唯 だ 其の 威力 を 示さん 爲に のみ 一物 をも禁 する こと あら じ、 我等 は 多く 祌の 主宰 

たる ことに 就て 耳に すると 雖も、 祌は其 の 主宰者た りて ふ 動機より 一 事 だ も 爲し給 ひしと は 思 はれ 

ざるな り。 祌 もし 七つの 樹を 許して I つの 樹を 禁じ 給 ひしと すれば、 其の 目的 は 律法 的に 非す して 

營養 的な り。 營 養に 必要なる 條件は 刻々 變 化し 行くな り。 は 初めの 內 死にし 所に て 生く る を 得べ 

し。 禁制 は 道 德の键 腹になる に從 つて 減少 せん。 かの シェ ルドン 氏が、 『耶穌 ならば 如何にし 給 ふべ 


きか』 との を 5^ 出せし は 大いに w なり、 『邪^ は 如^し 給 ひし か』 と 言 は. ^^だしく-ザ 化り しなり。 

神 は 第 I の 人に 生命の 樹を 禁じ 給 ひぬ、 余 今 また 禁制の 『御 跡 を^み 行く』 べき か。 ネぃ、 祌は後 

の 人の ために 親ら 此の 制 を 改= ^し 給へ り。 彼 はこた びは^ 等に 此の 禁制の 校 型に 從 ふこと を 禁じ 

給へ り。 今日 禁ぜられし 樹は 明日 許さるべし。 今曰閉 ちられし 門 は 明日^: L るべ. し、 々日與 へられ 

ざり し E<w; は 明日" 4： みなく 投げ出さるべし、 道德 上の 他 全に 述 する おは、 神の パラダイス にて 禁ぜ 

られ しもの を 旅さる ベ し。 

>< ^の ^ み 行くべき は 耶穌の 1 『の 足跡な り。 或は耶穌の^^子等が歩みしと反對のカ向を取って、 

^て 1^ に 誰" く 耶穌に ^9- ふる iBs^a を盡 すべし。 彼等 は 世を棄 てざる ベから ざり き、 世界の 降服 は 彼 

^の m>M なりし なり、 然れ ども 今や れは 余の m-f 何に 非す、 却て 此の 日毎の 生活の 樹 より 脫 離し、 

共の雜務を免れ共の^^^任を無5^せんとするが、  に 取りての 誘惑な り。 『我が 十字架 を 取れ』 との 御 

言 は、 ：取初の？^?にも今の〈ルにも同じく來れる<叩にして共に從はざるべからざるものなれども、 タ 

之に 從 ふや.！ は、 S 取 初の 弟子の 之に 從 ひし 道と 反對 なり。 最初の 弟子の 十字架 は 此の 樹を棄 つる こ 

となりし も、 < ^の 十字架 は 之に 攀づる こと 之 を 食 ふこと なり。 精祌は 同一 なれ ども 路み 行く 足跡 新 

たなり。 基^は常に余を呼んでますく廣く此の樹と接^„5せしめんとす、 然れ ども 之に. H て 耶穌の 

十字架 を輕ん ぜん はな かく、 余 はます く 之 を 重ん するな り。 此 世の 生活の 樹は 余に 取りて 旣に 

-忠 しからざる ものと なれり。 そ は 此の 樹旣に 我に 主なら ざるに 至り たれば なり、 此の 樹は 耶脉 のた 
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めに 忍び 居るべき 十字架と なりぬ、 耶穌 のために 負 ひ 居るべき 重量と なりぬ、 耶穌 のために 抱き 居 

るべき 注意と なりぬ。 耶穌は 我が 奉仕の 制限 を 高く し、 我が 重荷の 限界 を廣 くし、 我が 犠牲の 範圍 

を擴 張し、 己れ を棄 つべき 所 己れ を t= すべき 所、 己れ を 忘るべき 所の 15^ 域 を 更に 廣 くし 給へ り。 我 

が衷 にある 愛を大 ならし めんと て、 耶穌は 此の世の 門 を 開き 給へ り、 此の世の 樹に 銅して 我が 有す 

る橫利 は、 此の世の 十字架 を 負 ふ 我が 力の 如何に あり。 

a 九 0 〇 年 八 Bo 


『汝 $ キリストに 就きて 如何に m わ ふ 乎』。^ 普の 此の^ 問に 對し、 我等 は 彼の 品性に 就きて、 何 を 言 

ふべき か。 彼 は 人類の 籍に 馬し、 身 は 猶太の  一 人より 生れたり と雖 も、 普 夭の 民 街 竹 肉の 如く 彼 

を^^愛す。 この 宇内 的 人物に 關 して 今 如何なる 刺斷を 下すべき か。 第一に 彼 自ら 稱號 する 所に 隨へ 

ば、 彼 は 

罪 無き 人 

にて ありき。 お 人の 前に 立ちて、 汝め ふの 巾 誰か 我が 罪 を-おむ る 者 ある 乎と ii: ひ、 1^ に 歩 を 逃め IK 

父の 前に 出で ぶ は、 我 は 《s に 雨の 寇を 揮ば す 事を爲 せりと 陳 ベたり。 古往今来 一人と して 此の 吿白 

に對 して 反證 を舉げ 5£ る 者 あらす、 友人 も 局外者 も 敵に て ありし^も 齊 しく- イス カリオ テのュ 

ダ、 ピラト、 十字架 上の 盜贼、 百 夫の 長の 承認す る 所 悉く 一  に 出づ。 今假 りに 一 歩 を 譲りて 此^の 

記 m は 味方 の^に 成りし 者なる が 故に 多少 偏頗の 見を脫 する 能 は ざるべく、 福 音 書記 者 の 傅す る 所 

全く は 信 を $ ^くに 足らす とする も、 尙ほ兹 に 破り 難き 一の 事資 を餘 せり。 即ち 假 にも あれ 3 妈 にも あ 

れ 輻 音 宵の 記者が  一 ■ の 人格 を 描き 來 りて 精細 活 くるが 如く なれ ども 尙ほ 一 點の 瑕な く 之 を 寫し得 

基 e の 品 S  三 七 一 
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たる ことなり。 哲學 思想の 路も紬 目に 入る 時 は必す 錯誤 を雜 へざる を 得ざる 如く、 人物の 描寫 細に 

人る 問に は 多少の 破綻 は 免れ 難しと す。 基督 一生の 事跡 は 古來縱 横に 點檢 せられ、 道德 上の 曲 所 を 

衝 かんと 試みら る」 者 多し。 彼が 無 花 を 呪. ひて 之 を 枯らし たるま、 豚の 群 を 死せ しめたる 事、 商 

估を祌 殿より 驅 除した る 事、 カナの 婚 筵に 於て 母に 封して 稜角 ある 言語 を m ひたる 事、 政治 上の 義 

務 と宗敎 上の 義務との 不兩 立を敎 へたる 事な ど は 材料と して 樂 げられ たり。 我等 は 之に 答 ふるに、 

若し Bi^ して 罪惡 あらば 其の 徵候 は是の 如き 末節に のみ 顯 はれて 歇 むべき にあら すとの 一 一 百 を 以て 足 

れり とす。 況 んゃ此 等の 各條に 就き 逐次に { さ 茶し 來れば 以上の 非難 は 悉く 倒れて、 明鏡の 面に 一抹 

の § も點じ 得ざる に 於て を や。 我等 は 敵の 寬待を 期せす して、. W ほ 平 心に 基督の 挑 言 を 反復す る 

こと をな す。 『汝 等の 中に 誰か 我が 罪を定 むる 者 ある 乎』 と。 この 點に 於て 批評の 聲は 寂と して， S 

みぬ。 彼等の 議論 は 或る 根本的の 事 實を閣 却し、 或る 根據 なき 假定の 上に 築きた る こと 明かに なり 

たれば なり。 昔の 猶太 人と 同じく 彼等 もこ の 質問に 對 して 默 する の 外な し。 

之より 更に 力 ある は 彼 自ら 罪な きを 立證 したる 言な り。 凡そ 德 性の 進歩 は 次第に 全面に 浸渐 すべ 

き 者に して、 其の 一部に 缺所 ある を 注意し 得ざる は 畢竞靈 眼の 未だ 遞 鈍なる が 故な り。 祌の 僕に し 

て 最も 偉大なる、 最も 境に 進みた る 人 は 自ら 謙抑して 罪 ある を吿 白し、 『我 は 潔から ざる 唇の 人な 

り』 と 云 ひ、 『喧我 困め る 人なる 哉』 との 嘆を發 したり。 舊 約の 詩篇 を讀 むに 其の 雍容 たる 大 曲の 裡 

不 a 議 にも 徴悔の 哀音 を帶 ぶ。 獨り 基督の 長き 對 話に も又獨 語に も 懺悔の 嘆聲は 半句 も 之 を 刺へ 


す。 然して 被 は^れる パリ サイ 人に あらす して パリ サイ 人 を 叱 K したる 人な り。 稅吏 罪人の 友に レ 

て、 罪 を吿 白す る 人 を 愛好せ り。 然るに 彼等と 同一 の 肝に は 降らす。 朗らかなる 信 依の 昨 を 灭 に 

舉げて 『雨の 我に 賜 ひし iss- は 我 之 を 成せり』 と 云 ふ。 スト ラウス さへ も、 耶穌は 宗敎の 領域に 於 

て は、 ？ t 界に 於け る沙 翁と 同じく、 軍事に » ける 歷山 王と 同じく、 他人 之に 達すれ ども 越 ゆる を 許 

されざる 界 線の. 2： にあり と 許したり。 かほ どなる 人の EI に は 唯 だ 一 纖塵も 恐ろしき 汚 點と見 ゆべ き- 

に、  は GI ら IS 點 ある を 認めす。 彼 は 悔改を 要する 人の ために 感 する こと 痛切 なれ ども 自ら 悔改 

むべき を兑 す。 彼 は 罪を感 す、 然れ ども 罪人と して 之を感 する にあら すして 罪人の 罪を负 する 人 

. あつま 

として 之 を 感す。 『人の子に 逆 ふ 一一 一一：； を 吐く 者 は 尙ほ赦 さるべし』 との 一 言 は、 身に 蝴り來 る 矢 石の 上 

に 超然たるの 概 あるに あらす や。 叉 彼が 人の 霧 判者た る を 以て 自ら 居る 名分 は 自己の 無罪なる こと 

を 包含す。 この 名分 は相對 的に あらす して 絕對 的な り。 此の 點に 於て は 他人の 參妥 を-おさす、 天使 

さ へも唯だ從^の地位に&?-かる。『罰せらるべき^^は我を離れて媳ぇざる火に入れょ』 との 言 は 罪 あ 

る 人の n より 出で べき か。 又 彼 は 罪人の 爲に 死る を 分と す。 絕對 的に 罪な き 人に あら すん ば 如何 

ぞ この 一一 一一 c を發し んゃ。 汚れた る 生命 を 以て 汚れた る 生命に 代りて 犠牲と なり へ けんや。 故に 審 

判^ たり 代 B<f たる 名分 は 罪な きこと を 前提した る 上に てあらざる ベから す 。 

積棰、 消極の 兩面 

二 基督の 品格 は^ 極 的なる 善と 消極的なる 善と を 併せ^せり。 彼が 罪な しと 云 ふ 中には、 神と 

6 の 品性  三 七 一一 I 
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人と に對 する 愛に 溢れ この 完全なる 愛が 完全 に 發 露した る 事 を 含め り 。 想像の 力 を假り て 完全な る 

人格 を 描く 事の 難き は 之 を 積極的な らしむ るの 難き にあり。 短 所 を 雜 ゆる こと を 避く る は 比 較的 に 

容易な り。 但し 容易なら ざる は德を 表する にあり。 基督の 品性 は缺點 なし、 然 かも 人の 想像に 成れ 

る 唯 無難なる 人物に 肖す して、 積極的の 性質と 新鮮と 力量に 充 ちたり。 

完全なる 均衡 

三 北ハの 美質 Iti に 均衔を 保ち 圓滿に 整へ る こと も 彼の 特質な り。 大德 は往々 不德に 肖た る 所 あり 

て、 能く 均衡 を 失 はざる は 得 易から す。 威嚴は 驕慢に 流れ 易く、 深慮 は 冷 情に 流れ 易く、 眞摯は 

硬に 流れ 易く、 禮 讓は虛 文に 流れ 易し、 畢竞 有限なる 人性 は 一方に 傾注 すれば 他 を 虚しく する の 恐 

あり。 然れ ども 基督に 於て は 其の 偏 長な く、 渾 然として 微瑕 なき 品質 を 具 ふ。 例へば 彼が 寬 殿の 中 

正 を 得た る 一事に 注意せ よ。 彼の 如く 猛烈なる 勢 を 以て 惡を 責めた る 人 あらす。 彼が 生れた る 時代 

は 淫奔な る奸惡 なる 横 邪なる 時代な りしな り。 然れ ども 彼 は 之と 共に 深く 優しき 情緒 に みたり。 

非運 定まる エルサレム を 望みて は 淚を濺 ぎ、 訴人の 前に 淫 © を 庇護し、 淚を 以て 彼の 足 を 1^ したる 

婦人の 罪 を 赦 したり。 又 彼が 男子 的 性格と 婦人 的 性格と を 兼ねて 均衡 を 失 は ざり し 事 も 注意す ベ 

し。 ジョ， -ヂ • ステヮ ，- ド の 言に 多少 の眞现 あり、 臼く 『我等が 今日 男子 的な り と 稱 する 性格 は 

正則なる 模型の ものに あらす。 我等 は蠻 風と 戰 ふべき こと 多く 之が 爲には 勇氣堅 忍 を 必要と せし よ 

り、 此 等の 性格 をば 男子の 特質と 考 ふるに 至りし も、 其の 實此 等は墮 落後の 男子の 特質な り』。 基 


哲のロ§格は人を来^^5するのカぁり。 彼が 人の 愛情 を 牽き乂 難 を 忍受 する の 力 は 女性的な り。 而し. 

て 聊か も 3? き 所 あらす。 

單 純の 偉大 

N. 彼のロ§性は}^:-って^^純なり。 人 を 驚かし 眩惑 せんと 試みす。 彼 は： 大才に 伴 ひ = ^き 奇墙を 有せ 

す。 共の^ の 風、 北ハの 衣服、 北ハの 動作に 飾の 痕迹を 留めす。 其の 生涯 は  一 n§ を 以て 作らる &如 

く、  1:^も驚化：ハすべき^^^-件にて乂最も平凡なる亊件なり。 或は 奇跡 を 行 ひ、 或は 食事 をな し、 或は 不 

朽な ろべき 巧： 喩を： 阶る。 時に 隨ひ 事に 應 じて 時々 刻々 平なる 生活 を 送る のみ。 ？芈純 は 偉大の 特徴 

なり。 井 の 如く E 小 純なる 人れ = て おらす。 

重ん せられ ざ リし德 

五 彼 は 今まで 世に ん せられ ざり し德に 重き を 置け り。 力.^ ち徳 なりと して^ まれたり し 時代 

に 生れて、 受懒 的の なぬ を說 き、 大に 忍ぶ は 大いに 行 ふに 比して 劣らざる こと を說 けり。 べテ。 は 基. 

督の 例に 倣 ふこと を勸 むる に當 りこの 點に重 を 置きて 曰く 『彼 詬られ て 1^ らす 苦め られて 激しき 首 

を 出さす、 仍だ^ を 以て 鞠く 彼に 之 を したり』 と。 忍耐、 謙遜、 柔和の 德 久しく 世に 忘れられ レ 

が キリスト 之 を 正 <iS の 位置に 囘し たり。 我等 は 如何なる 德を 選んで 基督の 特性な り とす ベ きか を 知 

らす。 彼に は總 ての 德 性に 於て 齊 しく. 越し、 且つ 圓滿に 調和し たれば なり。 ^し 彼が 以上の 諸 ii 

に 東 を きた る に 注意す べきの み。  (一九 0  一  5 

おの 品性  三 七 五 


十字架に 依りて 淸 めら ろ  三 七 六 

十字架に ±^ りて 淸 めら る 

來 週の 金曜 R は 恰 かも 主 受難の R に 相當 す。 或る 敎會 にて は 其の 前 十日の 問 を 大齋 期と 稱 して 

齋戒 沐浴して 罪 を 悔い 已に克 ち、 種 々霞 性 上の 奮 發を爲 さん こと を勉 む、 實に宜 なること なり。 余 

ちか ごろ デッス • ベッド？ ソンス 

は： &0 『臨終の 光 m 兄』 て ふ 書 を 読み、 神 を 信じ 基督に 依りて： S なる 生命 を 得た る 人々 の 臨終の 光 

景が、 如何にも 平和に して 勇ましく^ きたる を 見、 十字架に 依りて 清められた る 死の 美に 對し感 い 

と 深 かり。 今 其の 一 一三 を錄 して 齋 期の 靜 思に 供す。 

赤兒 の 如き 謙！！ ブ レ H ス • パスカル の 深遠 該博な る 折；： 學者 にして、 雄大 流麗な る 文章 家な る は 

皆な 人の 知る 所な り。 共の 品性に 至って は 敬虔の 德 によりて 更に 淸く 且つ 高し。 パイル 之 を 評して 

曰く、 『fp 冊の 宗敎 上の 議論 も、 パスカルの 生涯の 簡略なる 記事より は、 不信仰なる 心 を 打ち破る 力 

ありと しも 思 はれす。 共の 謙邏と 敬虔と は 一 ダ， -ス の宜敎 S 等の 爲に 攻め立てら る、 よりも、 更に 

自. E 論者の 心 を 和ぐ る KI を 得べ し。 彼等 は パスカルの 如き 第一流の 數學 者、 敏捷なる 哲畢 者、 又銳 

利なる 觀察カ をれ する 人に して、 尙ほ斯 の 如き 高調なる 宗敎心 を 有する を 見ば、 最早 や 信仰 は 小心- 

の 人に 堅し など  iP  ふること 能 はざる べし』  と。 パスカル は 居常 頗る 謙讓 にして 單 純なる 心を冇 する 


人な りしが、 共の 死期 近くに 及びて  一！^ 其の 皮 を しぬ。 歷々彼を其の病床に：38へる^<?-認って曰 

く、 『彼 は小兒 なり 謙遜な り、 赤兒の 如く 從順 なり』 と。 又 其の 親友の 一 人暫 らく 彼の 病床に 侍 

し、 北 ハの溫 和に して 敬 虎なる に 心 動かされ、 己が 姉妹に 向 ひて 感懐 を 述べ 『心 を 慰めよ。 祌 若し 彼 

を 招きた まふ こ と ありと も、 汝は 彼に 秘々 の 恩 蔥を與 へ られ たる 惠み 深き 神を譜 美す べき 夥多の 理 

由 を；； す。 余 は 《£ に 彼の 偉大なる 性格 を 茶 だしく 嘆美し 居たり。 され ど 今兑る 如き 世の常 ならざる 

謙^の 狀 を：； 2- たる ことなし。 彼が 斯る心 を 懐ける はいと 不思議な り』 と 曰へ る こと あり、 之 を 以て 

も 如何ば かり 彼が 死の 近づく と共に 心 謙りた るか を 察知す る を 得ん。 かくて 彼 は 『神 決して 我 を 忘- 

れ たま はざる べし』 との 一一 一一：； を 最後と して、 平和と 希望に 滿 ちつ & 此の世 を 去れり となん。 

^1 日影 『千 代經 し 31?』 て ふ 名高き fi 美 歌 の 作者な る 卜 プ ラ ヂ ィ は 、 齢 三 十 八 に し て 死 

したる さなる が、 共の 他^ 漸く 一お へ、 肉 體のカ 愈よ むにつ. 共の 心中の 慰めと 嬉びは (俭 す 加 は 

り、 i^: 場に 至る の 5；3 近づく も 更に？^." ひ惱む 所な く、 いと 心- W ら かにして 寧ろ 之を嬉 び、 天の 住民に 

加 はらん こと を 待ち望 みたり。 彼れ 常に 博士 ャ ン ゲ の 

ル s は 地上 を 兌、 片目 は 天 を 仰ぐ 

て ふ 詩句 を i? へしめ、 共 の^に は 天の 都市 鮮 かに 映 じ、 恩寵の 契約の 一 歴 明かに 且つ 樂 しく 感ぜら. 

i 力ち ふ S  わに- 

れ、  生へ叩の^^^開かれ、 ^^：：て^^弱なりし信^！^もダビデの如く堅尚にせられ、 又き て 震で 戰 きたりし 乎 

は 基^の 十字架 を緊と 握り 得る に 至り、 雲名殘 りなく 晴れて 日の 光淸 しと 兌え たり。 

十字 S! に 依りて 清めら ろ  三 七 七 


十字架に 依りて？ s めら ろ  三 七 八 

其の 死す る 一 二日 前の W なり。 或る 友の 手 を 握り 天 を 仰ぎ：： つ、、 霄ひ 知らぬ 嬉 びの 淚を催 ほし 

語って m く 『余 は 心に 感する 慰藉 を 君に 語る こと 能 はす、 言 絶の 域な り。 余の 如き 無益なる 俊に も 

神の 慰め は 断の 如く 充ち 溢る。 余 はた，， ^其の 何時までも 變ら ざらん こと W 祈る sir なし。 余が 心已に 

天を嬉 ぶ。 余の 祈禱は 凡て 讃美と 變 じたり』 と。 

臨終の 期 愈よ 近づく や、 其の 語る 所 益す 嬉び 溢れて、 天の 事の みなりき。 n く 『余 は 逝かん こと 

を 願 ふ 心 切なり。 を 離れし 鳥の 如くに、 飛び 行かん こと を 願 ふ。 余 若し 鳩の 如き 翼 を 有しな ば、 

直ちに 天上の 樂 みの 眞 中に 飛び去り、 永遠の 休息に 人るべし。 ^は 此の 肉 體を脫 して、 限りなく、 m 

と共に 在らん こと を 望む が 故に、 或る 天使 は 共の 保護に 任ぜら る、 なるべし』 と。 叉 て E く 『余 

さ つ、 か  > 一と- W 

の 心 は 日影い と 天麗 なる を覺 ゆ。 之 を 首 ひ 現 はすべき 辭 なし、 語る 可らざる 肽態 なり。 我が 友よ、 

r  貧 

神 は 如何に 幸なる ぞ。 常に 妨げな く.^ は 其の 聖 前に 在り』 と。 

叉 『天{4^晴れ渡ひて 一 抹の雲 もな し、 来り 給へ、 主耶穌 よ、 速 かに 来り 給へ』 とい ひ、 最後に 共 

朋友 及び 僕婢^ を頓 み、 彼等 も 嬉んで 彼 を 主に 獻 ぐるの 覺悟 あるかと 尋ね、 彼等の 同意なる と 知る 

» て  ま = と 

や t:^ だしく 滿 足し、 『諸君が 余 を 愛す る 救 主 の聖手 に獻 ぐる こ と を 欲す るは宽 に 福な り。 祌余を 取り 

たま ふ も 遠から じ、 死すべき 人間 は 神 我が 心に 現 はれた まへ る 光榮を 得た るの 後、 生き 長ら うこと 

能 はされば なり』 とて 嬉 びの 淚を 垂れ、 間もなく  E ハ 目して 逝け り。 

汝の爲 めに 祈らん 曾て 西方 印度 殖民 地に 於け る 有用なる 健康の 奴隸 多く、， 宜敎師 の 導きに 依り 


て悔 改め^^!^ を^ ぜ しこと あり、 共の 猛惡^ 忍なる 主人 之 を：. おみ 嫌 ひ、 共の 信仰 を栾 てし めんと 

す。 初 は！ ii 々無慈悲なる 處置 もて 之 を 脅かせし かど、 容= ^に 此の 货 しき： 亞弗利 加 W 年の 心 を 移す こ 

と 能 はす、 碗 乎と して i^: 督に 信じ 仕へ たり。 主人 ハ. 傲す W りて 殘酷 無道の 迫害 を はし、 一 日 遂に 基督 

を棄てすんば打ち殺す べしと：^！りぬ。 かくて 酷 なろ， 王 人の 無法なる 打 架に 遭 ひ、 肉 裂け 骨 現 は 

れ、 ^血 地に^る。 、王 人 問 ふて n く 『今 汝の耶 穌は汝 に 何 を か爲す や』 と。 少年 之に 答へ 『，H.; 人よ 

彼 は 耐え忍んで 断 KHgif を 受け 得る やう 我 を 助けた まふな り』 とい ふ。 、王 人 共の 剛侦 なる に 益々 烈： 

火の 如く 怒り、 亂打 之を久 うして 叉！？ つて n く 『今 汝の耶 穌は汝 に 何 を か爲す や』 と。 少年 毫も P 財 

路 すろ 所な く 打ち-中：^ ひたる 聲を 祸げ 『主人よ、 事兹に 至る も 彼 は尙我 をして 汝の爲 めに 祈り、 no. 

汝を 忘れ 得し めんと するな り』 とやよ へ たりと ぞ。 

^^の 十字架に よりて 淸 めら る、 とき は、 斯ろ 無敎宵 なる 少年と 雖も、 ^ほ剛 P に个 挽、 能く 北ハの 

死 をして 髙尙な る 笑 觀を呈 す ろに 至らし む。 

(一九 0 一年 三 3 


十 宇 si- に 依りて 清めら ろ  S 七 九 


»iM: に _SH ろ 1 時 問 あり  三 八 0 

終日に 優る 一 時間 あり 

神の 葡萄園に て 傲く 者 は、 朝より する 者 も 日 幕より する 者 も、 共に 其の 報 を 同う すと 基督 は敎へ 

耠 へり。 蓋し 天國 の報赏 は 働く 者の 功鎮 によって 與 へらる \ ものに 非す して、 一に 祌の 恩惠 なるこ- 

と を 示し 給 ふと 共に、  忠資 純良なる 心 を 以て 祌の爲 に 働く 一時間 は、 報 を算し 自己の 功勞 を自覺 し 

つ 、傲く 一  日に 優る こと； sf: 々なる を 明かに し 給へ るな り。 それ 人の 勞 力の 價値は 其 分量に 由り て 上 

下せら る.^ ものに 非す。 又 其の 時間の 長短に 由り て 估ら る、 ものに 非す。 一に 其の 精神 動機の 如何 

に 由り て 定まるな り。 山 高き が 故に からす、 木 ある を 以て it しとす。 假令營 々勞 苦して 5^ 築す る 

とも、 バ ベ ルの塔 は-お 目的の 愚な りしと 共に 徒 勞に屬 せり。 人事 逝く 水に 畫 くが 如き こと 少しと せ 

す。 寶 際に 尊き 勞は 決して 分量の 多き もの. - みに 非す。 金、 銀 草、 木、 藁に ておのく 異 りたる- 

建築 をな す。 其の 眞實に 燒け殘 るべき は 形の 廣大 なる ものに 非るな り。 されば 男子 玉と なって 碎く 

る も 瓦と なって 全 きを 恥づ と 云 ふ は、 必す しも 古風 の 豪傑 の 志な りとの み 兌 る ベ き に 非す 、 眞賓 に 

貫目 ある 一 翻の 働き こそ 瓦 落多滿 車の 勞に 優れる に 比すべからざる なれ。 .S 來 分量の 多き 事業 をの 

み大 いなりと 思 ひ 僻めた るより、 目的 は 手段 を 潔む と 云 ふが 如き、 若く は大行 は.！ 壇 を顿 みすと い 


ふが如き^^をまで生じたり。 ^^55::::2^^の考また時として此處に陷ることなきに非す。 純 なる 心 

を以 つて ーモを 人の ために 拔く は、 ，しき 機より な- S 天 li; 地の をな すに 勝れり。 ぼ .w- に 人の 性 

を 熱愛し、 祌が人 をせ，. び乂 愛する 心と 一 つと なりて、 此に 他人 を祌 に？ 31= くと せよ。 假八=9^^1れしは 

一人に しても、 ； t を离 ばす こと 如 何 なるべき ぞ。 葡萄间に後に-^^^；りし勞働者は、 に 美しき 心を以 

て 働きたり。 彼は終ロ„^にて立ち^3;^.し、 今日 も 徒らに fl. きんこと を 一；； おひ、 家に りて 妻の 悲しき 颜 

を兑、 ：w 女の 飢を訴 ふる を g くべき を 想像し、 心 i んんど 消え も 行かん 程な りしな り。 然るに 日 も 1：： せ 

れんと する ：s、 思 ひがけな く 甘： (の 働き 場 を 〔むたり。 见も もェ卞 得て、 、の：：！ の 八 千； く 徒^せられ 

ざり し を龙： び、 感謝の 胸中に 湧く を 禁ぜ ざり しなるべし。 而 して 其の 勞 する や 僅かに 一 ^11 な 

り。 日 _4 より 己 を ® ひ しこと 旣 に恩惠 なり。 货錢は ！；ほ に 之 を 心に 腿 けん。 唯だェキ；の意の^！！ならん 

のみと ひ たり。 彼は赏 に 信任す る 心と 感謝の 怙とを 以て、 H 、の 一時 を 働きたり。 化パの 卿き の 

分：： m は少 かりし にせよ、 これ Hi の 如き 働きの 一時 に 非す や。 ^叔リ敎信^；；亦此の心を以て种のェ場 

に 働きな ば、 .ぉ、の勞は粒々不^の|:^石たらん。 氏の 所 iS 『朝に 道を聽 かば 夕に 死す とも：^ なり』 

と、 此の f 逸の 消 愈 を：^ す ものに 外なら す。 ？が十 年の 前 生涯 は 眞に長 かりき。 其の il の 功緒 を 数へ 立 

かさ 

てな ば 大分の 接に 上り もせん。 然れ ども-おのま、 にて 終らば 造；^ この 上 もなかり しに、 今や 新に 道 

を M きぬ。 お n い 夕に 死す とも 惜しから すなり たるな り。 何と なれば 今日の 一 日は實 に 前の 数十 年の 

斑ハ へしよ b も大 いなる もの を與 へたれば なり。 生活の 轉換 此の 問 に 起り たれば なり。 詩篇に E く、 

終 s に s る 一時 問 あり  S 八 一 


終 s に 侵る 一 時 問 あり 

三 ダニ 

『ニホ バの大 庭に 住 ふ 一日 は 千年に 優れり。 我 は惡の 幕屋に 居らん よりも、 寧ろ, -ホバ の 家の 門 守 

たらん こと を 願 ふなり』 と。 人生に は 千年に も換 ふべ からざる 一 日 あり。 葡萄園に 後れ 至れる 工人 

力 使き し 一時間が、 朝より 働け る もの， X 一  日に 比して 主に 喜ばれし は 此の 故な り。 徒に 瓦礫 を 

瑭 んで功 勞の大 ならん を 欲する こと を 止めざる ベから す。 『神の 國の 事業 は、 此 所に 見よ 彼 所に 昆ょ 

と 言 ふべき ものに 非す、』 靜 かにして 堅固に、 其の 發達を 遂げ 行く ものな り。 我等の 爲す 所た とひ 小 

にして、 其の 時間 は 如何に 短く とも子 ポ バの大 庭に 在る 心 を 以て 働きな ば、 千年に も 優る 功 をな す 

べし。 人間 は 微弱な り。 我等 は 多く 凡人な り。 然れ ども 神 を 信じて 其の 意に 全く 委せ、 『己が 如き 日 

足らぬ 者』 まで も 其の 國に 呼び入れ 袷へ る 恩惠に 感謝して、 我等の 爲 すべき 所 をな さば、 是祌を 喜 

ばす 所以に して、 祌は 終日 黑汗 流して 働き、 分量 多き 功 を 立てた る 者と 同じく 報い 給 ふ。 基督 曰 は 

く、 『天國 のい と 小さき 者もョ ハネ より 大な. o』 と。 豈に 厚き 慈み と 謂 はざる ベ けんや。 

(1 九 〇 一 年  一一 一 CT) 


w を 以て 很活 日曜日 を迎ふ 

K 督敎徒 最初の 信仰 

敎 徒の 信仰、 耶穌の 復活 を. マ ぼみ 出 だせし に 非す。 復活の 事實を 信じた るが 敎會 の共丄 礎と なり 

しなり。 保羅ァ テンスに 佛道 する や、 基督 を 以て 世の 泰 判者と なす ぃ據 として 擧 げたる は、 北 ハの沒 

活 せし ことなり (^gsjf 一)。 彼が 基 齊を祌 として 祟む るに 至りし は、 共の 死より ill へ りして ふ 實に 

依る (m)。 彼が 缀 性の 不朽なる を 信じ、 來 世の 望み 堅固な りし は、 主せ 疋に甦 へられ たれば なリ 

前 g)。 彼が 自ら 使徒た る 權利を 主張し、 萬 難を排 して 傳 道の 天職 を盡 せし も、 北ハの む 所 唯 基 

# の 復活せ りて ふ 一 事の みへ ほ l§f)。 此は 使徒 保 維の 信仰と 其の 傳 道の 眼目たり しのみ ならす、 基督 

敎徒當 初の 傅 近 は 耶穌の 復活 を 中心 點 とし、 破竹の 勢 を 以て 世界に 進乘を 試みた るな り。 の 

寺べ テ a が 耶穌を 殺せる H ルサレ ム 城の 眞 中に 立ち、 公然 宜肯 せし 所 を^け。 曰く 『祌 は耶 を 甦 

ヽらせ 給へ り。 我.. は 其の 證人 なり。 此の 故に イスラ H ルの 全家よ、 汝 等が 十字架に 就けし この 耶 

^を 文て. t、 祌は之 を、 王と なし 基 5^1 となし 給 ひし 霧 を 確かに 知れ』 と。 周到に して 鋭利なる 批評の 

結 が共丄 1^ 敎 舍の创 立と 當初傳 道の 趣旨 全く 基督の 復活に あ.^ とする 一 事に 至りて は、 最早 を容 

おも 以て £J 活 3 呢； T お- 迎ふ  三 八 三 


s: も 以て S5 活： w 曜日 も迎ふ  三 八 H 

.る\ の餘 地な きに 至れり。 

僅かに 三十 六 時間 

福音書の 記事 を 精 木 =: し、 事の 顿末 及び 其の 脈絡 を 推し i チ ぬれば、 耶穌. 復活 i せりとの 聞え 高くな 

り、 共の 事資 なる を 信じて、 效に 死灰 漸く 再燃し、 弟子 達の 奥 氣勃與 せし は、 主が 十字架に 刑 せら 

れし 三日の 後に 在り。 之 を 嚴密に 計^ すれば 其の 間に 經過 せし t 問、 僅々 三十 六 時 問より 多から 

チ。 脊は 金曜日の 午後 氣 i;^ 絕 えて、 日曜日の n 十 天に 俊 せられた るな り。 

幻 象說の 困難 

耶 M の 復活 を 説き 去らん と 欲する の n 的 を 以て、 牽强附佘：の^^を設けしもの少なからす。 ハル子 窃 

に 之 を 盗み 去りたり となす が 如き は、 餘 りに 無法なる 考へ にて 共の 非 を 辯す るの 必要 を感 する さ 能 

はす。 ？^-子违が困顿狼狠せる狀能"〕ょり之を推測するに彼等に斯の如き勇氣ぁるべ しと も m 心 はれす。 

共の 毫も 信ぜざる 復活 を 言 ひ觸ら さんが 爲 殊更に 死 體を盜 む 如き こと あら んと は、 常識 を以 て 想像 

す 可ら す。 彼等が 自ら 信ぜざる 復活 を宣 傅して 身命 を惜 まざりし も 不思議 千 萬な り。 或は^ 穌の屍 

8. か- リ 

を隱 せし もの は 其の； fij- 子に あらす して、 之 を 殺せる 祭司 舉 者の _?TSS5;f りと なし、 以て 最初の 復活 m 曜 

曰の朝{4^虚となりし^1:ぉを說明せんと試みたり。 なる 墓と 復活の {In 一 傅と は、 主の 死後 三十 六 時 


にして ほれ もな き is$|i となりぬ。 耶穌の 死 一 ^を. 祈 かに 保^せる ユダヤ人 は、 何故に 共の 所.^ を 明示 

してぉ=^く世の浮^^者のーーーー：：を粉碎するの乎役を執らざりしゃ。 耶穌 の役活 より 生じた る 紡 El^ の 如何 

に大 なる か を 忍 は *.^、 凡て 斯る 解？^ の 兒戯に 類す る を 知るべし。 玆に 於て fs{ に；！^ を爲 すお あ ：=。 ：：： 

く、 『耶穌 の 復活 は isii- 實に 非す。 感情的なる マグ ダラ の マ リャ北ハの他の^^-子たちのロに映じたる 一 種 

の 心： £ 水に 過ぎす』 と ルナン、 スト ラウス、 ラビ ィル など 前後 此 の 說を、 張せ しもの、 一一 一一：： ふと こ ろ 多 

少 の？：：：！^ ありと 雖も、 共の 信仰 純粹 ならざる カイ ムの 『ナザレの 耶穌』 は幻：2^?^^-の無极なるを2^露 

して 餘藏 なし。 カイ ムが幻 象 説に 對 して 提起せ ろ 第一の 反對論 は、 耶穌 S 役 せして ふ 都 なく 

ば、 ^々一一； 日に して (資に 三十 六 時 ？！ に 過ぎす)^ 子た ちの 信仰 恢復し、 北 ハの 心のお 様 斯る幻 象 を 

見る ほどの ものと なること. 一；： る 可ら すと 一一 一一：： ふに 在り。 此は カイ ム C みならす、 復活に 就きて 議論の 

熟した る 今日 公平なる 人の 共に 認 むる 難題と す。 故に 復活の 説 起り し を 以て 遙 かに 後口の こと、 な 

すに 非 ざれば、 幻 象 到底 維持す 可らざる なり。 然れ ども 耶穌 復活の 事資 は、 旣に 共の 死後 一一； n に 

たしか 

して めら れ、 共の 初代 敎 徒の 信仰 を 鹿み 出 だせし 甚督 なりし は 確 なろ ^$資 にて、 之 を 抹？. 

する に. E なし。 カイ ムが幻 象說を 非難す る 第二の 理. S は、 若し 耶穌 の復 を 以て？ 子 達の 幻 象 を 兒 

しに^ づく とせば、 故に 之 を 見る こと 五旬節 以內に 其の 跡 を つに 至りし かて ふ點 なり。 信念 愈 

〈思 熟す るに 隨ひ 幻： J 象 を 見 る こと 益々 多 か る ベ き笞 なる に 北 ハの ra^ 然數週 ii にし て 止みた る こ と 不思議 

なれ。 カイ ム 此の 點を說 くこと 精妙 を 極む。 幻 象？ _ ^をして 額 色な からしむ るに 足れり。 加 ふるに 復 

小 W を 以て 投 活 H 呢 s も迎ふ  三 八 五 


i おも 以て 復活 SI 曜日 も迎ふ  コ 一八 六 

活の說 朧 たる 幻 象 を 見る に 始まれり とせば、 耶 妹の 死體は 如何にな りし や。 耶穌の 子た ち は mif 

して 其の 復活 を 待ち設け たる ものと 兒 るべき 事實 あり や。 之 を 葬る の 準 倘を整 へ て 日曜日の 朝 墓に 

詣 でし 婦 たちに 斯の 如き 豫 想と 希望と ありし や。 一人 之 を 見る のみなら す、 數人之 を 見、 遂に 五 百 

人 一 齊に之 を 見る に 至る。 是右り 5£ べき なり や。  < ふ 輩 は ゲイ チ H ッケル 等の 辯 明に 據 りて、 肉體 

の 復活す ベ しと は 弟子た ちの 全く 想像せ ざり し 所なる を 知ス。 斯くて も 幻 象 を 坐す るの 餘地 弟子 達 

の 心に 存せ しゃ。 難題 百出して 幻 象 説 は 破 壌せられ たり。 世界最大の 事 實 なる 基督 敎と 其の 勢力と 

を焖の 如き 幻 象に 歸 せんとす る は、 議論 を 岡 はする を も 待た で 共の 甚だ 疑 はしき を感 すべ し。 

出來 事の 外科 手術 

此は ブル ウスが 共の 『十二使徒の 訓練』 に 於て^ ゐ たる 面白き 句な り。 耶穌の 弟子 達 は 基督の 死 

を 免れざる こと、 其の 復活、 共の 超 世 的の 王國、 異邦人の 被 選 舉资格 等に つき 容易に 正當 なる 思想 

に 到達す る こと 能 はす。 彼等 は 思 ひも 寄らざる 出来事に 遭遇し、 其の 痛ましき 外科 手術 を 受けし 

末、 辛うじて 其の 惑 を 啓き、 其の 信念 を 高め、 其の 意見 を 正しう する こと を 得た るな り。 彼等が 遲 

遲 として 進歩せ し を 見るべし。 是 幻象說 と 氷炭 相容れ ざる 事實に 非. f や。 己が 所有せ し 新しき 墓に 

なきがら 

主の 遣骸を 入れた る アリマ タヤの ヨセフ、 之に 膏を 塗りて 葬りた る- 1 コ デモ、 此の 二人の 爲す所 を 

飽き 足らす 思 ひ、 成るべく 脫落 なからん こと を 望みて、 日曜の 朝早く 香油と 藥 品と を 携 へて 墓に 至 


りし：；^.; i ち も iiu キ： の，； 化活を m 心 ひ 掛けざる ことに 感じたり，' 就屮ョ ハネが 耶穌の 復活 を 信す るに 至れ 

る 願宋 にっき、 ゴゥデ ヱ の 說く所 趣味 莊だ 深き を i 化 ゆ。 マ グ ダラ の マリ ャ 墓の { 仝 虚な るに 驚き、 走 

り 行きて 之 をべ テ。、 ヨハネに 訴ふ。 二人 走せ 來 りて ぺ テロ 先づ 慕に 入る。 彼 は疾く 逸み 入り たれ 

ど、 深く 惜る 所な くして S き W でぬ。 ヨハネ 次ぎに 入りて 耶穌の 首 を 包みし 手 巾 は 屍 を みし 布と 

共に S かれす、 之 を 引き離し 他の 所に みて sa かれた る を 見、 『實 にも』 と 深く 心に： づく所 あり 

き。 『ョ ハネが ini ら斯く 記せる はぺテ 口よりも 已を 高く 見せん が爲 なり』 と ルナ ンは 皮肉の 評 を 下し 

たれ ど、 此の 記事の 前後 を兑れ ば、 ヨハネが 已を 信す る ことの 遲 鈍な りし を 憾み、 共の m ぉ豕を 嘆く 

の氣 色、 殊勝に も ttl かなる もの あり。 ゴゥデ H  I! く、 『約 翰你 第二 十 音 十九 節に、 聖齊に 記して 耶穌の 

死より 甦へ るべき こと ある を 彼 や 寸朱だ 知らざる なりと ある は、 彼等が 墓の 中の 事 ども を 見て 遂に 漸 

く； する に 至りた るに て、 彼^ 1 一人が 聖書の 本文に つきて 共の 考の 如何に 3^ かなりし を 驚き！^ しむ 

の- S なを；^ せし なり』 と。 ヨハネの 心 isi:- 以て 想见 すべし。 彼 は 主の 啓發 によりて 復活の 事實を 確信 

し、 共の 今まで 之 を 悟り W ざり しを怪 みて 自ら 责む るの 念^りに 催 ほせるな り。 3n,: に 只 だ 彼のみ な 

らん や。 基 ！^::!:; 徒の： 涯告 断の 如き 經驗 あり。 だしき は 幾囘か 主の 啓發を 蒙れ ども 顿 として 悟ら 

す、 ヨハネの 如く，：：： ら くこと 能 はざる もの 多し。 之 を m 心 ひ 合 はすべき 點、 耶穌の 墓に 詣で たる 彼 

のI^たちの，；^f^^;にぁり。 彼等 耶穌の を兑 出さす 茫然たり し 時、 天の 使 之に n ひける は、 『何ぞ 死に 

し者の屮に^けろ^<;を尋ぬるゃ、 彼が ガリ ラ ャに 在りし とき 汝 等に 一 百 ひたりし こと を 憶 ひ 出で よ』 

て S! 活 も迎ふ  三 八 七 


葛 も はて 復活 mglMI も- 迎ふ  三 八 八 

と。 へ ンリ IV ポル トンが 此の 一 節に就きて^^^zとこ ろ^だ 面. n し。 天使 は婦 たちの 記憶に 訴 へ.；： 

り。 彼等は^31大なることを忘れたるが1«-に復活を信じ難く覺ぇたり。 祌 の敎、 掭理の gf_: 戒、 一身上 

の寳 験、 我 や > に 向 ひて 多く 示す 所 あれ ども、 北ハの SE: 意 を理命 r する ことなく、 幾分 か St ー會 する も 之 を 

輕く 受けて 深く m 心 ひ 入る ことなし。 主の 言 を 記憶し、 せて 受けし 敎訓を 肺肝に 銘ぜ ば、 暗中に も 光 

明の 赫突 たる を 仰ぎ、 沙漠に も 花 ゆ、 く を 兒るを 5 & べきな り。 

復活な くば 信仰 無根に して 生ず 

スト ラウス 曰く、 『復活 を 信す る HI なかり しなら ぱ- 敎會は 生れ ざり しならん』 と。 然れ ども 余輩 

は 信す、 福音書に 記載 せられし 如き 復活 ra^ して 起ら ざり しなら ば、 基督 敎の 信仰 は极 なくして 生じ 

たる 一大 奋躜 なり。 主實に 甦れり と は 千秋 萬 古 動かす 可らざる 事實 にして、 信仰の 隅の 首 1^ なり。 

弟子た ちの 友情、 ト マ スの懷 疑 

約翰傳 第二 十 草に 八日の 後 弟子た ち內に 在り、 トマス も 之と 共に 在り、 耶穌戶 の閉ぢ たるに 來り 

す？ 一し 

て 中に 立ち 言 ひける は、 『汝等 安 かれ』 云々 と、 逾 越の 一週間 弟子た ちが エルサレムに 留まる は 解す 

べし。 然れ ども. ：！： 故に 第二の 土曜日 即ち 安息日 を 過ぎて 直ちに 都 を 去らす、 其の 日曜日に は 依然 其 

所に 留り 居た る や。 或 ひ は トマ スが 耶穌の 復活 を 疑 ひ 獨り離れて群を逸し去れる迷羊の如き^^様 


となりし をお ひ、 此の儘に て 彼 を 離れ 去る に 忍び ざり し 1^ にあらざる を. はんやと ゴ ゥデェ が；^ した 

る は、 頗 る 味 ふべき 一一 一 n なり。 共の 適否 は见も あれ-、 "li^ 快なる 椎 測に あらす や。  <水_^}は基^1:;^徒の 

友 iw- 凡て 斯の 如く あらん こと を 願 ふなり。 トマス 疑 を 懷 きて 同志の 合に 遠ざかり、 友情に 惹か 

れ. 叫び 敎 友の 刚 に 人り、 叙 愛 を 1^ うすろ 結 主の i,; 现に 接し、 前 n 來の fflfg に 1= れ渡る を經驗 

せり。 今 も- Ci: ほ 十；！ に異ら す。 社交的 宗敎碟 だ切耍 なり。 トマ スは；：^仰を求めたる懷疑^^；なり。 共の 

忡. 船より！： らく 岐路に 迷 ひ 人り しか ど、 耶穌を m わ ふこと 切なり。 主 は 此の 懐疑^ を憐 みて 殊更なる 

敎 訓を與 へられたり。 共の 懐疑お を 懇ろに 待遇す るの 情、 せ. やに 濃 かなり。 倚 道 者の 模範と なすべき 

ことに あらす や。 然れ ども トマ スに 語られし 言 を 味 ふに 此の 時 彼の 情 態 危機 一 髮の 問 に 在りし もの 

、如し U  n 本 譯の聚 ま C に、 信ぜざる 勿れ、 信ぜよ と ある は、 信な き 者と なる 勿れ、 信ぜよ と譯 する 

を は 常と す。 彼は；：；^仰なきぉ様に！：ぉするか、 ー韓 して？ 5- に 熟 心なる 信徒と なる か、 危險 千^なる 

？ i に 漂へ り。 然れ ども 基^の 教訓に 依り、 彼 は 耶姊の 前に 平伏して、 『我が、 王よ 我が 神よ』 と 絶叫せ 

り。 懷疑者  一^して 北ハ 仰 をぺテ n 等の 未だ 達し 5：： ざり し點 にまで 進めたり。 實に 後の もの 先にな 

りしと li ふべ し"  < 水牽は 凡ての 懐疑 者が 斯の 如き 有様に て 共 苦悶 を 結局 せんと を 希望す。 愛と 誡と 

熟： W と を 失 はす、 ^^んで耶穌の前に出で&北ハ敎を受けなば、 誰か トマ スの 如くなら ざらん。 

復活と 敎勢 

おも-以て 活： n 嘴：：； も迎ふ  "二八 九 


喜 も 以て 復活 曰 i-H も- 迎ふ  111 九 〇 

耶穌の 復活 は 正義の 勝利 を 意味す。 全能者の 力、 道に 與 する を 意味す。 永遠 世界の 光明、 夢幻の 

世界 を 照すな り。 個人的 來 世の 確信 此に 根ざして、 死と 其の 恐れと に 打 勝つ。 復活せ る 基督 は 品性 

の 模範と して 遙 かに 見 上ぐ る 理想の みに あらす、 生きながら 我等の 中に 存し、 我等 を 率 ひて 戰ひ、 

i: にレへ 

限りなき 同情 を 以て 個人的の 關係 極めて 濃 かなる 救世主な り。 基督の 弟子 は 古 此の 復活の 報に 接し 

て、 死せ る 精祌、 世界に 勝つ の活氣 を帶， びて 起ちぬ、 ィ、 ス トルの 祝詞、 確信と 熱誠と に 伴 はる. - 

時 は、 傳道 振起すべし。 敎會 復興すべし。 余輩 は 凡ての 同志と 共に 復活の 感化に 沐浴し、 使徒た ち 

の 如く 大ぃ なる 力 を 受けざる 可ら す。 

復活と 涅槃 

余輩 は 七日に 基督の 復活 を 祝し、 八日に 釋迦の 誕生 を 記憶 せんとす。 寂滅 爲樂の 涅槃 敎と 復活 昇 

天の 福音と 其の 主義、 精祌、 道義、 品性、 霄壌 啻 ならざる の 懸隔 あり。 亞細 亜の 天地、 ィ、 ス トル 

の 祝 聲に充 た ざれば、 復活せ す、 開發 せす、 振起せ す、 進歩せ ざるな り。 耶穌 進みて § に 語り 曰 

ける は、 『天の 內、 地の 上の 凡ての 權を 我に 賜 はれり。 此の 故に 汝等往 きて 寓國の 民に パプ テス マ を 

施し、 之 を 父と 子と 聖靈の 名に 人れ て 弟子と し、 a つ 我が 凡て 汝 等に 命ぜし こと を 守れと 彼等に 敎 

へ よ。 夫れ 我 は 世の 終りまで 常に 汝等 と共に 在るな り。 ァ ー ノン』 と。 


我 $E に 何 を か a すべき 

我等 は 罪 を ft へり。 天下に 義人な し。 否、 一人 も ある ことなし。 基督の 幅 音 は 罪 ある ものに 傅へ 

られ たる 救の 音信な り。 

罪悪て ふ 一 百 葉 は 通に 用 ゐらる i ものに て、 刖段難 かしき 意味 ありと も兑 えす。 然れ ども 基赞の 

敎へ にて は 其の 意義 世間に て 解釋 せら る、 と大ぃ に 共の 趣き を異 にす る も の あり。 罪悪 は 凡て 祌に 

逆ら ひて 犯された る もの-」 て、 体法^^^^くは道義を犯すょりも寧ろ神を犯せると 兑 る 之 を 罪 惡と云 

ふ。 罪と は 道に 竹く が 上に 神 自身に 背く ことなり。 同一の 放蕩 にても 獨身 者の 爲す ところと 父母 あ 

る もの X 爲す ところと 甚だ 異なり。 世界に 孤客た る もの X 淫 酒に 耽る は 不道德 なること 論す るを俟 

たす。 然れ ども 故鄉に 父母 を 有する 者が 漫 りに 酒 突 遊興に 耽る に 至りて は、 其の 無情？ に^だしく 

之 を獨身 者に 比 ぶれば 最も 悪むべき もの ありと 知らざる 可ら す。 基督 敎徒は 父母 ある もの \放^ ぬ を 

爲す 如き 意味に 於て 凡の 悪 德を觀 察す。 罪悪 は 天父に 對す るの 不孝な り。 天主 上帝に 逆 ひて 1^ 逆 を 

企つ る ことなり。 罪人 は 穀界の 朝敵な り。 

罪惡は 疾病な り。 聖書：^ 罪悪 を 病に 碧 ふ。 其の 意味 極めて 剴切な り。 舉 げんと 欲すれ ども 手舉が 
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らす、 轉 ぜんと 欲すれ ども 歩 を 移す こと 能 はす。 之 を 中風と 云 ふ。 靈 魂の 病む 又 之と 同じ。 其の 欲 

する 所 之 を 行 ふ 能 はす。 共の 欲せざる ところ 反って 之 を 行 ふ。 これ 道德 上の 病に 非す や。 周 圍の事 

物と 調和して 相順應 する 之 を 生物の 本色と す。 調和 不完全に して 順應 例の 如くなら ざる 之 を 病と 云 

ふ 調和 を 恢復す る こと 能 はす、 不調 子 愈 甚だしければ 其の 結果 唯 一 死 あるの み。 

靈性は 神 及び 神 の 世界と 順應 して 活動す ベ く 組織せられ たり。 信仰 崇拜 愛敬 渴望 祈念 等は靈 魂と 

神との 順應 調和す るに て 所謂 限りなき 生命な り。 是 等の 作用^ 滯し 若く は廢絕 せる、 これ 罪 惡に非 

すして 何ぞ や、 食氣 進ます、 胃 腑に病 あるな り。 EZ 色を辨 する こと 定かなら す、 眼 盲 せんとす るに 

非す や。 我等が 靈 性の 祌と 神の 事と に 於け る 又 此の 如くなら ぱ、 病勢 旣にー ハ！2： 育に 人らん とする を 知 

るべ し。 罪 惡旣に 病 を 以て 譬ふ べし。 之に 對 する 神の 態度 如何 ぞゃ。 吾等 は 親しき もの k 病み 臥す 

に當り 其の 傍に 坐して 憂へ に悶 へ、 時として は 病 者 自身に も 勝れる 悲 みある を經 験す。 天父 我等の 

罪惡を 見る また 此の 如くなる べし。 之 を 推し 旦 りて 同情の 念 を 催 ふし、 自ら 奮って 起たん と 欲する 

に 至れば、 靈 魂の 病 漸く 快復 期に 向へ る を 知るべし。 

罪惡は 束縛な り。 之 を 犯す は 肉 慾の 扠隸 たる ことなり。 人の 道念 自由 を 失 ひ、 靈性 其の 理想に 向 

) • ].  たまし ひ 

つてお 動す る こと 能 はす。 罪. 惡の囚 構と なって 心 を 形に 役せられ、 靈魂を 肉體に 虐げら る。 奴隸た 

る 之より^ だしき もの あらん や。 バウ 口 曰く、 『鳴 呼 我れ 困苦の 人なる かな。 誰か 此の 死の 軀 より 我 

を 救 はんや， Ij と。 


罪惡は ftts なり。 耶穌 祈を敎 へて 闩 く 『我等に fts ある もの を 我等の 赦す 如く、 我等の fts を も 

赦し給 へ 』 と。 罪悪 は^ふ を耍 せらる X れ iiS なり。 明かに 祌の赦 を ざれば 心 を 安ん する lej. 能 は 

す。 ョは 影の 形に 添 ふ 如く、 罪悪と 必然 相伴 ふ ものな り。 罰 は 罪の 一半な りと 云へ る も！ y に 然る こ 

となり。 我等 旣に罪 を； 太に 5i! たり。 此の 负 iiS 如何に. せらるべき や。 決して 此の儘に して 過ぐ ベ 

からす。 蓋し ァゥ グス チンの 云へ る 如く 罰 は 罪悪 者の 公 近な り。 彼 は 之を受 くべき 義務 あり。 K«c 

ら 進んで 之に 常らざる 可らざる ものと す。 之 を 罰する は 之に 公 近 を 行 ふに 過ぎす。 彼 は する の莪 

務 あるの みならす、 叉 北ハの 特權を 有すと 云 はざる 可ら す。 

罪 惡は祌 に離畔 して 之 を隔絕 する ことなり。 路加 傅に 見えた る 蕩子父 を 離れて 遠く 去りぬ。 これ 

罪悪な り。 我等 は 遠く 祌を 離れ 去りぬ。 日光の 徹せざる 所に 生 ふる 草木 は 繁茂す る こと 能 はす。 共 

の形も^^も何ぞーぉ へ たるの 甚だしき や。 生命の 本源に 遠ざかりて 生命 を 保たん と 欲する も a せに 共れ 

ベ けんや。 

バウ 口 曰く、 人 罪 を 犯して 神の 榮光 を受 くるに 足らすな りぬ と 。『祌 の なる 威光 赫灼 たり。 北ハ 

の 愛、 北 (の 義、 限りなき 榮光を 放って 我等の 前に 映す。 人 は本來 此の 榮 光に 與 かり、 已の 品性 神の 

德と 一致す る を 以て 其の 天職と す。 宗敎は 神の 活動に 參じ、 其の 德を 共に する の義 なり。 祌の 前に 

->- つて 己が 參與 すべき 北 ハの榮 光に 接し、 返いて 罪惡 を觀 みる 時 は巩^ 懼身を mil く 所 を 知らす。 こ、 に 

於て 祌 の 榮 光を受 くる に 足らすな り しを慚 梅す る、 , 一れ 基 敎 徒の 悔改 なり。 
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神 は 愛な り。 然れ ども 我等 は 其の 愛なる に 安ん する こと 能 はざる なり。 何と なれば 神の愛 は 神聖 

なり。 凡て 愛 は輕々 しく 己 を 他に 許すべき ものに 非す。 al らを ffi ん じて 己が f;::; ぶと ころに 注ぐ は 愛 

の 本質な り。 豚に 眞珠を 投げ 與 ふべ からす。 其の 最も 深き 意 味に 於て 愛 は 其の 愛す る もの を 喜び て 

之に 滿足 する ことなり。 神豈に 罪 惡者を 悅び 且つ 之に 滿足 する こと を 得ん や。 神 は 愛 の 眞珠を 豚 に 

投げ 與 ふること 能 はざる なり。 約 H:! 曰く、 『此の 故に 我 神の 前に 戰慄 す、 我考 ふれば 神 を 恐る、、 神 は 

我が 心 を 弱くなら しめ 全能者 我心 をして 恐れし め 給 ふ』 と。 これ 罪惡 者が 己 を 知りつ & 神の 前に 立 

つに 當 りて 感覺 すると ころに 非す や。 罪を赦 されす、 之 を 救 はれす して 神の 前に 立つ は 針の 蓆に 坐 

する よりも 難し。 ィザャ 書に 曰く、  一 j)  M ホバの 御 乎 は 短く して 救 ひ 得ざる に 非す。 其の 耳 は 鈍 

くして 聞えざる に 非 や。 唯 だ 汝の邪 まなる 業、 汝と祌 との 間 を 隔てたり。 汝の罪 神の 御顔 を *§议 ひて 

聞え ざら しめたり』 と。 祌は 恩寵に て充滿 す。 共の 愛 溢れて 我等に 注がん とす。 然れ ども 之 を妨ぐ 

る もの は罪惡 なり。 如何にせば 此の 罪悪より 救 はる、 こと を 得ん や。 

人 其の 罪悪 を感 すれば 之と 同時に 己が 無能 爲 すなき を感 するな り。 力 ン トの 如き も 人 心に 极本的 

の 悪 ある を 認めたり。 罪惡 如何に 深く 极を 人心に 張り 其の 如何に 頑强 なる か を 知らば、 之 を 如何と 

もな し 難く 覺ぇ て 自暴自棄 に 陷ら ん とす る に 至るべし。 故に 助け を 神 に 求む る こと をせ ざ る は 罪惡 

の 勢力の 大 なる を 知ら ざれば なり。 罪惡の 勢力 を 知らざる は 平生 之と 苦闘す る こと 少な ければ な 

り。 眞 實に 罪惡 の 勢力 を感覺 する もの は 如何にしても 無祌 論 者た る こと 能 はざる べし。 


レ コ ント 生物の 進化 を 論じて 曰く、 『其の 袋 下級の ものより 漸く 巡み て 人に し、 ：：^ 劣等の 人物よ 

り 理想 人物に 及ぶ までの 行路 眞 E にして 幅 碑 だ 狭し。 故に 之 を 見出す もの 極めて 倚 少なり。 逃 化の 

へ； t 一 上 一 歩 を 誤らば 毛 IS の： 遂に 千里の 隔絶 を 米た し、 共の 豫 期せし 點に 逢す る こと 能 はざる なり、 

： 11： 踏み外 づ せば 又 碧の 道に 立ち 歸る こと 能 はす。 例へば 樹木に 於け る 如し。 横様に 成 S し始 むれ 

ば 永劫まで も 枝た るの み。 決して 幹と なる の 機.^ 無く 到底 雲に 錄 ゆる 栴に逮 すべから す。 

此の 如くなる が 故に、 罪悪 を感 する は 失 望 を感 するな り。 自ら 如何と も爲し 難き を 悟りて 助け を 

祌 明に 求む るに 至るな り。 更に 罪 惡の赦 されん こと を 求む るに 至れば 益. 此の 感^ を强 うすべし。 何 

となれば 罪 を 神に 得て 共の 赦さ れんこと を 望む は容 きこと に 非るな り。 蓋 し 罪 惡者神 に赦 さる、 

と は復た 神に 信ぜら る k に 至る を 謂 ふ。 其の 旣往の 罪に 對 する 精神 及び 將來に 於て 正義に らんと 

する の 志、 共に 祌の 前に 立： ばる、 程に 成熟す る ことなり。 赦罪 は祌に 深く 嘱望 せらる、 ことなり。 

信 川の 恢復な り。 罪 ある もの 如何にして 此の 地位に 達する こと を 得ん や。 天地の 法則 は 『败 正にして 

秋 毫も 誤らす。 善 惡の結 rai^ 響の 音に 應す るが 如し。 罪惡を 犯して 恰も 之 を 犯さに る もの-如く 兑ら 

れんと 欲する に 如何なる 道 あり や。 赦罪は 人の 切に 求む ると ころに て赦 されたり との 感覺明 2 なら 

ざれば、 道德 上の 恢復 ベから ざるな り。 然れ ども 此の 赦 罪て ふ 人生の 秘義を 鼓くべき^ は何處 

にあり や。 

^！^的生命の救援は其の本源ょり發せざるべからす。 故に 罪 惡の救 ひ を祌に 求む る は a 然の 順序な 
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.  むの ヴか 

り。 人 1 非に 窮 すれば 必す 其の 本に 反る。 罪に 悲む もの 自ら 神に 向って 叫ぶ。 神に 非す して 人 を 救 ふ. 

もの 有る ベから ざれば なり。 神 は 如何にして 人 を 救 ふや。 

兒ょ 他人 を 救 はんとせば § な る路を 踏まざる を 得す。 義士 仁人 苦しみて 億兆の 人 猪に 安ん する 

こ と を 得。 神の 救 も亦然 かなりと は 基督 敎の 根本的 眞理 なり。 蓋し 自ら 苦痛に 甘んじ；？？； を礒 に し 

て 他 を 救 ふ は 愛の 本質に して、 萬 物の 膝史は 之に 向って 發展し 来れる ものと す。 試に 見よ、 ^：！ハの進 

化 程度 劣等なる 場ん 口に 於て は 生物の 有様 唯； 肉强 食の 事資を 示す のみ。 テ 一一 ソ ンの所 IS.Jn 然界は 牙 

！^紅に染みて共の光景^：^だ物凄き狀態に非すゃ。 然れ ども 漸く 進みて は强者 弱者の 爲に 苦み、 力 あ 

る 者 力なき もの を 食 ふて 進む。 燒 野の 維子、 夜の 鹤の みか は、 生物界 を兒 渡せば 强者 弱者の 爲に苦 

み 一 - 之 を 扶持す る の 事資夥 しく、 世界 は 唯 修羅場 の 如き ものに 非る を 示せり。 人問界 に 進み 入りて 

は 此の 事 更に 一 If 明、 父母の 愛の 如き これな り。 然れ ども 之に も 優りて 高 W なる は、 善 者 進んで 惡 

者の 爲に 苦む ことなり。 鵜 I 母の 杯 を 飲ま しめられし ソク ラーマ ー ス、 屢 途に窮 したる 孔 夫子な どの 如 

し。 人類 の？ i 议逹は 、王と して 悪者 の 爲に舌 しむ こ と を 厭 は ざる ^者 の 光明 を 前に 立 てて、 進む ものと 

す 。 勝 史上お も 燦爛と して 萬 世に 光 被 ある は 義^ の 犧牲的 生活に 非す や。 

人類の 罪悪 救 はる i も 此の 法則に 依らざる 可ら す。 凡ての 救 ひ は 犠牲と 苦痛と を 意味す る ものに 

非す や。 支那 は 如何にして 救 はるべき か。 日本 帝國は 如何にして 革 進の 勝史を 作る こと を 得し や。 

不 なる 子 ，め 如何にし て 燸汇" せらる A や。 北淸の 野に 曝さ れし 宜敎師 の 紅 血 と 變國劳 の 犠牲的 企 


^とに ¥ して 何物 か 能く 支那 を 救 はん。 n 木に 於ても 幾多 條慨 節の ±、 闽難 に^ぜ ざれば 閒 n 

進取の s: "だお る こと を^ ざり しなり。 不孝なる 子の 爲に 血淚に 咽ぶ 父な く、 罪な くして 獄中の に 

染し、 遂に 身命 を拋っ に 至りし ジ ヨン • ホウ オル ド 無くば 如何にして 荡 子悔改 する こと を 5：! ん 

や、 义 如何にして 監 ^1 の改 A 其、 の 絡に 就く こと を 5:- んゃ。 横 牲的苦 は 人類の 改 せ；：； 進歩す る 所以な 

り。 此の；5^も突しき賴牲的-;„21^^は唯だ人類世界の車實たるのみならす、 祌自. ^5- の 中に も 之と M: 1 た 

る is^ ぽ あり、 K:::?^ ハ のお もお 滿 に顯彰 せられた る赛寶 あるな り。 權牲的 生活 は 天地^物の 奥底より 發 

現し 来れり。 人間の 横牲的 生活 は 山川の 淺 くして 騒く が 如きの み。 仰いで 神を拜 すれば 即ち 愛を以 

て 本 とす。 其の 穢牲的 活動 限りなく 美妙に して 北 (の 高さ 深さ 大 いさ， 5：： て 之 を 測る ベから す。 =i=^N、 

の 經膂の 悠久なる を m 心へ。 其の 未然に 人 を 愛する を兒 よ。 其、 の 愛何ぞ 北ハれ 永き や。 基 怪者は 大膽な 

る ：！；^ 仰 を 以て 苦み 5：! る 所の 祌を 信す。 眞 如と 云 ひ絕對 者と 呼び、 根本的 在^と 名 づけ 無限のお 體 

と稱 する も、 ga- こげに 之 を 制限し 束縛し 緊縮して 苦む こと 能 はすと し、 他の 爲に變 ふること 能 はす 

とし、 權牲的 活動 をな すの 资 格な しとし、 漠然として 無味なる、 膽朧 として 煙りの 如き 愛らしから 

ざる 愛の 中に、 祌を 幽閉す るの 結 ra^ に 終る 哲舉 の贫 しさよ。 其の 冷 かなる、 其の 迂遠なる、 =K の 

的內 (ゆの 疎漫 なる、 資に^ 魂 をして 逸 巡せ しめ、 戰慄 せしめ、 惱 殺せし むる に 足るべし。 

人の 爲に苦 を 受け 得る の祌を 認め、 其の 犠牲的 高義を 仰ぎて 父なる 神て ふ 眞味を 解し、 限り無き 

愛の 滿 潮に 其の 汚れ を 洗 はれた る靈魂 浮び 上りて 天に 朝す るを覺 ゆ。 是基^_31敎の福昔に非すゃ。 誠 
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に 朋友 を 愛する もの は 之 を 失 ふに 當 りて、 悲哀 切なる もの あるべし。 之 を 失 ふ も 宛ら 破れ 草鞋 を棄 

つるに 異ら すん ば 朋友の 愛 何處に 在り や。 其の 友に して 生存せば 再 會の機 至らん こと を渴 望し、 此 

の 目的 を 達せん が 爲には 千里の 道 も 遠し とする に 足らす、 忍び 難き 苦痛 も 甘んじて 之 を 忍ぶ に 至り 

始めて 其の 友情 世の常なら ざり し を 知るべし。 子に 背かる \ 親 は 其の 愛の 切なる に準じて、 之を惜 

むこと 深く、 之 を 挽回 せんが 爲には 如何なる 艱難 を も 厭 はざる べし。 凡て 愛なる もの は 此の 如き を 

其の 眞 面目と す。 神の愛 叉 然る か。 然ら ざれば 何 を 以て 之 を 愛な りと 云 ふや。 祌は 人の 罪悪に 陷り 

て 之 を 背き 去りし を 痛まざる か。 人類の 無情 は 神の愛に 傷痕 を 負 はせ ざる か。 祌旣に 人の 罪 惡を痛 

むと せば、 これ 犠牲的 活動の 一端に 非す して 何ぞ や。 罪悪 を 痛む の 愛 は 之 を挽囘 せんが 爲に 尋ね 求 

むる の 愛と ならざる を 得す。 『百 頭の 羊 其の 一 を 失 ふに 當り、 善き 牧者 は 九十 九 を 置き 行きて 其の 一 

匹 を 得る まで は 尋ね ざらん や。 尋 ね 得ば 之 を 肩に 懸け 其 の邊の 人 を 呼び集めて 云 はん、 我と 共に 喜 

ベ、 我 失へ る 羊 を 得 たれば なり』 と。 此れ 人情の 自然な り。 然れ ども 主 耶穌は 云へ り。 『我 汝曹に 

吿 げん、 此の 如く 一人の 罪 ある 人悔 改めな ば 悔改を 要せざる 九十 九の 義人より は尙 天に 於て 喜び あ 

らん， 一一 と。 罪悪 は 人間 世界に 影響す るの みならす、 其の 關係 天に 在りても 甚だ 濃 かなり。 これ 最も 

不思議 なれ ど 又 最も 惊 快な る 且つ 實に然 か あるべき ことに 非す や。 

『神の 世 を 愛しみ 給 ふ は、 其の 獨り子 を赐ふ 程な り。 こ は 之 を 信す る 者の 滅びす して 限りなく 生き 

んが爲 なり』。 人の 想像力 萎縮して 天空 海 潤の 槪 なく、 间^ なる 散文的 生活に 陷 りて 詩 味 索然、 鶴覺 


§ せ るが ため、 受 苦の 祌てふ 絶大の 觀 念を容 る、 に し、 人 iw に 現 はれし 祌の榮 光に 眩：： 水し、 

120 わ- 3 

^だしき は イン カルネ ー ショ ンの妙 理を嘲 ふ もの あり。 然れ ども-小 ぼ 性 s: 凡め 来れば 此の 絶大なる 基督 

敎の 3^ 〈现蜜 よりもせ く、 智慧の 妙 極り なき を感 すべし。 

基^の 救 は 祌が人 を W 心ぶ ことの 厚き を 示す。 人類の 3g 〈做 之に 因りて 發揚 せらる。 人.！ H ら稱 して 

物の- WW なりと 云 ふ。 蓋し 遙 かに 下級生 物 を 兌 下し、 ず  =2 物の 盲動す ると 自ら を 比較し 來り、 昂然と し 

て GI 竦 G 直す るな り。 基 将敎徒 は然ら す。 天主 上帝の 前に 拜 伏し、 其の 威德に 打た れつ X 祌 深く 人 

を 愛する を 感じ、 基 赞の降 生に 依りて 神と 密接なる 關係 ある を e: 几り、 肅み 謙りて 人生の 惯$ だ大 

なる を 認識す" 彼等 は 祌の子 類と して 〈正なる 獨立 自尊 を 主張す。 慶應義塾のと は 大いに 異る もの 

あるな り。 且つ 基督 を 信 すれば 人生の 现想 夢幻に ¥<。 確かに 完成 せらるべき を 信すべし。 其の 十 

字 架 は 罪悪の 3 典 相 を 暴露す。 罪惡に 潜伏せ る 凡ての 害 索 こ \ に 決 滑し 來 りて、 其の 大逆 判明す。 基 

5^ の 十字架 は 最も 厳かなる 斷案を 人類の 罪に 向って 宜吿 せし ものに 非す や。 

祌と 人との 關係、 基督に 於て 完全な り。 祌の 子た るの 德 之に ありて 则 滿 なり。 加 ふるに 彼 は 罪 あ 

る もの、 近 德をも 具足せ"。 何 を か 罪 ある もの/ -道德 とい ふや。 一口 一 罪 を 犯せば 適切に 之 を 感じ、 

之 を 悔い、 之 を 恥 ぢ祌の 前に 肅 しみて 罰 を 待ち、 謙りて 北 ハの結 rai- に服從 する、 之 を 罪 ある もの、 道 

德 とす。 基赞は 2 取 も 適切に 人類の 悪 を 感じ、 其の 祌に對 する 大逆 如何に 甚だしき ものなる や を遗る 

^なく 知悉し、 罪 ある もの 自身の 覺り 難き 點 にまで 深く 罪 惡の苦 を 不思議なる 同情に よりて 其の 身 

我 ss に 何も • か すべき  九九 
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に經驗 し、 人の 爲 神の 前に 血 を 流して 罪の 赦しを 祈れり。 兹惡 なる 世界に 祌の； K ぶべき 靈^の， 度 

及び 其の f すべき 美 はしき ngi 袅穌に 於 V ふ J に 非，？。 人類， 耶穌 Q み 完全なる意味 

に 於て 神の愛 を受 S 、する に 足る。 基督 は 之 を 信す る もの を 擁し、 共の 革新 を保證 し、 之 こ 愛 省タ」 與 

へ、 f  I し、 活力 I へ？ 恰も 善き 葡萄の 樹が 共の f 支持す. る 如く 新たなる 人類 I き 之 

を 代表して 神の 前に 立てり。 我等 罪 ありと 雖も、 基 叔ぼを 信す ろ 時 は 之に 依りて 赦 され、 新 まこ ト， ら 

れ、 又 光 榮に擧 げらる るな り。 

( I 九 〇 一 年 六 g) 


活 c 水 を 掬す ベ し 

(約 翰 傅 め 四 車 二十 六 節) 

• 耶穌 まさに ガリ ラャに 行かん とす。 お ーサ マリヤ を 過ぎ、 一日 午に 近き 時、 郊外の 井の 邊に憩 

へり。 北 ハの ^千 等 食物 を 買 はんとて 市に 行きし かば、 邪穌 一人旅の 疲れ を 休めつつ あるな り。 折し 

もサ マリヤの  一？ t 人 水 を 汲みに 來る。 此の 俗 極れ る 業 を爲 すに 當 りて 救^、 王に 逢 はんと は m 心 ひも 懸 

け ざり しなり。 然れ ども 端な く 彼 は 高 傑なる 耶穌の 前に 立ちて、 共の 福音に 耳 を倾 くるの 機 會を與 

へられき。 赏に 奇異なる 對 面に あらす や。 今 タ此處 に 来られし 諸 $ ^の 中には 餘り宗 敎心も 熱せす、 

唯 だ 好奇心に 驅 られ、 或は 人に 勸 めら る、 より、 來 ると はなしに 何： M なく 參<^：； せられた る も あるべ 

し。 何に せよ、 凡ての 人が 今夕 此の 席上 耶穌 に邂 返して 己 を 知り 又祌を 知りて、 活ける 水 を 掬 せら 

れんこと は 余の 切に 望む ところな り。 

二 此の 女 は 世に 比 ひなき ほど 不幸な り。 彼 は 夫 を 有つ こと 五 人、 而も 一人と して 添ひ逮 ぐる こ 

と 能 はす。 共の； 小 n§ 行なり しに 因る か將た 止む こと を はざる 事情な りし もの か、 兎に角 其の 家庭 平 

和 を 保つ こと 能 はす、 波風 荒く して、 常に 不安の 境遇に 立ちた るな り。 如何なる 艱難 ありと も、 一 

活 も-： W すべし  四 01. 
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家の 中に 和樂 する こと だに あらば、 浮世 は 忍び 易 かるべし。 家庭の 港 5 明. れ？ m えて は、 世 を 渡る もの 

の 悲條殆 んど之 を 救 ふに 由な からん とす。 さらぬ だに 水 を 汲む 如き 賤業を 職 ふ は、 人情の 常 なれば 

斯る 境遇の 彼に とりて は、 世の中 如何に 味氣 なく 感ぜられ しか 察する に餘り あり。 

故ら に 人の 稀なる べき 午の 頃 を擇 びて 水 を 汲まん となした る は、 人 HI を^る ところ ありし にや。 

凡て 彼が 心事 憫 むに 堪 へたり。 其の 生活 は 辛 惨 を 極めたり と 曾 はざる ベから 十。 之が 爲 性情に も 影 

饗を 及ぼされて、 彼 は 心 僻みて 意地悪く なりぬ。 其の 目 に は 世界 悉く 敵と えたり。 耶穌と 問答せ 

しと ころ を 見ても 彼が 殆んど 自暴 自雍 とも 云 ふべき 勢 ひ^ま じかり し を 知るべし。 艱難の 爲に 天地 

の 繼子氣 質を帶 ぶる に 至る もの 此の 婦人の みに 非るべし。 

三 彼 は 其の 負けじ魂 を勵 まして、 .拆 も 人生の 盛り返し 策 を 講じた るな らん。 然れ ども 人生の 眞 

相に 通ぜ す、 祌の 光明 彼が 胸中に 徹せ ざり しハ： r 唯 其の 救 を 外物に 求め、 iu 遇 だに 變 化せば 幸福 は 

恢復 せらる ベ く、 安心 を 得ん さ も 確かな りと 思 ひしな らん。 されば 其の 一一 一一 C ふ 所 は 釣瓶の 有無な り。 

然ら ざれば 井 の 深く して 汲み 難き を 咬 き、 遙か に 步みを 遠び て 之 を 汲む の 短 はしき を した る の 

み。 彼 は 外部の 事物 を 整 し、 衣食住の 自由 を 全 ふす る 事を赛 一 に計畫 して 居た る ものの 如し。 

四 we そ 外物に 賴る もの は 屡 * 動かされて 常に 安 からん こと 思 ひも よら. f 。物に 繁る もの は 動く。 

況んゃ 一朝 變に遇 ふの 場合に 於て を や。 地に 住まん する もの は 變に遇 ふと 雖も 動かす。 况ん やや r 時 

に 於て を や。 此の 故に 人 は 其の 止まるべき 處を 選び、 其の 賴 るべき 處を }fc しく 求め 可 ざるら す。 


邪穌は 共の 胸屮絕 えす 湧き出で て 永生 に 生る ベ き 水を與 ふ ベ しと 言 はれたり。 之 を 外界 に 求む 

るに 非す。 <s に 胸中に 茶へ S く。 これ SK《：.i: の 平和に 非す や。 人 は 共の 所有物に 安ん すべから す。 其 

の 祌 上の 资格を 儿ハ へ、 n§ 性 上の 宵 を 第一 の 心 1^ けと 爲 すべし。 神 を 愛する こと を 知り、 神に 愛せ 

らる、 こと を經 験して、 祌を 己が 中に 受け 容れ、 共の 恩寵の 富 を 心に 藏す るに 至らば、 菩樂の 源， H 水 

胸に： ^きて？^々^ きす、 遂に 限り無き に 至らん とす。 井の 水 を 飮む者 は又渴 かん。 耶 穌の與 ふる 活 

ける 水 を砍む もの は渴 くこと なし。 世俗の土^^き水を顿むべからす。 耶 穌に顿 りて 天より 流れ 來る 

所の ける 水を拘 すべし。 耶穌 十字架に 死 せんとす る や、 北ハの 傍に 同じく 礎 粒 せらる、 一人の 盗人 

あり。 さしもの 惡漢 耶穌の it:^ ら かにして 動かざる の 平和 ある を 見、 人の 罪の ため； t の 前に 赦を 求め 

られし 共の S 慈の 限りなき に 感じて ハ牛來 の 迷夢 覺め、 前日の 非 を 悔い、 靈性 上の 凯渴， 1 りに 催う し 

て！！： く、 『汝 神の！： に 至らん 時 我 を記惊 えよ』 と。 耶穌 答へ て 口く、 『汝 今日 我と 共に 樂闺に 居る ベ 

し』 と。 死す る 時に 求めて 死す る 時に 之を與 ふ。 無形の 取引 奇 ならす や。 かふる 際に 授受す る 物品 

は 世上の ものと は車變 りて^ 妙 不思議、 永久 不變な り。 之を携 へて 水火に も 人るべく， 之 を 抱かば 

病床 も樂^ に 等しく、 之 を 胸に 藏 すれば 死 も 摘： t るが 如し。 土 を $ ^てる 井に 非す。 基督の 與 ふる 活 

水 は屮に き 上りて ml くる 時な からん とす。 サ マ リャの 女に も 之 を與 へんと 言 はれたり。 基督 は 今 

n  ての 人に 此の.：！： 水を與 へんと 欲す。 

五 耶穌サ マ リャの 女に 告げて 曰く、 『汝 若し 祌の賜 を 知らば …； 』 と。 女 は 僅かに 有形の 水 を 主 

活 a も拘 すべ し  SJ〇 三 
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に 求めし のみ。 彼 は 神の 賜 如何に 贵 くして 大 いなるべき や を 夢にも 覺ら ざり しなり。 頑是無き 痴兒 

の 親に 求む る 所 を 聞け。 敎 育を與 へ、 同情 を 寄せ、 年来の 經 驗を傳 へ、 行く く は 凡ての 財 產を之 

に讓 らんと 欲す。 然れ ども 子 は 愚かに も 之 を覺ら ざるな り。 唯 飴 を 求め、 玩具 を 乞 ひ、 遊び 戯れん 

とと を 願 ふの み。 彼 は 此の 外に 餘念 なし。 親の 蓄 ふる 賜と 子の 求む ると ころと、 相 隔たる 甚だしと 

1 一目 はざる 可ら す。 これ 親の 賜の 如何に 豐富 なるや を 知らざる なり。 子の 希望の 小なる、 其の 計畫の 

淺 薄なる、 其の 求む ると ころの 鄙吝 なる、 誠に 心 ある もの、 口 惜く感 すると ころに 非す や。 然れど 

も祌の 賜の 豐 かにして 大 いなる に 比 ぶれば、 凡ての 人の 思想 また 之と 異る ものな し。 人心 は 神を受 

け容 れん 爲に 造られたり。 神 を 愛せ ざれば 安ん する こと 能 はざる べき 様に 組織せられ たり。 限り無 

き 生命 こそ 其の 本来の 眞 面目に て ある なれ。 然れ ども 其の 求む ると ころ は虚榮 のみ。 唯 だ 明け暮れ 

何 を 着、 何 を 食 はんとの み 思 ひ 煩 ふ。 神の 恩寵 廣大 にして 其の 賜 甚だ 高尙 なり。 然れ ども 人の 求む 

ると ころの 鄙し き は、 恰も 帝王に 其の 所望 如何と 問 はれて、 唯 だ 一 婉の 釵と薦 一枚と を 以て 之に 答 

ふる ^<艮 に異ら す。 大いに 望み、 大いに 得ん とする の瞻 力と 精神と を 養 はざる ベから す。 寶の 山に 

人り 乍ら 柴を 樵り て歸 るの み。 5 一： に 愚かなら す や。 花の 下に 座して 唯 だ 杯盤 狼籍を 極む るの み。 豈 

に 殺風景 ならす や。 神の 天地に 住み、 靈 なる 父の 家に 宿りて 唯だ飮 食の 奴隸 たる は 其の 不條理 之よ 

ひも 更に 甚だしと 一 百 はざる 可ら す。 

六 耶穌 また 曰く、 『汝と 語る もの X 唯なる や を 知らば ；… 』 と。 彼 は 眼前に 耶稣を 見ながら 其の 


誰なる や を 知ら ざり しなり。 共の 滿ち 足れる 中に 恩寵 璺 かなる 耶穌、 限りなき 賜 を 以て 共の 咫尺の 

間に 立てり。 然れ ども 彼 は 之 を嘲界 せんと 試みたり。 而 して 水 を 汲む に 釣瓶な きを 說く のみ。 眷て 

アマゾンの 河口に 難破せ る 船 あり。 兩 -Illh 桕 遠くして ほ： 他 を 知らす。 宛ら 茫渺 たる 大洋の 如し。 船中 

の 人 共の 河なる を 知らす。 飲料水 盡 きて 太く 渴す るに 及び、 S. は 徒らに 天 を 仰ぎて 雨滴の 降らん 

こと を 待つ のみ。 而 して 已が船 を 浮ぶ る漫々 たる 水 悉く 飲料水なる を覺ら ざり しなり。 人生 多く は 

斯 くの 如し。 眼を^1きて思ひ見れば限.^なき生命の活水近きに在り。 流れて 我が 胸中に 湧き上らん 

こと を 待つ。 然れ ども 遠く 行く こと を 慮り、 釣瓶 を て 之 を 汲まん と 焦る のみ。 神の 世 を 愛しみ 給 

ふ は、 共の 獨ひ 子を與 ふる ほどな り。 此の 愛 基督に よりて 顯 はる。 之 を 味 ひ 知る 時 は： 大地の 局面 一 

0 し 、 戴 性 革新し て 永遠 涸れ ざ る の ^各自 の 胸に！^ き 出 でんと す。 

七 『夫 を 呼び 來れ』 との 耶穌 の聲は 彼が 良心 を 震動したり。 其の 眠れる 性 は 之が ために 目覺 

めたり。 五 度 其の 夫を換 へて 今 共に 住む 者 は正當 なる 配偶に 非す。 耶穌 はこの 事實を 捉へ來 りて 彼. 

が 羅性を 刺戟す。 彼 は 世に 於て 不幸なる 女たり しのみ ならす、 又 罪 ある ものに て ありき。 人生の 苦 

痛 一方より 之 を 刺激し、 罪悪の 感覺 他の 方面より 之 を 動かす。 頑な にして 心 僻める サ マリヤの 女 も 

此.^ に 於て- isl 性 上の 希望 を 起し、 神の 事 を 心頭に 浮べ 來り、 遂に 問 ふて 曰く、 『我等の 列祖は 此の 山 

にて 拜 せし に汝等 は拜 すべき 所 は エルサレム なりと 云 ふ。 是非 何れに 在り や』 と。 此. 21 に耶 穌の談 

愈 々佳境に 人り て祌と 人との 關係 適切に 說 明せられ たり。 余 は 今夕 此處 に會 合せられ たる 諸人が 人 

活 を 掬すべし  BIO 五 


篁 I すべし  g 六 

生の 眞相を 悟り、 道念 を覺醒 せしめて 宗敎の 念を發 し、 其の 主意と する 神の 一事に 心 を 用 ひ、 肅み 

て 主耶穌 の敎を 受け、 生命の 道に 就きて 深く 發明 せらる，. 所 あらん を 望む。 未だ 神 を 見し ものな 

し、 唯 だ 神の 懷 にある 獨り 子の み 之を顯 はせ り。 
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耶穌^ に ^3- かれて 野に 行き、 ra: 十 十 夜食 はす 遂に 飢 ゑたり。 試む る もの 來 りて 之 を 誘 ふ。 

曰く、 おし 神の 子なら ば 此の 石を變 じて パンと せよ。 E く、 おし 神の 子なら ば 己が 身 を 下へ 投げ 

よ、 汝が 爲に祌 は！ K 使 を 造 はして お 3 無き を 得し めん。 z: く、 汝 若し 俯伏して 我を拜 せば 世界 le!^ の 

榮華を 悉く 汝に與 へん。 是 等の 誘惑に 對し、 耶穌 明瞭に して 斷然 たる 答を與 へて 一 々之 を 排斥 せら 

れ たり。 事 は 福 昔 史 怖に 戦せられ て、 其の 秘奥なる 意義 限りなき 訓戒 を 萬 世に 垂る。 今 試みに 之に 

關 する 所感 一 一三 を述 ぶべ し。 

一 旣に 高山の m より 萬 圃の榮 華 を 見る と 云 ひ、 エルサレムの 宮の 頂上に 立た せて 云々 と あるか 

らに、 此等 事 を 一 々文字通りに 解釋 する ことの 不都合なる は 論す るまで もな し。 詩的にして臂喩 

的なるもの^しとけ儿て^^.支 へぁるべからす。 然れ ども 耶穌傅 道に 着手 せらる \ に 當り、 此の 崇高な 

る 記事に 寫 された る 如き 試み を 受け、 他より 来れる 此の 攻 難に 戰ひ 勝たれた る事赏 ありし は 疑 ふべ 

からざる 事と す。 

1 一 惡 魔の 存在に 就いて ^哲 信徒の 所說 全く 一  致せす。 或は 其の 實在を 疑 ふ もの あり。 たと ひ然 

•B は » なり  E;o 七 


惡 は s なり  SIO 八 

く 疑 ひたれば とて 之 を 以て 直に 基督 敎 信徒に あらす と は斷言 すべから ざるな り。 然れ ども 人の 上に- 

善 天使 若しくは 魔 鬼の 如き 靈 的の もの 存在す ベから すと 兌 做す は、 神と 靈的 世界との 實在を 確信す 

る ものに 不 似合な りと 感ぜら る。 耶穌 野に ありて 試みられし 模様と 方法と に 就きて は、 余輩 定かに 

說く能 はすと 雖も、 所謂 試む る もの 客觀 的に 外より 來 襲せ しものと 見る を 最も 穩當と 思考す。 種々 

の 妄念 を 起し、 惡に誘 はれ、 罪に 陷れら れんと する に當 り、 惡 魔の 如き 者客觀 的に 存在して、 千變. 

萬 化欺驅 至らざる 所 無く、 隙 を 窺 ひ、 機に 乘 じて 我 を 取って 伏せん と 計る。 斯く 信す る 時 は道德 上. 

の 敵懷心 勃然として 起り、 盛に 反撥 力 を 生じ、 抗戰 の氣勢 大いに 張る を覺 ゆべ し。 味方に 返り忠の 

もの ありと 感 する 時 は勇氣 も沮裹 すべし。 誘惑 悉く 主觀 的な りと 思 ひ、 單 に向內 的の 苦心の 慘愴た 

ると き は、 惡と戰 はんとす る も氣カ 挫け、 志の 弱り 行く が 如くに 感ぜざる を 得 ざらん とす。 悪魔の 

實在を 信す る は德を 建て 信 を 養 ふ 上に 於て 齢から ざる 効力 ありと 謂 は ざ るべ からざる なり。 

三 主耶稣 基督 自身が 傳 道に 從事 せらる る當 初、 此の 如き 誘惑と 戰 はれし 事實 あるの みならす、 

此の 後 も 時 に大な る 試みに 遭 は れし 如く 思 は るる は、 其の 弟子た る もの をして 大いに カ强く 感ぜし. 

むる に 足る。 初陣に 臨む 兵士が 戰 場に 屢々 經験 ありし 老練の 大將に 引率 せらる る 時 は、 心 を 安んじ. 

氣も 自ら 勇み立つ 如く、 基督 信徒 も 誘惑と 戰ひ 勝たれた る 主耶穌 ある を 思 ひて、 且は勵 み且は 慰め 

ら るる 所 あるな り。 

四 野に 在りて 耶穌の 試みられし 時 は對話 をせられ しなる か、 將た獨 語に て ありし か、 解說 區々. 


なれ ども、 6- に 角 一人の St 老も無 かりし なり。 故に 此の 記 事 は 全く 耶穌の is 歷談に 基き たる もの 

なる を 知る。 福音 宵が 一一； つの 誘惑 を 記す や 直に 其の 中心 點を 穿ち、 共の3呉相を"举^^せしめて、 少レ 

も 隙 問な し。 こ は 主耶穌 が. E ら之を 兌ら れ たるに 從 ひて、 北 ハの資 相 を 直 指せられ し を 以ての 故なる 

べし。 おし 他人 をして、 耶穌 誘惑に か X られ しと 云 ふ 一段 を 想像して、 共の 狀；^ 願 末を假 作せ しめ 

ば、 福 一 wliiE の 記事よりも 更ら に複雜 なる 近现 ありげ なる、 然も 巧なる に似て 拙なる、 虎 を 描て 犬に 

類す るが 如き 結 2^ に 終りた るな らん。 春秋に 一字 褒^なる 者 ありて、 時として は EI ら手を 下して 人 

を^さ ビる もの にても、 ？权人 罪 を 以て 之に 擬 したる 如く、 荒野に 於け る 誘惑の 一 章 も 事の 皮相 表面 

には頓=1^5せす、 其の 微を弃 ち幽を きて、 物の it 趣 を 明かに し、 其の 眞 面目 を 指摘し、 之に 名く る. 

に 最も 適切なる 名稱を 以てせり。 共の 罪惡を 看破す るの 明 驚かざる を 得す。 

五 石を變 じて パ ンと爲 せ。 俯伏して 惡 魔を祥 せよ。 千侬の 谷に 身を投じて 神の 保護 如何に 篤き. 

や を 試むべし と。 凡ての 誘惑 共の 千妝萬 態なる に拘ら す、 耍す るに 此三 稷 の 外に 出づる もの 少か ら- 

ん。  然れ ども 之に 接して 其の 意義 を^ 取し、 北ハの 結 を 明かに して、 甲 は 石を變 じて パンと せよ な 

り。 乙は悪 魔を拜 せよ なり。 丙 は-;?:? きょり 身 を投ぜ よな りと、 共の 中心 を 暴 S 路せ しめて、 罪 惡の甚 

しきものなる を 認識 せんこと 甚だ 難し。 多く は 共の 皮相に 拘泥し、 之に 附帶 せる 事 に 眩惑し、 

楚を 見る に 汲々 として、 其の 幹 を 察する に 追 無く、 車 物の 眞相を 赤裸々 にして、 之に 適切なる 名稱 

を與 ふること 能 はす、 附ノ 1: し、 曲解し、 遲 疑し、 惑溺して、 遂に 試の 爲に虜 にせら る、 なり。 豈 

惡は S なり  rao 九 


惡は a なり  EI 一  〇 

ましから す や。 羊 頭に 欺かれて 狗肉 を賈 ひ、 外面の 女 菩薩な ろに 迷 ひて 夜叉と 結婚す る もの、 豈^ 

ふから す や。 

或は 三條の 誘惑 あまりに 淺 ft にして、 殆ど 小兒の 戯れに 類す る 如くに 感じ、 之 を 以て 耶穌を 試み _ 

るの 不適 當 なる を 疑 ふ もの あるべし。 こ は 深く 思 はざる より 來 るの 迷妄な り。 前に も說 きし 如く、 

此等 事 は 耶穌の 誘惑 觀 なり。 前に 來れる 試み を兑 て、 彼 は 此の 如くに 其の 眞相を あばき、 之に 秋， 

霜よりも 嚴 なる 斷案を 下されし なり。 耶穌の 心 鏡に は 凡ての 誘惑 その 假装 を剝ぎ 取られ、 其の 假面 

を脫が しめられて 本體を 露出せ ざる を 得す。 直ちに 誘惑の 本旨 を 指し、 其の 歸結 を摘發 すれば、 必 

らす此 等 三條に 記載せられ たる 如くなら ざる を 得ざる べし。 凡ての 不信仰 及び 罪惡は 愚痴な り。 兒： 

戯に 類して、 滑稽 之よりも しきもの なし。 神の 世界に 在りて 神に 背き、 神の 律法 を 蔑 如し、 神の. 

見る 前に 罪悪 を隱 さんと す。 愚に あらす して 何ぞ や。 故に その 本體を 赤裸に すれば、 凡ての 罪惡は 

愚痴な ひ、 淺 ft なり、 之に 惑 はさる X の 愚なる に 驚かざる を 得す。 美人の 色に 迷 ひ、 權を 弄し 左 道 

を 踏んで 終局の 正義 を 遂げん と 欲し、 或は 社會の 風潮に 從 ひて 共の 志を爲 さんと 諦め、 或は 神の 惠- 

みに 馴れ、 好運に 慢じ、 惑 は 奇偶 を 僥倖して、 胃險 的の 計畫を 立つ る もの あり。 彼等 は 緻密に 思慮- 

し、  賢く 計畫 し、 智惠を 以て 事に 處 すと 信じて、 終に 大 なる 蹉跌 をな し、 思 ひかけ ざる 罪 惡に陷 る 

なり。 而 して 其の 誘惑 を觀 察すれば、 結局 兒 鼓に 類して 淺簿 愚痴 を 極め、 之に 欺かる \ の 不可思議 

なる に 感ぜざる を 得す。 凡ての 罪惡 とその 誘惑と は、 此の 如き 者 なれ ど、 如何せん 耶穌の 如く 神 


前に 4、 て 之 を舰 察すろ^ 少く、 來|^の敎訓に練违したる識=^を以て之を判斷することをせす 彼 力 

架 cfM に 依りて^ に^かれ たる 如く、 天 來の啓 發を受 くる こと 無く、 叉 彼が 叫个日 四十 夜食 はすと あ 

る 如く、 克 Isi を修奪 す、 漫然 多くの 謹に 接す。 共の S する や 怪しむ に 足らざる なり 
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『是 故に、 爾曹 心に 惊 へよ。 肉に ょリ てお； 邦人なる 爾曹、 手 を 以て 肉に 行へ る 割禮の 者に 不割 醴と稱 へら ン 

れし者 なれば、 其 時 は爾曹 キリスト 無く、 イスラエルの 籍に 非ざる 異邦人に して、 かの 約束に ついて 結 

び 給 ひし 契約に 與 りなく、 望な く 又 世に 在 リて祌 なき 者な リき。 然れ ども 今 は キリス ト • イエス に 在れ 

ば曩に 遠ざか リ し爾曹 イエスの 血に 由リて 近づけり』： (H ぺソ書 二の 1 1 11 一三) 

『是 故に 我 これ を 云 ひ、 主に 在りて 爾曹 を戒 しむ C 爾 普 今よ リ のち、 異邦人の 如く 其の 心の 邪曲なる に 任. 

いのち 

せて 行 ふべ からず。 彼ら 心昏き 者たり。 又 知る 所 無き によ リ、 頌な るに w リて、 神の 生に 遠ざかれり 

わ 4 

彼等 は 恥 を 知らず、 好みて 凡ての 汚れ を 行 はんが ほに、 已を 放せ：！ におせ リ』。 (同 四の 一 七 il 九) 

バウ 0 は 此の 一 一文に 以弗 % 人が 未だ 基 51_:： を 知ら ざり し 時の 狀態を 四顧して、 基督の 僕と なりし 今 

日の 境遇と 思 ひ 比べ、 之に よりて 祌の惠 み を 肺肝に 銘じ、 共の 新に 负へ る贲 任の 極めて 重大なる を ■ 

感ぜし めんと 試みた bs、 彼 は 頻りに 以弗所 人の 記憶に 訴 へたり。 彼等が 在りし 昔 を 思 ひ 出で X、 現 

在の 幸福 を 感謝す るに 至らん 事 を 望みた るな り。 記^ は 宗教の 一大 耍素 なり。 此の 杯 を 飲む ごとに 

我を愤 へよ、 と 耶穌も 云 はれた るに あらす や。 多くの 人 は； t 如何に 已等を 導き 來り しか、 其の 攝 st^ 

の 如何に 慈悲 深 かりし か、 其の 祌を 知ら ざり し 時の 境遇 如何に 暗黑 なりし か、 已 等が 先 づ祌を 求め 


しに あらす して、 祌の 方より 先 づ之を 誘？ おせられし ies- の 如何に 贵 かりし か 等 を 忘れ つる 爲 胸に 

溢る ベ かりし- ¥ び を も充し 得す、 更に 熱 切なる ベ かりし 信念 も 燃 ゆるが 如くなら ざるな り。 他 忘 性 

は 基 l^rii^E 徒の 大敵な りと S はざる 可ら す。 故に 心に 記憶せ よと は、 北ハの惰眠を风=^すべき^:^^1なり。 

。ハウ n が 以か所 人の 祌を 知ら ざり し 時代の 狀況を 顧みて、 w^l に 指摘せ る は、 共の 心昏 くして 知 

る 所 無く、 頌 にして 1= 中に 彷惶 へる 事な り。 共 上^ 敎の 信仰 無き もの は、 たと ひ藝術 如何に 熟達し、 

祭 問 如何に 進み： W ると も、 人生の 大 問題に 就きて は 小 兒の知 11 だ もな し。 是 等の 15^- に 至りて は、 し 

かと iiv.- へ 得た る 所 無き のみなら す、 ^しき は輕 なる 懐疑^と なり、 彼等の 先輩なる ボン テオ • ピ 

ラトと 北ハ に、 a^, と は ：！： ぞ やと 嘲笑 ひつ、 云 はんとす るの み。 祌の 事、 生死. の！ S 題に 就き、 尊ぬべき 

無しと 觀 念し、 偶々 確信 有る 者に 遇へば、 爲理と は何ぞ やとの 冷語 を 以て、 之 を 一笑に 附す。 其 

の昏き15!如何に^=^しからすゃ。 風 怒濤の 間に 航路 を 定め 得ざる よりも、 更に 悲しむべき は、 生命 

のせ 38 明かなら ざる 一 事に あらす や。 枝 蒸に 至りて は 如何に 賢 しげに 見 ゆると も、 极 本の 知識 欠け 

^礎-: i-M; なら ざれば、 亦兑 るに 足らざる なり。 根本の 暗き は喑 きの 最も 恐るべき ものに あらす や。 

敎_& の 制度 如何に 具備す ると も、 舉 校の 設け 何程に 普及す ると も、 國 民の 大多数に して 人生の 根本 

的 题に關 する の 知識 無くば、 ー國を 舉げて 暗中に 模索し つ \ あるに 似て、 衆 富 喚き 叫んで 跟魔を 

狂奔す るが 如し。 信仰 無き 社命 は喑黑 裡に寵 くもの なり。 故に 以弗所 人 昔日の 有様 は、 错心昏 くし 

て 知る 所 無き 者な りし を、 今 救 はれて 靑天 白日 を 仰ぐ の 思 ひ ある 基督の 光明に 人れ る は 何等の 幸福 
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ぞ。 之と 比 ぶれば 天下 凡ての もの 『損と 爲 すに』 足る. べし。 

か な 

此の 如く 昏迷に して 知る 所 無き は 唯 知識 上の 無能なる に歸. すべから す。 其の 一大 原因 は 頑なる に 

在り。 迷 不靈、 光よりも 暗き を 愛し、 形式に 泥み、 情慾に 溺れ、 靈 的の 事に 疎に して、 唯 物的の 

利害に のみ li 齪し、 ：iu ん じて 罪の 奴隸 たらん とす。 所謂 不義 を 以て 眞を押 ふるが 故に、 自ら 智 しと 

.稱へ て愚なるものとな^^ 聖書に 見 ゆる 愚 は、 罪と 同一 意義な り。 神 を 知る 事 無き は、 大いに 品性 

上の 疑問と なるべき の 價値を 有す。 文字 を 知らざる は必ら すし も 罪悪な りと 云 ふべ からす。 然れど 

も祌を 知らざる は 之と 異り、 其の 多くの場合 は 之が 爲に 道德 上の 責任 を 負 はざる を 得す。 『心に 神 無 

しと 云 ふ 愚者 ，11 は、 無能者 を 以て 論す ベから すと する も、 北ハの 品性 大いに 難すべき 所 ありと 斷 すべ 

し。 此れへ ブライ； TO  一一 一 n 者の 解な り。 精祌上の出處進返を鑑別するに^*だ明かなる使徒パゥ D の見 

解な り。 漫 りに 辭 令を圓 滑に して 大義の 在ろ ところ を 曖昧なら しむる こと 勿れ。 

北ハの i せ 一は 遠ざかれ りて ふ  一 Sli に 示さる。 彼等 は 曾て 神の 生命に 遠ざかれり。 世に 在りて 神な き 

者な りき。 『遠 かれり』、 此れ 無限の 遼遠 を 意味す。 神に 遠ざかる より 悲惨なる. こと あり や。 共の 從 

ベ  さ ナ ら 

僕 だに 食物 餘り 有る 父母の 家 を 遠ざかり、 異鄕に 流離 ひて S がら を も 快く は 食し 得ざる 隊. M と爲 

る。 迷 羊 善き 牧者の 牢を 離れ、 豺 狼の 跳梁す る 山野 に^み 入りて！ ：3 るべき 路を 知らす。 悲釗叉 之よ 

り^しき もの あらん や。 神 は 生命な り。 光明な り。 之に 遠ざかる は 死と 暗き と を 意味す。 世に 在り 

て； t 無し。 世に 在 ひての 一 語 腸を斷 つの 概 あり。 藍し 世界 は 祌の榮 光顯彰 する 所な り。 然れ ども 盲 


人が 太^の 光 を 兌ざる 如く、 無宗敎 { 豕は斯 くの 如き 世界に 在りても 祌に 遠ざかる。 水中に； g し、 倉 

魔に 飢え、 .1::?^に^す るの 類な りと 云 は ざ る ベ か らす。 

^界は 宗教 上 の ^1ぉ味を 以て 充てり。 s„1 的の 略 一； 小 至る所に 多 し。 故 に 迅 風 烈は 人 をして 危 ゆべ 止 念 

せし むるな り。 此の 故に ァ シジの フラ ンシ スは 有名なる 日の 歌 を 作りて 祌を譜 美した るな り。 バ ィ 

P ンの 如き 無 神界 もゥォ ル ズゥォ ルスの 如き 虔； ：；3 おも、 ^！！！然の^^^に接しては無限齐に觸れて嚴肅 

なる 咸ぉ兑 E わ 想 無き を 得 ざり しなり。 zii- を も 活物の 如く考 ふる 獨 逸の：^ 舉^ フィヒ ネルが、 我等の 之 

に 在りて き乂 動き、 又 存在す る 所の 神を認 むる も此を 以ての 故に あらす や。 小敎 上の 感化！^: Ig. 此 

くまでに 懇 驚なる 世界に 住みて、 祌に 遠ざかる と は 奇異の 極に あらす や。 

{ 叔^の 世に 在りて 祌 無しと、 叫んで 知 已を天 に^め、 呼んで EE 情 を 地に 促す は 人 の 至な りと 雖 

も、 ^に 在りて 祌 無し。 斯 くの 如く なれば 暗中に 光 無く、 死に， 際して ISK 無く、 ま. 野に 人り て 先 者 

なく、 大海に 漂 ひて 羅針盤 無く、 水先 衆內 なきな り。 リヒテル 门 く、 來世 無しと m め ふ 時 は 人生の 前 

途ー i=M? なり。 然れ ども 祌 無しと 見れば、 現在 旣に 喑旱； なりと。 死の 如き 喑黑 を將來 のみ か、 现 在に 

まで 押し 及ぼす。 無 信仰 は设も 恐るべき ものに あらす や。  ， 

お-二 パ ゥ 口 の 指摘せ る は 信仰の 無 かりし 時代の 以= ^所 人が、 み 無き 生.^ を 送りた る^な. c。 

彼 ま は祌を 知らざる が ft に、 共の 來世的 思想 を 明かに する 事 能 はす。 潜ぎ 行く. W の 跡 を 止めざる が 

如き 世界に 在りて、 永久の 觀念 さだか ならす。 5;!:.; 氣カ 挫け、 精神 二 へざる を はんや。 永久の 無く 
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ば、 道義 も 全 ふす ベから すと は カントの 敎 へし 所な り。 令 を 限と せる 生命に て は、 道德 上の 戰爭に 

思 ひ 切った る 働 を爲す こと 容易なら ざるべし。 夭 無くば 地 を 如何せん。 遙に 仰ぎ見る 雲の上に 日、 

巧、 星 無くば 世界の 山川 美 を 成さす、 少しも 見るべき ものな からん とす。 希望 無き 人生 亦然 り。 現 

在の 世界 をして 榮 あらしむ る は 永久の 希望な り。 我等 今 は祌の 導きに 依りて 望 あるの 地位に 達した 

hvo 回顧して 希望の 光明 を 仰が ざり し 旣往の 生活 を 思へば、 暗儋 として 陰欝 極まれる を感 す。 死の 

蔭の 谷と 云へ る も 此の 如き もの にゃあらん。 其の 中に 生活し 得た る を 怪しと す。 W び 之に 立ち 歸ら 

んと は、 思 ふば かりにても 身の 毛の いよ 立つ 心地 ぞ すべし。 往時 死刑に 處 せらる \ もの 有る に當 

り、 其の 前日 之に 酒肴 を 賜 ひて、 せめても の 思 ひ 出に なさし めたり と 聞く。 嗚呼 死と 云へ る嚴 かな 

る 出来事 目前に 横り て、 飮 食の 外 自ら 望むべき もの 無く、 朋友 も 之に 給すべき 無し。 人生 唯 此の 如 

く なれば 生きて 甲斐な く、 死して 少しの 慰め もな し。 基督 を 知りた る 以弗所 人 は 此の 悲慘 なる 境界 

より 救 ひ 出されて、 活ける 望みの 刖 天地に 生れ 出で ぬ。 神の 恩惠 限り無き に 感泣せ ざる を 得ん や。 

第 四 は 基督 無 かりし 事な り。 我は途 なり、 眞 なり、 叉 生命な りと 基督 は 云 はれき。 こ は 之 を 

信す る もの.^ 身に 實驗 する 所な り。 我等 耶穌を 見る に 其の 光榮實 に祌の 生み 給へ る獨り 子に し 

て、 惠 みと 眞 にて 充っ。 其の 充ち 足れる うちより 我等 も 惠みを 受けて、 惠 みに 惠みを 重ねたり。 

疲れたる もの は 基督に 行きて 生き返る 如き 休息 を 得、 重き を 負 ひて 難む もの は 之に 求めて 剛健なる 

安き を與 へられたり。 其の 轭の寬 なること よ。 その 課する 負 擔の輕 さよ。 父母、 妻子、 兄弟に 勝り 


て 之 を 愛す る も、 其の^ ig.^ あま. = て 無： ：£- なる を感 すべ し。 .y ぼ 業を悉 N^-:w; りて 隨身 する も 惜しむ 

に 足らす。 斯く爲 すべし との 求に 辟易して、 ぬ识 たる 富める 少年 自ら も 之に 從ひ 得ざる を 悲しみ 

たり。 千 の 今日まで 彼が 玉 を棄て 、瓦 辟 を 守りた るの ゲ笑 はる。 井 il^ の^^ 是の 如く 大 なれ ぶ 

なり。 我お し^げられ なば 离 を 引き 寄すべし と 邪 穌の云 はれし 如く、 其の 十字架の 引力 は 甚强大 

なり。 移り行く 世に も 獨り錄 ゆる 主の 十字架に こそ 我 は 誇らめ。 禍 iSS 共に 十字架に よりて ぞ聖 

化せら るれ。 淺 it なる 目的 を 以て 耶穌 に從 へる もの、 時運の 不可なる を 見限りて、 日々 主を棄 て.. 

去る もの 多し。 耶穌^^^子ゃ：；：-を顧みて 11:く、 汝等も 亦 去らん とする かと。 べテ a 答へ て！：： く、 主よ 女 

は 限りなき 生命の 一 ーーー"^ をお す。 汝を 去って 我等 また 何處へ 行かん やと。 彼等 は 耶穌の 富 を 知る こと 

未だ 深から す。 北ハの 祝福 を 味 ふこと 未だ 熟せざる 所 あり。 然れ ども その 經驗 せし 所の み にても 已に 

耶 穌に隨 行す るの 歡苒 極り 無き を 感じた れぱ、 其の 光明の 照らす 所 を 去りて、 外の 暗 黑裡に 移り 住 

むべ しと は 夢に だ も 想像す る こと 能 は ざり しなり。 賢妻 は 其の 敬 愛する夫 を 離別せば 如何との 想 象 

を 浮べて すら、 戰慄 して 面色 を變 する に 至る。 斯る 想像 は 鐵槌を その 心 胸に 下す と 等しく、 其 打维 

は 之 をして 周 隶狼狠 せ しむべし。 ぺテ B の 胸中 宛ら 之に 異ら ざり しと 兒ゅ。 主 を 去る は 喬木 を 下り 

て 幽谷に 移る よりも、 卷に 背きて 端 無く 嚴 冬の 直中に 投げ入れら る、 よりも、 更に 甚 しき!^ 1 なり 

と 彼 は 感じた るな らん。 奸 悪なる 世と 戰 ひて 志 氣の 挫けん とする 時、 疑 題 群 起して 庙 

く：？ ：! ハ 信仰 を J!;!^ 

る 時、 鄙 吝の情 結して 道念 消沈 せんとす る 時、 彼 は此る 主君 を 離れて 叉 何處に 行かん やとの 反問 
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を 自問自答して、 愕然 夢の 覺め たる 如き 心地と なり、 以前より は  ー& 切なる &: ひ を 以て g 穌に鎚 り 

付きし な.；。 

彼 は譜突 歌に 所謂 

とも 

わが、 王よ ひね もす 偕に 居りた まへ 

わが 主に よらで は 生く る道ぞ なき 

日暮 る、 時に も 我 を はなれ そ 

きみに たよらす ば われ は 死 を 恐る 

との 消息 を旣に 殆ど 理解せ しに あらや や。 使徒 バウ は 我が 生ける は 基督に て、 死す る も 益な りと 

^叫せ り。 基督の 尊き £ 此の 如し。 之 無き 昔と 之 有る 今日と、 其の 差異 東の 西に 於け るよりも 遠し 

と 云 はざる ベから す。 基^ を 得る は 全世界 を 掌握す るに も 優れり。 彼 を已が 所有と すれば 賤が 伏屋 

も 天堂な り。 乞食 も大 長者な り。 此に 至りて 3 呉に 貧者 貧ながら にして 幸な りて ふ 意味 を覺 るべ し。 

無 信仰の 不幸、 信仰の 祝福、 基督の 事 を 問題と する に 及びて 火 を 見る が 如く 明かな り。 S 叔 E 敎徒は 

自ら の爲 にす る 感謝の 情 溢 る \ 如く 湧き、 此 の 祝福 に 洩る k 世人 に 俾 道す る の 必耍 を感， f る こと 剴 

切ならざる を^ん や。  . 

第五 以弗所 人が 無 信仰な りし 旣往を 顧れば、 耻を 知らす 好みて 凡ての 汚れ を 行 はんが 爲に 已 を 

放蕩に 付せ り。 彼等 は 基^ を 信じた る 後 も、 其の 行 完全なる こと 能 はす。 バウ a の 如き すら 罪悪と 


卞：： ^して 之が 爲に： 々仕て 遣らる、 を 歎 rt^ せり。 然りと雖も3弓.1基^^を價じて_?„ーみの子となりしも 

； C のゴか 

の は、 罪 に對 する の 關係從 前と 異、 りて、 .ws に 新人た るの 口 i 格 自らに 具 はれる を 見るべし。 良心 活 

^し來 りて 其の 理想 も 高 尙 になり、 せ：： て恥ぢ ざり しと、 〕 ろの もの をん r は 耻ぢ、 脊て 悔い ざり しと こ 

ろの もの を 今は悔 ゆ。 信仰に 歩む もの は 其の 格 昔と 大に異 ると ころ あり。 實 際の 成 |g 思 ふ 稗に あ 

ら ざる も、 彼等が 志す ところ 全く 刖 種の 人類た るが 如しと 云 はざる ベから 十。 今日の 共」 1^ 敎 徒も嘗 

て 信仰せ ざり し 前日のお 様、 ^も バウ 口の 一一 一一！： に 遠 はす、 實に耻 を 知らす、 好みて 凡ての， 汚れ を 行 は 

んが はに^ を 於、 蕩に 付せ る經 0. ありし を自覺 し、 赧 然として 悔恨の 情 を 催し、 謙 濯して 自ら 何の 功 

つみびと かしら 

i0 も 無き を 1^ り、 全く 祌 の 恩 慈に 依り て 人 の =1CI、 尙ほ 今日 立 つ 所の 祝福に 達し た る を 感謝せ す 

んば あらざる なり。 

祌に 遠ざかりて Slfi なく 叉 基 1$：； なき 生活 は 勢耻を 知らす、 好みて 凡ての 汚れ を 行 ひ 放蕩に 流れて 自 

ら快 しとす るに 至るべし。 道^上 Elra^ の 法則、 實に浙 くの 如くなら ざる を 得す。 蓋し 眞の祌 を拜せ 

ざる もの は僞 りの 祌を設 く。 基督の 時代に 於け るュ ダ ャ人は 山上 垂訓に 兒 えたる 如く、 マム モン 

(肘 神) に 事へ たり。 パゥ P の傳 道せ る 小 亞細亞 地方 其の 他： 林 多の 如き 地の 人民 は、 眞の祌 無き 

代りに、 色愁の 邪神に 事へ たり。 羅馬 書の 第 一 章 及び 其の 他の 書翰に、 異邦人が 愁に 耽り、 色界 

の 鬼と 化し 去りた る 有樣を 述べて 心無き 讚 者 を 驚かす。 我が 國 今日の 社會は 如何。 肘 祌の參 拜者日 

に 多き を 加へ、 gl? 慾の 按家 增殖 して 淫愁 に： 1る\ 者 上下 風 をな して 恥 を 知らす。 汚れに 誇り、 罪に 
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慢 じて 己が 身 を 放蕩に 付す もの 夥しから す や。 自ら 之 を 行 ふこと を敢 てす るの みたら す、 他の 之 を 

行 ふ もの を も 喜ぶ。 良心 鈍りて 廉恥を 失 ひ、 惡を 悪と して 腹惡 する の 力 萎え、 凡ての 汚れ を 面. m 氣 

に觀 察し、 不道德 を 一笑の 中に 希 過し、 不正 不義に 對す るの 反撥 力 有る ことなし。 此れ 亡國の 端に 

あらす や。 基督 敎徒 たる もの 此に 於て J^t- 然として 起り、 世の 光、 地の 镜 たるの 任務 を 全うせん こと 

を 務めざる ベから す。 然るを何ぞゃ云ひ甲斐無くも或は世の風潮に^^易し、 之に 對す るの 反抗 力 を 

失 ひて 社會の 一隅に 碎息 し、 甚 しき は 世に 同化 せられん と は。 人 マ や 世 を擧げ てカァ ライルの 所謂 泥 

祌の歸 依 者たり。 我 ゆ； -は 基督に 於て 顯 はれた る 聖義の 眞祌を 奉戴し、 十字架の 大 旗に 從て義 戰に赴 

かざる ベから す。 

以弗所 人 は 其の 信仰の 前後に 於て、 此の 如く 非常に 大 なる 相 逮 あり。 而 して 其の？ 一 t て 遠ざかりし 

祌に 近づく こと を 得た る は 何故 ぞ。 パゥコ 口  く、 我等 基督 耶穌に 在 0 て 之 を 信す るに 依り 暸 せざる 

事 を 得、 又 悼る こと 無くして 祌に 近づく こと を 得たり と。 一に 基督の 恩寵に 依る。 我等 は 基督に 

依りて 救 はるべし。 故に 生く る も 基督なら ざるべ からす。 此 かる 生活 を爲 さば 誠に 死 も 亦 益な り。 

(一九 0 一年 九 IO 


『山の 上に ^てられた る 城 は るる こと を 得ず』。 (マ タイ 傅 五の 一 1:) 

此の U§ は耶 M が 心の 贫 しきもの を： ira めと し、 凡て 神國の 公民た る 精祌を 有せし 人々 を 祝した る 

後、 之-」 加へ て  一一 一 n ひ 出 でられた る もの なれば、 宛 かも 心を贫 しくし、 憐みを ：0:： とし、 凯 ぇ渴く 如く 

義し きを 慕 ひて、 祌の 祝福 を受 くるに 相應 しきもの は、 1^ に 山の 上に 建てられ たる 城の 如くな らん 

と 述べられ たるに： ：！： じ。 己が 微弱なる 道義に 恃 ます、 其の 不完全 見る に 堪えざる を耻ぢ て、 乞食の 

如く 唯 だ 神の 慈愛に 顿 らんと 欲し、 频 りに 罪 惡の甚 しき を 悲しみ、 世の 識と 虐待と を 道の 爲に 堪え 

忍び、 何分に も祌と 和ぎ 之と 契合 せんこと を J^. ぇ渴く 如くに 求め、 心 潔く、 憐み 深く、 和ぎ を 求 

め、 義 のために 迫害 せらる るに せんする もの は、 世の 依 表と なり、 多くの 人 を 導きて、 祌の 山に 登 

らしむ る を 得べ し。 おし 我：^ サの 生活 を此に 記せる 如く 城に轚 へな ば、 之 を 平地に 建築せ しめんと す 

る 誘惑 頗る 多し。 化しく 人の ため 基 のために 是等誘 惑に 打ち勝ち、 斷 じて 山上の 建築 を 成就せ ざ 

るべ からす。 重き を 荷 ひて 之に 攀ぢ 登る の 苦勞甚 しかるべ しと 雖も、 忠實に 之 を 努めな ば、 其の 結 

^は あらゆる 勞に 報いて 尙ほ餘 り ある を 出すべし。 金銀、 名嫛、 爵位 に は あらで、 天に 資を 

生活の 》 想  b: ニー 


み、 多くの 魂 を 獲る の 祝福 あり。 彼 は 鐘 ひ 誘び- M りて 移ろ ひ 易き もの、 此は 永久 不變 にして 存す. - 

我^の 生活 は 山上の 城と なる 様に 建築 せらる ベ きなり。 

山 下の 平地 は 土 肥え 富み 榮 えて 人口 も 甚だ 多し。 此處に 建築す る は 容易な， o。 凡て 便利に して 樂 

しげに 見 ゆ。 迫害、 篤詈、 衝突 等の 荒き 風、 平地に は 吹かざる なり。 山 下の 平地 をト して 城 を 作ら 

ば樂 as を 得た るに 同じく、 之に 引換へ て 山の頂 は 何となく 淋しげ に 見え、 其の 邊 石の 轉 ばる のみに 

して 道路 險惡、 寒風 吹き荒れて 肌 を 裂く が 如し。 岩石の 間に 建築せ し 家の 不便なる こと 甚し。 日 は 

眞向 より 照らして 炎く が 如く、 風 は 慘酷 に 吹きて 面 を 向く ベから す。 

然れ ども 耶穌 基督 は、 平地 を 避けて 故ら に 山上に 城 を 築くべし と 命ぜられ たり。 其の 理由 は 基督 

の 精神 無き ものの 感服せ ざる 所な らん。 何故に 山上の 難き を 選ぶ や。 こ は 己が 快樂と 便利との 爲に 

非す。 世人が 我等の 建築せ る 城 を 見て 山に 登る の 心 ともなり、 菜て は 大いに 奮發 して 自身 山上に 家 

を 作る に 至らし めんが ためなり。 山の 上の 建築と 之に 住 ふの 不便 は、 まことに 他人の ために 堪え忍- 

ばれし ものな り。  之 を 基督 敎 徒の 精祌 とす。 

或は 言 ふ、 人の 第一 に心懸 くべき こと は、 神の 罰 を 免れて 天堂に 上る の 幸福 を 全うす るに 在り 

と。 之 を 最大 目的と する は 基督 敎 信徒の 志に 非す。 斯の 如き 利己主義 にて は、 基- # の 徒弟た る こと 

能 はざる なり。 心 貧しく 罪 を 悲しみ 溫和 にして 神と 和らがん こと を 切に 求め、 心 を 潔くし、 和らぎ- 

を 求め、 世の 迫害 を も 堪え忍 ぶ て ふ 基督 敎の 精祌に 利己主義 Q ； li す ベ き illc なし。 基督 は漫. り に 安逸 


を 求めす、 自ら進んで戰ハ^-的生活に入り、 世に たんと 欲する の 十お 竪 ra: なる もの を 祝福す。 而 して 

此の 戰は 利己主義 を 以て 之に 從 事すべき に 非す。 他人 を勵 まして 之と 同 一 なる 戰役 に從赛 せし むる 

を 以て 目的と せざる ベから す。 此れ 基赞 の敎訓 なり。 若し 獨り之 を專ら にして、 其の 効^ 他人に 及 

ばざる こと も あらば、 決して 基 1^ の 祝福 を受 くる こと 能 はざる なり。 基 i^m く、 我汝 や； に 新なる 命 

令 を 校く、 汝等兀 に 相愛すべし。 我が 汝等を 愛する 如く 汝等も 亦 互に 相愛すべし。 汝 ：^;i4M に 相愛せ 

ば 之に 依りて 凡ての 人汝^ が 我が 笫 子なる を 知らん と。 之に 依りて 觅れ ば、 其の 隣 を 愛する 己の 如 ■ 

くなら ざる もの は 基！^ の 精神 を 受けざる ものな り。 凡そ 主 耶穌の 弟子た らんと 欲する もの は、 =K の 

隣を已 にも 勝りて 愛する 所 無 かるべ からす。 基督 一一 一 n はす や、 我が 汝^ を 愛せし 程に 汝等 互に 相愛す 

べしと。 身 を 十字架に 殺さる るまで 人 を 愛せし 基督 を 以て 生活の 现想 とす。 固より 利己主義 たるべ 

きを 許さざる なり。 

此の 標準に 從 ひて 生活の 價値を 1： 斷 せば、 誰か 心に 戰慄 する 所 無き を 得ん や。 誰か その 生活の 見 

るべきものなかりしを^^^息せざるものぁらんゃ。 我等 は 旣往を 顧みて 耻ぢ 恐る る 所 無き 能 はす。 少 

しも 誇る 所 無し。 唯 だ 神の 慈悲 を 祈り 求む るの 外 あらざる なり。 

之に 就きて 我せ ^ の 記憶すべき は、 主 耶穌は 自ら 此の 主義 を資 行せられ しこと なり。 北ハの 精神 を 受 

け繼 ぎた る 聖徒の 中に も 之 を 身に 行へ る もの 無き に 非す。 故に こ は 人の 力 及ばざる 所に 非す。 神に 

祈り、 共の 助 を 得な ば、 よし 山に 登る の 辛苦； ffi しかりと も、 次第に 此の 主義 を 生活に 織り込みて、 

生活の 理想  eni 三 


生活の 理想  g; 二 s; 

錦 を 祚ひ. 出さん こと 望み 難しと すべから す。 奮って 此の 望 を 興さざる もの は、 其の 罪旣に 定まる。 

其の 生活 は墮 落な り。 其の 果て は 滅亡な り。 

大 いなる 志望 無き もの 大 なること 能 はす、 大事 を 企てざる もの は 永遠に 小人な り。 基督の徒^5^た 

る 现 想 を 身 に 實 行す る の 志望 篤から ざる もの は 基督の 徒弟に 非ざる なり。 未だ 成就せ ざる 所の もの 

に 向 ひて 志 を 傾け、 頻りに 之 を 成就 せんと 努む るに 非 ざれば、 生命の 價値 一顧す るに 足らざる な 

り。 旣に 己の 成就せ し 所 を輕ん じ、 未だ 成就せ ざる 所の もの を 重ん する の氣概 なくん ば、 高尙 なる 

生活 を經營 する こと 能 はざる べし。 我等 は 山に 攀ぢ 登る の 辛苦に 甘ん すべし。 然ら すん ば 同胞 を 利 

5;^ する こと 能 はざる なり.。 山上の 城は隱 るる こと 能 はす。 必す 衆人の 目を惹 く。 建築 者 失する と 

も、 其の 城 は 永く 世に 錄 えて 隱れ なし。 蓋し 其の 基礎 神と 共に 堅固に して、 ま！： 日の 後にまで 存立 

すべし。 平和、 謙遜、 憐れみ、 好誼、 純潔 等の を 築き上げな ば 其の 城 永く 頹廢 する こと 無 けん。 

& 堅固に 之 を 建築せば、 乙 之に 勵 まされて 同じく 建築に 着手すべし。 而 して の 先例 ありした め 乙 

の 成績 遙 かに 勝れた る もの あらんと す。 a よ、 今日の 堅 同なる 土木工事 は 前代の 經驗に iii し、 之 を 

校範 として 案 を 立てし に 依る に 非す や。 、王 耶穌の 徒弟た る もの 山上に 城 を 築く も 之に 同じ。 彼等 は 

先輩の 經驗に 舉ぶ所 多し。 之 を 參考 として 着々 工事 を營 む、 豈に 空前の 成績 を 期せ ざらん や。 殊に 

害ぶべき は、 築城に 就きて 完全なる 模範 を 有する ことなり。 lil 督 如何に 城 を 築かれた るか、 此は福 

音 書に 載せて 詳 なり。 故に 我等 山上に 築城 せんと 欲せば、 福音 害に 記載せられ たる 模範と、 先楚の 


^^^業 に チ：！ みて 大いに 助を與 へらろ べし。 殊に 我等の^ 前に 城 を 築く を M ば 共の 稗 益 如何許り ぞゃ 。- 

友が 天晴れ^ 築す るを兑 る 程に 雜志 fl^ 行なる 我等 を勵 ます もの あらざる なり。 山上の 城 は！ ：！ るる こ 

と 能 はす。 ^つて 共の！^ に從 16^ せば、 共の 影響す る 所 =s=r た大 なる もの あらんと す。 

山上に 建て ざろ は 平地に^つ ことたり。 し^ 遜 平和 純潔の 城廊を 構 ふるさな くば、 必す やゆ 

0. 妬 忌、 虛榮、 肉 慾の 城 を 造營 する を 免る ベから す。 餐敎徒 は 平地の：：^ きを <A ろべ からす。 マ 

ラ リア 熟の 潜伏す る？ んの如 き 俗 境 を .B みて、 山 上天 近く 氣淸き 所に 其 の 生活 を營 まざ る ベ からす。 

此の 心 懸け あらば 建築に 從 ipi- せる 自らの 救 はる 、 のみなら す、 希く は 他の 多くの 人 を も 救 ふべ し。 

『人 各々 心して 3 は 〈正の 基礎なる 耶穌 基督の 上に 建築せ よ。 或は 金銀 齊 石の 城壁 を 築く もの あり。 或 

は 木村^^^くは 茅を 以 て 之 を 築く。 主の日 至らば 必す 之 を 試み て 其 の 本！^ を 暴露す ベ し。 堅 同なる は 

試験の 火に 炎 かれす して 依然と して^し、 大 いなる 報い を 建築 者に 齋 すべし。 木、 蹈、 茅の 類 は 燃 

え. て ； 物 を も 止めす。 その 建築の 不完全 なること 斯の 如し。 然れ ども 山上の t^; 礎を擇 びて ェ js$ を 起 

せし もの 故、 建築物 斯の 如く 減ぶ とも、 建築 者 自身 は 難なく 火を經 過して 身 を 全うする こと を^べ 

し. r 故に 山上に 城 を 建つ るの 志 を 堅う せざる ベから す。 

(一九 〇 一年 I  一  n!) 


生活の 理 s:  二 五 


主の祈り  ini 六 

主の祈り  . 

左に ぐる は、 市ケ 谷 敎众： 說敎 の 大意 を 筆記せ しもの なリ。 筆記の 不完全な るた め脫漏 の點も 少な か ら 

ず。 繁簡 長短の 釣合 ひも 整 はず。 然れ ども 主の祈り を說 明す るに 於て また 少補 なしと 云 ふべ からす。 

段々 信仰 も 進み、 追々 は 洗禮を 受けん との 志 ある 人々 のために、 今日より 主の祈りの 講釋 を始む 

べし。 

主の 祈 ひ は 馬太傳 第-: ハ章 及び 路加 傳第 十一 章に あり。 日曜 擧 校の 子供 等 も 之を唱 へ、 また 家族な 

ど 打ち 寄りて 祈る 時 同じく 之 を 用 ゆ。 實に 基督 敎徒 普通の 祈り 文な り。 文 は 極めて 簡略な り。 然れ 

ども 其の 內容に 至りて は 意味 甚だ 深長な り。 さて 此の 祈り を爲 すに 就き 第一に 記憶すべき は、 耶穌 

基督の 我等に 敎へ給 ひし ものなる ことなり。 畢竞 之を唱 ふる 時 は 我等 主耶穌 と共に 祈るな り。 實に 

主 耶穌の 心に 入り 其の 精祌と 結び付き 主と 同じ 思 ひに なりて 祈るな り。 誠に 喜ばしき こと、 云 ふべ 

し。 、王と 共に 同情 を 表 はすこと 是 即ち K 'へらるべき 第一な り。 次に 我等の 父と 呼ぶ。 是れ 誠に 心廣 

き 同胞の 情 を 意味す。 c 分 一身に 就いて 考へ、 或は 一家に 就いての み考 ふるならば 如何にも 人間 は 

我儘 千 萬なる 有様に 陷る べし。 何とかして 同情 を 他に 向って 張り 廣 ぐる 様した きものな り。 天に 在 


ます 我 倚の 父よ と 祈ろ とき は、 自己 一身 一 家の外に 出で 廣き 交際 場裡に 立ち、 大 なる 社會の 一 人、 

かたち 

祌の 家族の 一人と して 祈るな り。 即ち 大いに 心 を il き 凡ての 方面へ 一:1： 情 を押廣 めて 行く 狀 なり。 螺 

の In: の 中に うづく まる 人 も、 天に 在ます 我 倚の 父よ とい ふ 時 は、 氏 も 素性 も摄き 除け て ijs 一様に 

悉く 神の 犬なる 家族の 一 人と なるな り。 如何に 心地よ きこと ならす や。 日に 一皮 にても 此の 詰 を i? 

へ 得な ば 人 の 仕 合せな り。 然ら ざれば 精神 は いぢけ、 井の 中の 蛀に 似た る ものと なるべし。 祌の 

家の 一 人と して 廣き心 を 懐く、 是れ 即ち 記憶す ベ き 第一 一な り。 マックス ，ミ ュ レ ル 或る 南洋 人の こ 

と を 記した る 中に、 該 i:;? の無學 にして 野蠻 なる 女が 朝起き 出で て 太 を拜 する 時 は、 實に 彼が 生活 

中 15^ も 美 にして 高尙 なる 化+ とき 時な りと 記る せり。 免な ど を 捕り 詰 らぬ 業に ぐ づぐづ 日 を 送る 未開 

人が： fS を 舉げて 太陽 を拜 する ことなれば、 素より！^ C 舉 者の 無 限界、 絕對、 若く は 上帝 ゆ > の 如き 難 か 

しき.！ 5:^ 味 を 解す るに あらね ども 一 段 高き 所に 心 を 用う。 誠に 是 彼が 最も 美 はしく 慨 うちある 所なら 

ん。 されば 如何なる 宗敬 なりと も 有る は 無き に 優れり と 謂 はざる ベから す。 況して 此の 祈りに 於 

て、 天に 在ます 父よ と 云 ふ は高尙 にして 理想的なる を や： 賴祌 上の 立派なる 所に n を 着けて 祈る。 是. 

朋ち 第三に 記惊 すべき 所な り。 

以上の 意味 を 了解して 朝な 夕な に 神に 祈れば、 人 ii の 幸福 此の所に あり。 人生 を 沙漠に tl ふれば、 

し まら 

此の 祈り をな す 少時く の 間 は 實に淸 流 握 澄た る綠 地な りと いふべ し。 

主の祈り  eni 七 


主の祈ft^の構造 

『天に 在ます 我等の 父よ、 願く は SiS 名 を 崇めさせ 給へ、 御國を 来らせ 給へ、 聖旨の 天に 成る 如く 地に も 成 

させ 給へ、 我等に 日 川の 糧を 今日 も與へ 拾へ、 我等に， を 犯す もの を 我が 赦す 如く 我等の 罪 を も赦し 給. 

へ、 我等 を 試練に 遭 はせ ず惡 より 救 ひ 出し 給へ、 國と ¥ 能と is- は限リ なく 汝の ものな リ、 ァメ ン』。 

語簡 にして 絡 大莊條 の 精 祌を罩 め、 高尙 優美の 情念 を充盈 す。 先 づ祌を 呼びて 天に 在ます 我等の 

父よ と 云 ふ。 あら はに 願 sh- 感謝の 意 を 述べし ものに 非す といへ ども、 旣に 神に 向 ひて 父よ て ふ 愛 i^E 

深き 言 を 以て 呼ぶ。 是祈禱 にあら やや。 人類が 天に 在ます 聖 なる 父の 姿を覺 へ、 切なる 翼 敬愛 慕の 

念 を 以て 神 を 仰ぎ見る は、 21^ も 美 はしき 譜美、 禮拜 にして、 祈りの 大切なる 部分な りと 謂 はざる ベ 

からす。 

此 短き 祈り はすべ て 六 種の 願望 を 含む。 或 ひ は 終の 句を兩 分して、 七 種の 願 ひとす る もの も あれ 

ど 、 予輩は 寧ろ 之 を 合して、 1 パ 段に 分つ を 可とす。 而 して 前の 一一； は 祌の榮 光に 關 はれる ことにして、 

後の！ 二 は 人の 事に 係 はる ものな り。 

或 人 基督に 問うて 曰く、 道 德の中 何れが 最も 大ぃ なるやと。 基督 答へ て n: く、 汝 心を盡 し、 精神 

を盡 し、 意を盡 して 汝の神 を 愛せよ。 これ^ 一  にして 大 いなる 誡 なり。 第二 も 之に 同じ。 己の 如く 

汝の 隣人 を 愛すべし と。 神に 對し、 人に 對 する、 一切の 眞 理道德 此の 中に 藏 せらる。 主の祈り また 


之に 11： じ。 簡約なる 祈りの 中に 神と 人と に 係 はれる 凡ての 願 と 近 德とを 包括し、 愛 神 愛人の 理 

i= ^だ 明かに 敎 へられたり。 

前の 三の？^ りに 於て は 祌の榮 光の 妙せられ、 祌の國 の 臨 格し、 聖旨の 成就 せんこと を 求む、 斯 

は 人生お 大の E 的な り。 此に於て之に^^するの乎段方法無からざるべからす。 C 然の顺 序と して 筏 

の 三の 祈り は 生す るな り。 即ち： T ルー は 肉體の 必要物、 i せ 一は 赦罪、 第三 は祌の 保護 を 求む。 

*^-5^は神を主とし給ひしが故に自已の利{,^:得失ょりも祌の榮光、 御圃 及び 架 3 "に關 する こと を 先 

きに 求められたり。 吾人 また 之に 做 ふべき にあら す や。 生活の 平 .iir 道德 上の 缺點を 免 かる. -が如 

きは必 すし も 人 i§ お 大の蔡 にあら す、 §：： 人生の rl^ 大目 的 を 達する に 必要なる g 序 及び 方法な りと 觀 

念すべき のみ。 

北ハの 調和の 絕妙を 云 はんか、 前の 三つの 祈 It にて、 聖名を 崇めさせ 給へ と 云 ふ は、 祌は 父な りと 

はしに 聯絡す。 御國を 來らせ 給へ と は、 祌の 主たる 事に 應す。 聖旨の 天に 成る 如く 地に も 成させ 給 

へと は、 神 吾等の 主君た ふに 相當 せり。 而 して 後の 三つ は、 前の 三つに 應 じて 之に 適切なる 祈りと 

なれり。 即ち 祌は 我等の 父に して 慈愛 限りなき もの なれば、 我等 を 扶持、 愛育し 給 ふ は 其の 願 ふと 

ころな り。 此に 於て 日用の 糧を 今日 も與へ 給へ と 云 ふ。 次に 祌は 大欉を 有し 正義と 仁愛 を 以て 我等 

を 支配す る 王な り。 我等 は 王た る 神の 前に 立ち、 我等に 罪 を 犯す 者 を 我等の 赦す 如く、 我等の 罪 を 

も赦し 給へ と 求む。 お 三に 神 は 我等 を 保護し 給 ふ 主君な り、 此に 於て 我等 を 試煉に 邀は せす 惡 より 

主の祈り  E  二 九 


主の祈り  四 三 〇 

救 ひ 出し 給へ と 祈る。 

予輩是 等の 順序に 就きて 考 ふるに、 其の 關聯 脈絡、 整然として 一 點の隙 無き を 見る。 先づ 初めに 

天の 父よ と 云へば、 直ちに 胸に 浮び 來るは 天の 榮光 なり。 之を考 ふるに 當 りて は 如何にしても 神の 

政治 行 はる \ 様に と 祈ら ざ る を 得す。 更らに 進んで は 聖旨の 天に 成る 如く 地に も 成させ 給へ よと 祈 

る。 自然の 順序と して 天より 降り 地に 移りて 我等に 日用の 糧を 今日 も與へ 給へ と 云 ふ。 如何にも 美 

はしき 順序に あらす や。 若し 韓文公 をして 之を讀 ましめば、 彼 は 文章の 絕妙を 感嘆せ しならん。 其 

の 順序 累進 的に して、 一 歩 は 一 歩より 高く 登り、 斯くて 後人 間肉體 の必耍 物に 及ぶ、 然れ ども 人 は 

パンの みに て 生く る ものに あらす。 更らに 進みて 道德 的の 事柄に 人る。 元來 人間 は淺 粗漏 脆弱な 

る ものな り。 顧みて 旣往を 思 ひ、 現在 を考 へ、 未來を 望む 時 は、 悔る ところな き 能 はす。 忸怩たる 

ところな き あた はす。 义 恐る \ ところ あり。 願 ふところ あり。 我等の 罪 を赦し 給へ、 悪より 救 ひ 出 

し 給へ との 祈り は、 自然に 来らざる を 得ざる ものに あらす や。 視ょ 主の祈り は 出 任 かせの ものに あ 

らす、 其の 間照應 あり、 波 瀾 あり、 措辭 構造 妙 を 極めたり と 謂 ふべ く、 宛 がらの 一幅 山水 畫を觀 る 

の感 あり。 

斯 くの 如く 主の祈り を硏究 すれば 其の 文學 的： 價 値に 驚かざる を 得す、 言 簡 にして。 意味 限りな 

く、 少しの 忽 せに したる 點 なく、 叉 無益の 筒 所な く 其の 排列の 美、 組織の 完備 實に 至れり と 評する 

の 外な きなり。 


Jsjc 等 は 祈？ M を はすに あたり、 大ぃに：汪^？：-するところぁるを要す。 祈りに 熟練したる！ お、 俾道者 

は 巧みなる： W を 以て 無雜 作に 能く 祈る。 其の 手際 感 すべきな り" 然れ ども 滔々 千萬霄 あたかも 流水 

の 如き 祈^、 共の 中に 如何なる 思想、 如何なる iw、 如何なる 精神 あり や、 共の 問に 順序な く、 累進 

なく、 調和な し。 配合 翁 色す ベて 杜撰 拙劣なる a の 如く、 古着 屋の 店頭に 物品の， S 籍 たるが 如き 有 

様に あらす や。 斯 くの 如き 人 は 主の祈り について 深く 舉ぶ ところ あらん こと を耍 す。 

主の祈り は 巧妙なる 活 花の 如く、 一枝 無益の ものな く、 整然 一貫せ る 意義 を寓 す。 叉 四肢 五 體完 

備 せる 身體の 如し。 宵 a- 一  致して 其の 妙 一一 一一！： ふべ からざる もの あり。 

？ W 禱の 標準 は 主の祈り にあり。 吾等 之に 做 はざる ベから す。 即ち 第一に 神の 事、 .h- に 自己の 事 を 

廳.： li: 正しく 祈るべき ことなり。 人 や i も すれば 己の こと を 先き にして、 祌 のこと を 後に す、 "だ 純然 

たる 利己主義に あらす や。 主の祈り を 見る に肉體 のために 求む る はた^ 1 つのみ。 其の 自己の を 

祈る 時 も 肉 體に關 する は 僅かに 三分の 一 にして、 他 は 5.1 還 的の 耍求 なり。 以て 主が 何れに 重き を 置 

き 給 ひしゃ を 知る に 足るべし。 然れ ども 或る人 は 何故に 靈 魂の 事 を 先き にせ ざり しゃと 云 はん。 然 

り、 此は 適當の 順序 を 取られし なり。 吾等が 世に ある や 肉體の 保存 決して 怠る ベから す。 生存より 

始まりて 渐 次高尙 なる 道德 i お 的 の 事に 及ぶ、 極めて 適當 なる 順序に あらす や。 

我等の 祈 il^ は 動もすれば 偏す るの 傾き あり。 英國の 或る 大學 校長が 其の ュ 二 テリ ヤン 的說敎 集の 

屮に、 『祈り は 魂の 事の みに て 可し』 と 云へ り。 然れ ども 主の祈りの 中には 五斗米の ためにせ る も 


の も あるに あらす や。 主の 敎は天 も 地 も 肉 もす ベて をして 處を 得しむ るに あり。 豈 生存に 必要なる 

パン を輕ん する の理 あらん や。 

天に 在す 父 

以上 反 •  街して 祌は 天父 に て 我等 は 其の 子なる. 5 を說 けり。 ：S{ に 趣を變 へ てまた 此の 意を述 ベ ん。 

第 一 祌を 父よ と 稱ぶ時 は、 祌 我等 を 愛し 給 ふ を 記憶す るな り。 我等が 尊敬す る 人、 偉大なる 人、 

畏 る- -人、 我 を 愛すと 考 ふる 時 は 喜ばし かるべし。 人 若し 愛せら る-! ことな くんば 花の 凋る、 が 如 

くなる なり。 一 旦我を 愛する もの あるに 心附 けば、 即ち 枯る X 草木の 生き 復る ごとし。 枯木に 花 開 

き、 更に 進みて 實を 結ぶ が 如き ものなら す や。 此の 事 一家の 中に も あるべく、 朋友 夫婦 間に も ある 

べし。 此方より 厚く 敬愛す る 人に 愛せられて 居る と 思 はに、 心 生き 回り 元氣附 くに 至るべし。 若し 

是 人間 同志 當然 の事實 ならば、 祌 より 愛せら る \ を 信す る 場合に 於て は 尙更の 事に て、 精神の 態度 

ー變 すべき 害な り。 誠に 大 なる 感化と いふべ し。 顷日國 民心 理學の 研究者 我家 を訪 ふ。 (此の 舉は 

國々 に 就きて 其の 氣 風の 異同 習癖、 長所 短所 等 を 比較し 其の 心理的 異同 を專 門に 研究す るな り)。 怫 

蘭 西 の 或る ST の 首 を 引きて、 實に宗 敎が國 民， の 精 祌を變 化す る HI 驚く ベ きもの ありと て 今： 史 の 如 

く 語られたり。 實に 政治 法律 敎育 等より 國 民の 歷史の 根本に 入らば、 必 す宗敎 上の 感化の 更に 大な 

る を 見ん。 日本人の 氣 風習 惯に 立ち入り、 其の 御 Ift ぎ、 緣起、 因緣、 約束事な ど 種々 人の 自ら 知 


ら すして 守りつ 、ある ものに 依り 顿む ところの もの を 其の 奥底に 入りて 吟味 すれば、 我 邦人の 心中 

に 1^ 敎 怫敎， の 及ぼ せ る 非 な る 感化 を兑 るな り。 氣中 にあり て 知らす し て 之 を 呼吸す る にも 似 

たらん か。 此 の 新 M 紙上に^ E 廿 ぶなる 人、 1=本1^民を造れる三人の一:5^傑を？^題に_^^-めてニ人を5^ 

たり。 聖 ^0 太子 及倂 穴」 是 なり。 而 して 尙 一人 を 得すと 云 ふ。 顿 朝なる か、 { 豕躜 なる か。 我 る 所 

にて は 穴-^:? i を 以て 架 ^1 太子と 並び 選ばん は 疑 はしと い へど も、 鬼に 角 指 を 屈して 二人 を 宗敎界 に 得 

たり。 宗教に 無頓着なる 日本人の 宗敎に 受けた る 影饗も 犬なる 哉。 夫れ 祌は我 t!!^ を 愛す、 化？ し H 本 

^：^ の屮に 天父 我 を 愛し 給 ふとの 深き 意味 充分に 其の 心に 人ら ば 如何。 因 無明、 寂：^、 仁義 

五 《；5 等の 考 のみに 感染せ し 人民の 心に、 新たに 天父 我 を 愛すとの 觀念 あらば、 S バ ふべき 者な き に 

大 なる 結 m;- あるべし、 神 を 父よ と 呼びて 祈る 時 は、 祌 我等 を 愛し 給 ふの 意味 を 含めた るな り。 ：： だ即 

ち^ 1 の點 なり。 

ハが； 一は 我^ 敎 お：： せられつ k ありとの 意味 を 有す。 父母たるものは其の務としマ-;^、の1,^を敎育せざ 

るべ からす。 生みて 宵つ るの みに あらす。 ii^ し 唯 だ 生みし のみに て 之 を 宵て.^ お ぜ しむる のみなら 

ば 离錢： と異 ると ころな し。 父母の f:n: とき は、 せ： (の 子 を敎 育す る こと ある を 以てな け。 ^督ネ が 神 を 

父 と 崇む る は 神 我 ？ aw し 給 ふ と 云 ふ 意味 を 有す。 ；兀來 此の 天地の 中に 我等の 接 息す る は 敎宵を 

.受 けん 爲 な"。 ^界は 一 の舉 校な り。 成程 辛き 事不仕 合せなる 事 も あり、 天 を 怨み 地 を^め などし 

て、 針の 席に 坐す る 如く 感 する 場合、 味氣 なく 感じて 死す るに 如す と 思 ふ 場合 も あらん。 然れ ども 

主の祈り  四 三 三 


主の祈り  き 一一 四 

此の世 は學 校に して 我等 は 敎育を 受けつ & あるな り。 敎育 をな すに 目的 あるべし。 基督の 敎 へし 所 

によれば 人の 此の世に 在る 究竟の 目的 は 眞に祌 を樂み 其の 榮を 輝かす にあり。 神の 榮を顯 はすと 云 

ふ は 一見 奇異の 感 あらん。 然れ ども 正しく 賢き 神の 性質、 其の 御德が 我が身に 映りて 神の 榮 光輝き 

出すな り。 太 si は 自ら 光 を 放つ、 月はハ A の 光 を 受けて 輝き、 滿 月の 冴へ 渡る 美し さとなる べし。 斯 

くの 如く 我等 は 月に して 自らに 光 あら ざれ ども、 即ち； t の 光 を 受けて 神の 榮光を 己が 身より 反映せ 

んと 欲す。 之 を祌の 榮を顯 はすと 云 ふ。 人の 世に 在る 此の 目的 を 以て 敎を 受けつ、 あるな り。 眞に 

敎育を 受けつ ある 身、 修業 中の 身なる HJ を 確かめ 得ば 大いに 前と 異る所 あるべし。 我等 は 鬼 角 生徒 

らしから す、 花見 遊山の 心得 をな し、 或は 旅 宿に 在る の 心 持 を 以てす。 飛んでも なき 見當違 ひなり 

とい ふべ し。 何事に も 不平 を 一 百 ふ HJ 多く 辛抱のお 來 難き も 之が 爲 なり。 昔、 或 武人 は 自分の 精祌を 

鍛え 天晴 立派な る 者と な り 役 に 立 つ 者と な るが 爲 に は 、 憂き 事 辛き 事の 尙此 の 上に も 積れ かしと い 

へ り。 人物に なり t: き 者と ならん と 欲し 品性 を 鍛練す るの 志 あれば 基督 を 信ぜざる 人 さ へ 尙斯 くの 

如し。 て 基督の 敎を 受け 祌は 天の 父なる こと を 知れる ものに 於て を や。 親 なれば 子供 は敎 育を受 

くべき 普な り。 親 は 子に 訓練 を 施すべき 害な り。 然ら ざれば 是親 にあら す。 天 を 仰ぎて 祌を 父と 呼 

ぶ 時は祌 より 敎 育を受 くる 身な る こと を 記憶すべき なり。 塞き 時 の 寒稽古 の 如き も 甘んじて 受け 謹 

みて 挙 ぶべき なり。 天地人 生 あらゆる 境遇 は 自分 を敎 育し 感化すべき 爲 なり。 敎 育の 意味 明らかな 

ら ざるが 故に 失望 も 不平 も 多き なり。 敎 育また 敎育、 K 々身に 接る 時 は、 遂に！： の 全きが 如く 全き 


に 至るべし。 人お し此 所に； M 附 かば 此の世 を 見る E の 着け 所 大に逮 ふこと & なるべし。 又 方針 變り 

批； t の 標準：！/ じ、 是非 誇 惡、 利 寄 得失の 觀念も 一 變 すべし。 パ ゥ a は 凡て の 動きて 我 益 をな すと 

一. ム へり。 何 も 我 ハ：^ を^すな り、 彼も是 も 我敎 宵の 爲 なる のみ。 神の 家庭に ありて 庭訓 を 受け 訓純 

を受 くる 身なる を はビ 人生 觀 一 變 すべき 苦な り。 基 者た る もの は 此の 敎 育て ふ 一 事 を 忘る まじ 

きぶ 一な り。 仰此 所まで 巡まざる 人 は、 .^く神の家^^の敎育に目を着くべし。 世 人生の 意味 ー變 

して ^^3^ に 住む の 心と なるや 疑 ひなし。 斯 くの 如く 天父と 呼ぶ 第一 一の 意味 は敎 育し 給 ふ 事な り。 

お •：； 天に 在ます 父よ と i? ふる は嚴 かに 規則 を 正す と 一 K ふ 意味 を 有す。 父の 家に は 家風なる もの 

；:^ す。 一 家に 父親 あり 母親 あり。 一 は嚴 しく 一  は 優し。 母親の 愛 は往々 其 子 をせ やかすな り。 我等 

が； t を 2;^ と IIN はざる は 何故 ぞゃ。 ある ュ 一一 テリアンの 學者は 天に 在す 母と 祈れり と 聞く。 何故に 母 

と 云 はす 父と In ふべき や。 父と 呼ぶ 现. S 他に も 之 あらん。 試みに 見よ、 一家のう ちに ありて は 父 法 

# を 立て 规則 を與 へ、 命令し； ぬ 守すべき 格式 を定 む。 天に 在ます 父よ と 云 ふも自 からこの？ Ms なる 

意味 あるな b。 天父 存す、 故に 世に は 法律 あり、 道 あり、 總て義 あるな り。 抽象的なる 活版 指り の 

法 化と は 固より 異り、 一家の 中に ありて r,^ が 親より 取締. リを受 くると、 ； 紅.^: i に 出で て 巡 茶な どの 取 

締 りを受 くると 異 るが 如し。 一方 は 彼方此方に 行き 常 りても の騷 がしく、 其の 機械的の 作^ UK し 短 

し、 ：！； 分し つく，^ 行かす、 いところ に 手の 屆 かぬ 心地 せらる. 1 なり。 家の 法律 は 之と 異， り、 精神 

異り 應川異 り、 當り 具合 異る なり。 I に 云 ふ 倫理 は 如何。 社 會敎育 も あらん、 新聞の 風俗 德正も あ 

主の； S  h-  ra 三 五 


主の 新り  B 三 六 

らん。 之が 救 治 法 は 時として 外科 的處 分と もなる ベく、 獄に下 し^を 斬る にも 至るべし。 幸に 其 所 

まで 行かす とも、 道德の 世に 行 はる \體 裁 多くの 點に 於て 法律の 如き 形跡 を 呈 するな り。 は賴 

の 目 麿の 目と 睨み付けて 違犯^ を 取締らん とす。 基督の 宗敎 及び 其の 法律 は： t の 庭訓な り、 家族 的 

なり。 其の 父の 法律と いふ、 其の 中嚴 重なる 意味 あり。 母と 言 はざる ところ 嚴 しき 犯すべからざる 

所 あり。 然れ ども 此に 通例の 道德と 異る點 あるな り。 た 長官より 命ぜら る.^ と、 親より 命ぜら る 

i と は 同じから す。 天の 父よ と 呼ぶ は 人の 遵守すべき 極り ある を 意味す。 此 所に 着眼 すれば 我 は 神 

•  の 家族に ありて 親の 法律 を 守る もの、 此の世 は 神なる 父の 恩威 併び 行 はる i 所なる を感 やべ し。 豈 

快なら す や。 是れ 即ち 第三の 意味な り。 

第 四 祌を 父な. 0 とす、 旣に 前言に 盡せ るが 如し。 ；には 其の 愛、 二に は 其の 敎育、 三 は 其の 法 

律 を 知れり。 され ど 是唯だ 平生 無事の 時に のみ 足れ. C とすべし。 夫れ 人 問 は 堕落せ る 者、 家出し つ 

つ ある 者な り。 若し 家の 中に 事無くん ば 丁度 前の 事の みに て 足りぬべし。 家出し、 逐電し、 勘當 

せられ、 親の 顔 を 見す、 親 を 親と も 思 はす、 我儘 者、 浮浪 人の 身分なる が 故に 以上の 點 だけにて は 

尙ほ 足らざる 所 あり。 親心 を 莒 は 片輪の 子 程 可愛 ゆしと いふ。 此れ 親の 親た る 所な り。 我等 神 を 

父と いふ は 即ち 祌は 此の 墮 落せる、 逐電せ る、 浮浪 人、 有 m 天なる 親不孝 者 を、 び 元の 有様に 引 

返さん との 深き 望 を 懷き給 ふ を 記憶す るな り。 宗敎に 無頓着なる もの は 種々 の 議論 を 持ち出して 神 

を 疑 はんとす。 考 へても 党よ、 親を捉 へて 昔の 小 說に見 ゆる 如く 戶籍 調べ を爲 し、 fti の 手に 创を付 


け 血潮 を 滴らして 試験す る 如き こと あらば 不思議なる 親？.^ にあら す や。 新 かる 硏究 を爲 さざる を 得： 

ざると は 如： 1: に 不？ f なる 親子に あらす や。 此の 如 き 有様 にて は 親た る ものの 心中 憐む べきに あらす 

や。 ^^に疑はれ試みられ論議せらる、 如何に 悲しから す や。 人^ 今日 祌に對 して 厂度斯 くの 如き 心 

となりたり。 恐ろしき 心に なり raj^ てた るな り。 祌と 人との 11 斯 くの 如く 棘 遠に なり、 親 を 親と も感 

ぜす、 ^だ水^^、き仲となりしを其の儘になし^かば 一大事 なるべし。 神 は 之 を 好み 給 はす。 路加 傅 

^十五 を：； >^ れば 神が 如何に 人を兑 る や 明かな り。 金 を 失 ひし 彼の 寡婦が^ を點 して 之を拽 すよ 

け、 牧羊者が 汀 匹の 羊の 屮 H 、の 一 つ を 失へば 野 山の 嫌 ひなく 疲れ を もい と はす 之 を 尋ね、 搜し 出せ 

ば 大いに 喜びて 近所の 人々 に 迄 も吹聽 する 如く、 放蕩息子 を 親が 迎 へし 如く、 祌は 人が 悔い改めて 

歸り來 る を 待つな り。 天の 父と 呼 ぶ は 家出 をな せし 忘恩ぶな る 人 il を； 兀の 有様に 引返し、 救 ひ 出 だ 

t  すて ふ^ 味 を.^ す。 神と 人との を 然の關 係に 引返さん と 欲す。 nl^ れ 天父の 心なり。 救 ひと $リ1 

Ifii の 意味 此 所に 在り。 節 叫の 點は 即ち 此の 救 ひなり。 

放 ^やの 親に 對せ るの 態 皮 は、 即ち 我 5^ か 天父に 對す るの 態度なら ざるべ からす。 五；； 人が： t に 

祈りて 天父 を 呼ぶ は、 以上の 如き 意味な り。 子た るネは 父の 意 を 成就す る を 喜ぶ。 祌を 敬し 愛し： ii 

へて；. 仃く。 之 を 孝子の 道と 云 ふ。 敬と 愛と を 以て 仕へ、 ひたすらに ssin を 成就 せんと 欲する は、 天 

に 在ます 我 倚の 父よ と 呼ぶ^の 精神なら ざるべ からす。 斯く ありて こそ 人 の 光 榮も揚 る なれ。 y〔 

の 幸 ひ 之に 如く もの あるべ からす。 入 の 面目 此に 一新して、 天地 は 別 乾坤と なるべし。 

主の祈り  EH 七 


主の祈り  巧 三 八 

聖名を 崇めさせ 給へ 

巳に 天父 を 仰ぎて 崇高の 念を發 し、 向上 欽 仰の 精 祌 盛んに 生す。 而して日 々£^^名を崇めさせ給へ 

り。 0 へ ば 幹よ. ひ 枝 を 生じた る 如き もの あるな り。 

祈り を爲 すに 當 りて は、 其の はじめた とひ 身に 苦痛 あり、 魂に 惱 みあり とも、 一た び种を 仰ぎ 

て、 天に 在ます 我等の 父よ と 呼びて、 之に 思 ひ を 凝す とき は、 其の 4^ さ、 奥床し さ、 慕 はし さに 心 

を 打 たれ、 精神 恍惚と して、 靈魂は！^^んど天に登れる如くに感ぜられ、 貧 も 苦み も 打 忘れて 意 I 澉昂 

騰 する を覺ゅ べし。 

聖名を 崇めさせ 給へ と は 如何なる 意味 ぞゃ。 彼の 六 字の 名號、 其 他 種々 の 表號を 有難が りて 拜す 

る 日本 流の 考 にて は、 或 ひ は 迷信 的、 形式的に 聞 ゆる 處 あるべき も、 決して 斯 くの 如き ものに あら 

す。 抑 も gl;^ 名 を 崇めさせ 給へ て ふ 事 は、 吾等が 神に 就きて 有する 觀 念が 正しくなる 様に と 祈るな 

り。 換肯 すれば 神に 就いて 筋逮 ひの 考を 抱かざる 様に、 迷信 を 成さざる 様に、 祌を祌 らしく 考へ、 

天の 父た るに 少しも 逮 ふこと なく、 適當に 人の 心に 解 せらる \ 様に と 求む るな り。 思 ふに 吾人が 种 

に 就いて 有する の 觀念は 極めて 不完全の ものなる を 免れす。 偶像 的の 迷信 も あらん、 妄想 も あら 

ん。 故に 祌は靈 なれば、 拜 する もの も 露と 眞理を 以て 拜 せざる ベから す。 勿論 基督 敎徒は 偶像な く 

形式な し。 然れ ども 實際 は祌を 偶像 的に 小さく 不完全なる ものなる かの 如くに 觀じ、 偶像 信ネと Zi: 


^なる，？^、 s ？』 に 陷れる もの 往々 にして 之 あり。 視ょ、 信^の 中に も 人の 前に は 恥ぢる こと を、 祌の前 

に は 公然と 行 ふ もの あるに あらす や。 是祌の 存在 を 解せ ざるが 爲 なり。 或は 祌を 父と 呼ぶ も赏 に 

至りて は 父と 信ぜざる なり。 故に たる 心配 あり、 烦惱の 苦み 絕 ゆると きな し。 i^t. 多くの 人 は 

迷信の 害 を 知り le 紀の弊 を 知る。 而して神を正當に^^-へざるの餘害は更に之ょり^だしきものぁる 

を 知らす。 

祌は， t 拜 を受 くべき ものな り。 其の i 赫突 として 譜美も 感謝 も 足らす、 願 はくば 祌の 無^ 

廣大 なる 聖德に 相 常す る 様に 考へ、 其の 榮 光に 適へ：： する こと を 得ん が爲 に、 肅んで 聖名を 崇めさせ 

給へ と 祈らん。 祌の ！^；德明か に な り、 之 にっきて 適 切 正常な る 思想 感懷 を 抱く に 至らん こと を 求む 

る 祈り 高尙 大 なる もの は あらざる なり。 

御！： を 來らせ 給へ 

本日 は 『御^ を 來らせ 給へ』 を說 くべ し。 先日 は 『御名 を 崇めさせ 給へ』 の 節 を 說 きて、 神の 事 

を考 ふる 方、 祌に 就いての 觀念、 正しく なるやう、 见？： W 逮 ひなき やう、 祌の 尊き だけに 我^の 靓 

念 高^に ならざる ベから やと 言へ り。 誤解 は 恐るべし。 鐵路を 誤らば、 四へ行くべき汽車^3^へ行か 

ん。 や"^ の， お. - 千 s;. を隔 つ。 祌に 就いての 觀念 誤らば 何でも無き 事に も 疑 ひ 生すべし。 

昨日 英阈 より 受けし fig 紙に 次の 如き 事を賊 せたり。 支那 人コ レラ病 を 除かん とする 時 は、 『コ レ 

主の祈り  SI 一一 九 


主の祈り  elelo 

しる レ 

ラ病 湾』 と 云 ふ 意味の 印標 ある 衣服 を 着す。 疫病神 來 りて 共の 標を 見れば、 即ち 他に 向って 去る と 

云 ふ。 恰も 日本に て 疱瘡 を 免れん と 欲する 時、 『鎭西 八郞さ 、 ら三 八郞』 など 書きて 門 に 貼る が 如 

し。 是 みな 神 を 騙す 考 より 出で たるな り。 生き馬の 目を拔 くに あらで、 祌の目 を 拔く考 となる に 似 

たり。 神 を斯の 如き 風に 考へ なば、 如何なる 結果 を 生すべき や、 非常なる 弊 を 生じ、 甚だしき 害 を 

來 すべし。 之に 反して 若し 詩篇 記者の 如ぐ、 爾 まことに 我 を 見 給 ふ。 祌眞に 我が 心中 を 見 透す と 信 

する 時 は 如何なる 結报を 生すべき や。 實際上 非常なる 影響 あらん。 故に 神 は 如何なる もの かとい ふ 

こ とに 就いて 板木 的に 正しき 考を もたざる ベから す。 そこで 御名 を 崇めさせ 給へ と い ふこと に 就き 

て 眞 直な 考を 有す る 時 は、 其の 結 EK 自ら 御國を 来らせ 給へ とい ふに 至 る 。 

夫れ 神の 園と は祌の 政治の 行 はる、 所な リ。 神の 政治に 二つ あり、 道德 的と 物现 上と 是 なり。 

物理 上の 政治 は 機械的に 行くな り。 勿論 哲學 的に 云 は i -、 內在 とか 超然と か 種々 難 かしき 意味 も 

あらん。 物質の 配へ" する 所、 離散す る 所、 其の 按配 處澄祌 の 支配の 中に 在りて、 猶ほ！ P:c 人の 碁石 を 

並ぶ る 如く、 藥劑を へ" する が 如し。 果 竞カづ く、 智讓づ くの ものな り。 

道 德的政 治 に 至りて は 然ら す。 政 治せ ら る る も の は 自主 自. H なり。 是非 善悪 を辨別 し て 行爲 す。 

自主 自. 5 にして 迸德 を辨 ふる 者 を 取极 ふ、 物體 を取极 ふと 同様なる 譯には 行かす。 成程と 感服 させ 

ねば 不可ぬな り。 輝 •  .5 が 分り 眞 から 氣 が乘ら ぬば 從 はぬな り。 „fs:: 筋 を 抑へ 强ぃ て從 はせんと する 

は、 犬に 藝を敎 へ に 芝居 を さする に 等しく、 到底 道德 的た ろ こと 能 はざる なり。 人 らしく 從は 


しめんと 欲せば、 人 の近现 心に！^ へ 感服して 從 はしめ ざるべ からす。 所の 如く 祌の政 ュめ に 二つ あ 

ろ こと を 知るべし。 祌 の！： と は $S ー德 上の 政ュ H を 以て 入^の 魂 を 支配 せらる、 ことなり。 故に ハづく 

にあら す。 近现 を辨ふ KMH 主 {in 出の 者 を 支配す るに は 如何にすべき や。 ；；ーー：：ふを^^たす、 神 を 能く 知 

り、 祌の 思？^：: を 解し、 祌は 如何様な N? ネ なろ かと 明に 解す ろを耍 す。 祌を 知ろ ことなくして 地球 は 

冋^！：す。 しかれ ども 人間が .E 主 山の を 保ちて 神の 支配 を受 くる は斯 くの 如くなる 能 はす。 祌は 

如何な ろ ものな ろか、 祌の m お：： は何邊 にある かと 辨 へざる ベから す。 約め て； 一一 C へば、 祌の 性： は を 知 

り、 祌は 如何な K= ものなる や を 解す るに 至れば 即ち 神の 闕 立つな り。 畢竟 祌 の！： の觀念 明かなる に 

至リ！！^^はぬ；：；^仰を^^すろを神の國の紫礎とす。 神の 性： は > て 明に 知 るを极 木と し、 之 を^ 礎と して 

神の 闽來ろ を 祌の架 it 成る と 云 ふ 二つの mjftjij 結ぶな り。 神の 政治の 行 はれん さを 卿 ひ、 御 心 を 成し 

給へ と 祈る、 二者 共に 御名 を ろの 一 事に 胚胎せ り。 然 らば 刖段 以上の 二つ を說 くの 必要な きが 

如し。 大は 小. >て# ？、 ぬ。 綱 を か、 げ なば， 餘は無 川に iii すと； 一一 一：； ふ 者 も あらん。 成ろ ほど 极 木より： & 

又 紫と 順序 F: しく 此 の 祈りの 進めろ 如く、 御名 を 崇めさせ 給 へと いは^ 旣 に 大體を £i した る^に て 

細かき ほ 部 は； W はす もがな と、 m わ ひ 僻む る はまこと に陷り 易き 誤解なる べし。 共の 故 如何にと い ふ. 

に、 例へば 吾^ 多くの St あり、 祌ょ之 を； i,^ し 給へ とい は， ^ 事 2i! るべ く m わ はるれ ども、 水 < おに 罪 を 悔 

い、 ； t に 謝罪 を 爲 すに あたり、 所の 如く 大 ffl みに て は 不可な り。 自分の 心に 覺ぇ ある 所、 幹 枝 迄- 

も 細か に述 ベ ざれば 悔ゅ る 心 十分なる 能 はす。 若し 祈る 時 『祌 は殘 らす肯 はすと も 我が S 、む 所 を 知 

主の祈り  WW 一 


主の S  二 

る。 すべて 我が 願 ふ 所を與 へよ』 とい ふが 如き は 正しき 祈り を さ A ぐるに あらす。 思想の 力の 許す 

だけ 心の 蘊奥 ま でを盡 して 祈る が至當 なり。 大摑 みに して 極めて 取締りな く無雜 作なる 祈 は 不可な 

り。 祈 は 丁寧なる を 要す。 故に 御名 を 崇めさせ 給へ と 言へば、 祌の 政治 行 はるる を 求む るに 至る が 

自然の 順序なる べし。 之を考 ふる 時 は、 心中に 非常なる 望 起り、 一心 然 ゆるが 如くなる べし。 御名 

を 崇めさせ 給へ と 祈ろ とき は、 自ら それの みて は 足らす。 勢、 御國を 来らせ 给 へと 祈らざる を 得 

す。 枝より 葉と 巡む が 自然の 順序、 魂の 順序な り。 されば こそ 御國を 来らせ 給へ との 祈り 起れ るな 

り。 日 木の 言葉 遣 ひと 遠 ふなり。 ユダヤの 國 風と 見るべき ならん。 是を 日本 流に ふる も 解し 雞 

し。 Anst- ユダヤ 國の 人々 神の 阈と唱 へたり。 祌の國 なる 意味 は^も 日本が 神 國と言 ふに 似たり。 彼 

の！： 民 は 其の！： を 以て 神の 國と なせり。 人間 を 王と する こと を 好ます、 祌を 以て 國王 とせり。 彼の 

國民は その 國 を 以て 神の 國と爲 すの 考盛 なりき。 共の 國を m ャか こと、 その 國 自慢に 發達 したれ ど 

も、 如何程 成 張りても 左様 は 行かす。 羅馬、 バビ 。ン、 カル デャ より， 南は坊 及より 征服せられ、 

加 之 傍より 攻められ、 掠められ 其の 版圖 他に 奪 はれ、 土地 鞣躋 せられ、 時として は 數を盡 して、 捕 

虜 にせら る。 現に 基督の 時は羅 馬に 屬 けり。 されば 彼の 人民 は 神の 國の 精神、 其の ユダヤ 魂 を 以て 

建國 成就せられ、 他3!を支配する天下の統ー を^5}|1めるなり。 尤も 以賽亞 害な どの 神の 國に 高尙 なる. 

意味 あり。 暴力 を 以て 他 を 凌ぐ に 反し、 神の 國は 道德 上の 政治 行 はる i 處 として、 だ高尙 なる 政 

治 を 執りて 宇- 2： に 幸福 を 及ぼす 考 なりき。 是は 優れし 豫肯 者の 考 なり。 基督の に 近し とい ふべ 


し。 以下の人民に至りては下等なる^1„?を脫せす。 共の 領分 を 顿げ、 他に 向って 大手 を 狼り て 成 張る 

政治上の^|„?にして、 近徳 上の 精神な し。 此 所に 基^ 顯る。 敎 へて n く、 成 il^ 汝ゃ祌 の を i? ふる は 

尤もな り。 然に共？！^^ひぁり、 口に i? ふると も斯 くせざる ベから す。 ！ g に.！^ る は ff 可な り、 我が 言 

に從 ひて は. y に 行くべし。 我が 祌の阈 は 此の方 向に ありと。 ぉし彼の岡入此のー頁^^て川ゐざりしな 

らば 耶穌も 川 ゐ給は ざり しならん。 耶穌は此の>ば1を利川してま3き意味を加へ1^^逬に轉じ、 K 〈に 人 問 

の 希 すべき 祌の 御！； 祌の 政の 行 はる ふ 所は斯 くな りと 說 きたるな り。 に t 太 傅に 天阔 なる 一語 あり。 

他の 卞 I に は 多く 神の^なる， ば i を 川ゐ、 馬 太 傅に は 此の 兩語を 川 ふ。 北ハ の！ Hi 別 如何。 何故 二様に 川ゐ 

しゃ、 別せば 別し 得 べし。 天 國とは 世の 今日の 有様 を 以て 不可と なし、 ^も 天の 如き^、  0^ 

の现 想と せる 尸、 の國、 天み たやうな 國、 或は 天から 一 sra: して ゐる 阔、 斯の 風のお 味ならん。 されば 

何れに 行く も 可な り、 しき 相 遠な し。 兩^ 共に l^lct^ に 川 ふと： る 可き なり。 尤も 神の 政治 を葳 

く 云 ふ時祌 の！： なる ，語 を 川 ふ。 細かき iHi: 別 を 措きて 此の 一 1 語 を 混用す る も 〈. ；！； 支な し。 然るに 何故 馬 

可 及 路加 傅に は 神の 國 なる 語 ありて 天國 無き や、 是れ 面白き 研究の 點 なり。 此れに 就て は！ 々の 

譯も あらん。 多分 此の 兩人は 祌の闕 なる 用語の 癖 ありし も 知れす。 然 れ共尙 他に 意味 あるが 如し。 

^者 n ふ、 希^に ォ リン。 ハスなる 語 あり。 辆ほ 日本の 高天原の 如し。 されば 希 暇人 は 天阔と M きて 

例の せ 2 天 原と K- へ、 一方に は 此の 意 を 誤りて 輕 蔑す もの も あらん。 而 して 基督 敎の 意味 を 解せ す、 

f に牽强 つけて 飛んだ 所 に 行 くや も i り 難 かり しな り。 此 の 弊を豫 防せ ん爲め 天 間な る 語 を 避け 

主の 新り  eisn 一  1 


主の祈り  EIWS: 

た ひ。 吾等 地獄と 言 ふ 直に 閻魔 を 速 想す るに あらす や。 死して 天に 登る と 一 百 ふ、 何故に 極 樂と言 は： 

す や。 是を 好まざる は 其の 中に 佛 法の 考 あり、 藤 史的の 意味 あれば なり。 する. （- べったりに 坊主 

の 入り 來 らん を 恐 るれば なり。 基督 者の 顔 をした る佛 者の 出 でん こと を 恐 ろれば なり。 されば 新奇 

蒔き 直しに 別の 語 を 用 ふるに 至れり。 架， 書 を 見 る に當時 希獵邊 の 語、 折：： 舉倫现 思想 に 使 ひ 惯れた る 

言語 を 取らす して、 窮屈なる 骨折り をして 丁度 この 文舉 こそ 適 當と思 ふ 所に、 窮屈なる、 變 てこな 

-る、 新奇なる 文學を 川ゐ、 しきに 至りて は 態々 製造せ りと m わ はる >語 あり。 其の 様 恰も 西洋 擧者 

の 熟 字 を漢學 者の 解せ ざるに 似たり。 先年 一 雜 誌の 論文に 近德 語宗敎 語の 嫌 ひなく 摆り拔 き 何故に 

斯んな 様に 用ゐ ろかと て 其の 不可 を 論じ、 基督教 思想と 紛れ や す き 思想 あ る此 の 語 を用ゐ ば 其 の 歷 

史的 意味 附隨 して 恶膂敎 の 中に 年来の 不都合なる 信仰 入来らん を 恐る と 例證を 舉げて 論ぜし を！：： 儿 

る。 希 職の 高天原の 不可なる 如く 我が 國 にても 高天原に 在ます 祌 よと いふ 可笑し かるべし。 加 之 弊 

ある 事な り。 此の 向の 語 耳惯れ たる 語 あるに 我等 敢て川 ゐるを 好ます。 馬可傳 路加 傳は 異邦人の 

爲 に 書け る ものな り。 さ れば羅£^<希臘人 を_せ く爲 め敎育 せ ん爲 め に 自己の 造 語 を 川 ゐ しめて 彼 を. 

捨てた るの み。 Hit 太傳に 至りて は に ユダヤ人に 對 せる もの なれば、 希 臘のォ リン パスと 誤解され. 

ん 恐れ もなければ 兩者を 流 川 する も 一向 差 支へ なし。 此の 故に 彼 は兩者 を！^ ね川ゐ しのみ。 此邊の 

消息 を考 ふる 頗る 面白き を覺 ゆ。 

^て、 天圃 若く は 祌の圃 と は 如何。 其の ts: 容に ra: つの 意味 あり。 


- は 神の 政； _ め なり。 祌ュ めめ 給 ふ、 祌の御 支 .配 なり。 最も 解り：：：^ き， 或 i なり。 祌の性 1^ を 知り 祌に感 

服し 之に 從 つて 行く お^なり。 祌の政 ュめ行 はれ 其の 支配 行屆 くの 意味、 犬 闽叉祌 の K なり。 

二 に は 神の 支. W を受 くる^、 共の 政 ュ£ に滿 し 太平 を樂む 所の 民 をい ふ。 即ち 其の を 指せ 

しなり。 神の 政治の 下に 安んじて 共の 法 徘を守 h、 北 (の Els^ として 生活す る團體 或は 群、 是 即ち 所 

IS 神の M なり。 

一一； に は 祌の人 W たるお の享け 冇ち樂 める の權利 幸福 をい ふ。 即ち 祌の 人民の 受 くる 祝 一 1 と特横 

を 指すな り。 祌 の闽汝 より 取 b ヒら るの 語 あり。 是 即ち 祌の 人民 たるきの 祝福 特 様-を 指せろ なり。 

叫 に は 祌の阔 は來世 をい ふ。 夫れ 神の 阔は汝 等の 中に ありと いへば、 勿論 現在 成立つべき 意味 

を 有す。 神の 阔は 發逮 し發展 すべき^の 進化 ある 者な り。 祌の圃 は 芥子 種の 如し。 始めは 小に して 

後に 大、 始めは tm、 後に 德 出で、 德の 中に 實を 結ぶ と 主 は 一一 一一：： ひ 給へ り。 祌の圃 に は展. あ.^? ；展ぁ 

り 進化 あるに 相逮 なし。 此の所 成 3^ 現在の 惠實 なり。 然れ共 其の 者廣 がり 成就す ろ 所 花 あり IT も あ 

る 所、 M 滿の 終極 は何處 にあり や。 是 即ち 朱來 にあり。 我等 死して 天國に 行く とい ふ、 H ボ基赞 者の 

洗禮をー^^くる時：^に付十 る所の者なり。 今 曰攀者 は天圃 は来來 になし、 此の世に ありと いふ。 社會 

改良、 監獄、 孤 兒院窠 索、 舞 毒 事件に 奔. lli^ し 我等 死後に 天圃 在り や を 知らす、 社會を 改良して 此の世 

. を天阈 となさん とすと 說く ネ往々 某 将者を 驚かすな り。 一と 通り は F- しからん。 然れ ども 某 齊の言 

を 讀來れ ば未來 ある さ 疑 ひなし。 .il 太 傳第八 章 十一 節に、 我爾鮮 I に吿 げん。 多くの人々^5^>.<り两ょ 
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b 來 けて ァ. ブラ ハム、 イサク、 ヤコ ブと 偕に 天國に 坐し と あり。 祌の圃 即ち 天 圃は是 なり。 

以上 四つ を再說 すれば、 一は 祌の 政治、 二 は 信者た る 者、 祌の國 の 人民た る 者の 團體、 一二 は 神の 

國の 祝福 其の 特横、 四 は 即ち 来世な り。 然れ ども 四 者 共に 合せて 神の 政治の 一 にあり。 祌の 政治 行 

はる、 とい ふ 意 一貫す。 始めより 終り、 根本より 枝葉、 sn に 見 ゆる 所より 目 に 見えざる 所に 及び 土 

台より 屋极裘 へ 建築す ス<其 の歷 的 手 锖を引 纏めて 言 ひし 如き 意味な り。 是基督 の 祌の國 な. o。 次 

に 基督 は 神の 國を 最上の 幸福 及び 根本的の 幸福と 說 かれたり。 此の 二者 如何に か異る や。 此の 語 希 

躐 の：.！ I 理學 者の ffl, 語な り。 或 ひは當 時の 舉者 間の^ 語と 違 ふや は 知らす。 是を 日本的に 直して 解釋 

せば、 前者 は 一番 善き 者 即ち 他の 者 を 排斥して 他 は是に 及ばす となし、 此れに 止め を 刺す ところの 

者な り。 叉 根本的 幸福と いふ は 即ち 此の 一事 を 成せば 餘 は皆從 つて 來る 所の 者な りと なり、 神の 國 

と 北 ハの義 と を 求めよ さらば 是 等の 物 は皆汝 等に 加 へられん と あるが 如し。 天國 さへ 得ば 餘は 皆附隨 

して 来る さ 一隅 を擧 ぐれば 三 隅 共に 擧 るに 似たり。 根本の 幸福 を 全 ふす る 場合 は 枝葉 昝整 ふに 至る 

と是 なり。 ！；； ^上の 幸福 は 即ち 何物に も 勝れる 幸福たり。 何物 もこれ に 如く はなしと なす 所の ものな 

り。 後者 は 即ち 愛國心 も社會 改良 も、 敎育も 健康 も、 一切 を 引 纏め 兼ね 合せて 萬寨を 全 ふす る 一番 

大きく 高き 幸福と いふ 意味な り。 基督 は 一 方に は 最上の 幸福と 首 ひ 一 方に は 根本の 幸 一一？. f と 一一 目へ り。 

何故に 祌の画 は；；！^ 上の 幸福に して 极 本の 幸福な り や。 即ち 此の 意 を 明に せば、 人 問の 最大 幸福 此の 

所に ある を 知らん。  (一九 0 二 年 nlBT) 


人生観と 生活 

世に^お 心现^ なる もの を硏究 する 舉者 あり 。 其の 18 によれば 國 民の 氣風を 造り 出す に 4^ も 多 

大 なる 勢力 をお する もの は宗敎 なり。 風土、 政； 15、 敎育 等に 比して 感化の 案外に 大 なる もの は宗敎 

no ごろ 

な ひ-。 頃 者 新聞紙の 報す る 所 を 見る に、 東京の 或る 紳商 は 美術 獎勵の 目的 を 以て 都下 有名の 靈ェに 

三： 幅の 人 物 喪 を 作ら しめんと 企てたり。 日本 を 造り 出す に 最も 力 ありして ふ资格 を 其 の 標準と して 

m 心 案 を 5§ ら せる！ 果、 共の 二人 は旣に 定まりた りと 間く。 即ち 聖德 4^ 子 及び 愤穴 ニ海是 なり。 5^ れる 

一 人 は 家 か、 將た賴 朝 か、 然ら ざれば 如何なる 豪傑の 士 なるべき か 之 を 知らす と雖 も、 旣に 三人 

あ 

の 中 一 一人まで が 宗教家なる は 趣味 深し と 謂 はざる ベから す。 聖德 太子と 共に 僧 {4i 海 を 拐げ たる は 5^ 

して 適當 なるや 否や を 知らす と雖 も、 日本 を 造り 出せる 三人 を 求めて 旣にー 一人の 宗敎 家を擧 げたる 

を兑れ ば、 如何に 宗敎が 日本の 文明に 關係 多き や を 知るべきな り。 佛人 タウ ヰ 一一 ー は 有名なる 文擧 

者に て -1^: 史哲舉 に 精通せ り。 彼が 大 著述と 稱 せらる る は、 東西 諸！： の 文明と 宗敎 との 關係を 研究せ 

し 一 卞：： ： とす。 ：^^ 寄 論す る 所 を 見る に、 彼は羅 馬の 文明 は羅 馬の 神より 来り、 印度の 開 化 は ブラ マよ 

り發 源し、 支那の 現世 的沒 趣味の 文明 は 其の 現世 的宗敎 なる 儒敎に 由来す と說き れり。 
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宗敎と 人生との 關係 甚だ 親密に して、 信仰の 差 一 個人と 阈 民との 上に 利害 を 及ぼす こと 非常に 大 

なる もの ある は 多言 を用ゐ すして 明瞭なる べしと 信す。 宗敎 が斯の 如き 勢力 を 有し、 亦斯の 如き 結 

2^ を 生す るに 至る 所以の もの は、 其の 人生 觀の 性質 如何に あるな り.。 試みに 三 四の 人生 觀を 揭げ其 

の 性質 を 調^ し、 其 の 影響す る 所 を 示して 聊か 宗 敎 思想 を 喚發す るの 材料に 供 せんと 欲す。 

第一 無祌的 人生 觀 無 神說と は何ぞ や、 天上 天下 唯 我獨^ にして 己の 外に 禮拜 すべき ものな く、 

物 1=： の 外に 依るべき ものな く、 所謂 己 を祌 とし 其の 口腹 を崇拜 する 者 即ち 之な り。 して 祌の 存在 

するな くば 一方に 於て は 世界 を 奇偶の 結 と 見做さざる を 5^ す。 人生 は 凡て 偶然な り。 而 してせ：： の 

結 ejfi して 社會に 賭博 的の 空 氣充滿 し、 勞せ すして 僥倖 を 求め、 唯 だ 投機的の 事業 を 營 むに 至らん 

とす。 斯くて 其の 敎育 にも 奇偶の 分子 存在し、 其の 政治、 實 業に は 投機的の 精神の み |«;{延 する に 至 

らん。 天地 して 偶然の 結 ra ^ならば、 人生 萬. 般 のこと 偶然の 中に 葬り去ら るる は 勢 ひ 免れ 難き 所に 

非す や。 若し 世界 をして 偶然の 結 ra^ たらしめ す、 人生 をして 投機的なら ざら しめん か、 他の 一方に 

於て は 之 を 必然的の ものと 觀 念し、 世界 を 一 個の 唯 物的 器械の 如く 兑做 すの 外な かるべし。 斯の如 

く なれば 倘人は 器械の 壓 制に 虐使 せらる る 奴隸に 過ぎざる べし。 奇遇に 飜^ さるる 所と なる か、 必 

然的 宿命の 奴隸 となりて i: んす るか、 無祌的 人生 觀は 二者 其の ーを擇 ぶの 外 あらざる なり。 近時 科 

舉大に 進みて 事大 小と なく rtE 然の 法則に 支配せられ、 最も 自. E な り と 思 は れ し 人生 の 出來事も^$： 器 

械的に^^然界の现法にょりて說明し得と見做さるるに至れり。 世に は 生る る も、 死ぬ る も：^」 しき は 


ぉ盜 殺人 も 佛說に 所 §i 前 撒の is 緣 i 界の變 動 亦 止む を 得ざる 事と 觀念 する^な きに 非す。 特に 

の 原 因^^ など を 研究す る 刑法 ゆ 者の 中には U ンブ 。ゾ ー の 如き もの ありて、 近 tr3 上の 出來 事齿 

必然 止 む を す して 生す るの 結 り と觀念 せ らる。 斯の 如くな れば 科， 愈 々逝み 化の 妙 川 益- 

が IK- 

深く 研究せられ、 S 然 界の糾 縱緻. お を 加 ふると N 時に 人の 勢力： 先 "となりて、 個人の 作 川 宛 かも 雞卵 

を 以て 石 を 打つ に 等しき が 如く 感覺 せらる るに 至らん。 へ ブライ 詩人 は、 神よ 我れ 天と その 凡ての 

物 を 兌る に、 人 は 如：！： なる もの なれば 汝之を 顧^す る やと 絶叫せ り。 天地 愈々 大 にして 人 愈々 小な 

り。 1： 家 愈々^ M にして 個人の 勢力 愈々 微弱なる が 如し。 宇{5 の 制度 愈々 緩密 におの 法令 愈々 嚴正 

なる に^ ひ 人 額 は 宛 かも^ 海の 一滴に 異ら す、 其の 知暴 其の 力 共 に^だ なきものと はなれり。 

汽： W  一  ^^列^5^の巡行するゃ車室にぁるものたとひ窓を打ち足を蹄み呜らし、 ほ を 張り g;- を拗 ぐる も 

何の S. 斐 なく、  ^3^はせ、の向ふ所に逹せすんば止まざるなり。 人の 世に 在る また 斯の 如き ものに 非す 

や。 犯 1^ にも 然ら ざる を 得ざる 因緣 あり。 牵遊 にも 其の 然るべき 必然の 起原 あり、 而して^^ら，：：出 

と 出- 5 へ る は 自^に 過ぐ るの 迷夢な り。 m 心 ひき や 人類 は 物質 世界の 器械 的 使 W を 受けつ k ある 奴隸な 

りし を。 兹に 於て 近時 科學 思想の 進歩す ると：； I： 時に：^ 世 主義の な； {延 する を^し ます。 蓋し 科 舉は人 

鎖の 微弱に して，：：： ら 一 身 を 左右し その 自.^ を 全うし 得る 者に 非ざる を證明 せんと すれば なり。 斯の 

-J ひねが 

如く： t 無しとの 立脚地より 人生 を觀 察すれば、 一 方に 於て は 奇偶に 翻弄せられ 燒 俘を冀 ひて 赌博的 

Q 生活 を^む に 至り 、 他の 方面 に 於て は 外物の 抑！.； に奴隸 とな り て 茫然 GI 失 £>バ ，： ^喪して 意志 挽 ま 

人生 觀と 生活  es 九 


人生 親と 生活  .  ほ五0 

ざる を 得ざる に 至る。 祌 無し， と斷 念す る 時 は 此の 兩 極端の！^ 何れに か陷る £ なき を 保證す 可ら す。 . 

して 祌無 からん か。 人類 は^ なき 天 を 仰ぎ て 向上 の 念 を 棒げ、 其 の H 宗拜 の 心 を 淘 ら すに 所 無 

し。 玆に 於て 人生 は. 全く 散文的に なり 其の 調子 卑俗に 流れ、 詩的 趣味 地 を拂 ひて 唯 だ 物に 化せられ 

現在に 安ん する の 有様と なるべし。 現に 支那 文明の 如き その 最も 適切なる 實 例に 非す や。 

斯の 如く なれば 世界 は 孤 兒の篥 合せる 場所に 異ら ざるべし。 天に 其の 家庭 を 有せす 人み な 天父の 

|.^たりて ふ 觀念を 抱かす、 宛 かも 家 を 離れた る 天 の 孤客に 等しく 寂寞の 中に 下宿の 生活 を營 むが 

如し。 ； t なしと 斷念 せる， <T 生の 境遇、 孤兒の 有様に 同じから むに は 其の 品性に 及ぼすべき 結 また 

知る ベ きのみ。 孤 兒院を t,- 理 する 者の 殺 も 苦心す る 所 は、 孤兒が 父母 の 恩愛 温かな る 家庭の 子と 異 

りて 各.： n 己の 化.^ 營 のみに 忙しく、 專ら 利己的に なりて 極端なる 個人主義に 陷り、 其の 風何處 とも 

なく 物凄く 淋しげ に 猜疑心 非常に 深く、 動もすれば 同胞 兄弟と 首 ふが 如き 精神 全く 消え 失す るに 至 

る ことなり。 思 ふに 無祌的 人生 觀の 社會に 影響す る 所 また 斯の 如くな らんの み。 現に 現世 的從 つて 

無下に 散文的なる 支那 人の 生活 を觀 よ。 有 神的觀 念に よりて 養 はれた る 向上心な く、 人生 宛 かも 孤 

兒の築 合せる が 如く 感ぜら ろ。 彼 ゆ の 品性が 如何なる 點 にまで 頃 落せし ゃを考 ふれば、 無祌的 人生 

觀の 影響 實に 恐怖す るに 餘り ある を證 明すべし。 斯の如 き 社會は 价 か も 汽車 の 乗合 に 異 らす。 車窒 

に 在りて は 笑 を 交換し 言語 を 交へ、 宛 かも 一家 副欒の 形な きに 非す と雖 も、 列車 その 點に 達する 

や 忽ち 右往左往 に 散亂 して 互 に 相顿み る こと だ に せす、 人生 新の 如くな らば 何の 甚 びか 之 あらん。 


狗に 柳； しげな き 限りに 非す や。 又注^5:6を 一 轉し之 を 一-: の 車愤 に？：； して 考 ふるに.， 若し 無 祌的人 

生^に 刖"、 天に 獨 りの 祌 あり 人 額 は 其の 子たり との^ 念 を 排斥し、 唯物的唯人、}^^1^を執り、 i 

博士の 愛！： 心：， ハ. 1 の 如く 血族 制の 闽 家卞 を § ^川し、 ：^:: の拜 すべき 祌は唯 大和 W 族の 祖先な りと 一一 一 E ふ 

如き_^念を4|^^§せば何を以て此の^;5贝を敎化し51呉に彼此相化して 一 つの 网 W となる こと を 得ん や。 

然れ ども 艰 1^ 敎に說 くが 如き 意味に 於て 祌を 認めざる とき は、 勢 ひ 宗敎は 祖先 禮拜に 限られ、 し 

き は s-t3^ 博士の 如き 僻說を へ、 血族 的宗 敎、 血族 的 愛國、 やに 滿足 せざる を 5^ ざるな り。 其の 結 

として |g く 世界に 雄飛し、 國 2^ の 化合 力 を 熾なら しむる のへ；^ を 杜絶す るに 至らん とす。 無 神 的 人生 

^ の 倘 人と 社，^ にお i: する 亦大 なりと ii はざる ベ か らす。 

お 二 迷信 的 人 牛； 觀 風水の 迷^に よりて 害 を 蒙りた る社舍 を^ 前に 兑る もの は、 迷：^ の 人生- レ影 

•l? を 及ぼ す^だ 骚 ふべき を 感ぜざる 能 はす。 河の 彼方より 妻を迎 へ、 共の 配偶の 一家 迷信と 一致せ 

ざ る も の あ る を 以 て 遂に 破鏡 の 悲しみ を 生す る に 至 り し 者 余 が 親しく 見 gra せ る ie^. ぽ なり。 

r. 迷！；；； E と は何ぞ や。 即ち 無識と 利己心との 混血 兒 にして 恐怖 を 以て 充 され 奴 隸的 卑屈 心 を 以て 共の 

本色と す。 Has; 正なる 信仰 は 畏敬 を 3= とし. 山 小 拜を其 の 本質と す。 共 の^に 毫も 利己の 念 を 交へ す、 加 

之^く も 己が ために 圆 るて ふ 一念 服す とき は 畏敬の 念 15 に 消失して 北ハの M 落：^ ふべき もの あり" 例 

へば 花 を觀、 その美 を 感じて 餘念 なき は 風流 も あるべし、 励 致 も ^すべし。 然れ ども 之 を 利 印し 

て ；？^ 愁を お 一う せんとの 野 心而 すと き は 所謂 殺風景 の甚 しきもの にて、 風 もな く雅美 もな く 卑俗 極 
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まる 者と なる が 如し" 宗敎 は禮拜 なり。 3-^^敬なり。 向上心の 活動す るな り。 徒らに 恐怖の 念に 驅ら 

れ已の 利益 を圖 りて 神佛に 媚び；^ ふが 如き は、 貪愁を 目的と せる 美術の 如く、 射利 を 事と せる 風流 

Si 事の 如し。 謂 ゆる 紫の あか を 奪 ふの 類な り。 梢の 櫻 甚だ 美 なれ ども 落花狼藉 泥土 に^れて は 亦觀る 

に 足らざる と 稍 相似たり。 觀ょ、 迷信 者 流が 神佛 に參拜 する に當 りて は 其の 胸中 些の 理想な し。 宛 

かも 封？ 間が 其の 富豪なる 客の 前に 俊 辯 を 弄する が 如く、 叩頭稽^^唯だ害之れ恐れ、 苦 4^ 然 たる 精神 

殆んど 嘔吐 を 催さざる を 得す。 迷信 は 臆病な り、 怯^な り、 ^屈な り、 利己的な り、 貪婪 飽 くこと 

を 知らす。 奴 隸的氣 象 最も 賤しむべき もの あるな り。 

蓋し 迷信の 由って 來る處 は 天地に 一種の 我儘 千 萬なる 怪力 存 すと 考へ、 霞 物 ありと 認め、 せ 言 以 

て 之 を 誘 ひ、 諛辭 以て 之 を 瞞着し、 利 を 喰 はせ て 之 を 欺き、 若く は 勢 を 示して 之 を 恐嚇す べしと 妄 

信す るに あり。 支那 人の 社會 のみなら す 本邦 人の 間に も ijsn^ せる 迷信 を 研究 すれば、 震 妙に して 最 

も 倫理的な る 神 の 存在す る を 認識せ ざ る が爲 に、 魔力 的 の 鬼； t 天地 間 に 聲れ りと 認 めて 淫祠 を 事と 

して 迷信 至らざる 所な し。 其の 品性 を 害し 其の 風俗 を亂 す、 實に謂 ふべ からざる もの あるな り。 斯 

の 如き 迷信が いかなる 害毒 を 人 間 に 流しつ k ある や、 こ は 委しく 之 を 論す る 迄 もな きこと と 信す。 

然れ ども 迷信 は 決して 野變 時代に のみ 限れる ものなら す。 文明の 進歩す る 所 開化の 及ぶ 所に は必す 

其 跡 を 結つべく、 無智なる 賤民 之 を 奉す るの みに て 深く 憂 ふるに 足らす となす 者 あら-は、 是れ甚 し 

き 誤解な り。 眞の 信仰 起ら ざれば 迷信^ 愿 せざる を S£ す。 人心 一日 も宗敎 なかる ベから す。 眞の禮 


拜を獻 す ベ きもの を や：： ざれば 迷信 を釀 成して set に^び、 淫祠を15^-とす る に 至 る ベ き は. E 然の 勢な 

り。 $3： て佛に mlsiEf 命の 時に 方り、 懐疑 說 大いに 起り て 共 丄督敎 を 排斥す る や 上下 舉げて 喘 ふべき 迷信 

に 惑溺し、 兒^ に 等しき 宗敎 W くの ii 社. に 流行す るに 至りき。 日本 現 時の 社會に 於ても M 正の 宗 

しひ *、 

敎 人心 を 支配し おらざる が爲に 迷信 耶に 横行し、 ト筮、 巫 呪 • 加持、 祈 1^ の 類 案外に 廣く 世に 行 は 

れ、 上 は 族？ § より 下 は 無智の 賤民に 至る まで、 迷信 的 人生 觀に 恐嚇せられ^ 着せられ、 貪愁 心 

を 喚起せられ、 卑屈 心 を 養 はれ、 、お 病なる 精神 を 吹 込まれつ- - あり。 其の 敎育 風俗 政： 共の 他人 

の 各方 面に 害 iif を 流しつ i ある 者 案外に 廣く大 なり。 迷信 的 人生 觀は 決して 之 を 一笑に 附 して 看過 

すべき ことに 非す。 眞 正なる 人生 觀を 以て 之 を 防 幾し、 撲滅す るの $ ^を講 する を 必要と す。 

第三 希望な き 人生 觀 抑々 人類 は 何れよ ひ 來り又 何れに 向 ひて 去る ものなる や。 是れ古 來北ハ の 心 

頭 を 離れざる 問 题に 非す や。 死 は 果して 人 萬 事を沒 了す るか、 人生 は 填 墓の 此方に 於て 終局す る 

か、 こは淺 It に 人生 を觀 念す る ものが 賢 こげに 冷笑す る にも 拘らす 千 古 の 案件 にして 眞面 E なる 思 

想^の 解決 を 促し つ.^ あ る 所な り。 靈魂 不滅 の 觀 念が 道德上 に 大關係 を 有す る は 識者の 唱導せ し 所 

とす。 之 を 例 ふるに 哲梨者 力 ントの 如き は靈 魂の 不滅 を 信ぜ ざれば 道德を 修養す るの 基礎 立ち 難し 

と 論じたり。 人生 五十 年 之 を 以て 其の 終局と すれば 社會は 夢幻に 等しから す や。 斯の 如く なれば 古 

人の 燭を秉 つて 遊びし も 亦 故 ありと 謂 はざる ベから す。 夢の 世に 夢の 生活 を 送りつ k ありと 想像す 

る 人生 觀と 、 ni 性の 完美を 期す ベ き來 世 的 信念 を 基礎と せる 人生 觀と 其の 間に 思想 上 の 差逮 し き 
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のみなら す、 實 際の 影響に 於て 甚 しき 懸隔 あるべき を 疑 ふこと 能 はす。 無事の 生活 を營 むに 方り て 

は 時として 彼の 希望な き 人生 觀を 抱きても 差 まなき こと あらん。 然れ ども 一朝 變を 生じて 非常なる 

場合と なり て は來 世の 希望な くし て 立派に 之 に處す る f 】 と 能 は ざ る ベ し。 波靜 かな る 時に 方り て は 

朽索を 以 て 船 を 繋ぐ に 足る ベ し。 然れ ども 船 のた め に 長久の 計 をな す 者 は a 波 re かな る 時に 處 する 

標準と して 船の 設備 をな すに 安ん する こと 能 はす。 風 荒れ 清 怒る の 非常 を 慮りて 其の 準備 を 整 へん 

と 欲す。 希望な き 人生 觀は 人生の 最も 大 なる 時機に 處す るに 足らす。 信 長の 桶狹 間に 今 川 義元を 討 

つや 必死 を 極めて 出 せり。 即ち 人生 五十 年 夢と 幻に 異ら す、 生者 必， 減の 世の中に 一度 生 を； £ し 者 

の 死せ ざる ヌ| の あるべき かて ふ 意味の 謠を 以て 兵士の 氣 カを勸 ませり と 聞く。 五十 年 も 夢、 百年 も 

夢、 晨に 生れて 夕に 死す る も 夢、 額 回の 夭、 盜跖 の壽、 老少 不常、 ^$-夢にして其の差違五十歩百歩 

の 間の み。 何の 賴 慮す るの 値 か あらん。 况ん や、 死 は 人間 普通の 事實 なり。 斯の 如く 思 ひ 諦めて 所 

レ にも 力 ひる ひ 

謂 北 n 水の it を 布き、 死者 狂の 勇 を 鼓して 其の 末期の 花 を-咲か しめんと す。 之 を 希望な き 人生 觀 最上 

の 功と す。 然れ ども 此のせ めても の 上 出來に 到着す る KI 能 はす、 人生 を 夢と 觀す るより、 ^めよ 歌 

へと 狂 呼し て^の 如き 生活に 耽る 者 最も 多し。 何れに もせよ 死者 狂の 勇 を 以て 最上の 成功と 見做さ 

ざる を 52： ざる 人生 觀 こそ 淺ま しけれ。 邪 妹 十字架に 磔 殺せら るるに 方 ひ 其の 兩 側に 一 ー賊の 同じく 碟 

刑 せらる る あり。 一人 は 死に 臨み 其の 心 益 々®. 强 にして 義人の 死 を 物の 數 ともせす、 惡 一一 一一 聲の中 

に 甚だ^き 生命 を 終了せ り。 他の 一人 は 遂に 罪 を 悔いて 義に歸 り、 罪人と して 十字架に 上 ひ 共の 靈 


魂 は 義人と して 之 を 去りぬ。 彼 は祌を 畏れ 耶穌 と共に 樂^ に 在らん こと を 望む の 念 を 有し たれば こ 

そ斯の 如き こと を 3：： たる なれ。 之 等 二人が ii 終の 差读 被し きもの ありし は 以て、 來掀觀 の 人： に關 

係 をお す ろ , 3 と^だ 大 なる を 示す に 足 る ベ し。 

此の 外离有 神敎、 所謂 汎祌說 を 基礎と せる 人生 觎 あり、 怫敎の 如き 之な り。 ハルト マ ンの厥 世 主 

義共の他凡て悲觀的に世界を觀察する^多くは萬^^祌敎に淵源する所ぁるなり。 此の IE 類の 人生観 

が 如何なる 影 を 及ぼす や、 こ は 印度 を 始め 束 洋諸网 文明の 上に 北 ハの极 跡^だ S かなる を SJ^ ゆ。 之 

を耍 する に 文明の ffiM ハるは 此の 信仰より 生じた るな り。 軍艦の 兢举、 兵力の 戰 よりも 更に 枳木 

的に して、 制 被なる 戰ハ+ はこの 全然 相 異れる 人生 觀の 勝收を 決せん とする にあり と 謂 はざる ベから 

す。 然れ ども 此の 點、 別に 项を 分ち て 充分に 論すべき ことなれ ども、 八， は 共の 暇 を 5:- ざるが 故に 之 

を 略す る ことと すべ し。 

以上 論じた る 所 を 概括して その 意義 を 明瞭なら しめんが 爲 めに 鼓に 自殺に 就きて  一 一一 一一 r: する 所 ある 

べし。 ^し 自殺て ふ を 字面の 儘に 解釋 すれば、 .DI ら身を 死地に 致す ことなる が 故に、 之 を： liln す 

れば 基^の 死 も 一 種の 自殺な りと 謂 はざる ベから す。 然れ ども 自殺て ふ 言 少、 は 之 や.^ 道德上 立派なる 

死にまで 適 川 せらる べき^に 非ざる なり。 普通に 自殺と して 目指さる る は 或は 恥辱 を 恐れ、 苦 痫 を 

忍び かねて iKsr 恐怖、 -m 慨、 怨^の 餘り 自ら 死す る を ふなり。 共の 動機 は 己が ために 11 るに 在 

り。 死す るまで も 利己の 念 を 基 木と して 萬 事 を 割出さん と 欲する の精祌 依然として 改まらす、 利已 
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心に 驅られ て 自滅す。 自殺の 眞相斯 の 如しと 雖も、 支那、 日本の 道德は £ 木して 之 を 非と する か。 柬 

洋の 人生 觀は 自殺 を 不適 當 とする こと を 得る や。 昔、 羅 馬の セネ 力が、 家 火 を 失すれば 之 を 逃れ出 

づ る 事の 當然 なる が 如く、 苦痛 忍び 難 くんば 自殺す る 亦 何の 不可 あらん やと 言 へ る 如き は 我が 邦人 

の 大いに 賛成す る 所に て、 道理 至極と 思 はざる 者 無 かるべし。 其の 人生 觀を 以てすれば 斯の 如く 思 

想せ ざる こと を 得ざる 次第な り。 然れ ども 一度 基督 を 奉じて 共の 人生 觀に 支配 せらる る 時 は、 觀察 

點 全く 前日と 更に 異 りて 天地の 趣 を ー變 せし むべき 見解に 從 ふこと と はなれり。 基督 敎徒は 神の 攝 

理を 信認す。 故 を 以て Eg りに 自殺す る を罪惡 なりと 信す。 世界 は 神の 造る 所、 その 善しと して 祝福 

せし 所な り。 故 を 以て 基叔 "敎徒 は悲觀 的に 咨- ばん 怨愤 して 失望す る こと 能 はざる なり。 人生 は 敎育を 

尙ぶ。 品性の 練磨 はかり そめの 苦樂 にも 優りて 最も 望ましき ことなり。 十字架の 上に も 神 を 鬚 美し 

品性 を 高め、 人類の 本领を 完了す るの 機 會は存 するな，？。 猥りに 之 を 忌避し 己が 爲に 計る こと 急に 

して、 唯 だ 一身の 安逸 を 貪らん と 欲する が 如き は 基督 敎徒 信念の 許さざる 所な り。 彼等 は 永久の 生 

命 を 求む。 其の 經營は 永久 思想に 基く。 畏に輕 々しく 自殺す る こと を 得ん や。 之 等 及び 其の 他の 理 

由より 基督 敎 人生観に 身 を 安ん する 者 は、 世人の 多くが 惡 しき 事と も 思 はざる 自殺 を 以て 祌に對 し 

て大 不敬罪と 認識す るな り。 此の 一事 を 以て 考 ふる も 人生観の 相違より 個人の 品性 及び 社會 休戚の 

上に 影響を及ぼす 甚 しきもの ある を 知るべき なり" 

；臺灣 淡水 誼に 於け る 講演)  . (一九 0  二 年 E  a) 


『耶餘 答へ ける は、 何故我を^^^ぬるゃ。 我 は 我が 父の 事を務 むべき を 知、 りざる か。 然れ ども 兩 親 は 化.； の 

れる こと を曉ら ず-』 (路加 傳 二の E 九) 

『彼 は 木 匠に あらず や。 マリヤの 子、 ヤコ ブ、 ョセ、 ュ ダとシ モンの 兄弟に してせ-の 姊 妹も此 所に 我ら 

とともに.！^ るに あ、 しす や』 o( 馬可傳 六の 三) 

『また 天より 錄ぁリ て 言 ふ、 爾は 我が 愛子 我が 悅ぶ ところの 者な "と。』 (馬 可 傅 一 の 一一) 

此の 問英阔 のルゥ ヰスと 一： ムふ 人が、 大變而 白い 感 すべき 論文 を 公に しました。 それ はョ ハ ネがィ 

H ス世を 去らる ム場 合に 於て、 マリヤ. tV 托せられた 訪 であります。 即ち 彼 は 年老いた るィ H スの母 

を 保護す る こと を顿 まれた のです。 一一 n は^ 老いた る 婦人のお 傅に なった 譯 であります。 全體 ヨハネ 

とい ふ 人 は 非常に 氣 象の 勝った 人で ある。 雷 の兒と 一一 一一 ：！ はれて 居る。 それが 大いに 爲す ことの あるべ 

もりで 

き 才能、 精祌を 具へ て ra^ り 乍ら、 老いた る 女のお 傅 役で 終る とい ふは赏 に 悲しい 話で ある。 常り 前 

から 一一 一一：！ へば 子逹の 中で も 彼が 一 桥 出頭すべき iTf: である。 然るに 事實 は大變 違って、 彼 は 遂にべ テ 

口な どの 後に 附 いて 行く やうな 譯で、 使徒 行 傅の 初にち よいと ョ ハネの 名前が E えて 居ります けれ 

ども、 Is くします と 彼の 名前 は敎會 の勝史 から 消えて しまった。 之 は マリヤ を顿 まれた からの 事で 
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す。 ィヱス が 母親の 爲に 心配 せられた 其の 志は感 すべきであります。 親孝行の 至りであります けれ 

ど、 顿 まれた ョ ハネの 方 は實に 迷惑な ことで ある。 母 を 愛する こと は餘 りあります けれども、 弟子 

のョ ハネを 愛する に 至って はどうで ある だら うか。 これから 後に 段々 立派に なって 事業 も 手柄 も必 

す顯 はるべき 苦な のが、 斯う 云 ふ 次第で は 可愛 想で あるまい か。 それならば ヨハネ はィ H スに 愛せ 

られ なかった ので あるか。 イエスが 弟子の 不爲 になる こと を 職 はれなかった とい ふ 害 はない。 然ら 

ば 何故 斯う 云 ふやう にした ので あるかと いふ 問題が 出て 來 ます。 そこで ル ゥヰス の 答へ ますのに、 

是はョ ハネ をして 第 叫福晋 害なる ョ ハネ傳 を 書かせる 爲 である。 此の 害 は耶穌 の精祌 上の 事 や、 其 

の 内部の 生活に 就て 最も 幽を iE き微を i 牙って 居る。 誠に 細かな 筆 を 以て 寫 して 居る。 迎も馬 太、 馬 

可、 路加なん どの 及ぶ 所でない。 此の 如く 實に 精細に して 妙 を 極めて 居る 所の 記事、 ィ H スの 傅が 

出來 ましたの は、 ヨハネが 數 年間 マリヤと 同居した ぉ薩 であると！^ ゆる。 マリヤ は 實に考 へ 深い 人 

で、 ィ H スの 事に 付て は曰顷 心の中に 秘め 置く 所が 多かった。 此 人と 供に 長く 暮 して、 或は 夜な ど 

色々 な 話 も 出た に 相違ない。 如何なる 趣味 深い 話が 彼等の 間に 起り ましたら うか。 ィ H ス 世に 居ら 

れた 時分の 事柄 を、 どう 云 ふ 風に 懷 かしく 思って 彼等 は 語り 明した でせ うか、 言 ひ 暮 したでせ う 

か。 ちょと 見れば 詰り ョ ハ ネがィ H スの母 を 背負 ひ 込んだ 様です が、 其の 實は 取り も 直さす 第 福 

昔 書 を 書く こと を 委任せられ たとい ふ ものであります。 断くて マ リャが 此世を 去った 曉に 於て 彼 は 

初めて 活 澄なる 舞臺に 現れ、 小 亞細亞 地方へ 傳 道して 色々 な 察 をした。 其れ 等の 事 は 後の 歷史 に傳 


はって る。 まぁ救；牛の問は彼がぁはゃ深山のl^.:木となりra;^てるかとwゎはれたのですが、 其の！；^ 祌 

の 奥深い？ 3- き、 l-::! 妙なる 攝现が ありました。 之 は 唯 だ、 ヨハネば かりで ない。 ダンテが 其の 祌曲、 

バ ラ1^.1ス.；3 スト 

0 アイ ヴィ ナ*コ メディア) を 作り ましたの も、 义 ミルトンが 失樂！ i を i^f; 门 きました の も、 同じ ことで 

す。 ダ ン テ の方は不述にして=|=^、の.^(-を5^\^、 甘パの 愛する フ 口 1 'レンス に んで る ことが 出來 たく 

なった おで ある。 又 ミルトン はせ ハの 詩に 歌うて あるが 如く" n 人に なった 爲 である。 1 ハのフ 口， 'レン 

スの 浪人と たったり、 又.； n 人と なった と. S ふこと が、 ダンテ、 ミルトンに 取りまして は、 天 下 後世 

に 非 $e な 功勞を ft? す 基で あつだ。 矢張り ヨハネの こと も それと 同 じで ある。 是がル ゥヰス とい ふ 人 

の いた 大 mi です。 餘 而. 21ぃ* 之 を 読んで 色々 な こと を 5 心 ひ 合せ、 E^々 i?^ 淚數 行に 及んだ ので 

す。 此の 週の 福 昔 新報に 其の 大意が 出ます から 御 i^. なすったら 分ります。 。 

そこで今朝^^をしませぅと思ふ所も矢張り同じ筋でぁります。 それ は 何も 强 ひて ョ ハ ネの 傅に 付 

て 之 を • ぶに 及ばぬ。 、王ィ H スの 一 生の 事實に 於て 之 を 充分に 舉び 得る ので ある。 とい ふ もの は、 

イエスが 此の世の 中に 於て 倒 かれた 年 月 を 御 i:〕 なさい。 僅に 三年に 滿 るか 滿 ちぬので ある。 多くて 

も 三年 だ。 或は 一年 半と いふ 人 も ある。 何しろ 短い ものである。 そこで ナザレに 大工 をして 25 られ 

た 時が まあ 少く とも 十八 年^で ありませ う。 もっと 幼い 時分から 大工の 手悔 をした かも 知れぬ。 路 

加 怖 を 御 なさい。 そのニ^！雄です、 彼が 兩 親に 從 つて ナザレに 來り、 北 ハ處に 住って 之に 事へ たと 書 

いてあります。 三年の^^近、 十八 年の 大工、 是がィ H スの 生涯であります。 或る人の 言 ひます に 

間 S の耶脉  四 五 九 


問 居の 耶穌  ei 六 0 

は、 神の 子ィ H スが 大工に なられた と 言 ふ は 實に謙 遞も亦 極まれり である。 謙遜の 絕 mi であると。 

斯う 霄 ひます けれど、 若しも 大工と いふ ものが 大變賤 しい ものであった らば、 それにな るの はま あ 

謙遜の テツ ぺ ン である。 斯うなる と 基督 敎も 矢張り  一 の 貴族 主義で ある、 勞働 とい ふこと を輕ん 

する ので ある。 一 體 基督教に 於て、 又 敎會に 於て、 信仰の 眼から E たら、 今 H 何處に 王侯 將 相が あ 

る だら うか。 どれが 賤業 であるか。 どれが いもので あるか。 そんな 小つ ぼけな 15!: 別 を 立てる の は 

基督 敎の 本意で ない。 それからして ィ H スが 大工に お成りに なった、 或は こんな 小さな 賤し いこと 

をせられ たの は、 謙遜の 至りで あると 一一 一一：： はうよ り、 寧ろ 世の中の 色々 な 151! 別、 勳章 や、 位 や、 擧位 

などの 區別 を、 もう 無頓： に ぼんと 蹴飛ばした 話 だ。 實にィ H スが 大工に なった とい ふ事實 から 割 

出して 見る と、 我々 の 生涯に 於て 是は い、 彼は賤 しい、 詰らぬな ど 云って 居る ことの 大變 間違つ 

て 居る とい ふこと が 分る。 飛んでも ない 當逮ひ をして 居る ので ある。 ィ H スが祌 たるの 身 を 以て 

人と なられた こと は 即ち 謙孀 であり ませう。 けれども 人 W の 位地 を 大工と して 過され しとい ふが 謙 

遜で. あると いふの は、 却って 間違って 居る と 思 ふ。 けれど イエスの 事業と いふ もの は 世 を 救 ふこと 

でせ う。 下に 敎を 整れ る ことで せう。 從容 として 義に 赴いて 十字架に 懸 つて 神の 御意 を 途げる こ 

とでせ う。 是が イエスの 天来であります。 然るに この 様な 仕事 を 以て 即ち それ を m: 的と して 與 へら 

S むら 

れ たので あるに、 己が 本領た る 仕事 をな し 得す、 唯 だ { 仝 しく ナザレの 塞 村に 大工 をして 居る。 ナザ 

レと いふ 村 は 大抵 五六 Kll 戶の 村で、 人數は 多くて 三千に 越えぬ のであります。 その 村に 十八 年の 問 


も 唯 だ 大工 をして 居る と は、 ^と氣 の 知れない 話で ありませ ぬか。 5^ にどう も不 議 でなら ぬ。 若 

し ヨハネが マ リャの厄介を^|2ねひ込んで、 彼の 生涯が まあ 無になる とい ふやうな こと を顿 まれた 中 

に、 確に 祌の惠 みが あつたと るなら ば、 矢張り イエスの 生 龍に 於ても 然か あるべき であり ま 

す。 ィヱ スの事に於ても我々は北ハ處を考へねばならぬ^1|11でぁります。 或る人の 首 ひました に、 イエ 

スが 『我が 荷 は輕く 我が 軛は = ^し』 と 首 はれた の は、 矢張り 其の 手づ から 軛を 作られた 意味 を 含ん 

で 2：5 り はせ ぬかと。 面白い 考 である。 或は さう かも 知れない。 基 5^ は 牛撲っ 意の 使 ふ铌を 作られ 

た。 而 して 北 ハの軛 の 常り が柔 かで ある やうに 叮嚀に 仕上げられ たとい ふ 想像、 如何にも 有り得べき 

想像で ある。 さもお りさうな 話であります。 此の 點 から 考 へて 見る とどう も 此の 大工の 仕事 を せら 

れ たが 大變 面. C い。 其の 勞働は 宛 も 音 樂 ではない か。 飽を 削る 所の 音 も、 鋸 を 挽く 饗も、 莨に 此の 

枇 にない 天の 樊樂 かと 怪しまれる。 之で 成る 程勞 働と いふ もの は 値 打 ある ものであると いふ 事が 初 

めて よく 感ぜら る& のであります。 イエ スは 神の 旨 を 奉じて 大工の 務 をせられ ると いふ ii に大ぃ 

に舉ぶ 所がお つた。 希 伯來書 を：； 3- ると、 耶穌は その 受 くる 所の 苦しみに よりて 從 ふこと を學 ベり と 

轡 いて ある。 ナザレなる 耶穌 の，！？^ に は 男の 兄弟が 四 人あった。 外に 女の 姉妹が あつたと 書いて あ 

る。 イエスの 父親 ヨセフ は く 此の世 を 去った ものに 違 ひない。 父な き 後 は 其の 家の 長子た る耶穌 

がー 家の 事 を 引受けられて、 何もかも 經濟 を負擔 し、 色々 な 厄介 を も 身に 背負 はれて 居った とい ふ 

こと は、 我々 に 於ても 想像す る ことが 餘 りむ づ かしく 無い 話 だら うと 思 ふ。 ナザレ 村の 人 は 彼は大 
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ェに 非す やと 首った。 

斯の 如く 一家の こと を負擔 し、 勞 働に 任じて やって 行かれた 際に 主 は 何 を 得られました か。 後來 

彼が おしき 者に 福音 を說 くた めに 經驗を 招んだ のが 確に 共の 一 つで あらう。 ィ H ス 後日の 傳 道の 伏 

線が そこに 設けられ たので ある。 親の情、 子の 心， 其の 他 彼の 口から 出た 色々 の麗 はしい 瑜、 人情 

實に こぼる \ はかりの 話 は何處 から 出ましたら うか。 若し ィ H スが 漸次 智慧と 惠 みに 成長した もの 

であるならば、 矢張り 其の 逢に 於て 舉 ばれた ものに 逮 ひない。 確に 基督 は 自分の 手で 稼いで 孝行 を 

するとい ふ 好き 模範であります。 若し 樂に暮 せないで むづ かしい 厄介 を 北 = 负 つたり、 或は 龍が 未だ 

雲 を な いやうな 心地 をして 世の 中 を 齒瘅く 思って る 人が あって、 大丈夫 こんな こと をして 居る 

ベから すだ、 もっと 好い 事 をな すべき 天職 を帶び 居る 身が、 何故 こんな 不幸な 目に 遇 ふの か 知らん 

と 歎息し、 自由な 境地に 在る 外の 人な ど を まあ 羨んで、 それと 自分の 身 を 思 ひ ir へて 殘念 がる 人が 

あるならば、 此 所が 能く 考 ふべき 所です。 基督が 最も 善い 手本です。 基督 は 稼 人で ある。 暫く 浮世 

の 事情の 爲 にも うぢつ と茶控 へて、 行くべき 所へ も 行かれす して、 家の 爲に 働いて 居った 其の 先達 

であります。 魁であります。 

そこ を考 へます と、 人生 種々 の 苦悶が 多くあります。 之れ は金づ くば かりでないです。 身代ば か 

りでないです。 始終 金が あって どんなに 樂な 身分と 兑 えましても、 共の 境遇が 自分の 思 ふ 所、 望む 

所と 相 遠して 苦しんで 居る ものが 澤山 にあります。 今日 立派に 募して 居り 乍ら 然ぅ云 ふ 歎息 を 崖々 


； i らす 人が この^に も n5 るに 逮 ひない。 斯の 如き 人はィ H スの倚 記の 此の 一 節 から^ぶ 所が 無 けれ 

ばなら ぬ。 大いに 發明 する 所が 無ければ ならぬ のであります。 

玆に また 御 g;^ なさい。 路加 is- の 七 章に は、 其の 兄笫 がィ H スを 信じなかった と喾 いて ある。 自分 

の{,^に己と主莪の異る^„?がぁると云ふは如何に苦しくぁりますか。 我々 の に 一 方が 基^教 を 信 

じ、 I 方が 信じない 時 どの位 苦しい ことがあ るか。 先方が 我の 思 ふ 所 を 理解 しないので あります。 

我の！；； 2 仰が 分らぬ のであります。 我の 淚が 解せ ぬのであります。 我の 歎息 も 馬鹿々々 しい 譯 であり 

ます。 即ち 我々 が ：！；^ 仰 上に 於て、 神と 我々 との 關 係に 於て、 我々 の现 想に 於て、 我々 の 精； t 上に 於 

て、 现 解せられ ない。 認められない。 同 iiE を g: ない とい ふ 話です。 如何に 苦しく あるか。 是は 我々 

が 世に 先立って 神から 桌みを 受けた ために 拂は せらる 入 赏 に 辛い 代惯 だ。 是は拂 はねば ならぬ。 凡 

そ 斯う 云 ふ 辛い 代金 を拂 つて、 やっとの 事で 進んで 行く のであります。 此處が 辛い 所であります。 

iiM 然ぅ である。 此の 辛い こと を 忍ぶ 人が あって 初めて 世の中 は 進歩す るので あります。 ィ H スが即 

しま： S 

ちそれ です よ。 路加 §  二 章の 一番 終末の 所 を 御 なさい。 兩 親はィ H スの 一一 一一 口 葉、 十二 歳の 時の 言 

丧 太です。 子供の 時の イエスの 曾 葉が 分らなかった のです。 どうも 彼が 天の 父の 家の ことに 全く 身 を 

篏め 込んで る、 其の 志の ある 所が 分らなかった。 マリヤの やうな 母と 雖も 未だ 之を现 解す る こと 

が出來 なかった。 即ち 基 # は 家庭に 於て 理解せられ なかった。 況ん やその 村の 者に 於て は尙 ほ々々 

理解し ない 所 だらけであった。 して 兑 ると 基 1$! は 共の 家の 中に 於ても、 共の 村の 關 係に 於ても 極々 
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どうも 辛い ことがあった のであります。 贲君 方が 孟子 を 読んで 御 J 見に なったならば、 舜往 ニ于田 1 

號ニ泣 于旻天 一とい ふこと が 書いて ある。 書 經の堯 典 を讀ん で御覽 なさい。 如何に 舜の 家庭が 辛 かつ 

たとい ふこと が 分り. *^ す。 而も 彼 は 所謂 蒸 叉 不ぃ格 レ姦、 さう して 此の 孝子た る こと を 得た 理由 

は、 舜往 于田號 泣于旻 天と いふ 一句で 解釋が 出来る。 

家に ありて 色々 な 不幸^ ある 人が、 舜の 如く  S に 行いて！ 大に號 泣して 居ないなら 致 方がない の 

です。 督は ナザレに 程近い 山に 登って 祈禱 せられた ので ありませ うが、 共の 題目の I つ は.：！^ 

事から 起った ものと 容易く 想像す る ことが 出 米る。 之 は 牽强附 .^3 ではない。 もうどうしても 然 うな 

ければ ならぬ と 思 はれる。 そこで 考 へて 見る に 基督の 十字架と いふ もの は、 何も カル バリ ^上に 

於て 初めて 現れた もので ない。 幼い 時から 十字架に 上った ので ある。 兩 親が イエスの 事に 付て 现解 

しない こと は、 其の 大いに 驚かれた 所で ある。 兩 親が 耶穌の H ル-ャ レムに 止まりし を 非難した 時、 

貴君 方 は 私が 天の 父の 家に 在ろ こと を 知らなん だか、 是が 分 らな かった かと、 赏に びっくりして、 

もう 驚いて、 怪しんで 問 はれた ではありません か。 其の 失望、 共の 怪しむ 所、 其の 思の 通じな い 

所、 親と 子で も 此の 點に 於て は 雲泥 萬 里の 裘が ある。 兩 者の 間に 冷 かな 墻壁 があります。 確に 基督 

の 生涯に は 幼い 時から 十字架が あつたので、 イエス は 家庭に 於て 十字架の 稽古 をせられ たが、 所謂 

三ト にして 立ち、 カル バリ ー に 至って 之 を 卒業せられ たので ある。 此 處で考 へて 兑 なくて はなら 

ぬ。 何故 基督が ナザレに 暮 された か、 何故 大工 をせられ たか、 何故 十八 年の ii あ、 して 居られた か 


とい ふこと は、 とんと解^^がっかぬゃぅに思はれるけれ共、 併し乍ら 大概 は 分る。 如何にも 然 うな 

ければ ならぬ 譯 である。 さう して 兌る とすつ かり^ 味が 分る。 玆に 於て 暗黑裡 に 葬られた 十八 年、 

t あ^に 無い 所の 十八 年が、 Iw: に 光り輝いて 兌え て來 る。 非 に 深いな 5 味 を 以て 我々 の 心に 徹する の 

です。 私は此の^？-を述べます時、 此の 敎<!- の 事に 付て、 又 私の 知って る 多くの 友 途ゃ此 虎に 來て 

御に！-る友途のことに付ても色ふ^！！；-へ て2^たのです。 大いに 發明 する 所があります。 大 變に滿 足す る 

所があります。 謝する 所があります。 若し 此の ルゥ ヰス とい ふ 人が ヨハネの 怖 を解釋 した 如き、 乂 

今 私が ィ H スの 寧を說 明した 如き 軍法で、 即ち その 順序で 之を考 へましたならば、 私 m 心 ふに 人生の 

而 口が そっくり 變 つて 來る。 誠に 味が 深い。 敎訓が 非常に 多い のであります。 

$tてサ；^^ぃへる人、 此の 會员の サボ が 他へ 行かれる 時に 私の 家で 送別 會 を^いた。 私が 今でも 望 

を 屈して 居る、 其の 時 も 望 を 馬した 實に 好い 靑 年が、 巳む を 得ぬ 事情で 國へ つて 仕舞 ふと 云 ふ は 

殘念で 堪らなかった。 其の 節 使徒 行 傅の 第 十六 草の 七 節 を 読んで 彼 を も a まし、 また らをも 慰め 

ました。 曰く 『つ ひに ムシ ァに 近附 き、 ビテ 一一 ァに 行かん とせし が耶 穌の靈 之 を 免 さ ざり ければ… 

…トロア スに 下れり』 。此の ビ千 一一 ァと いふ 所 は、 當時餘 程傳近 をす るのに 兌 込の ある 所であった。 

そこ は 後に 有 1^ なる プリ 二，' とい ふ 人が 知事であった 所で、 なか 偉い 地方であります。 バウ 口 

はビチ -i ァに行ぃて=;.^£ち勢カを仲してぅんと遣らぅとぃふ場合でぁった。 けれども 神が 之 を 許さ 

なかった。 W し 乍ら 遂に ビチ 一一 ァに 行かなかった 爲に彼 は歐羅 巴へ 行く ことにな りました。 小亞細 
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,亞 の 首府なる ビテ 二 ァの傳 道が 31  来なかった の も、 これつ まり 雜巴傅 道の 爲 でありました。 資に 

かどぐ 

此の 神の 攝现 とい ふ もの は 妙な もので、 北 ハ處を 私が 話した のでした。 今朝 ちょっと 此の 說敎 の條々 

だけ を， 付ける 時、 其の 折の 送別 < ^；: を m 心 ひ 出して 大いに 感じた ことであります。 我々 の 生涯 は 多 

は * きし リ 

くそれ です。 唯 だ祌の 御. ザ 5 を覺ら す、 不平 を旷. - らして 齒切を 嚼んで 神の 敎へ給 ふこと、 命じ 給 ふこ 

と を はすに 終る とい ふ は 實に蕃 く ありませ ぬ。 大變な 損で ある。 ー體 我々 の 仕事と いふ もの は自 

分の 仕事と いふ 考 では 行かぬ。 祌の 命じ 給 ふこと、 神の 與へ給 ふ 仕事 を 仕遂げる のが 我々 の 本懐で 

あります。 祌の 御- M を 行 ふと 云 ふ 所へ - っ眼を^&^、 神に 感謝し、 种の敎 を 受けて、 其の^ 味の K 

K 了解 さる、 やうに 氣構 へて 行く、 是れが 即ち 基督 者た る ものの 精神であります。 我々 は 自分の 仕 

事 をす るので ない、 祌の 意志 を實 行す るので あります。 祌の 仕事 をす るので あります。 家庭 は 天 に 

昇る 所の 門 戶 です。 又た 地獄に ちる 段階です。 我々 は 家の 中に どんなに 现 解せられ ざる ことがあ 

らうと も、 t:!- に 思 ひ 遣られぬ ことがあらう とも、 或は 波風の 立つ ことがあらう とも、 或は 志 を 得す 

して {4- しく 十八 年 大工で 居らう とも、 ^4?し$£に祌の3::!を舉じて忠霄に務め、 軛 でも 叮嚀に： W へる 

とい ふやうな 精神 さへ あるならば、 s に 此の 家と いふ もの は 天闽の 門です。 神の 殿に 巡む 玄關で 

す。 否、 もう それが 神の 殿で ある。 其 處に祌 の 殿が ある。 强ち 後の 十字架 を 待つ に 及ばない。 其處 

に 大きい 事業が ある。 自分の 境遇に 就て、 家庭の 有様に 就て、 仕事の 上に 就て、 1|^々の事に就て、 

不如， お、 失-お、 不運、 悲境、 とい ふ 風に 始終 感 する 人が あるならば、 或は 良い^が と -轿に 単 


を 挽く やうな ゆ^じが あるならば、 それ は^!^ 悲しい ことで あるが、 よろしく 耶穌の 傅に 就いて 學ぶ 

べきであります。 確かに 耶穌が 我 々に！ 1 昔 を與 へらる \ の である。 耶穌が m ハスより 洗 g を 受けら 

る、 とき、 -人 より .fcf ありて、 爾 はわが 愛子、 わが 悅ぶ ところの ものな りと 突せられ た。 宵に ナザ 

レの に 大工たり し. iH^ は、 祌の 前に 大 いなる^ S を 持って 居った のです。 祌が 之を悅 ばれた ので 

ある。 我々 の 矢 S に歎應 する 境遇に も、 心 一 っで此の中：只ぃ^5:,5味を添 へることが出！^るのでぁる。 

(速記)  (一 九 0  二 年 六 5 
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昔、 希獵の 或る 詩人 は 邦國は 恰も 母の 如く、  ^母の 如く、 姉妹の 如く、 わが 魂の 錯 であり 乂 その 

まで あると 言った。 面白い 言葉です。 即ち 人の 屬 して 居る 所の 國家國 民 は 其の 身に 取りまして は、 

丁度 母の ごとき ものである。 人の 品性、 その 志、 其の 理想 や 何 かが 今の やうな 風に なって 居る とい 

ふの は、 即ち 國 家の 賜で、 わが 生國、 父母， の 邦が 此の 如くに 我 を產ん だもので ある。 其れ 母の 如 

, き 所の 敎荇、 其の 姉妹の 如き 所の 助 や 親に 依って 此の 如くに なった のです。 is も國 家と いふ もの は 

一個人の 魂の 錨で ある。 その 精で ある。 その 家庭で ある。 斯う 考へ ると まことに is 白い。 この 國と 

いふ 觀念は 大きい ものであります。 その 感化 力 は 遊 だ 盛んな ものであります。 人お が義男 奉公、 忠 

義 なんどと いふ やうな 精祌の 起る の も 詰り 國 家からで あります。 公德 などの 產れ ますの も 矢張り 國 

家であります。 英雄が 昔から その 働の 舞熹を 得ました のも國 家であります。 i 莨に 國 家の 生命に 與か 

る こと、 國 家の 事業に 與 かる こと は 誠に 立 -pg な ものであります。 人が 唯 だ 自分 ー侗 の經營 にの み 止 

つて 他の 事を顿 みない、 唯 だ 利己 一方で あると いふの は、 陋 極まる 誡に賤 しい ことであります。 

自分 の 偶人 的經營 以外 に 及びまして 天 下 公共 の 事に 與 かる 時 は、 實に人 問の 體 面が 甚だ 立派になる 


ので ある。 ：：：！ つ ^家の ielf 業と いふ もの は 最も 永久であります。 一 侗 人の 事業 は 短いです。 國家の 絵 

楚 事業 は 大きい。 今日、 西亞 の經營 を御覽 なさい。 盛んな ものである。 露西亜！； 代々 の 帝： 上が 一生 

歷 命に 從 事して おる。 役人 も 人民 もせが 掛 つて： る。 露 西亞の 事業 は實に 今日 我々 日本人が 萨 〔を 冷 

して 心^して おる 所であります。 なか/ \ 大きい ものである。 此の 如く 阔 家と いふ 觀念 及び^ 家の 

事^ はおに 立派で、 偉大で、 盛んな ものである。 之が ために どの位 人 問の 志 を 鼓舞す るか、 精祌を 

起す か 分らない ので ある。 兹に 我々 の 主耶穌 S 督は 矢張り 一つの 國を 建てられ たので ある。 祌の王 

闽 を^て ると 一一 C はれた。 この 耶穌の てられた 祌の 王國は 如何なる もので あるか。 神の王國のは：；^^ 

たる^ はどうい ふ權 能が あるか。 之：^ > のこと を 少しく 考へ て 兌たい と 思 ふので ある。 丁度 人が 國と 

ひろ 

いふ こと を考 へて 来る と餘程 精祌が 大きくな り、 高尙 になり 豁く なり 行く やうに、 矢張り 耶穌 の^ 

てられた 神の 國も、 ，：： 分 一身上の 利害得失 なぞの みに 屈託せ すして、 もっと 廣ぃ 大きい 所へ 口 を附 

ける ので ある。 それ だから 耶穌が 祌の國 の 福音 を宣 ベら れた とき， 爾 何 を 着、 何 を 〈af はんと 出-むひ 

頌ふ 勿れと 1« へられた のです。 詰る 所飮 食と か 住居と か 自分の 利害得失 なぞ より 外の 所へ n を附け 

て、 我が 理想 を高尙 にもって 行く やうに 敎 へられた のです。 即ち 此の 祌の國 とい ふの は 形而上、 

的、 精祌 上の 事柄に 目を附 ける のであります。 

近 佌 1^ では 大分 武士道 を唱 へる 様です。 此の 武士道に 付て 多く は {<r; 論 をして OiS るかと 疑 はれ 

る。 とい ふ もの は、 どうして 日本に 武士道が 出來 ました かと ^；ふ ねます ろと、 之 は 昔 侍と いふ ものが 
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あって、 販を食 ふ 心配 をし なかった。 ちゃんと： キ々 祿を 貰って 手 常が あつたから、 何 を 食 はんと S 心. 

ひろ 

ひ烦ふ 心配 は 無い。 一 ^^上に屈託する必要が無く、 氣を豁 く 持ち、 精祌 が高尙 になり、 義 sf^ 寧 公の 

念に んで玆 に 武士と いふ ものが 屮 Z 来た。 先： n 大隈伯 は 大歷此 所に 力瘤を入れて 說 かれた。 S に そ _ 

の 通りで ある。 それは給構なぉ^^1だが今日はどぅもそれでは却て3;るのでぁる。 さう いふ 風に 十 

萬の 士族に 唯 だ 飯 を 食 はせ て 置く こと は出來 ない。 祿が m ハ へられない。 ft がなければ 武士が 立ち行 

かぬ。 武士道 も 乾 上る。 實に是 は 悲しい 話で あます。 耶穌は 之と 反 對で人 は パンの みに て活 きすと 

一一 一一 〔はれた。 パ ン のみで 活き ると 云ふ考 であるから 飮貧 ばかりに^ を^け てお るので ある。 飯 をへ 及 は 

せて m?l かなければ-;: 问 尙な氣 風に なられない。 基督 敎は飯 を 食 はさぬ でも ft を與 へ な いで も 武士 近 を 

立 てると 一一 一一 c ふので す。 今 □ 此の 祿を與 へる ことの 出來 ない n 本社 八 n に 於 て どうしたら 此の 武 士 近 が 

立つ だら うか。 是は 外に ェ失は 無い ので ある。 に 人はパ ン のみで 生きす とい ふこと を 唯 だ n で 言 

ふば かりで ない。 tU 赏 さう 云 ふ 風に 仕込む 所の、 さう 云 ふ 精神 を 持へ る 所の 共 t 督敎 でなければ 昔の 

武士^ を 保つ こと は，：： 山 来ない。 況んゃ 武士道より 高尙な もの は出來 ない。 昔の 武 土が 其の 國の事 を 

考 へた 所 は、 大に 立派な 精 祌を與 し、 大和魂 を 作って 鍛銶 したの は篦に 我々 の 誇る 所で あ" ます。 

併し乍ら これから 先 我國に 於て どう すれば 大和魂が 維持され るかと いふと、 人 は 唯だパ ン のみで 活 

きすと いふ MJ を 本 當に敎 へる いであります。 もっと 强く 精神 上の 事、 现想 上の 事、 形より 上の 所へ 

眼 をせ かける やう に 充分な 力 を 以て 、 非 $e な 勢力 を 以て 之 を敎存 する 所の 其 4： 督敎、 耶穌 基督の 敎 へ ら 


れた 神の： 上阔 とい ふ觀 念、 现想が！；：^^の！！に起らなければ迎も行かなぃ。 それで 私共 は 此の 祌の Hi 

^  の 阔 風なる 武士道と いふ もの が あ ろと いふ £を 天下に 唱 へねば ならない と つて ほる。 

凡て 家と 云 ふ もの は、 その帝王ゃその政府を：一:^^ることがなくては立ち魏.ぃのでぁる。 耶穌基 

^の ，丄 闹には 本お の：： T か あるです。 祌の阔 おは：：；^ も 厚い 信お です。 耶穌は 神の！： の； 1:_*： を宜 ベら る 

ると き、 爾 1§3 天の.： a を 兌よ、 爾曹 野に. 吹く 所の 合の 花 を 眺めよ。 之に つけても 天父の 保護 を學ぶ 

べきで あると：！ n はれた。 神を：：：^じ、 天父に 任せ、 天父の 支配 を S1M に S け、 正^に 受け 之に 感 佩し 

て、 全く 之に： 川 を m はく 精祌 を敛. 舞せられ たのです。 耶穌の へられた 祌の 王國に 於て は、 に：；； 2 

すると 云 ふこと を：；：^ も 中： tts; する のです。 今や 我 國には 本 に 任せる 心が 乏しい。 ：；；^ 仰が 無い。 之が 

11:木阔の大^?,^でぁります。 祌の國 の！ if: を へる とい ふこと は、 此の 人：： <を して 深く 信. \ ^る 所、 充 

分に 任せる 所 あらしむ る 様に したいからの ことです。 元 來國は 保護 を 意味す るの だ。 保護の 無い 國 

は 無政府で ある。 祌の國 とい ふ觀念 は祌の 保護、 祌の導 を 信す る 意味なん です。 八， 日祌の 保護と い 

ふ^1•;^味が^^I分 にしつ かり 起る こと を 望む 人が ありま したならば、 どうして も祌 の國に 這 入らねば な 

らぬ譯 である。 

神 の^は 矢張り 服從 を意眛 する ので ある。 どうしても 法律が 耍 ります。 法律 を 守る 人：^ でな けれ 

ばいかない。 耶穌の i? へられた 祌の 王！： に は 立派な 法が ある。 馬 太 傅の 五、 六、 七，？： f の 山上 垂訓 

に：； えて 居る のが それです。 立派な 法です。 立派な 精神です。 今日 我々 は 唯 だ 目 に 見える 闕に： 1£ 
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する ばかりで ない。 目に 見えない 神の 國に這 入って 其の 國民 たる 責任、 祌の 律法、 山上 垂訓に 見え 

望 一 

て 居る 愛の 投、 愛の 责任 等が 充分 胸中に 這 入らねば ならない のです。 どうしても 神の 國の 服從、 耶 

穌の 山上 垂訓に 兑 えて 居る やうな 投を 重ん する 精神が 無ければ、 日本 國は 立ち行きません のです。 

方今 新聞紙な どで は屢々 忠君と いふ こと を 論じて 居ります。 けれども 封建時代 と比べて 見る と 

どうで せう、 確かに 愛國 心が 增 して 忠義 心が衰 へて 居る かと 思 はれる。 漠然 廣ぃ 意味の 國家を 愛- 

し、 圑體 の爲に 忠義 を盡 し、 公共事業に 奔走す る、 選舉 にも 心配 をし やう、 色々 な こと を 行ら うと- 

い  ふやうな 譯で 、 公共心 は 隨分與 つ て 來た。 大 い に 愛 國. 心 も 出来た と 言 つ て 宜しい。 其 の 割合に 忠 

義心 も出來 たと 一一 一一：： つて 宜しい。 其の 割合に 忠義 心が 起った かと 問へば さう は 行かない。 却て 愛國心 

が增 して *w 義心が 衰 へて 居る ので ある。 此處が 困る 所 だ。 人 • 間の 道德と いふ もの は、 人間の 心と い 

ふ もの は、 唯 だ 漠然として 公共 的に 國體 のために 骨 を 折る とい ふ廣ぃ 意味で は滿 足の 出來る i 舌が な ■ 

い 、 團體的 公共 的！： 家 的な どい ふ ものに 對し て 充分 やらうな ん かとい ふ考 ばかりで はどう も 足りな 

い。 もっと 溫 かな 偶人 的な 愛の 關 係が 必耍 です。 成程 賢明なる 君主 はあります。 忠君の 精祌も 大分 

あります。 昔の 三代 相 恩の 君、 僅か 五 人 扶持で も、 十 人 扶持で も、 先祖 代々 祿を 貰って 居る その 譜 

代の 恩 ある 主君と 臣下との 關 係と いふ もの は 又 一 入 別な もので あ つた。 封建時代に は 非常に 忠義の 

念が 盛んであった。 愛 國心は 無くても 忠義 心 はあった。 今日は 之と 反 對で圃 家と いふ ものに 對 する ■ 

關 係の 方が 實際は 盛んになって 參 りました。 溫ぃ 忠義 心 は 比較的に 冷却した に 違 ひない。 故に 封建- 


時代の ！！；；ほ の關係 どころ でない。 もっと 叙. おな、 もっと 深い 關 係の ある 祌、 即ち 天の 父 を 信じ 事へ 

ると いふ 心が 無ければ 什 方が あるまい と考 へられる。 人 問が 心 を阔に 注ぎ、 阔 家の 君主に 察へ る も 

大切で あるが、 之ょりももっと：^^ぃ所の感じを持ち、 1: を 舉げて に 深い 溫 かなる 感じ を懊 いて 最 

も _ 接に、 ^も 切に； 人 父上 帝に ¥ ると 云ふ關 係がなければ 困る。 實に此 所が 祌の國 の 意味です。 • 

を 见 ると 祌の阔 に 愛！： とい ふこと は 無い。 神の 國 とい ふこと は澤山 宵いて ある。 祌の國 は 愛す 

る ことです U 神の！： を 愛する よりも 种を 愛する 方が 本 常です。 神との 關係は 4^ も 温かで 熱 切で ある 

のです。 人 問；： 心の 關係 では 人よりも 闽 の 方が 偉い とい ふ 人が 何 所に 在る。 昔の 夢に はあった かも 

知れない。 八， の 人 に は 愛网の 方が 最も 靈 いと 感ぜられる のです。 然るに 耶穌の 1? へられた 祌の王 

阈に 於て は、 ^かに 祌の闽 を 愛する よりも 神 を 愛する 方が 當り前 だ。 もっと 溫ぃ觀 念で ある。 此の 

も 愛す ると い ふ？ はに 溫ぃ 所の 精祌 が！： の 中 に遍く 行き！ 且 ると. S ふこと は 非 《めに 國 の 氣 風に 關 係し 

ます。 断う いふ やうに 祌を 愛する とい ふ 敎訓が 深く 行 はれたならば、 それ こそ 人民の 氣風ゃ n§ 性の 

0O 驚くべき ものが あるに 和逮 ない。 

また神の！：は敎^&を尊ぶものです。 敎育 は！： 家の 最も 大切な 事業で ある。 基 赞の敎 では 天 地お 

物、 人. y.; の 境遇、 總 ての 事が 悉く 敎育 であると 定めます。 神の 闕は敎 育の 最も 深い ものである。 

故に この 我 邦の 人 が 金 を ける よりも、 横 勢 を 握る よりも、 本當に 品性 を 銀 練し、 人物 を 成し、 

精， 职を 祈へ、 -ぉ. 的の n§ 性 を 高める こと を m んじ、 所謂 人： の 敎育を 重ん する やうに ならねば 甚だ 危 
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險 であります。 此の敎 育と いふ こと を考 へない からして 貧乏に 娘^へ て 首 を 縦る 人が 出来ます。 此 

の 敎 11 りと いふ こと を 忘れる からして 唯だ不 平 を す 漭が多 いのです。 我 は 神の 國の 民籍に 嵐して 居 

る、 神の 國の 良： £ ^であると 云 ふ 確信 を 持って 居る 場合に は、 吃 度 精神 上の 敎百を ffl ん する 心が 強く 

なります。 今 R; 到る 處に敎 育 論が 大變喧 ましい。 その 害であります。 何故 なれば 國』」 淡の 一つの 大ぃ 

なる 役 E だ、 敎 とい ふ もの は。 基督 敎を 信す る 徒は眞 正なる 敎 w"、 精神 上の 敎育、 誠に 緻密に 行 

屆 いた 神の 大きい 敎 育が あると いふ 所 へ 目が 着きます。 其 所から 割出して 萬 事 を 行 ひます から 外の 

人の 滿 足せざる 所に も滿 足が ある。 外の 人の 悲しむ 所に も 喜が ある。 今日 神の 國と敎 育と いふ 概念 

は實に 我々 に 取って 最も 必要なる ものであります。 希伯來 書の 第 十一 .軍 を讀ん で御覽 なさい、」 使徒 

まじ はリ 

信條 にも 書いて ある。 『我^ は聖 なる 公同敎 〈1"、 聖徒の 交り を 信す』 1= 通 一般の 交通 は 甚だ 不充分 

であります。 井中の です。 祌を 知らす、 祌の 人民 を 知らす、 祌の國 の 世間 を 知らないで 世に立つ 

と 首 ふの は 心 靈界の E 舍者 です。 私 は 甚だ 信仰 薄い 者で ある。 靈魂の世界に於ての經験*^だ淺ぃ^^ 

まじ はリ 

である。 ^し 乍ら 此の 耶穌の 國に這 人って からと 一一 一一； I ふ もの は、 實に 此の 交通の 谈 いこと 高い こと を 

少し は 味 ふやう になった。 此は實 に 深. S 交通です。 神に 接し、 祌の 聖徒と 交る、 まことに 喜ばしい 

ことです。 

の 事業 は 永久です。 國家 は繼繽 する ものです。 國 家と 云 ふ 首 葉の 中には 永久 的と いふ 意味が 

籠って 居ります。 併し乍ら 古 來圃と 國 との 關係 を御覽 なさい。 適者生存、 優勝劣敗、 亡ぶ る國が あ- 


れば g (る^も ある。 もう 地球 は^ {,,^ の |c 木： で滿 ちて：： ^5 る。 然し 神の 1:、 耶穌 S.M: は 永久 的の もので あ 

る。 祌が 永遠 無お である 如く 共. の^も 矢張り 永遠 無 な ものである。 此の 神の！： と 云 ふ 思想 を捉 へ 

て 初めて 本お の 永 久繼^ と いふ ことが 解る。 さもなければ 永久の 繼總も 何も彼も 唯 だ ： 一 を 強めて 

少しく 威張る だけに 過ぎない ので ある。 

また 神の 闽 は 太平です。 爻女 IT 天下 泰平 は！：： ii^ の 願 ふ 所で ある。 一 に恶杆 の！： は 太平です。 

バウ U の 安心 を 御 i?:- なさい。 一 っ讀 みませう。 哥林多 後 害の tTS 六 章に、 

ミ まれ はゾ かしめ あし *5  二え ws3-£  ただし W  ま -ー と 

また 架 fi、  M^. 令 問に. s て rj の義を 入に 顯 せり。 入 を 惑 はす^に 似 たれ ども sKi は 人に 

知られ ざるに 似 たれ ども 人に 知られ、 死にた る^に 似 たれ ども 生ける 者、 责を受 くるに 似 たれ 

ども？；^されす、 おふるに 似 たれ ども <s に甚 び、 贫 しきに 似 たれ ども 多くの 人 を まし、 何もお 

たざる に 似 たれ ども 凡て の 物 を 有て り。 

是がパ ゥ c> の 安心です。 又 腓立比 害！：^ 十 一 節 以下 を 御 化なさい。 

さま 

われ 乏しき に N つて 之 を 一 百 ふに 非す。 そ はわれい かなる 狀に 居る も それ を 以て 足れり とする を 

まプし 2  と； S  と 

^ベば 也。 われ 竹賤に 居る の 道 を 知り また 窗 厚に 居る の 道 を 知り、 飽 くこと も飢 うる こと も I" む 

とも  すべて  すべて 

こと も歉 しき こと も 諸の 事に 於て 我 これ を 熟練せ り。 我 は 我に カを與 ふる キリストに w りて 諸の 

ls^v-はしはるなり。 

是が ^1$: 敎 徒の 先？^ たる。 ハウ 口 の 安心であります。 或は 坐禪を やって 平和 を 得ようと する 人が あ 
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る。 或は 澤山 身代 を 描へ 衣食 足って 初めて 平和が 出來 ると 考 ふる 人 も ある。 御覧なさい。 愚かなる. 

一 J よ ひ  fs 

者よ、 今夜 汝の魂 取らる る こと あらんです。 眞 誠の 泰平 は 金錢づ くで ない。 どうしても 制の 國の人 

民と なって 享 くる 所の 太平の 外に 太平 は 無い。 あと は實に 跪い 太平です。 砂の 上に 家 を 作った やう 

な ものです。 洪水 來る ときには 忽ち 流れて 仕舞 ふ。 何處に 太平が ある。 何處に 安心が ある。 坐禪 に. 

あります か、 金の 多き にあります か、 神の 國の 外にはありません。 神の 國の 太平 は 先刻。 ハウ 口の 首 

の やうな ものです。 g 準に バウ 口ば かりで ない。 我々 信仰の 淺 きもので あっても 大いに 之 を經驗 して 

居る。 經 験は淺 いけれ ども 之に は糙 かに 經驗 した 所が ある" 諸君が 神の 國の 太平 を 味 はれん こと を 

希望し ます。 

基督の 王國に は必す 世人の 有って 居らない ものが ある。 今 述べた 所 は 甚だ 不十分で あるが、 此の 

國に屬 する 祝福の 一 端 は 解る だら うと 思 ひます。 諸 Ji?; が 志 を 翻へ して 此の 王 國に歸 化せら れんこと. 

を 祈ります。  (植村 全集 第三 卷、 ロ嬉 『說敎 草稿』 It 照) 

(1 九 ®  二 年 六 H-) 


『信仰な くば 祌を悅 ばす こと 能 はず。， 一 Kf 來書ー 一 の 六) 

基お 敎で！ 1^ 仰と 曾 ふこと は 二様の 意味が ある。 一 つ は 認定と いふ 意味、 即ち 事物の 是非 を 定め、 

可否 を 認める こと を 指す。 も 一 つの は 味が すっと 德的 である。 丁度 朋友 同士の 關 係に 川 ゐらる 

る 信と； 1： じ 様な 意味で ある。 五に 相 知り 相 信じ 意氣 投合して、 精祌が互に結ばるとぃふ^：^味で信す 

るので す。 そこで前の方の^!总味にしてみると、祌がぁるとか、共の性質は何でぁるとか、 断う 極める 

だけの 話 だ。 即ち 知識 上の 話で ある。 此處を ヤコ ブが惡 魔で も祌を 信じて 居る と 巾され たのです。 

唯 だ 有る とば かり 信じた 位で 何の 益 も あるまい。 惡 魔と 雖も亦 同じ こと だ。 先づ 断ん な 工合 だ。 併 

しながら、 も 一 つの 方から 見る と 信仰が 無くて は 救 はる、 もので ない。 信す る 者 は 滅びす して 限な 

き 生命 を 得る。 信ぜざる 者 は 共の 罪旣に 定まれり であります。 斯の 如く 大變叛 きを いて 居る 此の 

信仰 は 如何な もので あらう か。 悪魔で も 信じて 居る とい ふ 意味で は 不都合で あらう。 此れ は 前 申 上 

げたと ころの 意氣相 投じ、 朋友 相 信じて、 精神 上に 結 托する やうな 意味 合で- 1^ 道德 的で ありま 

まこと 

す。 精神が 充分 倾 いて 心が 全く 之に 落附 いて 居る 意味で ある。 即ち 信です。 忠？^の^：^-^も這人って 
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きょ 

居ります。 また 愛する 意味 も 頼る 意味 も ありませ う。 實に薩 はしい 高尙な 意味で ある。 信仰 は 大き 

い 精神であります。 道德の 盛んなる 活動 を 意味す るので ある。 兎 €： 我々 の 11：1 仰 は 認定と いふ 意味に 

限る 様な 氣 味の 多い のに 困る。 北ハれ では 片輪な 信仰です。 實を 結ぶ こと は 出来まい。 即ち ヤコ ブの 

言った 行 ひなき 信仰であります。 木當 の； 1^ 仰 は 第一 一に 擧 げた 様な 意味で ある。 几：^ れ ならば 必す實 を 

結ぶべき 箸に 極って 居る。 そこで 信仰 を 約め て解釋 すれば、 戴なる 祌を 認めて 之に 心服 信仵 すると 

云 ふ 意味であります。 唯 だ ^ ^在して 居る とか、 斯ふ云 ふ 御 方で あると かいふ 位で は 無い。 

共の 存在 を 明かに 認め、 之に 伴 ふに 心服 を 以てする のです。 即ち 充分 祌を 信任す ると 云 ふ 意味で 

あります。 基督 を 信す ると 言 ふ も先づ 同じ 様な 意味になる のです。 人 は 罪に 陷 つて 居る。 それ を 

祌が憐 み 給うて 惠み 深い 思 召から 救 ひ 給 ふ。 祌には 厚い 惠み、 深い 思 召が ある。 基督に 於て はっき 

り顯 はれて 居る。 欣然と して 之 を 認め、 感謝して 之 を 受け入れる。 St なく 之 を 受け入れる。 全幅の 

精祌を 以て 之に； 任す る。 是れが 即ち 基督 を 信す るので ある。 まあ 玆に 如何な 善い 賜が あつたに せ 

よ。 一 父け 人れ なければ 何の 効 も 無い。 丁度 畫に 描いた 餅が 一向 人の 餓を救 はない やうな もので 少し 

も 役に立たない。 借 するとい ふ は 即ち 祌の 賜を感 佩して 受ける ことです。 之がなければ 祌の 恩寵 も 

功 を 成し 得まい。 詰り 此の 信仰 は 我々 が 祌の惠 み を 充分に 受け入れる。 滞りな く 受け入れる やうに 

なる 心の 態度、 靈 魂の 身 構へ である。 魂の 態度 を 改めて、 神の 靈ゃ 祌の惠 深い 思 召が 贯 徹する 様に 

する。 此所が：！：^仰です。 祌の思 召の 如く、 共の 恩寵に 感佩、 共の 救 ひに 心服し、 之に 任せて 行く の 


が即 はち^ 将 を^す ると 云 ふこと です。 

, 化仪 1= から 5^3 々朋友の 教 if や、 に 相 助け 相 救った 北 ハの關 係 を.！ かく^いた^ 物 を？ まんで W り ま 

した。 段 々共の 仕舞 ひの 方へ 行きます と、 朋友と 云 ふ 情^から^ 祌 上の 變 化が 起って い 人が 强く 

なり、 詰らない 人が 立派に なり、 極く^」.；？な人が£;^|"しくなり、 絶 の 人が 希 sl^ を 起す と 云 ふ^な 

^,1^ が澤 山^げ てあつた。 讀んで 行って 非 に 愉快に E 心った。 夜の - ける 都 も 忘れた 位であった。 

就中英1:の^^^<のブラゥ 一一 ンゲと 其の 女房との 關係は 趣味 無 の 感じが せられた。 共の 妻が 彼に 愛 

せられて^ 姘を する 51 合に 就て 一 つの 詩 を 作った。 共のう ちに 中：" 1!;; から 愛せられてから 此の世 の 

有 株が すっかり $人 つたと 云 ふ！ 句が あった。 赏に h おも 多く、 徙の 中に 顿む ところ 少なく、 餘 り：： 仆出 

もしない お 人が ブラウ- 1 ンゲに 出 < ^ひ 北 ハの 親み から 全く 此 世界が 變 つて 來 たのであります。 人 化が 

而 n を 一新した やうに 感じた のです。 iii り 信仰と 云 ふの が 北ハれ です。 祌を 信す ると 云 ふの も耶 基 

ると 云 ふの も 丁度 之と M じ 1$ です。 共の ：；；^ 仰 即ち 朋友 志の 關 係と M じ 意味 での：；： ：- 仰 は、 

我 や を 生れ 變 はらせる 力で ある。 此の^界の 有様 を 悉く 變 化せし むる もの は 俗 仰です。 天地 も はめ 

に；：！ ずる。 ；；；！ 仰す ろ 人が 救 はれる と 其丄督 敎で肯 ひます の は、 祌が 濫りに さう でもない もの を 撰ん 

きゥ  ぎれ  1 

で 勝 乎に さう 極ろ ので はない。 紙片に 判 を 押せば それが 紙^に なって  一： ^ が 千 M にも；^ S にも 適 

m すえ。 其の 紙 £^自 身に は 何にも 他 打 はない けれど、 判 を 狎 した 爲に大 變な愤 打が 生す るので す。 

li,^ 仰 は 之と 大ャ ひです。^^ でに.^^ にす る 様な 何でもな いもの を 祌が助 乎に 選び 給うて 之に 通 川の 

0  仰  W: 七 九 


信 仰  E 八 〇 

判 を 押し、 是で汝 等 は 救 はれる。 此の 信仰 さへ あれば 宜 いと、 斯う 云 ふ 風に なされた ので は 決して 

ない. - 信仰に は 之を尙 ばねば ならない 理由が あるので す。 それに 値 打の 付く 譯 がない。 決して 紙片 

へ 判 を 押した 様な もので はない。 

實に 信仰 は贵 いものであります。 其の 现. 5 を 言へば、 基 を 信す ると は、 詰り 基督と 一 つになる 

ことで ある。 基督と 心 を 合せる のです。 信す る ものと 基督の 問に、 同じ 思 ひが 通 ふこと になる。 實 

に 貴い ことです、 信仰に 依って 我々 は 基督の 思に 入り、 基督の 精 祌と交 はるので す。 基督 は 祌に對 

して 如何 云 ふ御考 であるか。 神が 人間 を 見 給 ふ 時の 思 召 はどうで あるか。 人 問の 罪惡に 就て 人 ^ の 

慘狀に 就て 即ち 其の 墮 落して 居る 有様に 就て、 天に 在す 父 は 如何なる 思 召し を 持って ござる か。 是 

ら のこと は 基督が 明白に 顯 はされ た、 人の 罪 惡に對 して 神の 思 召の 誠に 勿體 ない こと を 基督 は 最も 

深く 感ぜられ たのです。 之 を 其の ま X に濟 ますこと は 出来が たく 思 召された。 人の 罪惡 g^f 止しが た 

いところ から、 基督 は 十字架の 上から 父よ 彼ら を赦 した まへ と 御 祈りに なりました。 御覽 あれ、 た 

しかに 基督 は祌が 人の 罪 を 如何 見て 居らる \ か、 叉 人？ i を どう 云 ふ 風に なされたい m わ 召しで ある 

か、 其の 御 心 を 深く 御存じであった。 さう して 今の 様な 祈り も爲 された 譯 である。 

又 基督 は 人 問が 如何なるべき であるか、 如何な 風に ならねば ならぬ もので あるか、 如何なる 精神 

に 生れ 變 はらねば ならぬ か。 此らは 基督の 明に 知って 御座った ところです。 我々 は 自身の こと を 知 

ら ない。 洽も 病人と 醫 者との 様な もので、 病人 自身 は 病 を 知らない。 けれども 醫者は 能く 知って 居 


る。 或は 病人 は 其 程と 思 はないで 安心して 馬鹿な こと をして 居る かも 知れない。 之 を 診察した 醫者 

ちまし ひ 

は へ歸 つても 如何したら {且 いかと 思案に 暮れて 居る かも 知れない。 藥^ のこと も 丁度 然ぅ云 ふ 様 

な 工合です。 一 體 人間の 有様に 就て 我々 は 如何 ほどの 知識 を 持って 居る か、 どの位 感じが あるか。 

事實に 疎い 分らす やで は あるまい か、 然しながら 人の 罪に 就て 耶穌の 知 つて 活ら る-所 は實に 深い 

のです。 到らざる 所がない。 人の 行くべき 所 達すべき 述命 などに 就ても 基督の 或は 恐れ、 或は 望ま 

れる こと 誠に 至れり 盡 せりで ある。 我々 の 想像し 及ばざる 處 であります。 之 を 要するに 耶穌は 神の 

かしこ 

こと 人の 事に 就て 實に贵 ぃ大な る 深 い 思 召 を 抱かれて 居る。 罪 を 悲しみ 神の 御 心 を畏む の 餘り人 を 

救 ふために 十字架の 死 をも賊 はれなかった。 何れの 方から 考 へても、 耶穌の 心に は實 に？： 只い 思 召が 

充ち 溢れて 居った。 そこで 信仰と 云 ふの は 詰り 我々 が 此の 基督の 思 ひに 入る ことに 外ならぬ。 即ち 

耶穌の 精神と 結ばる のです。 耶穌の 心と 一緒にな つて 其の 色々 な 感じ 色々 な 思想、 志、 望な どに 同 

情 を 寄せる ことで、 此が 即ち 信仰と 云 ふ ものです。 之が 爲め 新ら しき 生命が 出て 來る。 人の 胸中に 

從 前と 遠った 元氣が 付いて 來る。 未だ 嘗て 見ざる 處の もの を 末 だ 嘗て 感ぜざる 處の者 を $ る 

様になる。 信仰の 意味から 考へ ると 其の 害ではありません か。 それで 分る でせ う。 信仰に S きを 置 

く 事 は、 決して 被 片に判 を 押して 通用させる 様な もので ない。 信仰 其れ 自身が 如何にも 麗しい ので 

あ ** しひ 

す。 靈 魂の 最も 優れた 有様で ある。 醫 へば 普通 親子の 關係 でも 子が 自分の 事に 就て 考 へて 居る さな 

ど を窃に 察して、 感淚に 咽び 何とかして 親の 見込に 外れたり、 見込 違 ひ を させ 度くない。 S 來る丈 
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け 其 通りに 實 行したい と 云 ふ 赤心が 起れば、 其の 精神 上 非常な 力 を 得ます。 信仰 も 同じ 事で ある。 

今假 りに 種子 を 蒔く 人が あると します。 土地 を 精く 相て 日當 りの 宜ぃ 所、 空氣の 自在に 流通す る 

ところ をト して、 之 を 蒔きます。 農夫 は 之を薛 いて 仕舞へば、 安心して 眠って ゐる。 時 到れば 必す 

良ぃ實 を 結ぶ だら うと 强く思 ひ 込んで ゐる。 そこなん です。 信仰と 言 ひます もの も、 丁度 人の 靈 

魂が 道德 上の 曰當 りの 宜ぃ處 天の 空氣の 能く 通る ところ、 物の 育つ 可き 苦のと ころ、 總て周 圍の境 

遇が それに あてはまって 居る 處を すっかり 見込んで そこ へ 種 を It くが 信仰で ある。 土 を 被け てから 

も 水 を 施さす、 ほじく つて 見たり する は 農夫の 禁物です。 I 月 二月 芽が 出す とも 安心して 居る。 現 

在で は 小さい のです けれど チヤ ン と手續 がして あるから、 直ぐ 目の まへ で 大きくな つて 仕舞 はんで 

も、 充分に 實を 結んで 居らんでも、 又 花が t へんでも、 相當な 値が クッ 着きます。 幾許に か 取り引き 

も 出来る。 市場に 通用 もす るので す。 若し 人が 本 に 主 耶穌の 救 ひ を 信じ 之 を 以て 靈 魂の 友と し、 

之と 限りない 生命 をと もに し、 死ぬ る こと も 生きる こと も 全く 之に 托する 様になるならば、 其 所が 

即ち 農夫の 考へ 深い 種蒔きで ある。 耶穌の 精神に 感じ、 其の 目的に 感じ、 其の 我らに 代って 死なれ 

た 思 召 や、 我らの 前途に 就て 其の 抱いて 居らる、 理想に 感服して 淚を 止め 得ぬ 程 恐れ入り、 充分 信 

任 を 置いて 我 を 救 ひ 給へ と 祈り、 胸襟 を披 き、 城壁 を撤 し、 耶穌に 事へ 奉つ るなら ば、 限りなき 生 

命の 果を 結ぶ こと 疑が ふべ からすで ある。 假令 眼前に 實ら なくと も 必す實 るべき 害 だ。 此處 に大變 

値 打が あるので す。 土地 は 只の 土地で あっても、 叮嚀に 種子が 蒔いて あるので 値 打 ある 土地と なる 


譯 です。 始 ひの KJ にっきまして は、 祌舉上 色々 考 へねば ならぬ 廉 もあります。 議論 も澤 山に あるの 

であります。 今日は 此らの 議論 を 一 々列べ る 暇が無い。 唯 だ 其の 中の 一 つの 方面 を 活かして くの 

である。 我々 が 基督 を 信す る 時 は、 先づ變 つた 別な ものと なる ので ある。 丁度 種子が 時 かれてから 

土地が 以前と 變 つて 農夫 も 之 を 保護す る。 もう：； 儿々 の 地所で 無い。 見込の ある 地面で ある。 金 儲 も 

出来る。 丁度 然ぅ云 ふ 風で 基督 を 信 すれば 我 は 元の 我に あらす、 新しい 我と なる。 我の 値 打が 以前 

と逮 ふ、 見込の ある 我 だ。 故に 基督 を 持って 居る 人と 持って 居らぬ 人と は 大變な 差異で ある。 共し お 

を 持って 居る 者 は 之 を 信す ると ころから 曰 當りも {且 く 風通し も宜 く、 すべて 善い ところへ £g を it い 

たもので あるから、 靜 かに 時の 到る のが 待 たれる。 それです。 バウ n が 我々 は 信仰に 依って 義 とせ 

られ ると 言った の は、 1^ 仰の 起った に 依って 人の 値 打が 付いて 來、 新しい 意味が 具 はり、 前と 刖な 

者になる。 I 粒の 種子が 地に 落ちて 泥の 中に あるの はまこと に 醜い ものである。 ，1.^ が^ふな らば 直 

ぐ 無くなって 仕舞 ふ。 然しもう 旣に 相應な 地に 植付けられて、 太陽と 空氣共 他す ベての 事情が 都合 

ひ？ J 

よく 行く 様であるなら ば、 萬 一充 分 出来 上らんでも、 決してお 木で 無い、 充分に 保護すべき 値 打が 

出る。 信仰の 結 栗 また 然 りです。 信仰が 起れば、 人の 値 打が ズンと 違 ひます。 我々 自分の 道德 から 

巾し ますれば、 罪惡 だけで は 如何にも 絕 す。 宛 かも 袋に 這 入って 居る 種子の 如き ものである。 

如何と もなら ぬ、 唯 だな』 ふの み。 唯 だ 眠る のみ。 其れでお しま ひで ある。 けれども 此の 信仰 即ち 祌 

と新しぃ關係を結ぶと云ふ方から^^：-へると、 丁度 種子 を 蒔いた 如き ものである。 之が ために 新しい 
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望が 起って 來 るので ある。 

左て 其れならば 如 伺したら 信仰が 出來 るか。 どうも 信仰が 出来ない、 分る こと は 分った が 信仰が 

出来ない とい ふ 人が 多くあります。 此は實 際 困る 問題です。 其 所で 色 々研究 も 遣る。 無論 宗敎は 之 

を 知らす に 行くべき ではない。 其れ故 研究 も 宜しい。 而 し元來 信仰と いふ もの は 認定 だけで は 無 

い。 是が 認定の みであるなら ば、 物が 解った だけで 濟む 害で ある。 所が 此の 信仰と いふ もの は 更に 

深い ものである。 精神的の 意味で ある。 即ち 道德 である。 誠心 正意で ある。 正直で 親切で 眞 面目 

だ、 此 所を考 へられん では 困る。 宗敎の 理窟 は 百 も 承知と 云 ふ 風で 餘稗 解っても 信者に なり 得ぬ 向 

が 多いで はない か。 信仰 は 研究ば かりで 進まれぬ ものである。 之と は事變 り、 其の 知った ところ は 

極めて 幼稚で ある けれど、 神に 事へ 基督 を 慕 ふこと 甚だ 切なる 人も少 くない。 知識の みで 信者に は 

なれません。 隣り 同士で 平素 顔 を 見合せ て 居ても 一向 朋友に はなり 得ぬ。 隣り の 人の こと は 善く 解 

つて 居る。 知識 丈け ならば 隨分 有る。 人物 は 斯ふ云 ふ もの 財產は どの位と いふ こと を 知って 居ても 

朋友に はなれぬ。 所が 蓋 を 傾けて 互に 相 信， f る 朋友と なる 場合 もあります。 實に 面白い、 唯 だ 質問 

をしたり 研究 をした 丈け ではい けない。 是 は道德 です。 是は 正しい こと を 慕 ふので す。 人が 正直な 

らば、 眞 面目なら ば、 必す 信仰が 出来る。 學問 のない もので も、 大巢者 を 凌ぐ ほど 信仰 家に なられ 

る。 信仰に ついては、 男の、 女の、 と 云 ふやうな l5i 別が 何 所に 在る か。 信仰 は學 問で な 5-。 精神で 

ある。 誠實 である。 理想の 活動で ある。 愛の 深い 希望の 高い 人 は、 知識の 未熟なる に拘ら す、 殊勝 


なる ：一;e 仰 を 起し 得る のです。 

信仰と. S. す もの は 通例 見た こと も 聞いた こと もない ー稷 特別な もので、 天 から 降る 石 見た 様に 考 

へ、 ：！： でも 餘程 妙な ことに 決めて 居る 述中も 多い かと m 心 はれる。 所が 信仰 は だ isf 純な ものです。 

そんな 而 倒な もので ない。 親と 子の 情の 如く、 朋友の 關 係の 如くであります。 人情 通の *s と餘 

り變 つた 處 はない。 在天の 父が 基督に. S りて、 其の 深き 思 召を顯 された から、 之に 感激し 甚督の 胸 

くわ どて  さ、 

巾に 切なる IMS?^ せ、 其の 言 を 信じ て 全 く 其 の大 いなる ；；^ 靈 に 身命 を 奉げ ん とする ので ある。 

^々は 祌の 子どもで ある。 子と して 親 を 疑 ふと 言 ふ は、 现に 於て 有る まじき tj です。 故に 不信仰 

は^ 现 です。 不人情な Si しで ある。 之 を 一家の 事に して 見ても 親が 子に 信ぜられす、 妻が 良人 を 疑 

は i -、  {, ^^的 生命 it^.ii して 精神 上 は 火の 消へ たも 同然で ある。 ^！ぉ發する元氣も出でぬ。 熱誠の 愦涸 

れ 5 ^て、、 實に 面. ：11  くない 生 Ji^ とならざる を 得ません、 人生 祌を 信ぜす。 神の 經綸を 疑 ひ、 我らに 

對 する 善意の， 溢 かなる を も 危ぶむ と 云 ふ 次第で は、 罪 も蔓 り、 憂ひ艱 みの 多 いのも 怪しむ ことが 出 

来ない。 信仰の ない 所から 生す る 悪 結 raj^ は不 i:^ 仰に 惯れた 我々 の 想像よりも 恐ろしい ことで あると 

おへられる。 仰がなくて は、 祌と 人との 關 係が 順 當に復 し 難い。 基督 敎が 信仰に 重き を 置く は、 

止むを5^,^^ぃ條现でぁる。 

(一 九 0  二 年 六 Co 
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情慾の 靈 的解釋 

人 は異搽 多形なる 慾 望に 驅られ て 居る。 中には 肉體 から 發 する も あり、 又靈 性から 起る 向き も あ 

る。 富、 勢力、 名譽、 事業、 愛情、 光榮、 及び 生存な どの 如き ものである。 是等は 皆 人情 已むを 得 

ない ものであるが、 基督 敎は诀 して 之 を 頭 ごな しに 非難 はしない。 却って 是 等の 事柄に 就いて 人類 

の 熟望大 いならざる を 惜しむ 様に 思 はれる。 嘗 つて ゼべ ダイの 子 ヨハネ、 ヤコ ブの 兄弟が 野心 を 起 

して、 一は 耶穌の 右に、 叉 一人 は 其の 左に 坐 席 を 占めて、 傍輩 を壓 倒したい と考 へて、 其の 志を吿 

白した ことがある。 基督 は 强ち之 を 排斥せられ なかった。 其の 答 へられた 言 を 玩味す るに、 寧ろ 兄 

弟の 慾 望 を 以て 規模 小な りと し、 之 を 更に 高尙な ものにして、 乇ッと 大袈裟に 氣構 へる 樣勸吿 せら 

れ たと 外見えない。 斯の 如く 基督の 精神 は诀 して 人情の 自然 を 抑へ つくる もので ない。 只 見 當違ひ 

をして 居る から 其れ を 正しい 方針に 轉 する 丈の ことで ある。 

世に は 吝嗇家と 云 ふの が ある。 只金錢 にの み 屈託して 厘毛の 利益 を 積む 考へ 許り 持って ゐる。 彼 

等の 目に は 富が H ラく 見える のみ だ。 其の 銅臭い 氣性は 厭 ふべき 次第で ある けれど、 退いて 考 へて 

見る に、 此は 人の 靈的 要求が 盛んで ある 處 から 起る ものに 違 ひない。 『想 ふ 事 一 つ 叶へば 又 二つ 三つ 


四つ 五つ 難 かしの 世 や』 と ある 通りで、 人 は 中々 儲けた 金で 滿 足が出 来ん。 一 萬 問 出来れば 十萬圓 

を たいと 心掛け、 それから 百 萬圓、 I 千 萬 同と せり 上げ、 遂に 幾許 蓄 へても 滿足 をせ す、 益々 之 

を 求めて、 饑渴く 様に 感. f る。 これ は 金 錢で滿 足の 出來 ざる 耍 求が 其の 心に 生れ 附 いて あるからの 

ことで ある。 人 は 限りない 然望を 持って 居る。 吝嗇家が 幾許 貯蓄しても、 其から 其へ と 追々 慾 心の 

^長す るの は、 彼が 禽 gl! と 遠って 物質 以上の 要求 を 抱いて 居る 故で ある。 彼が ケ チンボで ある は、 

以て 共の 非常に 大 いなる を證據 立てる 材料 を與 へる。 富 を 求む るの は 善い ことで ある けれど、 其の 

求め 様が 餘り ケチ 臭いから 悪い の だ。 基 5^ は 富の 慾 5lH を 乇ッと 大きく させる 御考 へであった。 故に 

『盗人の 穿ったり 銹び 腐蝕った りする 所に 齊を 精ます、 天に 寶を 積むべし』 と敎 へられた。 哥林多 

後 害 八の 九に、 『人 は 基 傅の 貧しくな りしに 依て 富む』 ことが 出來 ると 書いて ある。 畢竟 世人が 薔通 

望んで 居る よりも I 歷高尙 な 富が 有る と 云 ふ 意味 を 示した ので ある。 富 は 幸福の 別名で ある。 幸福 

を 全うせないならば 富 も 富と は 一 百 はれまい。 佛遣 敎經に 『富めり と 言へ ども 貧し』 と あるが、 即ち 

此處 だ。 金が 本當の 富であるなら ば、 即ち 3呉 實の 幸福であるなら ば、 三 井 鴻池は 日本一 の 幸福 もの 

であるべき であるが、 さう はいかぬ。 して 見れば 金より 上の 富が 有る 譯だ。 基督 敎は 此の 最も 大 

いなる 富 を 得る 道で ある。 

ゼべ ダイの 子が 植カを 貪った 如き は、 人心 自らの 慾 望 だ。 英雄の 苦心 をした の も 樓カを 握りたい 

許りの 志で ある。 f が 其の 思想 151! 域を擴 張して、 天地の 蘊奥 を 方寸の 裡に疊 み 込まう として 寢食 
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を 忘る X の も、 矢張り 此の 慾 望に 外なら ない。 古の 豪傑が 雄 圖を畫 いたの も 同じ こと だ。 只是 等の 

種類に 屬 する 人物 許りでなく、 聖 フランシスコ の 修道 も、 ル ー テル の宗敎 改革 も權 カを擴 張す る 事 

業と 一一 目って 差 支が あるまい。 バウ 口が 腓立比 書の 三 章に、 『我此 等の 望 を旣に 得たり と 言 ふに 非す、 

また 旣に 全うせられ たりと 言 ふに 非す、 或は 取る こと あらんと て 我 唯 之 を 追求む、 キリスト 之 を 得 

させんと 我 を 執へ 給へ る 也， 兄弟よ、 我 自ら 之 を 取れり と 意 はす、 唯 此の 一事 を 務む、 即ち 後に 在 

る もの を 忘れ、 前に 在る もの を 望んで 進む』 と 呼 はった の も、 其の 志 は 之と 同一で ある。 基督の 瑜 

に 一斤の 金を與 へられた 者が、 之 を 活用して 十 斤 を 儲け 得た とき、 主人 は 之 を 賞め て 十の 邑を宰 る 

べしと 申 付けられ、 五 斤 を 得た もの は 五の 邑を宰 るの 權カ を與 へられた。 少しも 之 を 活用せ す、 元 

の 一斤 を 其の 俊で 主人に 返却した 者 は、 之 を 取上げられて しまった。 之れ で 見ても 基督 は 人 をして 

十の 邑、 五の 邑を 主宰す るの 權カを 握らせた いので ある。 我々 が 萬 物の 震 長た る 理由 は、 物事 を 心 

の 儘に 支配す る ことが 出來 るからの こと だ。 現在の 儘で はとても 之 を 支配す る ことが 出来ない。 却 

つ て 心 を 以て 形に 役せられ、 主人 の 權利を 持 つ て 居乍ら 事實 は奴隸 であ ると 云 ふ 様な 狀態 であ る。 

『小人 閑居 すれば 不善 をな す』。 之で 見る と 人間 は 其の 閑暇 を 支配す る 力 もない。 金が 出来る とつけ 

上り、 位 を 貰 ふと 威張りた がり、 學 問が 進む といやに 人 を 見下す。 どうも 人間 は 金 も 位 も 學問も 之 

を眞實 我が 手のう ちの ものと して 引 廻して 往 けない ので ある。 船 は 波の 上に 駕 すれば こそ 安全で あ 

る。 海の 潮が 船に かぶる 様で は堪ら ぬ。 難船で ある。 目指す 方へ 安着す る HJ が 出来ぬ。 入 生 丁度 此 


と 同じで はない か。 波が 何時も 3. 板 を 越す 様な 现 由で、 境遇 や 金錢ゃ 名利が に 魂 を 埋める と 云 ふ 

では 誠に 劍^ である。 人生の 難船で ある。 此處で 基^ 敎は權 力 を 全 ふせねば、 此の世の 權カ 呼 

ば \ り 凡て 茶桥狂 一一 一一； I で、 動お 中の 戰爭と 同様、 猿芝居と 異る處 がない と敎 へる の だ。 權カを 求 

むるは^^ばぃから、 其の 望 を 根本まで 引き延し、 先づ 精神的の 主權を 同め、 金で も 利益で も 一切 自由 

自在に支配する15^-の出來るを第 一 に 心掛けさせ るが 其の 主義で ある。 世人 は 腕力 や 知 B 力の 恐るべき 

を 知って 十字架の 能力 を 忘却して 居る。 『我 若し 舉 げられ なば 萬 民 を 引き寄せん』。 世界 は 漸く 十字架 

の 能力に 降服し つ-ある。 萬 物の 進化 は 愛の 勢力 を發棵 する の 方針と 見える。 ドラモンドの 『人類 

の 上進』 も フィスクの 『進化論. I も ii: 此の M 现を 明に する の 主意で ある。 勢力 は の 多數ゃ 軍艦 や 

頭腦 ばかりで はない。 我々 はどう か祌の 方針に 從ひ、 進化の 道理に 基き、 歴史の 歸 趣に 一 致して、 

世界； 大の 勢力 を 希望せ ねばならぬ。 勢力の 慾 望餘 りケチ 臭くて 困る ので ある。 すっと 大きく 出掛 

ける が 善い。 勢力が 欲しければ、 いっその こと 最も 大きい 所へ 目を附 くるに 若く はない。 基 #敎 は 

植 力の 思想で 滿 ちで 居る。 

大丈夫 世に 生れて は 草木と 共に 朽 つ 可ら すで ある。 何 か 腹一杯の 事 を 遣って 除け たい。 子孫 帝 

王 jej 世の を 企てた 秦 の始氛 帝 計りで なく、 誰し も 志 を 立 て 充分 之 を 成就した いと 思 はぬ 人 はな 

い。 併し乍ら 昔靑 雲の 志、 薛跎 たり 白髮の 年、 明鏡に 對し 形影 相 憐んで 今昔の 感に 堪えぬ の は、 

英雄の 未路 でない か。 『露と おき 露と 消えぬ る 我が身 かな、 難 波の 事 は 夢の 世の中』 -ナボ レ ォ ンはセ 
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ント • へ レナで シャ， 'レ マン、 ァレ ヤサン ダ ー 及び 己の 功業と 基督の 勝利と を對 照して 感慨 無 #、 歐 

洲の 中原に 鎬を つた 勝敗の 後 を 凡て 夢と 觀 じた ではない か。 其處で 基 叔 E 敎は神 の 國を 經營す る と 

云ふ大 理想 を 我々 に與 へた。 之程大 いなる 事業 はない。 基督の 王道 程 偉大なる もの は 無い ので あ 

る。 匹夫 も 賢明なる 帝王の 雄阖鴻 業に 與 つて、 其の 精神の 欝勃 たる を覺 ゆる。 楠 正 成 は 豪傑に 違 ひ 

ない。 併し 彼が 後醍 蝴 帝の 旨に 一 致して 奮發 をし なかった らば、 河內の 一豪 族で 終り、 後世の 歷史 

にも 名 を 留めす に すんだ であらう。 湊 川で 死んだ の は 無論 惜 むべき である。 けれ 共 後醍糊 帝が 無 か 

つたら ば それ こそ 福澤 先生のと 違った 意味で 權 助の 死 狀で 終った かも 知れぬ。 基督の 王道 は 人 を 永 

久の 事業に 伴ひ往 くもので ある。 其の 經綸 に與 るに 依って 詰らぬ 人 も 大きくな り、 虫|: 螻 同然の 我々 

が 天の 使の 様に もな り、 露命 日 一夕に 迫る 身が 永遠 無窮の 結 鬼 を 共に する ので ある。 ォ ー ガス チンが 

『祌の 都』 なる 大 思想に 胸の 燃 ゆる 如く 覺 えたの も此處 だ。 バウ a が 『我等 は 神と 共に 働く』 と 言 

ふた 時の 心 持 は 如何で あったら うか。 其の 精 祌は天 { 仝-海 澗の 有様で、 意氣 宇宙 を 呑み、 雄心 世界 を 

爾倒 する 勢 を 示し、 其 心地 善き 事喩 ふるに 物 無しと 肯 はざる を 得ない。 千 や 二 千の 零餘 身代の 人と 

組合って は、 其の 事業 も 高が 知れて 居る。 之-か^ 澤榮 一と か、 三 井、 岩 崎な どの 組合 程なら ば、 中 

々立派な 仕事 かも 知れぬ。 名も無い 壯士と 同盟した 處で 政治 上に 何ん たる 仕事 も 出来まい。 藤と 

か大隈 とか 云 ふ 輩と 同盟 すれば、 或は 大政 治 家の 部類に 這 入れる かも 知れない。 人間の 事 皆 此の 寸 

法で 割出され るので ある。 元來 我々 の 組合が 甚だ 低い。 もっと 氣 張った 同盟 を 結ばねば 往 かぬ。 基 


1^^^はほ盟_^5^業を天まで持って柱くのでぁる。 八， や 世界 が^だ 狹く なった。 ^ぶ" 卜： の 糾合 も 遠く 海 

の 外まで 及んで ゐる。 此虚が よ.^ も 今が 大きい と 言 はれる 理由 だ。 併し 其. 将敎は 限.^ ない 神と 紐 

合^3^業を取り：^ぶのでぁる。 所謂 神の^の 終 營が是 だ。 神と 一致して、 人 問の is$ ^初めて 4? も 偉大 

になる。 一家の 內 でも 稷 々な 人物. か 居る。 街 炊 は 烏 と共に^き 出で 働く。 横 助 は^と 共に 勒. 勉 

する。 な 子 は 親の 秘密に It じ、 共の 利 ハ处を 八" 配し、 途に 凡ての 身代 を 相 辩 すス。 お 二； や 横 助 は 如何 

に 働いても、 H.: 人の 懷を 知らぬ。 一家の it, 想 は界み 込めぬ。 其の仕事は^^を炊くのみでぁス。 走り 使 

ひ をす のみで ある。 之 を 子に 較 ぶれば 天地 雲泥の 相途 である。 人 此の世に 生れて isf ら 其の fiii  、を 

卿み 共の ^s? を勒 むる 丈で、 一向 天地の 大方 針 も 解ら す、 其の、 H,: 人た る 神の 竟. H い： 何處 にあり とも 合點 

が出來 ぬ。 祌の 子た るの 精神 を 以て 天父の 懷に 入け 込み、 萬物創造の歸趣に&\を|^|ぎ、 ； i 圃の 撒獎 

た る に 歡宽： す ろ ことがないならば 是 天地のお 三權 助と 云 ふべき ではない か。 其赞は 此の 故に 人 問の 

企業心 は 被 舞して 之 を 非 $c に 大きく 爲 されたい と 言 はれた ので ある。 

1C 人！： •： も 人の 至情で ある。 團十郞 が 其の 技に 誇る 如く、 豆腐屋 も 其の 呼聲を 自慢す る。 小舉 校の 子 

供 は 其 の 幼稚なる 名 # 心 に 驅られ て、 病 氣に爲 る を も 厭 はな い。 『名 心 は 最後まで 殘 つて 居る 人の 

弱點 だ』 と 云 ふ格肯 も ある。 唯 人の 譽と 神との 間に、 餘程 大きな iHi 別の ある を 忘れて はならぬ。 路 

加 怖に 『凡ての 人 雨曹を 責めな ば 雨曹禍 なる かな』 と 書いて あるが、 專ら 人から めら れ 様と 許り 

考 へて 往 けば、 墮 落と 滅亡との 外 は 無い ので ある。 故に 耶穌 は當 時の 人が 人 問 同志の 名 春 許り 求め 

愤愁 の 》- 的 解 》  ra 九 1 


情慾の s 的 解 釋  E 九 二 

て 居る 爲に 神の 事が 解らない と 仰せられて 之 を 痛く 悲 まれた。 一 寸 政治 上の 事で 喻 へ れば 此の 理由 

が 直に 解る。 目 開き 千 人、 盲目 千 人と 云 ふけれ ど、 其の 實き 目の 割合 はもつ と 多い に 違 ひない。 然 

るに 直 目の 多い 輿論 を 相手に して 其の 機嫌 をと つて 柱かねば ならない 様で は、 とても 立派な 政治 は 

成立たぬ。 立憲政治の 困難 は 東西と も 此の 一 點に歸 する ので ある。 美術で も 左様 だ。 外國往 の寶ロ 

許を當 にして は、 繪 でも 漆器で も 上等な 品の 出來る わけが あるまい。 何でも 皆 此の 通りで ある。 基 

督敎は 人間 同志の 名譽 では、 餘り 事が 小さくて 進歩 發 達の 爲 にも 爲ら ないから、 神の 前で 眞實な 値 

を尋る を 以て、 最も 大切な 事と 心得る、 耶穌 の比喻 にも 一 「爾は 善 且つ 忠なる 僕ぞ- 一一 と 言 はれる を 神 

の 前の 譽 とする 意味が 明かで ある。 人が 此處に 眼 をつ けて、 神の 前での K 慎に 重き を 一番 餘計 置く 

とか 

様になれ ぱ、 萬 事の 振 合が 變 つて 來る。 『天下 を 敵に 引受けても 從容 として 迫らす、 衆 口金 を I1H5』 

と 首 ひ、 護 言 盛んに 行 はれても、 其の 精神 を 動かさない i が出來 る。 人生の 活劇が 神 を 見物と して 

行 はるれば 何と 愉快で あるまい か。 人の 見物 許り 當 にして 居って は、 乞食 芝居の 外 打てない ので あ 

る。 皮の 死んだ タル メ、 - ジが數 年前ブ ルツ クリンに 於て、 希伯來 書の 第 十二 章 一節に 『我 倚 斯く多 

まと 

くの 見證 人に 雲の 如く 圍 まれ たれば、 凡ての 重き 物と 索へ る 罪 を 除き， 耐 忍びて 我らの 前に 置かれ 

たる馳場を^^^る』 と 言 ふ 一 節 を 題と して 說敎 したの を 記憶して 居る。 其 芝居 掛 りの 雄辩と 姿勢が 今 

でも 目に チラつ いて 居る。 我々 は 神 及び 天の 軍勢 を 見物人と して、 天 晴の技 を 演じたい もの だ。 『井 

の 中の 蛙 大海 を 知らす』 では 决 して 腹一杯の 仕事 は 出来ん。 人間 許りでなく 神の 見る 前 を も 考へ無 


いで は往 かぬ。 名释 心の 有害で ある は餘り 低い から 起る ことで ある。 神の 求めさへ すれば 萬 事 

善い ので ある。 

愛したり 愛せられた りする ことが 無かった 日に は、 世に 生き甲斐の 無い 話で ある。 愛 は 生命で あ 

る。 愛せす ば 人に 心 はなから まし。 人生の 花 は 愛 だ" 併し 此の 愛情に 廣 さと 深さと 長さと が ある。 

或は i 鹿い 許りで 深さの ない 愛 も ある。 幾許 愛しても 夢の 問の 事で は 一 向 詰らない。 我々 は 限りな 

い 愛 を備 へて 限り ある 世界に 往んで 居る。 心 は 非常に 長いので あるが 世 は 如何にも 短い。 其の 故 

愛を滿 足させる のに は、 此の世界 以上に 志 を 寄せねば、 なんとも 致 方がない。 井の 中で 检の 稽古 を 

試みる 様な もので、 何分 思 ふ 儘に 往 かぬ。 其處で 世が 皆 濁って 居るな どと 無暗に 不平 を唱 へて 屈 原 

を氣 取る 人達 も ある。 これ は出來 ない 相談 を 社會に 持ち掛けて、 唯 だ躍氣 となって ヂレ 込む ので あ 

る。 無理な 注文 は 通らない： iijn だ。 詩の 一  一士 ー篇 一 一十 六 節に、 『M ホバを 求む る 者 は 之 を i? 美すべし、 

雨 曹の心 永遠に 生き 長ら へん』 と ある。 即ち 神 を 求め 之を譜 美して 志が 滿ち、 心に 足る 様に 受るこ 

と を 一! 目った ので ある。 心 を 盡し意 を盡し 精神 を盡 して 主たる 爾の神 を 愛す 可し』、 之が 基督の 敎 へら 

れた 第一 の 訓戒で ある。 人生の 最大 目的 は 即ち 此處 だ。 アブ ラハ ムは 『神の 友』 と 呼ばれた。 神 を 

友と しなければ、 人生 誠に 寂し さに 堪えぬ。 我々 は 愛 心 を 動かして 世の中から パン を 得 様と 試む る 

ので あるが、 授けられ るの は 多く 石の 類 だ。 神で 無ければ 愛を滿 足すべき 者 は 決して 無い。 それ だ 

から 『鹿の 溪水を 慕 ふ 如く、 我が 魂 神 を 喘ぎ 求む』 と 言って あるの だ。 ォ ー ガス チンの 言に 『我々 
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の 心 は 神 を 愛する 爲に 作られた』 と ある。 全く それに 違いない。 所が 此の 神 を 知らないから 何とな 

あは  ビ 

く 人の 心が 焦た だしく、 其の 魂が 餓 るく 感 する の である。 

『生命 あっての 物種』 と 言 ふ。 實に 生存 競爭の 世の中で ある。 我々 は 生存す る植 利が あると 言つ 

て、 國 家に 對 して 隨分 無理な 注文 をす る 社 會黨も ある。 仙人の 話 は 成程 馬鹿らし いこと も 多い が、 

不老不死の 方法 を考 へて 人心の なくなる を も 厭 はない 所な ど、 實は憐 むべき である。 I 面 同情に 堪 

えない 樣に思 はれる。 併し 生命と は 何で あるか。 此の 心が 其の 本領 通りに 活動して 其の 適當 なる 目 

的を與 へられ 一 々之と 順應 して 其の 關 係の 圓滿に 成立つ が 即ち 生命で ある。 松 も 盆栽で は 其の 本色 

の 生命 を 伸す ことが 難 か 敷い。 閱黑 では 花 も-^、 かぬ。 牢の 中で は 人 問ら しい 顔に も爲れ ぬ。 自然界 

に緣の 在る 限り 之と 圓滿 なる 關係を 保たなければ 自然 的 生活が 出來 ない。 だが 我々 は 自然界に 屬す 

るの みで 無く、 靈 界と關 係が 深い。 神の 國の 公民で ある。 然るに 神と 無關 係に 打ち過ぎて は、 結局 

人類の 生命が 不具になる 道理で ある。 さ氣の 流通が 悪ければ 氣 息が 窒 つて、 惡く すると 死んで 仕舞 

ふ 如く、 神と 緣 遠い 遣 方で は 其の 結果が 甚だ 覺 束ない。 其れ だから 神と 其の 遣し 給へ る耶穌 基督 を 

知る、 是れ 限りない 生命で あると 聖書に 敎 へて ある。 神 を 信じて 之と 親しむ ことが 厚く なれば、 自 

ふる ひ «0  ゆたか 

ら 人の 生命 奮起って 充溢す る 様になり、 其の 內容 極めて 豐 富で 其の 趣味 甚だ 深く、 其の 活動 多様に 

なって 實に 値の 大きい ものと なる。 生命の 尊い ことが 此處に 始めて 了解され る。 かうな つて 來 ると 

と 二し a 

生命が 永遠に 續 かなければ、 勘定が 合 はない ことになる。 其處で 永生 を 期す る 念が 勃然として 萌し 


て 来る。 耶 穌がァ ブラ ハ ムの祌 イサクの 神 ヤコ ブの 神と 云 ふ 語 を 捕へ て 紫 性の 不朽 を證據 立てられ 

たも、 此の 意味で ある。 祌を 愛し 神に 愛せられる 生命 程 貴重な もの はない。 此の 尊い 趣味が 解る と 

五 4. 年の 生活で は、 とても 滿 足を與 へぬ。 世人が 永生の 問題に 氣 の乘ら ない 理由 は、 神 を 知らす 從 

つて 永久で 無くて は 勘定の 合 はない な 値が 刺然 出て 來 ないから のこと である。 祌と來世とは相^{5 

つて 人の 心に 出入す る もの だ。 祌を 友と する ことに 爲れ ば必. f 限りない 生命 を 慕 ふの 念が 勃 林-もじ 

靴い 樣 になる。 げに 生命 は 大切な ものであるが、 限りない 生命まで 持って 往 かねば 中お 一半 端で、 草 

木なら ば 一 寸芽を 出した 許りで 花も果 も出來 ない と 同然で ある。 

以上 述べた 如く 我々 に は 神の 國と 其の 義とを 求めなければ、 成し遂げられない 種 々な 欲 を 持つ 

てゐ る。 基 傅が 生ける パ ンを與 へ、 活ける 水を飮 ません と 仰せられ たの は此處 である。 共の 招待に 

從 つて 人類 慾 望の 意味 を 徹底し なければ、 人生 程 馬鹿らし いもの は 無い。 此の 處 I つで 世の中が 夢 

にも 爲り叉 現に もなる ので ある。 
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都と 田舍 

暑中休暇で 段々 御歸 りになる 人 も あり、 田舍に 行かれる 人 も あり、 それから 東京に 引き越される 方 

も ある。 そこで 、今日は 都と 田 舍と云 ふ說敎 をしょう と 思 ひます。 即ち 都と 鄙と でも 言 ひませ うか。 

まち ふ 5 ち 

御讀 みに なりました 哥林多 後書 第 十 一章に 『城 裏の 難、 野の 中の 難』 と 云 ふ 句が ある。 同じ 章の 

終りの 方 を 讀んで 見る と バウ 口が. タマ ス コ に 於て 餘程危 い 目に 遭 ひ、 籃で 城の 石垣 を 吊り 下されて 

難 を 週れ たと 書いて ある。 其の 他の アン テオ ケ、 コ リント、 エルサレム など 方々 の 都市に 於て おは 

餘程危 い 目に 遭った のです。 無論 其の 傳 道の 旅行 中 寂しい 所、 人跡 絕 えた 所、 或は 片田 舍、 海の 邊 

りな どで も 非常な 目に 遭った こと も隨分 多から う。 一生の 經験を 顧る と 種々 の 困った ことのあった 

中に どうしても 城 裏の 難と 野の 中の 難と いふ もの は、 彼が 忘れ 難い 所であった。 今朝 は バウ 口の 出 

遭った 難儀 を 彼が 言葉の 意味 丈で 考へ すに、 之 を 枝 折に し、 銘々 の 身に 當て 3^ めて 之を考 へて 見た 

いと 思 ふので す。 

どうも 人間 は 自分の 不如意の こと を 境遇 や 事情に 歸 する 傾が 奇態に 多い。 若し 田舍 に蹉踞 つて 居 

らんで 都に でも 住まったならば 嘸 かし 立派な こと も 出來 る だら う。 若 し靑妻 の 志 を 得て 出 世す る と 


いふ 時 至らば、 どんなに でも 切り 廻して 一 っ祌の 榮を顯 はして 見たい とか、 或は どうも^う 忙しい 

^=.務多端な身分で、 S 合 も あり 色々 嫌な 事が あるから 思 ふ 様に 行ん ない。 信仰 も出來 ない。 田舍へ 

でも 引？ - 一んで 小ノし 落ち着いて 居られたら、 本當 に宗敎 のこと を らに 遣って 見たい、 奈何 せん 此の 

境遇が 許さない から £ ると 言 ひます。 或は E 舍に 居る 人 は^りに 都市に 出た がり、 都の 人 は^ < ^に 

ir きたがる。 若し 斯うであった ならば、 あ、 であった ならばと いふの が 我 * の^で ある。 

.ff し耶 妹の 敎へ はそう 云 ふ 風に、 萬 事 を 唯 境遇に it して是 は 仕方がない、 是 だから 已むを i:- ない 

とい ふ 事 を 言 はせ ない 趣^です。 そんな 理窟 はない。 若しも 唯々 周圓 四方の 事愦ゃ 境遇に 制せられ 

て， が §ら ない 様で あるならば 人 問 は 救 はれる ことが 出来ぬ。 到底 運命の 奴隸 である。 境遇の 奴隸 

である。 斯の 如く 必然的な 述 命に 屈服して 行く 様な 譯 では 注かない。 兹に祌 の 恩、 限りない 生命、 

倩 仰から 生す ると ころの 自. 5、 神の 子供た るの 自由と 言 ふ ものが ある。 此の 運命 は 捕 はれて 仕舞へ 

仕方がない。 漫然^？？めを附けて居る連中は、 惠の 力、 限りない 生命の 力、 基督 信徒の 自. E なる も 

の を^んで 大いに！^, 發 せねば ならぬ。 

一 體人問 は 何 虚で罪 を 犯した のです か。 创世 記の 始めに 書いて 有る が、 あれ は 文字通りの i で 

は 無から う。 其の に 理解して は 可笑しい 節が ある。 併し乍ら 何しろ 人情に 適って 居る。 *5 と 善 

く 一 致して ゐる。 エデンの 園、 あれ 程 結構な 境遇の なかで、 是 から 自. H 自在に 發 育が 出 來る。 河 は 

清く、 花は簡 はしく 萬 事 意に 適し 心に 滿 ちて 居る。 その 中で 罪 を 犯した のです。 境遇 は 全能で はな 
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い。 善 かれ 悪 かれ 皆 心 I つで あると 思 はねば ならない ので ある。 

先づ 『城 裏の 難』 から 考 へて 見 ませう。 實に城 裏に は 色々 危ぃ ことがある。 耶穌は つて 橄欖山 

の 上から エルサレムの 城 を 御 見渡しに なり、 之が 爲に 嘆息せられ 遂に 淚を 流された。 其の 罪悪の 滿 

ち 溢れて 居る こと、 1M 欧 して 居る こと、 又 如何に 太平 を 装うて 居っても、 祌聖を 示して 居ても、 何 

れ 程の 罪悪が 其の 中に^んで 居る かな ど 御考へ になり、 之が 前途 を 思 ひ 遣って 泣かれた ので ある。 

今 も 同じです。 都市の こと を考 へて 見る と、 神の 意に 適 はない こと 我々 の 用心すべき こと、 本當に 

奮發 をして 遣っつけ ねばならぬ ことが 澤山 ある。 何 處でュ ダは罪 を 犯した か。 彼が 耶穌 を賫 つたの 

も 矢張り H ルサ レムで ある。 都 大路の 中で ある。 今日 も 矢張り 都の 中には 耶穌 を賣る 様な ことがあ 

ります。 主耶穌 基督が 赌 野で 經驗 された 三つの 試の 中に エルサレムの 殿堂の 顶 から 身を投じて 衆人 

の 眼 を 驚ろ かす こと を やったら 如何 かと 言 ふ 試が ある。 大勢 集って 居る 盛んな 都、 花の 都の 中には 

兎角 有り勝ちの 話で ある。 多くの 人 の^を 驚かすべき 紫 をして 退け やうと 云 ふ考へ は、 先づ 片田舍 

にある ことで ない。 大 なる 都の 中に ある。 基督 降 生の 時 東方から 博士が エルサレムに 來て、 ユダヤ 

人の 王と て 生れた 者 は 何處に 在る かと 尋ねた。 彼の 時の 騷ぎ を御覽 なさい。 學 者が 寄って 相談 をす 

る。 彼等が へ ロデ 王の 召集 を 受けて 其の 諮問に 答へ た狀を 見られよ。 其の 腐敗して 居る 有樣、 其の 

浮薄なる 有樣は 言語 道斷 である。 祭司 も 博士 も 眼前 基督の こと を 研究す るので ある けれど、 唯 だ そ 

の 殺す とい ふ 計 謀に 乘 つた 丈で ある。 實に 都と いふ もの を考へ て 見る と 聖書 一 冊で も 色々 な ことが 


ある。 

或は 遠方から 此の ia- 京へ 出て 來て 寂しい 人 も ある だら う。 故鄉. を 出て 遠く 家族 を 離れて る 人 も 

ある。 彼化サは{叔しく獨りで^05^して115る。 家庭 を 離れて 孤 b で 尻る と 云 ふ 場合から どれ の危 いこと 

が 起る か。 考 へて 見る と是は 同情に 堪えぬ さで ある。 或は 人 多く 群がって ヮ ヤ^- \ -騷ぐ 中に rtn 分と 

云 ふ ものが 全く 1^ めら れて 仕舞 ふ。 無くなって 仕舞 ふ。 まことに 危 いこと である。 人が 澤山 住んで 

居る けれど、 又 幾ら 往來 が繁 くあって も、 實に 寂しい こと を感 する。 唯 だ 天地 ii 已 一人の 様に 感す 

ろ 場合 も ある。 此の 際餘秤 川 心して 確り ^發 して 神の 恩 を 受けなければ 不安心 極まる ことで ある。 

都 は 極く 忙しい。 非常に 多忙で ある。 彼の マルタ を御覽 なさい。 耶穌の 變應に 大變^ け 廻って 居 

つた。 之が 爲 妹の マリヤが 靜 かに 耶穌の 一 百を聽 いて 居る こと を悄む 心に なった。 そうして 心に も 無 

ぃ雜 一一 一一 〔を 吐いた。 自ら 靜 かに 考 へて 祌の敎 を 受け 入る \ ことが 出来ぬ ばかりで ない。 他人が そう 遣 

つて ほる の を さへ 悪く とった。 恐ろしい ものです。 都の 多忙に 奔走して 居る 速 中 は 自< マが 信仰 を 疎 

略に する のみなら す、 他人が 祈 禱に時 li を 費し 靜 かに 神の 道を考 へて 居る の を 見て 或は 責める、 或 

は 山^ ふ。 隨分是 があります。 信者の 中に も ある。 自分が 敎會へ 行かない、 聖 書 を 讀む暇 も 無い と 云 

ふば かりで 無く、 却って人の上にまで幾分か邪魔をする^^がぁる。 都に は マルタが 多い。 是 都の 難 

の 一 つで ありませ う。 

華美と か 流行と かいふ もの は 女の 頭の 飾 や 着物の 模様ば かりで はない。 そう 考 へて は 大問逮 ひ 
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だ。 實際 華美 好な 流行 好きな 世 問 向な 極く 輕 薄な 心 は 都に 多い。 隨分 地方に 居る 間 は 敎會へ も 出て 

なかく 骨 を 折った 速 中が 都へ 出て 來 ると 浮かれて 仕舞 ふ、 氣が變 る。 それが ため どの位 精神 上に 

害 を 受ける か 知れない。 

田 舍は 附合 も少 いし そ う は 傲 な 心 も 出て 來 ない。 併し 都で は 社會 の 階級 或は 色々 な 生活 向の こ 

とに 就いて 大變 傲^に なり 易い。 勿論 田舍 にも 社會の 階級が ある。 彼 處の家 は 古いと か 何 だと かい 

ふ樣な 事が 隨分 ある。 けれども 田舍は 生活 上の 傲慢が 薄い。 生活 上から 來る 傲^ は 甚だ 危 いもの 

だ。 少し 出世 をす ると か、 或は 身分が 好くなる と 今までの 學 生が 進んで ーュ身 出世 をす ると かいふ こ 

とになる と、 如何 も 昔の 仲間と 共に 歩く ことが 難 かしい。 以前 遣った こと を 忘れる。 遂に 生 ，活 上の 

傲 から 何時の間にやら 祌 とも 遠ざかり、 兄弟の 群から 離れる ものが 澤山 ある 樣 です。 

叉 都の 中 は 人間 见角獨 立 心に 乏しい。 唯 だ 世間 向きに、 人 次第になる。 充分に 已が 主義 や 精祌を 

伸して 之 を 思 ふ 存分 發 達させて 行く ことが 難 かしい。 今日 我々 が 此の 信仰 を 保って 之 を 進めて、 大 

いに 基 #敎 信者と して 祌の榮 光を顯 はさう と 云 ふ 段になる と 花の 都に は餘程 危險が ある。 隨分 我々 

をして 墮落 せしめる。 獨立心 を 失 はしめ る。 汚い 始末に なり 醜い 終 を 取る やうな こと も 有る だら 

う。 自分 は 全然 人に 取られて 仕舞 ふ。 自分が 自分 を 占めて 行く ことが 難 かしい。 昔 或る 祌秘 家の 言 

に 『入 をして 無暗に 自分 を 占領せ しめて は 善くない、 自分が 自分 を 占領す る やうに 務めねば. なら 

ぬ』 と ある。 我々 は 唯 側の ものから 魂 を 占領され、 宜ぃ 加減に 搔き 週され て 自身の 魂 を 確乎と 主張 


して 行く ことが 出來惡 い。 ，てれで は 基督 信者の 精神に 適 はない ので ある。 我々 都に 住んで 居る と 人 

が 大勢 來る。 色々 な 仲 §1 が やって来る。 本 常に 自分の 思 ふこと や、 志す ことが 出來 ない。 - る 暇が 

ない。 遣る 餘カ がなくなる。 唯 だ 他人の ために 己 を 全く 取られて 仕舞 ふ。 世 か 此方の 魂 を 自由 勝 

手に 片付けて 仕舞 ふ。 そうして 少しも 自ら を 修める ことが 出 來ん。 是は 都の 最大 危險 である。 如何 

か 少しで も 自分 を 持って 居る 様に、 已を 保って 行く ェ風 をし なければ 實に 困った ものです。 世 問 は 

我々 の 心 を 大變俗 了す る 力が 强ぃ。 それだから^舍から都へ引っ越して來た^!<5;、 地方から 此 帝都へ 

柊 住した 人々、 或は 下から 上へ 引越し をした 人々 即ち 舉 生が 職業に ありつく、 是 から 舉位を 身に つ 

ける、 今までの 膝 栗毛が 手車に なると 云 ふ 工合で、 下から 上へ 引っ越し をす るので せう。 斯う 云 ふ 

^に 色々 と 引越 をす る 人 は 餘程此 の 際愼 まねば ならぬ。 境遇が 變 つて 今までの 經 験ゃ考 へと 達った 

右 様になる と 云 ふ は、 非^に 影 響 が 烈しい。 餘程考 へねば ならぬ。 考へ すに 居る と 東から 西へ 移 

り、 下から 上へ 移る 際に 非常な 目に 遭 ふ。 大變 安心して 居る 中に 思の 外 gf: 落して 仕舞 ふ。 實に險 呑 

である。 

衛生の 必要 は 何處に 多い ものです か。 田舍 です か 都です か。 流行病が そろく 出て 来た。 大掃除 

も 始まる が gi" 視廳が 八 釜： しく 云 ふの も、 豆腐屋へ 何 里、 酒屋へ 何 里と 云 ふ 田 舍には 必要が 少ぃ。 ど 

う も 清潔 法 を 綿密に 實行 する、 罰則 を 加へ て實 行すべき 必要 は 都で ある。 精 祌上も 全く 之と 一 つで 

す。 都の 中に 住んだり、 都へ 引越したり 下から 上へ 移ったり する もの は 用心が 肝要で ある。 境遇の 
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變る 人、 都へ 来る 人、 上の 方へ 昇る 人に は淸潔 法が 格別に 必要で ある。 服を覺 して 祈るべし。 出來 

る だけ 多く 神の 前に 靜 かな 時間 を 費さねば ならない。 餘程 克已ェ 風して、 出来ない 工面 を もして 聖 

書を讀 み、 且つ 兄弟 姉妹と 親み を 結び、 祈禱を 努めねば ならぬ。 是は 都の 中で 待 視廳が 八 釜し く 云 

ふ 如きで ある。 勵行 する ことが 必要 だ。 制裁 づきの 勵 行が 必要で ある。 唯 だもう 田舍に 居った 考で 

遺って 行く と御覽 なさい。 必す 飛んでも ない 流行病に とりつかれる。 自身ば かりで ない。 外の もの 

にまで 災 ひが 及びます。 妻子 眷屬の 信仰まで 無茶苦茶 にして 仕舞 ひます。 

それから 野の 中の 難であります が、 耶穌の 復活 後であった、 ぺテ n や ヨハネ は エルサレムから 退 

いて ガリ ラャの 故 鄕へ歸 つた。 彼ら は 昔と 打って 變り、 意氣 前日の 如く 見えない。 べテ a 曰け る 

すな どリ  え も 0 

は、 『我 漁に 注かん、 彼等 云 ひける は 我等 も 偕に 柱かん。 彼等 出で、 舟に 登りし が 此の 夜 は 何の 得 獲 

なまじ ひ  C は 

も 無 かりき』。 ぺテ a の 首 を 味って 見る に、 愁に 理想が 高く、 志 を 立て 奮發 すると、 色々 怖い ことが 

起って 來る。 辛い こと も ある。 疑 ひも 惱みも 生じる。 ，てんな 狂 一一 =1: をして 麼 落して 怪我 をす る 樣なぁ 

ぶな つかしい こと を 遣る より は、 人間 はもつ と 氣樂な 方が 好い。 まあ 釣で もして 獲物 を 取るな どが 

結句 身の 福で ある。 安心 だ。 氣樂 だ。 ぺ テロ 等 は 幾分 か 斯う 云ふ氣 味が あったら うと 思 はれる。 し 

た、 かもの のべ テロで すら 此の 如し。 外の 弟子 共 は 言 ふまで もない。 其 所で 何時 \ ^も 人間が 萎縮し 

て 引 込み 思案に なると 極めて 危險 である。 それ \ ^は 活動が 出来ない。 引 込み 思案になる のが 野の 中 

の 難で ある。 故に 基督 は 此の際 特にべ テ a 等 を 警め 勵 まされた のです。 


义耶穌 がべ テ。、 ヨハネ、 ヤコ ブ 三人の 弟子 を 1!!;^ れて 山に 登られた ことがある。 そこで 御. f やが 變 

つた。 =aR 子 逮は 非常に ろいた。 どうも 感じ入つ てもう 歸 りたく 無くなった。 如何 か 此の 山の 上で 

人里^れた ところで 何時 ま も暮 したい。 混沌た る 下界の 有様、 やつ さもつ さ樣み 合って、 紛々 た 

る 共の 有様 は赏に 馬鹿らしい。 寧ろ 此の 山に 居って モ ー セゃ H リャを 友と し、 的な！^ に祌々 しい 

有様の 中に ci^ つた 方が 一 番 好い。 彼ら は歸 るの が 嫌だった。 下山す るの を 好まぬ。 如何 か 何時まで 

も エリヤ、 モ. "セの 側に 侍して 其の 餘光を 被りたい と 念じた。 是が 矢張り 一 つの 危險 である。 所謂 

野のう ちの 難で ある。 されば こそ 耶穌が 忽ち 下山 を 促された 次第 ある。 

故に 粉々 たる 世の 腐敗の た 中、 議論 や 何 かの 渦卷 いて 居る 中へ 其の 弟子 ども を驅 つて 身 を投ぜ 

られ たの \ ^す。 此れが 术 常の 精神で ある。 所が 信仰 上の 利已 主義、 魂の 利己主義と 云 ふの が ある。 

唯 だ 端然 神の 前に 坐して 餘念 なく、 已が 精神 上の 事ば かりにしたい。 神 を 思 ふば かりにな りたい。 

これ は隨 分危險 です。 人間 は疋 面から 惡 いこと で危ぃ 目に 出喻 はすこと は 少ぃ。 けれども 善い こと 

を仕拟 じて 飛んだ 方針の 間違 ひ をす るの が 最も 恐ろしい。 讓魂 上の 事に 耽る の も 困った ことと 言 は 

ねばならぬ。 これ は 我々 に 多くない ところの 危險 かも 知れぬ。 平生 餘り 山に 登らない から 此の 危險 

が少 い。 如何 か 此の 危險が 多くって 心配す る 程に なったら 宜しから うと 思 ふ。 我々 に は 山へ 登る か 

ら 生す る危險 がどう も少 い。 我々 は 鍵 魂の 足弱で ある。 信仰が 柔弱で ある 故、 ナカく 登山が 出來 

な. so 魂の 登山が 滅多にない。 觅 我々 は 山の 下に 齷齪して 居る。 人間が 若くな り、 信仰が 進んで 
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來 ると 全く 反對な 危險が 起って 來 るので す。 

二人の 弟子が エマオと 云 ふ 村へ 何だか 1 として 出向って 行った。 何故であります か。 彼等 は耶 

穌に 死に^れ たので、 狼狽して 仕舞った。 がっかりして 終った。 それで 都の 中に ぺテ Q 等と 倶に集 

つて 居る 事が 嫌に なった。 非常に 失望した。 互に 額 を 見合 はせ て 居る のが 辛くな つた。 引 込み 思案. 

が 出た。 それから 都 を 離れた。 其 失望の 様 は 見られない。 唯悲觀 的に 自分の 胸に 手 を當て X 考 込ん 

で 居る。 思案に 暮れて 居る。 決して 活氣が 無い。 疑惑に 陷 つた。 氣を 落して 居る。 即ち 野の 中には 

屹度 斯の 危險が 多く ある。 耶穌が 態々 救 はれねば 爲方 のない 程な 危險 である。 だから 十分 用心が 大 

切 \ ^ある。 E 舍は餘 っ程雅 である 様に 見える。 所が 私 は 妙です、 自分の 心 を 言 ふと E 舍 より 都が 好 

きです。 此の 九 段の 阪 から. 東京の 都を昆 ると、 取り分け 雨が 降った 揚句 天氣の 晴れた 時 は、 實に惊 

快 す。 殆んど 山水 も 及ぶまい と 思 はれる 好い 景色が ある。 私 は 山 も 好き、 川 も 好きだ。 併し 都の 

S さ？ 5 ほ  ひねく 

美 も 大した ものであると 思 ふ。 人が £ 舍に 居って 畠で も 作って、 牽牛 花な ど拈 り、 草な ど をカダ つと 

か、 桑 を 作る とか 何 かやって 居る と 何處か 風流で 鞭 だと 首 ふ 「L 一  计 さう：： 3- える。 所が 畑の 中の 俗な 

こと、 また 酷い ものです。 何故です か。 幾ら 孔 明か 太公望 を氣 取っても 唯 だ ブラく やって、 大き 

い 思想 も 無く、 心が 芋 や 盆 裁に なって 暮 して ゐる。 氣樂に は 相違ない が、 何 所に 雅な 所が あるか。 

畑の 中で 桑 を 作ったり 庭の 花壇 を 仕つ けたり する 許りで 風流 だ、 雅 だとい ふ氣が 知れない。 こんな 

こと を 遣って 居るな かに も 非常に 俗な ことがある。 大 俗が ある。 或は 都の 中に 働いて 居る 人よりも 


俗な 狹ぃ 心が あるか も 知れない。 閉 人が 骨 をィ チクリ 问 したり、 ^^ゃ將棋に餘念のなぃ所を御^^ 

なさい。 理想が 消えて 居る。 志 は 全く 昔の 夢に 葬られた。 五 尺の 驅を 持て あっかって 退屈 ざまし に 

風流め いた こと を遗 る。 それに 何の 風流が あります もの か。 これが 『野の 中の 難』 の 一 つ \ ^す。 如 

何も 野の 中で は 人 ^ が 狹ぃ考 へ、 低い 考へ、 ブラく で 此の世の 中 を 送って 行く 考へ になり：^ い。 

希 が^い。 工夫が 無い。 理想に 乏しい。 或は 幸に して 詩が あっても 共の 趣味 は 發句位 す。 御祭 

の時行燈に|^3ぃてぁる發句見た様なものです。 ー赏に 散文的 極まる ものである。 ？权 風景で ある。 だか 

ら 野の 中 も隨分 俗にな り 易い と考 へられる。 決して W 合が 雅 でない。 田舍に住むと首ふばかりで；！^^ 

の 木 常の 骓 趣が あったら 可笑しい もの だ。 野の 中の 沒现想 は 恐るべき 危險 である。 風流 振って 大俗 

になる。 是は愼 しむべき 話 e ありま せんか。 野に 在りて 俗 了す る 者が 澤山 あると E わ ふ。 

また 精神 上の 個人主義 も 野の 中の 難で ある。 獨 りで 善しと すまし 込む。 自分 獨 りで 神に 仕へ る。 

宗教 上の 個人主義 又の名 を^ 性 上の 傲慢と 云 ふ。 是が 世間に は 中々 多い。 信仰 上の 兄弟 姉妹と 共に 

進退 出 人す る 場合に も餘程 弊が ある。 それ を 厩 ふて 野の 中に 暮す。 暫く 獨 りで 信仰す ると 云 ふに 至 

る 人 も ある。 勿論 我々 は 履々 獨 りになる が 好い。 獨り にならねば ならぬ。 是は耶 が 山に 登られた 

様に 我々 にも 必要です。 けれども 此の際 如何 か 精神 上の 個人主義、 信仰 上の 傲忮 には陷 りたくな 

い。 無敎會 主義が 野の 中の 恐るべき 弊害で ある。 

此の 暑中； t の 恩に 依って 其の 機 會を與 へられるならば、 海へ も 行くべし、 山へ も 登るべし、 或は 
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田 舍へ引 込むべし であるが、 御氣を 付けなさい。 船が 荷 を 積まない 時 は 至極 危險 です よ。 少しの 風 

でも 引つ くり かへ る。 打つ 突かり 易い。 船 は 荷が 無ければ 態々 でも 荷 を 持へ て 積んで 參 ります。 ど 

う も 兄弟の 無い 生活に は 危險が 多い。 海邊ゃ 山の 中に 獨 りで ブラく して 生活す るの は、 大 變氣樂 

な 様で ある けれど、 其の 中に ナカく 危ぃ ことがある。 幾多の 罪惡が ある。 信仰の 冷却 も ある だら 

う。 責任の ない 生活、 氣樂な 生活、 荷物 を 積まない 船の 生活、 色々 社 會の關 係から 暫く 緣を 切った 

生活 は、 絲の 切れた 紙鳶 見た 様に 何處へ 飛んで 行く ので あらう か。 此は 確かに 考 ふべき ことで あ 

る。 夏の 生活 をして 本當に 健全なら しめ、 野の 中の ことが ヤコ プの夢 同様、 祌の 榮を顯 はす 段階に 

なることの 出来る 用心が 肝要です。 『何 處で家 を 借りた。 何 處を豫 約した。 都合の 好い 同行者 も あ 

る』。 まだ これ だけで は 夏期休暇の 支度が 十分で ない。 此の 暫 らくの 生活 を まことに 神の 賜と なし、 

神の 榮を顯 はす やうに し、 身の 爲 I 家の ため 凡ての 方面に 於て、 眞に 健全なる 結 あらしむ るに 

は、 餘程 精神 上の 用意が 必要であります。 先づ祌 とその 打ち合せが 濟 まねば ならない。 然 うせす 

に、 唯 だ 漠然と 出て 行って は 實に危 いものです。 近頃 敎會に 加 はった 人、 此の 夏 東京 を 暫く 去る 人 

々は、 此の 點を考 へねば ならない。 基督 は 何 處で御 試みられ なされた か。 荒野で ある。 確かに 野に 

も 海に も 山に も 試みが ある。 都ば かりで は 無い。 ョ ハネ を御覽 なさい。 彼が 試みられ たの は へ ロデ 

の 宮中にまで 出かけて 盛んに 人を敎 へた 時分であります か。 さう で 無い。 死海の 畔、 寂しい 所で 試 

みられ、 遂に 主 を 疑 ふに 至った。 此の 遊ぶ とい ふこと や 夏期に 遠くに 行く ことに ゥッ カリす ると、 


だ 悪い 結 菜が 来る。 却って a; 生命の 衰滅 を 来らす 恐れが ある。 願 はく は 此の 夏休み 中、 靜 かに 刺 

の御聖 3" に ® ふやう 日 を御暮 しになる こと を 希望いた します。 神の 賜の 休息 を 濫用して、 已 が！^ を 

^け、 却って 祌と 遠ざかり、 其の 惠を 無にする ことなく、 之が 爲 如何 ぞ して lE^ 祌 に 近づく ことが 

出來、 今までよ ひ 盛んに 祌の 榮を顯 すべき 準備が 其の 間に 整 ふ 様に 致したい。 然 うすれば 此の 夏期 

休暇が 或は 五十 估 六十 -4- 百倍の 實を 結ぶ ことになる を 疑 はない。 

(1 九 〇 二 年 七 H;) 
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馬 可 傳第六 章に 『如何にして 此 人に 斯の 如き 事 あるか。 誰よ ひ此 智慧 を 授けられて 此の 如く 不思 

議 なる 業 を も 其 手より 爲 すか。 彼 は 木 匠に 非す や』 と 云 ふ 語が ある。 是は 耶穌が ナザレに 行いて 傳 

道せられ た 時、 人々 が 驚いて、 如何にして 此人は 斯う 云 ふ 様な ことが 出來 るので あるか、 何處 から 

斯の 如き 智慧 を 授けられ たので あるか、 如何にも 其の 人物と 仕事と が 不思議で たまらない。 而も 此 

の 人 は 大工で 無い かと 云 ふ 問題 を 提出した ので ある。 此れ は 昔からの 問題で ある。 今日 も尙ほ 此の 

問題が 論ぜられて 居る。 耶穌は 人で は 無から う。 實に 神で ある だら う。 此の 神で ある だら うとい ふ 

意味 も、 日本で 官報の 端に 活版 刷で 出て 來て、 人が 忽ち； t になる とい ふ 様な 意味で ない。 基督 敎で 

言 ふ 所の 神で ある だら うか 無いだら うかと 今日 も 尙ほ眞 面目に 研究され て 居る。 斯の 如く 論ぜられ 

る 人 は、 基督の 外に 無い。 何處に 行っても 人の 身の上 を斯 ふい ふ 風に 論す る 例が あるまい。 或は 釋 

迦の 事な どに 就いて 多少 議論 も 無いで はない。 これと は 全く 違って 居る。 祌 だら うか、 如何 だら う 

と 云 ふ 様な こと は 耶穌に 限る。 實に 不思議な 話 だ。 基督が 斯の 如き 問題に なって 居る のが 旣に不 思 

議だ。 耶穌が 此の 如く 論ぜられて 居る と 云 ふこと が 我々 の 問題で ある。 如何い ふ 譯で斯 かる 問題に 


なった ので あるかと f 曰 ふこと が 問題で ある。 

そこで 凡そ 人物に は 三つの 種類が ある。 一つ は 事業家と 云 ふ。 I つ は 思想家と いふ。 一つ は德行 

家と いふ。 此の 人 は德行 家に 得手で ある。 彼の 人 は 大した 人物で もな く 敏腕家で もない が 何しろ 思 

想 家 だと 云 ふ。 世に は クロム ゥ H ルも あれば カント も ある。 或は ジン ゼン ドルフの 様な 信仰の 厚い 

人 も ある。 或は ル ー テル 見た 様に 事業 も 思想 も 亦 共の 性 も、 後世 まで^く 様な 人物 も ある。 そん 

なら 耶穌は 何 處に編 人 せらるべき であるか、 專ら 如何 云 ふ 部類へ 人れ たら {且 いか、 事業家と も 思想 

象と も德行 家と も 一 つに 限って 云へ ない。 總 ての 美 を I 身に 具へ て 居る。 基 1^ が 今日 人 を 動かして 

行く 所、 其の 品性が 萬 世の 校範 になって 居る 所 を御覽 なさい。 又 其の 力が 能く 萬 民 を 支配す ると AJ 

ろ を 兑れば X ばに 不 議 である。 基督 敎 では 耶穌を 祭司の 長と も 云 ひ 王で あると 稱へ、 叉 W 言 者で あ 

ると も敎 へる。 今日は 暫くの 間 耶穌が 誰で あるかと 云 ふ 話の 一端 を考 へて 見たい と 思 ふ。 決して 難 

か 敷い 神擧 上の 議論に 立 人る ので は 無い。 誰でも 考 へれば 容易に 分る と 云 ふ 様な 點を 三つ 四つ 話し 

て 見せたい と 思 ふので ある。 

先 づ耶穌 は 世の中に 在って、 決して 迂澗な 人物でなかった。 昔から 君子と か § とか言 はれる 人 

になる と、 事情に 疎い ものが 多い。 君子と！ 一目へば 何だか 迂遠な 人間。 物識と 言へば ぽ ー ッ として 居 

ると 云 ふ 様な 譯で、 或は 仙人な どい ふ 甚だしき 點 にまで 行かないでも、 人た る を 免れない 向 も 

ある。 甚だ 高尙な 精神 を氣 取って 居る 釋雲照 見た 様な 人 は わざとお 金 を 手に も觸れ ない と 云 ふ。 困 
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つた 氣 取り 屋も ある もの だ。 道德に 篤い 人 は、 世事に疎いの を 得意がって ゐる やうな 工合に 思 は 

れ る。 

併しに 穌 を御覽 なさい。 實に 善く 世事に 通じて 居られた。 誠に 時の 事情に 明るかった。 少しも 迂 

遠で はない。 耶 穌は當 時の 歷史に 精通し、 其黨 派の 關係、 サド カイの 仲間、 パリ サイの 徒、 或は ェ 

ッセネ の I？ 或はへ P デの黨 など、 其の 銘々 の 性質から 其の 精种、 其の 性行、 其の 主義、 長所 短 

所まで も 明かに 知悉 せられた。 而 して 8. を 一 々適當 に 取扱 はれた。 是は 時勢 を 看破し 其の 事情に 

善く 通じて 居られた からで ある。 今や 吾が 國黨 派の 關 係が 人り 組んで 居って、 政治家で も社會 改良 

家で も 叉 甚だしき は宗敎 家で も、 出處 進退に 迷って 門 違 ひ をす る 人が 澤山 にある。 飛んでも 無い 所 

へ 首 を 突き 込んで 足が 拔 けない。 生涯 石臼 を 首へ 附 けられた 様な 風になる 人 も 見受ける。 而 るに 耶 

穌が ユダヤ人 を 取り扱 はれ、 其の 中に 出 人せられ た 時分の 事を考 へて 見る と 如何にも 事情に 明る 

い。 所謂 時代の 歷史を 事 明細に 知って 居られた。 實に 不思議で ある。 それ 故人 情 世事に 老けて 居る 

人 は、 當時耶 穌の歷 史的 關係、 黨 派的關 係と 其の 遣り口 を 見て、 是は 如何にも 不思議で ある。 如何 

して 斯うい ふ 智慧が あつたの であらう か、 と 驚く のであります。 

基督の 如き 理想家が 何處 にあります か。 實に 高尙な 理想で ある。 遠大 極まった 理想 だ。 基督 は 我 

々を 驚かし、 萬 世の 人 を 驚かす 所の 理想家で ある。 まあ 理想家と 云へば 大變 好い 言葉で あるが、 

罷り 間 t う と、 理想家 は 空想家で 終る 危險を 記憶せ ねばならぬ。 何故ならば 理想 は 現在 其 處に無 い 


ことで ある。 將來 のこと を ひ^って、 耶稣が 喜んだり 感謝した りした こと を 御 g 化なさい。 誠に 理 

想の 大きな 高い 御 方で ある。 耶穌の 如き 现想家 は何處 にも 無い。 所が 斯の 如き 理想家で ありな が 

ら、 赏！^ の 成^ は 如何です か。 極く實 着で また 成績 も大變 多かった。 理想と 成錢 とが 此の 如く 調和 

して 居る の は 不思議で ある。 多くの 理想家 は 議論 倒れで 濟んで 仕舞 ふ。 奈ぃ事 を 言 ひながら 豫言者 

で 終って 仕舞 ふ。 所が 耶穌の 如き は、 非常な 理想家で あり 乍ら 其の 成 緩、 其の 事業 も實に 大きく、 

11ーー：；はれたことが1^?々資になって居る。 是はー つ 我々 の 注意せ ねばならぬ 點 である。 

併しながら 耶穌の 事に 就きましては、 其の 人物 を 養成せられ たこと、 其の 世に？？^ された 事業 及び 

感化が 永遠に 及んで、 世の中 を 風まして 行かれる ことな ど、 固より 不思議で は あるが 北ハの 事業の 最 

も大 なる もの は 即ち 耶穌 自身で ある。 耶穌彼 自身が 其の 最も 大 なる 事業で ある。 耶穌を 御 M:^ なさ 

い。 決して 何 處の國 何れの 人種に も愿 して 居ない。 何 處の人 だと 云 ふこと を 得ない。 勿論 其の 首 を 

M けば 猶太の 方 首であった。 其の 肉體は 無論 ユダヤ人で あつたし。 かし 其の 品性 其の 人品 其の 精神 

其の 思想 は 何處の 人で あるか。 耶穌は 決して ユダヤ人 でない。 グ リシ ャ 人で もない。 世界に 普く 通 

すべき 现想的 人物であった。 耶稣 の傳を 請んで 見れば、 是は 誰し も 感服す ると ころで ある。 確かに 

^^は 完全な 人で ある。 基督 は 即ち 最大なる 人物で ある。 

其の 埶 一誠 は 火の 燃 ゆる 様であった。 沸き返へ る 様な 熱心が あった。 此の 熱誠と 共に 最も 沈着な 自 

家 撞着の 少しもない 矛盾の 無い 人であった。 全體 熱心 家と 云 ふ もの は、 時々 自分で 自分と 違って 居 
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る。 昨日の 我と 今日の 我と 違 ふ。 ナボレ オンの 様な 人で も、 戰爭に 勝った 時 は大變 豪い が、 エルバ 

島へ 流される 時になる と ブルく 慄へ戰 いて 泣いた。 流罪に なった 時には さしもの 英雄 途方に 暮れ 

て、 女子の 如く 泣いた。 宛 も ナボレ オンが 二人 あるかと 怪 まれる。 所が 耶穌に 於て は 熱誠 燃 ゆる 如 

き 人物で あると 同時に、 其の 品性に 亂 調子が 無い、 矛盾がない。 前後左右 揃って 居る。 實に 不思議 

な 人物で ある。 故に 假令 基督が 如何なる 事を爲 さらないでも、 何れ 程の 事業 を 世の中に 遺されな く 

て も、 自分 を 御 遣し になったら、 其れが 最も 大きい 賜であります。 之に 上越す 惠は 無い ので ある。 

耶穌の 如き 品性 を 有し、 彼の 如き 理想 を 持って 居って 而も 之 を具體 的に 持って 居り 乍ら、 \ ^頭人 

を輕ん すると 云 ふ 形跡が 無い。 昔から 豪傑、 理想家 例へば 伊太利の マヂ 一丁-の 如き 人、 或は 夫に は 

遙か 及ばない けれども、 英吉利の 力 ー ライルと 云 ふ 様な 人に は、 何處 から a て も 何となく 俗人 を輕 

さげず  C 

ん じて 相手に 出來 ぬと 云 ふ 様な、 幾分 か 世人 も 蔑視んで 居る 氣 色が 見える。 力、 - ライルの. 》 きは最 

も：！ * だしい。 實際 自身と 世人との 間に、 考 へが 餘 り輕隔 して 居る ところから、 自然と 君子 小人と 云 

ふ 15! 別 を 立てる 氣 にもなる であらう。 勿論 基督で も稅 吏、 罪人と 云 ふ 下劣な 人物 ある こと は 知って 

居られた。 事實 だから 致し方が 無い。 けれども 耶穌の 胸中、 人 を輕ん じたり 之 を 疎んじた りする 様 

な氣味 は、 毛頭 微塵 も 無かった ので ある。 

又 不思議な る は 耶稣の 心中 少しも 己が 罪 を 知って 居られなかった ことで ある。 人 は 誰でも 共の 心 

の 中に 我 は 罪人で あると 云 ふ 感じ を 持って 居る。 元來 世の 中 に 罪悪と 云 ふ 感じの あるの は 耶穌の 賜 


で、 耶穌が 此の 如き こと を感覺 する 様に 人を敎 育した ので ある。 十字架の 前に 伏して 淚を 流し、 我 

に 罪人 を憐み 給へ と 懺悔す る感覺 は 耶穌の 賜で ある。 耶穌が 即ち 断の 如き 道念 を 生み出され たので 

ある。 しかるに 基哲 自身 は 少しも 罪と 云 ふこと を 感じて 居られない。 北 ハの心 は 全く 光風 界月 であつ 

た。 丼の 人に 對 しての 愛 は 完全 至らざる 所な く、 又 神に 對 して は 少しも 亂れ ない 關係、 最も 親 一 和な 

る 結合が あった。 

の 不思議なる 人格 は 自らの 事 を 何と 言 はれた か、 神で 無くん ば 言 はれない。 當り 前の 人 はか 

らは 出さう にも 考 へられな いこと を 言 はれた。 或は 人の 罪を赦 された こと も ある。 或は 身命 も 何 

かも 拋 つて 我に 從 へと 言 はれた。 甚だしき は 親が 子 を 愛する よりも 我 を 愛せ ざ る もの は 我に 適 は 

ざる ものであると 言 はれた。 まあ 此の 外 は今數 へる 暇がない。 けれども 何しろ、 是は 人間と して は 

如何 も 言 ふこと が 出 米ない。 之れ を 聞いた 當 時の 人 は 腹 を 立てた。 耶穌を 人の みと 兌れば 此れ は 道 

现 ある 立腹で ある。 殊に 基督 は 然か言 はれた ばかりで ない。 人に 對 して 其の 仕向けられた ことが 皆 

それです。 言 も擧動 もす つかり 神 を 1^ 取る 採に 見えた。 彼 は 落 看き 拂 つて 遠慮 もせす 少しも 自分の 

心に 後 喑く感 する 樣子 もな く、 泰然と して 人の 罪を赦 して 『爾 の罪赦 されたり』 と宣吿 された。 餘 

り 如何 も 豪い こと を 言 ふ。 此の 時 は 少し 目下に でも 向って 言つ た のかと 思 はれる 程^い 言葉で あ 

る。 曰く 『我 は 世の 終まで 爾曹 と倶に 在るな り』 と。 一 呉 面目に はっきりと 斯く言 ひ 切る と は 豪い も 

ので ある。 狂人で なければ 馬鹿 だ。 成程 問題になる 罟だ。 斯 かる 人物で、 斯 かる こと を 言 はれ、 又 
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斯 かる 擧動を せられた 斯の 耶穌を 問題に しないで すみます か。 耶穌 の敎は 豪い。 どうも 其の 精神 を 

擧 ばねば ならない と 云 ふ 丈で 濟 むか。 是は 何とか 始末 をつ けねば ならぬ。 何とも 形を附 けす に 居ら 

れん 苦で ある。 是は 何とかせ ねばならぬ。 耶 穌が傳 道に 着手 せられた 富 時旣に 此の 問題が 起った。 

或は 之 を 縛って 訴 へる ことにし やう か。 或は 之 を 猶太 人の 王と 推戴し、 箪食壺 凝して 迎 へやう か。 

此の所 何とか 始末 を附 けねば ならな い 譯 であ つ た。 

基督 は 人！^ である。 別に 之を拜 むの 之に 躊 るの 又 耶穌が 我々 を 救 ひ 給 ふの、 或は 神で あるのと 云 

ふこと は 無い。 さう 言って は I 種の 迷信、 時候 遲れ である。 耶穌を 人と して 敬 すれば 澤山 だと 言 ふ 

ものが ある。 まあ それで 以て 濟 まして 置く つもりで も、 此 所に 濟 まぬ ことがある。 耶穌の 人物が 濟 

まぬ。 耶穌の 品性 を 其 儘 にして置く ことが 出來 ない。 彼 は 只の人^だ のに 斯んな こと を 言った。 あ 

んな こと もした。 それでも 耶穌の 品性に は 差 支 を 生ぜす にす むべき か。 或は 言 ふ、 『耶穌 の 品性 を 取 

り 除いて、 其 品性 丈 貰って 置けば {且 い』 と。 所が 貰えない。 彼 を 神と して 信す る は 面倒臭い から 唯 

其の 品性と 美 はしい 人格 丈 頂戴 すれば よい。 他 は 附錄の 様な もの 故 止めて 貰 ひたいと 注文 をしても 

そう 甘く は 行かぬ。 神性と 離れさせ ると 耶穌の 品性が 壞れ るから 困る。 是は本 富の 柱 だ。 土臺 だ。 

骨 だ。 それ 故 之 を 取り去る と あとが バラ， （- になって 仕舞 ふ。 耶穌の 品性 丈 貰 ひ 受けたい と 言って 

も、 出来ない 相談 を 掛ける ので ある。 それで は 却って 耶穌の 人品に 疵が 出来る。 ヒ>  の 入った 玉に 

なる。 どうも 是 では 仕樣が あるまい。 其 所で 基督 f,l が 止む を 得ない ことになる。 


前にも*^ぃた事ではぁりましたが、 耶穌が 自ら 己の 事 を 言 はれた のが 不思議で なり ませぬ。 元來 

人 は. EI 分の 事 を 言 ふと 動もすれば 人品に 關 はる。 己 を 审； ん する 事 は {且 い、 自ら 任 チ る こと も{且 いが 

己と 云 ふ 意識が 餘り 勝って 屈る といけ ない。 基：^ 程 己 を 捨て、 謙遍 とい ふ 道^ を 全うせられた 人 は 

無い。 曰く 『我 は 心 柔和に して 謙遜れ る 者な り』 と。 誠に 其の 通りで あ る。 外の 聖人 や 賢人の 傅 

記、 言論から 謙遍 とい ふこと を舉 ぶよりも 耶穌の 事から 舉んだ 方が 明かで ある。 又设も 深く 之を感 

する ことが 出 米る。 併し 此の si^ も 謙遜なる 基赞は 常に 自ら を 中心として 敎を 施された。 是は 不思議 

である。 或るお 權 〔-^ が 岐阜 縣で害 を 受けた 時 『我 死す とも 自山は 死な チ』 と 云った。 併し 今日に な 

つて 兑 ると 何だか 可笑しい。 どうも 大變豪 過ぎて 可笑しい。 ^から 豪い 人、 或は 舉者、 天才、 聖賢 

などと 來る と 其 の 心中に は 我 死 すと も 此の 道は减 びる もので ない と 云 ふ 考が 有る 樣 に 見える。 英國 

の 詩人 ゥォ ル ズゥォ ルスな ど は大變 一象い 人です。 それで あるから 自ら 任す る こと も； 〔家かった。 確が 

に 自分 は 英國人 に 向って 否 世界に 向って 大いに 敎 ふべき 所が ある、 天から 一 つの 任命 を 授かって 

居る と 深く 信じて ゐた。 共の 詩 を誦ん で兑、 共の 俾記を 調べて 見る と 如何にも 彼が 自ら 任す る こと 

の s いの を感 する。 併し乍ら 晚年 になって 彼が 自ら 言った のに、 たと ひ 我が 此の世に 無くなっても 

自分の 敎訓、 自分の主義自分の精神は依然英國人^^ の中に造って行く。 自分の 詩 は 永く 緩く もので 

あると 云って 大いに 滿 足の 意 を 表した 相 だ 。 彼 は 己よりも 道 を 以て 高し としたの であ る。 

ゥォ ル ズゥォ ルスば かりで ない。 孔子の 傳記を 見ても 一 部の 論語に 就いて 之を考 へて 兑ても 確か 
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に 孔子 は 道 を 重んじた。 自分が 死んでも 斯の文 は 喪 はれない、 斯の 文斯の 道と いふの が 孔子 自身よ 

り は大變 重い ものであります。 古の 聖賢 は 大抵 皆そう です。 然るに 人間の 中 最も 謙遞 なる 基督 即ち 

己を捨 つるに 至て 外に 比類のない 耶穌は 我々 に敎 へられた に は、 自身 は 其の 說く 所の 眞理ゃ 教訓よ 

り も 勝れて 豪い と 明言して 居られる。 滿 天下 彼 自身が 最も 直い ので ある。 實に 不思議な 主張 も ある 

ものです。 耶穌は 確かに 左様 感じて 居られた。 其の 勢力 は敎の 力で なく、 自分の 力 だ。 我が 說く所 

ほろ 

の 眞理が 人 を 感化す ると 言 ふ 位に は 止らない。 我 死す と 雖も斯 の 道が 遣って 居る。 斯の 文が 喪び な 

いと 云 ふので はない。 即ち 我 は，， 喪 ひない と斷言 せられた ので ある。 此の 位に 謙遜 を敎 へられた 方 は 

ない ので ある。 然し 此の 位 人間 並に 外れた こと を 曾 はれた 者 も 叉と あるまい。 此所は 他の gl;^ 賢と 丸 

で逮 つて ゐる。 斯の 道で 無しに 彼 自身 だ。 我が 道で なしに、 我 自身が 人間の 生命で ある。 詰り 基督 

は 道を說 かれる よりも 此の 己を說 かれた ので ある。 

近頃 ハ ル ナツ クが 基督 敎の 本質と いふ 書 を 著して 云 ふに は 耶穌は 祌の事 や 神の 國と 其の 義 などに 

就いては 敎 へられた けれど、 彼 自身の こと は 專ら說 くこと を 爲られ なかった。 己 を 中心として 說ぃ 

たこと は 無い と辨 じて 居る。 成程 ハ ル ナツ ク 平生の 立場から 言ったら さう 言 はねば ならぬ。 併し 乍 

ら事實 は 丸で 反對 だ。 此の 一事 丈で も靜 かに 考 へて 見る と實に 耶穌は 別格の 人であった。 外の 人間 

と 同じ様に 考 へられない。 

耶穌の 事 は 色々 の 方面から 考 へて 見る ことが 出來 る。 第一 彼 は豫言 者で ある。 神の 事、 世界の 


事、 人 il の 事に 就いて 敎 へられた。 即ち 豫 言^と して 之を考 へて 御 なさい。 耶穌は 權威を 以て 敎 

へられた のです。 決して 齊 通の 521 客の 様で ない。 元来の 植威 があった。 其の 言に 少しも 苦が 無 

い。 沈吟す ると ころがあった 様に 兑 受けられない。 思案 を费 すと いふ 痕跡がない。 唯 自ら 兑て 居ら 

る、 こと を 有の 儘に， ば i られ たものと のみ、 どうしても 感じられる。 決して 甚；^ I の 心中に は 苦心 せら 

れた 形跡がないで せう。 修行 を 積んで 悟 を 開いた とい ふこと は兒 えないで せう。 試みに St 迦の傅 を 

?1んで御£^なさぃ。 苦心して 修行 を 櫝 み K 々迷 を 露ら し 色々 な 迷 霧 を脫 し、 渐 くにして 所 無上 正 

^に^^！！することを得たのです。 どんなに釋；！！を^^んで見ても (又 尊い ところ は 其 所に あるの だ) 是 

は 認めねば ならない ことで ある。 基督の 一生に 於ても 無論 11 鼓が あります。 彼 は ^»慧 と 能力と に 於 

て 成長す と 斯う 逝 EI いて ある。 實に 成長と 云 ふこと はあった。 併し 何時 耶穌が 工夫し、 研究し、 初め 

て 膝 を 打って 立 〔び崔 ^をして 悟った と 云 ふ ことがあ るか、 夫 は 少しもない。 丸で 自然で ある。 耶穌 

の 魂に は發 W の繼ぎ 目が 見えない。 孔子で あっても 釋迴 であっても 繼 ぎ 目が 見えて ゐる。 耶穌 にば 

かり 兑 えない。 唯 だ 一 つに きで ある。 宛 も 花の" 咲く やうであります。 朝が 晝 になる 様であります。 

全く 研究の 瘓 跡が 無い。 それで あるから 神を敎 へられる 時 天 來の權 威 堂々 として 人 を 動した。 せ、 の 

心に 毛頭：^ うかない。 明かに 極く 透き通った 意識 を もって 祌を敎 へられた。 耶穌を 除いて 總 ての 人 は 

祌の事 を 聞いて 居る ので ある。 けれども 耶穌 は祌を 見た ので ある。 外の 舉者か 敎師に 就いて 祌 のこ 

とを學 ぶの は 即ち 祌を閱 か しめられ るので ある。 耶穌 につ いて 之 を學ぶ 日になる と眞に 种を觀 せし 
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めら れ たので ある。 百聞 一見に 如かす、 基督と 他の 學者、 宗敎 家と 甚だ 逮 つて 居る ところ は 詰り PC 

聞と 一見との 差で ある。 唯 か 基督の 如くに 祌を敎 へた か、 我々 はへ r 日 神 を 信じて 居る が 此の 信仰 は 

耶穌 基督から 來 ないで 何處 から 來る ことが 出來 るか。 或は 『祌は 存在して 居られる、 萬 物 を 主宰し 

給 ふ、 天地 萬 物の 根本に 大 なる 不可思議なる ものが ある』 と 云 ふ 位の 事 は 議論で も 研究で も 幾分 か 

行く ことで あらう が、 基督 信者が 种を 信じて 之 を拜む やうに、 之に 祈禱 する 樣に、 之に 事へ る 様に 

如何したら 祌が 信じられます か。 基督 を 措いて は 外に 其のお 一が 無い。 全く 耶穌の 御薩で 我々 は 此の 

通りに； t を 信す る ことが 來 るので す。 

今日は 此處で 基督が 如何にして 人に なられた かと 云 ふ 理屈 を 御 話す るので は 無い が、 一 つ 不思議 

な ことがある。 基督 を 神と して 拜み、 之に 祈禱を 捧げ 又 彼 は 嘗て 『我 は 世の 終まで 爾曹 と共に 在る 

なり』 と 言 はれた 通り 何處 にで も 在ます と 認め、 基督に 事 ふること 恰 かも 神に 事 ふると 同じで、 丁 

度 『我が 魂 を 愛する 耶穌 よ、 (是は 基督に 祈り 訴 ふる 辭に違 ひない) とい ふ 歌の 様に 致す ところ は、 

天父と 最も 親しくな つたと 感 する 信仰が 盛んで ある。 基督の 神性 だの 三位 一 體 だのに なると 非常に 

難 かしい 議論 も あるが、 斯の 信仰の 執 一す る 所に 限って 獨ー の 眞の祌 とい ふ 信念が 明白で 確實 であ 

る。 外に は殆ん どない。 よし 有っても 勢力が 乏しい。 獨ー の 神と いふ 信仰 は實に 不思議で ある。 少 

しで も 此の 信仰が 弛んで 來 ると 何時の間にか 獨ー の 眞の祌 とい ふ 信念が 薄らいで 來る。 

昔 アリウスと いふ 人が あった。 此の 人 は 大いに 基督 を 尊んだ。 けれども 祌 であると 云 ふに は 同意 


しなかった。 彼 は 即ち 今日の ュ 二 テリ ヤンな どの 元祖で ある。 時代 は 第 世紀の！ いであります。 所 

が 其」 1$： 信者 は 何故 アリウスの 說 に反對 した かと 云 ふに それで は 遂に 多祌敎 になる と 云 ふこと を 心配 

した ものです。 赏院を 一一 一一：： ひます と 例へば 海老 名君の 樣な 人の 說く所 を 見ても、 基督 は 非凡 だ、 まあ 

； t に 非す とも 神に 近い もの だら う。 どうしても 人間と は 思 はれぬ。 そこで 基 の 神性 を 認めない 速 

中で も 全然、 人と も 思 はれない、 1 不思議な 者と 祭る 様になる。 彼等の 議論で は 基脊は 只の人 間 

に過ぎないと 問える が、 其の 祈禱を 聞く と か 彼等 が 晚餐な ど を 守る 時に 云 ふ 所 を 聞いて 見る と 何 だ 

か 人間以上 らしく  E 心って 居り はせ ぬかと 疑 はれる。 段々 斯う 細かく 分析して 行く と獨 一 の 眞の祌 と 

い ふ 信仰が 蹄ら いで 多祌 風に な つて 居る ことが 解る。 基督 を拜み 又 天の 父 をも拜 むと い ふ 風で は祌 

が： 一つ 出來る やうな 事 だからい けない と 云って ゐる。 其の 人 は 信仰の 熱する に從 つて 殆んど 多神教 

風に； れ ざる を 52r ない。 いっその こと 斯の樣 な 風に 基督 を 祭り 上げたり 何 か せす にあから さまに 

基^ は 並の 人間で ある、 彼 も 人な り、 我 も 人な り、 何 だ耶穌 か、 人3^:耶稣たるべしと云ふ風に、 唯 

だ 支那 人が 堯舜を 崇める 位に して 置いた 方が 善から う。 併し 良心に 照して 見る とどう しても 此の 點 

に 止って 居られ まいから 仕方がない。 或る 先生 逹は耶 穌の事 を餘り 豪く 首 ひ 過ぎ、 餘り 進み 過ぎ 

て、 何だか 極り がっかない 途中に ぶらついて 居る。 先に 行けす 後へ も 下れない。 明かに 耶稣 は釋迦 

いつ 

と 同じ だと 云 ふ。 それたら ば 寧そ樂 である。 彼等 は 耶穌に 向って 祌秘 的に 祈禱 する の、 之 を 信仰す 

るの、 之と 契合す る。 何のと 云 ふこと は 無い。 丁度 儒者が 孔子 を 尊敬す るのと 餘り變 りがない ので 
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す。 これ は 簡單な 話で 苦 もない ので ある。 所が 信仰が 進んで 來 ると 之で は滿 足が出 來ぬ。 基督 を祌 

か x ぁゥ かひ 

と 一一 一一" つて は 困る。 併し 人で も； W でも 無い 様に 思 はれる。 何となく 祌 らしく 覺ぇ、 そっと 神 待遇に し 

て 置く ことになる。 そこで 實際は 多祌敎 風に なって しま ふので ある。 ァ タナシ ウス ほ アリウスの 信 

仰が 結局 多祌 主義に 陷 るの を 非難した ので ある。 神で ない ものに は禮拜 する ことが 出來な い。 神と 

云 ふこと を 極めて く考 へ、 之 を 最も 深く、 最も 嚴 かに 見る とき は祌 ならぬ 基督 を 頓む譯 に は往か 

ぬので ある。 どうしても 基督 を アリウス 位の 考に 安んじて、 基督 を拜ん だり、 之に 歸 依したり する 

とき は多祌 敎に陷 り、 讥祌說 に 流れて 基螯敎 の 主義 を 貫徹し ない 機になる。 基督の 祌性を 主張す る 

はつ まり 一 神敎の 眞现を 保全す る 所以で ある。 

叉 アリウスの 說は 當時羅 馬の 帝國 主義と 合 ふ 所が 多かった。 其の 頃羅 馬の 皇帝 は祌と 崇め.^ れた 

ので ある。 假令 人間で あっても、 皇帝の 位に 居れば 之 を 祌の樣 に拜ん でも！^ • 支 へない ものと 考 へら 

れ たので ある。 猫 馬の 天下 は 所謂 平民主義 ゃ侗 人の 惯愤と 云 ふこと を 知らなかった。 時勢と 云 ふ も 

の は 仕方が たい。 同じ 人間が 他の 人間 を 拜んで 何とも 惟まない 風であった。 其 所で 基督が 祌で なけ 

れば拜 まない と 一一 =1: ひ 張れば 當 時の 國體と は 合 はない 道理になる。 故に 假 令 基督が 神で なくと も 偉い 

人 だから 之に^ 依す る 事 も出來 るし、 信仰す る 事 も！ fifij まある まいと 云へば 大變 都合が 宜しかった。 

それに 叉 アリウス の 様に 云 ふと S: ら ギリシャの 折！： 學ゃ 羅 馬の 哲學 とも 旨く 調和が 出來 る。 向 ふか 

ら餘 り-おく 反對 されない。 斯の 如く Si 馬の 帝阈、 王 ま、 1|?;椅キ：義ゃ當時の奥，：|^等と調子の#-く合った 


アリウスの 說が 大いに 流行した。 政 W も 之 を 保護した。 羅： it の 帝 £ おが 之 を 助けた。 者 は 其の後 押 

になった。 i^KS^ が祌 であるから 之 を拜 む、 之に：！ 依す る、 之 を ：！：！ 仰す ろと いふと、 そんな馬^^；^た 

！^^^かぁるものか、 基 1^ は 血 あり 肉 ある 人類で は 無い か。 決して 祌 では あるまい。 ^し 某 1^" が祌で 

あろなら ば、 祌がニ 柱 有る ことになるが 如何 だと。 先づ 新う 云 ふ 風に やって 來た。 儿は淺 い 常識に 

へる のです。 <;£識 と 云 ふ もの は 隨分向 ふの 见 えない ものである。 十：： も 今と 同じく アリウス サの 

は 〈め識 に， 都へ て 頻りに 甚叔" の 祌秘的 方而を 拒んだ のです。 詰り 其の 結 は當 時の 偶像 敎 にも 都合が 

かった。 權 主義、 S 家 主義と も 工合が 善かった。 ^し 乍ら 此 やの 弊 寄とう まく 一  致す る 様で は 

詰り 人類 進歩の 妨 となる。 アリスの 說は萬 有 祌教ゃ 八， 日で 云 ふ佛敎 はた 様な 議論 や、 多； t 敎 などと 

調和が 出來 る。 或は 人 ii の 横 利、 自. B、 獨 立と いふ 様な て 人の^ 俽を 押へ つける ところの 種 * の 

m.^, お lw、 風俗な どが 妙に アリウスの 說と 纏綿して Gi^ つたので ある。 之 を 打倒して 萬 有祌敎 や、 

多祌敎 や、 極端な 1^ 植 主義 を 排斥した 勢力 は 即ち 基督が 祌 であると いふ 信仰な ので ある。 H ぶ" 敎は 

此の 仰 を 以て 此ゅ t の 誤 護と 戰ひを 挑んだ。 是は赏 に 天下 分け nil の戰 であった。 舍中、 を 御 i- にな 

れば すぐ 解る が 非常な 大騷ぎ を 起した。 宵際は汎祌ilstち萬有祌敎と基#敎との戰^^、 獨ー 祌敎と 

多祌敎 との 天下 分け M であった。 一方に 於て は獨 一の 祌を 奉じ、 人類 は 悉く 兄弟で あると 認めて 個 

人 31^、 航を, ん する 主義と、 又 他の 一 方に 對 立して 居った 萬 有祌敎 及び 之と お着な 關係を 持って 居 

ろ闽 家、 王雜、 君 横 主義と が 勝敗 を 極める 段 だから、 大騷動 も 無理がない。 今日で も 本當に が； t 
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であると いふ 信仰あって 初めて 獨ー の 神が 明に なって 來る。 世に は某督 を拜 むと 何だか 天に 二つの 

日が 出た 様 だと 云って 笑 ひ 半分に そんな 馬鹿な こと は 無い と 論す る 輩 も ある。 所が 妙です。 實際は 

此の 信仰が 獨ー の祌 とい ふ 眞理を 保全した のです。 此の 信仰に 依ら ざれば 獨ー の 天父 眞の祌 の 信仰 

が 立たない ので ある。 基督 神に 非れば 基督 敎の 有神論 は 薄弱な ものに なって 仕舞 ふ。 是は歷 の敎 

訓で爭 ふこと が出來 ぬので ある。 古ば かりで はない。 今 も 其の 通り だ。 若し 人が、 神なる 邪 穌甚督 

を 信仰し ないならば、 我等の 魂 を 愛する 耶穌 基督よ と 言って、 之に 身 も 魂 も げて祌 と 同じ様に 事 

へ、 全身 全力 を盡 して 之 を 愛すと 云 ふ 様な 信仰が.： Is^ へて 来るならば、 何時でも祌が 一 種の道理11:5^^ 

様な もの、 漠然とした ものになる。 所謂 萬 有 祌敎、 汎祌 敎に陷 る。 其 所で 考 へて 見る と 確かに 基督 

敎の 神、 今日 世界 を 通じて 基督 信者の 遍く信 仰して 居る 様な 神 は 是某督 の 賜で ある。 全く 耶穌 E 身 

から 傅った 賜で ある。 是は疑 もない 歷 5,/, 上の 事寳 である。 

今 曰斯の 如く 基督 を 信仰す るに は 骨が折れる。 此の 講壇から 說る 様な、 此の 敎會が 平生、 王 張す る 

様な 精祌と 意味に 於て 基督 を 信す る こと は 骨が折れる。 決して 樂な 事で はない。 併し 樂に 信仰され 

るの が宣 しいかと 云 ふに、 昔^i馬の世界でも萬有神敎風の哲攀ゃ何かと餘.^^行き逮はなぃ様にして 

行けば 至極 都合が 善かった。 信す るに も傳 道す るに も 骨が折れない。 或は 傳道 すると 云 ふ 必要が な 

かった かも 知れ ませぬ。 まことに 樂な 話で ある。 基督の 神性な ど を 主張せ すに 神の^ 在、 限りない 

生命 位です ませて 澄けば 吞 込が ¥ い。 それならば 何でもない。 我々 は疾 ふから 信じて 居る と 云って 


どんく 仲 IT 力 えた かも 知れない が、 それで は^ の精祌 が^く 徹しない から e る。 條り樂 ^ぎ 

て淺 滞で ある。 昔の考 へや 從來の E め 想と 極く  JJ;;- 所 同志 だから、 引き^し をす るに 骨 も 折れない。 ^ 

i や 

し 住んで 兑 ると 破 岸で 仕方がない 。『良 藥は 口に 苦し』 であるが 水 や ラムネば かりで は せ しく ある ま 

い。 少し は 難 かしい 方へ 迪 まねば なるまい と 思 ふので ある 

^„^.^^敎は羅ぼ.-の昔に於て前にぉ^^?^^-した様に戰って戰って 屈服し ない 者の 頭 を も旣に 服 させ 

た。 なかく 屈服し ない もの を も 遂に it 服 させた ので ある。 小，' 救が 冬教を 制した。 これが 初めつ か 

ら樂に 多数 を はたら 今日の な 多 救に はなれなかった らう。 日本の 傅^も さう である。 當に 大き 

いおく^き、 多 救 を 制する に は 矢張り 少數を 以て 段々 多 救 を切祷 るので 無ければ ならない。 初め か 

らゅ ^ 服し ました、 ^^？ど說敎を問くまでもなぃ、 神 は 有る し、 耶 穌は毫 らい もの だ、 に 解. 0 ました 

とい ふ 風な 多 救の 信仰なら ば、 ^^^ど敎^^:は要るまぃ。 或は 聖書 も 要るまい。 .j^ 當に樂 な もの だ。 併 

し 左様に 樂 では 人間が 立ち行きますまい かと 氣遣 はれる。 世 問 は 無暗に 常 II を 糞 敬す る 様 だが、 常 

識と云 ふ 奴 は 困った ものです。 ー體地 tif は 如何して 岡い と 思 はれます か。 識に訴 へて 一寸： 渡し 

た 所で へ ろと ガリ レ ィの他 18 が？ I 偽らし い。 常識の 審判で ガリ レ ィも 非道い 目に 遭 はされ た。 

ふ-小 敎も 同 じこと です。 一 寸雜 誌で も ひねくって 少し 折：： 寧の 本 か 何 か を 讀み嚼 ると 直ぐに 即決 裁！： で 

^啜が 祌 であって なる もの かと { 一"： 吿 する。 是が 即ち 地球 は 平 かで 動かない。 ガリレイ を 殺して 仕舞 

へ と-一一 1" つた 述 巾と 全く 同 一 筆法 を 遣 るんだ。 宗敎の 事 は 早 や 解りで 行く もので ない。 一 方で 太^ 叩 
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いて ワイく やる と 彼奴 等 は 下等 だ、 あの 救世軍と 云 ふ 奴は實 にどう も 下 や だ。 下 n「， だ。 あれ は耶 

穌敎の 法華宗 だ、 大擧傳 道 は 即ち 日連宗 の 御題 EI だとい ふ ものが ある。 併し 常 講 の 早 解り を 真ら に 

して 樂に 信仰が 出来る を 此の上 もな い こ との 様に する 先生 達と 之 を 比 ベ て 御覽な さい、 ど つ ちが 何 

けな 

方です か。 誰でも 早く 解る 直ぐ 洗禮が 受けられる 位なら ば、 大暴傳 道 を 下品 だと 一一 一一；： つて、 蔑しつつ 

矢張り 御 自分 達が 下品でありません か。 太 皺.. V 叩く 方の 下 nr" を 知って 太！^ を 叩かない 方の 下 口 E を 知 

らな いと 云 ふ は 不都合な 話です。 此の 151:^ を 明かに したければ ならぬ。 

二 千年 來の 經驗を 持った 基 骨 敎 です。 決して 昨日 や 今日の 話で はない。 色々 と 經驗も 積んで 居 

る。 極めて 深い 宗敎 心に 依って 經 験した ので ある。 善く 調べて 見る と 前に 思った よりも、 一寸 常識 

で考 へたよりも、 深い 說が あるので す。 餘程面 曰い 意味 も ある。 實に轉 手 十 ：： 舞して 歡迎 せねば なら 

ぬ 様な 不思議な 所が ある、 靑 年が 歡迎 すると か 何人で も 早く 解る とか 云って 基督 敎絕大 の 眞理を 忘 

る 、は 遣憾 此の上 もない 話で ある。 我 * は斯 んな輕 薄な 淺 薄な 考を棑 斥して 愼 重に 基督の 敎を 味つ 

て 見ねば ならぬ、 祌 のことば かりで ない。 自然界 及び 人類の 二つに 就いても 基督 は 誠に 圓滿 な、 最 

も 深 い 敎を與 へ られて 居る 。 今日は 話が 枝道 へ それ て 思 つた 順序のと ころ へ 出な か つ たので 十分 意 

を盡し 得なかった のです が 他 曰 更に 之を說 くこと にしたい と 思 ひます。 


『願 はく は主矜 恤をォ ネシ. ホロの 家に 賜へ。 蓋 かれ^々 われ を！ め Hi つ わが 鏈を 恥と せず、 其 ロマに 

し 急ぎ！^ ねて 我に 過たり、 願 はく は .H.: 彼 をして 夫の 日に 至リ 主の 矜恤を しめよ。 彼 ュぺソ に 在て 如 

何ば かり 我に へし か爾 s*^ しる 所な り』。 (5 ^摩 太 後甞第 一の 一六— 一八) 

基督の 敎 へられた 中に、 來 世に 關 する こと ある を 忘れて、 神の！： は 唯 だ 現在の 世界に のみ 限った 

ことの 様に考 へる 者が ある。 此は大 いなる 誤解と 一一 一一 ：！ はねば ならぬ。 主 耶穌は 明. HI なる！ 一一 一 E を 以て、 死 

後の 事を敎 へられた。 a つ 其の 爲 された 行動に 於ても、 靈界の 事に 就きて 其の 精神の ある 所が 判然 

理會 される 様に 思 はれる。 

先づ 其の 言語に 現 はれた 敎訓の 方から 之 を 研究して 見よう。 貧 翁ら しく 見 ゆる 人が、 仮令 如何程 

能辯 を 以て 己が 家の 富を說 いても 信す る 人 は あるまい。 併し 三 井、 岩 崎な どの 様な 豪家の 子が 家に 

貯 ふる 余： 鈒 珠玉 は 然 かくで あると 說 くなら-は、 誰でも 其の 一一 目の 自 から 眞寳 らしき を 疑 はす、 之 を 

信と して 首肯す るで あらう。 耶穌 基督が 天の こと を 語られた も 左様で ある。 住み 馴れた 故鄕の 山川 

を談す るが 如く、 其の 見聞きす るに 慣れた こと を 有りの 儘 何の 苦 も 無げ に 語る と 外見えない。 共の 
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十字架に 釘 けられた る 間際、 『我が 父の 家に 住宅 多し』 と 言 はる X を 聞けば、 如何にも 子が 其の 愛 

する 父の 家を說 くもの ム氣 色、 手に 取って 見える 如くに 感ぜられる。 父の 家に 滿 足して さも 懐かし 

相に、 また 得意ら しく、 恰も 長者の 子が 黄昏の 頃 旅路に 疲れた 行 客 を 慰めて、 我が 祝 幅 多き 父の 家 

を 指して 一 夜の 宿り を與 へんと 說き勸 むる 様で ある。 

基督が 來 世を說 かれた のに 餘り 議論 は 無い。 けれども 何處 となく 眞實の 色 見えて、 己が 手の 裡に 

握った もの を說 くが 如くで、 其の 斷 言に 無量の 力が ある。 基督の 品性 を 知りつ \ 之を聽 けば、 其の 

1 言 は 千 一一 IB 寓語 の 辯 論 よ り も 重味が あ る 樣に覺 えざる を 得ない。 曰く、 『全世界 を 得る と も 其 の 生 命 

を 失 は 何の 益 あらん や』。 曰く、 『身 を 殺して 魂 を 殺す こと 能 はざる 者を畏 る \ 勿れ』 と。 其の 他 同 

じ 意味の 言 は 澤山傳 はって 居る。 十字架 上 息 將に絕 えんと する に當 り、 其の 傍に 同じく 礎 刑に せら 

れた 兇漢の I 人が、 『爾 其の 國に 至らん 時、 我 を 記憶え よ』 と 言った のに 對 して 『今日 爾我 と共に パ 

ラダ イスに 居るべし』 と 答 へられた。 何等の 確信で あるか。 其の 胸中に は 死 も 消す ことの 出来ない 

天の 光が 滿 ちて 居った。 基督 は靈 的の 生命 を 以て 最も 確かなる 實 在と 認め、 毫も 其の 永久 悠遠なる 

を 疑 はれなかった ので ある。 

基督 は 唯 だ 言 を 以て 靈 性の 不滅 を說 かれた のみでない。 其の 行動 を 見、 其の 出處 進退 を 窺 ふ 時 

は、 如何にしても 現世 以上の 世界が 存在して 居る の を 見逃し 難く 思 はれる。 其の 世 離れた る 生活、 

其の 現在の 苦 樂毀眷 褒貶の 上に 超然 飛び 拔 けて 無形なる 靈界に 活動せられ たの を 見て は、 此の世界 


1 

ならざる刖-大地の^^在するを片時も疑ふことが出來ぬ。 彼 は 神と 共に、 また 神の 中に 活動して 居ら 

れた。 共の 靈的 生命 は、 確かに 劍戰の 攻め 维っ ことの 出來 ぬ、 a つ 死 も 犯す こと を 5£ ない 不思議な 

る 或る もので あつたと 云 ふこと は、 容= ^に考 へられる ことで ある。 $E は 死 以上に 飛び 拔 けた 生活 

を 持って 居られた。 此の 人が 肉 體の雜 れたッ きりで 終るべし と は、 何分 考 へられな いので ある。 

耶穌 基督に も 魂 不滅の 議論が 全く 無かった 譯 でない。 曰く、 『死にし 者の へる 事に 就きて はモ 

1 セ の窨、 棘 中の 篇に、 神 彼に 語りて 我 は アブラハムの 神、 イサクの 神、 ヤコ ブの； t なりと 一一 一一：： ひ 給 

ひし を 雨 曹_ 改まざる 乎。 神 は 死にし 者の 祌に 非す 生ける 者の 祌 なり、 爾曹大 に？ g れり』 と。 

こ は肉體 死後の 生命 を 疑った サド カイ 徒の 議論に 對 して 示された 靈性 不滅 論で ある。 其の 趣意 は 

全く 道德 的で ある。 靈 的の 趣味 を 解す る 者に は、 其の 勢力 當る 可らざる 程で ある。 其の 大意 を 摘ま 

んで lE へば、 祌は人 を 愛する、 其の 愛 は 連 だ 切に して 濃 かで ある。 神の愛 は 悠久で ある。 之に 愛せ 

ら る.^ 者が 夢幻に 等し かるべき 箸 はない。 斯 くの 如く 神の愛 を 辱う した アブラハムの 如きが、 一朝 

烟 となって 消えて 仕舞 ふと は 思 はれ 難い 事 だ。 神の愛 は 人生の 悠久なる べき 確證 である。 

その^^„aiのカは基督の噴に依って愈々强くなった。 祌 共の 獨子を 賜 ふ 程に 愛せられた 人類が、 全 

く 朝の 露より 脆く はかない もので あらう 道理 あるべ からざる 害 だ。 基督の 品性と 其の 十字架の 死 

は、 9^ 性 不滅の 尤も 强ぃ 證據 である。 ラスキンの 大著 『建築の 七燈』 に 擧げて ある 第 六 の^は、 記 

惊の燈 と 題せられ て 居る が、 眞實は 長く 傅 へらる 人と 一 百 ふ を 以て、 其の 特徵の 一とす る を 論じた の 
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である。 4マ 日 造って 明日 は 最早 崩れる と 云 ふ樣な 次第で は、 眞 個の 建築と 謂 はれない。 大和の 法 11 

寺の 如く、 幾久しく 存在させる が 建築の 眞 面目で ある。 聖書 を 見る と 我々 の靈魂 は祌の 築造で あ 

る。 故に 一寸した 假 小屋 同然に 脆く. 賴 破して 終るべき もので ない。 

凡そ 基督 を 信す る もの は、 彼の 大 いなる 生命と 連絡して 居る と 云 ふ 意識が は 一 かで ある。 これで こ 

そ 人生の 慣 俯の 絕. 頂に 達する と 言 ふこと が 出来る の だ。 世人が 死後の 存在 を 疑 ふ 第一の 理由 は、 充 

分に 人生の 價値を 知らないから のこと である。 萬 物の 靈長 などと 大 曆な植 幕で 威張 る 輩 も あ る けれ 

ど、 神な く 基督なくて は 人生が 當然 悠久で なければ ならな い 程の 慣做を 有 つ て ゐる ことが 判然し 難 

いので ある。 耶穌 基督 は 人類の 慣爐を 天まで 上げられた 故、 其の 存在が 地上 限りで なく、 天まで 達 

すべき を證據 立つ る ことが 出來 た。 靈魂 不滅の 確證 は、 玆に存 すると 言 はねば ならぬ。 基督と 連ら 

ざるう ち は、 人間 如何に 威張っても 到底 橡 栗の 背 競べ で、 とても 天に 達するな ど覺 束ない ことで あ 

る。 之 を 要するに 人類が 死後の 存在 を 信す る ことの 出來 るの は、 己の 價 値に 就いて 確信が 生じ、 自 

らを 重ん する 意識が ft^ 第に 膨膜 する からの ことで ある。 靈观 不滅の 確信 は、 人類 自重 心の 增 加と 申 

しても 差 支が なから う。 

湯 本から 此處 まで 来る 間に 穿いた 草鞋 は、 宿へ 着く や 否や 之 を脫ぎ 捨て..、 誰も 其の 成 行 を 問 は 

ない。 唯 だ 通り一遍の 用に 供す るまでの もの 故、 これ も 仕方の無い ことで ある。 此の 肉 體も矢 張 草 

鞋同樣 の ものである だら うか。 五十の 年 坂み-越 ゆる 伴 ふの みであって、 三寸 息絕 ゆれば 破れ 草 


t^zE 様 全く 脫ぎ扮 てらる- - ものであるが、 唯 だ楚性 丈が 不滅なら ば それで 滿 足が出 來 るか。 肉 1^ を 

秋の 一：? の 如く 輕ん じて、 ^忡の 不滅の みに 滿足 する は、 十：： のグ リシ ャ竹舉 であろ。 今の 架- I^ns: 徒 も 

恐らく は 此れ だけの 信念で 安心して 居る かも 知れない。 然れ ども 其」 傅の 宗敎 は、 之より 以上 を 要求 

する。 此の 肉體が 血肉の ill で 死後に 永 せらるべき でな いのは 無論の HJ であるが、 吾人 は 今の 肉體 

に 於て 後の^ 化せら るべき 肉體の 稀を播 いて 居る ので ある。 我々 の 肉體は 後の 體の錦 を 織り出す 

； 5^ 中で ある。 現在の 肉 ml は 悠久に 保？^ せらるべき 要素 を 具備す る ものと 見ねば ならぬ。 萌え出 づる 

^と、 播 かれた 秫と、 月^の 相違 は ある けれど、 其の 問に 一條の， 襤 總を認 むる ことが 出来る。 無論 

肉體の 役、 活は大 いなる 秘義 たる を 免れない。 併し^だ 惯彼 ある 秘義 だ。 就中 此の 秘義を 信. f る 時 

は、 此の 肉 極めて 東大な 關係を 持つ ものと なり、 決して 粗末に 取り 极 はれない 様になる。 肉體の 

淸潔を 保ち、 嚴 かに 之 を 修養して、 祌の i\ 殿た るに 相應 はしから しむべし と 云 ふ 共 敎の 主義 は、 

道化ぬ上^^だ大 い な る 影 i: ある ものと 考 へられる。 基 脊敎徒 は 所 is ま 魂 不滅の 主義 を 信す る のみでな 

く、 北 ハ^ 肉體も 化せられて、 光榮 ある 將來を 有する こと を 主張す る ものである。 

耶穌菜 一^の 精祌を 承け て 共の 主義 を 奉す る もの は、 此の世に 在りても 行旅が 故 鄕を懷 しく 思 ふ 如 

く、 常に 天 を 待ち望んで 望 鄉. の 念 禁じ 難いので ある。 彼ら は 此の 地中海 を 何となく 狹ま 苦しい 様に 

感じて、 何卒 大洋へ 乘り 出したい と m 心 ふ 心が 絶えない。 恰も 其の 昔 アブラハム 等が 未だ 約束の もの 

た VUVU  やどれる も ふ 

を 受けす、 唯だ遙 かに 之 を 望んで 喜び、 地に 在りて は 自ら 賓旅 なり、 寄寓 者な りと 思って 月日 を 過 
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したと 同じ ことで ある。 基督 敎徒は 永生の 氣カ うちに 欝勃 たる を經驗 して、 吾等 今 神の 子たり とい 

ふ 確信 を 持って 居る と 同時に、 後の 有樣は 如何。 未だ 現れす と雖 も必す 神に 似る ことな らんと 豫め 

思 ひ 設けて、 其の 日 片時 も 早く 來れ かしと 切に 待ち望む ものである。 バウ の 如き も 生死 二つの 間 

に 介 まれて 何れ を 選ぶべき か遽 かに 之 を 決し 兼ね、 『吾が 願 は 基督と 共に 在らん ことなり、 これ 最も 

善き 事な り。 され ど 吾 肉體に 留まる は爾 等の 爲 更に 必要な り』 云々 と 言った。 彼の 生涯 は 最も 眞面 

目に 現在の 世界に 働く ものであった。 其の 世 を 思 ひ、 人 を 愛して 1K 下の 爲に盡 したいと 祈った 心 は 

少しも 隙が 無い。 實 に油斷 なく 勤勞 した 人で ある こと は 疑 ふべ からざる 事實 である。 併し 彼 は 基督 

つまだ 一 さし 

に 於て 示された 理想 を 片時 も 忘れない 人であった から、 其の 一 面 を 見れば 丁度 翅 足して 頻りに 夭の 

1 方 を 望んで 居た に 違 ひない。 バウ は 確かに 他界 心に 充 ちた 人物であった らうと 思 はれる。 

我が 國 古の 武士 は 常に 死と 云 ふ 問題に 注意して 其の 魂を餒 へ、 所謂 武士道 を 研磨した ので ある 

が、 基督 敎を 信す る 者 も 現世 的 思想に 束縛せられ ない 樣に心 懸け、 靈 的の 大 理想 を 天の 一方に 望ん 

で、 浮世の 薛を拂 ひ、 剛健 偉大なる 精神 を 養って、 遙 かに 世 離れ をした 精神で 此の世界 を 動かさな 

くて はならぬ。 全く 世の中に is 溺り 込んで 了って は 世 を 動かせる もので ない。 現世 以上に 飛び 拔け 

た 所がなくて は 之 を 支配す る こと は 出来ぬ。 槓杆を 以て 地球 を 動かさう と 云 ふ 算盤 は 如何に 巧く 勘 

定が 合っても、 其の 支點を 地球 以外の 所に 取る ことが 出来なければ、 全く 錢の 無い 勘定と 同じで 何 

の 役に も 立つまい。 此處が 現世 的 倫理 敎の 弱點 である。 靈 的なる 宗敎が 最も 實際 的で 効力の 大 なる 


も 矢張り じ现. H から 起る ので ある。 

テサ n  二 ケ前喾 一 章に 『且つ 汝等 偶像 をして 祌に 51 して 活ける a! の祌に 事へ 其の 子の 天より 來る 

を 待つ』 と バウ 口 は 言った。 これ 竹 者の 精祌を 一括して 簡單に 述べた 肯 である。 活ける 眞の祌 を 

信じて 之に 察 ふるの 生涯 は、 基将を 信す る もの i 本領で ある。 併し 其の 子の 天より 來るを 待つ とい 

一句 を 忘れぬ 様に せねば ならない。 吾と 人^と に關 する 後の 光榮 如何ん と顿 み、 所謂 t. き 苦しみつ 

つ 救 はれん こと を 呼び 求めて 居る とい ふ 物將來 の 狀況 如何 を 思 ひ 遣 つ て 希 に 湧き上 り、 神國 

の 前へ；^ 1 を sl^i んで^ 躍す る は 基 # 者の 持 前で ある。 然るに 今日 其の 間に 行 はる & 信仰の 實 際を觀 察す 

るに、 何處 となく 此の 精祌が 鈍って 居る 様に 思 はれる。 祌を 信す る こと も、 叉 之に 事へ る こと も 幾 

分か 勉めて 居り、 基 哲に對 する 愛 も 無い と は 首 はぬ。 之に 對 する 忠義の 行動 も 幾らか あるに は 違 ひ 

ない。 併し 何方 かと 言 ふと 希 の 一 點が光 を 放た すに 居り はせ ぬか、 是處 が氣遣 はれる。 不十分 乍 

ら信も あり 愛も存 する 様で ある けれど、 將來の if 想に 後曜 りし、 主 耶穌の 天より 來るを 待つ とい ふ 

希 が茆 いで は 無から うか。 是は少 くと も 新約聖書の 氣 風と 反 對 である。 福 昔 も 書簡 も 希 が 躍つ 

て 居る。 主 を. 待ち望む 意 氣世を 蓋 ふとで も 首 はう か、 實に 盛んで ある。 使徒 等 は 希望の 長 風に 駕し 

て 世界に 遠征 を 試みた ので ある。 迫害の 鯨鯢も 之を蹶 つて 意と せす、 逆 卷く濤 を も 踏破って 前進し 

たの は、 詰り 主 を 待ち &1^!む の 精祌が つて 居た からの こと だ。 唯 だ 死後の 存在 を 認める と か 魂 を 

信す ると かいふば かりで は 行かぬ。 基督の 光榮 ある 大勝 利と 其の 治世の 赫々 たる 將來と を 待ち む 
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心 持が 燃えて 居らん ければ、 新約聖書の 氣 風を帶 びた ものに はなれな いので ある。 此の 欝陶 しい 部 

屋 でも、 天晴れて 蘆の 湖上から 清風 一陣 吹き 来らば、 忽ち 氣 分が 爽 かにな つて、 生き 囘 つた 様な 心 

地が する。 吾々 の 生活 は 新約聖書の 氣 風が 乏しい ので 陰欝に なり 勝ちで ある。 もっと^ 氣に 雄々 し 

くなら ねばならない。 天來の 活ける 淸 風に 吹かれる のが 緊 与^の 必要で ある。 此の儘に 過ぎて は调れ 

て衰 るば かりだ。 唯 だ 土 水ば かり 飮んで 居らす に、 天の 霞 泉 を 掬んで 喉 を 儒 ほすべき である。 

いける 

試みに 使徒 時代の 氣風を 見られよ。 希 伯來霄 に 曰く 、『おど 汝曹の 近づける 所 は シ ォ ンの山 また 估 

神の 城なる 天の エル サ レム また 千 萬の 衆、 即ち 天使の 聚集、 天に 錄 された る 長子 共の 敎會、 また 衆の 

さば 

人を韓 く祌、 および 成立せられ たる 義人の 靈 t ハ、 新約の 仲保なる イエス 及び 灑ぐ 所の 血な り。 此の 

まさ 

血の  一一 一一！： ふところ は アベ ルの 血の 一 百 ふ 所より は 尤も 愈れ り』 と 如何にも 盛んな 書き方で ある。 基督 者 

の 指して 行き、 漸くに して 近づきつ、 ある シ オンの 山、 活 神の 城なる 天の エル サ レム は 如何なる 所 

であるか。 千 萬の 衆 即ち 天使の 集 ひ聚る 所で、 天に 錄 された 長子 どもの 敎會 であると いふ。 お 子 ど 

もと ある は 即ち 一大 使の 別名と 解釋 され る。 吾々 は 千 萬の 衆 即ち 聖な る 一大 使の 集へ る 城市 を 慕 ふ もの 

である。 吾々 の 所 屬敎會 は； 大地に 瀰り 六へ 口に 充ち、 幾千 萬 代に 通す る もので、 聖 なる 天使 を會 友と 

まった 5 

して 居る。 又 所 IS 成立せられ たる 義人の 靈 魂と は、 アブラハム、 モ ウセ は^ょり バウ 口、 ョハ え、 

ル ー モル、 ウェス レ 1^:7 を 首と して、 基督の 贖 を 受けし 多くの 義人 聖徒 を 指す。 此等は 神の 城市 を 

ば 次で として 受. 讲、 した 者 どもで ある。 此 の 如く 長子 次子 千 萬の 衆 集 ひて 組織す る 所の 光榮 ある 社會 


は、 凡ての 人 • を勒 く. 神 を 以て 中心とし、 新約の 仲保なる 耶穌之 を 統括し 給 ふ。 北ハの 漉ぐ 所の 血は赦 

，ゥ^3„;:ばしき錄を放って居る。 北 リア ベ ルの 血が 寃抂 を； 大に訴 へて 無念 を晴 さんと 試みた とは遙 かに 

異 つて も 美しく 聞え る。 使徒 や >の{ 腊寐 ともに 待ち 焦れた 天の エルサレム は、 其の 美 はし さ ふる 

に 物が 誓 ：| い 程で ある。 i の 認めて 居った 聖徒の 交通、 聖 なる 公き は 如何にも 盛んな 大きい もので 

ある。 基 の 敎會は 現在 斯 くの 如き ものであるから、 常に 多數を 占めて 居る。 パト モスな の 荒 確に 

孤囚 となつ て^を 波に 洗 はれた ョ ハ え も、 一 人して 天下 を 敵に 引き 一 けたと いふ ァタ ナシ ウス も、 

晤 W.>KJ^ の 奥深く 唯た 獨り 祈って 死んだ リヴィ ングス トン も、 北 ハの實 は所屬 M 無數 なる 敎會の 中に 

千 is? の 衆に 擁せられて 居た ので ある、 國中我 一 人の みと i_ 化しく 感じた エリヤが、 ^外に も 七 千 人の 

问 志の 殘 つて 居る を發 見した どころ では 無い。 聖徒の 交通が 斯 くまでに 廣く 躍如と して 活ける もの 

である は、 古今 神 を iliz する ものが 常に 心強く 感じた 所で ある。 田舍 牧師 も 勇み立つ べきで ないか。 

§ ；小板 を 嘟っ俾 道 者 も 事物の K; 相に 慰められて § を增 すべきで 無い か。 志 一 t くして 現在の 成肷 

にの み 心配し、 懐疑 說の 流行、 基督 者と 稱 する 徒の 反 •  接に 氣も 消え、 魂 も 溶け 去る 如く 感 する 徒 

も、 希伯來 00^ の 理想せ る 見え ざ る 敎會、 即ち 影 法 師に 等しき 現 敎會 の 本 照なる 的 ^きを 其 の 

心頭に 念じ 來 らば、 ^督敎 の 凱！^ 斷ぇ 間な きを 感す るで あらう。 基督 敎は 何れの 時代に 於ても 多數 

である。 信徒の 稀なる 世界に 於ても、 其の 敎會 は實 際に 於て 甚だ 賑か である。 

今や 孟 盆會の 季節に 當り 往時の 名殘 未だ 盡 きせす、 全國 至る所 流石に 古のお 慣 のしの ばれて、 
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たま 

火 を 焚きて は 亡き 靈を 送迎し、 父母 在す もの は 歡會の 宴 を 張り、 子分 親方 物品 授受して 親密の 情 を 

溫め、 去る もの は 日々 に 疎して ふ 人情の 結果の 甚だしく ならない 豫防線 を 張って 居る。 死者と も往 

來し 生者と も 交通 を 厚 ふせんと する が 盂蘭盆 會の 精神で ある。 これ は佛敎 から 起った か、 儒道から 

釆 たか 將た 神道に 淵源して 居る か、 共の 次第 は 解らない が、 何に せよ 覆 水 盆に 囘ら ざるが 如く、 盂 

蘭 盆 會は到 底滅 ぶる であらう。 迷信 や 甚だしき は不道 德と緣 故の 厚い 孟蘭 盆會の 無くなる は 寧ろ 賀 

すべき ことで あらう。 併し乍ら 君子 は 惡んで 其の 美 を！， „1 沒す まじき ことで あるから、 基督 敎徒は 生 

者 死者の 交通に 關 する 盆の 露 理 を 保存し、 之 を 潔め て 活用 す ベ き 苦 で あ る。 基督 は 變貌 の 山上に 此 

の 世 以上の 露 的 交通に 入られて、 大いに 其の 力 を 得られた ではない か。 乇 ウセ、 エリヤの 鍵と 交通 

せられた 耶穌 ばかりで はなく、 我々 も 聖徒の 交り は 云 ふまで もな く、 愛する 死者と 舊 交を溫 め、 其 

の 親み に 深く 入り込んで、 竦 からん とする 情 を 厚から しめ、 鬼 角 物質的に 傾き 勝ちな 此の 俗 陽 を 洗 

潘 したい ものである。 孟蘭 盆.^！! は 精神的に 論す る價彼 甚だ 少ぃ様 だけれ ど、 如何なる 輕 簿 男子 も、 

ふづき  たま だに 

文月の 半ば 露 楓に對 する 瞬 間、 少く とも 暫くの 間 は、 善心に 立ち 歸 りて 悔改の 志 を 起す であらう。 

老子 は 父母の 位牌に 對 して 額づく 問に、 家 を 與し身 を 立て 兩親 を彰 すの 決心 を勉 めら れ る であら 

う。 若しも 迷信 的 盂蘭盆 會の 道義で も是 程であるなら ば、 んゃ 基督 者が 其の 高潔なる 理想から 賞 

に 活け る 交通 を 世に 亡き人々 と 相溫む るに 至って は、 其の 祝福 蓋 し 莫大で あらねば ならぬ。 

『そ は 彼等 も (蓋し 古の 死者) 吾等と 俱 なら ざれば 全うせら るる こと 能 はざる なり』。 見るべし、 死 


ォ生^ 相俟って 全うすべき 道理が ある を。 彼 ゆ！^ は 事實に 於て 最も 親密なる 關 係が ある。 『-五 n 等 斯く 

r^l^ もの J«4 と  まと  . 

許 多の 兑證 人に 雲の 如く 固まれ たれば、 諸の 重 負と 縈 へる 罪 を 除き 耐 忍びて 我 倚の 前に S5_ かれた る 

馳 5_勿 を趨 り、 耶穌 即ち 信仰の 先 ii^ となりて 之 を 全うする 者 を 望むべし』。 基督 を 信す る 者が 善 を 行 

ふに 耐 忍び、 鋭-お 罪 を 除く に 力し、 馳 場を趨 りて 其 性の 全うせられ るの を 期して 橈む ことなき 

動機の 一 つ は、 見えざる 世界より 許 多の 見證 人が 雲の 如く 之 を 見物して 居る と 云 ふ 意識で ある。 人 

生の 兢爭は 之が 爲に袋 も 晴れが ましき 勝負と なる。 實に 嚴肅な ことで はない か。 ほ 然と；^ も 引き立 

ち、 魂 も 確かり する 様な 心地が する。 我々 は餘り E に 拘泥す る。 手の 觸れ、 足の 遠ざかる 遂り にも 

親しく 見物す る もの ありと 知らねば ならぬ。 石 を 枕と して 淋しき 夢 を 結んだ ヤコ ブは、 人跡 絶えた 

る 吸 野に、 界に 尺せ る を發兑 して 大いに 驚き 乍ら も、 百 萬の 援軍 を 得た るに 彌ゃ 優る 男〕 M をつ 

けられた。 彼が 生活の 回轉 期に 於て 其の 針路 を 定めた 一 大勢 力 即ち 幽明の 一 一途 を述 絡した 梯子 を 夢 

みた ことであった。 信仰 ありと 稱 すれ ども 唯 物的に なり 易く、 靈覺 よりも 五官の 方に 重き を S5l くの 

を 免れざる 吾々 も、 許 多の 見證 人に 圍 まれた る を 見出し、 形而上の 世界 厳然として 存し、 洋々 と 

して 前後左右に 充ち 溢れる を 確信す るに 至らば、 男氣も 大いに 加 はり、 志 も 盛んに 張り、 害 も 新た 

なる 方： 向より 溢れ 來り、 不思議な 安 慰 を 八方より 與 へらる &を 感じ、 天地 全く ー變 する に 至る であ 

らラ。 

路加 傅 一 ー十四^^に女等耶穌の遣骸亡せたるを悲しみて茫然たりしとき、 天使 告げて 曰く、 『tH カリ 

生者と 死 W 
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わな  » つかめ よ J€« 

ラャに 居り し 時人 の 子 必す罪 あ る 人の 手に 付され、 第三 日に 蘇生へ るべ しと 爾曹 に 首 ひ し を 憶 出で 

よ』 と。 鳴 呼 不思議で はない か。 ^子等が ガリ ラャに 於て 密々 耶穌と 相 語った こと は、 思 ひき や 天 

の 使に 側聽 きせられ たので ある。 唯だ當 年の 子等の 談. 話 のみでない。 吾々 の 一 擧 一 動 も 亦 目に 見 

えざる 邊 から 仔細に 觀 察せられて 居る。 『我汝 曹に吿 げん 不義の 財 を 以て 己が 友 を 得よ、 此は 乏し か 

むか 

らん 時 彼等 爾曹を 永遠なる 宅に 接 へんが 爲 なり』。 此の 文章に 就いては 說明も 色々 ある だら うが、 世 

に 在って 互に 信義 を 重んじ 親しみ を 厚う した もの は、 生者 死者と 別れて 居っても、 相思の 情 全く 失 

せる ことなく、 先き 立ちて 死にし もの、 後れて 行く もの を 懇ろに 迎へ ると いふ さは 疑 ふべ からざる 

ことで ある。 例へば 一 の 敎會に 在っても、 愛の 睦み廣 く、 人に 情の 厚い 人 は、 何事が あっても 祈つ 

て 吳れる 友が 多い。 人の 祈が 効力 ある ものなら ば、 此の 如く 多く 祈られる 人 は 確かに 祝福の 多い 道 

理 である。 或る人 一 昨年 大病に 摧 りし 時、 平素 其の 敎を聽 きし 人 * 遠近より 懇 なる 手紙 を 送り、 之 

が爲に 祈って 居るな ど を 報じて 寄こした。 病人 は 此の際 祌の 愛、 人の 情に 感じ、 多くの 祈りに 擁せ 

られて 重い 病の 床 も 浮き 上る 様に 感じた と 云 ふ。 生前の 交際、 相 祈る の關係 此の 如くで あるならば 

旣に世 を 去った 人が 其の 友の 爲に 祈る の も 亦 同じ ことで ある。 嘗て 子の 爲に熟 心に 祈 をした 慈母 は 

生前 門閭に 倚った 心 を 以て、 今日 も尙ほ 彼が 爲. にもつと 善い 祈 を 捧げて 居る に逮 ひない。 在天の 祈 

は 此の世に 在る もの、 爲に 絶大の 勢力 を與 ふるもの では あるまい か。 靈覺遲 鈍なる 余の 如き も、 慈 

母 在天の 祈に 感じ 其の 力 を 受けて 志氣 大いに 裔ふを E 覺する ことが 魔々 あった。 祌の 道に 忠義 を ま 


し ヒ人は 丌- つ 若く は 十の 城市 をュ m むる 樣威を 賜 はると 書いて ある。 永遠の 生命 は 動で ある。 

に ズ も の 來世は 主と 共 に 王者た るので ある。 王者と は 窖で は 人の 救 はる k 爲に 设も 善く 

+1 力す る もの を^ 味す る。 者 は 死して 人の 德を $in」、 H 、の 救 を 全うする 爲に 最も 多く 事業 をな 

す ものである。 彼 ゆ > が 生前の 友 や、 親しき もの、 爲 めに 祈ったり f 成 力したり する こと は 疑 ひ を容れ 

ぬ。 

吾. <-ゥ 今日 ある は、 兌えざる 世界に 在る もの」 好意に 食 ふ 所 意外に 多い ことで あらう。 現在の 生 

活は兑ぇざる世界と述絡が^=^た密接でぁると考 へ られ る。 死者 旣に 生者の 爲に 祈る ことがあるなら 

ば、 此の方から も 彼の 方の 爲に 祈るべき ではない か。 一旦 死に別れる 時 は、 祈 を 以てする 外 は 之が 

爲に 何事 を も出來 ない 様に 感す るが 常で ある。 故に 生者が 死者の 爲に 祈る は 人情の 自然と 言 はねば 

ならぬ。 死と いふ 事實 は、 祈の 効力 を妨 ぐる ものであると は 思 はれない。 使徒 パゥ 。はせ、 の 亡友 ォ 

ネシボ 口 の爲に 祈った に逮 ひなから うと 考 へられる 文章が ある。 『願 はく は主矜 灿をォ ネシボ 口 の 家 

に 賜/。  Iwi 彼-ま々 我 を 慰め 且 我が 鏈を恥 とせす、 マに 在りし 時 急ぎ 尋ねて 我に 遇 ひたり。 願 

はく は 主 彼 をして 夫の 日に 至り 主の 矜恤を 得しめ よ。 彼ェ ぺ ソ に 在て 如何ば かり 我に 事へ しか 雨の 

善く 知る 所な り』 と。 バウ 口の 親友であって 艱難 を 共に した ォネ シボ。 は、 旣に 此の世に 無い 人と 

なった。 彼が 已に 死んで 居る こと は、 此の 文意 其の 他 之に 因の ある ^書 を 請んで 見る と 《ぉ然 推測せ 

ら るべき 所で ある。 而 して バウ。 は 彼. か爲 に、 『夫の 日に 至り 主の 矜恤を 得しめ よ』 と 祈った。 

生者と 死者  五三 七 


生者と 死者  ■ 五三 八 

テ 11 ソ ン 曰く、 『大 いなる 死に は 智慧 無から す や は。 死者 は 余 を 看破して 肺腑にまで 徹すべ し。 余 

等が 起ち、 若く は 倒る、 時 近くに あれ かし。 汝等は 余 等のより も大 いなる 眼 を 以て 過ぎ行く 時 を 打 

ち 守る。 必すゃ 余 等の 爲に假 借す る 所 あらん』 と。 彼 は 憂欝、 苦痛、 疑惑 及び 死に 就いて 惱む時 亡 

友 ハラムの 来援 を 期待した ので ある。 友情 は 死 も 之を妨 ぐる ことが 出來 ぬ。 愛 は 何時までも 墮 つる 

ことなしと バウ 口 も 首 つたで はない か。  (rl 嶺 夏期 學校 講演 ) 
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聖餐式 腐 上 所感の 一 節 

くるしみ  ナ" き-一し 

『我れ 苦難 を受 くる 前に 雨曹 と共に 此の 逾越を 食す る こと を 大いに 願へ り』 と。 共の 別れ を惜 み、 

子た ちの 失望 せん を m 心 ひ 遣りて、 之に 慰め を與 へんと 欲する の 友情、 何ぞ 夫れ 厚き や。 同胞 を 愛 

する の 情^ 熱 切なり と 謂 はざる ベから す。 聖餐の 席上 は 人情 自然の 赤誡發 露す る 所に 非. f や。 

i4- 赞 者の 或る 國體 にて は 夜 問に 限りて 此の 禮典を 執行す とい ふ。 强 ひて 之 を 夜と 限るべき に は 非 

ざるべし。 然れ ども 間の 紛援 漸く 靜 まりて、 精神 自ら 深く 沈み、 物の 哀れ 頻に 催されて 神^だ 近 

おからさ ま 

く 感ぜられ、 己 r;^ も 白地に 現れ 來り、 過ぎ 来し方、 行く末の ことまで 胸に 迫りて、 眠れる 強 性 s: 见醒 

する は 夜に 非す や。 聖餐 は 思 ひの 時なる 夜の 禮 なり。 嚴 かなる 思 を 以て 之 を 執行せ ざるべ からす。 

tl?^ 活動し、 ？ 53 念 熱 切に 作 川き て、 胸中 神と 其の 眞理 とに 充 さるる は、 主の 宴 會に 招かる る 者の 豫 

め 思 ひ おく ベ き 所 に 非. f や。 風塵の 中 に營 々たる 晝 間の 態度 を 以て 其の 席に 列すべからざる なり。 

飮 は 平凡な り。 然れ ども この 陳腐なる 習慣、 以て 靈性 上の 大事 を發 揮し、 大 いなる 精祌を 包蔵 

し、 秘奥なる 意味 を 具 へ て、 奇 しく 妙なる 恩. M を寓す を^べし。 僅に 一 塊の パ ン、 一 杯の 盃に 過ぎ 

すと 雖、 设も 深く、 最も 偉大なる 精神の 媒介と はなり ぬ。 賤が伏 星に 營む業 も、 畑 を 耕し 薪 を 樵る 

Bs* 式 席上 所 ほの 1 0  五三九 


g 餐式 席上 所感の Its  五 H〇 

の 生計 も、 帝王 尊き と 同じく、 共に 大 いなる 志 を 養 ふべ く、 其の 人生の E 的 を 成就す るに 至って 

は、 敢て異 る もの 無 かるべし。 人 問 曰！^ 終の 成敗より 之 を 打算 すれば、 十字架に 死す る、 必. f しも 望 

たま 

を 失 ふべき に 非す。 天 は 却て 平凡なる 飮 食に こそ かに 輝く なれ。 夜光の 璧を 以て 飾られた る 王冠 

に、 却て 其の 影の 朦朧たる を 見出す ことなしと せんや。 平^^-なる生润また神の恩寵にょひて、 其の 

價値 限りなき もの ある を 記憶すべし。 富贵 王公の 如くなら す、 成功 意の 如くなら 十と も、 偉大なる 

靈魂を 具へ て、 人生の HI 的 を 達する に 於て 何の 不利 5 分-あらん や。 聖餐の 席上 は 人 の惯做 赤々 裸々、 

53： 失 成敗に 意外なる 認定 を與 へらる る 所に 非す や。 此の 簡單 にして 最も 平民 的なる 禮 典に 陪し、 簡 

易に して 高尙 なる 生活の 理想 を學ぶ もの は 福な り。 

逾 越の 宴 酣 なるとき、 耶穌パ ンを とりて 之 を 祝し、 又 K 孤 を 擧げて 之 を 謝しぬ。 十字架 は 其の 眼前 

に 見えたり。 斷暢の 苦痛 は旣に 迫り 来れり。 主 は 其の 身を犧 牲に俱 せんとし つ、 あるな り。 然れど 

も 彼 は 祝し、 a つ 謝せり。 甚督は 苦痛 最も 極まれる 其のと き、 尙ほ 天父 を 仰ぎ、 其の 天職に 安んじ 

て、 神に 祝 謝する の 精神 を 失 は ざり しなり。 其の 神に 信任す るの 厚き、 驚くべき に 非 十 や。 彼は此 

の大 いなる 任務 を 成就す るに 當 りて、 片時 も 神に 承： 謝する の 念 を 失 は ざり き。 杂餐の 席上 吾人 は 祝 

謝して、 神に 事 ふるの 志 を 銀鍊 せざる ベから す。 实 遂に 撤 せらる る や、 耶稣 弟子 を 率ゐて 美 歌 を 

唱ふ。 其の 精 祌從容 として 迫らす、 世に 勝つ の氣カ 剛健なる を 見るべし。 

其の パンと 盃 とが、 主 耶穌を 記念す るの 意味なる は 謂 ふまで もな し。 然れ ども 基督 敎は唯 だ 記憶 


のみの 信仰に 非ざる なり。 總 ての 美き こと を、 り來 ベから ざろ 旣柱を 消 して 4=: むが 如き は、 其 

の精祌 とー& せざる 所と す。 ^^&5$:?^は：^^も美きものを§^來に俟ち$-1む。 、干： 耶穌 の俟は 共の 再び 降臨 

せらる/' を俟ち 焦る、 なり。 彼^ は 現在の 世界に^ 同なる 立脚地 を 有す。 然れ ども 彼， は 現在 を以 

て、 大 いなろ 将來 の起點 なりと 信す。 彼 や ザ は 史上の 耶穌を 認識し、 其の 最も 美 はしき 生活 を^^ 

し、 共の？ { せ？ M なる 死の 惊に 感泣して 大ぃ に 期す ろ 所 あり。 然れ ども 共の： t" 仰 は 的の 某^ を 以て 

れり となす 能 はす。 i^. 叔 "者 はせ：： て 世に 在りし 耶穌を 喜ぶ のみたら す、 其の信仰と愛とを^：！^！^の現 

在 如何た らんとの 點 に倾： ばして、 主が 祌の 右に. M し 給 ふて ふ 光榮を 仰がす んば滿 足せざる なり。 唯 

だ i^-^ 現在の 光榮 如何と 思 を？ 1;^ むる のみなら す、 n:^ も大蛴 なる S 卞： の ルに駕 し、 ^かに 某叔  其の 阈 

の § ^來 を^ §-1 して、 此の 遂惡 なる 世に も み 立つ は、 we そ 某 #を 信. f- る 者の 木 に 非す や。 彼 や.. は 

せて 在りし 的に 認識して 祌に咸 謝す。 然れ ども 今 在り、 また 將に 在らん とす ス^^ を恃ち 

& 上んで、 共の _>-1： び 愈 * 深く、 北ハの 成^ 謝 益々 切に して、 共の！ ep 氣拫ひ 興る を覺 ゆるな"。 ^餐の 宴に 

陪 すろ もの は、 某-!^ が 『今より 後両 ii: と共に 新しき もの を 我が 父 <8國 に飮ん 日』 云々 と ォ はれた る 

を ！ 深く  m ズ.， 0 せ すん ば 有るべからざる なり。 

耶穌が 『爾曹 のうち 我 を fs; らんと する 者 あり』 と 言 はれし に 驚かされて、 弟子た ち は 口々 に 我な 

り や、 我な リ やと 問へ り。 基督 を 信す る 者 は 今日に 於ても 聖餐の 席上、 また 主よ 我な り やと、 自ら 

はざる ベから す" 此の 問に よりて ュダは 基督に 反く の 心 益々 强く なりぬ。 然れ ども ョ ハネ、 べテ 

«»;» 式 席上 所 St 一の 一節  五 sn 


聖餐式 席上 所感の 一節  五 四 二 

a の 如き は 襁褓の 兒、 雷 S の 水 i くに 恐怖して、 慈母の 懐に 益々 堅く 抱き 着く が 如く、 其の 自ら 發し 

たる 我な り やの 問に 驚かされて、 危ぶみ 恐る i の餘 り、 益々 基督に 從 ふの 志 を 堅から しむる を 得た 

hvo  $ は 一 且 十字架に 耶穌を 失 ふの 大打擊 に 遇 ひて、 狼^ を 極めた る 如くな りし も、 全く 亡ぶ る 

までに 至らざる を 得し は、 逾 越の 实會に 此の 問 ありし を 以てに 非ざる を 知らん や。 fill- のみに あら 

す。 今日の 我々 も 此の 席に 於て、 各自 我な り やと 問 ふの 必耍 あるべし。 儼 かに 之 を 問 ひ、 反覆 その 

答 如何と 沈思せば、 大いに 恐怖れ、 深く 謙りて、 基督に 對す るの 赤誠 愈々 熱し 來る を經驗 すべし。 

基督 を資 る、 畏に唯 だ ュダの 如くな すの みならん や。 人の 前に 基督 を 恥 づる者 あらば、 其の 罪少く 

とも ュダと 方向 を 共に する に 非す や。 基督の 國を擴 張す るに 當 りて、 其の 戰 激烈なる にも 拘ら す、 

手 を 空う して 傍觀 する もの あらば、 其の 不忠 ュダ を距る 五十歩百歩の 相違に 過ぎざる なり。 或は 苟 

H3. の 慾に 惹 かれ、 此 一一 々たる 利害に 眼 眩み て、 基督に 對 する 責任 を 忌避し、 義に 臨んで 苟 くも 免れん 

と 欲する もの あらば、 是れ 三十 金に 代へ て耶 穌を棄 てた る ものと 何の 擇ぶ所 あらん や。 自ら 現に 斯 

の 如き 行動な きに もせよ、 謹んで その 內心 を觀 察すれば、 鄙 吝の情 胸中に 蝤 りて、 ュダが 如き 罪 を 

犯す にも 至らし むべき 要素、 十分に 潜伏せ るを發 見せ すん ば 有らざる なり。 なき なぞと 人に は 一一 目 ひ 

て ありぬべし、 心の 問 はに 如何 答 へん。 あそ 王よ 我な り やと は、 基督 者の 條 かに 問 ふべき 所に 非す 

や。 

.  (1 九 0  二 年 九月〕 


近い 到^した ブ リツ ティ シュ • ゥ 斗 ー タリ ー に ダル ロウと 云 ふ 人が、 路加 傅 |§ 二 章の 四十 Ui 

以下の 文 を 引いて、 休暇の こと を 書いて 居る。 それで 考へ附 いたから 兹 にわが 思 ふ 所 を も 述べ、 暑 

中休暇が濟んで是ょり^！^^な仕享に掛らぅとぃふ今日、 聊か 參考に 供したい と 思 ふ。 

ダル ロウ 氏の 一一 一一 〔つた 通り、 英？^ i で 休暇に 當る首 は、 素と 聖日と 云 ふ 意味で ある。 即ち 宗敎の 祭日 

に 商お を 休み、 勞を 慰す る 習惯が 有った ので、 自然と 祭 曰の 意味が 休暇 日の ことに 變っ たもので あ 

らう。 日本で も 之と 同じ ことで、 盆、 七夕、 初 午な ど は宗敎 的の 意味 を 具へ て 居て、 之と 同時に 人 

ひ $ 

民が 廣く休 J:^ を 取る 習惯 であった。 凡て 日 待と 稱 する ものに は、 何れに か宗敎 的の 意味が 含まれて 

居る 様 だ。 

休日 は 健康 日 

ゥヱ ブス トルの 辭書 にも 書いて ある。 此の 休日、 若く は 聖日と 譯 された ホリデイの ホ ー リ ー に 

は、 元來 健全と いふ 意味が 含まれて 居る。 宗敎 的の 意味と 兼ねて、 肉體を 丈夫に する 心 持 を も備へ 

て 居る 所が 面白い。 宗敎は 決して 肉體の 保養 を 怠る もので ない。 時として は 胃病の 癒らぬ 限り、 信 

耶 JK の 休 瑕  .  五 en  二 


耶穌の 休暇  五 es 

仰の 奔びを も 得られぬ 場合 も澤山 ある。 無暗に 過勞 し、 又は SJMCj たり、 眠り を 不足に したりして 

は、 1=^- い 祈禱の 米べき もので ない。 宗敎と 健 版は兩 つながら 揃って 行くべき 苦で ある。 

休息と 精神的 修養 

然し 如何に 肉體を 丈夫に する が 大切 だと 謂っても- 唯だ動物的の氣カばかり養ふは^„^だ{且しくな 

, い。 所謂 人 肥えた るが 故に 尊から すで、 健 斑 日 は 矢張り if, 日で なければ ならぬ。 我々 の 保養に は靈 

性の 修養 を も 兼ねたい ものである。 旅 は 恥の かきすてと 云 ふ 通り、 休暇 や K 養の 旅行 は、 兎角 精神 

的墮 落が 伴 はれ 易い。 肉體の 目方が 殖え、 顔色が 黑く逕 しさう になって 歸っ たはよ いが、 靈^ 瘦せ 

衰 へて 幽靈 同然で は 仕方が無い。 唯 だ 195 業に 注意が 必要で あるば かりで ない。 休息に も餘程 氣を附 

けねば ならぬ。 マ ゴ/ \ して 信仰 を 形な しにす る翬も ある。 

耶 麻の 都 上り 

時 は丁虔 三月 か 四月の 頃であった 故、 春休み とで も 名くべき であらう。 耶 穌は兩 親に 連れられ 

て、 H ルサ レムの 都に 上られた。 之は逾 越の 祭と 言って、 イスラ H ル人 が 埃 及から 脫走 をし、 獨 

立の 國民を 組織した 時分の 記念日で ある。 猶太の 國の建 國 祭と も 名くべき もので あらう。 全國 から 

男女 老幼と なく 多くの 人民が 首府に 群集して、 盛んな 祭を營 むので あった。 片田舍 にば ッ かり 引 込 

んで 居る 者が 一 年に一度、 隨分 長い 旅 をして 都へ 出る とい ふので あるから、 道中の 物 珍ら しさ は 勿 

論の こと、 如何にも 興の 多い 遊山であった らう。 東京から 僅か 三 里 か 四 里 離れた 地方に も、 まだ 海 


を 見た ことのない 婦人が 澤山 ある。 小舉 校の 子供な どに 海の こと を ^.i してやっても、 何だか 想 3^ の 

出來 かねる 様に 見える さう だ。 鬼 角 何 處へも 出ぬ 田 <^ 者は然 うなりが ちで ある。 然し 猜 太の 國 では 

先づ 此の 弊が 少なかった らう、 逾 越の 祭が あつたお！， おで。 日本で も 葉の 手す きを 見込んで、 }u ^期 

お 士參り をしたり、 金 比 羅詣で を やる ので、 世の中の 教育 を 受ける IR 姓 も少く あるまい。 

十二 歲の 耶穌 基督が、 ナザレの 田舍の 叩き大工の 家に 成長して、 たまに 遠い！ i の 〈仝に 出掛け、 目 

珍ら しい 野 山の 景色 を 見物し 乍ら、 歷史の 聯想に 富んで、 旅人 をして 轉た懷 古の 情に 堪へ ざら し 

め、 執i誠の心ぁるものは之がために慨然志を立てるに}^f-らねばならぬ。 名に し； ふシ オンの 都に ヒ 

られ たこと 故、 其の 好奇心 は 盛んに 動かされ、 其の 遊舆は 頻りに 催され、 東に！^ り、 西に 兑 物し、 

此 所を訪 ひ、 彼 所に 詣 でて、 殆 んど餘 念の ない 有様で あったら 《-。 少年 耶 M の^ 休み は與 味の， 深い 

ものであった に逮 ひない。 

然し 

此の 林 の 趣味 も、 遊興 も澤 山であった 耶 穌の卷 休みに は、 左の 大に 注意すべき 泰實 もあった。 

彼の 兩親は 大勢の 同行者と I 緒に 歸路に 就いた。 耶， 穌が 其の 邊に 33- えなんだ けれど、 必定 『ijH.^ 

の 中に 居るな らんと 思 ひ、 一 日程 を 行きて 親戚 知 音の 者に 尋ねし が 遇 は ざり ければ、 彼 を 尊お て H 

ルサ レムに 返り 三日の のち 殿に て 遇 ふ。 彼 敎師の 中に 座し、 且つ 聽き、 且つ 問 ひ 居たり。 聞く 者 皆 

其の 智蒙と 其の 應對 とを奇 とせり』。 見る べし、 耶 穌の舂 休みに は 精神的の 修養が 多分に 含まれた。 
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此の 少年の は 決して 遊興に 荒み、 旅の 耻は擾 き 捨てと 心得、 だら しのない 無意味な 生活 を 達る 連中 

と、 全然 反對な 遣り方で はない か。 彼 は 都に 上って 徒 だ歸ら ない 人であった。 世間に は 海 も 山 も、 

ちまち 0 

何の 精神的 賜を與 へなかった かの 如く、 茫然 歸 つて 來る 人が 多いで はない か。 

他人の 知らざる 工夫 

耶穌の 心掛は 流石 親 達に さへ 理會ら なかった。 同じ 里の 子 も 多く 連れ立って 来たらう。 彼等の 行 

く 所に 行き、 彼等の 舆 する 所に も 附き合 はれた でも あらう が、 少年 耶穌に は 彼等の 夢にも 見ぬ 所の 

興味が あった。 彼 は 一人 しみじみと 考へ、 深く 思 ひ 合 はする 所があった。 其の 心 は 天に 在す 父の こ 

とに 燃えて 居った ものと 見える。 後年 彼の 井の 傍で、 サ マリヤの 婦人と 語られた 時、 其の 弟子 等に 

向って、 『我に 爾曹の 知らざる 食物 あり』 と 言 はれた ことの ある 如く、 幼少の 時分から 耶穌は 世の 衆 

俗と 趣の 違った 深い 嗜みを 持って 居られた。 我々 も斯く ありたい。 若し 今年の 夏休みに 耶穌 のこと 

に 似寄った 心掛 がな く、 其の 嗜 みの 薄かった こと を發 見す るなら ば、 大いに 旣往を 悔恨して 將來に 

注意せ ねばならぬ。 他人に 怪しまれる 様な 特別の 嗜 みが 休息の 間に も存 せぬ 樣 では、 基督 敎 徒にな 

つた 甲斐が あるまい T 爾曹の 知らざる 食物』 と 云 ふ 用意 ありて こそ、 凡ての 境遇に 處 して 眞の 祝福 

が 得られる ので ある。  . 

(一 九 0  二 年 九 W) 


西洋^^^の天使は其の體に誕を具ふ。 恰 かも 半身 飛 ^：;? の 如し。 日本 畫の 天人 は 羽衣 を 著す。 兩- ォ，^ 

れを 優れり とせん か。 美術 上より 之 を 批評す る 者の 意見 は 如何 あるべき。 未だ 之 を 霧に する こと 能 

はすと 雖も、 羽衣の 方 或は 優れる に 非す や。 

ず 盆し 鶴の 白く 清らかに 裝 へる、 孔 後の 華歴 なる、 羊の 溫 かに 毛 衣 を 纏へ る、 何れも 自ら 擇ん で然 

かなせ るに は ¥。 天の 生せ るが 儘に て、 少しも 己が 工夫 を用ゐ す、 ー點の 意匠 を 施せる に 非ざる 

なり。 進化論者の 所謂 雌雄淘汰の 法則 行 はれざる に 非す と雖 も、 禽獸の 服装 は、 全く 天授に 出で 自 

ら榨ん で 取る ものに 非す と 見做す も、 敢て 不都合の 點 あるべし と覺 えざる なり。 

然れ ども 人類 は然ら す。 其の 生る k ゃ裸體 なり。 其の 世に 生活す る や 自ら 意匠 を 加へ、 製作 を 施 

して 己が 身に 適した る 衣服 を 著す。 彼が 衣冠 は 自由 選 擇の範 圍に屬 す。 自ら 重んじて 其の 體面を 保 

たんと 欲する が 故に、 衣冠 を擇び 服飾 を 整へ すん ば 止む こと 能 はざる なり。 衣冠 は 猿 犬に 於て 滑 稍 

なりと 雖も、 人類に 於て は 最も 似附か はしと 謂 はざる ベ からす。 

吾人 は 唯 だ 肉 體を裝 ふの 衣服 を 要する のみに 非す。 靈性 にも 亦 之と 同一 の 必要 あり。 蓋し 品性 は 
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天の 成せる 儘に て、 具備 せらるべき ものに 非す。 志 を 立て、 克己 精進、 以て自らを修むるに2^ん 

ば、 決して 善良なる 品性 を備 ふること 能 はざる なり。 斯の 如く 自ら 進んで 取る ものなる が 故に、 道 

德 上の 罪 我に 歸 すべく、 其の 功 また 我に 光 榮を齋 すに 至る。 道德 上の 功過 は その 吾人の 自ら 選擇す 

る 所な りとの 理由より 生す。 若し 魚の 淵に 躍る が 如く、 鷄の晨 に 鳴く が 如く、 天の 生せ るが 儘に 一 

任して、 自ら 擇ぶ 所に 從事 する ことなくば、 道德の 存在すべき 根據を 失 ふべ く、 其の 行動 全く 道に 

協 ふこと ある も、 以て 其の 光榮と 做す に 足らざる なり。 

自ら 窄き 門より 進み、 大いに 力 を 用ゐて 之に 從 事す るの 志な く、 唯 だ 神に 向 ひて 道 德を賦 與し信 

仰 を 賜 はらん こと を 祈る。 這は恰 かも 體の溫 かなる が 如き を 標準と なせる にて、 肆に 人類の 本領 を 

棄 つる ものに 非す や。 

品性 は猶ほ 衣冠の 如し。 故に 聖書に は 『基督 を 着よ』 と敎 へたり。 其の 慈愛に 導かれ、 其の 高義 

に 感激して、 破れ 衣 を 脫ぎ棄 つるが 如く、 己が 舊 生活 を脫し 基督の 救に より、 新たなる 衣冠 を 整へ 

て 天に 朝す るの 準備 をな す、 之 を 基督の 徒と いふ。 

裡に Iff 染 たる もの を 着して、 僅に 表に 美服 を 飾る は 虚飾の 甚 しきもの にて、 人 を 欺く のみなら 

す、 天 を も 欺かん と擬 するな り。 甚だ 愚かな り， \J 謂 はざる 可ら す。 加 之 表に 纏へ る 美服 も、 斯く 

て は 容易に 汚れ 坊 づきて、 世に 恥 を 輝 かすに 至らざる を 得す。 故に 基督 は、 表より 裡に 至る まで 悉 

く 新たなる 衣 を 着用す べしと 命ぜられたり。 之 を 新たなる 生命と いひ、 また 新に 生る \ と も稱 す。 


忏に 在る もの は 全く 新しき ものと せらる。 

は 破れた る 衣 を彌 縫して 之に 修終を 施し、 渐を 以て 之 を 新たに せんこと を 期す るに 似たり。 

^JS:i-の修^^•は彌縫，H.:1fなり。 n 々此所 を 洗 ひ、 彼 所 を 修補し、 破れ鍋 を 錯 掛けて 終に 全く 新鮮なる 

もの を 現出せ しめんと 期す るが 如くに て、 K 力 すれ ども それ 程の e. 斐 なく、 律法の 奴隸 となりて 精祌 

上の 枯 1- を來 さんと す る の み。 

信仰に. E りて 救 はる &は 全然 之と 其、 の 趣 を 異にす。 基 を 信じて、 之に 一身 を委 ぬるに 及び、 胸 

中 新たなる 生命 を 得たり との 實驗 其の 間に 生じ、 『我 牛： くるに 非す、 港 5^ 我に 在りて くるな り』 と 

の 確： 一;^、 肺肝に 銘 じて 疑惧の 念を懷 くこと なし" 

小兒は 大人と 同一 の 意味に 於て 完 しと 謂 ふ を 得ざる べし。 何と なれば 成長 を 待って fia すべき 前へ；^ 

ほ 遠 く 其の 仟^ だ m, ければ なり。 然れ ども 或る 意味に 於て は 小兒と 雖も完 しと 稱 する を^べし。 

旣に 身體 I 及^ を 父母に 受けて、 横 n 縱 es;、 心と 身との 機能 具備し 居らば、 たと ひ 成長の 前途 遠し と 

も、 之を完全なる人の子と稱して何の^^：岡 へぁらんゃ。 小兒は 一方に 於て 不完全な りと 雖も、 他の 

侧而 よ. = 之 を れば、 其の 完全なる 人類た る を 疑 ふべ からす。 基督 を 信じ、 新に 生れて、 祌の 家の 

一 ：：： とたる もの 又斯の 如し。 任 重ぐ 道 遠く、 其の 薄志弱行 時として 自ら 茫然 失 Sff: する こと あるに も 

拘ら す、 井」 に 於て 全く 新しく 完全なる 生命 を與 へられた りとの 確信 は、 之 をして 罪に 克 つの 大勢 

力 を發^ せし む。 世に 勝つ の 力 この 意識に 存す。 吾人 は 基督に. H りて 新しく 清き 衣冠 を 着す る を 得 
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べし。 天の 父 は 其の 子の 靈的 衣裝 新たに、 且つ 淸 からん こと を 望まる。 豈に志 を 立て 發奮與 起し 

て、 此の 新たなる 衣 を 着用せ ざるべ けんや。 

何 を 着、 何 を 食 はんと 思 ひ 煩 ふ 勿れ。 然れ ども 吾人 は旣に 衣服に 高尙 なる 意味 ある こと を舉 び、 

靈性 上の 衣冠に 至って 益 其の 重大なる を 知りぬ。 思 ふに 食物 また 之と 異ら ざるべし。 吾人 は飮食 

に 於て は 犬 膝と 餘り 多く 相 遠から ざる を覺 ゆ。 然れ ども 其の 中に 叉 甚だ 高尙な る精祌 の 發揮 せらる 

べき 餘地存 する を 見出さ すん ば あらざる なり。 

はじめ 

元始の 人 は 食物に よりて 墮 落せり。 第二の アダム は 荒野に 試みられ たる 時、 石 を パンと なすこと 

を拒絕 して、 新しき 人類の 基 を 開きたり。 見るべし、 飮食は 或る 意味に 於て 天に 進む の 門戸と もな 

すべく、 又 暗 府に陷 る 階梯と もなる こと を 得べ し。 ュダは 食物 を 偕に して 耶穌 を賣 り.、 耶穌は 之 を 

用ゐて 其の 精祌を 世に 傳 ふべき 一 大表 式と はなせり。 食事 は 一 家 團欒の 親しみ を 厚う すべき 勢力な 

り。 粗食 を 食 ふ 間に も祌の 恩寵 を 記憶して 感謝す る こと を 忘れ すん ば、 神に 通す るの 端 ここに 開 

け、 天使 等 と共にす る も 恥 づるを 要せざる 宴 會を 見出すべし。 一杯の 水 も、 主の 名に 於て すれば、 

天に 記憶 せらる &に 非す や。 食物 豈に 蔑視すべき ものな らん や。 吾人 は 肉 體の糧 をも靈 化せし むる 

の 必要 ある を 思 はざる ベから す。 基督の 道の 不思議な るかな。 肉 體の糧 は靈的 發展の 手段と なるこ 

と を 得べ し。 之 をして 犬馬と 雖も 能く 養 ふこと ありと 首へ る 如きの みに て 止まし めば、 限りなき 遣 

憾な り と 謂 は ざ る ベ か らす。 


*^n: く、 『我に は 爾曹の 知らざる あり』 と。 之 を 食 ひて 彼 は肉體 の. 疲れたる を も 忘れ、 サマリ 

ャの墮 落せる 一 婦人 を 救 ひ 出す を 以て 最も 大 いなる 幸福と 爲 せり。 人の 知らざる 精 ありて こそ、 我 

* は 姦.！ ili^ なる 世に立ちて 能く 己の 本 額 を 守り、 精神 上の 獨立を 保ちて、 世の 與へ 得ざる 平和 を樂し 

むこと を 得る なれ。 動もすれば 薄志！ 行に して、 恐るべからざる こと を 恐れ、 或は 思 はざる 時に 躓 

き 倒る 、 のハ， や；？^ ひ ある は、 人知れ す 食す る 所 乏しき を 以てな り。 

H 、の 品！ も. ：1 问き 精神と 行爲と は、 世間 酱 通の 動機に 養 はるべき に 非す。 霸氣滿 ちて 功名心 勃 

たらば、 或は ビ ス マルク の 事業 は 之 を 成就す る 事 を 得ん。 然れ ども リビ ング スト ン の 事業 は 企て 及 

ぶべ くも あらす。 バウ n が 我等 四方より 艱難 を受 くれ ども 窮 せす。 方盡 くれ ども 望 を 失 はす、 迫 

害ら るれ ども 棄 てられす、 倒さ るれ ども 亡びす と 言へ る 如き は、 人の 知らざる 食物 を 得し 者に 非 ざ 

れば、 望むべき ことに 非ざる なり。 彼 は 基膂を 以て 其の 生活の 模範、 其の 動機 また 其の 目的と なし 

たるが 故に、 死す る も 益な りと 絶叫す る を 得たり。 世の 與 ふると 異れる 平和に 非 ざれば、 死に 臨ん 

では 物の 役に立ち 難 かるべし。 家 は 道 德の學 校な り。 人 問の 敎育 庭訓に 優れる もの あるべ からす。 

如何に家を$^^築すべきか、 如何なる 所に 居 を 卜すべき か、 之 を 衛生上の 利害に 鑑み、 業務 上の 都合 

を 標準と して 考 ふる も乂惡 しき ことに 非す。 然れど も 信仰 上 の 結 菜 如何と 顧 み ざ れば 恐る ベ き 害 

を 生じ、 悔いても 及ばざる 場合に 立ち至らざる を保證 する こと 能 はざる なり。 ョ ハ ネとァ ンデ レは 

邪 穌の後 を 慕 ひ 行きぬ。 主顿 みて 爾曹何 を 求む る やと 云 ふ。 答へ ける は、 ラビ 何處に 宿る やと。 耶 

衣 住  五 五 1 
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稣彼 に、 来りて 見よ と 言 ひ 給 ひければ、 遂に 行きて 其 宿り 給 ふ 所を觀 て、 此の 日 偕に 宿れり。 耶 

穌が來 り 見よ とて 此の 三人 を 招かれた る 家 は 如何なる 所に て ありし ぞ。 無論 大厦高 樓には 非ざる ベ 

し。 然れ ども 何となく 氣品 高く、 奥床しき 住居に て ありし ならめ。 たと ひ假の 宿りなる にせよ、 家 

は靈 魂の 城廓な り。 なるべく 之 を 理想的に^ 築し、 其の 設備 等が 靈性 上の 利 („ ^となり 得る 様、 深く 

注意せ ざるべ からす。 家屋の 構造 は社會 問題の 最も 困難なる ものの 一 つなり。 一室に 數人 偕に 眠 食 

起臥す るが 如き は、 多くの 點に 於て 不利 ハ„ ^少 からす。 殊に 道德に 至りて は 其の 害 最も 甚 しきもの あ 

り。 多くの 不品行、 及び 多くの 墮落は 家の 構造に 起因せ り。 然か のみなら す、 家 は 信仰 上に 關係多 

きもの 故、 此の 點 にも 深く 心 を 用 ふべき ことなり。 たと ひ 貧しく して 思 ふ 儘に fi;! 備を 整へ 難き にも 

せよ、 祌を 愛し、 天父の 御 業なる 世界 を 喜ぶ 所の 優美なる 靈 的の 人 住居 すれば、 其の 家 も 自ら 精祌 

上の 趣味 深く、 何處 ともなく 一 極の 風韻 を 具へ ざるべ からす。 武道の 嗜み 深き 佐 野 常世が 流浪の 閑 

居 は、 貧苦のう ちに も自 から 趣味 深く、 梅 櫻 松なる 鉢の 木の 煙 今日に 至る まで 芳しき 香 を 遣せ るに 

非す や。 瘦 せたり とも 馬 あり、 錯 びたり とも 一 振の 薙刀 は窒の 一 隅に 置かれたり。 祌を信 やる 基督 

の 武士 は、 弊 害 も少 からざる 盆 裁の 風流、 鎗鐵 砲の 用 意 は 暫く 措き、 其の 品格に 相應 しき 設備 は 分 

に應 じて 有ら ま 欲しき こ とに 非す や。 殊に 日本 現在 の 家屋が 戶 を閉ぢ て 密か に 祈るべし との 敎を實 

行す るに ffi だ 不便なる を 記憶し、 直に 改良 を 行 ひ 難き にもせ よ、 せめて は 理想 を兹に 置か すん ば あ 

るべ からざる なり。 家 は 心 隅な く 語ら ひて てな く 親しむ こと を 得べき 所、 世上の 波 潤 之 を 犯す の 


ひなく、 心：个かに^£;1:|^^きて、 K ふしき 思 ひの 洗^せら る、 所、 利己の 精祌 滞らぎ て 他愛の ilE 

- 熾ん に 萌し、 凡ての 方面に 於て 徳 を^て、 大いに 力 を 養 ふに 足るべき 好简の 避け 所に 非す や。 

i^. 米： に：： く、 神 は 世々 我：^》 の：：^ おにて 在せ りと。 浮世 夢の 如く、 世に 存 ふること 幾何 もな し。 然 

れ ども 祌は 世々 の行客之に少-:^wsりて平和と休息とを得、 難 を 避け 風雜を 凌ぎ、 か 所 を え 上げて 

後-ぼの^ もな く、 せ" (の 感化に 觸れ て、 ttw 性 を めら れ、 精祌の 訓練 を 受け、 修 li^ の 功 を 全うし、 己 を 

拋 つて 愛の 赤誠 を 抽んづ る 所に 非す や。 祌を 以て 住居と なすに 非 ざれば、 人心 愈 * 險阢 にして 漸く 

サ.^ iw なる を 免る ベから す。 家庭な きの 人せ、 の 品性 を 害せら る \ こと 少 からざる 如く、 祌に nig ら ざれ 

ば ^=パ の 不幸^だ 悲しむべき もの あらんと す。 

 .  ,   I i  LL^  Q 11^  ！  b  Hp  -  I  i 
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耶穌と 不義なる 婦 

基 骨の 傳を讀 みて 梢 奇異の 感を懷 く は、 之に 接した る 婦人に して、 眞實 其の 敵たり しもの なき こ 

となり。 たと ひ 悪しき 性質の 婦人な りしに もせよ、 基督に 近づく に 及びて 其の 汚行 悪念 を悔 改め 

て、 之に 歸 順せ しもの 頗る 多し。 -サ マリヤの 1^ 人の 如き、 又べ ター 1 ャのシ モンが 家の 宴會に 於て、 

に 一は ひ SMS 

耶穌の 足に 香油 を 塗りし 罪 ある 婦の 如き 是 なり。 

殊に 著しく 感ぜら るる 例 は 姦淫 を 犯せり とて、 耶穌の 許に 曳き 来られし $1 のこと なるべし。 昔モ 

l- セは斯 の 如き 行 あらば、 其の 人 を 石に て 打ち殺す べしと 按 てたり。 人々 此の 婦を 耶稣の 眼前に 押 

おきて 

し据 ゑ、 彼が 罪 を 鳴らし、 法律 を 喋々 して、 汝之を 如何に せんとす る やと 問 ひ 掛けたり、 耶穌默 し 

て 答な し。 § は 之 を 必定 答に 窮 したる ものと 推測し、 仕 たり 顔に 疊み 掛けて 問 を 繰 返せり。 竞に 

答 へられけ る は、 『汝 等のう ち 罪な きもの 第一 に 手 を 下して、 此婦に 石を投 すべし』 と。 此の ニー m は 

彼 # の 胸 を 刺せり。 心に 咎められて 疚しく 感じ たれば、 I 人 去り 二人 去りて、 悉く 何れへ か 逃れ 去 

りぬ。 耶 穌と婦 と相對 して、 其の 場に 居续れ るの み。 『婦 よ、 汝を訴 ふるものな きか』 と 耶穌の 問 は 

れ しに 答へ ける は、 『主よ、 誰もな し』 耶穌 曰く 『我 も汝を 罰せす、 往 きて 再び 罪惡を 犯す こと 勿 


此 れ ； ^^、 は しき 物 IT おなり。 之に 付て 聊か 思 ふ 所 を 述べん。 

f し SJ な 

iw- 一  彼冻は 此の；：^ の 罪悪 を 利 川して、 耶穌を 阱に陷 れんと §1 りたり。 共の 心 露に 惡 を^み、 不 

^を愤 りしに は 非す。 道義 振りて 人の 罪惡を 僥倖に 北ハの 怨み を晴 さんと 試みし のみ。 今の 世界に も 

斯の 如き もの 多き こそ^た て けれ。 他人の 罪悪 を 利 し て 已 の 5=^ を M り 、 或は 自黨 の 勢力 を 擴 張せ ん 

とす。 共の 心？ めて 醜、 北ハ の陰險 なる 愀 みても 餘り ありと 謂 はざる ベから す。 低の 裁判 {£ どと 

ら 誇り ほる 新^記者 等が、 金銀の ため 不必要に 他人の 罪悪 を 暴き、 世界の 醜 に 糊口す るが 如 

き、 圾も舰 ふべき 現象に 非す や。 

第 一  一 si ふが 1 时屮 の 醜 を白楚 に 曝 0 す る を 以て 快と し、 問く に哄へ ざ る 悪事 を 得 恋げ に說き 立て 

S しら  «• 

しとき、 耶穌は 之 を 如何に 待遇 はれし ぞ。 伏し^に なりて 地上に 物 かかれし のみ。 良 や 久しく 何と 

も^ をせられ ざり き。 這 は 悪德 新聞の 記事、 猥褻なる 小說、 訐を 以て 直とな す m なき 批評、 根據も 

なき 識 一一 n などに 對 して、 心 ある もの の當に 取るべき 方針と 態度と を 示せる に „sy や。 ：H^. 督は の 

は 額 忌み 揮る 所な きに 呆れ、 醜 問と 讒口、 之 を聽 くべき 耳を^せざる かの 如く、 唯だ默 然として 地 

. ^に 何やら _ ^かれしの み、 斯の 如き 態度 を 執る 人世に 多からば、 醜， S なる 新聞、 猥褻なる 小 說の類 

は、 手持ち無沙汰に なりて、 漸く 減少すべき 苦な り。 耳 を 高尙に 持せ ざる 世界に 此の 姿 婦を訴 へし 

如き 輕§ の 多く # 在す る は、 又 是非 もな き 次第な りと 謂 はざる ベから す。 

耶 tti 不 おなる «  五 五 五 
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第三 汝 等の 中 罪な きもの 先づ 之に 石を投 すべし と。 ！語 趣味 極り なき を覺 ゆ。 此の f おの 罪惡は 

獨り にて 行 はれし に =¥。 共惡の もの 何れに か あり。 社會の 姦淫 罪を咎 むる ゃ婦に 1戰 うして、 男に 

寬 なる は 何故 ぞゃ。 社 # の 制裁、 國 家の 法律に 此の 不公平 を 除か ざれば、 姦淫 を 非難す るの 聲 如何 

に囂々 たる も、 さまで 勢力 を 有する ことな からん、 基督 は 此の 大 いなる 不公平に 對 して 不平に 堪え 

ざり しもの X 如し。 且つ 其の 言を考 ふるに、 姦婦の 共 惡者を 求められ たるの みならす、 彼が 此の 罪 

を 犯す に 至れる に は、 尙ほ 他に も 種々 の 事情 纏綿せ る もの あるべし との 意味 を 含まれし に 似たり。 

此の 憐れむべき 姦婦の 家庭 は、 如何なる 有様に て ありし か。 其の 夫 は 之に 對 して 平生 如何なる 行 を 

なせし や。 彼の 朋友 親戚 は、 之に 如何なる 感化 を 施せし や。 彼 は 同情の パン を 求めたり。 阓圍の 人 

は 能く 之に 石 を與へ ざり しゃ。 品性の 照 魔 鏡に 懸けて 之 を 見なば、 姦婦 自身よりも 冬く 罰せら るべ 

きもの 少 からざる ベ し、 彼が 罪 より 悪し。 然れ ども 其の 社交的 關 係に 與 かれる 人々 にも 罪な きを 

得ざる なり。 個人の § 非 をのみ 見る ベから す。 社會の 責任 を も 明かに すべし。 基督 は 公平なる 判 

り。 一は 以て 之に 心 を 安ん すべし。 又 一は 以て 其の 公明に して 秋 毫も 誤る 所な きに 戰傈 せざる を 得 

んゃ。  . 

第 四 天下豈 に畜淫 のみ 卵な らん や。 基督が 淸潔 を贵 び、 猥褒を 憎む の甚 しき は、 何人も 之を認 

むろ を 得べ し。 然れ ども 先に は 汚れた る 身 を 以て 其の 罪を赦 され、 基督に 親しくな りし サ マリヤの 

婦人 あり。 今 又 此の 姦婦の 如き 事實を 見る。 或る 意味に 於て 言へば、 某督は 姦淫に 對 して 稍 寛 fe^ か 


なる に 似 たれ ど、 其の 實 は然ら す。 之を悄 むの 念 深 かりし は 山上 乘訓 を？ 慰む もの /- 了知す る 所と 

す。 唯 だ 某 1^ の 裁判 は 公平な り。 ての 罪 =5^ だ惡 しく 1^ めて 恐ろしく 感ぜら るる は 甚督の 良心な 

り。 世人 は-:: れ圃、 姦淫、 詐欺 やに 對 して 共の 道念 幾分 か感覺 を 有すろ 如く ゆ。 然れ ども 貪り、 利 

「し、 ^情、 不親切な どの 罪惡 なる を感 する に 至りて は稍遲 鈍なら す や。 殊に 神 を 長れ す、 天 を 敬せ 

す、 人 を贲. はす、 ^sl-ら物質上の快樂に耽る如き事柄に封しては、 笑 ふこと を 知って 怒る こと を 知ら 

ざるな り。 其 is5_ "は 然ら す。 ての TOT 惡を 有りの 儘に 看破せられ たり。 故に 其の 寬嚴、 ^：^、 時と し 

て 人の 意表に 出 づるを 免れす。 サ マリヤの 婦は容 れられ たり。 Iff; 子の 形式 を 具へ たる パリ サイ 徒 は 

排斥せられ たり。 姦^ は 汚ら はしき 罪な り。 然れ ども 其の 本質 を尋 ぬれば 愛の 罪な り。 愛 ありて 罪 

を 犯す もの を 博改 せしめば、 に祌と 人と に 忠なる ものと なる KJ なからん や。 之に 反して 或る ej^ は 

冷淡- Mit にして、 愛の 乏しき より 發す。 這 は 姦淫よりも 更に 恐るべき ものな り。 熱病 は 容易なら ざ 

る靈 症た らん も、 幸に して 分離 期に 達すれば 健 を问復 すろ の 望 あり。 之 を 愛情より 發 する ei^ 悪に 

ゆ" ふべ し。 巾 風の 如き は 之と 異り、 殆んど 回復の 昆込 なし。 即ち 無 愛、 蒙、 ^薄の 扉 之に 賴- す。 

断の 如く a れば 姦淫 は 重大な り。 然れ ども 姦淫の み 重大なる に 非す。 姦淫な きものと 雖も、 其の 罪 

之に 劣らざる もの 多 かるべし。 

第五 『罪な きもの 先づ 之に 石 を投ぜ よ』 と。 今日の 社. $T を 維持す るが ために は、 圃 家の 刑罰 も必 

要な らん。 然れ ども 自ら 罪な きものに 非 ざれば、 眞 正なる 裁！： を 下す こと 能 は ざろ なり。 .Gr ら罪ぁ 

BKttfs なる of  五 五 七 


耶稣と 不義なる 婦  五 五八 

りて 輕々 しく 人の 罪 を 裁判す。 其の 不當 なること 論す るを俟 たす。 人 若し 止む こと を 得すして 人 を 

裁判す る こと あらば、 宜しく 戰々 兢々 謙遜り て 之 を 行 ふべ し。 決して パリ サイ 徒の 如くなる ベから 

うつ ぱリ 

す。 人の 目の 塵 を 除かん と 欲すれば、 先づ 己が 目より 梁 を 取り去るべき なり。 

世に 無政府主義なる ものな り。 其の 詭激の 言 素より 與 すべき ものに 非ざる べし。 然れ ども 人 問 社 

會の 現狀は 今日の 制度 法律に 滿足 する を 許さす。 監獄 は 却て 罪 惡の擧 校と 變 じつ つ あるに 非す や。 

今日の 組織 果して 之 を永續 する に 足る か。 是れ 一 大 問題な り。 無政府 黨の 主張 も 社會の 方針 を 一 變 

せしめん とする に 至りて は、 大いに 眞理 ありと 謂 はざる ベから す。 パリ サイ 徒 は 石 を 以て 之 を 打た 

んと擬 す。 耶穌は 『我 汝の罪 を 定めす、 注いて 再び 罪 を 犯す 勿れ』 と 一一 一一：： へり。 前者 は 之 を 救 はす。 

後者 獨り之 を 救 ふこと を 得たり。 之れ 即ち 個人の 靈魂を 救 ひ、 社會の 罪悪 を 癒す べき 活力な りと 首 

はざる ベから す。 社 會擧、 道德擧 などの 傾向 を觀 察すれば、 基督の 福音に 傾聽 し、 其の 主義に 則る 

に 至ら すん ば、 天下 救 はるる の 望な きこと 日に 證 明せられ つつ あるに 似たり。 

姦婦 耶穌の 前に 其の 罪 を 知りて 救 はるる こと を 得たり。 此日彼 は 新たなる 生ん 叩に 人り ぬ。 這 は 二 

千年 前の 事實 のみに 非す。 又 眼前の 事實 なり。 凡ての 罪人に 取りて 感淚 ながら 親しく 實験 せらる る 

を 得べき 事實 とす。  . 

(一 九 0  二 年 一 〇 nr) 


人物 を 献げょ 

『牧ふ 者な き 羊の 如く 衆人な やみ、 又 流離に なリし 故に 之 を 見て 憫み給 ふ。 其 時 弟子 等に 曰 ひ 給 ひける は 

が D-*; れ  は P らく ひと  か0-.5れ^3し はたらく もの かりいれば  •  -  -k 

收稼は 多く 工人 は 少し。 故に その 稼 主 に 工人 を收稼 場に 送らん と を 願 ふべ し』。 (馬 太傳 九の！ 一-一六 ー 八) 

さな i5 ら か 

遍く 鄉邑を 廻りて 道 を 傅へ、 人民の 情況 を 視察して、 其の 有様 然牧ふ ものな き 羊の 如くな 

る を 悲しみ、 深く 其の 疾苦 艱難 を惘 まれたり。 其の 人 を 愛する の 心 切なり と 言 はざる ベから す。 是 

れ 主が 傳道 を計畫 し、 使徒 等に 任命して 之 を 諸方に 派遣せられ たる 動機の 一 つと す。 天下の 人、 祌 

を 奉ぜす、 望 を 抱く こと を 知らす、 名利に 饑ゑ、 飮 食に 狂奔して、 困頓 流離、 其の 適從 する 所 を 

らす、 國家 人民 を 擧げて 暗 黑裡に 生活す。 之に 對 して 博愛の 情 燃え、 蕾って 其の 救 濟に從 事 せんと 

欲する の 志 を 起さざる もの は、 基督の 徒に 非ざる なり。 

主 は £i 多くして は A 人の 少 きを 慨歎せられ たり。 人類 は 相愛の 關係 あるの みに 非す、 祌 人類 を 愛 

すろ に 至りて 其の 情 最も 切なる を認 むべ し。 天父 人の 靈魂を 愛して 之 を 己に 適歸 せしめ、 之 をして 

其の 本領 を完 うし、 其の 祝福 を圓滿 ならし めん を 望まる、 -ゃ、 門閭に 倚りて 子の 歸ろを 待つ 母より 

も甚 しと 言 はざる ベから す。 祌は慕 ひ 求めて 待ち 焦る、 の 愛 を 以て， 人 を 愛し、 竞に 其の 獨り子 を 

人物 も S げょ  五 五 九 


人物 も 默げょ  五六 0 

世に 遣 はされ たり。 其の 之 を 重ん する 以て 知るべき なり。 人類の 迷 ひに 迷 ひて 神 を 知らす、 其の 愛 

に感應 する の 心なき は、 天父の 最も 傷む 所に 非す や。 神の 僕た る もの 思 ひ 一た び此に 及ぶ とき は、 

夭 父の 聖旨に 恐懼し、 其の 鍵 的 田園の 荒 廢に歸 する を慨 し、 工人 だに あらば 牧 穫の豐 かなるべき を 

思 ひて、 遣憾禁 する こと 能 はざる べし。 是れ 神に 對 する 赤誠の 發 する 所、 子た る もの、 - 胸中に 男 

き 出づる 自然の 情愛に 非す や。 之 を 名け て 基督 敎 者の 忠義 心と す。 主 耶穌が 共の 門徒 を傳道 

せられた る は、 此の 忠義の 精 祌の靈 的 田園 廢 れんと する を 見る に 忍び ざり し を 以てな り。 之 を溥道 

の 最大 動機と す。 

人 を 愛する の 情 及び 神の 聖意を 長む の 忠誠、 是 等の 二つ は、 古に ありて 基 瞥が傳 道 を 企てられ，. こ 

る 動機な りし 如く、 凡ての 傳道 事業 は 今日に 於ても 此の 動機に 發 源し、 之に 潔め られ て、 其の 力 を 

增し 其の 精神 を高尙 ならしめ すん ば 有るべからざる なり。 人に 對す るの 愛 厚から す、 神の 經營に 執-: 

心する の 忠義 薄き は、 今日 傳道 の舆 起せざる 理由に して、 有力なる 善き 傳道 者の 輩出せ ざる 原因に 

非.？。 

基督 は 其の 牧稼 場に 工人 を 送らん こと を 願 ふべ しと 論告せられ たり。 實に 此の 熱 切なる 祈念、 基 

督 者の 心に 盛なら ば、 力 ある 靑年 起ちて 傳 道に 獻 身すべし。 『求めよ、 然 らば 與 へられん』 と は、 

傳道 者の 出る に 付て 最も 適切なる 敎訓 なりと 首 はざる ベから す。 敎 職の 不備 を 喋々 し、 之に 從 事す 

る もの、 家！々 たる を 歎息す る の 聲高 しと 雖も、 之を祌 に 祈り 求む るの 聲そ の 割合 に は 茶 だ 低き に 非 


十 や。 神の 恩 船に；^ ふるの 念な く、 之 を 奇偶に It: し、 敎， の 冷淡な K. 、催促に のみ 糊み て、 茧： 良な 

る 佻 給の 出 でん こと を 期す る は、 非宗敎 的の 精祌 何もの か 之に 過ぎん や。 敎條者 は 仰 的に 之 を 求 

めざる 可ら す。 祈りな くして 傅 道 者を與 へられん とする は、 實際 一 種の 無 神. 王義に 外なら すと す。 

:z 本人の 日 木 傅 近 は 漸く 共の K 任と 祝福と を 認められつ、 あり。 朱 だ 思 ふ 程に 發逹せ ざれ ども、 

我^の 某 资を 投じ 肘を獻 じて 傳 道に 貢す る^ 日を逐 ひて^ 加 せんとす。 此の 倾向 一.;^. 昂進して 

傅 近 機關の 現今の 牧人に 教. 供に なれよ かし。 然れ ども 金銀 を だに 投 すれば 可な りと なす 如き は、 

北 金 萬 能 主義の 设も g しむべき 形狀 なり。 精神 を 审； ん する 基 #敎 徒に 於て は屐 も不 似合な りと 一一 一一：： は 

ざるべ からす。 m 本 i=i^^ 敎徙は 聊か 金銀 を 獻 する の 责任を 知って、 人物 を 天國に 貢す る 祝 11 を 味 ふ 

の 心 乏しき に 似たり。 視ょ、 甚 ill 敎 徒にして 其の 子弟 を 高等の 敎 育に 從 事せ しむろ もの^だ 多し。 

有 の t^-^ 敎靑年 舉位を 得て、 靑 雲の 梯 に攀ぢ 上る もの 少しと せす。 然れ ども 傳道は 多く 第二 流の 

人士に 一 任せられて、 俊秀の 士齋然 之に 任す る もの 何 ぞ斯の 如く 寥々 たる や。 或は 恐る、 今日の 信 

仰は賤 しき 金錢を 獻げて 人物の 貢 を 謝 絡す る ものな らんこと を。 

苟くも 工人の 與 へられん こと を 祈る もの は、 资を投 する のみなら す、 人物 を も寄與 する の覺 悟な 

かるべ からす。 否、 祌の 召に 應 じて 自ら 起つ の 志な かるべ からす。 

(1 九 0  二 年 1 一月) 
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人 は 生れながら 社交的な り。 孤立す る は その 性に 反す。 決して 其の 幸福に 非ざる なり。 他と 交り 

て 其の 本領 始めて 發揮 せらる i の機會 を與 へらる。 社交的の 關係を 離 るれば、 人 も 人た る こと 能 は 

す。 所謂 『心 もなから まし』 て ふ 悲境に 沈まん とす。 唯 だ 其の 社交的 關係を 人と 相 結ぶ の みなら 

す、 之 を 引き上げて アブ ラハ ムの 如く 神の 友と なる を 要す。 神な く 望な く、 僅に 眼前の 世界と 其の 

關 係に のみ 安ん ぜば、 人の 生命 萎縮して 甚だ 淺 薄なる を 免る ベから す。 人 若し 人 以上に 昇進す る こ 

と 能 はすん ば、 矮小に て 終るべし。 生物の { 仝氣を 呼吸す る 如く、 花の 太陽に 照らされて 爛漫たる 如 

く、 人の 心 も 神と 相 親しむ によりて こそ 其の 眞 面目 を發 揮す る こと を 得る なれ。 然な きとき は 宛 か 

も磽 地に 墜 ちし 種子の 如く、 靈能唯 だ 空しく 其の 內に 眠る のみ。 風雲に 會せ すして 龍の 徒に 田 間に 

潜む 如し。 遣憾 何もの か 之に 若ん や。 然れ ども 世に は 神 を 信ぜす と 明言す る もの 多し。 信念な きに 

も拘ら す、 彼等 は活 き、 動き、 また 有るな り。 人生 は 神 を 離れて 自ら 營むを 得る に 非す や。 道は須 

らく 

臾も 離る ベから す。 離る A を 得べき は 道に 非ざる なり。 神 を 信ぜす して 人ら しき 生活 を遂 ぐるに 差 

閊へ なくば、 遂に 神の 存在 を も 疑 はざる を 得 ざらん とす。 其の 有無と もに 何等の 影響 を も 世界に 及 


ぼす ことなき 祌は、 祌 らしく 思 はれす。 斯る場合に於ては^？！-ろ神無しとするを適當とすべし。 

神 を 信す る は斯の 如く 人生と 無關 係なる ものに 非ざる なり。 祌と 人との 交通 全く 遮斷 せられな 

ば、 道念 は蕃麼 し、 ぬ ^ 性 は 亡びて 甚だ 悲しむべき 有様 を 現出すべし。 たと へ 敬 祌の道 を へざる に 

もせよ、 何れに か祌の 9? 氣と 交通す る 所 些か にても 存 すれば こそ、 人の 生命 は 細く も 維持 せらる ム 

こと を 得る なれ。 如何に 無宗敎 主義 なれば とて 時に 心 鍋 まりて 浮世の 無常に 泣き、 悲哀 遣る 方な く 

感す るに 至りて は、 何 所 ともなく 引き 動かさる \ 如く え、 天地 宛然 我に 對 して 同 を 寄す るかと 

思 ひ、 露 を S ける 葉宋も 我が 爲に淚 を 流す かと 怪しみ、 花の 笑に 迎 へられ、 迅雷 風烈に 其の 色を變 

するな ど、 此は^ 物の 底 一 g に 潜める ほ ^ 氣と 交通す るに 非す や。 明白に 祌を 信ぜざる もの も 天地の 惠 

に 倚り 顿み、 ：？《!s 、の 善意 を 信じ、 覺 束な くも 辛うじて 幾分の 平和 を 保つな り。 義士 仁人が 道 を 歩んで 

屈せざる は、 よし 無意識な るに もせよ、 断の 如き 信念 存 する を 以てな り。 之な くば 人道 を 維持す る 

に. S なく、 正義 地を拂 つて 消 減 せん を 恐る。 其の 認識せ ざる 間に 神明の 靈氣 人心に 往來 して 之 を 鼓 

吹し、 之 を 慰撫す るが 故に 人の 鑲性危 ふくも 其の 呼吸 を 持續 しつ i あり。 神と 人との 交通 全く 斷絕 

せす。 是れ 人道 麼滅に 至らす して 一 點の 光明 世界に 存 する 所以な り。 

H マ ー ソンの ovcr—scnll は實に 深遠なる 一 大 文章な り。 彼が 宗敎 感服し 難き ものな きに¥ と 

雖、 此の 一 篇の 如き 其の 妙味 言 ふべ からす。 請む もの をして 自 から 天来の に 觸れ、 唯 物的 鄙吝 

の を淸 せし むる の- 概き あり。 彼が 筆力 を 極め 辛うじて 說 かんと 試みた る 如く、 人の 上に 『傲然 
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たる 靈威存 する あれば、 之と 交通し、 握手し、 接吻す る』 を 得べ し。 ^無 寂滅の 說を懷 く 浮^ 氏 も 

如を觀 じて は、 限りなき 神の 裳の あたり を瞥兒 したる ものの 如く、 祌麓の 氣之を 鼓吹し 彼が 自ら 

之 を 認識せ ざるに も拘ら す、 己の 思想よりも 遙 かに 善き 感化に 接し、 之 をして 一 靴の 歡 喜に 充 たし 

むる に 非す や。 人間以上に 眼 を 着けす、 常識の 豫言 者と して 最大なる 孔子 も、 其の 至誠に 開 導 せら 

れては 天の 知己に 感泣せ り。 詩人、 哲舉 者、 文士、 戯曲 家 を 見よ。 彼等 は その 天才の 冀に駕 し、 1^ 

々三重の 天に 上りて 祌靈の 威に 接する こと を 得たり。 其の 最も 多く 人類 を 感動す る 傑作 は、 目に 見 

え ざ る 神明 の 靈氣 に觸れ たる 結果たら すん ば 有らざる なり。 

祌は斯 の 如く、 人間 遍く 活動す。 藤史に 於て、 又 一個人の 經驗に 於て、 其の 靈氣 人の 道念と 相觸 

る。 祌の靈 氣を離 るれば 人道 亡ぶ。 之と 交通す る 所 些か にても 存 すれば、 もの \ 哀れ を 感じて 道念 

覺 醒し來 る。 然れ ども 基 #1:1  く、 『我れ 往 かざれば、 聖靈 世に 臨ら す』 と。 旣に 孔子 も釋 迦も祌 鍵の 

氣 に觸れ たりと 言 はす や。 基督の 一一 一一 E こそ 詠し けれ。 此の 點を 研究 すれば 聖靈の 意義 愈々 深く、 其の 

味 ひ 漸く 佳境に 入る を感 すべし。 

in へば 天地 清明の 氣は、 獄中に も 通す。 之に よりて 罪人 も 其の 生命 を 保つ こと を 得るな り。 然れ 

ども 之 を 自由 の 良民 天 高く 海 濶き所 に 大氣を 呼吸す るに 比すれば、 其の 差- 異殆ん ど 無限な りと 一一 一一：： は 

ざるべ からす。 基督な くして 祌靈 の氣に 接する 亦 貴重な りと 雖も、 基督に 於て §1^ 靈の 賜を受 くるに 

比すれば、 其の 差異 囚獄 の內 外よりも ：® し。 祌 人となりて 世に 降り、 罪 ある 世人 を 救 はんがた め、 


よ is へ 

死して 雜 られ、 第一 二日に 活れ りて ふ 事^ を： ^1 識す るに 至りて は、 神楚 の： m 潮 Q 如く^々 として 世 

のど やか 

界に蓋 ひ來 りぬ。 其の 淸新 にして 和舒 なる 氣に 沐浴せ る もの は、 ！^中に呻吟せる^^^が、 一朝 C 山 を 

得て 廢濶 なる 天地に 俯仰 近 逸する 如き 感覺を 有す。 一 口 千木の 樱花 爛漫たる 美觀 は、 溫窒に 於て 之 

を：：：^ すべから す。 人 H を：^ めた る溫窒 に^ける 花、 珍ら かなら ざるに 非す。 然れ ども；^ 來 りて 峰 

にもお にも 白. m の 棚- 3 ける かと 疑 はる、 景色の 大 いなる に は 若かざる なり。 基督に 依る と 依らざる 

と、 i ひ f おの 感化 を 蒙る に 於て、 其の 相逮甚 しと 首 はざる ベから す。 

世に は の； t 格 を 認めす、 §f: 靈 の！： を 信ぜざる も、 天の 父なる 祌を さへ 信 すれば 足れり と 論す 

る 人 あり。 然れ ども 事 .wi は斯の 如き 信仰の 不足なる を證 明す。 明治 二十 三年の 頃な りしと 記憶す。 

ュ - テリアンの 傅 近^ 古 小に 始 せられた る 時、 明治 學院の 講堂に 於て 基 1^ なくば 活動的の 信仰 を 保 

つ tj 能 はすとの 說敎 をな せる 人 あり。 ー靑年 之に 對 して 大いに 不同意 を唱 へ、 當時校 內に編 せら 

れ たる 雜 f.i に投 害して 之 を 批評し、 たと ひ 基督の 祌格を 信ぜす、 其の ィ ン カルネ ー シ ョ ンを 否定し 

たれば とて、 C" 仰 は確實 なるべく、 祈禱は 熱心 燃 ゆるが 如くなる を 得ん。 活ける：： E 念 は 所謂 正統 者 

流の^ 有 物に 非す と 論じたり。 幾程 もな く 彼の 靑年は 基 1^ を 離れ、 漸くに して 祌をも 離れ、 乂 遂に 

唯物主義 を 唱 ふるに 至り、 て は 有名なる 日本 主義の 宣傳 者と なりぬ。 之 を 信念 消 ：！^ の 論理的 順序 

とす。 斯の 如き は 古今 M 一  轍なる ぞ是 非な し。 

基 の 十字架 は、 晴 世界に 天の岩戸の 開けた る 如き 關係を 有す。 施 洗の ョ ハネは 我れ 水 を 以て 
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バプ テス マ を 施せ ど、 我より 後れ 來 らん もの は、 火と 聖靈と を 以て バプ テス マ を 施さん と 言へ り。 

彼は婦 より 生れし もの \ 中に て 最も 大 いなる 豫言 者たり。 其の 傳 道に 非常なる 勢力 ありて、 當 時の 

世界 を 震動 せり。 ュ ダ ャ もガ リラ ャも擧 りて 其 の敎を 受けん た め に 曠野 に 雲集 せり。 然れ ども 此の 

赛惡 なる 世界に 向って、 己が 力の 足らざる を 感じ、 其の 事業 宛 かも 一車 薪の 火に 點 滴の 水 を 注ぐ に 

異らざ る を 歎息 せり。 此の 故に 彼 は 己よ りも大 い な る 基督の 来援 を渴 望して 止 まざりき。 豈 に 唯 だ 

ョ ハネ のみな らん や。 學者も 豫言者 も 此の 點に 於て 無能力 を 悲しむ の聲を 放たざる ものな し。 溫窒 

の 櫻 を 以て 滿山を 飾らん と 欲する も 亦 難い かな。 基督に 依りて 聖靈 降り、 人 をして 罪に 付き、 義に 

付き、 審判に 付きて 覺 らしめ たり。 之 を 奉す る 者と 然 かせざる ものと を對 照し 来れば、 此の 說の決 

して 大 一一 一一 ロ壯語 にあらざる を 知らん。 試みに 罪 惡を感 する の 一事に 付て 之を觀 察せよ。 バ ン ヤンの 天 

路藤 程、 ァゥ ガス ティ ンの 懺悔 錄に は、 羅馬、 希躐の 文明に も存 せす、 神道 儒敎 にも 見出し 難く、 

佛法 にも 其の 類な き、 罪惡の 感覺鮮 かに 且つ 深く 示された る を 見るべし。 適切に 罪 惡を感 する こと 

を 得る は、 基督の 賜な り。 S 非惡て ふ觀念 は、 基督の 創作 せられし 所な りと 言 ふ も 可な り。 此の 感覺 

はァゥ ガス ティ ン、 バ ン ヤン 等の 胸中に 燃えし のみなら す、 基督の 十字架 を 仰ぐ もの & 心に は、 聖 

靈 之れ を 覺 らしむ るの 感化 著しく 現れ すん ば あらざる なり。 基督 敎を 信す ると 然 かせざる と を 問 は 

す、 罪惡の 一事に 付きて 基督教 者の 中に f: 殊 なる 觀念 及び 感覺 鮮明に して 且つ 痛切なる は、 之 を 疑 

ふこと 能 はざる べし。 少く とも 此の 一 點 に付きて は、 祌 靈の氣 基督 を 信す る ものに のみ： &殊 なる 感 


化 を 及ぼせり と 言 はざる ベから す。 唯 だ 罪の みに 非す、 義 に付き、 {II: に付きても 基督教^ は 特殊 

なる^ 的 は を 受け、 其の 道德 上の 理想 優れて 高尙 にして、 その正義の必勝を信すること^^だ確實 

なる を認 むべき なり。 彼の 黑 潮の 流る、 所、 特殊なる 氣候を 生じて 動植物 を 繁殖せ しむる が 如く、 

人 社會に 一道の 生氣を 鼓動せ しむる もの は、 祌の gl- 靈に 非す や。 世界 を 征服す る 者 は は ^ な o。 

神ぬ M の氣 人間に 活動す る こと 斯の 如し。 マシゥ • ァ ー ノル ドの 所謂 正義に 向って 進行す る IT の 我 

や： ならざる 勢力、 神威 を 具へ て 存在せ るは苟 くも 靈的 經驗を 有する もの A 疑 ふ 能 はざる 所と す。 殊 

に蓝 せの 道 を 信す る もの は、 人 以上の 活力 之に 臨みて、 其の 魂 を 鼓吹し、 訓戒して、 きとして ま 

さ ベが  よあけ  す？ i 

宛ら ヤコ ブ がべ -1 H ル に 天明まで 角力せ る 如き 靈的實 験 甚だ 鮮 かなり。 

此の 活力の 祌 的なる は"：！^ 易に 信ぜら るム 所な らん。 之 を 人格 的の ものと なすに 至り、 始めて 異論 

を 生じ、 之 を 是認す るに 辯 する もの を 生す。 此の 點 基！^ 論に 於け ると 大いに 其の 趣 を 異にせ h。 

耶穌の 人格 的なる は 何人も 之 を 疑 はす。 神 的な りと 言 ふに 及び、 議論 分岐して、 信仰 上に 大 いなる 

^隔を 生す る を 常と す。 

之 を 害に 徵 すれば、 聖 震の 人格 的に 說き 示されし を 疑 ふべ からす。 聖靈は 慰む る もの、 之に 人 

格 的 代名詞 を 適 W して 差閊 へな しと せらる。 彼 は敎師 なり。 また 證人 なり。 彼 は耶稣 世に 在りし と 

き、 弟子と 相 親しみ、 相 交りし 如く、 其の 世 を 去りし 後 之に 代 h. て、 彼等に 伴 ふべき ものに て あり 

き" iiii 靈は言 ひ 難き の 歎 を 以て 我等の ために 祈る。 彼 は 人の 罪悪 を 悲しむな り。 斯の 如く 說き 示さ 
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れ たる を 人格 的の ものと 解釋 する は、 聖書 を 曲解す るに 非ざる べし。 聖書の 記事に 重き を §w」 かば、 

ill 靈の 人格 的なる を 是認す ベ きな り。 

旣に 基督の 神格 を 認め、 獨ー の祌 にして 父と 子 相愛す るの 關係 ある を 信. f る もの は、 是等 iil 書の 

記事 殊に 耶穌 の敎訓 によりて、 神 霞の 氣實に 人格 的な りと する に躊路 せざる べし。 聖書の 有力なる 

明文 を附き 曲說、 否、 之 を 蹂躪して まで、 ^1; 靈を 非人 格と 見做すべき 理由 何 所に 在り や。 此の 信仰 

を懷拘 する もの は、 如上の 理由 あり。 然れ ども 反對 者に は、 這 は 不思議な りと 云 ふ 感愦的 口 實の外 

敢て 提出すべき もの 無 からん を 恐る。 

然か のみなら. f 基替 信徒 は、 其の 宗敎的 實驗に 於て、 is ぼの 人格 的なる を 信ぜざる ベから ざる 理 

.£ を 有す。 蓋し 神 靈の氣 其の 中に 活動して、 之 を 照し、 導き、 强め、 潔め、 慰む る こと ある は、 基 

督 者の 實に 感泣して 實驗 する 所なる が、 彼等 は 單に祌 の 感化なる が 如く 之 を 見做す に 安ん する こと 

能 はす。 聖靈の 恩に 感泣す る ことが 切なる に當 りて は、 之 を 意識す る 最も 鮮 かにして、 彼と 此 との 

關係 最も 親密なる を覺 ゆ。 斯る 際に 聖靈 をして 唯 だ 神の 感化の みならし めば、 基督 者 は 神の 感化に 

接觸 する のみに て、 神は遙 かに ゃダ遣 はし、 間接に 之と 交際す る もの、 如く 感ぜら る X に 至らん 

とす。 是れ 基督 者 信念の 忍び 難き 所な り。 彼等 は 非人 格 的 能力と 接觸 する のみに ては滿 足し 難し。 

玆に 於て 聖靈て ふこと を 忘れ去る か、 將た之 を 人格 的と 見做す か、 其の 一 を擇 ぶの 必要 は、 基 傅 者 

の： 111? 仰 的 意識に 切迫せ る大 問題と なる。 聖書の 記事 餘り 明かに、 彼等 自身の 經驗餘 り 切なる がた め 


に、 彼，は#^惑¥^^:=後に放^^すること能はす。 故に 進んで iii ぬ ^ の祌的 人格なる を 認め すん ば 止ま ざ 

るな り" 彼 や.^ が： 仰 上の 必要 は、 耶穌 及び 共の 使徒の 敎訓 と照應 一致して、 人格 的^ 氣の 確信 玆に 

生す。 之が ため 祌は 人の 心に； 5^. も 近くなる を ゆ。 斯くて 祌人兩 者の 關係 1=^ だ溫 かく 切なり。 ム ー 

ルの§^,靈論に彼が 『聖靈 の 人格 的なる を 信す るに 及びて、 神の愛 を感 する こと 深くな りぬ。 感謝の 

念^に 優れる を 感じたり』 と兑 ゆる 如し。 

B ボルト • ハ ウルの 傅に 依れば、 此のお 名なる 說 敎ネ敎 職に 就きて より 數年 ii、  ^^;|-の人格的な 

る を 凝 ひ： りしが、 千 七 百 九十 九 年 重き 病に 權 りて、 死の 旦夕に 迫りし とき、 十字架の 眞理 に： く 

^^心激して、 ^的 進境 漸く 深く、 其の 三位 ー體の 信仰 鮮明に なりて、 何時しか 人格 的の 露に 祈り を 

獻 ぐる 身と はなり ぬ。 之より 思想 も 大いに 進みて、 彼 は if, 靈の祌 的 人格なる を 確信す るに 至れり と 

M く。 斯の如く人格的^^,ぉ^は唯だ聖書の訓示する所なるのみならす、 亦 信仰 上の 經験 にも 深く 其の 

5^ 據を 有せり と 言 はざる ベから す。 

或は 、： を  一 ra; の氣 風の 如く 見立て、 基督の 精祌 即ち 是れ なりと 說 くもの あり。 其の 信す る 所 は 

之に ：！： おすべし。 然れ ども 之れ 以上に 進む を 拒否して、 聖 の 人格 を 否定す るに は反對 すべし。 是 

れ ：！：！ 仰の 消：；^ に 一 大關係 を 有すれば なり。 

慈母 く 4^,- を 送って 其の 子 を 訓戒す。 一字 ー淚の 赤誠、 之 を 感動す る こと 淺 からざる べし。 然れ 

ども 若し 其の 翰 をして 彼が 手に 在りて 熟讀を 促し、 其の 從順を 喜び、 其の 冷淡 を 悲しみ、 其の 不 
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孝 を 歎く こ と を 得る の 活物たら しめば、 之 を 感化す る の 力、 殆ん ど 無 限な り と 一一 目 は ざる ベ からす。 

； 5 も ひ 

山河 千里 を隔 つ。 對面 之に 語らん と 欲すれ ども 得す。 紙片に 托して 其の 懷を遠 遊の 子に 寄す。 不利 

益 如何 ぞゃ、 蛮-籠なる もの は 非人 格の 感化 力なり や。 然 らば 心なき 書翰の 類の み。 天井の 眼藥、 靴 

を 隔て X 痒き を搔 くに 似たり。 然れ ども 之 をして パ ゥ 口が 曾 へ る 如く、 人の 冷淡 背 逆 を 憂 ふる 有意 

の 人格 的實 在たら しめば、 之に 接する 恰も 慈母の 書 自ら 血 あり、 淚 あり、 又聲 あると 同じく、 感化 

の 勢力 全能な りと 謂 はざる ベから す。 今日の 基督 者 多く は聖 tfw を 信じて、 未だ 此の 熟 切なる 度ん 口に 

達せす。 が 聖靈 の 感化 を受 く る 恰も 覺朿な き 紙片 に 依りて 遙 かに 母の 勸吿に 接する に 異 らす。 

其の 信仰に 活氣 なき を怪 まざるな り。 

母の 訓戒 紙片に 依りて 達すと も、 無情なる 子 は 之 を 請ます して 棄っ ベく、 讀むも 之 を輕ん じて 行 

ふの 念 慮 甚だ 薄し。 然れ ども 眼： 1§ 母の 昔容に 接し、 其の 手と 相 握り、 其の 赤誠の 淚膝 を沾 すに 當 

りて は、 彼が 感 する 所 また 深から ざる を 得す。 蜜靈の 感化 を排 して 我意 を 張る は、 一 片 の 書翰 を 押 

し擴 むる に 同じき か。 將 たまの あたり 母の 顔に 唾き する 如き ものなる か、 後者 は 眞に聖 翳の 人格 的 

なる を 確信す る もの i 經驗 する 所な り。 我 聖靈を 信す との 一句、 人格 的の 意味 切なる 時 は、 信仰の 

面目 を 一新すべく、 其の 道德 上の 感化、 罪 を燒 くの 勢 猛烈なる もの あらんと す。 誰か 之 を祌擧 上の 

空論と 一一 一一！ I ふや。 信念 熟して 此の 點 まで 進まざる は、 基督 敎 現今の 病な り。 之 を 救 は ざれば 敎 勢の 振 

起 得て §卞： むべ からざる なり。 


バウ az: く 『酒に 醉 ふこと 勿れ。 之 をな す は 放蕩な り。 {q- しく に充 さるべし』 と。 1^ と と を 

對：？ とす。 ！兑 奇異に 感ぜら る。 然れ ども 猛に之 を觀 察すれば、 ii 應の 妙名狀 すべから ざる もの 

おり。 〔讽 する に 常り、 一議 を 傾けて 其の 愛 を 掃 はんと 欲する は、 酒家の 目的に や。 欧酒は 喜 

び を CT? ふの せ 5 に出づ るな り。 或は 杯 を 交して 親しみ を 厚う し、 之 を 媒介と して 棘 遠の 情 を溫 めんと 

欲す。 飲酒の 口 的 は 亦 愛の 結合 を 堅 ならし めんと する にあり。 或は 醒めて 猫の 如く、  に乘 じて 

猛虎の 如くな らんと 胡す。 酒に よりて 力 を 得ん と 欲する ものに 非す や。 酒 は 害の み。 共の弊ゃ放^^| 

なり。 然れ ども 人 をして 陶然 醉 はんと 欲する に 至らし むる もの は、 歡喜、 親愛、 及び 氣カを 要する 

ことななる を 以てに 非す や。 飲酒 は 此の 目的 を逮 する の 手段 を 誤れる ものな り。 故に バウ 。曰く、 

『酒に 醉ふ 勿れ、 aw に充 さるべし』 と。 

IP; 门人 t^i^ の 道 を 信 すれ ども、 酒を飮 むに は 趣味 善き に 過ぎたり。 靈に充 さる.^ までに は、 信仰 未 

だ 逃み liig ら ざるな り。 故に 愛 薄く、 喜び 淺く、 氣カ振 はす。 何ぞ 活ける の 名あって 死せ るの 赏を現 

する や。 失れ §s の 結ぶ # は 仁愛、 能力、 自 £、 歡喜、 及び 平和な り。 希く は聖、 に關 する 信念 を 

明に して 切なら しめよ。 然ら ざれば 基督の 使命 を 全うせん こと 思 ひも 寄らす。 使徒の は欺靈 

に 依りて 作られたり。 i,;;- おなくして 獨り 使徒 時代の 如き を 望む、 又 難い かな。 

(1 九 〇 二 年 1 一、 1 二  nr) 
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耶穌 の社會 的敎訓 

上 

基督 は； 大を談 じ、 神 を 語られた のみでない。 深く 人間 相 f«l の 道 を敎 へられた。 一 つの 新しい 社 食 

を 作り 神の 國 なる もの を 開拓す るの が、 共の 一生の 志であった。 彼 は 如. 何に して 社會を 感化し、 人 

類 を 塗炭のう ちょり 救 はんとせられ たか。 

昔し 西の方に は ソクラテス、 プラト ゥ など 云 ふ 聖賢が 現れ、 東洋の 支那 印度に は 孔子 釋： i 等が 出 

. て、 大いに 經世濟 民、 得度 解脫の 計畫を 立てた が、 詮 する 所 彼ら は 皆な 眞理を 推戴いて、 之 を 世に 

傅し、 人 をして 道に 歸依 せしめん としたの である。 彼ら は 道の ために 其の 宣傳 者た るに 過ぎなん 

だ。 然るに 耶穌は 全然 之と 逮 つて 居る。 彼 は 人 を 指し 招いて、 我に 從へ、 我 を 見よ、 我よりも 其の 

父母 を 愛しむ もの は 我に 協 はざる ものな りと 斷言 した。 即ち 自ら を 天下 萬 民の 中心と なし、 凡ての 

人の，ば一!^:みと熱誠とを己れ I 身に 集注せ しめんと したので ある。 如何 考 へても 人間の 主張と は 受け取 

れ ない。 ヨハネ や、 ぺテ a の 様な 弟子 等 も孜々 として 道 を 鬧 くと か、 熱 切に 廣く衆 を 愛する と！ 一目 ふ 

こと を赛 一に 心 懸けて は 居らなかった。 彼ら は 寧ろ 耶穌を 愛する ものであった。 彼ら は 基督の 忠臣. 


に 外ならぬ。 シ モン • ベ テ a が 漁 者から 一 躍して 非常に 偉大い 人 物に な り 5 & たの は、 舉 問の 御 庇 

や、 人 近の！ igmj^ などで ない。 其の は 全く 基^に 對 する 一片の 中 誠で ある。 ゼべ ダイの 二子が 網 

を 棄て、 稅史マ タイが 共の 役所 を 退いた 现. 5 は、 敢て眞 现に從 つたんで はない。 ける 耶穌 其の 人 

に § したので ある。 基^教の 社 <^：： に 勢力 ある は、 离 lesl. 此の 1 點 から 起る と兑 ねばならぬ。 

誠心誠意 以て 敬愛す る ものが あって、 共れ と 同時に 自重 自信の 念が 謙遜のう ちに 養 はれて 居るな 

らば、 是れぞ 殆んど 天 下 無敵の 大勢 力で ある。 活ける 眞 正の 人、 若く は 人と なった 活ける 神、 天に 

在す 父に 對 して は 滿- おの 敬愛 を 獻げ、 またう ちに 省みて は 自ら 神の 子な りと il;! じて 大 いなる 希望 を 

抱き、 一 の 奪 ふ 可らざる 志 を 有って 居り さへ すれば、 m 身 世界に 濶歩 する ことが 出来る。 基^ 敎 

が 社 <!：； を 救 ふ 大勢 力で ある if 由 は、 今 1 一一：： つた 様な 忠誠と 抱負、 it 依と 主張と を 十分 に^せし むる 故 

であ る。 

耶穌は 一 面に 於て 確かに 祌秘 的の 人であった。 世に 神秘的と 云 はれる 人物 も 多い が 何 所に か過不 

及の 弊 を 免 かれぬ。 然し 主 耶穌は 神秘的 人物の 模範で ある。 彼れ は實に 世 離れ をして 居られた。 高 

い 山に 登って 瞰！ と 凡ても のが 一 ほ 瞭然で ある 如く、 向上心 を 高め 神と 偕に 在って 世界の 上に 超 

然獨 立す る 所がお るなら ば、 社.^：: を觀 お" A しても 一 々適切な 判斷が 着く であらう。 共 病根 も 方もサ 

ッサと 分明る。 耶穌は 3 脚に； t 秘 的であった から、 社 會の眞 相を審 かに せられた。 神明に 通じて 居ら 

れ たので、 不田ぬ^^な程 一 種の社會通でぁることが出來た。 今日の 社會 £? は社會 のなかに 蹂 つて 之 
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を 研究して 居る。 幾ら 歸納 的に 調べた からと 一 百って、 其れの みで 天下の 眞 相が 知れる もの か。 先づ 

肺と . ^もに 閉ぢ 籠る 修行が 無くて は 到底 駄目で ある。 

耶穌は 神秘的 氣 品から 社 會の狀 態を觀 破した のみでな く、 盛んに 活動 せられた 人で ある。 彼の 如 

く 事の 多い 生涯 を 送った もの は 外に 有るまい と 思 はれる。 世間に は 批評家と 言 ふが あって、 唯 だ 引 

つ 込んで 居ながら 觀 察と 批評ば かり 遣って 居る。 其 所で 批評と 實 際と を 兼ね、 觀 察と 活動と を 雨つ 

ながら 全うする もの は 甚だ 少ぃ。 本當に 此の 兩 つながら 全うする もの は 甚だ 少ぃ。 本當に 此の 兩っ 

を 具備した もの は 古來稀 有と 謂 はねば なるまい。 然るに 耶穌 基督 は 批評 的の 達觀 者で あると X もに 

驚くべき 活動の 人であった。 神の 玉座に 接し、 天上の 大氣を 透して 人間 社 會を觀 察し、 身 を 犧牲に 

供して 社會に 活動 せられた。 是れ 社會の 人た る ナザレの 耶穌 である。 

彼 は 社會の 問題に 對 して 如何なる 綱領 を 示した か。 其の 社會的 敎訓は 如何な もので あるか。 這 は 

基督の 祌國觀 である。 祌の國 と 祌の義 は 極めて 博大な 問題で、 迚も 一朝一夕の 談に盡 されべき こと 

でない。 今朝の 說敎に は 辛うじて 其 一 一三 を擧 ぐるの みで ある。 

第 一 耶穌の 最も 好んで 叉 最も 屢說 かれた 一 つ は 人類 同胞 主義で ある。 今や 人類 同胞の 主義 は 誰 

でも 口癖の 様に 唱 へて 居る。 世に 在りて 神な く、 望みな き 徒も爭 うて 之 を宣べ 立てる。 誠に 結構な 

次第で あるが、 神 を 父と して 仰ぎ、 其の 恩寵に 沐浴した 精神で、 人類 一家 族で ある こと を 深く 意識 

せないで は、 如何の 位 名が 美で も 其の 實は 見る に 足りぬ かも 知れぬ。 基督 は 天父 を圓 滿に說 き、 其 


の 愛 をお も 深く 敎 へられた から、 人類 同胞の 主義が 確かなる 根據 をお つて 2ig る。 兄=?5^^して相愛す 

る 動機 は^！^ に 於て 最も 溫か である。 何人で も 耶穌の 博愛主義に 感ぜぬ もの は 無から う。 北ハ の敎訓 

は 玲瑜珠 の 如くで ある。 然し 耶穌の 生活 は 其の 敎ょ ひも 立派で ある。 彼が 敎說に 於て よりも、 其の 

§Cf 行と 精神と に 於て、 世人 は 最も 美 はしく 人類 同胞の 大義 を 舉び 得る ので ある。 

下 

^二 耶穌は 我れ 人 を 役 ふために 來ら す、 人に 事 へんた めに 來れ りと 一一 一一：； はれた。 人に 事へ る 主 

義、 此れが 社會に  一^ 大切で ある。 世の常 例から 言 ふと、 皆 人 を 役 ふの が 好きだ。 トルストイ 伯の 

1?^ は： 逮 ひじみ た 所 も あるが、 また 中々 而 白い 點も 多い。 自分で 爲し 得られる だけ は 成るべく 妻女 

家來 でも 役 はぬ 様に すると 云 ふが、 彼の 主義で ある。 一寸見る と 小さい 事の 如く だが、 此 所が 其の 

耶穌の 精神 を^ぶ ところで ある。 

耶穌 時代の。 ゥマは 丁度 兵營と 劇場と を：^ ねた ものであった。 上下と も 武威に 熱心し、 兵力 を苏 

一 と 心 懸けて 居った。 其れで a ゥマは 徹頭徹尾 兵營 仕掛けの 權幕嚴 めしく 見えた。 また 其の 一 方に 

は 外觀を 張り、 ？ i 飾 を 務めた から、 社會は 宛ら 芝居の 様で、 只管ら 見 榮を修 ふこと に 骨 を 折った。 

學者も 農 商工 も 萬 事 芝居 モド キで、 兵營 染みて、 其れ はく 虚勢 虚飾が 盛んで、 甚だ 恐ろしい 植幕 

であった。 世の中 を 芝居と 兵營 とに して 了った 社.^ に 耶稣は 生れられ、 天下の 病、 人類の 雜を 明か 

に 知られた から、 其の 根本的 治療に 注意され たので ある。 故に^^-子の足を洗ひ、 稅吏罪 人の 友と な 

耶 es のせ S 的敎讕  五 七 五 


耶稣 の！ M 會的 教訓  五 七 六 

られ た。 主 は實に 僕の 狀 態であった。 經濟學 者が 如何に 議論し、 社會 主義の 連中が 如何 位騷 いだつ 

て、 ストライキ でも 資本 同盟で も、 此の 基督の 心が 無い 日に は 駄目で ある。 ユウ ゴゥの 『噫、 無情 

は 作者が 基 骨の 十字架から 學 んで來 て、 この 人に 事へ る 主義 を 基と し、 之で なくば 社會は 救へ ぬと 

云 ふ 意味に 外ならぬ。 十字架が 即ち 社 舎 救濟の 柱で ある。 此の 精神 を 有たない では、 如何な 議論 や 

騒ぎで も、 穴 二の 空 だ。 朽ちた る 索 を 以て 猛虎 を 縛らん とする ものである。 

笫三 凡て 人の 所有物 は 神から 委托 けられた ものである。 我々 は 番頭で ある。 神の 手代で ある。 

此れが 耶穌 の敎訓 された 一 つで ある。 社 會は徐 々之 を覺 つて 來た。 社會 主義の 眞理 は此所 だ。 所有 

者が I 頭の 接り になった 時 こそ、 勞働 問題な どの 眞に 解決され る 時節で ある。 金 や 財產は 自分の 勝 

手 次第と 心得、 离事 主人 振る 51 は 社會に ゴ タス タが 息まない。 

マン チ H ス トルに ク a ス リイと 云 ふ 製造者が あった。 此人は 先年 死んだ が、 瓦斯 點燈に 川うる 機 

械を發 明し、 其の 專賣權 を 占め、 之 を 製造して、 大金 持に なった。 彼 は 儲けた 金 を 夥しく 慈善 ゃ傳 

道に 使用った。 唯 だ 遠くから 金ば かり 出して 自 から は 慈善事業に 直接 働ら かない 様で は、 不健全で 

人 を 益す る こと も 割合に 少 いと 考へ 付いた から、 進んで 貧民の なかに 居 宅 を 移し、 實に 感心な 事 を 

I^Jf 山に 遣った。 バウ 口が エルサレムの 救 濟に金 だけ を 達ら すに、 c; 身 之 を 持って 往 つたのと 同じ 心 

:55寸と3!^ぇる。 或る 入が クロス リイに 忠告した。 世の中 は 進む もの だ。 追々 新しい 發明も ある。 足下 

が 專賣の 品 を i す 機： T も 出来る だら う。 其 時には 金が 儲けられぬ ことになる。 故に 足下の 様に 慈善 


を 遺って は危 い。 少し 控へ 目に する が 善い と。 クロス リイの 答へ が： g{n い。 實に然 うだ。 何時！ S か 

らぬ樣 になる かも 知れない。 何時 慈善の 出 來ぬ仕 合せと なる も 知れぬ。 其れ だからへ.' のうち 出.^ る 

だけ 遣って 匿く ので あると 言った。 此の様な 精祌は 日本よりも 金 を 拜む歐 米の 社會に 盛んで ある。 

クロ ス リイの 如き 人が 無かったら 社き は 今の 形勢よりも 惡 いに 極って 居る。 耶穌の 感化で 彼の 様な 

人物が 航 え ると 社 今-問題が 解決 さ れ る 。 

耶穌の &パ喻 に、 或る 富 人の 番頭が 主人の 金 を 私 消して、 せ、 の 始末が 顯 した。 之が ため 放逐され 

る ことが 口前に 迫って 來た。 其 所で 豫 ねて 取り引き をした！ S 務者を 集め、 彼らの 利 (A になる 様に 證 

まロ を 寄き Is- めさせ、 恩 を 被せて 置いて 己が 後日の 足しに する 工夫 をした。 耶穌は 此の 話し を 取つ 

て、 爾ら 不義の 肘 を 以て 己が 友 を 得よ、 此は 雨ら 乏し からん とき 彼らが 雨ら を. 水 遠の 宅に 受け 容れ 

ん ためなりと 言 はれた。 狡猾な * 頭の 眞似 をし ろと は 可笑しく 聽 ゆる けれど、 此れ は 世の 財產 を. 水 

夂 世界と 結び 着ける 様に と敎 えられた ので ある。 金 も 精神 一 つで， 水久的 意味 を 具へ る ものと なる。 

或る 富める 人 錦 衣 玉 貧の 奢り を 極めて 居た。 彼が 門 前に は ラザロと 云 ふ 貧乏人が、 膿： t: だらけで 

坐って 其、 の餘り もの を 賞 ひ 漸く 生きて 居った。 此の 兩人 相次で 死に、 ラザ。 は アブラハムの 懷に移 

され、 甯人は 永遠の 火中に 投 せられた。 此の 比喻 のうちに は、 恐るべき 眞理が 包含れ て ある。 富め 

る 人 は 金ば かり 造って：^ 亡し、 ラザ。 は 貧苦の なかで 其の 品性 を 造って アブ ラハ ムの 伴侶に なつ 

た。 品性の 相違 は 金高の 差 ひよりも 酷い ものである。 此らは 皆な 財產 所有の 意味と 其の 責任と を 明 
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ら かにす る謦 である。 

耶穌の 社 會學は 宗教 問題で ある。 其の 勞働 問題 は靈 魂の 問題で ある。 其の 敎 へられた こと を眞面 

目に 考へ ると 恐ろしくなる。 富貴 如何なる も のぞ。 貧賤 何れに ある。 彼の 富 人 か、 ラザ B か 耶穌の 

立場から、 神の 前で 考 へて 見るべき である。 

何の 同盟に 加 はると か、 此の 機 文に 促され、 彼の 勸 誘に 獎 めら れる とかで 金な ども 出す が、 精祌 

此 所に 在ら ざれ は 黄金 珠玉み な 瓦礫に 等し。 永久の 意味 を 具へ、 愛の 精神 を帶 びざる 財 は 滅亡の 準 

備金 である。 耶穌の 社會的 敎訓の ほかに 種々 經營 すべき 事 も ある だら うが、 到底 此れが 其の 根本で 

ある。 事の 末ば かりに 奔走して は 行かぬ。 靈 性の 見地から 之 を 議論し、 また 措置せ ねばならない。 

(一九 〇 二 年 一 一、 一 二月) 
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歐洲に 虚無 黨 なる もの あり。 社會 主義 を唱 ふるものが 漫 りに ユウ トビ ャを畫 きて、 社 # を 理想的 

に 改造 せんと 欲する に 引き 換へ、 彼等 は 凡べ ての 制度に 失望 絕 念して、 唯 だ 之 を破壞 せんとす るな 

り。 所謂 顿世 主義 も 之と 相 類し、 人生 を悲觀 して 絡 望の 境に 陷り、 生命 を 保つ 亦 何の 甲斐 あらん や 

と 疑 ひ、 は此 世に 生存へ 難く 感す るに 至れり。 甲斐と は 効の 字に 當る 可く、 事の 結 思 ふ 圖に當 

る を 言 ふなり。 かひが ひしき など 一一 一一 E ふ は 勇敢の 義 にて、 心 勇み立つ 場合に 之 を 適用す るな り。 され 

ば 生る 甲斐と は 生命 を存績 する の 効果 ある を 認め、 意： M 奮 ひて 勇み立つ を 言へ る ものと 知るべし。 

ショ ウベ ン ハウエル 曰く、 何 所まで も 生き 存 へんと 執着す る は、 知識と 思想より 發 する ことに 非 

す。 是等 |g 者より 之 を 見れば 之 を 一種の 狂氣 なりと 謂 はざる 可ら す。 夫れ 生命の 客 觀的價 値 は 甚だ 

漠然たる ものに て、 其の ra^ して 生存せ ざるに 優る や 頗る 疑 はし。 若し 實驗と 思想と に徵 して 之 を 商 

議 せば、 非 生存 主義 必す 勝者の 地位に 立た すん ば 有ざる なりと。 此れ 人生 を觀 じて 存 ふるの 勞に値 

せす と覺 悟せ る ものな り。 之 を 厥 世 觀と稱 す。 
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世に は 確と せる 思想 を 伴 はざる 一種の 厭世 觀 あり。 人 を 疎み 世を臌 ふべき 理由 何れに 在りと も自 

覺 せす、 漫然 感情に 制せられて 唯 だ 人生 を 果なく 思 ふなり。 斯る輩 口に は 生る 甲斐な しと 唱 ふれ ど 

も、 彼らが 實際活 世界に 馳聘し 居る を 見れば 自ら 言 ふ 程の 事に も 非ざる 可し。 知る もの は 言 はす 

言 ふ もの は 知らす と 辯 じつ、 も 老子 は 自ら 五 千 一一 IC を 著 はして、 已が說 の 矛盾せ る を 示せり。 生き 存 

ふべき 甲斐な しと 言 ひながら 依然 生活す る は、 取り も 直さす 生命の 價値を 認識した るに 非す や。 生 

存の價 値 は 生存 を 許す の 要件 たれば なり。 生命の 價値は 論じて 之を證 明す るを俟 たざる 可し。 健全 

なる 精神 を 有すれば 何人も 之 を 疑 はざる なり。 唯 だ 之 を 思想に 質、 し 理性に 訴 へて 生存の 價値 孰れ 

に 在り やと 研究す るに 至り。 始めて 之を辨 明す るの 道に 窮し、 或は 疑惑の 雲に 蔽 はるる ぶ-あらんと 

す。 思想 動いて 斯の 如き 惑 を 生じた る 場合、 其の儘に なし 置く は 宜しから す。 何とか 之 を處置 せん 

こと を 要す。 悽疑は 懐疑の みに 止る こと 能 はす。 品性 及び 精神の 上に 影響を及ぼす 大 なる もの 有ら 

ん とす。 デ カル トが 其の 方法論 第三に 於て 深く 慮りし は、 懷 疑より 道德に 及ぼすべき 影響 恐るべし 

と 言 ふの 一 事な りしに 非す や。 

世に は 種々 なる 厭世家 あり。 生き 存 ふるの 甲斐 こそな けれと 悲しむ ものに も、 其の 實 甚だ 輕 薄な 

るが あり。 頃日 或る 政治家が 世 を澆季 なりと 嘆息し、 意 を 世事に 絡ん とする ものの 如く 說くを 聞け 

り。 言 ふ 所 道理と も覺 ゆ。 然れ ども 此輩 多く は 自ら 髙 しとし、 一世 を啤 睨して、 其の 獨り 潔き に 誇 

り、 其の 誇り を樂 みて 窃かに 快 を 貪らん と 欲する の 一念 ある を 免 かれざる なり。 而 して 少しも 己の 


缺損を 認めす。 自ら を餘 にして 全世界 を 審判 せんと 擬す。 斯の 如く 世を蔽 ひて あらんより は、 寧 

ろ 少しく 己 を 厭 ふの 道 德を學 ぶに 若かざる なり。 厭 己の 謙 通 だに あらば、 厭世の 雲霧 を 掃 ふべき 機 

會も ありぬべし。 亦 口惜しき， 第に 非す や。 

夫れ 世界 は廣 し。 人生 は 多方面な り。 眞理の 大海 や 深し。 一冊の 哲學 書、 甚だしき は雜 誌の 片言 

Kim を 讀み覺 えたる までにて、 氣短 にも、 否 淺慮 にも 人生の 慣値 毫も 存せ すと 斷 言し、 獨り醒 たる 

腋世家 を 以て CI ら 任す。 輕薄も 亦 極まれり と 謂 はざる 可ら す。 

昔し 佛は 世の 淵に 沈みて 人生 全く 價値 なしと 斷言 せり。 然れ ども 其の 慈眼 を 以て 衆生の 苦惱 を 

觀じ、 之 を 憐れむ の念最 とど 切なり。 彼は眞 面目なる 厭世 者に て ありき。 彼 は 人類 を憐み 愛せし な 

り。 然れ ども ショ ウベ ン ハウ H ル Q 如き は、 其の 傳を讀 める ものの 皆な 熟知せ る 如く、 甚だしく 人 

類を輕 蔑せ り。 彼の 眼に は 世界 は 宛然 悪漢 痴人の みの 巢窟 にて ありし なり。 其の 厭世 や 何 所と もな 

く 一 種 の 厭味 を 帶 びたり と 謂 は ざ る ベ か らす。 

然れ ども 或は 正直に 考 へて 世 を 厫ひ人 を 疎ん する に 至れる もの 古來 其の 人に 乏しから す。 彼等 は 

世界に 正義 を es めて 之 を 得す。 幸福 を 慕 ひて 之に 遇 はす。 事業の 成就 せんこと を 望みて、 事の 多く 

其の 志と 違 ふ を 悲しめり。 爱に 於て 一身 失望の 暗中に 葬られ、 世界の 全面 黒雲に 包まれて 尺を辨 

じ 難き 心地す るに 至れり。 ゲ H テ晚 年の 言に 曰く 余 は 過ぎ 来し方 を 回顧して、 敢て之 を 非難す る を 

好ます。 然 かれ ども 畢竟す るに 余が 生活 は 苦痛と 博惱 との 外 何 を も 見出す 可ら す。 余 は 過る 七十 五 
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年間 僅かに 四 週の 短き 月日 も 3 具に 幸福な りし を 記憶す る こと 能 はす。 一 生 宛 かも 巖を 起し 立つ る ご 

とに 其の 倒る る を 見る に 異ならす。 轉々 起伏 間斷 なき を 如何に せんと。 彼 は 有名なる 樂 天の 人な 

り。 然れ ども 其の 希望せ る 如く 幸福 を遂 ぐる こと 能 は ざり き。 身 を 無我 無心の 境に 移して 幸福 を修 

せんと 試みた る 西 行 も、 秋風 身に 染みて は 哀れ を 催 ほし、 如何に 悟りても 尙ほ 憂き こと 聞かぬ 所 あ 

り やと 尋ね 覼み たるに 非す や。 

北ハ の 世 を 翁 ふ の 念 生 现 の 關 係より 來る もの あり。 此は醫 をして 適 { 且 の 處 置を爲 さしむ 可き のみ。 

講義 {If-*; く は 拜 堂の 關 する 所に 非ざる なり。 或は 世に 何等の 责任を 有せす、 爲す こと 無く、  理 

を 講じて、 そこ はかと なく、  .E なき 思想に 耽る よりも、 天地 を 夢の 如くに 觀じ、 萬 物 風を捉 ふるに 

も 優りて * 敢 なく 見ら る ^ に 至る。 此の 輩 をして 其の 病的 生活 を 一 變し、 靑天 白日に 勇ましく 立 働 

ちち どころ 

くべき 必要に 當 らしめ よ。 活 世界の 大氣 に觸れ て、 陰 稱 なる li^ ハ世 思想 立. 地に 消散す る こと を 得ん 

蓋し 麼世は 手 を 穴 T; うして 徒らに 理想に 偏す る 徒の §E り 易き 病な り。 時と し て は 其の 性 に 驅られ 

れ V  . ^ら 

其の 拗けた る氣 質に 絡まれて 此の 悲慘 なる 狀 態に 陷る もの あり。 ショウべ ン ハウ ェ ルの 傳を讀 まば 

之が 實例 として 最も 適切なる もの を 見出す ベ し。 

i-s  8-« ひ 

彼 は 幼年の 時より 祌經 甚だ 過敏に して、 煩悶 憂慮の 称 厘々 狂 せんかと 氣遣 はれたり。 性、 病 を 恐 


る 、 こと だしく、 或る時の 如き は に摇 りたらん かとの 疑念に 苦め られて 1^ く 瘦せー s« へ しこと 

も ありき。 痘療、 コ レラ 等の 流行す るに 際して はシ. - ゥ ベン ハウ エルの： S 狼 笑止に も氣の 毒に 見え 

たり。 彼 は生來 M 病に して きを 胃 すの 勇氣に 乏し かりき。 一千 八 百 十三 年の 如き、 國家 まさに 多 

彼 も 亦 兵役に 驅り 催さる べしと M えし かば、 恐れ 戰慄 きて 顏色 なかり しと 云 ふ。 夜間 物音に 驚 

ぴナ とる  つ ね 

かされて EI 覺る こと あらば、 短刀と 拳銃と を携 さへ て^り 出 づるを 常例と せり。 彼 は 未だお て その 

ぴナ とる  r. 

^銃 に IJt 藥を 装置す る こと を 忘れ ざり しなり。 斯 くの 如き 氣質 にして 世 を； 限い ひ 人 を lei.;! む に 至る も敢 

て 怪しむ を 要せざる べし。 此の の； ゆい 世 は 一 觀の 精神病な りと 謂 はざる 可ら す。 

：!^ に また 一 派の Ih" 世 者 流 あり。 彼等 は貭面 に 人生 を觀- 念し、 其の 沈痛に して 誡實 なる m 心 想に it 

かれて： 娥世 の嵴黑 に沈淪 せんとす るに 至る。 トルスト ィはァ ンナ • 力 レ ンナを 著 はして 文 學界の 名 

たの 

Sf: 旭の： るが 如く、 門地 も 出身 も 之 をして 靑雲の St*i み末顿 もしく 感ぜし めたり。 然れ ども 一旦 思 ひ 

に 沈みて 人生 を觀 念す るに 及び、 ：£:w 世の 情 禁じ 難く、 自殺 を さへ 圖 るに 至れる は 彼が 徴悔錄 を 請む 

もの > 熟知す る 所と す。 カァ ライル も 同じく 自ら 此の 悲 むべき 經験を めし こと ある を 4SI して n 

さながら  し 5ぉ 

く、 予に 取りて は、. 天地 宛然 生命な く、 目的な く、 意志な く、  KC な 執念く 我を惡 むの 心 もな し。 天 

地 は 死せ る 不可 測の 一 大機關 なり。 死せ る 無頓着 を 以て 予が 上に 回轉 し、 吾が 手足 を 寸斷に 爲し去 

のす ご  さびし  ひきうす  I 

らんと す。 大 なる 懷 情く、 寂寥き ゴ ルゴ タ 及び 死の 碾 臼なる かな。  上なる 天、 下なる 地に 

ある 凡ての もの 舉 りて 我に 害 を 加 へんと す。 天地 は 獰猛なる 怪物の 限り無き 兩 額の 如し。 予は その 
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問に 挾まれて 恐！^ -に胸 を 躍らせつ、 之が ために 嶼 み？ 权 されん とする を 待つ のみと。 世界 觀 此の 悲境 

に 沈みて は 生くべき 5- 斐 もな く、 天地 全く 光り を 失 はざる を 得す。 長く 此 所に 安ん する は 人情の 容 

さざる 所、 何とかして 之 を解脫 する の 道 を 見出さざる 可ら す。 或は 天地の 無情 を £、 り、 之に 對 して 

敵 像 心を發 し、 泡々 たる 天地 其れ 我 を 如何ん と 絶叫し、 カァ ライルの 所謂 永久の 否 定を 天地に 投下 

し、 宇宙の 不ゃ漢 として 痛^ お ii:! 以て c: らを 快く せんと 欲す。 又 一種の 慰めな りと 雖も 其の 心事の 

凄 1 似 悲しむ に堪 へたり と 謂 はざる 可ら す。 

敎投ジ ヱ ム ス の 引用せ る 或る人の 說 こそ 面白 けれ。 曰く 予が 生命 を 維持 せんが 爲 めに は 多くの 牛 

羊 I 非な くして 共の 肉 を 裂き、 其の 血 を 流せり。 然る を 若し 憂^ 慟哭して、 氣^ え 精祌衰 へ、 終に 何 

事 を も爲し 得すん ば、 實に 面目なき 次第に 非す や。 多くの 侮 ましき 犠牲に 養 はれた る 身 を 以て 沈爵 

憂悶のう ち に 歲月を 穴 V- うする は耻づ べき ことなりと。 此れ 天地の 翳 長た る 人類の 體面を S ん する よ 

り、 勇 を 銑して 厥 世の 淵 を脫れ 出ん としたる なり。 耻を 知る は 勇に 近し。 實 にや 其の 精神の 愛すべ 

きも の 無 きに 非ざる なり。 然れ ども 其 の瘦せ 我慢の 哀れに も 可 哀 想き は あれ ど 、 之 に 依りて 厥 世の 

强敵を 制せん とする は、 宛 かも 檔螂が 斧 を 禅 ふに 等しく、 其の 成功 思 ひも 寄らす。 

蓋 し 人生 何の 價値ぁ り やと の 問題 は 畢竞す るに 宗敎上 の 問題 に歸 着す。 ぽぃ 世 主義 は宗敎 上の 病的 

現象な り。 宗敎心 活動して 無限の 信と 愛と をせ 界に 寄す るの 一念う ちに 贿す こと 無ん ば、 佝人も 世 

を 厥 ふ ものと なること 能 はす。 而 して 宗敎心 は 之 を 約 一一 一一" すれば 子た るの 一念に 過ぎざる なり。 親に 


於け るの 至^-以て 之に 靴み、 又 之れ に 信任 を んと 欲すれ ども、 宇. W は 親ら しく 感ぜられす、 共 

の 冷 £ なる 動作、 共の 無頓 *5 なる 態度 は展人 をして 衆 外の m ルを 抱かし む。 麵飽を 求む るに た 石 を 

以て^ はる。 共の だしく、  ，s ^し、 驚 Si: し、 悲£ し^ iS 、して；；^ の出づ る^ を 知らす、 おに 愛 

恭の 切なり しもの、 今 は 却って St 敵の m わ を 抱く に 至る。 所^ 可愛 さ餘 りて K=i- さの 倍せ るに 非す 

や。 ^^もなく、 義も なき、 一 個の 唯 物的 機械に 過 ざすと 做さば、 天地 は道德 上の？ Itif 世界な り。 

之 に 住お し て 平和 を 保た んと 欲する は、 火中 に 投じ て i いれし から ん を 欲する に 異な らす。 到底 颇世者 

たる を 免 かる 可らざる なり。 フエ ャべ ルン 曰く、 ；微世 主義 は 非 倫理的 勢力 を 以て、 個人的 及び 針 交 

的^ 在の" 局 決定^と なすに 對 する 一 稷の哲 學的抗 縛な りと。 無祌無 宗敎の 天地 は みなく 信仰な 

く 亦 愛な し。 此の 三の もの は 生命の 三 綱な り。 之な くして はお 在の 元氣 沮喪し、 之 を統！ する の 力 

弛む も怦む 可き に 非ざる なり。 愛の 一 事に 就きて 之を觀 るに、 ！ W びフ, - ャべ ル ンの語 を 引用せ しめ 

よ。 ： ま 世 觀跋愿 するとき は 人生の 動機た る 愛の 成立すべき 餘地 なく、 之に 代 ふるに 憐 みの 情 を 以て 

すべきの み。 憐れみ は 美しき に相逮 なし。 然れ ども 人 を 救 ふの 力 微弱なる を如佝 せん。  >ぽ "世 的の 失 

S 工に對 して は、 優美なる 憐みも 共の 甲斐な く、 或は 忿懣と なり、 或は 冷罵 冷嘲と なり、 或は 女々 し 

き淚 となりて、 其の 無能 爲 すなき を證 明すべし。 .跺 世， 王 義は憐 みと 相伴 ふさを 得ん。 然れ ども 剛健 

なる 愛 心 を 興起す る tj 能 はざる なりと。 故に 瑞 西の 公法 者と して 有名なる 力 アル • ヒルティ 其 

の 近著 『幸； 1』 に 論じて 曰く、 幸福の 最大 條件は 世界の 道德的 秩序 を 確 する にあり。 幸福なる 生 
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涯は 世界の 祌的 秩序と 契合 せる を 明かに 自覺す る即は ち祌を 友と す る に 外な らす。 最も 甚だ しき 不 

幸 孰れ にあり やと 問 は^ 祌を 遠ざから しめて 心中 癒す 可らざる の 不安に 陷り、 其の 生活 をして 効力 

あらしむ る こと 能 はす、 との 感覺を 抱く に 過る ものな しと 答 ふるの 外な しと。 ：跌 世の 危害 は 爲の宗 

敎與 るに 非 ざれば 結局 之れ を 免 かる、 こと 能 はざる なり。 

現在の 世界 を 主と し、 其の 經營に 心 を 專らに すれば、 自然の 結果と して、 人生に 失 stil" し、 人 を 疎 

み、 世 を 厭 ふに 至らざる を 得す。 聊か にても 世界 觀に 注意す る ものな らんに は、 無祌 主義 を 探り 

て、 獨 り 其の 精神 を樂天 的に 保つ こと 能 はす。 漸くに して 厭世 觀に沈 倫すべし。 シ ヨウ ペン ハウ M 

ベ ハルトマン 等の 主張 與 みすべき に 非す と雖 も、 彼等が 世界 觀の 結果 は、 勢 ひ 厭世的の 傾向 を 免 

れ 難き を證 明せ るの 一 事 稍ゃ滿 足す るに 値 ひす 可し。 蓋し 祌を 認めす、 若く は 其の 結果 祌を 認め ざ 

ると 均しき 意見 を懷 きつつ、 厭世の 悲境に 陷ら ざらん と 欲する は 不可能の ことなる を 以てな り。 

道 は IS 臾も 離る 可ら す。 之 を 離れて 何事 も 無ん ば、 以て 其の 人生の 大道に 非ざる を 知る 可し。 人 

の 心 靈神を 愛して 之に 満足すべく 組織せられ たらん に は、 無宗敎 にして 心の 安 かる 可き 害な し。 明 

白 に 宗 敎に歸 依す る 所 無くして 尙ほ 其の 生活の 實 際に 異狀を 呈 せざる は、 無宗敎 者の 占む 可らざる 

地位 を 占め、 無 信仰と 兩 立し 難き 主義 を 把持す るに 依るな り。 無 邪氣に 非論理的な るが、 此の 輩の 


is^ 倖と なりし ものな らん。 彼等 は祌を 認めす と 一一 IE ひっつ 天^ を 信じ、 道義 上の iija; 任 を 重ん するな 

ど、 凡て 有祌 主義と 相 離る 可らざる ー稷の 信念 を根據 として 其の 生命 を經營 せり。 斯る 僥悻は 到底 

、水辩 の EJ^ 込な しと 雖、 人生 之に 依りて 扶持 せらる るの 點 案外に 多く、 且大 なりと 謂 はざる 可ら す。 

然 しながら 此は 非 論 现 的な る を 僥倖せ るに て、 思想の 炬火 恢？ え 上らざる 期間の 姑息 手段に 過 ぎす。 

夢中の 安心？ 5i に危 ふから す や。 之れ に 就きても 無 宗敎と 厭世主義との 關係 極めて 親密なる を覺 悟す 

可し。 

失れ 宗教 は 子た るの 心 を 以て 天地に 對 する 靈的 態度 なれば 、 其の 信仰 の對 象を兑 失 ひて 孰れに も 

適從 すべき 所な きこ そ 人生の 最大 不幸 なれ。 リヒテルの 一一 一 Et^ だ 適切に 感ぜら る。 曰く 祌を报 否す る 

ものの 如く 寂 なる もの ある 可ら す。 彼 は 其の 大 いなる 父 を 亡 ひ、 孤兒 となりし 心を懷 き、 世界的 

祌 (r- の 鼓動し、 01 つ 整合せ ざる 自然界の 死體に 侍して 泣きつつ あるな りと。 無 神 者た る も 亦 難い か 

な。 思うて 玆に 到れば 人類に ！ 日 も宗敎 なくして 止む 可ら す。 祌 にして 存在せ すん ば、 之 を 製造せ 

ざる を 得すと、 ヴヲ ルテ エルが 叫びた る も、 實に 當然に 非す や。 

然れ ども 汎祌說 を 以て 人心の 宗敎的 慾 望に 應 ぜんとす る 如き は、 感服せ ざる 所な り。 蓋し 人格な 

き 神 は、 神の 名 ありて 祌に 非す。 人と契合して愛の交通溫かなるを得ざる神は信仰の對^^-として不 

合格な り。 故に 古より 汎祌說 は 其の 有りのまま にて 獨カを 以て 宗敎を 建設す る こと 能 は ざり き。 汎 

神？^^の主張者は、 自ら 其の 持論に 違背し、 己が 主張に 不忠なる を も 厭 はす、 敢て 他に 人格 的の 本尊 
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を 設け、 之 を 祭り、 之に 祈禱 する に 依り、 辛 ふじて 宗敎を 建立す る こと を 得たり。 彌陀を 信じ、 觀 

音 を拜 する に 非 ざれば、 佛の 敎訓も 盡未來 際まで 宗教と して 成立す る 能 は ざり しならん。 祌と入 

相愛せ す、 兩 者の 間に 活ける 交通 存せ すん ば、 峻嶺 巨 海に 對 する 場合に 於け る 如き 態度 を 以て 神の 

大な るに 驚き、 其の 量る 可らざる を讃 嘆す る こと あらん も、 之に 向 ひて 眞 個の 禮 拜を献 ぜん 5 思 ひ 

も 寄らす。 眞如、 『全 ！ 』、 太 極、 綠對 者、 無限 者な ど稱 する もの は、 之に 訴 ふれ ども 聽 かす、 之に 

呼べ ども 應 へす、 人類の 狀 態に 對 して 凡て 無頓着な りと 謂 はざる 可ら す。 汎神說 の 神斯の 如くなる 

にも 拘 はらす、 之 を 信じ、 之 を 愛し、 其の 恩に 感泣す るが 如き は、 其の 主張 を 無視す るに 非す して 

何ぞ や。 カァ ライル、 H モル ソンの 如き 汎神者 は、 祌 ならぬ 人類 を 尊び 英雄 崇拜 者と なりて、 聊か 

其の 宗教心 を滿 足せし めた るの み。 

殊に 記憶す ベ き は 汎祌者 は 適當な る 意味 に 於て 靈^ の 不滅 を 是認す る こ と 能 はす、 g 人的 存在 を 

本色と せる 來世を 信す る こと 能 はざる なり。 『生命 を 以て 海上の 波形』 に 比する 汎祌說 は 人格の 永 固 

なる を 信す るの 餘地を 有せす。 『吾が 父の 家に 多くの 住居 あり、 我れ 往 いて 叉雨曹 を迎 ふべ し』 と 言 

へ. る 如き は、 汎神 者の 口に 唱へ 難き 所な り。 其の 僅かに 主張す る を 得べき は、 宇宙の 永 在、 社會の 

繼續、 身 後の 名. 譽 等に 過ぎす。 人生の 一大 目的 は 品性 を完 ふす るに 在り。 自らして 自ら を完 ふす る 

が 人類の 理想な り。 個人に して 滅盡 する 宛然 海上の 波形に 等しと すれば、 品性の 完成 得て 期す 可ら 

す。 且つ 品 は 徹頭散 尾 個人的の ものに て、 甲より 乙に 轉々 し、 是 より 彼に 交付 せらる る を 許さ 


す。 よし 千 巧 年の 後ち 完全なる 品性 を 人間に 赏 現す るの 機 # あらんと する も、 g 人的お 在ぬ i きな ば 

無 救なる 場合に 於て 品性 は 完成す るに 至らす、 忽然 消滅す と： 3- 做す の 外な かるべし。 斯の 如くなら 

ば 品性の 完美を 人類に 贲め、 不撓不屈の 精神 を 以て 之に 從事 せん 5 を 命令す る 近 t な は、 痴人の 夢、 

徒らに 大貢壯 語して 不可能の こと を 誇張す るに 過ぎざる べし。 道德 上の 戰爭 志氣 沮喪し、 其の 敗者 

顿に 反撥 力 を 失 ひて、 復た首 を 擦ぐ るの 精祌 無らん とす。 之を耍 する に汎祌 主義 は觸 人的 不滅の 滅 

亡な り。 死生 を 照すべき 光 消え、 道義 衰ろ へて、 慰 地を拂 ふに 至らん。 近來 世人の 注意 深き 自殺 

の 如き も、 人生 現在の 世界に 終る 者と すれば、 時として は 之 を 行 ふ を 非難す る こと 能 はざる べし。 

例 之ば t お" に 一人 あり。 病 ひ 重く して <§ 旦夕に 迫れり。 社會に 於け る 其の 地位 は^だ 微かな り。 垂死 

の 身、 家にも世にも3^^早ゃ何の影響を及ぼすさなし。 彼は棄 てられし 犬の 死す るが 如く 世 を 去る を 

待ちつつ あり。 亦 何の 爲 めに 其の 苦痛 を 忍ばん や。 病苦 t^l だしきに 當り、 人生の 敎育 現在の 世界 以 

上に は 目的と する 所な しと 信じな ば、 寧ろ 自殺す るの 優れる に 若 かすと 覺 悟す とも、 決して 愚かな 

る考 へに 非ざる 可し。 人生の 敎育 永久の 意味 ありと すれば こそ、 垂死の 病牀に 於け る 瞬 時 も、 神 

に委 托せられ たる ^a: 寶 として 之を懨 かに 活用すべき ことなれ。 滅ま. すべき 生命 は輕 し。 苦痛 及び 恥 

It 怒禱の 如く 寄せ 來 るに 際し、 最後まで 踏み止ま るの 氣カ 容易に 挫けて、 自殺の 誘惑 を 防ぐ こと^ 

だ 困難なる べし。 

或は 汎神說 め きた る 宗敎論 を 公 にして 安心立命の 道 之に 盡 きたる かの 如くに 言 ひ觸ら し、 其の 敎 
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訓を 服膺せば、 厭世の 雲霧 晴れ 一旦 ひて、 樂 天の 境遇に 遊ぶ こと を 得べ しと 論す る もの あり。 自殺 を 

斷行 せる もの 程の 苦痛 をも經 験せ す、 已が 主張 を 以て 已が 目の 淚を拭 ひ 去りた る こと ありと も 見え 

す、 其の 所謂 信仰に 依り、 已が靈 的 戰鬪に 天來の カを與 へられた る を 感謝したり とも 思 はれす。 座 

上の空 論 を文學 的に 陳列した る  一 ！^^の道樂文字に過ぎざるなり。 之 を 以て 血 あり 淚 ある 世界に 人 を 

救 はんと 欲す。 談何ぞ 容易なる や d 沙 翁の 句に 瘢痕 を輕視 する 者 は、 未だ 曾て 重傷 を 負へ るの 經験 

を 有せざる ものな りと あるに 該當 すべし。 十字架 を 以て 救 ふべき 人生の 疾苦に 向 ひ、 書齋の { 仝 論 を 

投じ て 其の 粗雜な る 汎神說 能く 之 を？ - に 足らん と 放言す る の 勇氣 ある は、 未だ 其 の 問題 の 重量 を 

測 知せ ざれば なり。 論者の 如き は 未だ 曾て 罪惡て ふ 恐る ベ き 問題 を眞 正面より 研究せ ざり しに 非 ざ 

るか。 其の 胸 をう ちて 我れ 救 はれん 爲 めに 何を爲 すべき やと 結 叫せ る 罪人、 若く は 愛する ものの 死 

を 哀しめ る 寡婦 孤 兒に向 ひて、 試みに 其の 得意なる 福音 を宣傳 せよ。 世上の 害悪 思 ひの 外兇險 にし 

て、 厥 世 主義の 根據 甚だ 强く、 片々 たる 樂天論 之 を 如何ん ともす るに 由な きを 發 見すべし。 

トルストイ 伯の 經驗 を聽 くべ し。 前に も 言へ る 如く 彼 は 厭世 觀に襲 はれし が、 竞に 曰く 苦悶 三年 

早春の 候 一日 森に 入りて 獨 り- M 遙 せし 際、 鳥の 聲、 風の 音に 耳 を 傾けて、 自然界に 深く 接觸 せり。 

…… 忽ちに して 思へ らく 我れ 更に 何 を か 研究す る を 要せん。 神爱に 在り。 祌 無くん ば 何人も 活き 

す。 祌を 認識す ると 活 ると は 同一 のこと なり。 いざ 然 らば 活 きて 神を尋 ぬべ し。 神 を 離れた る 生活 

なからん とす。 生活 を 望む の 喜ばしき 一念 兹に 於て 余が 胸中に 湧き出で たりと。 伯の 生活 は 此の 時 


より 1 變 せり。 其の 理想 全く： 史 まりぬ。 彼 は 進んで 農民の 生活 を 採用し、 人道 を實 行す る を 以て 自 

ら 任じ、 今日に 至る まで 豪邁に して 快活なる 生活 を營 めり。 トルストイの 如き は宗敎 眞理の 一斑 を 

認め、 之 を 熱 切に 信じて、 生命の 慣値 ある を 知り、 世に 在りて 生く るの 甲斐 斷じ C 有りと 覺 悟し 以 

て 其の 精神 上の 革新 を 成就せ し實 例に 非す や。 

彼 は 林間の 散策に 自然界と 相 觸れ、 萬 物 活動の 本源なる 神 を 認めたり と 言 ふ。 心し C 森羅萬 象に 

對 すれば、 我れ ならぬ 我れ、 太陽に き、 雲に 駕し、 雷 霧に 聲を發 ち、 花に 笑 ひ、 露に 同情 を 滴た 

らせ、 lg 々たる 暮雲に 無限の 思 ひ を 寄せ、 秋風 吹く ごとに 物の 哀れ を 促が すに 非す や。 自然界に S 

蓄 せられた る 思想 を 思想し、 其の 湛 へたる 情感に 接觸 する 時 は、 誰か 天地 祌靈 の氣に 交り、 我と 思 

ひ を 交換す る 無限 の 心と 默 契す る こ と 無 からん や。 

然れ ども 祌は 外界に 於 ごよりも、 人の 心に 於て 最も 明かに 其の 榮光 を顯彰 せり。 尊ら 自然界 を眺 

めな ば 或は 神の 人格 的なる を 看過して、 汎祌說 の 誤 護に 陷る こと もや あらん。 然れ ども 深く 思 ひ を 

潜めて 最も 服 そかなる 道念の 至聖 所に 入り、 我 を 命令し、 我に 責任 を 問 ふ 神の 聲に 接して は、 人間 

以上るな 超自然の 神威 犯す 可らざる を感 すべし。 兹に 至りて 神の 人格 的 性質 顯您 し、 萬 有に 內 在せ 

る 祌は叉 之れ に 超越す る ものなる を 認識す るに 至る。 道義の 念に 依りて 此の 信仰に 達する のみなら 

す、 人心の ほ ^ が 希望 を 仔細に 撿閱 し、 宗教心の 一 溫蓄を 開 發し來 らば、 亦 之と 同一なる 結 5^ に 到達す 

る を 得べ し。 人格 的の 神 は 宗教心の 對象 なり。 之な くば 宗教心 は靈 魂の 虚飾た るに 過ぎす。 人の 心 
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は 無き 神 を 有りと せす んば滿 足し 難き やうに 組織せられ たるに て 有る か。 豈に 其れ 然 らん や。 宗敎 

. 心 を 研究せば 斯の 如く 無 神說の 非なる を 知る 可く、 汎祌說 の 虚妄なる を覺 るべ く、 基督 敎の 神假か 

に 存在す る を認 むべき なり。 

神の 威光 は洋々 として 天地 外界に 溢れ、 照々 として 人の 心中に 顯彭 す。 然れ ども 其の 最も 鮮明な 

る は 基督と 其の 十字架に 於け る顯彰 なりと 謂 はざる 可ら す.。 古來 基督に 師事し、 救 主として 之に 倚 

信し、 身命 を 献げ、 神と して 之 を禮拜 せる 者、 獨り 最も 善く 神の 人格 的なる を 認め、 其の 父た るの 

愛 を 最も 鮮 かに 感銘し、 祈る と 最も 切に、 愛する と 最も 熱誠なる を 得たり。 基督に 於て 神 は 最も 親 

しく 極めて 近く 感ぜら る。 基督 を 離れて は 有神論 も學 者の 見解に 過ぎす。 其の 活力 を發 揮して 億兆 

を 引き、 其の 生命 を 感化す る こと 能 はざる なり。 耶穌 口く、 我 を 見る もの は 父 を 見るな りと。 基督 

敎の种 は哲學 思想の 結果に 非す。 基督の 歷 史に實 現し、 其の 教訓に 發 採せられ、 其の 薫陶に 顯 1^ ザせ 

ら るる 祌 なり。 

人 を 救 はんが 爲 めに 其の ひとり 子 を 世に 降せ る 神 を 認め、 十字架に 血 を 流して 人を喷 へ る 耶穌基 

督を拜 し. - 其の 救世の 活力が 宇宙の 一大事 實 たる を 覺 りなば、 人生の 意義 一 變し、 更新し、 擴充し 

て、 罪惡 も、 苦痛 も、 全く 其の 體 面と 內容と を 異にすべく、 恰 かも^ 天地に 生れた るが 如くに なり 

て、 偏 僻なる 厭世主義に 存 する 眞理 にも 通じ、 又 皮相なる 樂天 主義 をも淸 めて 其の 妙 境に 達する HJ 

を 得べ し。 基督と 共に 最も 深く 最も 眞 面目に 世の 罪惡と 苦痛と を 認識し つ つ 其の 樂天觀 に 達する こ 


と を^べき なり。 

敎投ジ ヱ ムス の用ゐ たる 比嗡を 以て 今夕の 說敎を 終るべし。 家に！： はれた る 犬 を 33- す や。 同 一 の 

邸宅に 住み、 近く^»^の(农の主僕に接し、 同 1 の 穴 二氣を 呼吸せ り。 然れ ども 家庭の 愛情、 夫婦 親子 同 

胞の 献身的 行爲、 其の 悲劇の 如き は 犬の 夢想し 能 はざる 所に あらす や。 彼が 上に も周圍 にも 其の 認 

識し 難き 生命 は 活動しつつ あるな り。 吾人 身 を 天地に 寄す る 亦 之と 類す る もの 無らん や。 眼界 を 推 

し顿 め、 志を髙 め、 信念 を發 揮して 祌の 生活に 接觸 する こと を 得ば、 人生の 面目 新たなら ざる を 得 

す。 而 して 扮々 たる 多くの 人生 觀豈に 兒戯に 類せ ざる を 知らん や。 

(一 九 0 三年 六、 七 3 
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ヤコ ブの 井に 於て 

約 翰 傳四章 一 より 二 〇 

一 

耶穌の 勢力 H ルサレ ム 及び ユダヤ 地方に 於て 渐く 隆ん にして、 『弟子 を 取り、 バプテ スマを 施 こせ 

る こと ョハ ネ よりも 多し と 聞き』、 パリ サイの 徒 安から ぬ ことに 思 ひて 反對の 用意 とりどり なり。 故 

に 之 を 避けて 北の方 ガリ ラャ に歸 らんと す。 耶穌の 境遇 は 之 を 表面より 見れば 失意な りしと 謂ざる 

可ら す。 人の 心輕 薄に して 神の 眞實を 信じ 難し。 其の 靈魂 剛愎に して 罪に 眠れり。 ユダヤ 傳道は 我 

等の 主 をして 失望せ しめたる に は 非ざる か。 

然れ ども ヤコ ブの 井に 於て サ マ リャ の婦に 語られし 所 を 見る に、 傳 道の 精神 少しも- 1 ふること な 

く、 人の 謹 魂に 望 を 置く 聊か も 減じたり と 思 はれす。 罪 ある サ マリヤの 一 婦人に 耶穌の 熱誠 は 傾注 

せられたり。 人の子 失 はれた る 靈魂を 尋ね 出す の 有様 此の 物語りに 示されて 甚だ 鮮 かなる を 覺ゅ。 

耶穌の 一行 は サマリ ャを經 すして 往 くこと 能 はす。 ユダヤ人 はサ マリヤに 懸ら ざる 途を擇 びて ガ 

リラ ャに往 く を 通例と せし かど、 ガリ ラャの 人民 は 比較的 寬弘 にして、 サ マリヤ を 通過す る こと を 


必す しも r おまざる ぉ惯 なりし と 傅 へらる。 耶 穌がサ マリヤ を 通過 せられし は、 單に 地理 上の 必要よ 

り來れ るか。 將 たおぐ こと ありて 片時 も 早く ガリ ラャに 到着 せんとせられ しに ra: るか。 孰れに して 

も是等 は 皮相の 原因に 過ぎす。 神 は 故ら に 耶穌を ヤコ ブの 井に JSf き、 サ マリヤの 俾道を 開拓せられ 

しに 非す や。 されば サ マリヤ を經す して 往 くさ 能 はすと ある を、 神の 攝 tt. 玆に 出で て、 意外なる 出 

來^^i^.vJ:tHするに至れりと解釋するも善かる可し。 人生 斯の 如き 場合 多し。 或る 行路 を掙 びし 原因 は 

地理 ヒの關 係廿： ハの 他の 事情に 基く もの ありと 雖も、 結 rai^ は 思 ひ 設けざる 點に現 はれ、 從來の 出虚進 

S 宛 かも Me て 之 を E 的と して 進み 來れ るかと 感ぜら る。 斯る 事情 を發兑 せ 時の 慰、 歡喜言 ふ 可 

らす。 感謝の念 胸に 溢る 可し。 此は 信仰 ある 人々 の 懷舊に 於け る 最も 美 はしき 部分に 非す や。 その 

十二時 耶穌 ー仃 旅に 疲れて ヤコ ブの 井に S じ： へり。 一人の サ マリヤの 婦水を 汲ん として 來る。 まさに 

此れ 一幅の？ T 北 ハの光 c^: 翁^ 像す 可き なり。 此の 不思議なる 邂返は 如何なる 會話を 生ぜし ぞ。 句 一句 

渐く 趣味： €  くして 竞に 精神 上の 大 問題 を 解決す るに 至れり。 輕雜 なる サ マリヤの 婦も耶 穌の談 佳境 

に 人り て は、 肅 然として 其容を 改め、 忽ち 生れ 更 りたる 人の 如くな りぬ。 會話は we て斯く ありた き 

ものな り。 共の 精祌 を愼 み、 其の 方法に 注意し なば、 人 問の 會話 て敎 育の 機關 となり、 平和、 安 

慰の 媒 たる を はべし。 會 話の 道德尙 しと 謂 はざる 可ら す。 

サ マリヤの 婦は 今日まで 茶だ悲 むべき 境を經 たり。 然れ共 其の 舉動 を昆 るに、 己の 不幸 を 其れ程 

にも 感 せざる ものの 如し。 彼 は 頗る 無頓着に して 其の 氣分直 だ 快活な り。 亦 一種の 樂天 家に 非す 
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や。 然 れど淺 薄なる 樂 天なる かな。 精祌 麻痺して 己の 悲惨なる 境遇 を當然 に感覺 する こと 能 はす。 

醉生夢 死の 生 匿 直 だ 港む に 堪えたり。 時として は 苦悶す る こと も あらん。 然れ ども 其の 感覺 事の 眞 

相に 達せす、 心 を. W 迷に して 唯 だ 人 を み、 天 を 無視し、 全く 理想 を沒 却せ る 生涯に 沈淪 せり。 噴 

彼 は悲む 可き 境遇に 於て、 淺薄 無頓着なる 樂天 家と なりし 程に 墮 落せり。 此の 果敢なき 夢 を 破ら ざ 

れば 正しき 生活に 移る こと 能ざる なり。 

耶穌 之に 虚して 如何にせられ しか を 見よ、 彼 は 先づサ マリヤの 婦人に 向 ひて 水 を 求めたり。 多く 

の 靈魂は 何事 を か 要求 せらる るに 因りて 覺醒 せり。 與 へらる るよりも 求めら るるに 因り 其の 戴 的の 

飢渴を 催 ほす に 至れる もの 少 からす。 人の 義氣 に訴 へ、 其の 犧牲的 行爲を 促し、 其の 盡カを 要求す 

る、 厦 之に 向 ひて 傳 道の 門 戶を 開く 機會 となれ り。 人 を 信じ 之に 望を屬 し、 之に 責任 を負擔 せし む 

るは傳 道の 一端な りと 謂ざる 可ら す。 耶穌の 要求 は 驚く 可き 會 話の 端緒 を 開けり。 彼 は 其の 應 答に 

全力 を 注げる ものの 如くに 見 ゆ。 決して 之 を輕ん せざる なり。 サ マリヤの 婦が救 はれた る 秘密 茶 „r し 

此の 邊に存 せりと 謂 はざる 可ら す。 

輕 薄なる 婦人 は 未だ 其の 態度 を 改めす。 彼 は 依然として 人 を 人と も 思 はす。 地方 的敵懷 心に 驅ら 

れ、 好機 食 失 ふ 可ら すと て、 意地悪く も 耶穌を 翻弄 せんと 試みたり。 斯の 如き はサ マリヤの 婦 のみ 

に 非す。 宗 敎の眞 理を覺 るの 困難、 土地の 關 係より 生す る もの 少 からす。 國家 主義の 迷讓、 國民的 

僻 習に &首一 の 進路 を厦 遮られた る經験 は、 吾人 をして 容易に 此の 點を 理會 せし むる に 足れり。 サマ 


リ ャ 人と 1：!： 一  なる能5,度を以て某#敎を待たんとする士君子の世に多きは^-^:、^す可きことなり。 傅 

近に 報 ゆるに^ 侮と 黼 弄と を 以てす。 不常 之よりも 1=^ しきもの 有る 可ら す。 

然れ ども 耶穌 は、 彼の 女の 反問に 直接なる 解釋 を與 へられざる なり。 其の 答 は、 此 オ^々 たる 問 

题を 超- 跶 して、 に 高， Ci: なる 點に 出で たり。 反對 者の 心 を 高尙 なる 點に 誘致して、 彼が^ 前に 注意 

しつつ あるよりも 一 肝 深遠なる 問题に 接せし むる は、 之 を開發 する の 最も 善き 手段な りと 知る 可 

し。 餘り 低き 問題に 拘泥して 議論 說 明に 冬忙を 極む る は、 傅 迸の 過失と 謂ざる 可ら す。 徐ろに 人の 

心 をお きに？ おくに 非 すん ば、 共の 胸 を蔽 へる 卑近 極まれる 所の 問題 を も解釋 せし むる こと 能 はざる 

可し。 耶穌の 答 を聽く 可し。 サ マリヤ 婦人の 問に 釣り込れ て 兩國の 關係を 論じ、 サ マリヤ？ t 人に 水 

を 求む るの <:E 然 なる を說 明す る もの 一句 も ある ことなし。 曰く、 『汝 若し 祌 の 賜と 我に 飲せ よと 言 ふ 

ものの 誰なる を 知らば 汝 我に 求めん。 然 らば 我れ 活る水 を 汝に與 ふべ し』 と。 

我れ 社 # に 歐す るよりも、 社 歯の 我に 寄與 せし もの 更に 大 なり。 然れ ども 前者 ある を 知りて 後 

者に 心 付かす。 故に 社 # の爲 めに 些か にても 盡す所 あれば 即ち 傲然と して 之に 誇る。 又 道の ため 己 

の與 ふるものに のみ 注意して、 神よ.^ 賜 はる もの を 忘却す。 故に 見る に 足らざる 小善に 滿 足し、 淺 

^なる 愛に 安んじ、 時勢の 必要と 神の 命令と に 今のより も 犬なる 裔發を 促し 求め るら るに 當り、 狐 

逡巡 快く 之に 從 ふこと 能 はす、 甚だしき は 一一 一一：： を 左右に し、 ロ實を 構へ、 己の 非 を 飾りつ、、 之 を 

^結 せんとす。 故に 耶 穌はサ マリヤの 婦人 をして 祌の賜 を 思 はしめ、 己れ 却って 其の 蔑視せ る 眼前 
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の ユダヤ人に 求む 可き もの ある を 記憶せ しめんと 試みたり。 心兹に 至らば 彼 は謙遞 にして 敎を受 く 

べき ものと なる を 得 可し。 

何故に サ マリヤの 婦は淺 薄なる 樂 天に 安んじて 高尙 なる 問題に 無帕 着な り や。 彼 未だ 『祌の 賜』 

を 知ら ざれば なり。 神 は 人類に 其の 子た るの 榮と、 之に 相當 せる 喜びと を與 へんと 欲す。 然るに 何 

を 着 何 を 食 はんとの み 思 ひ 煩 ふの 外 他事な く、 禽獣と 餘り 差等な き 生活に 滿 足し、 祌を樂 み、 其の 

國に從 事して、 限り 無き 生命 を享く る が 其 の 固有 せる 天分なる を覺ら ざるな り。 戴 的 の 必要 を 感ぜ 

す、 卑屈なる 生活に 依りて 人類の 體 面の 汚損 せらる る を 思 はす、 飮食 名利 を 以てする も滿 足し 難き 

もの 其の 胸中に 存 する を 忘れ、 若く は 旣往の 失敗に 懲りて 自暴自棄に 陷り、 たと ひ 如何なる 神の 賜 

ありと も 我に は 益な しと 谛む。 斯ては 如何様に 之を說 くと も、 信仰の 道に 進む こと 能 はざる 可し。 

故に 耶 穌はサ マリヤの 婦人 をして、 神の 賜 を 知り、 彼と 雖も 之に 與るを 得べき ものなる を覺 らしめ 

んと 試みられ しなり。 

一 I 

耶穌の 所謂る 神の 賜と は何ぞ や。 即ち 人の 胸中に 湧き出で て、 永遠 盡 くる ことなき 活る水 此れな 

り。 神の 賜 は 永遠 無窮の 生命に して、 其の 祝福 は 有つ ものの 多寡、 境遇の 利害、 地位の 尊卑な どに 

因らす、 靈 的の 狀 態に 存す。 水火 も 之 を 亡、 ぼす こと 能 はす、 權威も 之 を壓 する の 力なく、 死 も 之 を 

¥ こと を 得す。 靈 魂の 所有 決して 之 を 失 ふの 憂 ひ ある ことなし。 然れ ども 此の 生命の 源泉 は人自 


ら より 發 せす、 Iwf に 神より 出づ。 故に 之 を 神の 賜と 言 ふなり。 永遠の：^ 命 は 人の 心、 神と 和合す る 

より 發 する 永久の 德、 無 の 祝福に して、 其の 喜び 喻 ふるに もの 無く、 其の 平和 凡ての 知識 を 超 結 

す。 みな 此れ 神の 子た るの 結 BK、 人の 本領 兹に 至り 始めて 全き を 得るな り。 

世上の^ 逹利维 "に 溺れて、 向上の 念 稍 や 亡びん とする f、 胡馬 北風に 嘶く が 如く、 己が 現在の 

狀 態に 安ん ぜ すして、 思 はす 眼 を 现想界 に 注ぎ、 更に 高尙 なる 生活に 移らん こと を 希望せ ざる を 得 

す。 然れ ども 事 常に 志と 遠 ひて、 世界 は 人の 理想す る 如くなら す。 我れ^ 吹け ども 彼 は 踊らざる な 

り。 冷酷なる 驗は、 人の 现想 を粉碎 して、 之 を 物質的の 生命に 堕落せ しめんと す。 天に 翔らん と 

する^^魂の！^、 世の 風© に艱 みて、 {仝. しく 泥土の 中に 潜伏す るに 至る。 理想の 夢 は 高遠に 過ぎた 

り。 動もすれば 目ハポ めき 志 鈍りて 凡庸の 生活に 滿 足し、 草木と ともに 朽ち 茶る を 厭 は ざらん とす。 

故に 基哲に 接して 服 前 想の 實 現せる を 仰視し、 無限なる 神と 人との 契合 全き を視 るに 非 ざれば、 

其の 志 を 支へ、 其の 精神 を 振作し、 永遠の 生命に 向 ひて 進む の 氣カを 保た しむる こと 能 はざる な 

り。 唯 だ^ 志 弱行、 我 も 人 も 共に 言 ひ 甲斐な きを 嘆 じて、 自 世 棄の暗 黑裡に 葬られざる もの 殆ん 

ど 稀な り。 故に 主はサ マリヤの 婦人に、 汝 若し 飲せ よと 言 ふ ものの 誰なる を 知らば と 言 はれた るな 

らん。 彼に して 耶穌の 人格 を 知り、 其の 祝福 を 認め 其の 慈愛に 觸 るる こと を 得ば、 從來の 迷 ひ 幅に 

^れて 的の 志氣 勃然として 舆り、 永久 無限の 生命に 到達 せんと 欲する の 望 禁じ 難き を覺 ゆべ し。 

^へば 耶穌 とともに 十字架に 殺されし 兇賊が、 己ら と は 全く 異れる 人格の 心事 を 些か 窺 ひ 知りた る 
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より、 懺愧 後悔 抑 ふること あた はす。 豺狼 忽ちに して 羊に 變ぜ しかの 如く、 汝聖國 に 至らん とき 我 

を覺ぇ 給へ と 一一 In へる 如し。 耶穌の 誰なる を 知りて 之に 活る水 を 求めた るに 非す や。 

左し も 固に なりし^ 人 も 耶穌の 一一 一一：： に 心 や 動き けん 其の 態度 漸く 變 じたり。 初めは 水 を 求めた る 

猶太 人 を 蔑視せ るに 似す、 今や 語 を更 めて 主よ と 呼ぶ に 至れり。 然れ ども 尙ほ 半信半疑の 間に 倘徉 

しつつ あり。 蓋 耶穌の 意 何れに 在りと も 理解す る こと を 得 ざり き。 所謂る 活る 水と は 世に も 稀なる 

良き 泉 を 見出せるな るか。 將た 水よりも 高尙 なる もの を 指す か。 然るにても 斯く不 ましき こと を謌 

る は 如何なる 人に て あるな らん。 眞 面目に 語る 者と 見る 可き か。 將たサ マリヤ 人を飜 弄せん と 欲す 

る 底意 にても 懐きつつ あるか。 彼 は 氣味悪 るく 感じたり。 然れ ども 其の 人の 風釆 何となく 頼 母 しげ 

ありて、 腹黑き 方と も 見えす。 唯 だ 此の ままに して 過ぎん も遣憾 しく、 彼は竞 に、 王よ 汲 器な く、 井 

もまた 深し、 何 所より 其の 活る水 を 齎らす や、 汝は 我等の 先祖 ヤコ ブ にも 優れし ものな り やと 問 ひ 

出で ぬ。 

耶穌爱 に 於て 所謂る 活る 水の性 質 を 明かに し、 進んで 婦人の 靈的 感覺を 呼び 動かさん と 試みられ 

き。 曰く、 此の 水 を飮む もの は 復た渴 かんと。 此は首 ふ を 待たざる 事實 なれ ど、 一 語 能く 人生の 悲. 

慘 なる 經驗を 道破して、 世上の 名利 情慾 は 結局 人の 心を滿 足す るに 足らざる を 記憶せ しむる に 足れ 

り。 古今 人類の 實 驗に訴 へ、 其の 失望 を證據 として、 眞 正の 幸福 は寶に 在らす、 快樂に 在らす、 不 

老 不死に 在らす、 慾を肆 にす るに も 在らざる こと を 明かに せんと 欲する が、 耶穌の 此の 一一 一一：： ありし 


的な りと 知らる。 唯 物的 JK 地に 志を姥 め、 名利 功 索の 路に のみ 浮れ 行く もの は、 つ ひに みな 渴 ける 

人な り。 到底 失 s-:^ する を 免 かれ 難し。 

耶 穌の與 へんと する は斯の 如き 稀： 類に 非す。 之 を飮む もの は 永遠 渴く ことなし。 北ハ のうちに. 水. と 

なり、 き 出で て 限りなき 生命に 至るべし。 主はサ マ.^ ャの婦 が 世上に &i を 紫く るの 愚かなる を^ 

りて、 安心立命 を 求む る は 多くの 人が 心 を宗敎 に する 端緒に 非す や。 生老竊 死の 苦を腋 ひ、 此の 

顿 みなき 世 を 逃れん と 思 ひ-: ル ちしが、 釋 迦の佛 近を發 明せ し 所以な り。 主 基将も 凡て 疲れたる もの 

及び 嚴 きを 負へ る もの 我に 来れ、 我が 安き を與ふ 可し と I 一：； はれき。 凡て 此の 水 を 飲む もの 復た？ S く 

べしとの 一 1| 一 n は、 醉生夢 死の 世人 を醒 して 道念 を發 せし むる に 足れり。 

^人の 心 は 1 1^ 深く 動かされたり。 然れ ども 狐疑 深き 彼 は尙ほ 禱躇し 居れり。 =sr たしき は 冷嘲の 

ii:^ を さへ 漏らす に 至れり。 n く、 我が？ g くこと なく、  乂 此の所に 水 を 汲み 來ら ぬた め 其の 水 を 我に 

與へ よと。 望と 疑と 彼が 胸中 を 二分し たれば、 E 心 ひ 切りて 進退 を 決する こと 能 はざる ものな らん。 

其の^^性の危機まさに間一 髮の 時期な りと 謂 はざる 可ら す。 

苦 K 力 を 厭 ふの 一念 页に 進みて 罪 を 恐る るに 至らん こと 肝要な り。 己が 烦悶： 愛愁を 免れん と 欲する 

のみなら す、 神に 對す るの IK 任 を感覺 し、 此の 罪 如何にして 脫れ 得ん やとの 問題 を 提起し、 『天と 汝 

とに 對 して 罪 を 犯せり』 との^^惊に刺激せられざれば、 人： おん ぞ； 大の 父に 歸る こと を 知らん や。 之 

に る こと を 知らざる のみなら す、 焉んぞ 人格 的なる 祌 即ち 天に 在す 父の 存在せ る を 知らん や。 佛 
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徒 は 休息と 安 靜とを 求む るの 外 他事な く、 其の上に 一歩 も 進み出で ざり し爲 め、 其の 發明は 汎神的 

にして、 其の 究竞解 脫は湼 紫に 停滞した るな り。 之に 校 ぶれば 基督 敎 徒の 發心は 非常に 道義 的に し 

て、 罪惡感 大いに 發 達せる が 故に、 人格 的の 神を認 むる 甚だ かにして、 其の 救 ひ は 十字架の 嚷に 

依らざる を 得す。 

然るから に 耶穌サ マリヤの 婦人 をして、 其の 罪惡を 認識せ しめんと せられき。 此の 水を飮 む者復 

た渴く 可し との 一言 が、 彼 をして 其の 旣往の 失敗 を 記憶せ しめたる 如く、 汝の 良人 を 呼び 來れ との 

聲は、 利刀 を 以て 肺腑 を 刺せる に 異ならす、 深く 其の 良心 を 動かして、 痛く 己が 道德 上の 不幸 を 嘆 

さ £5 

かしめ たり。 彼 は 基督の 前に W を赧ら めて、 宛然ら 人 以上の 植 威に 責任 を 問 はれし かの 如く、 恐懼 

身 を 置く 所な く、 辛 ふじて 我に 良人な しと 答へ たり。 彼の 靈性 益覺醒 し來れ り。 其の 態度 愈賴 母し 

くな りぬ。  . 

ミ 

サ マリヤの 婦人 は 神の 前に 於て 其の 旣往 を撿閱 せられたり。 囊に五 人の 良人 ありて、 今 ある もの 

は 正當の 良人に 非す。 彼 は 地の 水 を 飲みて 尙ほ渴 する こと 甚だしく、 從來の 經歷を 顧みて 罪 を 感じ 

{り< だ 

たり。 其の 我を折りて、 眞の 信仰 を 求め、 謙遜り て 導き を 耶穌に 請 ひし は、 自然の 順序な りと 謂 は 

ざる 可ら す。 

『主よ 汝を. m 言 者と 知れり』。 彼が 斯く言 ひし は、 I つに は 耶穌を 認めて 宗敎 の師と 崇め、 二つに は 


己が 道 を ねんと 欲する の S3!^ じ 難き を 以てな り。 宗敎の 必要な る は 之 を 深く、 七に 感^せ り と雖 

も、 孰れの 宗 敎を舉 すべき か、 如何なる 祌を拜 すべき かに 至りて は、 彼の 惑 ふ 所に て ありき。 宗敎 

ま 其 3 必要 を感 する の 度に 佇立む こと を 許さす。 此の 點に 停る を 得る は 宗敎の 必要 を 切に 感ぜ ざ 

る： なり。 サマリ ャ の：^ 人 は 基督の 啓？！. バ によりて 飢ゑ渴 く 如く 義を慕 ひ、 鹿の 溪 水に 於け る 如 

く、 活る祌 を 慕へ り。 然れ ども 神の ことに 就きて 多くの 疑 ひ 生じ、 執れの 立場に 安ん す 可き か を 知 

らす。 故に 問 题を投 出して 曰く、 『我等の 先祖 は 此の 山に 於て 拜せ しに、 汝等拜 すべき 所 は ュルサ 

レムな りと 言 ふ/ 此の ゲリ ジム 山 か、 將た 彼の H ルサ レムなる か。 請 ふ 我がた めに 之 を 明かに せ 

よと a 

耶穌： n く、 『I！ よ 我 を 信ぜよ』。 豫め 此の 一句 を 以て 敎訓の 端 を 開かる。 共の 熟 情 溢る るが 如く、 

如何にもして 此の 婦人 を 救 ひ 出さん との 希望 甚だ 切なる を兒る 可し。 而 して 其の 本題に 入り 說ぃ 

て 曰く、 『啻に 此の 山の みに 非す。 又^lルサレムのみにも非すして汝等父を拜すべき時來らん。 汝等 

の拜 する もの を 汝等は 知らす。 我等の 拜 する もの を 我等 は 知る。 蓋し 救 は狍太 人より 出る が 故な 

り。 腐の拜するもの9^^露を以て父を拜する時來らん。 今 其の 時に なれり。 夫れ 父 は 断の 如く 拜す 

る もの を め 給 ふ。 神 は^なれば 拜 する もの もまた 9? と眞を 以て 之を拜 すべ きなり』。 之 を 耶穌の 比 

絞宗敎 論と す。 汝 等の 拜 する もの を汝等 知らす。 然れ ども 我等 は 知る と。 サ マリヤ 人と 猶太 人との 

Hi こ. は、 明かに 宗敎 上の 優劣 ある を 見るべし。 兩 者の 信仰 孰れ にても 可な りと する は 基督の 本せ. ^ に 
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s^。 甲 を 揚げ 乙 を 貶す は 其の 躊蹑 せざる 所な り。 主 は 或る 宗敎を 排斥す る こと を 悼ら れざ りき。 

一派の 論者 孰れの 宗敎 にも 黉成 すて ふ、 一見 すれば 甚だ 寛大なる に似て、 其の 實眞理 に 冷淡 不忠な 

る 說を唱 ふ。 愛に は 仔細に 之 を 評せす と雖 も、 少く とも 其の 決して 耶穌と 同 一 の 主義に 非ざる は 明 

白な りと 謂ざる 可ら す。 

宗敎は 進歩の 藤史 をお す。 決して 古に 拘泥して 新しき を 忌む 可ら す。 此の 山に も 非す、 H ルサレ 

ム にも： して 祌を拜 すべき 時來 らん。 今旣に 其の 時に なれり と。 旣に 其の 時に なれり， と は 頒迷固 

陋の 保守 家に 與 へられし 警告に 非す や。 時勢の 描 移す る を 知らす、 宗敎發 展の勢 ひ駸々 として 止ま 

ら ざる を甓ら す、 古き 革囊に 新しき 葡萄酒の 盛る 可らざる を辨 へす、 舊 夢に 昏睡し、 傳來の 儀 文に 

束縛 せられて、 信仰の 新しき 元氣 を杜絕 し、 基督 敎の救 を 排斥 せんと 欲する もの 少 からす。 淸 明の 

天 地尙ほ 祖先 禮拜を 事と して 愧づる こと を 知らす、 人爲の 神を拜 して 其の 愚なる に 心 付かす。 先祖 

此の 山に 於て 禮拜 したる が 故に、 我 も亦然 かすべし と唱 ふ。 此の 翬の 精神的 程度 は-サマリ ャ の；^ 人 

にも 及ばす。 

第三の 點は宗 敎に內 外な く、 信仰 は 東西 を擇 ばす。 道に 國家 主義な し。 又國粹 保存 を 許さざる な 

り。 祌は 世界 萬 民の 父な り。 宇內を 通じて 何 所に も 可な り。 邦國の 境界線 を 以て 宗敎を 取捨すべき 

に 非す。 故に 耶穌 曰く 此の 山の みに f。  N ルサ レムの みに も 非す して、 父を拜 すべきな りと。 吾 

人 宗敎に 於て は 世界主義 たらざる 可ら す。 氏子 氏神と 言へ る 如き 種類と 大差な き、 宗敎 史上 過去 時 


代に 風す る淺簿 なる：； 仰 を 機 M する は、 識 古の 愧づ べき 所、 民の 體而 を： ii: す大 いなる もの 有る を 

楚ふ べし。 我 國の所 li る 祌道は Egii^ 的に して、 世界に 普及すべき 资格を 共へ す。 或る人々 の 夢想せ 

る 如く、 佛？ « が チウ トー ーッ ク人 £g の 問に 廣く行 はるる を 得べき や、 其の 成功に 望 を^すべき 现. S あ 

る を發兑 せざる なり。 ほ〈 に 世界的た らんと しき 宗敎 は、 基督 敎の 外に 存在せ りと も兑 えす。 此の 

山、 彼の H ルサ レム の 都 は 一一 C ふ も 更なり、 世界に く 基督 敎の祌 の禮拜 せらるべき 時期 將に來 らん 

とす。 ゲリ ジム 山 頭の 禮拜、 M ルサ レム 架 K の 祭を始 とし、 天下の 宗敎は W 川の 海に 注ぐ 如く、 み 

な恭 I^JS: に 向 ひて 歸 し、 之 を屮 心と して 其の 缺陷を 補 ひ、 共の^ せざる もの を與へ られ ざる 可 

らチ。  - 

神 を； _ ^する も Q は、 si と K ハ K を 以てすべし。 夫れ； 大父 は斯の 如く 拜 する もの を 求む るな り。 此は基 

がサ マリヤの 婦人に 告げられ たる 第 四の 點 なり。 神は靈 なり。 故に 精確 適切なる 思想、 高潔なる 

志、 執.； 誠なる 愛、 及び 從 順なる 信仰 を 以て 之に 事へ ざる 可ら す。 意味な き 禮典は 祌の嘉 せざる 所な 

り。 ；^. &、 譖美、 及び 奔走 周旋 は 宗敎の 形骸に して、 其の 精神に 非 t 禮拜は 8? 魂が 祌 とともに 活 

觔 する を 以て 其の 生命と す。 或は 情 を m んじ、 實際 的なる をロ赏 として、 漫 りに 知識 を輕ん じ、 思 

想 を 蔑ろにし、 祌と基督とに就きて如何なる觀念を懷くとも，ぉ>^支なしと妄斷するものぁり。 此の 眾 

常に 道德 を呼號 し、 愛を唱 へて、 敎理を 忌む こと 蛇蝎よりも だし。 彼 や の 目に は祌舉 者よりも 甚 

だ しき ii^i: 人な し。 ァタ ナシゥ ス 無く、 ォゥ ガス チ ン 無く、 カルビ ン 無く、 唯 だ 漠然たる 福音と 感情 
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的 說敎、 甚だしき は 感情 極めて 冷 かなる 道德 のみに てあらば、 基督 敎の 祝福 更に 大な りし もの をと 

は、 彼等の 主張なる べしと 察せら る。 彼等に は靈 魂の 救よりも^ 兒の救 が 大切な り。 其の 所謂る 

靈的事 葉 は 禁酒、 廢娼 若く は耱毒 問題よりも 趣味 深き もの ありし とも 見えす。 サが從 事す る祌の 

國は 現在の 帝國 主義に 外なら す。 山上 垂訓の 要旨 は 愛 園の 二字に 歸著 する のみ。 淺 薄なる かな、 斯 

？ 一と 

の 如き 宗敎。 基督 は斯る 輩に 對し、 靈を 以て 神を拜 すべし と敎 へ、 更に 眞實を 以て 之に 事へ ざる 可 

ら すと 說 かれたり。 眞實を 以てと は何ぞ や。 神 は 精確に 思想せられ、 共の 實 在に 相應 しく 會 得せら 

れ、 其の 存在、 及び 聖德は 成る 可く 有る がま まと 違 はざる 樣觀念 せらる る を 要す。 神の 性質 を 誤解 

し、 人に 對 する 其の § に 就きて 不穩當 なる 思想 を 有すれば、 其の 弊 や 精神 上に 毒 を 流す こと 豫想 

よりも 甚 しきもの あらんと す。 に 禮拜は 祌の眞 相と 一致し、 其の 性格に 悖るな きを 要す。 神に 就 

きて 誤れる 信仰 をな す は、 凡て 他の 迷信 曲解よりも 其の 害 甚だしと 謂 はざる 可ら す。 

祌は靈 と眞實 を 以て 禮拜 する もの を 求む。 斯の 如き 態度 は 其の 切に 希望す る 所な り。 祌は 人の 信 

仰に 無頓着 ならす。 共の 活る愛 は 人の 愛 を 喜び、 善き 心 を 以て 人に 事 へらる るを樂 しむ。 

サ マリヤの 婦人 は眞 の禮拜 如何に 重大に して、 神の 要求 如何に 嚴 正なる や を 思 ひ、 顧みて 自らの 

薄弱なる を 悲しみたり。 故に 助け を 求む るの 心 切に 生じ、 即ち 耶穌 に吿て 曰く、 『基督と 稱 ふる メッ 

シ ャの來 らんこと を 知る。 彼れ 來 らん 時 凡ての こと を 我等に 吿ん』 と。 苟も 神と 人との 關係 及び 其 

. ^より 生す る 責任 を覺 ると き は、 我れ 救 はれん 爲 めに 何を爲 すべき やと 絕 叫し、 助け を 人 以上に 求 


Is あた 


むる に 至る。 斯てサ マ リャの 人 は 失 せ ざり き。 其の 待 &f.i む 所の メッ シ ャ 眼前り に 立て り。 曰 

く、 『汝と 語る 所の 我 は 其れな り』 と。 宗敎は 救の 能力 を 具足せ る 基 を 認識して、 之に 賴る こと を 

得 ざれば、 其の 目的 を 達する こと 能 はざる なり。 来 だ 基督に 山す して 祌を 適切に 認識し、 禮拜 せし 

ものお る を 聞かす。 

サ マリヤの 人は甚 びに 堪 へす、 其の 村に 歸り往 きて、 井の 傍に ありし 事 ども を 吿げ、 人々 を 誘 

きて 耶穌の もとに 來れ り。 其の 胸中 然 こ そと 察 せらる。 靈魂 に 新たな る 光を與 へられし 彼 は 全く 前 

日の 彼に 非ざる なり。 

へ られ た る 婦人 の み ならす、 會 話の 主人公な る 耶穌の 心の 美 はし さよ 。『弟子 之 に 0 ひて ラビ 食 

し 給へ と 言 ふ。 耶穌 ffily に 一一 百 ひける は、 我に 汝 等の 知らざる 食物 あり。 我 を 遣 はしし ものの 3:n に^ 

ひ 其の ェを 成し 暴る 是れ 我が 糙 なり』 

(一 九 〇 三年 九 Ho 
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ぺ 二  H ルに 於け るャ コブ 

(創世記 第三 十二 章)  . 

一 

H サゥ、 ヤコ ブの 二人 は 同胞に て ありながら、 宛 かも 生来の 纏 J 敵たり しかと 疑 はる。 其の 性質 も 

反對 なり。 H サゥは 面白き 氣風 にて、 小兒の 如くに 泣き、 少兒の 如くに 笑 ひ、 諸事 快活に 行動 ひ 

看 はか  ， 

ぬ。 然れ ども 最も 重大なる 一 つの もの を缺 きたり。 其の 心 甚だ 淺薄 にして 思 ひ 物質 以上に 及ばす。 

祌明を 畏敬す る こと 極めて 少 かりき。 人生の 秘義に 打 たれ、 天地の 嚴肅に 感じて、 危坐 正 念す る 如 

き 經驗は 彼に 於て 殆んど 稀れ なりと 謂 はざる ベから す。 H サゥは 到底 宗敎の 人に 非り しなり。 

ヤコ ブは 然ら す。 スタン レイ 彼が 氣風を 論じて 曰く 『其の 人となり 宗敎 上の 信念 堅固に して、 將 

來 のために 現在 を犧牲 にす るの 精神に 富みし かば、 性質 次第に 潔め られ a つ 高めら るる こと を 得 

り。 即ち 見 ゆるより 上の もの を感覺 する の 力 を 有した るな り』 と。 一一 ゥ マンが ヤコ ブを說 ける を 聞 

くも 趣味 深し。 曰く 『其の 人と 異なる 所 は 己が 過ぎ 來 しかた を 顧みて 祌の 攝理優 逢な りし を 思 ひ 運 

らすを 喜びと し、 感 恩の 5B 溢る るが 如く 見えた るな り』 と。 實に彼 は 攝理の 跡 を 尋ねて 感泣し、 


見えざる の 力 己れ を 擁護せ る を 見出して、 常に 其の 道念 を啓發 せられたり。 ヤコ ブ故鄉 を 離れ、 1 

本の 杖 を き m 然江 湖に 流離 ひて、 辛苦 二十 年。 パダン ァ ラムの 住居 も賴 母し からす、 如かす 錦 を 

若て 家 山に 歸 らんに はとて、 家族と 產 業と を 携へカ ナン を 指して 進む。 旅路 は 心 も 澄みて 感懐 殊に 

深し。 良人 は 萬 里 遠征の 旅 窓に 於て 最も 善き 良人な り。 遊子 故里の 父母 を 懷ふ時 袋 も 孝な り。 青年 

の 志し は 遠洋の 船室に s;!^ も 理想的な り。 心 あらん 人 は 旅路の 天に 祌と 最も 接近せ るを覺 ゆべ し。 昔 

しべ テルに 天と地と を 結べる 梯を 夢見て 神 を 祭れる ャ コブは 一 一十 年後の 旅行 其の 感ぃ とど 切なり。 

マ ハ ナイムに 於て： t の 使者に 遇 ひしと き、 一身 祌の 保護に 包まれて 然 ながら 『神の 陣營』 に 宿舍せ 

る 如く 心強く 感じたり。 a つ 神に 祈りて 曰く、 『我 は汝が 僕に 施した まひし 恩 惠と眞 一 M を 一 つも 一 父く 

るに 足らざる なり。 我 は 杖の み を もちて 此の ヨルダン を 渡りし が 今 はニ隊 ともなる に 至れり』 と。 

ヤコ ブの 宗教心 は斯の 如くに 熱したり。 然れ ども 其の 信仰 未だ 純粹 なる に は 至ら ざり き。 戰 闘し 

て、 他 を 排除け、 人を卻 けて. 獨り 自ら 進み、 智計を 運し カを盡 して 己が 目的 を遂 るに 熱心す るはャ 

コブの 性質に て ありき。 野心と 意地と を根據 とせる 彼 は、 未だ 謙卑 りて 恩寵の 人となり 居らざる な 

り。 兄 H サゥ 四百の 兵を隨 へて 之 を迎へ 架たん とすと 聞き 一 たび は 大いに 恐れ 且つ 苦悶せ しか ど 

も、 一難の 來る 毎に 氣カ益 加 はり、 窮境に 臨みて 計畫愈 湧く の 彼 は 忽ちに して H サ ゥに當 り、 柔以 

て剛を 制する の 策 を 定めたり。 其の 夜 H サゥ への 禮物 を擇 み、 牝 山羊 二百、 牡 山羊 二十、 乳 驗駝と 

其 子 三十、 牝牛と 牝の趙 馬 二十、 ^%馬の子ニ十を僕共に付し、 我に 先立ちて 進み、 H サゥに 遇 はば 
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云々 言 ふべ しと 敎へ、 而 して 其の 群 を ニ隊に 分ち、 たと ひ 一 隊擊 るると も、 他の 一 隊 をば 全から し 

めんと 圔る など 用意 遣る ところな し。 斯くて 一 一人の 妻と 一 一人の 仕 女 及び 十 一 人の子 を 導きて ャボク 

の 渡り を 越さし め、 己れ 一人 遺り 居たり。 ャ ポクの 流れ 耳み-貫ぬ きて 行 客の 腸を斷 ち、 更け 行く 夜 

の { 仝 寂 家 一として 萬感交 々催 ふさる。 計晝已 に遣算 無く、 眼中 殆ど 兄 H サゥと 其の 四百 人の 兵 無く、 

優に カナ ンの 全土 を 掌中の ものと せる ャ コブも 此の 光景に 對 して は、 流石に 心 打ち 濕 りて 胸のう ち 

稍ゃ柔 かにな りぬ。 此れ 靈 的の 賜 を 受け、 天来の 光明に 接すべき 好 時節に あらす や。 

ちからくらべ  つ ひ 

忽ち 人 ありて 夜 明くるまで ヤコ ブと 角力す。 彼 ヤコ ブに 勝ち 難き を 見て 其の 髀の揠 骨に 觸れ しか 

ば、 ヤコ ブの 鮮の揠 Is 離れたり。 其の 人 夜明けなん とす、 我 を 去し めよ と 云 ふ。 ヤコ ブ 云く 爾我 

を 祝せ すん ば 去し めす はば ほ ま ♦ssss. お 是に 於て 其 人 之に 問 ふて 曰く 汝の名 は 何 

なるや。 曰く ヤコ プ なり (ヤコ ブとは 排除く る ものと 云ふ義 なり。) 其の 人 日く 汝の名 は 重ねて ヤコ 

ブと稱 ふ 可ら す。 イスラエルと 稱 へよ、 其は汝 神と 人と に カを爭 ひて 勝ち たれば なりと。 ヤコ ブ之 

に 請 ひて 其の 名 を 問 ふ。 其の 人 何故に 吾が 名 を 問 ふやと て 乃ち 其處 にて 之 を 祝せ り。 故に ヤコ ブ其 

の處 をべ-一 エル (神の 面) と 名け たり。 斯くて 日 は ヤコ ブ のうへ に昇リ ぬ。 彼 は 其の 鮮 のために 歩 

行 はかどら ざり き。 

此の 物語 は 史的の 事實 なる か。 將た 詩歌 的の 文飾 を 施せる 寓言に て あるか、 此は必 すし も 解決 を 

下さで 止み難き HJ に 非す。 之 を 如何様に 理會 する も、 ヤコ ブの靈 魂に 感銘せ る 其の 靈 的の 意味 こそ 


,」 なれ、 地名なん ど 云 ふ もの も 時として •： - 〕 意味 を 行 客に 感ぜし む。 ャボク は 希 伯 来 語 角力 

て ふ isls と 昔 相？.。 角力、 t と はよ くも 名け たる かな。 山に 障られ、 康に せかれ、 谷を迪 り、 辛う じ 

て 流れ 流る るャ ポクの 河、 人生 何ぞ 之に 券！！^ たる。 殊に 戰鬪 的の 生活 を營 みて、 常に 逆流に 掉 せる 

し 2  On/ 

ヤコ プの 一身 は 之と 甚だ 相似たり と 謂 はざる 可ら す。 阮湘の 日夜 東 流して 頃. 刻 も留ら ざる は愁 人が 

血淚の 種子と なりぬ。 行く 河の 流れに 泡沫の 且つ 消え 且つ 浮ぶ を 見て 方丈の 室に 人生 歎に 沈む もの 

は、 $„: にた だ鸭長 明の みならん。 厳に 垠 かるる ャボク 河の 流る る 音 耳に 澄みて 聞 ゆる 夜半、 獨ひ思 

ひに 人れ る ヤコ ブの 心事 如何に あり けん。 彼 は 己れ を鮮 かに 見る こと を 得たり。 終に 神 を 知る こと 

深くな りぬ。 余 をして 其の 消息の 一 端 を 語らし めよ。 

二 

斯 かるが 故に 我 彼 を 誘 ひて 荒野に 入り 終に 其の 心 を 慰めたり (I  一^二)。 神の愛 は屢 荒野の 孤客に 

出 りて 取も^ かに 感ぜら る。 萬籟 寂と して 聲 なく、 其の 精神 清く 澄める とき、 夜の 暗き に 乗じて 星 

の 後 爛たる を る を 得し 如く、 ャ コ ブは從 前に 無く 神と 自身との 關係を 感得せ り。 

兄 H サゥ に對 して 防 禁の策 は 綿^に 講ぜられたり。 其の 智は 悉く 用ら れ たり。 旣に 其の 力の 有ら 

ん K りを盡 したりと 謂 はざる 可ら す。 ャ ポクの 河畔に 悄然と して、 彼 は 此の上に 施すべき 術 を 出 

し 得す、 人力 S 窮極す る 所に 行き 當 りて、 頻りに 其の 道念 を 刺激せられ、 祈り 心禁 する こと 能 はす 

して、 深く f- に^ 依る こと を畢 ベり。 
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曾て 或る 怫人 年來の 研究 を 積みし 結 茶、 己が 意見 を 世に 發 表する ことと なりぬ。 彼が 心血 を 注ぎ 

たる 著書 は輕 舟の 如く、 風波 常な き 批評の 海に 出ん とす。. 著者 其の 成功 を 確かむ るに 必要なる 條件 

は 一 つも 漏す ことなく 之を充 たせり。 慈母が 愛兒の 旅に 上る を遂る 如く、 其の 著書 を 江湖に 放ち 遣 

らんと する に 臨み、 今日まで 宗敎に 無頓着な りし 人 も、 情 迫りて 天眞を 露出し 來 りぬ。 彼 は跪づ 

き、 泣きて 神に 祈禱を 上げたり。 

人盡 きて 神 到る。 ヤコ ブは 今や 其の 生命 も、 彼が 愛する ものの 安寧 も、 全く 神の 手に 支配 せらる 

る を 最も il 明に 認 むる こと を 得たり。 然 のみなら す、 大いに 彼の 良心に 觸れ て、 其の 罪惡を 記憶せ 

しめたる もの あり。 復び 兄と 戰 ふの 必要 は、 ヤコ ブ をして 廿餘年 前の 歷史を 憶 ひ 出 ださし めたり。 

如何に 彼 は 兄と 競爭 せし ぞ。 如何なる 奸計 を 運ら せし や。 然れ ども 往事 茫々 して 追 ふ 可ら す。 廿餘 

年の 星霜 は 彼と 罪悪と の 間に 因 緣を絕 ちし かと 疑 はる。 事 繁く艱 み 多き 彼が 其の 後 の 歷史は 黑雲 の 

如く 其の 舊き悪 を 掩ひ隱 したる に 非す や。 否な、 斯く思 ふ は 事の 皮相に 惑へ るな り。 道義の 大法 儼 

かにして 動かす ベから す。 時間 空間に は罪惡 を滅盡 する の 力なし。 罪 を 天に 獲ば、 千年 も 一日に 等 

よ； t がへ 

しからん。 ャ コ ブの 罪悪 は 一 一十 餘年 前の 歷史 眼前に 繰り回さ るると 同時に 記憶の 墓より 復活り 來り 

ぬ。 

彼 は 汝の名 如何ん と 問 はれたり。 之に 答へ て ヤコ ブ なりと 言 ひしと き、 豈 に忸怩 として 心 疚しく 

感ぜざる を 得ん や。 名 詮自性 彼れ は 今も尙 ほ押領 者た るな り。 (ヤコ ブとは 他 を 排除す る ものと 云 ふ 


義)。 惊ふ、 昔し 杖を携 へて 遠く 漂 ひ 出で、 或 時 はべ テルの 夢に 其の 腸 を 洗 はれ、 或る時 は 多くの 

辛 に 慨然と して 共の 志 を 固め、 あはれ 高尙 なる 人格に もな りなん と 思 ひ 設けし こと も ありき。 然 

れ ども 依然た る 前日の ヤコ ブ なり。 其の 品性 多く 二十 餘年 前と 異ならす。 汝の名 如何ん との 問 は、 

ャ コ ブ をして. iz 己の 人格 如何に 陋 なるや を 顧みし めたり。 玆に 於て 彼 は 其の 行爲 に顯れ たる 罪惡に 

自ら 呵 IK せらる る を 感じた るの みならす、 おのが 品性 其の もの を 厭 るの 念 起り たらん と 想像せ 

らる。 錦 を 飾りて 故 鄉に歸 ると も、 品性の 檻褸 見る に堪へ ざれば、 白く 塗りた る 境 墓の 如きの み。 

ヤコ ブは 大いに.！ n 己の 人格に 失望せ り。 彼 は 自ら を 蔑視せ り。 

济_ 念斯 くの 如くに 喚起され、 81  几 醒め 来りて、 ヤコ ブの 宗敎 漸く 其の 妙 境に 入らん とす。 彼 は 謙 

つぶ ひ はク  § 

遜りぬ。 其の 志淸 めら れ たり。 魏の框 骨！； 離れて 覇氣を 和めら れし ヤコ ブは、 專ら 自ら 用 ゆる 人た 

るより 一 轉 して、 祌の 恩寵に 感泣す る 信仰の 人となりぬ。 カ窮 りて 神に 訴 ふること を敎 へらる る は 

可な り。 然れ ども 更に 進んで、 自己の 罪悪 を覺ら ざれば、 其の 宗敎 た淺 薄なる を 免 かれす。 單に 

或る 行爲に 顧みて、 其の 不善な りし を感 する は 大いに 可な り。 然れ ども 良心の 省察 愈 深く して、 自 

己の 人格 其の ものの 腐敗せ るを發 明す るに 至ら ざれば、 罪悪 を 知る こと 未だ 足れり と 謂 ふ を 得す。 

ベ テルより ベ 一 1 エルに 至る 二十 餘年 にして、 ヤコ ブは 終に 此の 點 にまで 進む こと を 得たり。 

舊約樂 詩 第五 十 一 篇は 沈痛に 罪 惡を感 する もの を 代表す るの 聲 なり。 曰く 我は汝 にむ かひて 獨り 

汝に むかひて 罪 を 犯し、 御前に 悪き こと を 行へ り。 此れ 旣往の 言行 を回頓 して、 罪惡を 認めた る も 
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よこしま  ま 二と 

のな り。 n: く、 視ょ我 邪曲の なかに 生れ、 罪に 在りて 我が 母 我 を 孕みたり き。 汝眞實 を 心のう ちに 

まで 望み、 吾が 隱れ たると ころに 智慧 を 知らし め 給 はんと。 此れ 或る 特殊なる 首 行に 就て 罪 惡を感 

する 程度より 進み、 人格 其の ものの 汚れた る を發覺 して、 自己の 品性 を 悲しむ に 至り、 表面の 言行 

ありさま 

に滿 足し 難き を 以て 內 心の 動機 を まで； 止しから しめんと 試みる 等道德 の戰爭 最も 激烈な る 情 態 を 描 

寫 せる ものな り。 基督の 徒 罪悪 を感 する の 順序 斯の 如し。 ヤコ ブ のべ -1 H ルに 於け る少 くと も 蓋し 

之に 近 かりし と 察すべき なり。 宗敎の 念覺醒 する にあたり、 第一 に 解決 せんと 欲する 問題 は 神の 性 

質と す。 吾人 は 人 以上の 勢力に 接觸 する を覺 ゆ。 河 を 渡りて 進まん とせる ヤコ ブは 不思議なる 勢力 

に 前路を 遮られて 一 歩 を も 進む る さ 能 はす。 負けじ魂の 彼 も 進退 維れ 谷り しなり。 人生の 行路 崎觸 

として 艱む。 誰か 斯の 如き 經験を 有せざる もの あらん や。 天なる かな、 命なる かな。 奇遇 か、 將た 

宿命 か。 世界 は 誰の ものなる や。 罪悪 を 天に 獲れば 祈る ところな しと かや。 抑 神と 罪人なる 我々 の 

關係 如何ん。 神 は 救 ひを垂 るる 愛な り や。 將た罪 を 如何ん とも 爲す能 はざる か。 哲學 者の 結對 無限 

より 以上に 吾が 向上心 を 昂騰せ しむ 可らざる か。 天 は ショウべ ン ハウ H ルの 意志なる か、 將たハ ル 

ト マンの 無意識的 智力に 過ぎざる か。 耶穌 基督の 父實に 存在す るか。 世界の 實 相を觀 察すれば、 耶 

穌 基督の 愛した る ごとき 天父、 果して 存在す て ふ 証跡 いづこに あり や。 祌は我 を 顧みる か。 我 を 愛 

する か。 

此の 問題解決せ ざれば、 苟 くも 向上心 を覺醒 せられし もの 一 日 も 其 心 を 安ん すべから す。 故に ャ 


コブ問 ふて、 請 ふ 汝の名 を吿げ よと 言へ り。 其の 之 を 問 ふや、 疑 题は半 以上 旣に 解決せられ 居る 

なり。 彼 は 神 を 愛と して 識 りぬ。 ヤコ ブの 如くに 苦悶し、 思慕しつつ、 熱誠 を 以て 問 ふ ものに は、 

其の 問旣に 之が 答な りと 謂 はざる 可ら す。 

ウェス レイ 此 間の 消 C-J を 歌うて 曰く 

不 m 心議 なる 旅客よ 來れ。 余 は 尙ほ之 を 抑留し 居れ さも 未だ 其の 誰なる を 知らす。 同行者 は 己に 

先き 立ち 往 きぬ。 余 獨り汝 とともに 在り。 終夜 汝 とともに 在りて、 日の出 づ るまで も 角力 はんと 

こそ 期す る なれ。 

今 余に 勝を與 へよ。 余 は 弱し。 然れ ども 自身に は 失望 すれ ども 尙ほ 信頓 すると ころ あり。 余が 

ハ アト  ゆめ 

心情にまで れ、 然ら ざれば 努此所 を 去りな せ そ、 汝の名 栗して 愛な り や、 其 を 余に 吿ぐ べし。 

余が 祈り は 神 を も 制す。 余 は 今 言 ふ 可から ざる 恩寵 を受 く。 信仰に 由り て、 余 は 汝と面 を 合せ 

て 相 見る、 余 は 面 を 接して 汝と相 見 たれ ども 尙ほ 生存す。 哭き しも、 角力 ひし も 徒 勞に非 ざり 

き。 汝の性 は 愛な り。 ああ 愛 こそ 汝の 名な り けれ。 

詩人 は 美しく 歌へ り。 然れ ども 彼の 不思議なる 旅客 を 受身と し、 頗 りに 避けん とする 彼 を ヤコ ブ 

が 執へ たらん 如く 思 はしむ る は 白玉の 微 瑕に 非す や。 費 際 を 言へば、 ヤコ ブ こそ 受身の 態度 を 取り 

たる なれ。 旅客 は 攻勢 を 取りて ヤコ ブを抑 へんと したるな り。 ヤコ ブは 之に 執 へられし な o。 先ん 

じたる は ヤコ ブ！ J 非す して、 此の 不思議なる 旅客に て ありき。 ヤコ ブ之を 招致せ るに あらで、 彼が 
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おも  あ せ 

ヤコ ブを 耍. せし に 非す や。 神 を 研究 せんと 擬 する もの 屡々 意へ らく 我 獨り悶 へ 焦慮り て 神 を 慕 ひ 求 

む ども、 何ぞ 神の 隱れ たま ふの 甚だしき やと。 此は大 いなる 誤解な り。 世の 夢酣 にして、 物に 靈 

明を蔽 まれ、 道念 昏睡の 狀に 在る ものの、 忽然 驚き 覺 めて、 祌を尋 ぬるに 至る は、 神 之 を耍 し、 之 

を 執へ、 之 を 刺激して、 人生の 大 問題 を 之に 投げ 懸 くる を 以てに 非す や。 斯の 如く 神に 先んぜら 

r^、 迎、 ら.？ -、 促され、 求められ、 引かれつつ ある を も覺ら す、 神 果して 我を眷 顧る やと 疑 ひて 

執ね 念 も尙ほ 其の 父た る や 否や を 問 ひ 試みん とするな り。 迂も亦 甚だしと 謂 はざる ベから す。 故に 神 

の 名 如何ん と 問 ふに 至れば、 其. の 答 已に與 へられた るに 同じ。 信念の 發展 妙なる かな。 

斯て 苦悶の 夜 は ほの.，^ と 明けたり。 『彼 日の出 づる ときに ぺ 二  H ルを 過ぎたり』 と。 外界の 光景 

は恰 かも ヤコ ブの 心事 を 表彰すべき 譬喻 となすべし。 神の愛 を 感銘せ る 其の 心 胸のう ち は 青天白日 

こて ありき。 此の 信仰に 由り て 彼 は 別 乾坤に 入りぬ。 ヤコ ブは イスラエルて ふ 新しき 人となりて 

父祖の 業 を嗣 ぎ、 光榮 ある 國 民の 基 を 開く こと を 得たり。 

(I 九 0 三年 一 〇 H-) 
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